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史料 採訪記 1 

廣瀨  豊 

自分 は 武士 敎 育史の 硏究を 志して ゐる ものであるが、 昭和 十 一 年の 春 

吉田投 陰 全集 (舊 全集) の 編纂が 出来 上った ばかりに、 九大の 友人が 突 

然 やって来て、 平 戸の 山 鹿 家に 素行の， 文書が 澤山 あるから、 是非 今年 や 

つて 來 ないか、 今年なら 案內 しょうと いふので あった。 實は ゆく，/, \ は 

素行 迄 行かねば ならぬ と考 へて、 かねて 豫定 はして ゐ たが、 それ は柽陰 

を 纏めて からで、 あと 二三 年後と きめて ゐ た の で あ ！ つ 。 お . つ に 今自 分 の 

豫定 を變更 する の は 聊か 進まな ぃ氣 もした が、 時機 は 逸し 易 いもの であ 

るし、 史料の 調査 は 一年 や 二 年で 終る もので もな く、 少 くも 五六 年から 

十 年 はか かる ものであるから、 今から ぼっ^- -取 りか かっても よいと 考 

へ 直し、 憝 * 出かける 事に した。 . . 

その 內に 平戶迄 行くなら、 伊勢の 津 にも、 伊貿の 上野に も 若干 あるら 

しいから、 序に 調べて 来ようと 云 ふこと になった。 これが 抑 もこの 採訪 

の 始まりで ある。 

一、 尹 sou: と 野 01£ョ1;3 三重 玆 第 I- 司お 和 十一 年 七 g 廿 三、 E 曰 方 ar- 

一 あ f  siit»-i 第二 Ira 昭和. I- ほ！ -EH- 十八、 九、 廿 B^=ft- 

ここ は 昔 藤 堂 和 泉 守の 出城で ある。 さう して 藤 堂 侯 の兵學 師範 で あ つ - 
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た 水 沼 久大夫 は、 素行の 門人で あり、 久大 夫の 後嗣ぎ 久 米蔵 は 素行の 嫡 

子 (藤 介 高 基) の 三男であった。 それ故に 藤 堂 家 及び 水 沼 家に は 何 か史 

料が あっても よい 箬 である。 この 圖書 館に ある 武敎 餘談 は、 下記の 久大 

夫より 元 寧 宛の 手紙に ある 通り、 高 基が 金に 困って 素行の 自筆 本 を 手放 

さう と し た 時に、 緣故 のない ところに やり 度くない と 云つ て 藤 堂 家 に 引 

き 取って 貰った もので、 代價は 廿ー兩 程と なって ゐる。 それが/やの 藤 堂. 

男 S 財 家に あ つ たも の を 明治 以後 當町 の 圖書 館に 寄附した もの である。 

n 武敎 餘談 十四 册 (二十 二 卷)、 內 自筆 本 九 册寫本 五册。 これ は 武器 

武具の 硏究 であって、 素行 五十 三 歳の 時 出来た ものである。 

め 水 沼久大 夫より 藤 堂 元 寧 宛 書簡 (寫 本) 年月 はない が、 何れ 素行 

の 死後 藤 介 (高 基) 時代の ことで ある。 內容は 右武敎 餘談賣 S 貝の 交渉で 

あるが、 その 內に、 是れ より 先き 四書 (恐らく は句讀 大全な らん) 二十 

册も藤 堂 家で 引き取った 事が 書いて ある： 但し それ は 題箋 たけ 素行の 自 

筆で、 中 は寫本 だと 云って ある。 又 その 內 にこの 武教 餘談の 如き 自筆 本 

は、 「後世 は 楠 (； 木) が 手跡より 大切に 可 レ有レ 之と 存候」 と 書いて あると 

ころ を 以て 見ても、 素行の 自筆 本が 當 時の 門人 等の 間に 如何に 珍 雷 • され 

たかが 分る ので ある。 

§ 水 沼久大 夫より 藤 堂 玄蕃宛 書簡 二通 內 一 つ は 武教^ 談に捺 して 

ある 印形に 就いての 說明 である- 今一 つ は 同書の 內容が 自筆に 相違ない 
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事 や、 寶り 度い とい ふ 藤 介の 手紙な ど を 添へ て、 賣 買の 豫備 交渉の 手紙 

である。 從 つて 日附は 8- より は少 I 前に 違 ひ あるまい。 

ゆ 山 鹿 藤 介より 水 沼 久大夫 宛 書簡 これ は右賣 上代 金廿 一 雨の 請 取 

旁々 ぉ禮の 手紙で ある。 藤 介が 如何に 窮 しても 父の 自筆 本を賣 ると はち 

と 受け とれぬ 事で あるが、 これ を 以て 見れば、 素行 時代の 山 鹿 家の 收入 

がいかに 豪勢な もので あり、 從 つて 生活が 如何に 膨張し で 居った か、 そ 

れを 受け 繼 いだ 藤 介が、 急に 收 入が 減じて 困窮の 餘り、 大切な 父の 自筆 

本 を賣り 出した かの 消息が 分る。 水 沼への 手紙に 藤 介が 「長 浪人に て 勝 

手 も 難儀に 可 レ有レ 之 候」 と 書いで 居る の も 無理 はない。 これから 推せ 

ば、 . その他に も 色々 賣り 出した であらう ことが 想像され、 素行 時代の 

圖 書目 錄 にあって 現に 山 鹿 家に ない 色々 な 書物 は、 この 藤 介 時代に 賣ら 

れ たもので はない かと 思 ふ。 さう して 又 この 一件から 推して、 山 鹿 家 第 

三代 目の 高 道の 時に 平戶 に移轉 した 理由の 一 つ は、 確に 財政 困乏、 生活 

改善の 爲 であったら うかと 想像され る。 

今囘 の 調査 は 靑寫眞 法 を 用 ひ て 全部 寫し 取る 積り であつ た が 、 圖書館 

との 打合せが 充分でなかった 爲に行 遠 ひ を 生じ、 中止の 止むな きに 至り • 

日限の 都合で 早速 中止して 引き上げ、 後 昭和 十四 年の 四月 再び ここに 至 

つ て 、 當 方より 持參 した 山 鹿 家 の 寫本を 靑寫眞 に 撮つ たもの を携 へて、 

前 囘仕殘 しの 自筆 本 を 全部 校合し て歸 つた。 

二、， 水 沼 家 § 部喊 昭和 十一 年 七月 廿 五日 訪問 

前述の通り 當主久 男 氏 は久大 夫より 何代目 か の 人で ある。 かねて 連絡 

をと つて ゐた津 中 學の敎 諭 伊藤 太郞 氏と 後藤 義之進 氏の 案內を 受け、 同 

邸 を 訪問した。 當 家に 現存す る もの は 左の 如し。 

5： 四書 句讀 大全 二十 册 箱の 蓥 にかう 書いて ある。 

表 山 鹿 四書 句讀 大全 

裏 外題 素行 筆 全 二十 册 書櫃銘 積德堂 水 沼 逮度書 之 
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三、 平 戸山 鹿 家 g 
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この 外题 素行 筆の 意味 は、 外題の み 素 

行 筆で、 內は他 筆で ある こと を 意味す 

る ものら しい。 さう して 見れば、 これ 

が 前述 上 野圖書 館藏 の 書簡に あ る 題 業 

許り 素行 自筆の 寫 本と 符合す る。 よく 

見れば 成程 題箋は 自筆に 相 遠 あろまい 

が、 內は 二三 名の 寫 本で、 各 i 筆跡が 

異 つて 居る。 その 內に 恐らく は 例の 幼 

童礒 谷が 居る やうに 思 ふ。 然し 素行が 

• 題箋迄 書いて 承認した ものであるから 

貴重な も ので ある こ と は 勿論で あ る 。 

e 武 類雜灵 嫌^ これ は 素行の 直 

門人 礒谷義 言の 著で、 又 同人 筆で ある。 

內容は 日本 戰史 の硏究 である。 山 鹿 家 

にも 同種の ものが あるが 缺 本で、 兩者 

を 合すれ ば 完備す る ものら しい。 

g 山 鹿 藤 介より 水 沼 久大夫 宛 書簡 一 

通、 同 藤 介より 水沼彌 五大 夫 宛 書簡 一 
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系で、 丁度 第 十二 代に 當る高 三 氏が 昭和 九 年に 沒し、 當時は 未亡人と 子 

女 一 名の 寂しい 生活であった (その後 昭和 十三 年 養子 山 鹿 光世 氏 第 十三 

代を繼 ぐ)。 平戶 行き の 前に 種々 交渉 して 見る と、 素行の 著述 は 大部分 東 

京の 松 浦 家に 預けて あって、 家に 殘 つて 居る もの は 僅か 五六 册と 手紙 や 

卷 物の 類に 過ぎない とい ふ 事で あり、 又 在京の 某氏が 先年 調査した 時 も 

さう であった と 云 ふので、 今度の 調査 も 二三 日 滞在 すれば 足る と 思 ひ 込 

ん で 居た 。 ところ が實際 調べ て 見る と 先代 より 未 調査 の ものが 續々 と 現 

はれ、 その 數實に 數百點 に 達し、 到底 一週間 二週間で は濟 まない こと を 

發 見した。 さう して 遂に 助手 一 名と 共に 殆ど 三 週間 滞在して 漸く 大體を 

調べ 終った が、 まだ 充分と 云 ふわけ に は 行かず、 あと は 他日に 殘 して 歸 

る ことにした。 その 內 主なる もの を あげる。 

S 自筆 物 

〇 原 源發機 一 册 これ は 素行 哲學の 最高 點を 示す 名著で ある。 しか 

も この 自筆 本 は 近年 迄 誰も 知らな か つた もので、 今度 發 見した と 云 つ 

て もよ いもので ある。 

〇 治平 要錄 一、 四、 六 內ー、 四 は 自筆、 六は寫 本で ある。 この 著 

は 素行 政治 學の 最高 を 示す もので、 全部で 五卷。 二、 三、 五 は 投浦家 

預けの 分に ある。 

〇 章 數附、 亨、 利、 貞三册 素行 自筆の 維 記で、 元の 卷は投 浦家預 

けの 分に ある。 

〇 七 書 要 證ー册 小册 子で 七 書の 戰例を 記した る もの、 まだ ほんと 

うの 腹案で 未成 稿で ある。 

〇 兵法 關係、 自筆 斷片の 袋 又は 束 六 個。 

〇 他人の 著書の 寫し、 潛確 類書、 先代 舊事 本紀。 

〇 大學 論語 聞 書 小 一 册 素行 十六 歳の 時、 林羅 山の 講義 を聽講 して 

筆記した ものである。 


〇 四書 句讀 論語 一 册。 他に 大學寫 本 一 册 あり。 

〇 五 萬 石 人數積 〇 隨錄ー 〇 武事 紀ー 〇 性 心情 意志 〇 素行より 

瀧 川 宛 書 二通 〇 津輕越 中 宛秘傳 目錄控 〇 淺野因 州へ 相傳 目錄控 

〇 呼出し 請書控 〇 古 倭 詩集 〇 草 和 集 〇 梁 塵 愚案 鈔 〇 下紐 〇 

小山 物語 〇 職原抄 〇 曆初聞 見 書 〇 鴨 長 明 海道 記 〇 奥州 里程 表 

〇 三敎 一致 書 〇 奥 儀 集 OSS 子 〇 千家 詩 〇 眞 心直說 〇武 

田 信玄像 讚。 

他 筆で 珍ら しい 主なる もの は、 

〇 母妙智 より 素行 宛、 寛 文 六 年 十月 九日 附 〇 礒谷肇 山 鹿 家譜 〇 高 

基 筆 三重 圓圖 

〇 素行 肯像 筆者 不明なる も、 この 肯 像が 一番 確な もので、 平戶方 

面に ある 肯像は 皆 これの 寫し である。 當 全集 第 一 卷ロ繪 に 出す 豫定。 

〇 淺野內 匠 頭 同大 學 の 兵學 入門の 起請文 

〇 積德堂 の 額 こ の 額 は 津輕耕 道 の 山 鹿 誌 に よれば 大明 の 元賛 書と 

あり。 元祿 十一 年の 火災で 燒け たこと になって ゐる。 然るに 素行の 甥 

山 鹿 淸吉の 書に は、 「朱 子の 由、 水 戶の學 者の 手 也」 と 記されて あり、 

なほ 下つ て 松浦靜 山の 甲子 夜話に は、 明の 陳元賓 の 書と なって 居る。 

而 して 今 現に 殘 つて ゐる もの は、 芝 山と 署名し 落款 は讀 めない。 これ 

は 恐らく は 二 代 目の もので、 淸 吉の說 明した もの はこれ であら 、つ。 

0 素行お 來歷 代の 印鑑 〇 吉田松 陰の 入門 願書、 同 起請文、 書簡、 同 

土產 の萩燒 茶碗。 

その他 高 基 • 淸吉 などの 書、 素行 著の 寫本、 後世の 家主 及び 門人の 書 

等 數百册 に 及んで ゐる。 

圖類 では 築城 計 畫圖、 各國 搣圖、 陳 形圖、 後三年 合 戰繽卷 等 百數十 枚。 

寫本 では 武敎 全書 八册、 神代 系 圖、 帝王 系 圖、 日本 將軍系 圖等。 

版本、 初版 本と 稱 する 中 朝事實 ニ册、 乃 木本 ニ册。 


器物で は 素行 時代の 旗 三種、 鎗穗 先。 

四、 平 戶松浦 家 昭和 十 一 年 八月 十八 曰 訪問 

同家に は 素行 佩用の 大刀 一 振と 陣羽織と が ある。 その他 武教 全書の 寫 

しで 相當 よい もの も あるが、 自筆で はなく 誰の 筆 かわから 力い。 

五、 山 鹿 誠 之 助 氏 I 鶴 I 大 昭和 十一 年 八月 訪問 

平 戶には 素行の 弟 山 鹿 平 馬の 後裔 も 現存して ゐ るが、 訪問の 時 當主は 

京都 帝 大圖書 館 に 勤務して 居た ので ある。 

S 配所 殘擎自 ま これ は 曾って 乃木將 軍が 寫眞 版に して 人に 頒 つた 

原本で ある。 寫眞版 を 携行して 不明瞭な 點を 校合した。 

g 土 佐 日記 ー册、 枕 草紙 ニ册。 自筆 寫し。 

g 聖教 要錄初 版本 

ゆ 起請文 辍り 山鹿琉 門人の 起請文で、 元祿 頃からの ものである。 

六、 山 鹿 旗 之 進 氏 職 昭和 十 一 年 十 一 月 九日 訪問 

先祖 は津輕 藩士に して、 素行の 養子で 女婿に 當る山 鹿 八 郎左衞 門高恒 

の 子孫で ある。 素行から 十代に 當 つて ゐる。 

s 謫居童 問寫本 三册- これ は 素行 當 時の もの かと 思 はれる 立派な も 

ので ある。 表紙に 素行の 筆で 左の 附箋が 貼って ある。 

此 の 本 序 跋尾替 り 候 所 か 有 (る) か と 覺ぇ候 間 前 に 進上 候と 此所違 へ 申 

かと 存候 其の 外 無二 御座 一 候 以上 九月 廿 六日 

これ は 曾って 大正 二 年に 博 文 館から 出た 謫居童 問の 底本で ある。 

②山鹿 語類 四十 五 卷寫本 明治 四十 三年 國書 刊行 會 出版の 底本で あ 

る 0 

g 聖教 耍錄 版本 一 册、 中 朝事實 版本 ニ册、 修身 受用 抄寫眞 版。 

S 當 家系 圖 

ゅ祖心 尼 肖像 

(以下 次號) 
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立秋 もす ぎて こ の 頃 はめつ きり 谅 しさ を 增 して 來 ました。 讀 書家に と 

つて はこの 上ない 有難い ことです が、 何より 先づ 米作に 影 藜ない こと を 

祈らずに 居れません。 

扨て 第二 囘 配本 第 十 一 卷を お^け 致します。 當 初の 豫 想を裹 切つ て 平 

均 頁 を遙に 超え 六 百 二十 頁と い ふ 量的に も 大きな ものと なりました。 モ 

. のうち 聖 敎耍錄 について は說 明の 要 もありません。 四書 句讀 大全 は讀ま 

れても 分る やうに、 中々 讀みづ らい もので、 かかる もの を大學 以外に 中 

席 • 孟子 • 論語と 全部 敉 めれば、 それだけで 優に^ 集の 中 數卷を 占める 

ことにな り、 特に 一部 宋學 研究者の 學 問的對 象と して は 必要です が、 一 

般讀 者を對 象と する 本 全集の 性質 を考應 して、 こ の^は 大學、 だけ に 止め 

ました。 その代り 比較的 樂に讀 める 隨筆弒 を澤山 集めました。 隨 筆の 一 

部分 は 以前 「山 鹿 素行 先生 精神 訓」 として 出た こと もあります が、 今囘 

は 未刊の ものが 多く、 量に 於ても 問題に なりません。 ^行 先生 を 知る た 

めに は 非常に 貴重な 文獻と 信じます。 

次囘 配本 は 自筆 本 中 朝 事實を 原文 書 流 文 兩方敉 める ことにして ゐ ます。 

從來 未刊の も の だけに、 御 期待に 副 ふ に 十分な も ので ある こと を確霄 し 

ます。 

前囘の 月報に 書き 洩 しました が、 本 全集の 背文字 は延寶 三年 素行 先生 

五十 四 歳の 時の 筆蹟です。 

. 尙ほ本 全集 も 先月 十日 を もって 申込 を 締切り ましたが、 豫想ど ほりの 

會具 諸子の 御 支持 を 得た こと を 厚く ぉ醴. a- 上げます。 こ の 上と も 繼續し 

て 御協力 下さる こと を 願って やみません。 

最後に 會 莨 皆 樣の御 壯榮を 祈ります。 (昭和  一 W 、八、 一 三、 F6 生) 

次囘 配本 第 十三 卷 (十月 上旬 配本 豫定) 

中 朝事實 皇統 要略 武統 要略 武朝 年譜 

武本 武家 式 臣禮 
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第 十一 卷 


編纂 者 廣 瀨 

ちラた  〃 ノ 


豊 


-t^ つ。 たト r< 
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《«~^<み三^キ豫キ o  ^^>^>-.^^r  ^  ^ 
、 7>V^as^\ ..  ^     チ ^^Gt>*^>c»      4 义 - ゆ t 

r  ,^f«  ：  «^<t^^>  ^t^j  JfS^^glpVA べ^- ゝ がニ で ゆ yjS" 禽 


4^*t^'^ マ、, ^^M/^^'X  ^ 

》八ー件„砵, き き V  Ik 

まず ヌ^^ 
ゆせ 傳 h^M^^^^^t^ 


塞 敎耍錄 … … 

同 (原文)：. 

四 鲁 句 讀 大 全 

山 鹿隨筆 


聖 敎要錄 


解題 並 凡例 

寛 文 元年 素行 四十 歳の 頃から 朱 子學に 疑問 を 懐きて、 ^に 實學 又は 聖學の 一派 を 立 

て、 r 一般に 古學 派と 稱 して ゐる) 講義に 文章に、 その 口吻 を^した ものである e それ 

が 寛 文 三年になる と、 門人 等が 師匠の 學說を 集めて 編纂し 始め、 遂に 寛 文 五 年 素行 a 

十四 歳の 時に 出来 上った C これが 山 鹿 語類で ある。 その 內 から 學說 の要點 を拔萃 した 

めが この 聖教 要錄 である。 發 行の 趣旨 は 門人の 序文に 書いて あるが、 自ら 信ずる 學說 

以外の 學說は 悉く 完膚 なき 迄に 罵倒し、 殊に 當 時の 官學 たる 朱 子學 にも 及んで 居る。 

爲に 一般 學 者の 反感 を 買 ひ、 就中 幕府 要路の 感情 を 害し、 遂に r 不屆 なる 書籍 出版」 

の廉を 以て 赤 穗流謫 の 禍に會 したので ある。 

謫居約 十 年の 後、 幸に 免され て 江 戶に歸 る や、 門弟の 間に 又 これ を 所望す る ものが 

あり、 素行 亦 これに 應 じて 該書を 講じた。 以て 素行の 學 說に對 する 信念の 强固 たるに 

敬服 せざるを得ない。 

叉 この 書は處 刑と 同時に 出版 禁止と なりし に 相違な きも、 處刑 前已に 一般に 流布せ 

聖 敎耍錄  三 


^敎 要錄  四 

しものと 見え、 當 時の 出版と おぼしき もの 尙ほ處 々に 殘存 して 居る。 旦 しこの 蒙 本 

に大 中の 二種 あり fil^l^ 本)、 共に 津輕 藩に て發 行せ しもの ならん と 云 ふ 者が ある。 

本書の 自筆 本 は傳存 して 居らぬ ので、 今 ：！ は 津輕家 所蔵の 版本 を 底本と した。 その 內 

容 は書體 異なる も 文章 體裁 共に 全然 同一 であって、 句讀點 はない が、 丁寧に 訓點を 施 

し 振 假名まで つけて あるから、 讀み方 は 成るべく これに 準じた が、 往々 誤脫 あり、 叉 

今日の 讀み 方と 異なる ものが あるから、 これ を 訂正した。 且つ 本書の 重要性に 鑑み、 

特に 原文 を 末尾に 一 括收 載して 讀 者の 便に 供した。 但し 原本に は 一 段 組の！ IE 次が ある 

が、 今 は 重複の 煩 を 避けて 書 流 文の 方 一個 所に 止め、 a つ 二 一史に 組し だ。 

化 ほ寫 本の 最も 古く 最も 確實 なる もの は、 弘前市 東 奥義 塾 所蔵の もので、 延寶五 年 

(fll) に 直弟子 贵田元 辰 筆の 奥 書が ある。 內容 は大體 版本に 同じく、 只 だ句讀 お、 

名詞 符 等を附 し、 ^假名 は 版本よりも 多い。 此の度 はこれ を も參考 とし.^。 


^敎耍 錄小序 


二) 支^ を 

指す 


(二)  *. 康第 

二十 二 章に、 

「能 盡 -1 物 之 性 T 

貝 賈ニァ 

^之 化育 T 可 さ 

as- 天 地 之 

化育 f 則？ 以 

天地 一 ま n 

矣」 と あり、 

化育と は こ 

R5 を 指す。 卽 

ち 化育 を贊く 

る ことに 於て 

^め こ： 大地と 

並んで 人たり 

得 る と な り 


梨 人^, に 遠く、 微言 漸く 隱れ、 漢. 唐 二 木. 明の 學者世 を 誣ひ惑 を 累ぬ。 中華 旣に 

あと 

然り、 況ゃ 本朝 を や。 先生 二 千載の 後に 勃 輿して、 迹を 本朝に 垂れ、 周 公 • 孔 ザ 

の 道 を 祟び、 初めて 聖學の 綱領 を擧 ぐ。 身 や 家 ゃ國ゃ 天下 や、 文に 武に、 其の 敎學聞 

きて 達ぜ ずと いふ ことたく、 爲 して 效 あらざる たし。 先生の 今の 世に 在す は、 殆ど 時 

政の 化か。 唯 だ 書 以て 之れ を ^ すべく、 其の 澤 人物に 及ばざる が 如き は、 是れ 犬な り- 

門人、 等 其の 說を輯 めて 篇を爲 し、 先生に 謁して 請 ひて 曰 はく、 r 此の 書 以て 祕 十べ く、 

以て 崇ぶ べし、 廣く 人に 示すべからず。 且つ 漢* 唐 .宋* 明の 諸 儒 を 排斥す、 是れ天 

ああ 

下の 學 者に 違 ふ。 見る 者 嘲を獻 ぜんか。. 一 先生の 曰 はく、 一 噫、 小 子 謀る に 足らず。 夫 

れ道は 天 下の 道な り、 懷 にして 之れ を藏 すべ からず。 天下に 充てて 萬 世に 行 はしむ ベ 

(二) たす 

し。 一夫 も 亦 此の 書に 因って 其の 志 を 起す とき は、 sc. ち 化育 を贊 くるな り， 君子 身 を 

あや ミ 

殺して 以て 仁 を 成す こと あり。 何ぞ 吾が 言を祕 せんや。 且つ 道を說 いて 人 を 謬る 者 は 

聖 敎耍錄  五 


(一) 今のお 

るに 當る。 宋 

代の 程 朱 及び 

陸 象 山の 一 泥 

とその 門 流 明 

代の 陽 明舉淤 

の 心性 を 主と 

せる 哲举 をい 

(二) 遼東豕 

の 略、 昔 支 W 


珍しと て 王に 

獻す。 然るに 

河 東に： おれば 

皆 白 頭に して 

珍しから す。 

故に. H ら 得意 

なる も 他人よ 

b 見れば 左程 

にあ. り ざ る を 

意味す 

(15 支 

州 は の產 

せ ざ ts" 七， 地に 

て、 始めて 驗 

馬の It きしと 

* 虎 これ を： ぬ 

然るに 據 

馬 別に 褻な き 

も 知る や、 虎 

これ を 食 殺す。 


^敎 要錄  六 

( 1 1  ぜぅぜ つ 

犬 下の 大罪な り。 漢 唐の 訓詁、 宋 明の 理學、 各， 利口 饒舌に して、 惑を辨 ぜんと 欲し 


さんぜん 

て、 惑愈ノ 深く、 聖人 をして 塗炭に 坐せ しむ、 最も 長るべし。 聖經 世に 粲然た 


多 


言を勞 すべから ず。 吾れ 又 博識に 乏しく 文辭に 薄し。 其の 聖言を 註解し、 諸 儒 を辨拆 

する こと、 豈 惟れ 志な らん や。 然ら ざれば 乃ち 學 者の 汚染 竟に 新に すべから ざれば な 

あやまち 

り。 後世 長るべし、 吾れ 何ぞ敢 へて 過な からん や。 吾が 言 一た び 出で て は、 天下の 人 

以て 吿ぐ ベく、 以て 毀るべく、 以て 辨ず べし。 其の 告げ 其の 毀り 其の 辨 ずる を 得て、 

(-f)  二-一) 

れ うし はぢ のこ  けんろ つま 

其の 過を改 むる は、 道の 大幸 なり。 遼豕羞 を貽 し、 齢驢蹶 づき 易き は、 皆 己れ を 知つ 

き は  つ ひえ 

て 彼れ を 知らず、 詳に 致め ざるの 蔽 なり。 予は周 公 • 孔子 を 師 として、 漢* 店 二 木 • 

しゃらく 

明の 諸 儒を師 とせず、 學聖敎 を 志して 異端 を 志さず、 行 日用 を專ら として 洒落 を 事と 

あ つ 

せず、 知の 至る や、 通ぜ ずと いふ こと 無 からん こと を 欲す。 行の 篤き や、 力めず とい 

(WT) と  おそ 

ふこと 無 からん こと を 欲す。 然れ ども 獍ほ 口に 敏 くして 行に 訥き、 是れ 吾が 憂な り。 

も  おし ひろ 

^人の 道 は 一 人の 私する 所に 非ず。 如し 一 人に 施すべく して 天下に 擴 むべ から ざれば、 

則ち 道に 非ず。 必ず 之れ を 天下に 示して、 後の 君子 を 待つ、 惟れ 吾が 志な り。」 門人 

等 諫んで 其の 旨 を 奉じて、 梓に 鋟め 以て 世に 行 ふ。 其の 君臣 • 父子 • 夫婦 • 足 弟 . 朋 


Il^fs 友の 交際、 修身 聖學 の耍 論及び 或 問 は、 詳に 先生の S 類に 載 十。 

仁 5- 二十 S  寛 文 乙 巳 季冬寸 月  山 鹿 先生 門人 等 謹 題 

言に a にして * 

行に 敏 ならん  . 

こと を 欲す」 

と あり、 その  - 

逆なる こと を 

憂 ふとな り 

(五) 山 鹿 語 

類 


聖 敎耍錄  セ 


き 道 讀ム立 ^ 聖 知き 
〔統^ 敎道學 き ゝノ 


八 


0  -.-0 

誠  ^ 

*s  一 1 1 

敬恭  一： 一一 

鬼神  一一 一一 

S  一一  3 

五行  ； 

天地  i 

聖 敎耍錄 下目 錄 

 一一 じ 

心  

ま 息 情  一ん 

志氣 思慮  一一 ：0 

人物 之 生  ゴ ：0 

易 有 ：i 太 極 1  一一 H 

道 原  ：  101 


巾  H 

0  1ぶ 

 ^ 

^  一九 

^  ； 


^敎 耍錄 

架 敎耍錄 上目 錄 


K 辫の • つ つ 十 は |ニ 

H  aii  *  — ミ鹿リ 
レを ひ、 ' ^ 
の 問 と レ聖類 こ 
京 ふ^^ 學卷 の 
袅を 人 ひ' 一 II 竟 


^敎 要錄 上 


ST ソ 

^人 は 知る こと 至りて 心 正し、 天地の 間通ぜ ずと いふ ことなし。 其の 行 や 篤-うして 

條现 あり、 其の 應接 ゃ從容 として 禮 におる。 其の 治 國. 平 天下 や 事物 备！ 其の 處を 得。 

^に 聖人の 形 を 謂 ふべき なく、 聖人の 道 を 見るべき なく、 聖人の 用 を 知るべき なし。 

t ピ 日用の 1" 知 至りて 禮備 はり、 過不及の 差な し。 上古 は 君 長 皆 之れ を敎へ 之れ を 

導く。 後世 は然ら ずして 別に 師を 立つ。 旣に 衰世の 政な り。 天下の 由る 所 乃ち 聖人の 

茧 こして、 知者 は 過ぎ. 愚 者 は 及ばず。 

(：) 港-にぶ ：;  ^  (二 r ご.？  ニー 一)， ： ほ^.、、 ご 

00. 人 一行 一善の 稱 すべき ある は-一^の 士 なり。 千鍾 の祿辭 すべく、 北 斗の 金 抛つ へし 

忠孝 にして 非義 を！ H ざるの 士、 及び 隱士 逸人 名 節 雄 知、 當 世に 聞え ある 者 世に 乏 

『^^に 積 しから f。 一行 一善に して、 聖人の 道に 於て は 纖毫の 相似れ るた し。 聖人 は 中庸の み 

聖 敎要錄 -  .  リ 


や 敎耍錄  ，  一 〇 

得て 稱 すべ きな し。 

(1) この 章、 

詐 しく はめ 鹿 

語 頹卷^ 十：：、  ニー 

$ 一  の 各 章  ^  S  3  . 

(二) 詩稱大  たぐ ひ 

ST 煞戍 の篇  人 は 萬 物の 靈長 なり。 血氣 あるの 屬の 者、 人より 知 ある はなし。 聖賢 は 知る ことの 

に 一 犬 主 1 ー洛ズ 1 

J 勿- 12  = -、  なら  いた 

^れ るな り。 ^不埒 は 知る ことの 習へ るな り。 知る ことの 至る こと は、 物に 格る に 在 

好-足 銥德 一」  (二〕 じょう" ん  こと c り 

と 出、 つ。 第 十 り。 天 蒸民 を 生じて、 物 あり 則 あり。 能く 其の物に 至りて 盡 さざる ことなき とき は、 

ニ卷ニ 五一 5  ； 

^ 書經 司 則ち 其の 知る こと 至りて 通ぜ ざる ことなし。 盡 さざる ことなく、 通ぜ ざる ことなき 者 

餮、 範に出  (三) えい  な 

づ。 きと は 深 は、 ^人な り。 田 5 を睿と 曰 ふ。 睿は聖 と^: る。 

く 事理に 通ぜ  つ- 

人知れ る こと 多し、 故に 欲 も 亦 多し。 欲は充 つべ からず。 君子 は義を 以て 利と 爲す 

德^ 滿の聖  I  I  とほ 

人と なるとな 小人 は 利 を 知りて 義を 知らず。 君子の 利 は 能く： 7 る、 小人の 利 は 全から ず。 蓊と利 は 

り" 第 づニ卷  S 

(一/ 1 顯 支 離せず。 利 は義の 和な り。 義の ある 所、 利 之れ に隨 ふ。 

言^に 「利 者  ねが  やや 

義之和 也」 と  人 皆 聖を蹄 ふの 志 あり。 其の 知 至らず して 動もすれば 異端に 陷る。 異端の 敎ゃ、 人 

出づ 。この 條  * 

H 龍,； 一、 情 を 矯め 情 を 直にして 徑に行 ふ。 戎狄の 道な り。 聖敎 • 異端 • 聖學 • 俗學 の辨、 唯 だ 

「義 利 を 論す」 

の章耷 照  義 和の 間に 在り。 


(5 知に 缺 

陷ぁ ---、 行 は 

流る とたり 


知って 力め 行 は ざれば、 則ち 至る と 謂 ふべ. からず。 力め 行うて 省察せ ざれば、 知繫 

たう  c ち 

し行莴 す、 叉 至る と 謂 ふべ からず。 カ行 省察して 而 して 后に 知る ことの 至るな り。 


(六) 


の 章， 


十四、 聖 學パ、 


(七) 

讀み方 


原本の 


(八) 今日の 

心理 擧及 ^哲 

畢 に机當 す 


0 學 

(七) 

^學は 何の 爲ぞ や。 人た るの 道を學 ぶな り。 聖敎は 何の 爲ぞ や。 人た るの 道 を敎ふ 

さとき  つ ひえ 

るたり。 人學ば ざれば 道 を 知らず。 生 質の 美、 知識の 敏も、 道 を 知ら ざれば 其の 蔽多 

し。 

學は唯 だ 古の 訓を 學ん で、 其の 知 を 致め、 而も 曰 用に 施すな り。 知の 至れる や" 遂 

に氣 質を變 ず.。 

學は志 を 立つ るに 在り。 志 立た ざれば 人の 爲に するな り。 學に法 あり、 小 學*大 

學 . 下學 • 上達 • 中 人 以上 • 中 人 以下、 各， '法 あり。 學は 必ず 問 ふに 在り。 問 ふこと 

は 必ず 審 にす るに 在り。 問 は ざれば 新なら ずん 學は 必ず 習 ふに 在り。 學んで 時習 ふな 

( . ,  つ ひえ (八) 

りバ學 は^す^ ふに 在り。 思 は ざれば 其の 知 至らず、 學 必ず 蔽 あり。 心 學* 理學は 心 

を 甘んじ 性を嗜 む、 其の 蔽 過ぐ。 書 を讀み 事に 泥む、 其の 蔽 及ばず。 共に 學の蔽 たり * 

聖 敎 耍錄-  一一 


や 敎 要 錄  一二 

ひび くら 

^は 必ず 標 f. あり。 其の 志す 所 正しから ざれば、 乃ち 書を懷 みて 知日に 昏く、 道 を 

1  (こ 一， J 

覔 めて 现 曰に 惑 ひ、 其の 行儉に 過ぐ。 其の 君子と 稱 する も、 亦 事物 通ぜ ず。 言 必ず 信 

二、  ^rshfe  はた  かう/ ヽ ぜん 

あり、 行 必ず 果す とも、 踁陘然 たる 小人な り。 

る 孔子 答 語の 

中に ニー n 必信、  . 

U: 必果、 

出， つ。 言 ふこ  rtn  0 

ころ は、 道现  う 

^0 人 は 生れながら にして 之れ を 知る 者に 非ず、 師に隨 つて 業 を im く。 學は 必ず 聖人 を 

す  ^ す il ^力 

師 とする に 在り。 世世 梨 敎の師 なく、 唯 だ 文字 記 問の 助の み。 然れ ども 道 は 天地の 間 

こと^き もの  まさ 

あり、、 放ば 熟 に 在りて、 人物 は 自然の 儀 則 あり。 其の 言行 己れ より 賢れ る 者 は、 以て 師 とすべし。 

IC5 の 人に 勝る 

0^ 何ぞ 常の 師 あらん や。 天地 是れ師 なり、 事物 是れ師 なり。 

(二)  .2 鹿 M  師を 立つ るに 嚴を 以てし、 師を 重んじて 之れ に 事 ふる は、 身を修 むる 所以な り。 師 

類 巷 =1 十 は、 

？ lili 師敎 道 重から ざれば、 學ぶ所 固から ず。 

師に輕 重 あり、 一 技の 術 も亦師 なり。 聖教の 如き は、 其の 深 重なる こと 君 父に 同じ。 

古人 君 父 を 以て 同じく 相稱 す。  . 

たんげい 

師は 其の 端倪 を 示し、 朋友 は 其の 私を輔 く。 師友の 益な り。 


(一 II) 

立 敎 


人敎へ ざれば 道 を 知らず、 道 を 知ら ざれば、 乃ち 禽獸 より 害 あり。 民人の 異端に 陷 

り、 邪說を 信じ、 鬼 魅を崇 び、 竟に君 を 無し 父 を 無す る 者 は、 敎化行 はれ ざれば なり ( 

古昔の 王者 國を 建て 民に 君た る、 敎學を 先， こ爲 す。 

i も ぎよ  とんく わ  ォ 

- 君 長の 下 を 御す る、 人を敎 ふるの 道 を 以てすれば、 臣僕敦 化す。 敎の 久しき や 自ら 

風俗と なりて、 人人 自ら 安ん ず e 家に 家の 敎 あり、 國に 國の敎 あり、 天下に 天下の 敎 

あり。 道， を 一 にして 以て 俗 を 同じう す。 

(四) l^^^^q  (曰》 

裔卷 三十 四、  .fin を讀 す-  . 

聖粤 一 一 、 續書 

^000  書 は 古今の 事蹟 を 載す るの 器たり" 讀 書は餘 力の 爲す 所な り。 急務 を 措いて 書を讀 

み 課 を 立つ る は、 學を 以て 讀 書に 在りと 爲 すなり。 學と 日用と 扞格 する は、 是れ唯 だ 

書を讀 みて、 其の 道 を 致め ざるな り。 

す  ぐわん ぶつ？ 5 し 

書を讀 むに 學の志 を 以てすれば、 大 益たり e 書 を 讀むを 以て 學と 爲れ ば、 玩物喪 志 

聖 敎耍錄  一三 


( 1 ) 山 鹿 語 

頹卷 三十 五、 

者 流の 章、 「道 

統の說 を 論す」 

の 條ま照 

(二) 孔子の 

あざな。 孟子 

公孫 丑 上篇第 

一； 章に 「聖人 

之お レ ir 亦頹 

也 * 二. 於 其 

頹 f 拔 - 乎 其萃？ 

自,, 生 民 一 以来、 

未レ有 i-ー  於 

孔子 一也」 と 出 

づ 

S 漢の. 董 

仲舒 *铳 の韓 

退 之 を 指す 


，敎 要錄  一四 

の 徒な り。 

へいい  つね  あちは 

書を讀 むこと 聖人の 書に 在り。 聖教 は 甚だ 平易な り。 毎に 讀 みて 之れ を 味 ひ、 玩 

んで 之れ を繹 ね、 推して 之れ を 行うて、 以て 之れ を證 する に 足る。 他 は 皆 利口に 涉り 

事 を 知る に 便 あり。 其の 一言半句、 一事 一行、 執り 用 ふべき ある も、 其の 始終 を 推す 

とき は、 乃ち 全から ず。 唯 だ廣才 博識の 一助な り。 又 之れ を釋 つべ からず.。 

書を讀 むの 法、 記誦 博識 を專ら とする は、 乃ち 小人の 學 なり。 多く 走 作す る こと を 

忌む。 詳に 訓詁 を 味 ひ、 聖人の 言 を 本と して、 直に 解すべし。 後 儒の 意見 は 取り 材る 

所た し。 

圍 

二  3 

道 統 . 

ふくぎ  しん C う くわうて い  う  たう 

伏 羲 • 神 農. 黃帝. 堯 • 舜 • 禹 • 湯 • 文 • 武 • 周 公の 十 聖人 は、 其の 德 其の 知！ K 下 

W  つ 二 

うる ほひ かう ぶ  ちゆ うぢ 

に 施して、 萬 世 其の 澤を 被る。 周の 衰 ふるに 及んで、 天 仲 尼 を 生ず。 生 民 ありて より 

このかた 

以來、 未だ 孔子より 盛なる あらず。 孔子 沒 して 而も 聖人の 統 殆ど 盡く。 曾 子. 子 思. 

ともがら 

孟子 も 亦 企て 望むべからず。 漢 唐の 間、 其の 住に 當 らんこと を 欲する の 徒 あり。 叉 曾 


(E)  ^敦^ 

(鍰溪 ) •  as 

(B 道) *程ほ 

(横 菜) • 曇 

(需 

(五) 陸 象 山， 

王陽 明 

S 朱 子 

(七) 管 子 (眘 

件 の S3  . 商 

子 (商^ 撰) • 

ほ： 子 (m 到 さ. 

翁 ま 子等 を 指 

す 

(八) 鬼 谷 子 • 

& 茇等に 代 

表せら るる も 

の 

(九) 孔子 

( 一 〇) 局 公 • 

孔子 

ニー) 1ST 

孔子の 弟子。 

一 篥食.  一 9 

飮、 S 巷に 在 

b て 其の 樂し 

み を 改め ざ る 

%w て 孔子に 

稱春 せらる 

( 一 一；) 孔子 

(弟子、 第 十 

二卷ー 七三 頁 


子. 子 思. 孟子に 於て 口 を 同じう して 談 ずべ からず。 宋に 及んで^  • 程 • 張. 邵相^ 

こご  おもて  うら 

いで 起る。 聖人の 學、 此に 至って 大いに 變じ、 學者儒 を 陽に して 異端 を 陰に す。 道铳 

びん _y つ  二 n)  ^  ひと 》v し； a げんく わい 

の傳、 宋に 至って 竟 に泯沒 す。 ^や 陸 王が 徒 は^ふる に 足らず。 唯 朱 元晦 大いに 聖經 

ああ 

に 功 あり。 然れ ども 餘流を 超 出す る こと を 得ず。 噫、 道の 人に 託し 世に 行 はるる は、 

皆 天に 在り。 其れ 孰か强 ひて 此れに 與 らん や。 

£) (八) 

孟子 沒 して 後に 儒士の 學宋に 至る まで 三變 す。 戰國の 法 家 • 縱橫 家、 漢 唐の. 文 學* 

訓詁 . 專門 • 名家、 宋 の理學 • 心學 たり。 夫子 沒 してより 今に 至る まで、 旣に ニ千餘 

&んく  no)  し 

歲に 向と して 三 變し來 る。 周孔の 道、 意見に 陷り、 世 を 誣ひ民 を 惑 はし、 口に 聖敎を 

(11) た c しむと ころ そうてん  たち ひきたる よよ 

唱へ て、 其の 志す 所 は 額 子が 樂 處、 曾 點が氣 象たり。 習 來 世 久し、 嗚呼、 命た る 

かた。 

二 三) 

詩 文 

詩 は 志の 之く 所、 內に志 あれば、 言 必ず 動く。 古詩 は 自然の 韻 叶 ふなり。 其の 志 或 

は識 諫を存 し、 或は 事義を 評し、 或は 好 風景 を 述べ、 或は 自警し、 或は 時 政 君臣の 德 

. 敎要錄  一 五 


に^しく 出-つ 

( 一 J 山 鹿 

； si 卷三 十五、 

K 學 一：：、 「詩 を 

論 ^ 」 . 「文 を 

論す」 C 章參 

照 

二) 詩の 六 

義卽も 風雅 頌 

弒比 興の 六つ 


(二) 恥づべ 

しの 意 

(111) 韓退之. 

柳宗元 •  S 

^, 蘇軾 

s〕  00 

也 篇 第 十六 章 

に 「文 質に 勝 

てば 則ち 史な 

h-」 と あり、 

史 は 形式に 過 

ぎ sal 足 らざる 

も 意味す 
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を稱 す。 此の 如きと き は、 六義 自然に 相 具 はる。 後の 詩 を 作る こと を學ぶ もの、 言 を 

キ. よたん  .  かんじん いつらくい うえん なかだち 

巧に し 趣を奇 にす、 其の 言 ふ 所 皆 虚^な り。 故に 詩人 は 天下の 閑人、 佚 樂游实 の媒な 

り。 

詩 を 作る に 必ず 經 書の 文字 を 事と し、 道德 仁義 を 言 ひ、 世 敎に涉 らんこと を 欲 十。 

つ ひえ 

亦 詩の 一 病な り。 學 敎何ぞ 詩 を 借らん。 宋 明の 儒 多く 此の 蔽 あり、 聖人の 道 を 知ら ざ 

れば なり。 

文 は 言 辭の書 に 著 はるるな り。 聖賢の 1 一一" は！ J むこと を 得ず して 發す、 .E 然の 文章な 

り。 後の 文 を^: る もの、 皆 巧言令色 なり。 事な きの 處に奇 趣向 を 求め 造作し 來る、 尤 

(一一)  >-r^AV.  iv^.  », 

あせ  (三)  くわいれ い (9 

も 汗 十べ し。 韓. 柳 • 歐 • 蘇 は 文章の 達人に して、 其の 學皆 乖戾 す。 文 質に 過ぐ る は 

史 なり。 


かたよ  あた 

中 は 倚らず して 節に 中る の 名な り。 知者 は 過ぎ^ 者 は 及ばず。 中庸の 能く 行 はれ ざ 

るな り。 中庸 を 能く するとき は、 喜 怒 哀樂 及び 家國 天下の 用、 皆 節に 中るべし。 屮は 

天下の 大本な り。 

聖人の 道 は 中庸に 在り。 中庸 を 能くす る こと は、 知 を 致め 禮を詳 にす る. に 在り。 惟 

こ  つ  rj れ うてい 

れ精 惟れ 一 、 其の 中 を 用 ひ、 中庸 を擇 ぶ、 是れ なり。 若し 意 を 著け て 推し 求め 悟了 底 

もと  いひ 

を 待ち、 未 發の中 を 索めば、 中庸に 非ず e 庸は 平日 日用の 謂な り。 此の 屮を 平日に 用 

ふるな り。 庸を 以て 別に 工夫 を 立つ る は、 尤も 差 謬せ り。 
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道 は 日用 共に 由り 當に行 ふべき 所、 條理 あるの 名な り。 天 能く 運り、 地 能く 載せ、 

•  5 んゐ 

人物 能く 一  fq 爲す。 备>  其の 道 ありて 違 ふべ からず。 

道 は 行 ふ 所 あるな り。 日用 以て 由り 行 ふべ から ざれば、 道に あらず。 聖人の 道 は 人 

道な り。 古今に 通じ 上下に 1 り、 以て 由り 行 ふべ し。 若し 作爲造 設に涉 りて、 我れ 行 

お 「/ レ贿は ふべ く 彼れ 行 ふべ からず、 古 行 ふべ く 今 行 ふべ からざる とき は、 人の 道に 非ず、 性に 

，と ある ？ 重ず。  . 

道の 名 は 路上より 起れ り。 人の 行く こと 必ず 路 あり。 大路 は 都 城 王 畿の路 にして、 

車馬 通ず ベく、 人物 器用 交-行くべく、 天下の 人民 各-其の 路に出 でん こと を 欲す。 

け ふろう  けんそ あいきよ くし ばら もて あそ 

小徑は 吾人 利す る 所の 路 にして 甚だ 狹陋 せり。 其の 險阻隘 曲少く お ぶべ し。 聖人の 

しぼら 

道 は 大路な り、 異端の 道 は小徑 なり。 小徑は 少く翫 ぶべ くして、 終に 安ん ずべ からず。 

大路 は翫 ぶべき なく 見るべき なくして、 萬の 小徑： HI 下に 在り、 終に 離るべからず。 

環 

u„feg ある 之れ を 理と謂 ふ。 事物の 問、 必ず 條现 あり。 條理紊 るるとき は 先 後 本末 正 


(二)  W 下 敬 

恭の章 もで * 

山麈 SK 卷三 

十七、 S 五 

き： 

(三) Ms 

si 篇& 章に、 

「鼓 SIC も 問 

ふ。 子 曰 はく * 

「しれに 克 ちて 

K! に復 る. *1 仁 

と す， 一 日 

「しれに 克ぞ， て 

^に 復れ ば、 

天下 仁に SK す。 

3,2 も爲 すは已 

れに 由る。 人 

に 由らん や 《- 

顔 «| 曰 はく、 

讒ふ、 其の 目 

も-問 はん。 子 

U はく、  * 禱 

視る 勿れ、 0 

W 扉く 勿れ， 

あ 響 ふ 勿れ、 

く 勿れ 

と。 鼓 曰 は 

く、  3 や 不敏 

な. 9と 叛. も、 

翳 ふ 斯の龔 も 

事と せん」 と 

出づ 

s) 

5- 一  a 


しからず。 性 及び 天 皆 理と訓 ずる、 尤も 差^せり。 凡そ 犬 地 人物の 間、 自然の 條理ぁ 

る、 是れ禮 たり。 

德 

德は 得な り、 知 至りて 內に 得る 所 あるな り。 之れ を 心に 得、 之れ を 身に 行 ふ を、 德 

行と 謂 ふ。 其の 德 公共に して、 天地に 通じて 萬 物に 惑 はざる もの は、 天德. 明， なり- 

淺 露薄輕 にして 實 地を蹈 まざれば、 德と謂 ふべ からず e 

2 ご 

仁 

仁 は 人の 人た る 所以、 己れ に克 ちて 禮に復 るな り。 天地 は 元 を 以て 行 はれ、 天下 は 

仁 を 以て 立つ。 顔 子、 仁 を 問 ふ。 夫子、 綱目 を 以て 之れ に 答 ふ。 仁の 全體 大用盡 せり- 

(Mn 

仁 は 五常 を 兼ぬ るの 言に して、 聖人の 敎、 仁 を 以て 極 處と爲 す。 

漢 唐の 儒生、 仁 を 以て 愛の 字に 作る C 其の 說 及ばず。 宋に 至りて 仁 を 以て 性と 爲 す。 

はなこ.：  つ ひえ ナ くな 

太 だ高尙 なり。 共に 聖人の 仁 を 知らず。 漢 唐の 蔽は少 くして、 宋 明の 蔽は甚 し。 II の 
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0 敎耍錄 

解、 聖人 之れ を詳 にす。  1 

仁 は 義に對 して 謂 ふとき は、 Iff の 愛たり。 仁 は義に 因って 行 はれ、 義は 仁に 因つ 

て 立つ。 仁義 はお おすべからず。 人の 惰は 愛惡 のみ。 是れ 自然の 情なり。 仁義 は 愛 悪 

あた  D 

の 節に 中れ るな り 

M)  五常 各-用 ありて 包括せ ず、 叉 支 離せず。 孟. 十 之れ を說 く。 先 儒 曰 はく、 凡そ ^ 氣 

lid や あるの 類 五常 を { と。 P 理會 せず。 五常 は 情の 發 して 節に 中れ るな り.。 知 を 致め 

カー 了せ ずん ば、 乃ち 得べ からず。 人 皆 此の 情 あり、 能く 道を修 むる とき は 乃ち 節に 中 

る こと を 得。  . 

禮  〜 

禮は 民の がって 生ずる 所な り、 中 を 制する 所以な り、 事に 卽 くの 治な り。 禮を知 P 

て 禮を行 ふ 者 は 聖人な り。 禮 なきと き は 手足 錯く 所な く、 耳目 加 ふる 所な く も 退揖 

tli する 所な し。 居處 •  . 朝廷 • 文事. 武備 • 宮室 • 器用、 禮を 以てする とき は 

安し。 體は情 を || め 外 を 飾る に 非ず、 自然. の 節 あり、 已 むこと を 得ざる の 道な り 。t 聖 


人の 敎は 唯た 禮樂 のみに 在. 


(二) 誇經周 

0, 維 天 之 命 

の篇に 出づ。 

言 ふこ ころ は 

天命 (卽ち 天 

道) 稼と して 

^遠に、 運行 

して 少ら くも 

巳まざる、 V； 


(三) 易の 卦 

の 名、 自然の 

天命に 願 ふ £ 

と。 無妄も誠 

なりと い へ る 

は 程 伊川に し 

て、 眞實義 

を 誠な りと い 

へ る は 朱 子な 

力。 山 鹿 語類 

說を 論ず」 の 

耷に誶 し 


已 むこと を 得ざる、 之れ を 誠と 謂 ふ。 純一 にして 雜ら ず、 古今 上下 易 ふべ からざる 

2) 

こ  ああ 

なり。 維れ 天の 命、 於穆 として 已 まざる たり。 聖敎 未だ 嘗て 誠 を 以てせ ずん ば あらず" 

道 ゃ德ゃ 仁義 ゃ禮樂 や、 人人 「しむ こと を 得ざる の 誠な り。 父子の 親の 如き、 是れ假 合 

附氰に 非ず。 

ニー 一) 

無妄 之れ を 誠  >  謂 ふ。 眞 實無妄 之れ を 誠と 謂 ふ。 共に 誠 を 知らざる なり。 已 むこと 

を 得ざる の 誠 を 致む ると き は、 一 言 一行 一事 一 物の 間、 誠なら ずと い ふこと たし。 

忠 恕 

.  .^r  --.  やくじつ .,.cr,. . 

中し は 人の 爲に 謀って きに 私 あらざる なり 。信 は 愨實 にして 欺かざる なり 。中ん は 私せ 

ず.、 信 は 欺かず。 忠は心 上に 就いて 說く、 信 は 事 上に 就いて 說く。 忠 以て 君 長に 事へ • 

信 以て 朋友に 交 はる。 聖人の 敎は 忠信に 在り。 

聖 敎耍錄  ニー 


( 一 ) ぉ：| 

Is 公篇 第二 十 

一二 簞に 基く。 

卽も 「， 子菖 

うて 曰 はく、 

一 言に し. て以 

て 終身 之れ を 

行 ふべ きもの 

あるか。 子 曰 

はく、 其れ 恕 

力 ， しわ カ^- 

せ  ざ  な 所 人に 

施す ことな か 

れ」 と 


^敎 耍錄  ニニ 

二 1 • 

じょ 

恕は、 己れ が 欲せざる 所 人に 施す ことなき なり。 忠 は是れ 物に 對 して 私せず、 恕は 

是れ人 を 以て 人 を 治む。 

敬 恭 

篤 謹に して 放蕩なら ざる、 之れ を 敬と 曰 ふ。 其の 說を致 むれば、 乃ち 禮の 一事、 人 

つ ひえ  しょうよう 

の 警戒な り。 敬 を 曰 ひて 禮を 以てせ ざれば、 其の 蔽迫狹 にして 從容 ならざる に 在り。 

聖人の 敎は禮 に 在り。 禮行 はるる とき は 乃ち 敬存 す。 敬 を 専らと すれば、 乃ち 禮全 

からず。 宋儒敬 を 以て 學 問の 本と 爲し、 聖學 の始を 成して 終 を 成す 所以の 者と 爲 十な 

もっぱら  よく そく 

り。 此の 說に 因って 主 ー靜坐 すれば、 乃ち 謹 厚 沈默迫 塞狹淺 なり。 聖人の 敬 を 說くは 

多く は 戒慎 恐 鸺に屬 す。 其の 戒懼禮 を 以てすれば 寬 裕從容 たり。 唯 だ 敬の み を： 百へば- 

乃ち 其の 心 逼塞 にして 通ぜ ざるの み。 恭は 敬の 外に 發す る な り 。 


(二) 

類卷 M. 十八 

薯. * 六 i 


鹿 語  鬼 S 

鬼神 は 幽遠に して 能く 通ず るな り。 天地人 物の 生生、 其の 流通 貫徹 は、 陰陽の 翦、 


鬼神の 迹 なり。 鬼 は 陰に； Sf し、 祌は 陽に 籑 す。 

C ち 

聖人の 鬼神 を 論ずる、 天地 及び 人 を 先にして、 而 して！ ^に 鬼神に 及ぶ。 天地人お 是 

れ 明かに 務 むる とき は、 乃ち 鬼神の 迹 なき も亦感 通す C 

鬼神 は 幽遠の 間通ぜ ずと いふ ことなし。 故に 其の 言語 形狀を 見聞す ベ からず して、 

然も W 氣相馮 り 依る、 亦 疑 ふべ からず。 

魂 は 陽に 篤す、 其の 靈祌 なり。 魄は 陰に 屬す、 其の 靈鬼 なり。 人物 は 陰陽 を 合せて 

形を爲 す。 陰陽の 靈精を 魂魄と 曰 ふ G 

あら は 

人物 旣に 形す る は、 鬼神の 物に 見る るな り、 精氣、 物た るな り C 人物 形せ ざれ ども， 

亦 鬼神 流行して、 造化の 變を爲 す は、 港 魂 變を爲 すなり。 

ため 

人 唯だ爲 にす る こと あるとき は 勤む-" 爲に する ことなき とき は 怠る C 萬 物 は 犬に 本 

と K さ 

づき、 人 は祖に 本づく  C 先 を 奉じ 遠 を 追 ふ は、 已 むこと を 得ざる の誡 なり。 祭祀の 禮、 

豈作 爲し來 らん や。 子孫の 祭祀 却って 感格 あり。 是れ同 氣の相 通ず るな り。 祖宗 相 遠 

くして、 衆 ま 氣を禀 く、 全く 是れ 祖宗の 餘分 なり。 

阈に 大事 あるとき は、 天地に 告げて 以て 群 神に 及ぼす は、 禮の 常な り e 人人 祭祀す 

聖 敎要錄  二三， 


^敎 耍錄 

べきの 祌 あり。 天下の 鬼神 各-因る 听ぁ. 


( 一 ) 山 鹿^ 

類卷 三十 九、 

smf 七、 「^ 

陽」 參 s 


陰 陽 

天地の 間に 盈ちて、 造化の 功 を爲す 所以の もの は 陰陽な り。 天地人 物の 全體 なり。 

互に 消長 往來 屈伸して、 生生 息む ことなし。 

輕 くして 界る者 は 陽な り、 重く して 降る 者 は 陰な り。 陽は氣 なり、 陰 は 形な り。 形 

かたつ かた  かたつ かた 

氣更， に 離るべからず、 陰陽 根 を 互にして 偏 廢 すべから ず、 偏 用 ふべ からず。 互に 

主と なりて 定位な し。 

とほ 

陰陽の 形象、 其の 著明なる は 水火な り。 水火 相 對し相 因って 其の 用亨 る。 水火の 用 

大な るかな。 


(二) 山 鹿 語 

類卷ー 一一 十九、 

聖 0 七、 「五 

行」 參照 

(三) 木 火 土 

金 水 


五 行 

(一 II)  めぐ 

五行 は 陰陽の 旣に 形す るな り。 五の 者 は 天地の 間に 行る 所以な り。 陰陽 は氣 にして 

4 め ひ 

五行 は 形な り、 更に 作爲を 待たず。 水火 は 五行の 主な り、 水火 は 象 ありて 形な し、 相 


(5  S 石 


0 道理な り 

(5 水 は 火 

に S ち、 火 は 

金に^ ち、 金 

は 木に、 木 は 

土に、 土 は 水 

5S つも S ふ 

(六) 山 鹿 語 

類卷 E 十， 聖 

* 八 霞 

(七) 易の 卦 

名、 ^運 循^ 

し て 陽の 起ら 

ん とする 象。 

復 卦の彖 ^に 

「復は 其れ  一 K 

进の 心み 一見る 

か」 と 出で、 

卽 ち 一 陽 下に 

動いて 物 も 生 

じ、 天地 生々 

の 心と なすの 

意 も 一見る もの 

なる かとな h- 

(八) 易の 大 

壯の 卦の彖 お 

に 曰 はく T 大 

壯 とは大 なる 

者壯 なる た. 9。 


お 待 流行して 

五行に 生數 • 行數 あり ， :- .:ぶにん 

」 循環して 窮 りたし。 


天地人 物の 間、 相尅對 待して 相 生す。 生と 尅 


天 地 

ぞうさ あんばい 

天地 は 陰陽の 大いに 形せ るな り。 天地の 成る こと、 造作 安排を 待たず、 唯だ已 むこ 

と を 得ざる 自然な リ。 故に 長久な り、 始終な し。 其の 極 は、 數を 以て 焉れを 論ずべ か 

らず、 事 を 以て 之れ を 計るべからず。 陰陽 流行して、 終に 天地たり、 曰 月たり、 人物 

たり。  . 

ぎよ ラし吣 う 

氣 昇って 止む ことたき は 天な り、 降って 凝聚 する は 地な り。 昇降の 誠 は、 陰陽の 著 

お な り 0 

§プ  一七； 

F  みづか つと  ふく 

天地 生生 息む ことたし。 唯 だ 自ら 彊 めて 已 まざる たり C 復の 天地の 心 を 見る、 終つ 

て復た 始まる、 始終な きなり。 其の 德 至大 至 公 正大に して、 天地の 情 見るべき たり。 

ひんし やう 

陰陽の 形氣、 其の 至れる は 天地な り C 其の 精 を 曰 月と 爲す。 日月、 縣象 著明に して _ 

聖 敎要錄  二 五 


剛 にして 以て 

動く おに 壯 

たり。 大壯は 

成しき に 利ろ 

しと は、 大な 

る * は 正しき 

なり。 正大に 

して： 大地の 情 

兌るべし」 と 


^敎 要錄 

天地 萬 物 各， - 其の 處を 得。 天文 地理の 變通ぜ ず. 

と參 たり。 


いふ ことなくして * 而 して 後に 天地 


聖 敎耍錄 下 


f  -  ノ 山 鹿 語  A 

類 も s: 十一，  ，  (二.？ 

字 理氣妙 合して 生生 ま ぉ& ありて、 能く 感通 知識す る 者 は 性な り。 人物の 生年 ヂの 

「もの 」 の 意  (三)  -  ： 9a,  -  o 

と 見て よき ほ ^^ら ずと いふ ことなし。 故に 曰 はく、 天の 命 之れ を 性と^ ュ 

どの 添字な り ^  1 

理氣相 合 ふとき は、 交感して 妙 用の 性 あり。 凡そ 天下の 間、 象 あれば 乃ち 此の 性 あ 

り。 もの 象の 生ずる は、 已 むこと を 得 ざれば なり。 象 あれば 乃ち 已 むこと を 得ざる の 

性 あり。 性 あ.^ ば 乃ち 已 むこと を 得ざる の 情意 あり。 情意 あれば 乃ち已 むこと を 得 ざ 

るの 道 あり。 此の 道 あれば 乃ち 已む こと を 得ざる の敎 あり。 天地の 道 は 至誠の みな 

り I 

人物の 生 一原に して、 理氣の 交感 自ら 過不及 あり、 其の 妙 用 感通も 亦 異なり e 人 同 

まち/.、 

じく 天地に 禀け て、 四 夷 皆 異なり。 ^や 鳥 獸萬 物の 區 なる を や C 

聖敎 耍錄  一一 セ 


^敎 耍錄  二八 

まう か  あざな 

性、 善惡を 以て 言 ふべ からず。 孟軻の 所謂 性 善は已 むこと を 得ず して 之れ を 字し、 

めあて す  しきり  と 

堯舜を 以て 的と 爲る なり。 後世 其の 實を 知らす して、 切に 性の 本 善 を 認めて 工夫 を 立 

つ、 尤も 學 者の 惑な り。 

學者性 善 を嗜ん で、 竟に心 學*理 學の說 あり。 人人 陚 する 所の 性、 初 は 相 近し、 氣 

なら ふ  こ  うち -  , 

質の 習に 因って 相 遠ざかる。 宋 明の 學者 異端に 陷 るの 失、 唯 だ 這の 裏に あり。 

(I)  ^ 鹿 語 此の 道を修 して、 以て 天の 命の 性に 率 ふ は、 是れ 聖人な り、 君子な り。 己れ が氣質 

頹聖 * 九 T 天 

0^ に 習 ひて 情に 從ふ は、 乃ち 小人な り、 夷狄な り。 性 唯 だ 習敎に 在り。 聖敎に 因らず し 

の耷に 詳し  もと 

(二) 同前、 て 切に 本 善の 性を覔 むる 者 は 異端な り。 

「諸子 性を說  二).  • 

m^。」l  聖人 は 天命- 氣 貧の 性 を 分たず。 若し 相 分つ とき は、 天 人 理氣竟 に 間隔す。 ^の 性 

i い へ る は is  な  お 

^性惡 I ゃ理氣 交感の 間に 生る。 天地人 物皆然 り。 氣質を 措いて 性 を 論ずる は、 學 者の 差 謬な 

子. 善 惡混 す 

^r,^M り。 細 は 乃ち 細に して、 聖學に 益な し。 

とする は 胡お  (二)  *  ザ 

國. 胡 宏 等に  生、 之れ を 性と 曰 ひ、 性惡と 曰 ひ、 善惡 混ず と 曰 ひ、 善な く惡 なしと 曰 ひ、 作用是 

して、 作用 是 -；  , C 

性と 曰 ひ、 性 は 卽ち理 なりと 曰 ふ。 皆 性 を 知らざる なり。 性 は 多言に 涉 るべ からず。 

理は程 * の說 


. 性 は 形體の 間に 充 ちて、 方形の 指すべき なし。 其の 舍寓 する 所の 地 を 心 胸と 謂 ふ。 

一 身の 中央、 五 臟の第 一 、 神明の 舍、 性情の 具 はる 所、 一 身の 主宰な り。 

やどり 

しばら とどま  (En 

心 は 火に 屬す、 生生 息む ことなく、 少 くも 住らず、 流行 運動す るの 謂な り。 古人 性 

情 を 指して 心と 曰 ふ。 凡そ 心と 謂 ふとき は、 乃ち 性情 相舉 るたり。  • 

S  )  しき 9 

知覺を 以て 心と 爲し、 理を 以て 性と 爲す。 是れ 切に 性 心 を 分たん こと を 欲して、 性 を 

以て 本然の 善と 爲し 認め 来れば なり。 人心 • 道心 • 心 を 正しう する、 皆知覺 及び 理共 

そな 

こ 具 ま る なり C 

(七) 

意 は 性の 發 動して 未だ 迹 あるに 及ばざる の 名な り。 旣に迹 あれば 乃ち 情と 曰 ふ。 發 

動の 機微、 是れ 意な り。 心の 嚮ふ 所な り。 性 心は體 にして、 意 情 は 用な り。 

そくいん し 5 を  やう ぜ ひ  な あ ひだ 

惻隱 • 羞惡. 辭讓 • 是非 ある は是れ 情なり C 情の 發 して 物に 及ぶ、 其の 目 二 五の 間 

あた 

に 出で ず。 聖人 は 仁義 禮智を 以てして、 其の 情 をして 其の 節に 中ら しむるな り。 

聖 敎耍錄  二 九 


经も 物氣ゃ 巧つ 

照 論 z れ妙 壤卷ご 

r  r-  ^ 十 pm 
しる し 一 -H* 
のの てパ」 鹿 
章 說人现 、さ 


^ 敎 要 錄  一二 〇 

f  二 

(ご 志氣& ま 

類卷 四十 ir 

g\l-Jie-.!l、「i;3JI^  ゆ  むか 

"1,.」^ ひ 志 は、 ：；- の 之く 所、 意 情の 定まり 嚮 ふ 所 あるの 謂な り。 志 は 必ず 氣に e: る。 思慮 は 意 

「s-;»s.*^.f7J」  つまびら か  * は  くわいれ い  えい  おもん ばか 

nl  S0  情の 內に 審 なるな り。 思慮 致め ざれば 乃ち^ #戾 十.。 思を睿 と 曰 ふ。 慮 つて 得る の 

謂な り。 

性 心. 意 情 • 志氣. 思慮の 字說、 聖人 詳に 之れ を 分たず、 後學 利口の 辨 なり。 聖人 

の 道、 ^多端な らん や。 

人物 之 生 

理氣 交感して 萬 物 生ず。 其の 間 陽に 根ざす は 男たり、 陰に 根ざす は 女たり。 天地 及. 

び 萬 物の 生 は 先 後な し。 强 ひて 之れ を 謂 はば、 天地 ありて 而 して 後に 人物 あり。 

妙 合の 間、 未だ 嘗て 過不及な くんば あらず。 故に 萬 物の 品 あり。 二 五の 中を^く る 

は、 是れ 人な り。 人 も 亦 過不及の 差 ありて、 而も 賢^ あり。 君子 小人の 成る や、 皆 習 

敎に 因れり。 


5  ただし *0  あっき 

人 は正氣 を wy、、 物 は 偏 氣を禀 く。 正氣は 理の疋 たり、 偏 氣は氣 の- IT なり。 

ニニ) 

S  "下 二  おに 太 極 あり 

章 .：： 鹿； SIS  そな  あと  (H 一 

囊 十一 I 太 極 は 象 數已に 具 はりて、 未だ 發 せず 眹 たきの 稱 なり。 理氣妙 合して 其の 間廣大 • 

:?!)  HI  >  あ ひ 

一^^い 變通 • 縣象 著明 悉く 具 はりて 缺 くる 處 なく、 甚だ 相 至極せ る を 太 極と 曰 ふなり。 太 極 

二 太 あり、  すたよ  I 

i-1 の 象 已に發 して、 ヂ、 地 便ち 廣大 たり、 四時 便ち 變 通す、 日月 便ち 縣象 著明な り。 雲 行 

じ 云. 气 是の 

き 雨 施して、 寓 物品 節す。 

はたく、 變？ SI 

は E? り大 理氣妙 合すれば、 幽徵眇 茫の間 も 必ず 太 極す。 天地人 物、 各  >  1 太 極な り。 

なる はなく、  一-そく 

聖人の 事物に 於け る、 唯 だ 太 極の み。 天地の 物 則に 依って 衆理 を含蒂 す。 故に 未發 

なる はなく 云 

^  i の 間、 象 數旣に 具 はる。 是れ 感じて 天下の 物に 通じ、 思 ひて 通ぜ ずと いふ ことなき な 

(五) 尖の 學  -_  i  くゥ  かう 

り。 夫子、 易 を 論ずる に 太 極 を 以てす。 這の 裏 六十 四卦 三百 八十 四 文の 象 數相具 はる 

す。 冒 is? の 句  ， - 

に H はく  T* ふめり 

t:€ 太 aE」 と  i)  ま, ひ 

^-rf^  周 子、 太 極の 圖を 作る。 t も 後 學の惑 を 起す に 足れり。 是れ 聖人の 道 を 知ら ざれば 

故 こ. 大！ S 杓 も  『六)  もち 

で， 一-、 i 人 なり。 河圖を 出し 洛書を 出す、 各-自然の 象 あり。 何ぞ造 設を以 ひん や。 周 子、 「無 
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之れ に 印り， 

- 尺地 ®I 化して、 

^人 之れ に效 


わ. Hew か-見し 

て、 人 之れ 

に 象り、 河圆 

も 出し、 洛害 

も 出して、 聖 

人 之れ に 則る」 

と。 河 は荧 河、 

As は^ 水、 古 

化 E 伏羲" ^河 

より 出で た る 

神馬れ 文に 則 

り 八卦 も 書し、 

禹は洛 水 を 治 

めて 祌龜 も狻、 

その 背 文に 基 

いて «g 九！？ 

も 作りし と の 

まあり 

( 一 ) ^の 爆 

-さ笟 仲&。 道 

の 太 原 は； 犬に 

出 づと說 く。 

こわ？. < 地に 出 

づ とする に 比 

し Si 意輕き な 
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極 而」 の 三 字 を 以て 太 極の 字 h に 冠ら しむ、 ^だ 聖人の 罪人、 後學の 異端な り。 太 

極の 外に 別に 無 極な きとき は、 其の 言は贅 せり。 太 極の 前に 無 極 ありと ならば、 異端 

の說 なり。 聖人の 敎は唯 だ 日用の み。 太 極 は 乃ち 先 後 木末 を 含蓄す、 至れり 遨 せり。 

道 原  、 

道の 大原は 天地に 出づ。 之れ を 知り 之れ を 能くす る 者 は 聖人な り。 聖人の 道 は 大地 

の 如く、 爲る こと 無き なり。 乾坤 は 簡易な り。 ト： 古の 聖人、 天地 を 以て 配と 爲す。 董 

氏が 所謂 太 原 は 其の 語意ぶ も輕 し。 

天地の 道、 聖人の 敎は、 多言に 渉らず、 奇 說造爲 なし。 自然の 則 を 以てする のみ。 

一 言に して 盡 しつべし。 百姓 日に 用 ひて 知らず、 古今 相 由って^ りなし。 精神 を 弄し、 

と  はるか 

性 心を認 むれば、 乃ち 道遙に 遠し。 


(原文) 


聖人 杳遠、 徵言 漸隱、 漢唐宋 明之學 者誣レ 世累レ 惑、 中華 旣然、 況 本朝 乎、 先生 勃-一 

與ニ 千載 之 後一 垂ニ迹 於 本朝 一 崇 二 周 公 孔子 之 道 プ初擧 11 聖學之 綱領 一身 也 家 也國也 夭 

下 也、 于， 文于， 武、 其敎學 聞而無 1 不レ. 通、 爲而 無, 不レ效 、先生 之 在 二 於 今 世 一 殆時政 之 

化 乎、 唯 書 可， ー以 遣-之、 如， 一 其澤不 i,l 於 人物； 是天 也、 門人 等輯 ニ其說 - 爲 レ篇、 謁 一一 

先生 一 請 曰、 此書可 二以祕 一可 二 以崇ハ 不， 可 S 廣示ニ 於 人 一 且排ニ 斥 漢唐宋 明 之 諸 儒ー是 違-一 

天下 之學 者； 見者 獻， 嘲 乎、 先生 nr 噫、 小子不 1 足 k 謀、 夫 道 者 天下 之 道 也、 不ぃ 可こ懷 

而藏- 之、 可， 令 T 充ニ於 天下 - 行 * 於 萬 世 h 一夫 亦 因 ニ此書 1 起 1- 其 志 一則 贊ニ 化育-也、 君子 

有 ご設， 身以 成，， 仁、 何 P; 吾 言 1 乎、 且說レ 道而謬 i 人 者、 天下 之 大罪 也、 漢唐之 訓詁、 宋 
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明 之 理學、 各 利口 饒舌、 而欲， 辨レ 惑、 惑 愈 深、 令 聖人 坐 二 於 塗炭； 最可， 長 也、 聖經 

粲， I 然于 世； 不， 可， 勞ニ 多言； 吾 叉乏 m 博識 1 薄 二 文辭ー 其 註 二 解 於聖言 1 辨ニ拆 於 諸 浸 豈 

惟 志 乎、 不， 然乃學 者 之 汚染 竟不， 可レ新 也、 後世 可：. 長、 吾何敢 無， 過 乎、 吾 言 一 出、 

天下 之 人 可，， 以吿； 可 II 以毀ー 可 h 以辨； 得 11 其 吿其毀 其辨ー 而改 -I 其 過 一 道 之大幸 也、 

遼ま眙 レ羞、 ぉ驢 易， 蹶、 皆 知い 己^, 知， 彼、 不二 詳致 1 之蔽 也、 予者師 ，i 周 公 孔子.： 不 

レ師 11 漢唐宋 明 之 諸 儼ハ 學 志. 一一 聖敎 1 而不 i 志 一 一 異端 一 行 專 11, 日用 1 不 " 事 二 洒落 一 知 之 至 也、 

欲， 無 レ不レ 通、 行之撝 也、 欲 不， 力、 然猶敏 一一 於 ロー 而訥 一一 於 行 一 是 五：： 憂 也、 聖 一人 之 道 

者、 非 こ 一 人 之 所 p 私 也、 如 可， 施 二 於 一 人； 而不， 可， 擴 n 天下一 則 非， 道、 必 示-一之 於 天 

了 待 n 後 之 君子； 惟 吾 志 也、 門人 等 謹 奉-其 旨パ 鋟， 梓 以行 二 於 世； 其 君臣 父子 夫婦 毘 

弟 朋友 之 交際、 修身 聖學之 要^ 及 或 問、 詳載ニ 先生 之 語類； 

寬文乙 じ季冬 十月  山 鹿 先生 門人 等 謹 題 


犁 敎耍錄 上 


^  ゾ 

聖人 者 知 至而心 正、 天. 地 之 間 無， 不， 通 也、 其 行 也 篤 而有ニ 條理ー 其 應接也 從容而 中 

レ禮、 其 治國平 天下 也、 事物 各 得 こ 其處！ 矣、 別 無， 可レ謂 M 聖人 之 形 一 無， 可, 見 こ 聖人 之 

道パ 無， 可， 知 二 聖人 之 用〗 唯 日用 之 間， 知至而 禮備、 無二 過不及 之 差〗 上古 君 長皆敎 レ之 

導レ 之、 後世 不， 然^ 立 レ師、 旣 衰世 之 政 也、 天下 所， 由 乃 聖人 之 道、 而 知者 過 愚者 不- 及、 

人 有 二 一  行 一 善 之 可 r 稱、 一 曲之士 也、 千 鍾之祿 可 レ辭、 北 斗 之 金 可 A 抛、 忠孝 愿愨不 

レ爲 1 ー非義 一之 士、 及隱士 逸人 名 節 雄 知、 有， 聞 一一 當世 1 者不 レ乏レ 世、 一 行 一善 而 於- 1 聖ン 

之 道, 無二 繽毫之 相似 一 聖人 者 中^ 而已、 無二 得而可 P 稱焉、 

知 至 

聖 敎耍錄 原文  三 五 
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人 者 萬 物 之靈長 也、 有 二 血氣, 之屬 者、 莫， 知 M 於 人； 聖賢 也 知 之 至 也、 愚 不肖 也 知 之 

習 也、 知 之 至在レ 格， 物、 天生 二 蒸民； 有， 物 有. 則、 能 至 二 其 物 一 無 レ不レ f4、 則 其 知至而 無 

レ不レ 通、 無 レ不， 盡無， 不， 通 者、 聖人 也、 思；：： レ審、 睿作 レ聖、 

人知 多、 故 欲 亦 多、 欲不， 可， 充、 君子 以， 義爲， 利、 小人 知， 利不， 知， 義、 君子 之 刺 能 

や、 小人 之 利不， 全、 義利不 二 支 離〗 利 者 義之和 也、 義之 所, 有利 隨， 之、 

人 皆 有 二晞， 聖之志 一 其 知不， 至 動陷ニ 異端； 異端 之敎 也、 矯， I 人情 1 直， 情徑 行、 戎狄之 

道 也、 聖敎, 端聖學 俗學 之辨、 唯 在 ニ義利 之間ハ 

知而 不二 カ行.： 則不. 可， 謂， 至、 カ行 而 不二 省察〗 則 知 鑿 行荡、 又不， 可， 謂 k、 カ行 

省察 而后知 之 至 也、 

0 學 

聖 學何爲 乎、 學，！ 爲， 人 之 道 一也、 聖教 何 爲乎、 敎， 1 爲， 人 之 道 1 也、 人 不レ學 則 不レ知 

レ道、 生 質 之 美、 知識 之敏、 不レ 知， 道其蔽 多、 

畢 唯 #,ー 于 古訓 f 致- 1 其 知 一 而 施-一日 用 一也、 知 之 至遂變 ニ氣質 一 


學 在， 立， 志、 志不， 立 則爲， • 人 也、 皋有， 法、 小學 大學、 下學上 逢、 中 人 以上 中人以 

下、 各 有 A 法、 學 必在レ 問、 問 必在， 審、 不， 問 則 不.. 新、 學 必在レ 習、 學而 時習 也、 學必 

在レ 思、 不レ思 其 知不レ 至、 學必有 レ蔽、 心學 理學、 甘， 心嗜レ 性、 其蔽 過、 讀， 書 泥， 事、 

其 蔽不レ 及、 共 學之蔽 也、 

學必有 II 標準 一 其所レ 志不レ 正、 乃 讀レ書 知日 昏、 竟レ 道理 日 惑、 其 行 過， ー於儉 ー其稱 一-君 

子^ 亦 事物 不レ 通、 言 必信行 必果、 蛵醛然 小人 也、 

師 道 

人 非 二 生 而知レ 之 者〗 隨， 師禀， 業、 學必在 レ師ニ 於 聖人〗 世世 無二 聖敎 之師〗 唯 文字 記 

問 之 助 耳、 然道在 11 天地 之間ハ 而 人物 有 n 自然 之 儀 則 一 其 言行 賢- 1 於 己-者、 可 二 以師ー 何 

有， 1 常師 1 乎、 天地 是師 也、 事物 是師 也、 

立.. 師以， 嚴、 重 x 師事， 之、 所 二 以修； ^身 也、 師道 不レ 重、 則 所.. 學不レ 固、 

師 有-一 輕重； 一 技 之 術亦師 也、 如 二 聖教 一 其 深 重 同-君 父； 古人 以 二君 父-同相 稱之、 

師示， 1 其 端倪 一 朋友 輔， 一 其 私〗 師友 之 益 也、 

聖 敎要錄 原文  三 七 
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立 敎 

人- 个， 敎不， 知， 道、 不， 知， 道 乃 害， I 於 禽獣； 民人 陷ニ 異端 1 信 ニ邪說 1误ニ 鬼 魅； 竟無， 君 

無レ父 者、 敎化 不レ行 也、 古昔 王者 建.. 國君レ 民、 敎 學爲レ 先、 

君 長 之 御， F、 以 n 敎， 人 之 道； 則 臣僕敦 化、 敎之久 也、 自爲二 風俗； 人人 自安、 家 

有， 1 家教； 國有ニ 阈敎ー 天下 有 二 天下 之敎； 一， -道德 1 以同， 俗、 

讀レ 書 

書 者 載 二 古今 之 事蹟 1 器 也、 讀書者 飴 力 之 所， 爲也、 措 二 急務 1 讀， 書立レ 課、 以， 學爲 

i 在 II 讀書 1 也、 學與ニ 曰 用 一 扦格、 是唯讖 a 書不 レ 致 二 其 道 1 也、 

讀. J 曰 以ニ學 之 志.： 則大益 也、 以 J 讀， 書爲 レ學、 則 玩物喪 志 之 徒 也、 

讀レ書 在 二 聖人 之 書； 聖敎甚 平易 也、 毎讀 而味レ 之、 玩 而繹レ 之、 推而 行， 之、 足，, 以證, 

レ之、 他 皆涉ニ 利口" 便， 知， 事、 其 一 言 半句 一事 一行、 有， 可 二 執 用 ー焉、 推， 一 其 始終 ー乃不 

レ全、 唯廣才 博識 之 一 助 也、 叉 不レ可 1 釋， 之、 


5 之 法、 fi 博識 一 乃 小人 ま 也、 ぎ 多 走 作 一 pi 本 二 聖人 之？ 可： 

直 解； 後 儒 之 意見 無， 所 二 R 杓 - 

道 統 

纏 II 堯囊 變武周 公之 十 聖人、 義其知 施^ エ 而萬世 被 二 蒙- ？ 

周衰， i 一 仲 尼； I 生 民 一 以來、 未 二 於 礼 子 一也、 孔子 I 聖人 之統 I、 享 

子& 孟子 亦不， 可 n 企 望 一 漢唐之 間、 有^^ 當 二 其 任 > 之徒ハ 又 於 二 售子子 思 孟子- 不レ可 二 

同， 口 而談 一之、 及， 宋 周程張邵 相績而 起、 聖人 之學、 至 レ此 大變、 學者 陽レ震ニ 異端-也、 

I 之傳、 至 ，宋竟 置、 ii 徒不 k> 算、 唯 朱元晦 大功 i 經ー 然不き 超-出 

餘 45 意 道 之 託， 人 行 1 世 皆 在 A 夭、 其 孰强與 一一 於^ 1す 

孟子 沒 而後、 儒圭 霊き ー變、 S 譲 縱橫 家、 藩 彥訓蒙 門 名家、 宋理 學 

心學 也、 磨 夫子 浚き 今、 旣向 ニニ 千餘歲 ニニ 讓、 周 孔之道 陷-- 意見 一 W き 民、 

ロ唱二 聖教； 其 所， 志、 額 子 之 樂處、 曾 點之氣 象 也、 習來 世久、 嗚呼 命 ま 

聖 敎耍錄 原文  一一 一，" 
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詩 文 

詩 者 志 之 所， 之、 內有， 志 則言必 動、 古詩 自然 之 韻 叶 也、 其 志 或存ニ 諷 諫ー 或 評， I 事義； 

或 述ニ好 風景 一 或 自警、 或 稱ニ時 政 君臣 德ー 如, 此 則六義 自然 相 具、 後之學 レ作レ 詩、 巧 

レ言奇 い 趣、 其 所 A 言 皆 虚誕 也、 故 詩人 者 天下 之 閑人、 佚 樂游宴 之媒 也、 

作レ 詩必事 ニ經書 文字 一 言 二道 德 仁義 一 欲， 涉 二世 敎, 亦 詩 之 一 病 也、 學敎何 借， 詩、 宋明 

之 儒、 多 有- 此蔽； 不, 知 二 聖人 之 道 1 也、 

文 者 首 辭之著 n 於 書-也、 聖賢 之 言、 不レ 得， 已而發 、自然 之 文章 也、 後 之 作， 文、 皆 巧 

言 令色 也、 無， 事 之處、 求， -奇 趣向, 造作 來、 尤可， 汗、 韓柳歐 蘇、 文章 之 達人、 而其學 

皆 乖戾、 文 過, 質史 也、 


^敎 要錄 中 


中 

中 者不， 倚而 中， 節 之 名 也、 知者 過 愚者 不， 及、 中庸 之 不二 能 行-也、 能 二 中庸〗 則 喜 怒 

哀樂 及家國 天下 之 用、 皆 可， 中， 節、 中 者 天下 之 大本 也、 

聖人 之 道 在，， 中庸； 能， 一 中庸 一 在 二 致， 知詳 -禮、 惟精 惟一、 用-其 中 一 擇ニ 中庸 一 是也、 

若 待 二 著， 意 推 求 悟了 底〗 索 二 未發之 中.： 則 非 二 中庸-也、 庸 平日 日用 之 謂 也、 用 二 此中於 

平日 一也、 以レ庸 刖立ニ 工夫 一 尤差謬 也、 

道 

道 者 日用 所， 一共 由 當，， 行、 有- 1條理1 之 名 也、 天 能 蓮 地 能 載、 人物 能 云爲， 各 有 二 蒙 

不， 可レ 違、 

^敎 要錄^ 文  四 一 
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道有レ 所い 行 也、 U 用不， 可 二 以由行 1 則-や レ道、 聖人 之 道 者 人道 也、 通， 一 古今 一 冗， 一 上下； 

可 二 以由行 一也、 若 ゆ 一作 爲 造設； 我 可， 行、 彼不， 可， 行、 古 可， 行、 今 不，？ 行、 則 非， 一 

人 之 道 一 非 11 率い 性 之道ハ 

道名從 11 路上-起 也、 人 之行必 有， 跻、 大路 者 都 城王畿 之路、 而 車馬 可， 通、 人物 器用 

可 こ 交 行.： 天下 之 人民、 各 欲， 出- -其路 一 小抨 者、 ^人 所， 利 之路、 而 甚狹陋 也、 其險阻 

隘曲少 可， 翫也、 聖人 之 道 大路 也、 異端 之 道小枰 也、 小^ 少可， 翫、 而 終不レ 可， 安、 大 

路無 レ可レ 新 無 レ可レ 見、 而 萬小徑 在， 一目 下 一 終不 レ可レ «、 

里 

有 n 條理 1 之 謂い 理、 事物 之 間、 必有二 條理； 條理紊 則 先 後 本末 不， 正、 性 及 天 皆訓レ 理- 

尤差^ 也、 凡 天地人 物 之 間、 有 二 .0: 然 之條理 一 是 蹭 也、 

德 

德者得 也、 知至而 有， 所， 得 ，- 於內- 也、 得 二 之 於 心？ 行 二 之 於 身； 謂 H 德行； 其德 公共、 


而通ニ. 大地， 不. き 萬 物-者、 天 德明德 也、 讓薄輕 而不き 實地ー 則不 レ可レ 謂レ德 

仁  ； 

仁者 人 之 所 二 以爲义 、 克， 也、 天地 以 ヒ兀而 行、 天下 以レ仁 而立、 顏子 問レ仁 

夫子 以ニ 綱： T, 答， 之、 仁 之 全體大 用盡、 仁者 兼 二 五常 - 之 言、 聖人 之敎、 以ン 仁爲- 極處ー 

蜃儒 生以， 仁 作- 擊ー 蒙 レ及、 至， 宋以 t 爲， 性、 太 高尙 也、 , 知 二 聖人 之 

^二 莫 唐之蔽 少、 宋明之 蔽甚、 仁 之 解、 聖人 詳レ 之、 

仁對， 養 謂、 1*1^ 仁 き 義而 行、 義因， 仁 而立、 仁義 不レ 可^き 人 之 

情愛惡 耳、 是 自然 之 情 也、 仁義 者 愛惡之 中-節 也 

五常 备有， 用而 不，ー 包括 一 又 不-- 支 離 一 季說レ 之、 先 儒 曰、 凡 有 二 血氣- 之 類 具-五常 一 

太不 ，，理會； 五常 者情秦 而中， 節 也、 不二 致レ 知力 行 一 乃不 レ可レ 得、 人 皆有 ニ此 情- f 

修レ得 乃 道， 中レ 節、 

禮 

四 三 
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禮者民 之 所 二 由 生 1 也、 所，！ 以 制-中 也、 卽， 事 之 治 也、 知， 禮行， 禮者 聖人 也、 無， 禮則 

手足 無， 所， 錯、 • 斗：：：： 無レ 所， 加、 進退 捭讓 無， 所， 制、 居 處閨門 朝廷 文事 武備 宮室 器用、 

以レ鱧 則 安 也、 驄非 n 矯レ情 飾 u 外、 有， I 自然 之 節で 不， 得， 已之道 也、 聖人 之 敎唯在 二 禮樂； 

誠 

不レ 得， 已之 謂， 誠、 純一 而不， 雜、 古今 上下 不， 可， 易 也、 維 天 之 命、 於 穆不， 已也、 聖 

敎 未，ー嘗 不. 1 以レ 誠、 道 也德也 仁義 也禮樂 也、 人人 不レ 得， 已之誠 也、 如， 一 父子 之 親； 是非， I 

假 合附會 1 也、 

無妄之 謂」 誠、 眞 實無妄 之謂レ 誠、 共不， 知レ誠 也、 致 ニ不， 得， 已之 誠； 則 一 雷 一行 一事 

1 物 之 間、 無レ不 レ誡、 

忠 恕 

忠 者爲， 人 謀 而不レ 私 二 於 身 1 也、 信者 慇實而 不レ欺 也、 忠不レ 私、 信不レ 欺、 忠就 二心 上- 

說、 信 就ニ蓽 上, 說、 忠以事 二君 長 一 信 以交ニ 朋友 一 聖人 之敎在 n 忠信； 


恕者己 所.， 不， 欲 勿い 施 n 於 人-也、 忠是對 ぃ物不 い^、 恕 是以， 人治レ 人、 

敬 恭 

篤謹而 不二 放蕩-之 曰レ 敬、 致 二 其 說ハ乃 P 之 一事 人 之 警戒 也、 曰レ敬 不レ以 ぃ禮、 則 其 

蔽 在，， 1 迫狹而 不二 從容ー 

聖人 之敎 在.， 禮、 禮行乃 敬存、 專， 敬 乃 禮不レ 全、 宋儒以 レ敬爲 u 學問之 本〗 爲 學之 

所ニ以 成， 始而成 t, 終 者 上 也、 因 ニ此說 1 主ー靜 坐、 乃 謹 厚 沈默迫 塞狹淺 也、 聖人 說レ敬 多 

屬， -戒愼 恐懼； 其戒 懼以レ 禮寛裕 從容、 唯 言い 敬 乃 其 心 逼塞 而不レ 通 耳、 恭者敬 之 發こ於 

外 1 也、  . 

鬼 神 

鬼神 者 幽遠 而能通 也、 天地人 物 之 生生、 其 流通 霞徹、 陰陽 之靈、 鬼 祌之迹 也、 鬼屬 

レ陰 神屬レ 陽、  、 

聖人 論，, 鬼神 一 先，， 天地 及 人； 而后及 二 鬼祌ハ 天地人 民 是明務 、乃 鬼神 之無レ 迹亦感 通、 

聖 敎耍錄 原文  四 五 
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鬼神 者 幽遠 之 間 無 レ不レ 通、 故 不レ可 見 二 聞 其 言語 形狀ー 然 S 氣相馮 依、 亦不 レ可レ 疑、 

魂 者屬, 陽、 其靈神 也、 魄 者屬， 陰、 其靈鬼 也、 人物 合 二 陰陽 1 爲レ 形、 陰陽 之靈 精：！^ 

魂魄； 

人物 旣形、 鬼神 之 見，, 於 物 一也、 精 氣爲， 物 也、 人物 不， 形、 亦 鬼神 流行、 而爲二 造化 

之變ー 游魂 爲レ變 也、 

人 唯 有， 爲則 勤、 無， 爲則 怠、 萬 物 本 n 於 天； 人 本 二 於祖ー 奉レ先 追， 遠、 不， 得， 已之誠 

也、 祭祀 之禮、 豈 作爲來 乎、 子孫 祭祀 却 有， ー感 格〗 是同氣 相 通 也、 祖宗 相 遠 而衆支 ま 

レ氣、 全是 祖宗 之餘分 也、 

國有ニ 大事 一 吿， 一 于 天地, 以及ニ 群 神 一 禮之常 也、 人人 有 ァ 可 二 祭祀 1 之 神 h 天下 之 鬼神 

各有レ 所い 因 也、  ， 

陰 陽 

盈ニ 天地 之 間； 所，.： 以爲， 1 造化 之 功 1 者 陰陽 也、 天地人 物 之全體 也、 互 消長 往來 屈伸、 

生生 無レ 息、 


輕而界 者 陽 也、 重 而降者 陰 也、 陽 者^ 也、 陰 者 形 也、 形氣更 不.， 可. 離、 陰陽 互， 扭、 

不レ 可-偏 唐 一 不レ可 11 偏 用 一 互爲レ 主而無 M 定位 ハ 

陰陽 之 形象、 其 著明 水火 也、 水大 相對相 因而其 用亨、 水火 之用大 哉、 

rtl ,ィ 

五伃者 陰陽 之旣形 也、 五 者 所 V 以行 二 天地 之 間 1 也、 陰陽 者氣而 五行 者 形 也、 更不， 待 こ 

作爲〗 水火 者 五行 之 主 也、 水火 有， 彖而 無， 形、 相對待 流行 而萬 變盡、 

五行 有 ニ生數 行數〗 叉 有 二相 尅； 天地人 物 之 間、 相尅對 待而相 生、 生與， 尅 循環 無， 窮、 

天 地 

天地 者 陰陽 之 大形 也、 天地 之 成不， 待 二 造作 安排； 唯不， 得， 已 自然 也、 故 長久 也、 

無二 始終 一也、 其 極不， 可 一一 以レ數 論 一 レ焉、 不， 可 ニ以， 事 計 一， 之、 陰陽 流行 終爲ニ 天地 一 爲 二日 

月パ 爲 n 人物 ハ 

氣昇而 無, 止 天 也、 降 而凝聚 地 也、 昇降 之 誠、 陰陽 之 著明 也、 

聖 敎耍錄 原文  四 七 
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IK 地 生生 無, 息、 唯 自彍不 , 已也、 復之見 - 天地 之 心.： 終 而復始 、無二 始終 一也、 其德至 

.大 至 公 正大、 而天地 之 情 可い 見 也、 

陰陽 之 形氣、 其 至 天地 也、 其精爲 二日 月； 日月 縣象 著明、 而 天地 萬 物 备得ニ 其處； 天 

文 地理 之變 無， 不レ 通、 而後 與 二 天地 1 爲 レ參、 


犁 敎要錄 下 


性 

理氣妙 合 而有二 生生 無 息 底； 能感 通知 識者 性 也、 人物 生生 無 ，不>| 天命 ハ故 曰、 天命 之 

謂レ 性、 

理氣相 合、 則 交感 而有ニ 妙 用 之 性； 凡 天下 之 間、 有， 象 乃 有 ニ此性 1 也、 此象之 生 不レ得 

ン已 也、 有， 象 乃 有 ニ不レ 得， 已之 性〗 有， 性 乃 有 ニ不， 得い 已之 情意 一 有 二 情意-乃 有 1- 不レ得 

レ已之 道 一 有， 一 此道ー 乃 有 ニ不レ 得， 已 之敎； 天地 之 道 至誠 也、 

人物 之 性 一 原、 而理氣 交感 自有二 過不及 一 其 妙用感 通亦異 也、 人 同事 一天 地； 而四夷 

皆異、 況鳥獸 萬 物之區 乎、 

性以 ニ善惡 1 不レ 可レ言 、 孟 I- 所謂 性 善 者、 不レ 得レ已 而字レ 之、 以ニ 堯舜ー 爲レ的 也、 後世 

不レ知 二 其實； 切認 -I 性 之 本 善 1 立 11 工夫； 尤學者 之 惑 也、 

^敎 耍錄 原文  四 九 
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學者嗜 二 性 善.； 竟有 二心 學理學 之說； 人人 所， 陚之性 初 相 近、 因ニ氣 質 之お； 相 遠、 宋 

叨之學 者陷ニ 異端； 之 失、 唯 在 n 道 裏； 

修， 1 此道, 以率ニ 天命 之 性； 是 聖人 也、 君子 也、 F 一己 之 氣質, 從， 情、 乃 小人 也、 ^伙 

也、 性 唯 在 11 習敎ハ 不レ 因- 聖敎 1 切覔 1 一本 善 之 性 1,、 異端 也、 

聖人 不レ分 二 天命 氣質之 性； 若 相 分 則 大人 理氣竟 間隔、 此性也 生 n 理氣 交感 之 間； 天地 

人物 皆然 也、 措 ニ氣質 1 論 レ 性 者、 學者之 差 謬 也、 細 乃細而 無， 益 二 聖學； 

生 之 曰, 性、 曰， 1 性惡； 曰 二 善悪 混； 曰, 一 無レ善 無" 惡、 曰 二 作用 是性； 曰, ー性卽 理也ハ 皆 

不レ 知， 性 也、 性不， 可， 涉 ，！ 多^; 

心 

性充 二形 體之 間； 無二 方形 之 可 C 指、 其 所，！ 舍寓 1 之 地 謂 二心 胸； 一身 之 中央、 五臓 之 第 

一 、 神明 之舍、 性情 之 所， 具、 一 身 之 主宰 也、 

心 者屬， 火、 生生 無レ息 少不， 住、 流行 運動 之 謂 也、 古人 指， 1 性情， 曰レ 心、 凡 謂 レ心乃 性 

情相擧 也、 


以 二知覺 i 爲レ 心、 以. -理爲 い 性、 是切 欲-分 二 性 心； 以^ 性爲 n 本然 之 善 1 認來 也、 人心 道 

心 正い 心、 皆 知覺、 及 理共具 也、 

意 者 性 之發動 未， 及， 有い 迹之名 也、 旣有レ 迹乃曰 > 情、 發動之 機微、 是意 也、 心 之 所 

レ嚮 也、 性 心 者體、 而意情 者 用 也、 

有 二 惻隱羞 惡辭讓 是非〗 是情 也、 情 之發而 及 レ物、 其 目 不ぃ出 ニニ 五 之 間 一 聖人 以 -1 仁 

義 禮智； 令 1,ー 其 情 中二 其 節 一也、 

志 氣思盧 

志 者 心 之 所, 之、 意 情 有 レ所， 一定 嚮, 之 謂 也、 志必 因， 氣、 思慮 者 意 情之審 ニ於內 1 也、 思 

慮 不レ致 乃 乖戾、 思 曰レ漭 、 慮 得 之 謂 也、 

性 心意 情志氣 思慮 之 字說、 聖人 不二 詳 分；. 之、 後學 利口 之辨 也、 聖人 之 道、 豈 多端 乎 

壁 敎耍錄 原文  五 广 
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人物 之 生 

理氣 交感 而萬物 生焉、 其 間根レ 陽爲， 男、 根， 陰爲, 女、 天地 及 萬 物 之 生 無 II 先 後一 强謂 

い 之、 有 二 天地 1 而後 有 二人 物 1 也、 

妙 合 之 間 未 r -嘗 無二 過不及； 故 有 二 萬 物 之 品； 稟,. 11.1 五 之 中 ハ是人 也.、 人 亦 有 II 過不及 之 

差； 而有 二 賢愚 一 也、 君子 小人 之 成、 皆 因 1ー 習敎； 

人 者禀ニ 正氣； 物 者禀ニ 偏氣. 一 正 氣者理 之 正 也、 偏 氣者氣 之 厚也、 - 

易 有，； 太 極 1 

太 極 者 象數已 具、 而未 a 發無レ 眹之稱 也、 理氣妙 合、 而其間 廣大變 通縣象 著明、 悉具 

而 無二 缺處； 甚相 至極 曰-太 極 1 也、 太 極 之 象 已發、 而 天地 便廣大 也、 四時 便變 通、 日月 

便縣象 著明、 雲 行 雨 施、 萬 物品 節、 

理氣妙 合、 則 幽微 眇茫之 間必太 極、 天地人 物 各 一 太 極 也、 

聖人 於， 一事 物； 唯 太 極 耳、 依 二 天地 物 則 一 含， 1 蓄 衆理； 故 未發之 間、 象數旣 具、 是感而 

逋ニ 天下 之 物； 思而 無， 不, 通 也、 夫子 論, 易以 二 太 極； 這 裏 有 二 六十 四卦三 f.H 八十 四爻之 


#數 相 具.： 

周 子 作， 一太 極圖ー 尤足， 起 二 後 學之惑 一 是不， 知 二 聖人 之 道 一也、 河 出， 圖 洛出レ 書、 备 有-一 

自然 之 象； 佝以 ニ造設 1 哉、 周 子 以ニ無 極 而三字 1 冠 二 太 極 字 上； 甚 聖人 之 罪人、 後 學之異 

端 也、 太 極 之 外^ 無二 無 極； 則 其言贅 也、 太 極 之 前 有， 一 無 極； 則 異端 之說 也、 聖人 之敎. 

唯 日用 而已、 太 極 乃 含 二 蓄先後 本末 一 至矣 盡矣、 

道 原 

道 之 大原者 出 II 於 天地； 知， 之 能， 之 者 聖人 也、 聖人 之 道 如 二 天地 1 無， 爲也、 乾坤 簡易 

也、 上古 聖人、 以ニ 天地, 爲， 配、 董氏 所謂 太 原 者、 其 語意 尤輕、 

天地 之 道、. 聖人 之敎、 不， 涉 -I 多言； 無二 奇說 造爲； 以 II 自然 之 則 | 而已、 可 H 一言 而 

盡 1 之、 百姓 日用 而不， 知、 古今 相由而 無，^、 弄- 1 精神 I 認， I 性 心； 乃道遙 遠、 
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解題 並 凡例 

聖教 要 錄を著 はして 實學の 極概を 述べ、 所謂 俗學 を粉碎 せん-こした 素行に、 不幸に 

して 御門 違 ひの 强カを 以て 抑壓 された が、 爾後 彼れ の 信念 は 愈 ~ 堅く、 更に その 學理 

を 明かに し、 知己 を 干 載に 求め 世の 誤 を 正さん として * 四書の 研究 を 始めた のが、 配 

所 赤穗に 着いた 日 (fgy より 僅に 十六 日 目の 寛 文 六 年 十 一 月 十日であった。 自筆 年譜 

の當 日の 條に 「初めて 論語 を讀 む、 句讀を 述べん とす 一 と 書いて ある" それから 丁度 

一年 卽ち寬 文 七 年の 十一月 十日に、 「今日 四書 句讀筆 功畢る T また 十二月 二十 九日に 

. 「句 讀 再覽畢 る、 四書 句讀 大全 成る 一 と 記されて あるし この 書 は 積德堂 書籍 目 錄に素 

行 自ら 記せる 如く、 全部 漢文 二十 肶の 堂々 たろ 大著で ある。 のみならず 非常な 力作で 

ある。 卽ち 素行の 經學說 はこの 著 を 以て 最も 詳細 を盡 した ものと 云って よい。 文章 も 

亦 極め， て 精練され たもので、 旺盛た る 破邪顕正の 意氣を 看取す る ことができる。 然る 

に 素行 自筆め もの は 山 鹿 家に 僅に 三冊殘 つて ゐる に過ぎない 〕 但し 寫本は 方々 に殘っ 

てゐ る。 その 內に 「四書 句讀或 問」、 或は 一， 素行 先生 或 問 四書 句讀 大全」、 又は 單に 一四 

四 書句讀 大全 大學  五 七 


四 睿句讀 大全 大學  五八 

書句讀 大全」 と 表題した ものが ある。 これ は 前の 四書 句讀 大全 を 一層 細かに 註釋 した 

もので、 註の 次に 「或 問」 が 附記され てゐ る。 これ は 素行が 何年に ！ した もの か 明 

かで な， い。 素行の 記錄 にないば かりで なく、 素行 自筆の 本 もない ので あるから、 或は 

後人が 附 加した ので はない かと 云 ふ 疑問 も 出る が、 文章より 見て、 叉所藏 者が 山 鹿 家 

或は 直 門人の 津 1： 家 • 貴 田家の 様な 確な， ところで ある ことから、 矢張り 素行の 作に W 

違ない と 推定され る。 

四書の 全部 は 何れも 經學 の 基礎と して 重要な も のば かりで あ る が 、 素行 學說の 根本 

問題 卽ち朱 子 學 • 陽明學 などとの 相違の 根元 は、 概ね この 大學の 一書に 盡き ると 云つ 

てよ い。 故に 素行 は、 「六經 は 皆大學 の明證 なり や 天下 古今の 學、 大下 古今の^、 此の 

1 經を 出で ず。 此れに 由ら ざれば 善 治な く、 此れ を 外に すれば 異端と なる。 學 者の 精 

力 此の 一 經を盡 すに 在り」 と 云って ゐる。 今囘の 全集 は收 載すべき もの 多くして 册數 

足らざる を 以て 全部 を收 むる ことができなかった が、 大學の 一書 を 以て 全部 を 代表せ 

しむる も强 ち不當 ではない と 思 ふ。 然し 尙ほ 足らざる もの は 山 鹿 語類 聖學篇 • 聖敎耍 

錄 . ^居 童 問 等に よって 補って 调 きたい。 


本 全集の 底本 は 平 戸山 鹿 家 所蔵の もので、 享保 年間 素行の 門人 菅沼 家の 家人 都 築 正 

次の 寫し たもので ある。 題蹇に 「四書 句 讀或問 大學」 と 記して あるが、 一般の 呼稱に 

從 つて 「四書 句讀 大全 大學」 と 名 づけた。 これに は 句 讀訓點 及び 往々 振 假名が 附 いて 

ゐる。 全部 素行が つけた もの か 疑問で あるが、 概ね 素行と 見て 間違 はたい。 只 だ誤寫 

の 形跡 は少 くない。 今 これ を 書 流 文に 改 むる に當 りて は、 出来るだけ 原本に 忠實 なら 

ん事を 努めた が、 餘 りに 現代 を 遠ざかり、 或は 意味 通ぜ ざる もの、 或は また 明かに 誤 

脫と 認めら るる もの は 訂正した。 尙ほ元 貴 田家 所藏 本に して 後津輕 家に 獻納 し、 現に 

弘前市 東^ 義塾 所藏. 本と な つて ゐる もの、 並に 大正 八 年 山 鹿 素行 先生 全集 刊行 會 編纂 

の 四書 句讀 大全 を も參考 とした。 目次 は 新. に 編者の 附し たもので ある。 
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四書 句讀 自序 

堯 • 舜 • 禹 • 湯 • 文 • 武 •  ^公 は 古の 聖人に して、 其の 位 を 得て 其の 道 を 行 ふなり。 

此の 時に 當リ、 天下 道德 仁義の 名 ある こと を 知らず して、 人物 备> 其の 處を 得たり。 

(一) 孟子 萬 孔子 は 集めて 大成せ るな り C 而れ ども 天下 大いに 亂れて 終に 其の 位 を 得ず、 退いて 

意下篇 首章に  つ，  つ，、 

詩 • 書 -禮- 樂を 叙で、 周易 を 翼し、 性 命の 理に 順って 以て 此の 道 を 述べ、 春秋 を爲 

成 也 者、 金 祭  つつと 

I 伊 之 也 つて 以て 王者の 事 を 正す。 是れ より 天下 堯 • 舜 • 文. 武の 以て 法るべく、 聖人の 道以 

云々」 is  C"  ひ  ュ：フ(っ-に 

二. 一)  ？ 0 て 則と すべき を 知る。 施いて 萬 世の 後に 及び、 天地の 覆 載す る 所、 日月 霜 露の 照 塚す 

る 所、 此の 道 を 尊 親せ ずと いふ ことなし。 是れ生 民あって より 以來 夫子の 若き ものな 

ノ  C9  3 一  i 

き 所以な り。 竊に 按ずる に、 道 は 事物 必然の 矩、 所謂 物 あれば 必ず 則 あるたり。 ヂ、 地 

いちじる  す s  』5 ほ 

に 明かに 人物に 著しくして、 須臾 も 離るべからず。 心 誠に 之れ を 求む ると き は 乃ち 投 

さ  しるし 

ふべ からず。 故に 五 百年の 後、 聖聖 其の 揆 一 なり。 抑， 聖經の 以て 之れ を徵と 十る に 足 

こ 二ろ  あと 

る を や。 凡そ 經書は 聖賢の 迹な り。 身に 本 づき 民に 徵み、 天地に 建て、 以て 其の 故 を 
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朱 二  h.mv-  'tr 

子 c 稱 に * 郡の^- 
す 多- 了-  ft 時婺 
程 く？？ り 代 源 朱 
子 新 名' に は 子 
• 安の 故 新^の 
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二〕  卽 求め、 而 して 後に 道 は； K 下の 道と なり、 學は^ 人の 學 となる。 若し 蓴ら 因って 損益せ 

v&fs のおに 

ムみ" I  ^  I  ざると き はお ふこと なき を 得ず、 信ぜず して 自ら 用 ふるとき は 意見 を 免れず。 學は三 

もも m 酌せ ざ  にに かう じょ 

ると き はとな 代 之れ を 共に して 人倫の 道 を 明かに する のみ。 故に 王者の 民 は^ 皡如 として、 之れ を 

次の 「信 

.爲 むる 者 を 知らず。 王道 與ら ず微言 濒く 遠くして、 學を 以て 記誦と 爲し、 道 を 以て 性 

(二) 糜大肉  ぜっかう  くわん ぐ じょ 

得の さま  心と 爲し、 &耕獸 て 人 をして 驩虞 如たら しむ。 是 れ漢. 唐 • 宋 • 明の 諸 儒 訓詁 詞 

幽  _  よろ 二び たのしむ 

*1 うし  とほ *| ちんこ  ， 

章の 末に 喪 志し、 生、 い 敬靜の 遠に 沈饲 して、 竟に人 を 治め 己れ を隊 むる の實を 得ざる 

《五) 

所以な り。 唯 だ 河南の 程 子、 大學 • 中庸 を 表 章し 論孟 を 以て 之れ を^ づ。 新 安の 朱 子、 

章句 集註して 以て 世に 行 ふ。 殆ど 千載に 向たり。 其の 聖 門に 功 ある こと 义火 ならず や。 

がう り  あや， Hay 

然れ ども 其の 本と する 所、 毫^の 差に 起って 以て 千里の 謬に 至る。 故に 其の 經解 未だ 

疑な くんば あらず。 久しく 二子の 說を尊 親し、 大いに 其の 說の 非を覺 ゆ。 而れ ども 

一 曰 一之れ と背驰 する に 忍びず、 且つ^に 一 一子の 賢に して 此れ を 察せざる こと を 疑 ふ。 

I  (七) 

R へしの 延着 ^く. e ら 誑き 人 を 誑く の 罪 以て 暧ふ ベから ざる を. S ひ、 自ら 反さう し 深く 直す こと 玆 

せん ゆ そしり 

に 年 あり。 益 > 洞 然として 復た疑 ふべき なき こと を 知り、 傺踰の 謗 を 忘れ、 間！ 嘗て 

しから ざれ  ， 

之れ をお 讀す。 ，： お 是れ 志な らん や。 否 ば 乃ち 學 者の 惑辨ず ベから ざるな り。. 學 者の 


. (八) SI  ^辨ぜ ざれば、 則ち 天下の 人 之れ に歸し 之れ に 直して、 以て^と 爲し 以て^し ー爲 し、 

つの 之の 字，  ， 

^お 聞く 所に 黨し 見る 所に 比して、 聖人 m た 起る と雖も 其の後 を 如何と もす る ことた ほん" 

一九) 齊の晏  せ 今. - ぜん  t  --ん 

.^fti's 是れ威 然として 其の 傍に 揖讓默 止す る こと 能 はざる 所以たり。 而今： 大 下の 學ー に 二子 

も4£5、 せつ 1 春 

の說に 定まる。 之れ を 聞く 者 は 競うて 相 非議す る あり、 之れ を 兒る者 は 侮って 相笑排 

て^で L ほ 大  むべ 

夫  する あり、 之れ を 措いて 校 量辨議 する に 足らずと 十る 者 あり。 宜 なる 哉、 人の 是非の 

SI ふ 人、 實に 明かなら ざる こと。 孔孟 も 亦 佞 辨の譏 を 受け 長 戒の難 を 免れず。 晏子 • 伯 玉の 知 

共に 士 たり。 .  (一 o 一 

fffn も 亦 未だ 夫子の 聖を 知らず、 ぎ 門. 荷 簣の賢 も 亦 以て 不可な りと 爲す。 是れ 道心の 徵 

「子 路， 石 門 

に 宿す。 S: にして 人心の 危き 所以な り。 夫れ 聖人の 道 明かなら ざると き は、 鏡 衡の空 平なら ず、 

の 曰 は/.、、  SU  ■ はか， 

1. -o  はう ゑん  ちと ひ 

曰" ひ、 規矩の 方 員 を 致す 能 はざる が 如し。 假令 言行の 信 果なる も、 賢才の 爲す こと ある も、 

孔 氏よ h- すと。  た 

S はく、 是れ 只だ資 器に して、 習うて 著 はれず、 行うて 察せざる なり。 况ゃ止 だ 文字 言語の 精密な 

其の 不可なる  う 2 れっき  (二)  ひん 

は" お」 れ る、 心 學理學 の 空談なる、 相 去る こと 何ぞ 能く 分 を 以てせん や。 愚 遠く 東海の 濱に生 

と あり、 天下  はん.'  はるか 

S の不 S れ、 幸に 少しく 其の 藩 籬を窺 ふこと を 得て、 杳に 中華の 諸 先輩 を議し 聖賢の 書 を句讀 

乙 も 知りて 尙  ぶ？ 

^0 す、 猶ほ 方寸の 木 をして 岑樓 よりも 高から しむべき がごと し。 而れ ども 「しむ こと を 得 

ち 難ぜ るな. c -。  こ  -1 ひねが  t が 

第 E 十： 一 ざる を 以て、 人の 非 笑 を 計る に 暇 あらざる なり e 後の焉 れを 見ん 者、 庶幾 はくば 爾我 
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1? 「-ャ 

も衞 に^ちた 

まふ。 莨 を 荷 

ひて 孔子の 門 

も-過ぐ る 者 あ 

り、 曰 はく， 

心 あるかな fs!5 

も^つ やと。 

旣 にして 曰 は 

く.、  ^なる か 

な 梃 々乎お り。 

m れも 知る こ 

とな くんば 斯 

れ已 まんの み 

一： ム々」 と出づ 

(一一) 分 S 

の s。 その 

と 相 去 る こ 

分 S を 以て は 

か. h- 得 H とな 

( 一 ) 宽文七 

J9. 十一 H 十日 

成る。 素行 年 

巧 十六。 講居 

の^たな も W 

て 殊更^り て 

年 n- も 記さ ざ 


0 阿黨の 意を絕 ち、 直に 聖人の 書を證 とし、 知 を 事物の 際に 致さば、 叉 以て 小 補 を爲さ 


んと雨 云 ふ。 寬 文某歲 某月 山 鹿. 一 


字 は « 夫、 宋 

の 者、 南 軒 

先生と 稱す 

(三) 李侗、 

字 は Is 中、 宋 

の 事 者， 延平 

先生と 稱す。 

この 二人の み 

特に 字 を 用 ひ 

て、 他の 張 氏， 

ぶ. 氏と ® 别す 

ると なり 

(5  S 文の 

語句 註解 も 指 

す 

(五) I： 書大 

全 三十 六卷。 

S の永樂 帝の 

時、 官吏の 登 

^試驗 に 術^ 

せしめし^ 樣 

の Eiftl-slfi なり。 

主に 朱 子の 註 

に閼係 ある も 

の. C 集鋅 なり 

(六) 次 大 

©も讀 む 法」 

の 如き もの、 

中庸 . 舊 . 

w 子の 始に各 

a£ せりと たり 
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(二. 


、 諸 儒獨り 程. 朱を稱 する に 子 を 以てし、 諸家 は 皆 氏 を 以て 十.。 張 敬 夫. 李 愿中は 

あざな 

字 を 以てして、 張 氏. 李 氏と 分つ。 . 

、 (f 註の 下 引く 所專ら 四書の 大全に 因る。 或 問 は 本 註と 別、 けて 以て 之れ を擧 示す。 


4< 全に 出づ る 所の 或 問 は S  く 木 

註 の 下に 整け 行 も 分けて 書す 


赛法 は、 各  > 其の 書に 附す。 讀 法を詳 にして 以て 其の 大義に 通ず ベ 

史書 • 文集 . 語錄 及び 引く 所の 經傳、 尤も 大全に 因る。 

先 儒の 姓氏 を 引用す る、 尤も 大全に 從ふ。 今 此に贅 せず。 
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大學を 讀む法 

二) 朱 .fss  求 チ3 はく、 朱 子、 名 は， 字 は 元始、 晦庵先 牛-と 號す。 卒して 文と 諡し、 徽國 yyfeiMUJa:;.^ こ i つ 

ぉ卷卜 £ に 見  タ -rtl にく ヘムに 退 封 せらる。 甚だ ef^ に 功 あり、 後世の 學^1、 之れ を 宗^と す 1詰贳 は # に H^y" に隨っ 

ゆる 說 ち-要約  た 

せる もの- て、 要領 を！： ん 難し、 ^だ 大學は 是れ曾 子が、 孔チの 古人 學を爲 す、 の 大方 を說 ける を述 

( - - ) き .  ュ 

ベて、 門人 义傳述 して 以て 其 の^を 明かに し、 前後 相 因り 體統 都べ 具 十。 此の 省を玩 

. 便 易レ 人、 後 面  1  31) 

•1 夫- と あ 味して 古人 學を爲 すの 向 ふ 所 を 知り 得て、 却って 語 孟を讀 めば、 便ち 後 面に 人り 易 か 

i ぱ十 らしむ。 ヱ 夫 多し と雖も 而も 大體已 に 立つ。 

つ  •  (IL)  それがし  二  とほ 

S  ^5 又 E はく、 某 は 一 生 只 だ 這の 文字 を 看 得し 透して、 前賢の 未だ 到らざる の處を 兌 得 

馬 光 9:^ 公  (£ン 

^0 す。 ^公、 通鑑を 作りて、 平生の 精力 盡く 此の 書に 在りと 言へ り。 某の 大學に 於け る 

と稱 す。 ！e 治  すべ か  まさ  ニハ)  (七) 

0i も亦然 り。 先づ須 らく 此れに 通じて、 方に 他の 書を讀 むべ し。 

^卷十 R 得て 看る。 今の、 半年に 多少の 書も^ i ん こと も耍 す： 某 且つ 人の 此れ も讀 i んこ とも 耍す 

(七) 程.？ -、 る は "だ わ. wfrA- いふに、 此の 書 却って 多から ざ わ ども、 規樺 周ね く備 はるに 緣り てな り。 

人^ん 伊川 . おも ( 九) 

先生と 稀す ^謂へ らく、 六經の 文字 甚だ 多くして、 夫子の 言語 經 書に 見 ゆる 者亦少 からず。 而 

I、 八 ) ぶまま 

大. 學， の 如き は、 明德 より 論じ 來 つて、 格物致知 を 以て 道を修 むる の 極と 爲し、 治平 


^  ？  ^ 


を 以て 效 験の 極と 爲す。 之れ を 身に 修め 之れ を 家に 行 ひ、 之れ を 國に用 ひ 之れ を； K 下 

あ！ -i  もと  くが ふ 

に 達して、 繆らず 悖らず、 疑な く 惑 はず。 文字 尤も 約に して 而も 之れ を 放て は 六合に 

ラた  あきら A 

彌る。 其の 始終 • 本末 • 綱條盡 さず とい ふこと なし。 故に 昭 なること 日月の 如く、 一大 

地に 經緯 して 古今に 莨 徹す。 

大 學の轾 一章、 一字 を も 動かすべからず、 一字 をも增 減す 容 からず。 是れ 聖人 至誠 

息むな きの 敎に 出で て、 虛假牽 合の 致なければ なり。 

六經は 皆大學 の明證 たり。 天下 古今の 學" 天下 古今の 治、 此の ー經を 出で ず。 此れ 

に 由ら ざれば 善 治な く、 此れ を 外に すれば 異端と なる。 學 者の 精力、 此の 一 經を盡 す 

に 在り。  ， . -, 

とと C1 

道を修 むる の 實を盡 すと き は、 家齊 ひ國 治まり 天下 平な り。 格物致知. 誠意 正 心 は 

修身の 要に して、 諸れ を家國 天下に 擴 むる とき は、 亦 格 致 誠 正 を 出で ず。 故に 始學ょ 

二 0) 中 if り 聖人に 至る まで、 只 だ 此の 工夫の み-」 但に 門に 入る の 際の み 此の 工夫 あるに 非ず。 

第二 十 章に、 

一^ レ明 His 一  大 學を讀 めば、 學 問の 極 其の 致 知に 在る こと を 知る。 知 至りて 而 して 後に 誠意、 以 

お f,- 乎 身- て 之れ を徵 むべ し。 中庸の 明 善 は 致 知より 說き來 り、 誠 身 は 誠意より 說き來 る e 
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.  かラを 

傳に は經を 解す るの 處 あり、 贊揚證 明す るの 處 あり」 多く 好 惡を說 く。 畢竟 好惡の 

兩端は 人情. 巳む を 得ざる の 誠、 天下 古今 一 致の 義 なれば なり。 

、|  こ  5 ち 

書を讀 むの 序 は 先 づ大學 を 以てす。 徹頭徹尾の 工夫 這の 裏に 在り。 而 して 後に 屮^ 

を 以てす。 此の ニ篇を 精し く讀 みて、 而 して 後に 聖賢の 問答、 應 接の 條理を 知るべし 

故に 論孟 之れ に 次ぐ。 

2 に 小き|  孟子 沒 して 其の 傳^ ぶ。 二 程 始めて 此の 篇を戴 記より 拔き、 又 其の 錯亂の 簡を獰 顿 

と.^ チュ ？ S 

つ Kg っ專、  I  と  あつ  (二)  ォく 

ま して 之れ を發 揮す る も、 未だ 書 を. 成さず。 朱 子 采り輯 めて 以て 闕峪を 補 ひ、 章句 • 或 

ち^ 記の こと  もんつ く.  ま しふ 

^に^ 問を爲 りて 世に 行 はる。 其の 功 尤も 大 なりつ 而れ ども 其の 改正 補^に 至りて は、 未だ 

^し ！»德 ゾ 

嘗て 其の 議 なくん ば あらず。 凡そ 大學の 古本 は 乃ち 孔門 相 傳の舊 本な り。 其の 俾來數 

と 云 ふ 

ゥじ 大ゅ竟 千載な り。 今 其の 文 詞を讀 むに、 旣に 明白に して 通ず べし。 其の 工夫 をム 1 ずるに、 又 

句 . た t: 或 問 

の 一一 *  易簡 にして 入るべし。 其の 本脫 誤の 議 すべきな し。 章 次 其の 序 を 失へ ると ころ あるが 

如き も、 亦 按じ 據る 所な し。 如何にして 遂に 之れ を 改正 補鉼 せんや。 故に 悉く 其の 舊 

に從 ふの み。 

傳の 章の 分 は、 處處 多く 章句に 從ひ、 又管兑 を爲 して 以て 來哲を 待つ。 訓詁 字解 は 


さ I) 始め 少 

しの 差なる も 

終に は.^ いに 

違 ふこと 


尤も 未 子の 章句に 從ふ。 聖學の 大義 を 註す るに 至りて は、 悉く 程 朱と 牴牾 す。 某、 平 

こ 0  2 ろ 

生 二 氏の 說を 尊信し、 頃 年 聖學の 大義 を 得た る も、 亦 此の 文字 言語に 據れ り。 而 して 

今一 旦 之れ と 背馳す、 心 誠に 未だ 忍びざる 所 あり。 然れ ども 門に 入って 手 を 下す の處. 

(三)  わかち  つまびら か 

毫^ 千里の 分 あり。 此の間 審 に辨ぜ ざれば、 聖人の 道 又 明かなら ざるな り。 學者其 

の豫め 見る 所に 安ん ぜず、 勝 心 を 挾みて 以て 胸臆に 從 ふこと をせ ず、 直に 諸れ を 身に 

徽み、 諸れ を家國 天下に 徵み、 學を 以て 大學 と爲 し、 道 を 以て 公道と 爲 さば、 大學の 

はいぜん  こ  ごと 

大意 沛然と して 江河 を 決して 諸れ を 海に 放つ が 若く、 復た疑 ふべ きな し。 

某 解す る 所、 今日に 據れ ば、 自ら 謂ふ穏 かなりと。 只 だ 恐らく は 後 來又穏 かなら ざ 

る もの あらん。 某、 人となり 遲鈍 にして 而も 成る こと を 速に す。 故に 多く は 走 作す。. 

後の 同志 更正す る こと を 憚 る 勿 れ 。 
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七 二 


大 


(一) 朱. f の 


(二) 書名、 

前 出 

園 書經め 

驻释 書。 *の 

伏 生の 撰。 現 

ほの もの は 門 

の si い 

(S  * 正しく 

は 白 虎 通義と 

いふ。 後漢の 

ffira^: 集す。 

五經の 異同な 

講じた る も の 

(五) 大戴^ 

の こと、 上代 

の 賭 儒の jnK 

も 集めたり。 

戴德の 撰と い 

はる。 保 は 

その 篇名 


大學は 學の大 なる ものな り。 學は 聖人の 敎を 以て 大 なりし- 爲す。 £C ら明 にして 

c つと- 

德を大 下に 明かに する に 至る、 是れ なり。 唯 だ 大を大 なりと 爲す、 唯だ堯 之れ に 則 

る。 犬なる 哉 聖人の 道、 洋洋 乎と して 萬 物を發 育し、 峻く大 に 極まるな り。^ |f| く^ 

「ト、 なる 哉 #- の g たる や、 巍巍 乎と して 唯 だ-太 も大 なりと S す。 唯だ堯 之れ に 則る、 蕩蕩 や-二して 乂 能く 名づく 乙な し。」 中 街 

に 曰 はく、 大 なる 哉 聖人の 逄、 洋洋 乎と して 萬 物も^ 育し、 眩く  〔高大な り〕 天に 極まる。 擾^と して. K なな 哉。 ^!s..:.cr 

儀 三. r、 其の 人 を 

符 ちて 後に 行 はる。 

薄) 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 大學を 以て 小 學に對 し、 火 人の 學と爲 すなり (如何)。 2 はく、 

朱 子が 大人の 學と爲 すの 說は詳 に 或 問に 出で たり。 竊に 按ずる に、 小學 • 大 學の設 

(En 

01)  nil)  びやく こつう  だん 

と は 戴 記 及び 尙書 大傳 • 白 虎 通に 出で たり。 朱 子の 大學序 は 白 虎 通 を 以て 斷を爲 す。 

(S)  ほふ.  ふ 

大戴 記の 保 傅の 篇に、 「古 は 年八歲 にして 出で て 外舍に 就き、 小 藝を學 び 小節 を展 

む" ^髮 にして 大學に 就き、 大藝を 學び大 節 を 殴む」 と。 注に H: はく、  r 小學 を，：^ 


(六) 十 i 


(七) 內則及 

&  as 下 ニ篇は 

弟子^- ヒ〔し ん- 

の 名。 小學 

の 書 *!- る は 朱 

子 これ を 作れ 

るに 始まる 


(八) 章句 序 

に 出， つ 


門-一- 爲す、 一 に 虎闈に 作る。 大學は 王宮の 東に 在り。 束 髮は成 童 を 謂 ふ 一 と。 此の- 

則 を 以てすれば、 此の 經傳は 成 童の 能くすべき 所に 非ず。 且つ 古来^に 小學の 書な. 

く、 只 だ內則 • 少 儀 • 曲 禮 • 弟子 職の 諸篇 のみ。 ^唯 だ 大學の 書の みあらん や。 凡 

そ 小學. 大學 の設 ある も、 亦 聖人の 敎を 以てせ すん ば 其の 實を 得べ からず。 故に， f. 

jb£  くしゃう Xi よ 

學* 大^の 設、 小 子 成 童 • 小藝 小節： K 藝大 節の 敎を 以て 之れ に名づ く。 塾 庠* 序. 

がく わかち 

學の 分な り。 此の 書 は 聖人の 大經 にして、 天地に 則り 古今に 通じ 上下に 達し、 天下 

の 達 道な り。 小學 より 大學に 至る まで 更に 離るべからず。 故に 大學と 曰へ り。 權謀 

術數の 書、 虛無 寂滅の 敎、 天下に 紛紛と して、 皆 大學を 以て 之れ を稱 せず。 唯だ聖 

人の 道 を 以て 大 なり と爲 す。 故に 其の 敎を大 學と稱 するな り。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子の 曰 はく、 一  大學の 書 は 古の 大學 人を敎 ふる 所以の 法な り」 し」。 

(素行) 

曰 はく、 此の 書 は 夫子が 大學の 道 を 曾 子に 語りし もの、 而 して 其の 辆條 次序、 聖教 

の 極_ぉ れを 出で ざるな り.。 故に 明德を 明かに する を 以て 首と 爲し、 格物致知 を 以て 

終と 爲す。 是れ 其の 聖學の 大義 を 明かに するな り。 節目の 詳 なる 如き は 乃ち 論語 を. 

以て 證と爲 す。 論語の 書 は 明德格 致の 語に 及ぶ ことな けれども、 其の 答 問 言 辭の際 
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染と孝 和ち^い 
射 六 友 と a ひ ふ 
御^ 眭六仁 

»郎 «3 行 IB 人 
數 ち 任 » 義德 

な m 恤 ち , せ、 卽 


( 一 ) 努力す 

る 探 

(H)  二字に 

て 「此」 の 意 

(一一 一) 古代 支 

邪 九官の 1 、 

效 in を： 

本文 これ 以下 

努を 和ぐ 7>迄 

の *、  0$ 

典に a ゆ 

同じ 

(五) 古代 支 

那九官 の 一 、 

樂を. 5? る 

(六) ik 子 以 

下大夫 迄の 人 

人の 嫡子、 い 

づれ 4 人の 上 

として 政 も 施 

す 人々 ないぶ 

(七) 舜の胡 

m. 舜は 有^ 

氏なる も 以て 
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一箇の 微も亦 這の 大義に 外ぎ ず。 故に 此の 書 は 只 だ 聖教の 大義 を 知るべく して、 而 

も 人を敎 ふるの 節 M も 亦 此の 書に 外ぎ ず。 朱 子 は明德 至善 を 以て 性 心 固有の 工夫と 

V  まさ 

爲十。 故に 其の 亨に云 ふ、 「以て 其の 性分の 固有す る 所、 職分の 當に爲 すべ き 所 を 知 

べんえん 

り、 ^して 各； 免お として 以て 其の 力 を盡す こと あらざる なし」 と。 豈十有 五 年の 

(二 )  ， 

成 童 這箇の 工夫 あらん や。 

(一 5  (En 

或 ひと^ ふ、 古の 大學 人に 敎 ふる 所以の 法 は 如何。 曰 はく、 司 徒、 五敎を 敷き、 

(さ (さ  - .  ジ-, -fc  お 、- 

てん：. i  く ちう し  七 J  りつ  そこな  . ^さ 

典樂、 冑 子に 敎ふ。 直にして 溫、 寬 にして 栗、 剛 にして 虐 ふこと なく、 簡 にして 傲 

こと  こる i  や はら 

るな からしめ、 詩 は 志 を 言 ひ、 歌 は 言 を 永う し、 聲は 永き に 依り、 は聲を 和ぐ る 

(七)  (r^】  がくせい  えら 

は- 虞 廷の敎 法な り。 司 徒 は 卿の 三 物 を 以て 萬 民に 敎へ、 樂正は 詩 書 禮樂を 簡んで 

以て 士を 造る は、 成 周の 敎法 なり。 凡そ 小 學は皆 事に して、 其の 幼なる に 方って 以 

て 其の 容儀 を 習 ひ、 而 して 后に 天子の 大學に 進み、 純ら 德行 道藝を 以てする なり。 

或 ひと！： ふ、 子が 說の 如くならば、 陽 明の 所謂 「大人 は 大地 萬 物 を 以て 一 體と爲 

(ま ラン 

す 者」 なり。 曰 はく、 王 氏 も 亦 大學を 以て 大人の 學と爲 し、 物 我 同體を 以て 大と爲 


、 天地 萬 物 一 體を 以て 大人と 爲し、 竟に 一 體の 仁を說 きて 云 ふ、 「^に 私欲の 蔽な 


きとき は、 小人の 心 A 雖も 其の ー體の 仁猶ほ 大人の ごときな り。 一 たび 私欲の 蔽ぁ 

らば、 大人の 心と 雖も 其の 分隔 隘陋. 猶ほ 小人の ごとし。 故に 夫の 大人の 學を爲 す 者 

は 亦 惟 だ 其の 私欲の 蔽を. 去り、 以て 自ら 其の 明德を 明かに し、 其の 天地 萬 物 ー體の 

本然に 復 る」 と。 是れ 等の 說 尤も 異端に 陷 るたり。 彼れ 天地 萬 物 を 以て 一 體と爲 す 

は、 ^だ 大 なりと 爲 すが 如し。 而れ ども 此の 說竟に 行 はるべからざる とき は、 一人 

の 臆說 にして 公共 底に 非ず。 是 れ豈大 な り と爲さ ん や 。 

二 九) (大) 

或 ひと、 聖人の 道大 なりと 爲す 所以 を 問 ふ。 曰 はく、 易に 云 ふ、 「故に 聖人 は 天地 

と 其の 德を 合し、 日月と 其の 明 を 合し、 四時と 其の 序 を 合し、 鬼神と 其の 吉凶 を 合 

(一 0 一  (11)  か み  つつと し ％, 

す」 と。 中庸に 曰 ふ、 一， 仲 尼 は 堯舜を 祖述し 文武 を 憲章す。 上天の 時に 律り 下水 土に 

襲る、 辟へば 天地の 持 載せざる たく 覆禱 せざる なきが 如く、 辟へば 四時の 錯 行る 

が 如く、 日月の 代 明かなる が 如し」 と。 是れ 其の 大 なるな り。 凡そ 聖人の 敎は明 

德を 明かに する に 在り。 明德は 古今 上下 相 由って 至 公 至 共、 太 だ 明白に して 正し。 

明德 明かなら ざれば、 誠 正修も 其の 實を 得ず して、 齊 治卒竟 に 全から ず。 中庸に 所 

(IE)  こ  こころ  ，  あ *i 

謂、 「君子の 道 諸れ を 身に 本 づけ、 諸れ を 庶民に 徵み、 諸れ を 三 王に 考 へて 鏐ら ず， 
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諸れ を 天地に 建てて 悖らず、 諸れ を 鬼神に 質して 疑な し。 お 世 以て 聖人 を俟 つて 惑 

はざる」 なり。 

2) 近 或 ひと 問 ふ、 程^ 川德に 入る の說、 取らざる は何ぞ や。 ：！ はく、 伊川 は 以て 初學 

SI に 「2f 

i レレ IpiT 德に 入る の 門と 爲し、 古人 學を爲 すの 次第 を 見つべし と爲 す。 共に 未だ 審 ならず。 

其 他 もレ 如，, 語  いた . 

孟 ごと ある を  大學. の 一書 は 聖人の 大敎 にして 學の 始終な り。 初學 より 大成に 迄る まで 此れに 由ら 

指 す。 もと 程 

子 遺書に 出づ  ずと いふ ことなし。 此の 書 は 乃ち 是れ 聖人の 道" 已 むこと を 得ざる の 誠な り。 唯 だ 

古人 學を爲 すの 次序の みと 爲す とき は、 此の 綱條 稍- 輕/ す。 故に 之れ を 取らず。 

(二)  (III) 

(二)  *s 龜出も 亦 云 ふ、 「大學 の ー篇 は聖學 の門戶 にして、 其れ 道の 至徑を 取る、 故に 二 程 冬 

時。 &山 先^ 

く 初學者 をして 之れ を讀 ましむ」 と。 是れ 皆大學 の實を 得ざる， なり。 

及ぼせし、 i  或 ひと、 此の 書の 大學を 以て 號と爲 る を 問 ふ。 n はく： 初より 意義な し、 U ハだ篇 

場 正統 淤の 一 

^irf 卞 . 首の 兩字を 取る。 凡そ 聖賢の 書 は 造作 校樣 なし。 故に 其の 名義 も 亦 多く 篇 首の 字 を 

川  響 

取る。 大學 • 中庸 • 禮 記の 諸 篇皆然 り。 

わく もん  *  O  .を さ 

或 ひと 問 ふ、 朱 子の 或 問に、 綱條の 前に 敬の 一字 を 論じて：： はく、 「小 學を爲 むる 

者 は 此れに. S ら ざれば、 固に 以て 本 ^を：. I 養して、 夫の 漉 械應對 進 返の 節と、 夫の 


六 藝の敎 と を 謹む ことなし。 大 學を爲 むる 者 は 此れに 由ら ざれば、 亦 以て 聰明 を 開 


S 一本 n 


^し、 德を 進め 業 を 修めて、 夫の 明德新 民の 功 を 致すな し。 是を 以て 程 子 は 格 物の 

道を發 明して、 必ず 是れを 以て 說を爲 す」 と。 曰 はく、 是れ程 子の 所謂 一， 道に 入る 

は 敬に 如く はなし。 未だ 能く 知 を 致して 敬に 在らざる もの あらざる なり。 ぉ^; は須 

(き 

らく 敬 を 用 ふべ し」 を 用って、 朱 子 一 の 敬 字を帶 補す。 聖人の 敎、 戒慎せ ざる 所な 

し。 若し 伊川の 說に 因り 主 敬の 工夫 を 事と すれば、 敬 は是れ 一事たり、 豈 聖人の 敎 

ならん や。 學者 直に 聖經を 以て 宗と爲 さば、 後學 の異說 に陷ら ず。 


转第 ： 節 

(五) この 明 

は？ SI め 

上の 方の g- 字 

ち 註せ るたり 

S 以下の 

二 5 は^ 德の 

二字ち 分ち て 

註せ るな り 

(七) ^德 を 

指す 

(八) 第二 十 

^章 


大學之 道、 在 レ明こ 明德； 在， 親， 民、 在， 止 二 於 至善 一 

(五 ^ 

道と は 人の 共に 由る 所の 通稱 なり。 明は學 問思辨 たり。 l^g^J^y?^ 明 

德 は聖ん の德。 諸れ を 天下 萬 世に 甩 ひて、 人物 各， - 其の 處を 得るな り。 明 は 公大 著 

あやま 

明な り。 德は 人物 得て 以て 安き たり C 格 致より 以 て 平 天下に 至り、 繆らず 悖らず 疑 

.  ■ (七) 

なく 惑 はず、 道と なり 法と なり 則と なるな り。 之れ を 明かに する こと、 以て 私すべ 

からず、 有 道に 就きて：；、 て 正し、 敏 にして 古 を 好む に 在り。 ？ 一 iKn; ^お 
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( 一 ) ^也篇 

* 章 

(二) 論 i 

問ぬ^ £ 十五 

お 

(15  &而篇 

筠六 S  . 

S 第二 十 

8 大 i 

句に 出づ 

(六) 陳 if、 

字ば 定宇。 元 

代の i^>®f« 

なり 

(七) 朱 子の 

大^ 索 句。 そ 

の 序の 始に曰 

はく 、「蓋し 天 

=^！^ も 降して 

より、 則 や、 旣 

に 之れ に與ふ 

るに 仁義^ 智 

の 性 を 以てせ 

ざる はなし 一 


天 に^て、 地に 建つ る も 謂 ふ ：，| 其れ 過 いかた。 焉れ より 上なる 者 は 稗と^ も^な. ：-。 徵 なければ 信ぜられす、 ぉぜ- り，' ざ 

れ ば：^ 從 はす。 焉れ より 下た る 者 は^と 雄も^ からす。 ^から ざ.；； ば 信 ぜ られ^、 信ぜられ ざれば 民從 はす。 故に 君子の 道 は 

SS れを 身に 本 づけ， 諸れ も 庶民 r 徵み、 諸れ を 三 王に 考 へて 璲ら す、 諸れ も 天地に 建てて 悖らす、 諸れ を 鬼. 神に 8 し て 疑な 

く、 百世 以て 聖人 も俟っ て 惑 はす" 諸れ も 鬼神に 質 L て 疑 ふなき は 天 を 知るな り. - 百世 以て 聖人 を俟っ て 惑 はざる は.^ な， 5 /> 

たり。 a の 故に 1«. ナは 動いて 世， 、天下の 道と なり、 行 ひて 世-天下の 法と なり、 言 見 i  二き^;。 もヒ3%  一  了」 - 

ひて 天下の 則と なる C 之れ に 遠き は 望む こと あり、 之れ に 近き も 厭 はすと。 寿， ^仁？ぉぉ —■  を 翁し t と 

は、 人の 君と なりて は 仁に 止まるな り。 治平の 要は 博く 施し 衆 を濟ひ 百姓 を 安ん ず 

るに 在り。 所謂 汎く衆 を 愛し 庶民 を 子の ごとくす るな り。 § ぽ^ 能：；： 颜 お：^ 鎖紙， 

(二 ) 

と 謂 ふべき か。」 子 曰 はく、 「何 ぞ仁を 事と せん、 必すゃ 架か。 奏舜も 其. c 抦ほ 諸れ を 病めり。 一又 曰. ふ、 rf 珞 せ-卜 を s-r 子 曰 

はく、 「「し， &を修 むる に 敬 を 以てす：」 曰 はく、  r 斯の 如きの みか。. - 曰 はく、 「，しれ を 修めて 以て 人 を 安ん す。」 曰 はく、 「 斯の 

如きの みか。」 曰 はく 、「，しれ を 修めて W て 百姓 を 安ん す。 已れ を陔 めて 以て 百 も {i? ん する こと は、 堯舜 ： ，に ク 

も 其れ^ ほきれ も 病めり：」 又 曰 ふ、 汎く衆 も-愛 L て 仁に 親しむ と。 中庸に 一 k ふ、 疾民 も： 十の ごとくす と" . ^まると は 

ここ  (三)  (wn 

是に 至って 遷ら ざるの 意。 至善 は 善の 極、 盡 さざる なくして 而も 得て 稱 すべきな き 

なり。 賢 を 親しみ 利を樂 しみ、 各，' 其の 處に 安ん ずるな り。 所謂 明德 を： 大 下に 明か 

にす るな り。 朱 子 曰 はく、 「此の 三 つ の 者 は 大學の 綱領な り」 


新安陳 氏： ^に：、 糊 は 人^ 

も 以て 言 ふ - ； i め 霸 ある 1j 


とく、 綱舉 ると き i<H 張る。 ffi は 要！ w を 以て 

一一 一；： ふ、 装の^ あるが 如く、  ^^ひて 裘順 ふ， 人 


成 ひと、 章句の 明 德の說 を 問 ふ。 曰 はく、 朱 子 此の 序に 於て、 天生 民 を 降し、 仁義 

禮智の 性 を 以てする を 論じ、 其の 極 は 其の 初に 復るを 以てす。 其の 千 言 萬 句" 性 心 

を 合せて 虛靈 不味と 爲し、 其の 光明 正大なる 之れ を 明 德と謂 ふ。 是れ より 後 儒 皆 明 


德を 以て 本心の 全 體と爲 し、 其の 精 は 明 を 以て 心に 屬し * 理氣を 兼 3 と爲し * 德を 

以て 性に 屬し、 體用 を； ^ぬと 爲す。 是れ 悉く 異端 性 心 を 弄する の 謂に して、 ナ、^ り； 

道に 非ざる なり。 凡そ 聖人の 學を大 學と云 ひ、 其の 道 を 明德を 明かに すと 謂、 ズ 是 

れ 人物 由って 立つべく、 古今 上下 大小に 通用す べきの 達 道、 至大 至 公 底に して 更に 

私すべからざる の 謂な り。 故に 近く 身を修 むる より 遠く 平 天下に 至る まで、 皆 明德 

を 明かに する を 以て 標準と 爲す。 身 や 家 ゃ國ゃ 天下 や、 修齊 治平の 如き も、 亦明德 

を 明かに する を 以てせ ざれば 其の 實を 得ず。 況ゃ 誠意 正 心の 徵 たる、 格物致知の 精 

なる、 之れ を 以てせ ざれば 皆 相乖戾 す。 故に 大學の 道 は 明德を 明かに する を 以て 極 

と. 爲 すなり。 章句の 說に 因れば、 正 心 誠意の 謂に して、 佛老の 見 性 觀心も 亦 是れ明 

德を 明かに するとな り。 豈 夫れ 然 らん や。 

或 ひと 問 ふ、 子が 說に 因れば、 則ち 明德 の解汎 然として 繋ぐ 所な きが 如し。 且つ 

修身より 以て 平 天下に 至る まで 相 由る のぼ 如何。 曰 はく、 明德の 解、 章句に 因る と 

き は 近 切に 似て、 而も 甚だ 高 過し 了って 手 を 下すべき の 地な し。 是れ 聖人 性と 天道 

と を 道 はざる なり。 只 だ 直に 本 經に從 つて 其の 明を詳 にし、 其の 德を 精し くして、 
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以て 之れ を 天下 國 家に 及ぼす とき は、 明 德の說 造作せ ずして 分明たり。 心意の 止お 

は 明德を 以てせ ざれば 正 誠なら ず.、 己れ を修 むる に 之れ を 以てせ ざれば、 .知. やりて 

心.^! しき こ. と あらず。 故に 誠意 •  ：4=： 心 • 修身 は 明德を 明かに 十 る を 以て 火義 と爲 す。 

( 1 )  したが 

之れ を：^ 生靠 倫の 際に 用 ふるとき は、 五 品 惟れ 遜 ひて 事物 違 はず.、 之れ を！： 大 下に 

用 ふるとき は、 百姓 安んじて 萬 機是れ 正しく、 事物 各-其の 矩を失 はず、 禮樂 共に 

全く、 刑 政 以て 審 なり。 故に 明德を 天下に 明かに すと 謂 ふなり。 章句の 說を 以てす 

れぱ、 百姓 悉く 其の 性に 復り 其の 本心 を 明かに して、 而る 後に 明 德を大 下に 明かに 

するな り。 百姓 斯の 底の 如く せんとな らば、 堯舜 も竟に 得べ からず。 堯舜竟 に へ 

から ざれば、 其の 解 異端の 偏 論に して 公共なら ず、 豈明德 を 明かに すと 謂 はんや。 

或 ひと 問 ふ、 然 らば 乃ち 明德を 明かに すと は 正 心 • 誠意の 謂に 非ざる か。 S はく、 

修身より 平 天下に 至る まで、 精粗 • 表裏. 大小と も明德 以て 覆 ふ。 是れ 聖學の 大綱 

大義に して、 明徳に 由る にあら ざれば 事物 其の 處を 得ざる なり。 章.？ の 如き は專ら 

格 致. 誠正修 を 以て 明 ニ明德 1 の 條：： ：： と爲 す。 豈 夫れ 然 らん や。 凡そ 事物に 本末 あり、 

故に 身を修 むる を 以て 本と 爲す。 明德を 明かに する は 必ず 嗲 V 身より 初 まり 來る。 


七  一；！ つ 

ほ 二た ご 

き 六 t> 
• 。大 
一 後 * 
二 出 の 


其の 傳に 知の 至れる を 論じ、 身を修 むる を 以て 本と 爲十。 是れ 乃ち 格^の 要な り e 

をし へ  ，と 

或 ひと 問 ふ、 子が 解 其の^ あり や。 曰 はく、 聖經 訓を垂 るる、 炳 として 日月の 若 

し。 是れ 乃ち 其の 證 なり。 所謂 古の 明 德を犬 下に 明かに すと は、 是れは 此れ 明德は 

性 心の 謂な りと するとき は竟に 通ず ベから ず.。 是れ經 の明證 なり。 孟子の 曰 はく、 

、三.' Hr-J  -1  (一一 一)，  つり  つねと  4 とく よみ 

「詩に 曰 ふ、 『天 蒸民 を 生ず-、 物 あれば 則 あり、 民の靠 を秉 る、 是の -逮 德を 好す。』 

孔子の 曰 はく、 『此の 詩 を爲 りし 者 は 其れ 道 を 知れる か』 と。 故に 物 あれば 必ず 則 あ 

り、 民の 彝を秉 る や、 故に 是の 懿德を 好す」 と。 是れ 其の物 あれば 必ず 則 ある もの 

お ま 

は、 已 むこと を 得ざる の 誠、 公共に して萘 ふべ からず、 隱 すべから ず、 最も 正しく 

最も 安し。 是れ 乃ち 明德 た、 り C 

巧んー とん  (素行) 

s」 安らか  或 ひと 問 ふ、 明德 の^、 身を修 むる に 於て 安頓 せざる が 如し。 曰 はく、 明と は 其 

に 坐る こと 

の 知 を 致す たり C 德とは 其の 則 を 正すな り。 人人 各-其の 則 あり、 能く 其の 知 を 致 

L て 其の 則に 安ん ずれば、 乃ち 心 正しう して 知 至る。 是れ 修身の 總要 なり。 然れ ど 

も 其の 致 知と 其の 正 心 は、 明德の 大綱 大義 を 以てせ ざれば 皆 其の 道 を 得ず。 故に 明 

德を 明かに する を 以て 本と 爲 すたり、 宋 明の 諸 懦 及び 老釋の 徒 各，' 自ら 心 を 正し 知 
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を 致す こと を 思 ひて、 其の 異端た る を覺ら ざる は、 是れは 此れ 明德を 明かに せず、 

唯 だ 己れ を 以て 自證自 悟して、 .大 下の 公み  1 と 聖人の 格 In を 以てせ ざれば たり。 凡そ 

聖敎大 學は大 下 を 平に 十る を 以て 效驗の 桢と爲 す。 是れ 乃ち 明德を 明かに するな り。 

故に 學は火 學を云 ひ、 道 は 明 德をム ひ、 效は大 下 を 平にす る を 云 ふ。 唯 だ  一一 in 以て 

盡 せり。 多 首.. に "互 るべ からず。 

或 ひと 間 ふ、 陽 明の 曰 はく 、「大人 は • 大地 萬 物 を 以て 一 體と爲 す 者な り。 其の 大下 

を視る こと 祸ほ 一 家の ごとく、 中 阈は焙 ほ 一 人の. g し。 若し 夫れ 形骸 を 間て て爾我 

を 分つ もの は 小人な り。 大人の 能く 大地 萬 物 を 以て 一 體と爲 す は、 之れ に 意 あるに 

非 ざれば なり。 其の 心の 仁本是 のおし。 其の. 大地 萬 物と ー體 たる や、 豈惟だ 大人の 

みならん や。 小人の 心と 雖も 亦然ら ずと いふ ことなし。 彼れ 顧って. a ら 之れ を 小に 

じ £ つてき t くいん 

する のみ。 是の 故に 櫺 子の 井に 入る を昆て は 必ず^ 惕惻隱 の 心 あり。 是れ 其の 仁の 

§  、 

孺 子と 一 體 たるな り。 孺子は 猶ほ類 を： 1： じうす る 者な り。 鳥 獸の哀 鳴觳 觫を兒 て は 

必ず 忍びざる の 心 あり。 是れ 其の 仁の 鳥斅に 於て ー體 たるな り。 鳥 獸も祸 ほ知覺 あ 

る 者な り。 草木の 柩折を 見て は 必ず 憫恤の 心 あり。 是れ 其の 仁の 草木に 於ても 一 體 


(五) 許 ネ^, 

_« 奄 。號 

ST の ISK の 時 

文武に 功 あり。 

0,  m で i. ，ェ 陽 

明の 正^に 》8 


六) •  土 SE 明 


(七) 朱 .-V 

外 tt 前せ 


(八) 朱 子 重 

壞卷 十四に 出 

づ。 但し 字句 

は 少し，、 s な 


たるな り。 草木 猞ほ生 意 あるたり。 瓦 石の 毀壤を 見ても 必ず 顧 惜の心 あり。 是れ其 

の 仁の 瓦 石に 於ても ー體 たるたり。 是れ 其の 一 體の仁 は 小人の 心と 雖も亦 必ず 之れ 

あり。 是れ 乃ち 天命の 性に 根ざして、 自然に 昭 靈不昧 にして 萬 古に 1 りて 问 じから 

(五) 

ざるた きものな り。 是の 故に 之れ を 明 德と謂 ふ 一と。 許 敬 菴が曰 はく、 「明德 を 明か 

にす る は 其の 我れ に 在る もの を 明かに 十るな り。 人心 は 虚靈炳 然として 味から ず、 

(素行) 

大地に 通じて 古今に 徹す。 是れを 明 德と謂 ふ」 と。 此れ等の 說 如何。 曰 はく、 宋明 

(朱 子) 

の 先 儒 明德を 解す る、 各-本心の 全體を 指して 以て 虚靈 不味と 爲す。 是れ 章句 及び 

序に 論ずる 所の 謂な り。 其の 間 王 氏 は 一 體の仁 を 以て 明德の 用と 爲し、 竟に親 民 を 

以て 明 德を證 す。 其の 異論 同じから ざるに 似て、 而も 其の 實は皆 其の 初に 復る こと 

■ を 欲 十る のみ。 此れ等の 說を宗 とすれば、 切に 本心の 明處を 認め、 本 善の 虛を尋 ぬ" 

(七) 

故に 其の 徒 悉く 異端に 陷る こと を覺ら ず。 此の 蔽は 是れ阇 • 程 • 張. 朱の 虛靜復 初 

の說に 起り したり。 

或 ひと 問 ふ、 之れ を 明かに する こと、 朱 子の 云 へらく、 一  明 德は 是れ 一 箇の 光明 ^ 

の 物事に して、 一把の 火の 如く、 將ち 去って 物 を 照す とき は燭 さざる たし。 便ち 是 
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れ听德 なり。 若し 漸く 隱微 なれば 便ち 暗くなる。 這の 火 を 吹き 得て 著く る は、 便ち 

是れ 其の 明德を 明かに する たり」 と (如何)。 曰 はく、 是れ 章句の 所謂 「當に 其の 發 

する 所に 因って 遂に 之れ を 明かに し、 以て 其の 初に 復 るべき な"，」 にして、 朱 子 は 

明德を 以て 人人 固有の 本心と 爲す。 故に 曰 はく、 「その 本 體の明 は 未だ 嘗て 息まざる 

fc ゆって き  しう を 

もの あり」 と。 是れ孺 子の 井に 入る を 見て 怵惕 し、 非義を 見て 羞惡 し、 贤人 を；^ て 

恭敬し、 善事 を 見て 歎 慕す るが 如き を 以て、 明 德の發 見と 爲し、 其の 發 十る 所の 端 

に 因って、 之れ を接績 して 光明なら しむる を、 之れ を 明に すと 爲す。 是れ皆 性 を 尋 

ね 心 を 求め、 自證自 悟す るの 說 なり。 此の 如きと き は、 其の 之れ を 明かに すと 爲す 

所 皆 私に して 正しから ざるな り。 此の 章の 明德は 聖教の 大綱に して、 在レ I の 二字 

は 學者 甚だ 力 を 著く るの 要 (所) なり。 之れ を 明かに する に 格物致知 を 以てせ ざれば、 

之れ を 明かに すと 謂 ふべ からず。 多く 見 多く 聞き 博く 學び、 而 して 有 道に 就きて 之 

れを 正し、 之れ を 約 する に禮を 以てする、 是れ 之れ を 明かに するな り。 故に 學問 

つづ- "やか 

思辨を 以て 之れ を 解す。 大學の 道 は 明德を 明かに する に 在り、 而 し. て 其の 之れ を 明 

かにす る は、 格^ を 以て 極と 爲し來 る。 乃ち 明德差 はずして 其の 學偏 辟せ ず。 屮席 


一： -リ 第-: 十  に 所謂 「身 を 誠にす るに 道 あり、 善 を 明かに せ ざれば 身に 誠 あらず 一 と。 是れ又 明 

善 を 以てす。 凡 そ 私意 安 排す る と き は 明か な ら ず 、 自證 自^す ると き は 明かなら ず。 

之れ を； 大地 鬼神に 證し、 聖人に 考へ、 ^民に 徵み、 而る 後に 之れ を 明かに すと 謂 ふ 

べきな り。 或は 發す るに 因って 之れ を充廣 すと 謂 ひ、 或は 已に發 する に 因って、 之 

れ を櫂績 して、 時として 明かたら ざるな からしむ と 謂 ふ、 皆 一念 微眇の 間に 於て 此 

(5  (五) 

S)  了の. 字  の 工夫 を 著け、 高 了に して 而も 竟に 得べ からざる なり。 0 或 ひと 曰 ふ、 孟子 は 四 端 

意味 軽 くして、 

は 做し  を 言 ひて、 知皆擴 めて 之れ を充 たす と 謂 ふ。 是れ 其の 發す るに 因って 遂に 之れ を 明 

(五) glfi の 

心、 仁 2r  かにす るに 非ず やと。 闩 はく、 孟子 擴充 の說 は、 四 端に 冈 つて 以て 仁義 禮智の 得べ 

^惡の 心、 義 

^の きを 知る との 請な り。 人 此の 情 あれば 竟に 此の 仁義 禮智を 得べき なり。 故に 名 づけ 

是 珠 の 心、 智  - - J  1 ■  o  . 

の據。 孟^  て 四 端と 曰 ふなり。 

孫 丑 上 篇第六  まさ 

章に 出づ  或 ひと 問 ふ、 程 子 曰 はく、 一  親 は當に 新に 作るべし」 と、 章句 之れ に從 ふ。 今從は 

大 * 或 ざる は何ぞ や。 曰 はく、 朱 子の 云 ふ、 一 今 親， 民と 云 ふ もの、 文義を 以て 之れ を 推せ 

ヽコ. - CIS.  (七)  ょタ どころ  ここ 

0000£ ば理 なし。 新 民と 云 ふ は 傳の文 を 以て 之れ を考 ふれば 據 あり.。 程 子此に 於て 其の 

指す、 後出  一  Z  -ー  スヲ 

之れ を處 する 所以の もの 亦 已に審 なり」 と。 愚竊に 按ずる に、 新レ 民と 云 ふ もの、 
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文義を 以て 之れ を 推す とき は 必ず 此の 理 なし。 傳の文 を 以て 之れ を考 ふれば、 治！； 

平 犬 下の 釋は 悉く 親， 民 を 以てす。 況ゃ舜 の 契に 命ずる に、 J,z: 姓 親しまざる を 以て 

す。 夫子の 所謂 「人 を 愛し」 「衆 を 愛して 仁に 親しむ」、 皆 親， 民な り。 傅の 文に 引く 

(三)  (En 

所の 新 民 は 或は 殷の 民に 對し、 或は 舊 邦に 對 して 以て 新と 爲 すなり。 胤 征に云 ふ、 

r 舊染の 汚 俗 は咸與 して 維れ 新な り」 と。 是 れ亦舊 俗に 對 して 以て 新の 字 を 下せる 

なり。 此の 章の 意に 非ず。 〇 或 ひと 曰 ふ、 新 レ 民と ^ふ もの、 文義を 以て 之れ を 佑 

すに 必ず 此の 理 なしと いふ は何ぞ や。 曰 はく、 章句の 說に 因れば、 是れ 人人 皆明德 

もと  (六) ノ 

を 明に せんこと を 要む るな り。 玉 溪盧氏 云 ふ、 「民 新なら ずと いふ ことなければ、：^ 

の明德 明かなら ずと いふ ことなくして、 我が 明德 天下に 明かな り」 と。 竊に 按ずる 

に、 本心の 全體を 明かに する は學 者の 大要なる も、 天下の 人民 悉く 明德を 明かに す 

る こと豈 夫れ 得べ けんや。 是れ 決して 此の 義 なきな り。 康^ .1 に 所謂 「新^」、 「維 

.  ,^9 どころ 

れ^な り」 と は、 殷の舊 俗是れ 新なる なり、 據 と爲 すべから ず。 朱 子 (の ごとく) 

親 民 を 以て 理 なしと 爲 さば、 傳 文の 「赤子 を 保ん ずるが 如し」、 「民の 父母」 などの 

^ ひ-, (き 

一一 n も^なき か。 夫子の 所謂 「民 は 之れ に 由ら しむべく、 之れ を 知ら しむべからず！、 


p ^-0  是れ皆 新 民の 意に^ ず。 ^や 君と なりて は 仁に 止まる、 全く 是れ 親， 民な り。 

ft-  \も ri はく 

「人命. 宅. O*  二 ご 

れ」  或 ひと 問 ふ、 陽 明 も亦舊 本に 從ひ親 民 を 用 ふ。 子が 解に 同じき や 否や。 曰 はく、 

isr つ C 後出 

陽 明の 舊 本に 從 つて 親 民と 爲 せる は、 是れヂ 、地 萬 物 一 體の仁 を 以て 論じ 來れ るな り。 

(r, 、ノ  f51K4、  ニニ) 

き、 文. 土の 篇、 故に 云 ふ、 「明德 を 明かに する は、 其の 天地 萬 物 一 體の體 を 立つ るな り。 民 を 親しむ 

「周 は«! 邦と 

1.！ おばの 命  は、 其の： 大地 萬 物 一 體の用 を 達するな り。 故に 明德を 明かに する は、 必ず 民 を 親し 

とせ.. つ。 ^出 

傅の 文 第- fs. むに 在り。 民 を 親しむ こと は 乃ち 其の 明德を 明かに する 所以な り。 是の 故に 人 其の 

^.r^^r 孝の 德を 明かに せんと 欲する や、 必ず 吾が 父 を 親しみ、 以て 人の 父と：. K 下の 父と に 

一 まこと 

二  C) ， 誇 語 及ぼす。 而 して 後 吾が 仁{是 に 吾が 父. 人の 父. 天下の 人の 父と ー體 たり。 { 是に 之れ 

泰伯篇 «九 章、  >. 

ま はおら： ベ  とー體 となり、 而 して 後に 孝の 明德 始めて 明かな り」 と。 其の 兄弟 • 君臣. 夫婦. 

もとは 力 

：: あ：：， 朋友 を 論ずる 觜 此の 如く、 甚だ 造作し 來る。 滋味 あるに 似て、 是れ 明德を 明かに す 

にし、)： 古本  るの 實を 得ざる なり。 民 を 親しむ は、 是れ 博く 施して 衆 を fr ひ、 お 姓 を 安ん ずるの 

ゾ學 卽ち 5!9  , .  - 

謂な り。 民 を 親しむ こと 切なら ざれば、 其の 敎ゃ 其の 養 や 誠 を 以てせず。 故に 國を 

(一二) 大^  ム IK 

K  治め 天下 を 平に す る は 必 ず 親， 民 を 本と す。 後 儒の 物 我 藩^ な き を n て 親 民と 爲す 

底， は、 大いに 聖人の 道に 非ず。 

ra 書 句讀レ 、全 尺學  八ヒ 


kl*.? 讀 大全 大學  八 八 

或 ひと 問 ふ、 親 民、 舊 本に 從 ふの 說は 之れ を 聞く を 得たり。 然れ ども 朱 子の 說 に- 

因れば 則ち 己れ を 修めて 以て 人に 及ぼす と。 是 れ連續 して 牴^せ ず。 子が 說に 因れ 

ば 明徳と 親 民と は 牴牾支 離せん や。 曰 はく、 明德を 明かに する、 是れ大 學の總 ^に 

して、 而今 明德を 明かに すれば、 知 至り 心 正しう して、 德 修まり 知 通ず。 親 民は是 

れ 國家大 下の 總括 なり。 至善に 止まる は 事物 格 致の 總括 なり。 唯 だ 這の 明德、 親 民 • 

善に 管たり。 故に 下 節に、 明德を 天下に 明かに せんと 欲する を 以て、 八 筒の 條目 

を起提 す。 聖人の 言 包括せ ざるな し。 尤も 一 貰し 來り、 更に 支 離牴牾 せざる なり。 

二) 1.  或 ひと 問 ふ、 陽 明が 曰 ふ 、「明 德を說 いて 親 民を說 かざる は 便ち 佛老に 似たり」 と 《 

曰 はく、 王 氏が 明德 の說、 直に 是れ 異端 見 性の 謂な り。 故に 此の 說 あり。 然も 其の 

親 民 は 是れ物 我 平等の 謂 なれば、 益-異端の 敎 なり。 

5  §  或 ひと 問 ふ、 朱 子 云 ふ、 「德の 己れ に 在って 當に 明かに すべき ものと、 其の 民に 在 

問に 出， つ 

つて 當に 新に すべき ものと は、 則ち 叉 皆 人力の 爲す 所に 非ず。 而 して 吾が 之れ を 明 

,  こラ しよ 

かにして 新に する 所以の もの は、 又 私意 苟且 を 以て 爲 すべきに 非ず。 是れ 其の 之れ 

を大に 得て 日用の 間に 見る 所以の もの、 同に 已に各 > 本然 一 定の則 あらざる なし。 


S 宋の理 

宗の 頃の 人、 

__» 德秀、 字 比 

景元、 後に 袅 

希と 更か。 朱 

子の f. 統に霉 

し、 大 €ぉ* 

そ の 他 著書 多 

し。 世に 西 山 

先生と^ す 


(四) 00. 

直ちに 人心^ 

指し 本性 を 見 

て佛 となる の 

意 


(五) 南^ 朱 

子の 門人、 熊 


の ST  i 考 

異等經 ®K 名 

管り 


子の 所謂 『其の 義理 精 微の極 は 得て 名づ くべ からざる もの ある を 以ての M に 姑- 

な  (素行) 

至善 を 以て 之れ に目づ く』 なり」 と (如何)。 曰 はく、 朱 子 至善の 說は 本然 一定の 則 

(I!  一)  ノ  つく 

を 以てす。 西 山 眞氏曰 はく、 「則 は 法な り。 天下の 理皆 天實に 之れ を爲 り、 一定の 法 

あらず とい ふこと なし、 人力の 增 損すべき 所に 非ず、 故に 則と 謂 ふ。」 玉 溪盧氏 曰 

そな 

はく、 「至善 は 乃ち 太 極の 異名に して、 明德の 本體は 事事物物 各，' 具 ふる 太 極な り」 

と。 此れ等の 說を 按ずる に、 朱 子の 所謂 「本然 一 定の 則」 は明德 の本體 なり。 然ら 

ば 乃ち 明， 德 至善 一事に して、 是れ 乃ち 朱 子の 所謂 「其の 性に 復る」 なり。 故に 朱 子 

わく もん  • 

の 章句 • 或 問 論 說數千 萬 一 百なる も、 其の 究竟 は 天然 固有の 性に 復るを 以て 極 則と 爲 

こ  ぢきし じんしん けんしゃ 5 

す。 這箇 は是れ 異端の 直 指 人心 見 性の 謂な り。 凡そ 至善 は 事物 悉く 其の 善 を 得る の 

極な り。 事物の 善 其の 極 を 得る とき は名稱 なく 模様な し。 是れ 天地 自然の 物 則ない" 

故に 能く 聖學の 大義 を 明かに すれば、 事物 處を 得て 各， - 其の 利 を 利と するな り。 

ふっけん C ゆうし 

或 ひと 問 ふ、 勿 軒 熊 氏 曰 はく、 「至善 は 卽ち堯 舜以來 相傳の 中道な り」 と (如何)。 

曰 はく、 是れ 等の 說 正しから ず。 至善 は 中なら ざるな し、 而 して 旣に 至善と 言へば" 

則ち 只 だ 至極の 善な り。 多言 を 費す ベ からず。 

四書 句讀 大全 大學  八 九 


二)  S. の 人、 

羅 汝芳， 卞は 

維德， 近溪は 

ゆ^の^ 州. 派 

に 層す。 0 

^じ H 外^: せ I 数 

明の 人、 本名 

は寬、 卞を以 

て^: に It はる。 

緒 山 は その 號。 

下- o 『.ト 

の浙 中； g に屬 

す。 平 濠お . 

維 山會語 等の 

？り 

(三) 陽 S の 

s: ん徐 愛な り。 

-. の 問答 傅 g 

上に 出づ 

(£) 原本^ 

あらん。 傳習 

^に 「天下の 

，^に 於て」 

と あり、 陽 明 

の 答よ h- 1- て 

も こ れを 疋 し 


四 書，.？ 讀 大全 大學  た 〇 

或 ひと 問 ふ、 陽 明日 はく、 「至善なる 者 は 性な り、 性 は  一^の 恶 なきな り、 故に 至 

善と n ふ。」 羅近溪 曰 はく、 「至善 は卽ち 本來無 物の 處の 者な り。」 錢緖山 曰 はく、 「 一 

ひろ 

部の 大^- 其の 宗 ぼ 泛く 求む る こと を 待たず、 只 だ 至善に 丄 まるの  一^に 在り。 至 

善に 止まる こと 又泛く 求む る こと を 待たず、 只 だ 各各 自己の 良知に 在り」 と。 是れ 

等の 說 如何。 曰 はく、 王 氏が 所謂 性 は、 是れ 乃ち 章句に 所謂 「以て 夫の： 大理の 極 を 

盡す こと ありて、 而も ー亳も 人欲の 私な き」 なり。 甚だ 高 了に して竟 に 諸れ を 心に 

求め 悟覺 底に 至るな り。 尤も 聖敎 ならず。 聖人の 敎は 格物致知に 在り。 格物致知す 

(三) 

ると き は 事物の 至善 以て 止まる ベ きなり-。 或 ひと 陽 明に 問うて 曰 はく T 至善 は 只 だ 

：  - {ran 

是れ 諸れ を 心に 求 むれば、 S らく は 犬 下の 事物 盡す こと 能 はざる こと あらん 一 と。 


(五) このと 


陽 明答へ て 曰 はく、 「心 は 卽ち理 なり、 犬 下 又 心外の 事. 心外の 理 あらん や」 と。 又 

i) 

問 ふ、 「父に 事 ふるの 孝、 君に 事 ふるの 忠、 友に 交 はるの 信、 民 を 治む るの 仁の 如き 

は、 其の 間に 許 多の 理の 在る あり、 恐らく は 亦 察せ ずん ば あるべからざる か」 と。 

I  へい  さと  しばら 

陽 明 ：n はく、 「此の 說の蔽 や 久し。 ^一語の 能く 恬す 所な らん や。 今 姑く 問 ふ 所の 

1 . , , . しばら (S)  ，  こ 

者に 就きて 之れ を 言 はん。 且く 父に 事へ て 成らざる が 如くば、 父の 上 を 去って 阇の 


孝の 理を (心に) 求めよ。 君に 事へ て 成ら ざれば、 君の 上 を 去って 箇の忠 の理を r 心 

に) 求めよ" 都て 只 だ 此の 心に 在り。 心 は 卽ち理 なり。 此の 心 私欲の 蔽な きとき は 

卽ち是 れヂ、 理 にして、 須 らく 外面 一分 を 添 ふべ からず。 此の 純 乎た る 犬理の 心を以 

て、 之れ を發 して 父に 事 ふれば 便ち 是れ 孝、 之れ を發 して 君に 事 ふれば 便ち 是 れ忠、 

之れ を發 して 友に 交 はり 民 を 治 むれば 便ち 是れ 信と 仁と なり。 只 だ 此の 心 人欲 を 去 

つて 天理の 上に 存 して 功 を 用 ふるに 在れば、 ^ち是 なり 一 と。 是れ 等の 答、 直に 事 

物 を 去って H 夫 を 性 心に 用 ふ。 學者假 令 人欲 を 去り 天理 を存 すと も、 亦袼 致せ ざれ 

ば、 事物の 至善 を 得べ からざる なり。 甚だ 差 镠し來 る。 世 を^ ひ 民 を 惑 はすこと 最 

も 長る ベ し。 

(七) 

或 ひと、 綱領の 說を問 ふ。 I： は，、、 ^子 三者 を 以て 綱領と 爲す。 凡そ 明, 一明 德 一は 

聖 學の大 綱領に して、 親， 民. 止 一一 至善 一之れ に 次ぐ。 親， 民 • 止 二 至善 一は 明德を 以て 

せ ざれば、 則ち 聖人の 敎を 得ず C 異端の 敎を^ くる や、 親 民 • 至善 を 以てせ ざるに 

は 非 ざれ ども、 明德を 明かに 十る ことなき なり。 故に 其の 說 公共なら ず、 或は 家に 

用 ひて 國に用 ふべ からず、 或は 國に用 ひて IK 下に 用 ふべ からず、 或は 當 世に 用 ひて 
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後世に 用 ふべ からず、 或は 犬 地に 似して 人物に 徵 すべから ず、 或は 人物に 及ぼして 

天地に 則る ベ からず。 是れ 一人 一家 一 國の 私意 臆說 にして、 之れ を 明德を 明かに す 

と 云 ふべ からず。 其の 間、 誠意 • 正 心 • 修身 を 以て 明 德と爲 し、 齊家 • 治國 - 平 天 

下 を 以て 親 民と 爲し、 格 物. 致 知 を 以て 至善に^ まると 爲す。 而 して 此の 三者、 下 

文の 八條 HE 皆 以て 相 包括す るな り。 故に 此れ を 以て 綱領と 爲す。 大抵 火 學の道 此の 

三 つ を 出で ずして、 其の 事物 又 八 事 を 出で ざるな り。 -八事 は 此の 三者 を 以て 其の實 

を 得、 三者 は 八 事 を 以て 次序 節 HI 相 具 はるな り。 

わく もん 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 は 至善に 止まる を 以て 三者の 極と 爲す。 故に 或 問に！：： はく、 r 孟 

子沒 してより して 道學 其の 傳を 得ず、 世の 君子 各，' 其の 意の 便と する 所の もの を以 

て 學と爲 す。 此に 於て 乃ち 其の 明德を 明かに する こと を 務めず して、 徒らに 政敎法 

度 を 以て 民 を 新に する に 足れり と 爲す者 あり、 叉 身 を 愛し 獨善 にして、 自ら 以て 其 

レ さぎ， -4 

の 明德を 明かに する に 足れり と 謂 ひて、 民 を 新に する を 滑し とせざる 者 あり、 又 

まさ  かへ  な 

略-二者の 當に務 むべき を 知れる も、 顧って 乃ち 小成に 安んじ、 近 利に^れ て、 至 

(素行) 

善の 在る 所に 止まる こと を 求めざる 者 あり」 と (如何)。 曰 はく、 朱 子 n ふ、 「明德 


(二) 春秋 時 

代の 齊の Is:^ 

二 te" たり、 齊 

t,  IS 菜 も 完成 

せし む。 法 冶 

主義^ 主唱し、 

又^に 衣贫も 

足らして、 禮 

も敎 へんと せ 

(三) 隋の 人、 

ネは 仲淹、 0 

の 謄玄齡 • 社 

如晦 

如き 名臣そ の 

門に 敎も受 く、 

而も 諸 it の 如 

く 道 も稱 せす、 

そ の 書 も 世に 

譲 はわす。 諡 

して 文中 子と 

いふ。 山囊 

類卷 三十 五、 

軎車 一一 一、 00 

者 流の 中の 文 

中 ^參 K 

§ 大事 本 

文の 節に 就き 

て 云 ふ" 後出 

九 八 頁、 經第 

E» 節參照 


を 明かに 十る こ，.： を 務めず して、 政教 法度 を 以て 民 を 新に する に^れり と爲す は、 

一 仲の 徒の 如き 便ち 是れ たり。 自ら 能く 其の 明德を 明かに すと 謂 ひて 民 を 新に する 

を：^ しとせ ざる は、 怫老の 如き 便ち 是れ なり。 略  >德 を 明かに し 民 を 新に する を 知 

れ ども 至善に 止まる こと を 求めざる は、 王 通が 如き 便ち 是れ なり」 と。 竊に 按ずる 

に、 此の 說の 如き は、 則ち 管 仲 は 民 を 新に する に 足る と爲 し、 怫老は 明德を 明かに 

する に 足る と爲 し- 王 通 は德を 明かに し 民 を 新に する を 知る と爲 し、 唯 だ 一 偏に 落 

ちて 通ぜ ざる (たし) と爲 す。 凡そ 明德を 明かに せ ざれば、 民 を 親しみ 己れ を 修めて 

其の 至善 を 謂 ふ も、 亦 其の 實を得 ベから ざるな り。 管 仲 • 怫老. 王 通 は 共に 大學の 

道 を 得たり と 謂 ふべ からず。 後 節 條目を 論じ、 明 ニ明德 1 の 一 句 を起提 して、 親 民. 

至善に 及ばず。 然れ ども 致， 知 在， 格レ 物の 五 字 は、 至善に 止まる の 道 を發明 十。 末 

節の 物 格 知 至と は 至善に して、 天下 平と は 明德を 明かに するな り、 其の 中間 は是れ 

親 民たり。 故に 明德を 明かに する は 是れ親 民. 至善の 大綱に して、 此れ を 以て 標準 

と爲 すたり。 接， 物 は是れ 民を辑 しむに 在り。 應レ事 は是れ 至善に あまる に 在り。 人 

生 日用 彝 倫の 際、 接 物 應事を 出で ず。 其の 大原は 明德を 明かに する を 以て 本と 爲 ふた 

s 書お 讀 大全 尺學  九 三 


s: 書^ 攮大全 大學  九 四 

必 竟明德 は體、 至善 は 用な り。 世の學 者完 からず して 小成に 安んじ、 近 利に^る。 

是れ 明德を 明かに せざる なり。 

或 ひと 問 ふ、 此の 三 句 各 在の 字 を 以てす。 則ち 三^ 三 要に して 必ず 一 事に 落 在 

せざる か。 今專ら 明德を 明かに 十る を 以て 親 民 • 至 善の 檫 的と 爲す。 信用し 難し。 

はく、 三 句 三 事に して 明 二 明德, の 三 字 は、 上下 • 古今. 大小. 精粗に： える。 故に 

二)  ^5 末節の 「明 德を大 下に 明かに せんと 欲す」 の 句 は 物 • 知. 意 • 心. 身. 家 • 國 • 犬 

稱ょ h- すれば 

S に 常る  下に 冠たり。 是れ 明德を 明かに する を 以て 親 民. 至善の 標的と 爲 すなり。 而 して 明 

德を 明かに する は是 れ聖學 の 大綱、 知通ぜ ざるな く、 德 正しから ざるな きたり。 親 

^は 是れ 接， 物の 大綱、 止 一-至善 一は 是れ 事物 を盡 すの 大綱な り。 三 句三耍 なり。 

ツー k ル TI!N シ ik  -i リ ル. ー ヅテ シテ 二 ク. V リ ニズ シテ -ー ク シ クズ シテ -ー ク ル ；-テ シチ -1 ク 

終 第二 iS 知, 止 而 ^有， 定、 定 而 ^能 靜、 靜 而 后 能 安、 安 而 后 能 慮、 慮 而 后 能 得、 

止まる こと を 知る と は、 至善に 止まる こと を 知るな り。 定は 決定して 疑 はざる な 

り。 靜は妄 に 動かざる なり。 安 は 其の 處を 得るな り。 慮 は 事を處 して 精詳 なるな り。 

得 は 其の 道 を 得るな り。 言 ふこ ころ は、 其の 知る こと 至善に 止まる に 至る とき は、 


疑よ ず S た 惑 はず ほな し て 事物 各 - 所 を ほ、 ゆた 其 の 思慮 チ る 所 明 か に して 其の 節に 

中る とたり。 一^ f- 是れ至 著より 之れ を 推して 明德に 至って 以て 上文 を 結ぶ。 

或 ひと S5 'ふ、 至善に 止まる と 貢 はずして、 止まる こと を 知る と 一 K ふは^. ぞゃ レ 

はく、 是れ 初めて 格物致知の 義を發 明す るたり。 知ら ざれば 得べ からす。 大 學のェ 

夫 は 知 を 致す に 在り。 

或 ひと、 明德 に： 4- るの 說を 問， ふ。 U はく、 慮って 而る 後に 得る たり。 是れ格 物 致 

B の 功 積みて、 思慮 明白に して 其の 節に 中る に 至る たり。 末節 も 亦 格 物よ り^して 

以て 平 夭 下に 至る。 此の節と 符節 を 合する 力 如し。 

或 ひと 問 ふ、 知行 は 先 後 あり や。 曰 はく、 大學の 道 は 明德を 明かに 十る に 在り を 

ュて 先と 爲 十.。 次 節 叉 止まる こと を 知る を 以てし、 末節 知 を 致す を 以て 極と 爲す 

親レ民 • 止 二 至善， 二疋. 靜ニ女 • 慮. 得 • 誠 正. 修^. 治平 は 皆 行たり。 是れ 知つ 

て而る 後に 行"。 故に 知行 合一 にして、 知 を 以て 先、 と爲す こと、 經 文に 於て 分明な 

もと 

り。 知りて 行 はざる とき は 知たら ず、 行 ひて 知らざる とき は 行ならず。 原 是れ合 一 

にして 而も 自然の 序 あり。 

E 書お^ 大全 大學  九ョ 
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一 , ) 

或 ひと 問 ふ、 陽 明 云 ふ、 「人 は 惟 だ^ 善の 吾が 心に 在る を 知らず して 之れ を 外に 求 

め、 以て 事事物物 皆 定理 ありと 爲すた り。 至善 を 事事物物の 中に 求む。 是を 以て 支 

離 決裂 錯 雜紛耘 して、 一定の 向 ふと、 ころ を 知るな し」 と (如何)。 n はく、 陽 明の 格 

物 致 知 の 見大 い に 乖戾 す。 故に 止まる こと を 知る と は、 吾が 心に 向って 以て ^善 を 

求む るな り .0 其の 論說 似て 其の 實 大いに 違 ふ。 其の 人 を 惑 はすこし」 尤も 大 なり。 


鯉 第三， 節 

(二) 索 行の 

^方に よれば 

-- ^  W は讀 ま 

. ^、知 ル トキ 

>ハ の トキ ハ に 

%1 む. ％ のとす 

る^ 八 n 多し 


物 有，， 本末； 事 有， 1 終始〗 知 ， 所 ，1 先 後、  1 則近レ 道矣、 

此の 一節、 h 節の 綱領 は 物事の 際に 在る こと を發 明して、 格物致知の 義を 提起す。 

凡 七 物 あれば 事 あり、 天地人 物皆然 り。 物に は 必ず 本末 あり、 事に は 必ず 終始 あり。 

^ れ 至誠の 道な り。 聖敎は 物と 事と を詳 にして 其の 則を盡 すに 在り。 故に 學者 其の 

先 後す る 所 を 知る こと を 致す とき は 道に 近し。 下 文の 二 節 は 此の節の 本末 • 終始 • 

t^-  ^  hi b  )  o 此の 一節， 全く 第 1 節と 

タ贫 を 群に 11- る カ1- 相對 して、 尤もず 重なり。 

或 ひと、 物と 事と を 問 ふ。 z: はく、 ： 大地 人物 皆 物な り。 ： 大地に. 大地の 事 あり、 人 

物に 人物の 事 あり、 ^^1H3 用の 際 は (皆) 物事に 外ぎ ず。 是れ 聖教の 赏 學 たる 所以な 


(三) 欲レ s.,- 

明德於 X 下 i 

者、 先 治 ー1其 

SI 以下の 1  バ 

つ の 欲 先な h- 

§ 物 格^ 

1« 知 至 以下. 七 

つの fi 后 を 指 

す。 後出  一二 

一 頁爵 

(五) 傳 第一 

案に あり、 後 

出  一 二 六頁袞 

照 

(六) 黻赛上 

篇 第五 章に， 

「天下 之 本 在 

レ國、 國之本 在 

レ 5T 家 之 本 在 

レ身」 と あり 


り。 下 節の 物 • 知 • 意 • 心 • 身 • 家 • 國. 天下 は是れ 物な り。 格. 致 • 誡 •  £  • 

修 • 齊 • 治 • 平 は是れ 事な り。 ： 大下は 本な り、 一身 は 末な り。 平 は 事に して" 身 を 

修 むる を 以て 始と爲 す。 身 は 本たり、 心 は 末たり。 修は 事に して、 正 心 を 以て 始と 

(1 一 I) スル モノ ハ 

爲す。 心 は 本な り、 物 は 末たり。 正 は 事に して、 格 物 を 以て 始と爲 す。 下 節に 欲 

ヅ  (wn シテ 

先と 曰 ひ、 末節に 而 后と 曰 ふ。 欲 先 は 其の 道 を 述べ、 而后は 其の 功 を 言 ふ。 是れ本 

末 • 始終. 先 後の 明白なる にして、 而も 此の 一 節 は 下 文 を 提起す るな り。 Q 或 ひと 

(五)  £ 

曰 はく、 本文に 一身 を修 むる を 以て 本と 爲すー と、 (又) え 子 は 以て 「犬 下國 家の 本 

は 身に 在り」 と爲 すと。 而 るに 今 天下 を 以て 本と 爲し、 身 を 以て 本と 爲し、 身心 を 

以て 末と 爲す は何ぞ や。 曰 はく、 傳の文 及び 孟子の 所謂 本と は、 皆 修正 致 知より 說 

き 起す。 故に 身 を 以て 本と 爲す。 此の節の 本末と は、 物の 本末 を 謂 ふ。 故に 天下 を 

以て 本と 爲し、 身 を 以て 末と 爲し、 身 を 以て 本と 爲し、 心 を 以て 末と 爲 すなり。 學 

者 深く 味 ふべ きなり。 

或 ひと 問 ふ、 此の 一節、 首 節の 明德の 節と 相對 して 深 重なりと は何ぞ や。 曰 はく. 

聖教の 實は 事物 を 明かに する に 在り。 明德を 明かに すると は、 是れ 明德を 事物の 上 

四書 句讀 大全 大學  九 七 
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に 明かに する ことなり。 至善に 止まる と は、 是れ事 物の 至善に 止まる ことなり。 明 

德を 明かに する は、 是れ 事物の 總括を 致す。 親 民 は是れ 物、 至善 は是れ 事、 故に 明 

德の 一 節 は、 此の 一 節に 冈 りて 之れ を詳に 致すな り。 此の 條 m: は 明德の 一 節に 因り 

朴. め かう む 

て 大學の 道 を 得るな り。 異端 俗學、 聖人の 责を 被る も 亦 此の際に 在るな り。 

或 ひと 問 ふ、 此の節に 旣に 「道に 近し」 と 曰 ふ、 則ち 首 節と 同じから ず や。 曰 は 

く、 先 後す る 所 を 知る は是れ 格物致知の 始 なり。 是れ より 推して 以て 明德を 明かに 

つ ひ  くだ 

する に 至れば、 學竟に 成る。 故に 首 節 は 其の 全 成 を 論じ、 以て 「在」 の 字 を 下す。 

此の節 は 「道に 近し」 を 以てす。 其の： 一一 一口 辭の 抑揚、 聖 言に 非 ざれば、 豈 此の 如き 乾 

を 得べ けんや。 

ス ルカ- 1 セント ヲ  二  ハ  ヅム ノヲ  ス ルメン トノヲ ハ  ヅノ フノヲ  スル ヘント ノヲ 

^第 四 節 古 之 欲， 明， 一 明德於 天下一 者、 先 治 二 其國； 欲， 治 こ 其國ー 者、 先 齊ニ其 家； 欲レ齊 一一 其 家, 

ハ  ジム ノヲ  ス ルメン トノヲ ハ  ヅシ ウス ノヲ  スル シゥ セント ノヲ ハ  ヅ ニス ノ  7  スル 

者、 先 修ニ其 身； 欲 レ修ニ 其 身 一 者、 先 正 一一 其 心 一 欲 レ正二 其 心 一 者、 先 誠 二 其 意； 欲 

レ^ー- 其 意 一 者、 先 致， 一 其 知； 致 ， 知 在ノ格 ，i、  |:平此接。 下 

此の 一節 は、 前節の 本末. 終始. 先 後の 義を詳 にす。 明德を 天下に 明かに すと は、 


あ づ^ P  二 

り 。せ し v_v 

補 原 十 

訂本 五朱賁 
せ^;, 二子 二] 
り M 出 語 


天下 をして 聖敎の 大綱 を 明かなら しむるな り。 大綱 明かなる とき は 犬 下 平な り。 此 

の 一句 惣 ベて 平. 治 *齊. 修. 正. 誠 *致- 格の 上に 在り。 治は理 なり、 條理 あり 

て亂れ ざるな り。 齊は 整な り C 修 も亦理 なり。 國聚 まりて 天下たり、 家聚 まりて 1； 

たり、 人聚 まりて 家たり。 故に 天下の 本 は國に 在り、 國の本 は 家に 在り、 家の 本 は 

身に 在る たり。 正 は 邪なら ざるたり。 心 は 一身の 主宰、 性情 を 銃べ て 言 ふ。 誡は無 

レ息 の實、 意 は 心の 發動 思慮す る 所な り。 其の 心 を 正しう せんと 欲する 者 は先づ 其の 

意 を 誠にす と は、 心 • は 意 念の 發 動に 從ふ 故に 之れ をして 其の 誠を盡 して 私意 臆 念な 

からしむ るな り。 致 は 推し 極めて 盡 さざる なき ことなり。 知 は 心の 明かなる 處、 感 

通 知識な り。 其の 意 を 誠に せんと 欲する 者 は先づ 其の 知 を 致す と は、 其の 明 所 を 致 

き はめいたる 

めざる 故に 意の 妄動す る を覺ら ざれば なり。 格 は 極 至な り。 物 は 天下の 物な り。 知 

を 致す こと は 物に 格る に 在りと は、 物 皆 定則 あり、 能く 其の物 を 格 致 すれば 物 各- 

其の 所 を 得、 是れ 知の 至れるな り。 故に 在.. 格 A 物 を 以て 決して 此の節 を 終 ふるな り。 

二)  (二) 

朱 子の 曰 はく、 「此の 八つの 者は大 學の條 目な り， 一 と。 I ほ ■"IJ^IgM お^、 す^ 

SS! ふ。 是れ 工夫の 節 次 を 首 ふなり。 知ち-致す は 物に 格る に 在りと いふが 若き は、 知 を 致す に は 便ち 杓の 上に 格る に 

在る こと SS ふなり。 看來れ に、 欲と 先と はや やせ 一子.^ a く L 得お り。 在の 字 は又些 子 も』 緊 しくし 得た りと。 

すこし ゆる  きび 
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或 ひと、 章句の 明德を 天下に 明かに する の 說を問 ふ。 曰 はく、 朱 子 或 問に 答へ て 

(二)  しばら 

云 ふ、 「大學 の 明德を 天下に 明かに すと いふ は、 只 だ 是れ且 く箇の 規模 を說 くこと 此 

の 如し、 學者須 らく 此の 如きの 規模 あるべし。 此の 如くなら ざれば 便ち 是れ缺 了す- 

且つ 伊 尹の 匹夫 も 其の 澤を 被らざる を 思 ふこと 己れ 推して 之れ を 溝 中に 納 るるが 如 

ま  かくの ごとき もと 

しとい ふが 如き、 伊 尹 也た 只 だ 大概 恁地を 要む、 叉 如何 ぞ 一人 も 其の 澤を 被らざる 

(五)  ま 

なき こと を 得し めん。 又比屋 封ず べしと 說 くが 如き も、 也た 只だ須 らく 一家 半 家の 

かく C 2 とく  まさ 

恁 地なら ざる もの あるべし。 只 だ是れ 自家の 規模 を 見得せば、 自 ら當に 此の 如く 

なるべし。 此の 如くなら ざれば 得ず。 做し 去かざる 處に 到りて、 却って 奈何と もす 

かくの 2 とき 

べきな し。 規模 自ら 是れ恁 地の 工夫 を 著け て、 便ち 却って 寸寸に 進む こと を 用 ひ 

ん」 と。 愚 謂へ らく、 朱 子の 章句 及び 或 問 は、 天下の 人 以て 其の 性 心 を 明かに すと 

言 ふ。 是れ 決して 聖人の 意に 非ず。 經の 文、 只 だ 天下 を 言 ふの み。 是れ 聖教の 大綱 

を 天下に 明かに するな り。 天下 億兆の 人民 豈性心 を 明かに する の 道 あらん や。 匹夫 

も 其の 澤を 被らざる を 思 ひ、 比屋 封ず べき 底 は、 是れ 其の 規模な り。 「天下の 人 を 

して 皆 以て 其の 明德を 明かに する こと あらしむ」 と、 ー擧 して 同じう すべから ず。 


(七) 周 代敎 

i_t: を 1.5- る 官名 * 

具樂は 禮寨 も 

15? る 官 


(八) 前 出， 

し て 「き レ 息 

の實 なり」 と 

いへ る 說を指 

す 

(九) 後出 一 

二八 頁る 一照 


(10) 朱 子 

語類 卷 十五に 

出つ 


聖人の 治平 は 道 德をー にして 以て ^ を 同じう する に 在り。 故に 三代の 降 一なる、 王宮 

阔 都より 以て 閬 巷に 及ぶ まで 學 あらず とい ふこと たし。 司 徒. 典樂の 設、 是 れ道德 

の 綱紀 を 天下に 明かに する. なり。 格物致知 を 極め 至りて 而る 後に 這箇 の聖謇 あり。 

か くつ ごとく 

天下の 人 悉く 此の睿 知 を 得る こと、 豈 此れ あらん や。 朱子恁 地に (工夫) を 著く る は. 

是れ學 者の 規模と 甚だ 差 繆し來 る。 聖人 豈得 ベから ざるの 規模 を 立てん や。 匹夫 も 

い ゐん 

其の 澤を 被らざる を 思 ふ は、 是れ伊 尹が 志に して 規椟 の大 なるな り。 其の 性 心 を 明 

かに せんと 欲する が 如き、 是 れ虚談 にして 竟に 得べ からざる なり。 

や  (K』  にく 

或 ひと、 誠 は 息むな きの 說を問 ふ。 曰 はく、 惡臭 を惡み 好色 を 好む、 是れ已 む を 

得ざる の 誠、 至 公 至 共 底、 當然の 定則な り。 凡そ 心の 發動 する 所 息む ことたき に 於 

(を 

て すれば、 造作して 自ら 欺く とい ふこと たし。 故に 傳に 「自ら 欺く 勿れ」 となり。 

ふ えき 

是れ 息む ことなき なり。 故に 古今 不易の 定則たり。 

或 ひと 問 ふ、 誠意 は 只 だ是れ 意の 發 する 所に して、 之れ を 初に 制すと いふ ことな 

(Is 

きもの なるや 否やと。 曰 は く、 朱 子 之れ に 答 へて 曰 ふ、 「若し 制する こと を說 かば 便 

ち 得ず、 須 らく 是れ先 づ知を 致し 物に 袼 りて 方に 始めて 得つべし。 人 は 知 あらず と 

四書 句讀 大全 大學  一 〇 一 


(一) 0§ 

卷中 


(二) 朱 子 諶 

類卷 十五 
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いふ ことなし 。但だ 其の 知 を 致す 能 はざる のみ。 其の 知 を 致す 者 は、 裏面より 看 出 

して^ 盡 なき 處に 推し 到り、 外面より 看 入し 來 つて、 去く ことなき 處に 推し 到りて、 

まさ 

方に 始めて 得 了して 意 方に 誠なる べし」 と。 朱 子の 此の 說 最も 當れ り。 此の 免旣に 

致れば、 其の 裏面 悉く 實地 なり、 故に 發 する 所の 意、 欺くべき なし。 

或 ひと 問 ふ、 意の 誠なる と 誠なら ざると は 如何にして 之れ を 分たん と。 曰 はく、 

意の 誠なる と 誠なら ざると は、 知の 致る と 致らざる とに 在り。 知 致ら ざれば、 意の 

誠なる と 誠なら ざると を 分 つ ベ か ら ざ る な り 。 

(一一  をん せい 

或 ひと 問 ふ、 陽 明の 曰 はく、 「意の 溫淸 せんと 欲し、 意の 奉 養 せんと 欲する、 所謂 

まこと 

意な り。 而 して 未だ 之れ を 誠意と 謂 ふべ からず。 必ず宽 に 其の 溫凊奉 養の 意 を 行 ひ、 

务 めて 自ら 廉 くして 自ら 欺くな きを 求め、 然る 後に 之れ を 誠意と 謂 ふ」 と (如何)。 

曰 はく、 是れ皆 其の 所以 を 索め 來 るの 說 にして、 乃ち 良知の 覺悟 なり。 味 あるに 似 

て、 其の 道 を 得ざる なり。 

.  (二)  ゆ 

或 ひと、 致の 字 を 問 ふ。 曰 はく、 朱 子の 曰 ふ、 「致の 義 たる、 手 を 以て 推し 送り 去 

(三) 

くの 義の 如し。 凡そ 經傳の 屮に云 ふ 致と は 其の 義 此の 如し」 と。 又 云 ふ、 「致の 字 推 


S) 雷に 

して 大小 皆す 

ぺ ての 意 

(五) 朱 子 Is 

類 卷 十五 


(六) 首 素に 

「致-中和 T: 大 

00. 萬 物 

1」 

を 指す 


し 開 き^くが 如し。 譬 へば 暗室の 中に 些 子の 明るき 處を 見て、 便ち 此の 明るき 處ょ 

り 尋ね 去けば、 忽然と して 出で て 外面に 至り、 大小 犬の 明 を 見得る が 如し。 人の 知 

(五)^ いてい  ,  、 

を 致す も亦此 の 如し」 と。 叉 云 ふ、 一 孩提 の 童 も 其 の 親 を 愛す る こ と を 知らざる なし 一 

其の 長ず るに 及びて や、 其の 兄 を 敬す る こと を 知らざる なし。 人 皆 此の 知 ありて 其 

の 知 を 極め 盡す こと 能 はざる は、 人欲 之れ を 害すれば なり。 故に 學者 必ず 須 らく 先 

づ 人欲に 克 ちて、 以て 其の 知 を 致す とき は、 明かなら ずと いふ ことなし」 と。 是れ 

等の 說、 皆 人人 固有の 明處を 尋ね 致す を 以て 致と 爲 すなり。 致 は是れ 極致な り。 盡 

さず 究め ざれば、 致と 謂 ふべ からず。 中庸に 所謂 「中和 を 致す」 の 致な り。 

或 ひと、 知 は 章句に 猞ほ識 の 如きな りと 云へ る を 問 ふ。 曰 はく、 知 は 其の 感 通知 

まこと 今- は 

識 する 所な り。 仁義 禮智の 知に 同じ。 五常の 知 は 是れ眞 に 致む る 所の 知な り。 人 皆 

是非の 智 あり。 而 して 其の 知識 を 致す とき は 其の 智 以て 至る。 知識 は 用な り。 智は 

體 なり。 或 ひと 曰 ふ、 何ぞ 其の 用 を 論じて 其の 體に 及ばざる やと。 曰 はく、， 人は體 

なり、 心 は 用な り。 心は體 なり、 意 は 用な り。 意は體 なり、 知 は 用な り。 各 其の 

用 を 致す とき は 其の 體 自ら 立つ。 凡そ 聖人の 敎皆然 り。 異端 は 其の 體を 索め て 其の 
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( 一 ) 朱 子 語 

類せ 十五 


(二) 词前 
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用 を 措く。 致 知の 如き、 切に 本 知の 固有 を 致 むれば、 是れ體 を 索む るな り。 其の 知 

識を 致す は是れ 用を究 むるな り。 章句 は、 知 を 以て 識と爲 し、 而も 其の 致 知 を 解す 

る こと、 多く は是れ 其の 固有の 知を尋 ぬるに 至るな り。 (故に) 朱 子 云 ふ、 「致 知 は 乃 

かがみ  もと  お ほ は  いまお ひ 

ち 本心の 知な り。 一面の 鏡 子の 如く、 本 全體通 明なる に、 只だ昏 篛れ 了る。 而今 逐 

旋し 磨き 去って、 四邊 をして 皆 照 見せしめば、 其の 明 到らず とい ふ 所な し」 と。 又 

云 ふ、 「致 知は眞 知た る こと を 求む る 所以な り。 眞知 は是れ 骨に 徹して 却って 見得し 

透す を 要す」 と。 此れ等 は 皆 其の 本體を 謂へ るな り。 

或 ひと 問 ふ、 今 心の 明 處感通 知識 を 以て 知 を 解す。 是れ 本智に 非ず や。 曰 はく、 

心の 明 處とは 是れ明 德の義 なり。 人 は 知識 ある を 以て 衆 物の 長たり。 能く 詳に 究め 

審に盡 すと き は、 心 乃ち 感通 知識して、 其の 應 ずる 所 是れ昧 からず。 明 は是れ 公共 

底に して 私なら ざるの 謂な り。 致 知 は是れ 明德を 明かに するな り。 惣 じて 言へば 明 

德を 明かに するな り。 己れ を修 むる に 就いて 之れ を 論ずる とき は 致 知な り。 本心の 

明處を 索む ベ からざる なり。 

或 ひと、 知 至れば 意 誠 ある こと を 問 ふ。 曰 はく、 今 蠟燭に 一 點の 燈を與 ふるが 如 


し。 知 至れば 能く 蟣煬の 光明なる を 知り、 竟に疑 ふべ からず。 故に 惑 はず。 是れ知 

を 致せば 意 誠 あるな り。 

或 ひと、 格の 字 を 問 ふ。 曰 はく、 格 は 至な り。 章句 • 或 問 之れ を詳 にす。 今 之れ 

に從 ふ。 格の 字 は、 極 至の 謂に して、 感 格の 意 あり。 感格 は作爲 せず して 格るな り- 

格 物 も 亦 造作して 究め 盡す とき は 定則に 非ず。 能く 其の物 を 極め 來れ ば、 物の 定則 

然る こと を 期せず して 格る。 是れ 乃ち 格 物たり。 經傳の 格の 字 を 用 ふる、 多く 此の 

意味 あり。 

或 ひと、 章句に 「物 は猞ほ 事の ごときな り 一 と 云へ る を 問 ふ。 曰 はく、 物と 事と 

同じから ず。 旣に 物に 本末 あり 事に 終始 ありと 謂 ふ。 是れ 物と 事と 相 異なるな り。 

事 は是れ 物に 就いて 生る。 凡そ 天下の 際、 物に 由らざる の 事な く、 天地人 物 都て 這 

の 象形 ある 底 は、 形而下た る 者たり。 故に 物と 曰 ふ。 內 にして は 身心 意知、 外にし 

て は 君臣な り、 父子な り、 夫婦な り、 兄弟な り、 朋友な り。 皆 之れ を 物と 謂 ふ。 能 

、； L  く 其の物に 格る とき は、 物の 定則 自然に 相 来りて 掩^すべからず。 是れ袼 物たり。 

ニニ) す 問の  /  (三) 

nif ゆ 本 一の  或 ひと、 程 朱の 致 知 格 物の 意 を 問 ふ。 曰 はく、 程 子の 格物致知の 九條 五條、 朱 子 

E 書句讀 大全 大學  一 〇 五 


. W 書 句讀 大全 大學  一 〇 丄ハ 

或 問に 於て 詳に 之れ を 論じて 云 はく、 「此の 九 條は皆 格物致知 當 に 力 を 用 ふ ベ き 所 

の 地と 其の 次第 工程と を 謂 ふなり。 此の 五條 は 叉 本源 を：. f 養す るの 功 は 格物致知の 

本た る 所以なる こと を 言へ る ものな り。 凡そ 程 子の 說 たる、 此の 如きに 過ぎず」 と- 

^按ずる に、 程 子 致 知 格 物の 說 同じから ずして、 其の 極 は、 r 理を窮 むる ことの 積 

. .  . まさ 

n) ここの  累 して、 自ら 當に脫 然として^ る處 あるべし、 是れ萬 物 各 > 其の 一理に して 而も 萬 

文^ 朱： ナ 遂問 

の^ 理 同じく 一原に 出づ、 此れ 推して 通ぜ ざるな かるべき 所以な り」 とい ふに 在り。 然 

も 美の 字に 作 

ー现  も 本 原 を：. f 養す る を 以て 格 致の 本と 爲す。 是れ 乃ち 之れ を 吾が 身に 反りみ るに 敬 を 

も 具へ て」 と 

てす るの 謂な り。 故に 伊川の 格 致 は 竟に敬 を 用 ふる を 以て 極と 爲す。 朱 子 も 亦 伊 

01)  かつぜん 

^-^  I 川の 說に從 つて 以て 第五 章の 闕を補 ひ、 程 子 窮理の 說を詳 にして、 一. 曰： 豁然 貫通 を 

€- ぞ V： 1st.  ^ 

JlssSi 期 十。 是れ 乃ち 程 朱 一 意な り。 或 問に 於て 之れ を詳 にして 云 はく、 「外にして 人に 至 

ると き は 人の 理 己れ に 異ならず、 遠くして 物に 至る とき は 物の 理 人に 異なら ざるな 

り。 其の 大を 極む ると き は 天地の 運 • 古今の 變も 外なる こと 能 はず、 小を盡 せば 一 

M, の 微* 一  息の 頃 も 遣す 能 はず」 と。 是れ皆 天下の 萬 物 一 理の 謂な り。 其の 理の同 

じき を 以ての 故に、 一人の 心 を 以て 大下萬 物の 理に 於て、 知る 能 はざる なき を 欲す- 


是れ格 物 を 以て 事物の 理を窮 むる と爲 し、 致 知 を 以て 一 曰脫 然として 貫通す るに 至 

ると 爲す。 故に 格 物 は翁理 なり、 致 知 は 心の 靈を存 し 衆理の 妙を窮 むるな り。 其の 

木 ま 敬に g るに 在りと 爲す。 朱 子の 云 はく、 「學 者の 工夫 惟 だ 敬に 居る と 理を窮 むる 

との 二 事に 在り」 と、 是れ なり。 然れ ども 理を窮 むる の 功 は、 旣に是 の 物 あれば 其 

ォ  ベ  *  、 

の是 の^たる^ ュの もの 各  >- 當然 の 則 あらず と いふ ことなくして 自ら 已 t 容 力 らず 

是れ皆 夭の 陚 する 所に 得て、 人の 能く 爲す 所に 非ず とい ふ を 以てする なり。 是れ乃 

ち 程 朱 指す 所の 理 なり。 

或 ひと 問 ふ、 今ぞが 解す る 所と 程 朱と 同じから ざる は 何れの 所ぞ や。 曰 はく、 程 

朱 は务物 を 以て 窮理 と爲 し、 致 知 を 以て 其の 犬 命の 性に 反る と爲 し、 格物致知の 前、 

I レ t を 以て 工夫と 爲^。 是れ經 文に 違 ふ 所以な り。 經文は 只 だ 格， I を 以てする に. 

程 朱 は を 以てす。 經文は 只 だ 致， 知 を 以てする に、 程 朱 は 其の 本心に 反る を以 

て、 む。 皆 g& し 来る。 故に^ 竊 に-おず るに、 格 物 は詳に 其の物 を 盡し來 り、 其の物 

の 事理 分明に して、 天然の 定則 自ら 明かなる、 是れ 其の 知の 至れるな り。 凡そ 天下 

の 間 物 物 此の 如きと き は、 其の 知 竟に致 まるな り。 〇 或 ひと 曰 はく 然 らば 乃ち 程 
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朱の 格 物窮理 は、 是れ 子が 格物致知 か。 曰 はく、 朱 子の 所謂 窮理は 格 物の 正解に 非 

,  (朱 子)  、 

ずして、 窮理の 說も亦 正しから ず。 其の 「各- 當然の 則 あらず とい ふこと なくして、 

まら 已 むきから ず」 と 謂 ふ、 是れ當 的なる が 如くに して、 而も 朱 子 之れ を 解して、 

一孩提 の 愛 を 知り、 長ず るに 及んで 敬 を 知り、 自ら 住まり 得ざる 處 あるが 如し」 と 

謂 ふ。 是れ 其の 所謂 則 は 乃ち 理 にして、 天性 本 善の 地、 衆理を 具へ 萬 事に 應 ずる 底 

.  (朱 5  (I 一) 

なり。 朱 子の 曰 はく、 「物 は 乃ち 形氣、 則 は 乃ち 理 なり」 と。 又 曰 はく、 「一物 各 * 一 

太 極 を 具 ふ。 天 蒸民 を 生じ、 物 あれば 則 あり。 蓋し 視 るに 當に視 るべき の 則 あり、 

聽 くに 當に聽 くべき の 則 あり。 是の 如くして 視、 是の 如くして 聽く は、 便ち 是 なり 

是の 如くなら ずして 視、 是の 如くなら ずして 聽く は、 便ち 是 ならざる なり。 謂 ふに 

遠き を 視るは 惟れ 明、 德を聽 く は 惟れ 聰、 能く 遠き を視る 之れ を 明と 謂 ひ、 視る所 

遠から ざる 之れ を 明と 謂 はず、 能く 德を聽 く 惟れ を 聰と謂 ひ、 德に 非ざる 之れ を聰 

と 謂 はず。 視聽 は是れ 物、 聰明 は是れ 則、 之れ を 推して 口の 味に 於け る、 鼻の 臭に 

於け る、 各， -當然 の 則 あらざる なきに 至る が 如し。 所謂 理を窮 むる は 此れ を窮 むる 

(朱 子) 31) 

のみ」 と。 又 曰 はく、 「今 且つ 其の 至って 切に して 近き 者 を 以て 之れ を 言 はば、 心の. 


物た る、 實に 身に 主たり。 其の 體は 仁義 禮智の 性 あり 、其の 用 は惻隱 • 羞惡 • 恭敬 • 

是非の 情 あり。 渾然と して 中に 在り、 感に隨 つて 應ず。 各 主と する 所 ありて 亂る 

ベから ざるな り。 次いで 身の 具 ふる 所に 及べば、 口 鼻 耳目 四 眩の 用 あり、 又 次いで 

身の 接する 所に 及べば、 君臣 • 父子 • 夫婦. 長幼 • 朋友の 常 あり。 是れ皆 必ず 當然 

の 則 ありて 自ら 已む容 からず、 所謂 理 なり。 外にして 人に 至る とき は、 人の 理 己れ 

に 異ならず、 遠くして 物に 至る とき は、 物の 理 人に 異ならざる なり」 と。 是れ朱 子 

の 或 問に 窮 1 を辨 論して 審に盡 せるな り。 愚 按ずる に、 此れ等の 說は 仁義. 禮智 を以 

て 性の 固有と 爲し、 其の 理を 究めん と 欲して、 其の 心に 反り 其の 初に 復るを 言 ひて 

其の 本然 を 索む るな り。 故に 或は 其の 則と 謂 ひ 或は 其の 理と謂 ふ も、 皆 性 心の 裏面 

を 指し、 竟に性 を 知り 天 を 知る を 以て 言を爲 す。 是れ心 學 • 理 學の說 にして、 其の 

細 評する 所 大いに 經 の文義 に乖戾 す。 凡そ 此の 一 節 は 明德を 天下に 明かに せんと 欲 

して、 其の物に 格り、 以て 此の 條 目に 至る。 是れ 乃ち 格 致の 正義な り。 徹頭徹尾、 

格物致知 を 出で ず。 切に 其の 性 心 を 索む る は、 是れ 其の物に 格る の 謂に 非ず。 旣に 

(H)  ただ  ル -ー 

經 文に、 心の 物た る を 格す に 誠意 致 知 を 以て 之れ を 論じ、 其の 極 格, 物 を 以て 終と 
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爲す とき は、 聖教 は 性 心の 味 を 建てず、 唯 だ 物に 格り 知 を 致し、 以て 意 を 誠にし 心 

を 正す に 至る のみ。 反照 求 索して 自證自 悟す る ことなき なり。 今 朱說に 因り 具に 之 

れを考 ふるに、 朱 子 は 心の 物た る を 格して 體 用の 說を 立て、 其の 主と する 所 を 論ず。 

是れ 乃ち 經の 正文に 乖く なり。 經に 所謂 「其の 心 を 正しう せんと 欲する 者 は、 先づ 

其の 意 を 誠に す」、 是れ 心の 格 物な り 。體 用の 主 とす る 所 を 謂 ふべき なし。 性 心意 情 

志氣 思量より、 耳目 鼻口 四 支の 物た るに 至る まで、 其の物に 格れば 則ち 其の 知る こ 

と 至る。 而 して 聖人 敎 ふる 所の 格 物 は、 其の 應 接の 物に 在り。 心の 意に 於け る、 意 

の 知に 於け る、 知の 物に 於け る、 皆 是れ應 接に して、 其の 心性の 裏面 を 格すべし と 

謂 ふに 非ず。 心性 は應 接の 物 を 以てせ ざれば、 其の 迹を謂 ふべき なし。 耳目 鼻口 も 

亦然 り。 故に 目の色に 於け る、 耳の 聲に 於け る、 能く 其の 聲色を 格せば、 視聽 其の 

則 を 得る、 是れ なり。 其の 則 は 明德を 明かに する を 以て 標的と 爲す。 明德を 明かに 

二) 大 する に 及ば ざれば、 知の 至る を 得^るな り。 〇 或 ひと 曰 はく、 伊川 云 ふ、 「父 は 慈に 

止まり 子 は 孝に 止まる の 類の 如き、 若し 此れ を 務めず して、 徒らに 汎 然として 以て 

萬 物の 理を 觀んと 欲せば、 吾れ 恐らく は、 其れ 大軍遊 騎出づ る こと 太 だ 遠くし. て歸 


る 所な きが 如くな らんこと を 一 と。 朱 子 又 格 致 を 論じて 以て 五倫 を 序づ。 是れ 其の 

(素行) 

至って 切に して 近き 者 を 以て 十るな り。 曰 はく、 程 子 格 物 を 論じ、 其の 極 之れ を 性 

孟 f ナ I 一  |ョ 

情に 求め、 本源 を ：ぬ 養す る を 以て 本と 爲す。 朱 子 又 格 物 を 言 ふに、 性 を 知り 天 を 知 

る を 以て 之れ を證 し、 義理に 純お して 一 毫の 物欲な きを 以て 致 知と 爲十。 故に 其の 

論說略 > 似て、 其の 極專ら 固有の 天理 を 尋れ來 り、 竟に居 敬 窮理を 以て 敎を 建て、 

先 づ敬を 以て 放心 を收 むと 爲十。 是れ 皆經の 正義に 非ず。 古人 小 學の敎 を 立て、 之 

れ をして 其の 四 支 耳 E 鼻口 を 習 はし、 以て 其の 事業に 熟し 其の 禮容に 慣れし む。 夫 

(二 ) 

お』 ほ 子の 所謂 「出で て は 則ち 公卿に 事 へ 、 入りて は 則ち 父兄に 事 ふ 一、 是れ 悉く 格 物な り。 

視聽 言動 此の 如く 能く 栢習 はば、 其の 知る 所、 覺 えずして 其の 定則 を 致め、 人人 皆 

其の 止まるべき 所に 止まりて 其の 處に 安ん ず。 是れ 知の 至れるな り。 之れ を- チ、 下國 

家に 推して 齊 治平に 至る。 是れ 明德を 天下に 明かに して 其の 至善に 止まるな り。 

に 意味な く 異形 異說 なし。 只 だ 平易 簡略に して 心性 を 費すな し。 若し 滋味 を 求め 來 

らば 乃ち 大いに 違 ふ。 論語の 一書の 如き、 全く 是れ 聖人の 日用に して、 其の 言動^ 

いふ t や 5  あた  ま 

旋捭讓 進退、 只 だ禮に 中る のみ。 其の 人に 敎 ふるや、 也た 孝弟 忠信 篤 敬の み。 
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或 ひと 問 ふ、 朱 子 小 學の書 を 撰び、 以て 大學 の始敎 レ-爲 十。 故に 曰 はく、 「世 問の 

物、 理 あらず とい ふこと なし。 皆須 らく 格り 過ぐべし。 古人 幼より 便ち 其の 具を識 

(二)  ： ，  , 

かう さう  t ふそん  め 

り、 且つ 親に 事へ 君に 事 ふるの 禮、 鑌鼓 鏘の 節、 進退 捭 遜の 儀の 如き、 皆目 其の 

事に 熟し、 躬 其の 禮を 親しむ。 其の 長ず るに 及ぶ や、 只 だ是れ 此の 理を窮 むる に 過 

しだい  この S ゑ 

ぎず。 因って 漸に 天地 • 鬼祌 • ョ月 • 陰陽 • 草木 • 鳥獣の 理に 及ぶ、 所以に ェを用 

ふること 易し」 と。 此の 說 如何。 曰 はく、 朱 子の 或 問に 云 ふ 、「昔日 聖人 蓋し 之れ を 

憂 ふること あり、 是を 以て 其の 始敎に 於て、 之れ が 小 學を爲 りて、 之れ をして 誠 敬 

いたれる 

を 習 はしむ、 則ち 其の 放心 を牧め 其の 德性を 養 ふ 所以の 者、 已に 其の 至 を 用 ひざる 

所な し。 其の 大學に 進む に 及べば、 叉 之れ をして 夫の 事物の 屮に卽 き、 其の 知る 處 

の理に 因り、 推して 之れ を 究めて 以て 各 > 其の 極に 到らし む」 と。 是れ 乃ち 小學を 

以て 事に 熟する ことと 爲し、 大學を 以て 究, 理と爲 すなり。 ^竊に 按ずる に、 事 能 

，  いたれる 

く^すれば、 其の 知 乃ち 極まる。 小學の 事物 自ら 致 知の 至 あり、 故に 聖人 定 むる 所 

の 小大學 の設、 小犬の 名號 ありと 雖も、 悉く 是れ 格物致知の 敎 にして、 其の 學は是 

れ 共に 大學 なり。 大學を 以て 其の 敎を 設け ざれば、 其の 敎 ふる 所 小 學 • 大 學の設 あ 


る も、 亦聖 敎の實 を 得ざる なり。 そ 小 意. 成 童の 物た る を 格し、 以て 其の 敎を設 

くる、 是れ 乃ち 格 物な り。 然れ ども 致 知 を 得 ざれば 其の 教正 しからず。 是れ 其の^ 

ありと 雖も、 聖人の 道 を 以てせ ざれば 勞 して 功た きたり。 

或 ひと 問 ふ、 然 らば 乃ち 子の 所謂 致 知 格 物 は 皆 諸れ を 心に 求めず して 之れ を 物に 

(Ml) 

求め、 專ら心 を 外物に 盡 十.。 是れ 乃ち 孟子の 放心たり。 其の 淺近 卑下、 豈 聖人の 學 

ならん や。 曰 はく、 程 朱の 說に 因る とき は、 自ら 之れ を 心性に 求めて、 本然の 知 を 

5) 

開く。 象 山が 說に 因る とき は、 心 明か たれば 照らさざる なしと 言 ふ。 陽 明が 學に因 

しばら 

ると き は、 良知 を 致す の 事 を說く e 是れ 米な くして 食 を 求む るな り。 程 朱少く 事物 

の 理を究 むる の說を 論ずる も、 亦 窮理に 至り、 其の 實は性 心を尋 ぬるに 在れば、 則 

ち 異端の 虚無 見 性に して、 或は 物 ありて 天地に 先 だっと 謂 ひ、 或は 本來無 物と 謂 ふ 

と 差別 底な し。 此の節、 旣に 明德を 天下に 明かに せんと 欲すと 曰 ひ、 其の 極 又 物に 

格る に 在りと 曰 ふ。 聖人の 道 は 日用 彝 倫の 際に 在る こと を 見るべし。 問 ふ 所 は、 俗 

學の過 高に して 近 思せ ざるに 慣 るるの 弊な り。 故に 他 を 指して 放心と 爲し、 而も 自 

ら旣に 放心す る こと を覺ら ざるたり。 或 ひと 問 ふ、 r 物に 格れば 恐らく は 外に 馳す 
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まさ 

るの 病 あらん。」 朱 子 之れ に 答へ て 曰 はく、 「若し 合に 做す ベければ、 阈を 治め 天下 

にに ほ 4  を 平にす るの 事と 雖も、 亦是れ 己れ が 事な り。 『周 公 は 三 王 を 兼ね 以て 四 事 を 施さ 

婁下篇 第二 十 

び5^ リ湯 一一 一  ん こと を 思 ひ、 其の 合 はざる こと あれば、 仰いで 之れ を 思 ひ、 夜 を 以て = に繼 ぎ、 

文 *武。 I： 事  あした  ま 

は 一一 一王 幸に して 之れ を 得れば、 ，して 以て 日； を 待つ』 と。 成ら ざれば 也た 外に 馳 すと 說き 

聖の 行へ る 事  ， 

^はんや」 と。 朱說 尤も 得たり。 

る S- も-指す  ぜ  た. r てき 

或 ひと 問 ふ、 程 朱 窮理の 說は是 にして、 其の 指す 所の 理當 的なら ざる か。 曰 はく、 

^珂 の說差 柊して、 經の 正解に 非ざる なり。 經の 文、 直に 格 物と 曰 ひて^ 理と 曰 は 

ず。 聖人 旣に格 物と 臼へば、 窮理を 以て 之れ に 易 ふべ からず。 程 子の 所謂 窮理 は、 

(說卦 ) 

易の 大傳に 本 づき、 而 して 其の 工夫の 深長す る こと、 窮理に 在りて 格 物に 在らず。 

(二) 朱 子 語  (二) 

類卷 十五に ャ： 是れ經 の 文 を 引いて 己れ が 意！ a に 合 はしむ るな り。 朱 子の 曰 はく、 「窮理 の 二字 は 格 

で 、 太 て  一 j  *W 

物の 切なる に 若かず。 便ち 事物の 上に 就いて 窮め 格る に、 漢人 多く 秦の失 ふ 所以と 

わに 格り て 其  やす  か いた てい 

の至 き めば、 漢の 得る 所以 を 推す が 如し、 故に 得失 見易し。 然れ ども 彼れ 亦那の 格る 底の 意思な 

秦には 稱ほ餘  i 

^おの I し。」 又 云 ふ、 一物に 格る は、 理を窮 むる と說 かずして、 却って 物に 格る と 言 ふ。 蓋 

あるべし 1  一 

§  ES  し理と 言へば 捉 摸すべき ものな く、 物 も 時あって 離る。 物と 言へば S 自ら 在り、 自 


ら是れ 離る る こと を 得ず」 と。 是れ 等の 說、 朱 子 も 亦 翁理を 取らざる に 似たり e 然 

れ ども 其の 實は 物に 格る の 正 當を盡 さず、 故に 竟に 窮理に R り 來る。 事物の 理を窮 

むと 曰 ふと 雖も、 事 卜： に 於て 更に 通用せ ず。 只 だ 事物 を 取って 心 卜-にな 口せ 夾- るの み。 

豈 之れ を 明德を 天下に 明かに すと 言 ふべ けんや。 

あやまり 

或 ひと 問 ふ、 陽 明 も 亦 窮理を 以て 謬と 爲す。 子の 說に 同じき や。 曰 はく、 何. そ： 「ヮ- 

(巧)  ただす 

じからん や。 王 氏が 曰 はく、 一  大學袼 物の 訓、 又 安ん ぞ 正の 字 を 以て 訓と爲 さず して、 

至の 字 を 以て 義と爲 す こと を 知らん や。 如し 至の 字 を 以て 義と爲 さば、 必ず 事物の 

理を 窮め 至る と 曰 ひて、 而る後 其の 說 始めて 通ず。 是れ 其の 功 を 用 ふるの 要は 全く 

窮の 字に 在り。 力 を 用 ふるの 地 は 全く 理の 字に 在るな り。 若し 上に 一 の 窮の字 を 去 

り、 下に 一 の 理の字 を 去って. 知 を 致す は 物に 至る に 在りと 臼 はば、 其れ 通ず， ベけ 

んゃ」 と。 王 氏の 「知 を 致す は 物に 至る に 在り は 通ず ベから ず」 と 謂へ る は、 是れ 

何の 謂ぞ や。 聖經に は 直に 致 レ知在 レ格レ 物と 曰 ひて、 格 物の 先 を 推さず。 是れ 其の 

敎格レ 物に 盡 きたれば なり。 後學 切に 意見 を 以てす e 故に 文字 を 添へ 文義を 改め， 

甚だ 相 差 謬せ るな り。 
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. 或 ひと、 王 氏の 格物致知の 說を問 ふ。 m はく、 王 氏が 學、 古本に W りて 以て 其の 

宗を 立つ る は、 尤も 其の 說 あり。 然れ ども. R 知 を 致す の說 甚だ 高 了に して 竟に 異端 

に^. "る。 其の 弊^た 大な り。 ^知 を 致す の說 一た び 起る や、 以て 朱 子の 居レ敬 窮. 理 

くじ  (二)  ばん 

の說を 折き て 曰 はく、 「天地の 間 只 だ 此の 一事 あるの み、 安ん ぞ兩事 あらん。 若し 萬 

しゅ  3 一)  ふたつ  (E) しばら い 

殊を 論ぜば、 禮儀三 可、 ^儀 三千、 何 ぞ又兩 に 止まらん。 〈ム且 く 道へ。 居レ 敬と は 

是れ 如何。 n はく、 『居 レ敬は 是れ存 養の 工夫、 1^ 理 は是れ 事物の 理を窮 むるな り。』 

(王)  な-に  (梁)  (王) 

曰 はく、 個の^ を か存養 する。 n: はく、 『是れ 此の 心の 天理 を存 養す。』 ：： はく、  M: 丄 

れ亦 只だ是 れ^ レ理」 と。 是れ 等の ぎ析、 聞くべき こと あるに 似て、 其の 所謂^ 知 

を 致し 不正 を 正す は、 其の 實又是 れ窮理 なり。 

(五)  かんぎょ 

或 ひと 問 ふ、 宋の司 馬 光 は 格 物 を 以て、 能く 外物 を扦禦 して 而る 後に 能く 至 道 を 

ふ +. ぐ 

5  (七) 

知る と爲 すなり。 孔^-翰 も 亦 其の 說を 推す。 明の 許 敬菴云 ふ、 「格 物の 義 明かなら ざ 

くら  つ  (支持) 

るより して 孔門の 學晦 し。 物に 卽 きて 其の 理 を^むと 謂 ふ 者 は 支 ふるに 疑. あり。 事 

ただ  こみち  もと 

事物 物に 於て、 其の 不正 を 格して 正に 歸 すと 謂 ふ 者 は 徑に涉 る。 身の 本たり、 家國 

天下の 末た る こと を 格 知す と 謂 ふ 者 は 文に 於て 説 ある も、 見に 於て は虛 たり。 皆 愚 


曾く 信 f ざる 所な り。 蓋し 宋儒司 馬 光 嘗て 外物 を扞禦 する の說 あり、 而 して 程于 

の 遺書 も 亦 云 ふ、 『知 を 致す は 養 ふ 所に 在り， 知 を 養 ふ は 寡欲より 善き はなし』 と。 

义云" 、『知 を 致す は 物に 格る に 在り、 外より 我れ を 鑠 すに 非ざる なり。 我れ 固より 

5  m, 之れ 有るな り』 と。 本朝の I 恭簡が 云 ふ、 『病 は 知に 誘 はれ 物に 化せら るるより 重き 

^に SS, なり。 はたし、 藥は 格物致知より 要なる はなし』 と。 其の 說を 主と 十れば 則ち 格 物の 義亦 

書 多し  昭 然として 證 ありと 謂 ひつべし。. 一 (是れ 如何) 曰 はく、 許 氏の 學專ら 心の 無 物 を 中； A 

，  < -气  P や  あ  二つ さ  ■ 

ぶ。 故に 謂 ふ、 一，^ 氣山廬 に^ 居して 旋先 君子の 犬 故に 罹 ひ、 兀坐沈 S し 恍 然と 

して 覺^ し、 知りぬ、 此の 心 物に 著くべからざる を。 澄 然として 物 無くして、 性體 

始めて 1 が。 乃ち 知りぬ、 聖門格 物の 訓眞に 深切に して-著明なる こと を」 と。 又 云 

S  5. の ふ、 「鄙 人お 質 II んど 忠信 に^し、 ぎだ 意氣 每に發 揚に涉 る。 常に 、古人 敬に 止 

fl^,u 出 まる を 以て 法と 爲す を。 『(ねまる を 知って 而 して 后に 定まる こと あり』 の 一語 薈し 

W 文の 語、 九  、、  つと  こ 0= ろ  P 

三十 餘年 おろに 存 省せ しも、 涵養に 力む るな く、 病根 常に 在り。 比 來格物 を 看 得して 

一 たび 工夫 を 著く るに、 眞 切嚴毅 にして 躱 閃す 容 からず。 (心に) 物 あれば 蔽 はれ、 

かォ し-' ぐ  き 5 や  わ-つら ひ 

物た ければ 明かな り。 物 あれば 亂れ、 物なければ 定まる。 蚤 夜の 間絕 えて 物の 累な 
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きとき は 心境 常に 帖帖 たり 一 と。 是れ等 は 全く 是れ 異端の 虚無 寂滅、 闢 くる を 待た.. 

. ずして 明かな り。 許 氏 又 云 ふ、 「朱 子， 司馬溫 公を闢 けて 云 ふ、 『外物 を禦 ぎて 而る 

後に 以て 道に 至る ベ しと するとき は、 是れ 父子 を絕 つて 而 して 後に 以て 孝 慈 を 知る 

べし。 君臣 を 離れて 而 して^に 以て 仁 敬 を 知るべき なり。』 又 云 ふ、 『物に 卽 いて 以 

て 其の 原 を 窮めず して、 徒らに 物の 己れ を 誘 ふ を惡み >  一切^ぎ て 之れ を 去らん と 

欲すれば、 必ず 口 を閉ぢ 腹を枵 して 然して 後に 以て 飮 食の 正 を 得べ く、 種類 を 絶滅 

二)  §r 上 して 然して 後に 以て 夫婦 の^を 全うすべし。』 王 文 成、 朱 子 を^け て 云 ふ、 『理を 事 

^明の こと リ 

卒 後の 事物 物に 求む る は、 孝の 理を 其の 親に 求む るが 如きの 謂な り。 孝の 理を 其の 親に 求 

むれば、 孝の 理 果して 吾が 心に 在り や。 抑-果して 親の 身に 在り や』 と。. 是れ 皆-小 

もと 

平 心の 論な り。 溫 公何ぞ 嘗て 人倫 を 絶ち 種類 を滅 する を 要 めん。 而 して 朱 子 何ぞ蒈 

て 孝 を 親の 身に 求めし めん。 儒者の 學を 論ずる、 勝 心 を 免れず。 自ら 其の 言の 過當 

なる を 知らざる こと 此の 如きな り」 と。 許 氏が 此の 論 尤も 當 了す。 

あたる 

或 ひと 問 ふ、 先輦格 物の 說の 正しから ざる こと 旣に 其の 說を 聞け り。 經の文 唯お 

格 物と； n ひて、 事に 及ばざる は何ぞ や。 曰 はく、 事 は 物 ありての 後に 生ずるな り。 


on  ^格れ 

ば 同時に 知 至 

るの 意 , 


(一 一一) 本節 0 

g 文 が 在い 格 

ン たにで 0 た 

る こと を^す 


詳に 其の物に 格れば 事 自ら 明かな リ。 物を詳 にせざる 故に 事を盡 さす。 是れ 事を以 

てせ ずして 物 を 以てする なり。 今 父子の 如き、 能く 其の 父子の 物た ろに^ら ば、 父 

の 子に 於け る、 子の 父に 事 ふる、 其の 事 自ら 生る。 或 ひと 曰 はく、 然 らば 乃ち 物 H 

. (二)  (素行) 

れは 則ち 知 至るな り。 物 格って 而 して 後に 知 至る に 非ざる なりと。 曰 はく、 知の 至 

る は 必ず 物 格る の 後に 在り C 父子の 物た るに 格り て、 而 して 其の 事 を 知り、 其の 善 

の 極に 至りて、 而 して 天下 共に 由るべく 共に 行 ふべき を 知る。 是れ 乃ち 知の 至れる 

なり。 或 ひと 曰 はく、 然 らば 則ち 其の 知の 至る や、 事に 在りて 物に 在らず と。 曰 は 

く、 汝、 其の 事 は 物な くして 生ずと 道 ふや。 其の物 格ら ざれば 則ち 知 竟に窮 むべ か 

らず。 事に は 變に應 じての 差 ある も、 而も 物 は 一定して 易 ふべ からず。 凡そ 天下の 

事 皆 千 差 萬 別 あり、 而 して 物 は 自ら 定則 あり。 是れ格 物 を 以てして、 其の 事 を 以て 

せざる なり。 

或 ひと 問 ふ、 格 物に 終りて、 物に 格らん と 欲すと 謂 はざる は何ぞ や。 曰 はく、 格 

物 は 是れ致 知の 解に して、 別に 之れ を 論ずべき なし。 其の 字說 甚だ 分明に して 其の 

解 を 用 ふべ からず。 明德を 天下に 明かに せんと 欲する 以下 悉く 是れ格 物な り。 聖人 
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の敎、 一箇 も 亦 格 物 を 以てせざる なし。 能く 其の 字義 を詳に すれば 文義 自ら 明かな 

"。 故に 「物に 格る に 在り」 を 以て 之れ を 終る。 

或 ひと 問 ふ、 明德を 明かに すると 致 知 格 物と、 何れが 重き や。 .曰 はく、 明 德を明 

よりどころ 

かにす る は 是れ惣 括の 要 語に して、 致 知 は 明德を 明かに する を 以て 據 と爲 し、 格 

物は是 れ聖敎 の實體 なり。 明 ニ明德 1 を 以てせ ざれば 其の 極 を 得ず。 格 物 を 以てせ ざ 

れば、 其の 實を盡 す を 得ざる なり。 故に 明 ニ明德 一より 格 物に 至る まで、 相 貫通して 

而 して 後に 大學の 道 全し。 然ら ざれば 明 德と言 ひ 格 物と 言 ふ も、 皆 其の 實を 得べ か 

ら ざるな り。 

或 ひと、 格物致知の 極 を 問 ふ。 n はく、 學 者の 差 は 明德を 明かに する の 意見より 

起る。 格物致知の 說を 誤り 看る に 因り、 以て 各， '悉く 經 の文義 に乖戾 す。 故に 務め 

て 物の 理を 究め 致して 以て 其の 見聞の 知 を 犬に する 者 は、 其の 道 博く して 其の 力 M 

はし。 務めて 物の 累を 格し.^ つて 以て 吾が 固有の ±i を宪 うする 者 は、 其の 學 高遠に 

して 其の カ實 ならず。 古今の 學者 其の 差 此れに 在る のみ。 竊に 案ずる に、 聖人の 敎 

は 萬 物 自然に ：！ 壬 露し 來 なの 地に 因って 以て 古今 上下の 達 道 を 定め、 人人 をして 以て 


第 

五 


之れ に 由ら しむ。 故に 造爲 なく 模樣 なくして 不變 不易 底、 天下 共に 由り 古今 共に 用 

ひ、 上下 共に 達オ。 而も 一人に 私せず 一事に 偏らず、 己れ に從ひ 意に 任せて 固 ざす 

る ことなし。 故に 我れ を 利す るを必 とせず。 是れ 乃ち 明德 なり、 致 知な り。 此れ を 

以て 己れ を 修め、 此れ を 以て 百姓 を 安んじて、 其の 則 差 はず。 是れ 乃ち 明德を 明か 

-」 するな り。 天下に は 聰明 知 慧の士 少しと せず、 記問辨 博の 才 難しと せず、 古今 を 

淹 貫し 一 世 を^ 睨す る 者 あるに 至る。 而れ ども 其の 正 心 誠意の 功、 家國 天下の 化 を. 

叩く に、 闕 然として 當る ものな し。 叉 無欲 脫 落の 徒 少しと せず、 性 心 虛靜の 辨難レ 

とせず、 軒 冕 を 直視し、 生死 を晝 夜に する 者 あるに 至る。 而れ ども 日用 事物の 際、 

治平 網 紀の節 を 叩く に、 暗然と して 通ぜ ず。 况ゃ 知識 を矜 つて 以て 高し と爲 して、 

氣 質の 偏、 身 を 終る に 至る まで 變 ずる こと 能 はざる、 藝能を 挟んで 以て 自ら 勝れり 

として、 人欲の 私、 ー絲も 除く 能 はざる、 皆是れ 格物致知の 術 を 務めず して、 這 Q 

明德を 明かに せず、 其の 至善に 止まら ざれば なり。 . 

ツチ シテ 二  A  リテシ ik  二  ァリ •  ニグ シテ 二  シ  ウー シー尸 -ー  マル  9 テ シテ -I 

物 格 而 后 知 至、 知 至 而 后 意 誠、 意 誠 而 后 心 正、 心 正 而 后 身修、 身修 而 后 家 
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フ  ヒテ シテ 二  ル  リテ シテ 二  カナリ、 r  ま 、 

齊、 家齊 而 后國 治、 國治 而 后 天下 平、 ぎ |1此" 

は、 力 を 用 ふるの 先 後な り。 天下 平と は、 明德を 明かに する の 極 功、 大學の 道 ■ 

此に 止まれり。 

或 ひと、 此の 一節 を 問 ふ。 闩 はく、 物 格より 以下、 只 だ 是れ竹 を 破る が 如く、 節 

(一) 第- 節 を遂 うて 自ら 分明な り。 前節 は明德 より 言 ひ 下して 以て 至善に 至りて 之れ を 結び、 

(二 レ) II？  (15  § 

より 言 ひ 下して 以て 慮 得に 至る。 後 節 は先づ 物と 事と を 提げて 以て 遂 論し 

末節 物袼 より 言 ひ 下して 以て 大下 平に 至る。 是れ先 後 節 相 應じ來 つて、 經の 一章 其 

の 明白なる こ と 以て 見つ ベ きなり。 

まさ 

或 ひと 問 ふ、 物 未だ 格らざる 時、 意思 如何にして 當に誠 あるべき か。 门 はく 語 

いたる こと 

默動靜 皆 物な り。 未だ 嘗て 無 物 底 あらず。 默 には默 底の 格 あり、 靜 には靜 底の 格 

あり。 朱 子 之れ に 答 ふること 未だ 明かなら ず。 

S や さ  或 ひと 問 ふ、 意 は 命 を 心に 聽く 者な り。 今 意 誠あって 而 して 後に 心 正しと 曰 はば 

かさ ど^しめ  (五)  (六) 

くくる ものな  則ち 意 反って 心の 管朿 となる。 何ぞ や。 曰 はく、 朱 子 之れ に^へ て 曰 はく 「、七の 芽 

7」、 のつ に もとちょうたん  レ，. r 一 どま 、 

^十 ^  は卒に 摸索し 難し。 心は譬 へば 水の 如し。 水の 體本 澄湛 なり、 却って 風濤の 停ら ざ 


るが 爲の 故に 水 も亦搖 動す。 必ず 須 らく 風 濤旣に 息み て 然る 後に 水の 體靜 なるべし 9 

人 の 無 狀汙穢 た る は 皆. 意 の 誠なら ざるに 在り。 必ず 須 らく 此 れ を 去 つ て 然 る 後 に 能 

く 其の 心 を 正しくすべし」 と。 愚 謂へ らく、 凡そ 天下の 際、 其の 用 を 以て 本と 爲十。 

天下 は國を 以て 本と 爲十。 國 は是れ 天下の 用な り。 國は是 れ家を 以て 本と 爲す。 家 

は阈の 用な り。 家 は 身 を 以て 本と 爲す。 身 は是れ 家の 用な り。 身 は 心 を 以て 本と 爲 

す。 心 は是れ 身の 用な り.。 心發 動せ ざれば 用な し、 故に 意 を 以て 本と 爲 す.。 意 は 知 

たければ 蠢動す るの み、 故に 知 を 以て 本と 爲す。 知、 物に i ら ざれば 知と 謂 ふべき 

なし、 故に 物 を 以て 本と 爲す。 都べ 来れば 天下 • 國 家. 人 皆 其の 所 を 得る に 在り。 

是れ 聖人の 敎 は實體 にして 虛 遠に 馳 せざる 所以な り。 

或 ひと、 章句に 此の 條を 以て 三 綱領に 繋く る を 問 ふ。 曰 はく、 三 綱領 は 悉く 八條 

目の 上に 在り。 而 して 必ず 八 を 以て 這の 三つに 分ち 來れば 支 離す るに 似たり。 唯 だ 

首 節 を 以て 綱領と 爲し、 這の 兩節を 以て 條：： ：： となす のみ。 强ひ て分附 せば、 修身 以 

上 は 明 ニ明德 1 の 事、 齊家 以下 は 親 民の 事たり。 物 格 知 至 は 是れ止 二 至善 一の 事な り。 

凡そ 明德を 明かに する の 一言、 聖學の 綱領に して、 治平に 至ら ざれば 其の 棰を 得ず 力 
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故に 親 民 を 以てし、 其の 終 は 止 二 至善： を 以てして. 以て 事物の 極 功を愆 む。 此の 書 

の 萬 世に 冠たる、 辨ぜ ずして 明白な り。 

或 ひと 問 ふ、 聖人の 道、 一 以て 之れ を 莨く とき は、 此の 章の 次序 は 是れ始 學の敎 

か。 曰 はく、 聖人の 敎 少しも 本末. 終始.. 先 後を亂 さず。 此の 次序 差 ふとき は皆紛 

雜 して 其の 正しき^ 得ざる なり。 所謂 一 以て 之れ を W くと は、 乃ち 是れ 明德を 明か 

にす るの 謂に して、 之れ を 用 ひ 之れ を爲 せば、 本末 • 終始. 先 後 ありて 亂れ ず。 是 

れ 聖人の 格 致な り。 此の 一章 綱領 條 nr の 分、 其の 次第 節 支の 詳、 大學の 道に 非 ずん- 

ば豈 比の 如きに 至らん や。 後 學性心 を 弄び 良知 を 致す の學 起って、 徵言 漸く 明かな 

らず。 尤も 歎ずべ し。 

右の 經 一章 は 蓋し 孔子の 言に して、 曾 子 之れ を述 ぶ。 其の 下の 傳は 則ち 會 子の 意 

にして、 門人 之れ を 記せるな り。 今舊 本に 從 つて 錯簡を 改めず。 ff= 冲舉 は 

p^^2^a 學 者の 極致、 此の 章 を出づ ベから ず。 


或 ひと 問 ふ、 以下 何が 故に 傳と爲 す や。 rn はく、 竊に 按ずる に、 此の 章の 文義は 

IK 下 平に 至り、 餘意 なく、 至れり 盡 せり。 是れ 一 の證 なり。 其の 言 約に して 曾 子の 

19  (IIP ダ レーフ 

守 あり。 其の 二の 證 なり。 其 未 二 之 有 一也の 文勢、 全く 傳の 文に 似たり。 是れ 三の 證 

なり。 此謂ニ 知 之 至 一也 は 是れ致 知を釋 する たり。 是れ 四の 證 なり。 傳 の釋、 平 天下 

に 止まって 此ニ 節に 及ばず。 是れ 五の 證 なり。 故に 已 下の 二 節 を 致 知を釋 する の傳 

と爲 す。 然れば 乃ち 此の 書闕 章た し、 只 だ錯簡 あるが 如し。 而れ ども 亦 後世 遽に改 

むべ からず、 全く 舊 本に 從 ふの み。 

或 ひと、 大學の 一書 更正の 說を問 ふ。 曰 はく、 大學 • 中 睫の ニ篇、 舊と戴 記の 中 

に雜 り、 傳習 する 者 少し。 二 程 先生 始めて 之れ を 表 章す。 朱 文 公に 及び、 復た 章句 

を爲り 以て 來 者に 詔ぐ。 其の 功 並に 大 なり。 然れ ども 伊川 一 たび 戴 記の 舊本 を更 め、 

朱 子 再び 之れ を 改め、 又 致 知 格 物の 傳の 亡失せ る こと を 疑 ひ、 以て 其の 傳を補 ひ、 

是れ より 大學 の敎 稍く 異なり。 明の 王 陽 明 之れ を 非と して、 大學の 古本 を 取り、 旁 

そむ 

註 を 爲し序 を 作る。 然れ ども 其の 要は 良知 を 致す の に 在りて、 大いに 聖 經に乖 く。 

是れ後 學の猶 ほ 疑た き 能 はざる 所以たり。 近時 顧お 時 前 輩の 諸 本に 因りて、 全. V.. 格 
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四書 句讀 大全 大學  一一 一六 

ただ  はじめ  -i リ  ー  产 

M^M 物 致 知の 傳を訂 し、 t に、 物 有 二 本末 一の.；' 六 字 を 以てし、 次に 自- 一天 子 一 仏^、，； 於庶 

ま； i;? . 人 一より 此 謂 二 知 之 至 一也に 至る 五十 字 を、 子 曰 聽レ訟 吾猜， 人の 三十 字の 右に 次し、 

L. 一の).、？ 以て 致 知 格 物を釋 く。 蔡虚齋 は 物 有 二 本末 一の 一 條を 知， 止 の 一 條の 上に ぎぐ、 然し 

W き：， I ほみ、 て 格 物の 訓解 は 朱 子に 從 つて 未だ 異な る こと あらざる な り 。 又 鄭端簡 が 古言 の內に 

易に 通す る を  (三)  一一 リ  つ, M 

名 あ 1ノ  , は、 大學の 石 經本を 載せて- 物 有 二 本末 一 を 以て 致 知 格 物の 下に 接ぐ。 學者 多く 石經 

^u^. を 信じて 古書と 爲す。 是れ叉 多く 好事 者の 爲に 出づ、 信ずべ からず。 (S- 心齋 は自， 一 

虚齋先 i, 丄と稱  テ ルマヂ  一-  (五)  -= -- 

す" is に 文  天子 ー以至 一一 於庶ス 1 の數語 正に 格 物を釋 くと し、 許 敬 萊 は 大學之 道より：^ 亂 ブ^.^、 

W ふ Jpe す  ノ  7  7  、. 

進 此謂 こ 知 之 至 一也まで を 一 章と 爲す。 其の 諸 說紛雜 して 信ずべ からざる に 似たり。 あ 一一 

士、  i 子 は 窒甫、 ,，、 , t, ル マゾに，  X， 

和寇を 防ぎて  天子 一 ね 至-一^人 - の 一 一節 を 傳と爲 す も 亦 起 頭な きが 如し。 然れ ども 經 一 章 ま 犬 ド 平 

h. 兵.^  、た  Z 

il^^ る禹 に 迄り て 全く 相 終り 更に 餘意 なし。 故に 此れ 以下 を 傳と爲 して 以て 來哲を 待つ のみ。 

灣他 (傳 第一章) 

(三) 8^  リ，： チ ルオデ  一一 --レ テル ヲヲ スト 

5 する 爲 に 自ニ 天子, 以至 ニ於庶 人； 壹是皆 以.^ K 身爲レ 本、 

るに^せ る 者 

i^ESSO  朱 子の 曰 はく、 「壹是 な 一 切なり。 一 ぽ書 のネ 帝^に ト 切と あり、 顏師 古が 許に 云 はく- 猶 f  ノ  ： - つ 

明の 王 陽 明の  2  ノ 一. な II  一  ^产 i 」 ほ 刀 も W て 物 を 切りて、 其の 齊整を ft るが ご i，- と； 一一 Hn ヱ こ ろ 

弟子に して 出 

色の 人、 字 は  お 物に 本末 あり、 身を修 むる を 以て 本と 爲す、 故に 其の 知 を 致す こと、 先.. つ 己れ 


S. 父に 仕 

へて 至孝な り。 

貴に. 心齋 先生 

と耩す 

(五) 前 出 八 

三 頁袞照 

(六) 《s の. h 

宗の 頃の 訓話 

凑 の大沒 なり、 

太子の 爲に» 

書の 註 をな せ 

り 0 その他 こ 

の 人に よ. C て 

古 典の 究明せ 


を修 むる に 在りと なり。 

其 本 亂而末 治 者 否矣、 其 所, 厚 者 薄、 而其 所, 薄 者 厚、 未 二 之 有， 也、 此謂， 知く 本、 

此 謂 二 知 之 至 一也、 

本 は 身 を 謂 ふたり。 厚く する 所と は、 格 致の 功、 近く 日用 彝 倫の 際に 厚く 十る を 謂 

ふ。 本末 厚薄 を審 にす る は、 是れ本 を 知るな り。 其の 學 此の 如くに して 物 其の 處を 

得、 故に 知の 至と 謂 ふたり.。 

右の 傳は致 知を釋 す。 

或 ひと 問 ふ、 何 を 以て 此の 雨 節 致 知を釋 すと する や。 曰 はく、 經の文 一物に 本末 

あり * 事に 終始 あり、 先 後す る 所 を 知る とき は 道に 近し」 を 以て、 下 節の 條目 を提 

起 十。 故に 其の 知 を 致す は、 本末 • 終始 • 先 後 を 以てする に 在り。 今傳 に修, 身 を 

以て 其の 木 を斷 じ、 厚薄 を 以て 終始. 先 後の 格 致 を 論じ、 首 端に 天子より 庶 人に 至 

るまで を 以てして、 昭 かに 聖經の 要此に 在る こと を揭 ぐ。 是れ致 知の 極 功な り。 其 

0 知 を 致す こと、 先づ 其の 身を修 むる を 以て 近し と爲 す。 己れ を修 むる こと 是れ 

0 にして、 以て 家國 天下に 及ぶべし。 身を修 むる こと を 致さ ざれば、 其の 知 皆 外 

書句讀 大全 大學  ニー 七  . 


ra 書句讀 大全 大學  一二 八- 

は  そむ 

に 驚せ て、 厚薄 大いに 違 ひ 綱紀 竟に乖 く。 是れ 傅の 首章に 大學の 大綱 を 擧げ來 る。 

會子約 を 守る の學、 以て 之れ を：^ るべき なり。 

或 ひと、 格 物 を. 釋 せざる を問 ふ。 曰 はく、 朱 子、 格 物の 傳を 以て 闕 文と 爲す。 竊 

に 案ずる に、 大學の 一 經 悉く 是れ格 物にして、 ^に 言 を 建つべき なし。 且つ 經文の 

格 物に 至って は、 便ち 直に 物に 彬 るに 在りと 謂 ふ。 是れ格 物は竞 義 なくして、 ： 章 

皆 格 物 なれば なり。 更に 闕 文に 非ず。 

傳第  一一 !Ef  r  ?•  ス ルハ， ソし ， , -シ う ク「  ク ムガ ヲ シ ム * 力 ヲ レレ ヌフ ラコ n  a ヨシ トー 一 ハ 

(一) 饒き 所謂 誠 n 其 意 一 者 毋ニ自 欺 一也、 如, 惡， ー惡 C 八 如, 好 二 好色 一 此之 謂ニ自 謙； 故 君子 

栄 末の/す  ズム ノヲ 

子の s: 流に し め鎮- 一 其蜀, 也、 isr はぶ 去月。 

こ、 ネは伯 輿、 At 二. 53了」 諫讀爲 I 慊 若 ー 反。 

又ネ 元。 その  -  ± じめ  二) ノ 

善行 I ん 其の 意 を 誠にす る は、 己れ を 修め、 事を處 する の^な り。 |g# は 氏 口 s^r の、 誠 判 身お 

I  pl.^"^ し  わか 

院キ. 作  所 W に 中庸， 孟子 は 只 だ 身 も 誠にす る こと も說 く。 便ち 誡意 • 正、. ：；- • 修身 も 貫 了す。 比の 章專ら 誠意 を釋す と^も、 而も、.： 〕 な 

る、 洞 前- !g 峰  ff し 身も修 むる 所以の 要は 、賞に 此に 在り。 故に 下 二 章 第 だ 心の 不正、 身の 不修の 病 も 一首 ひて、 病^ 治む る 所以の 方 も 言 は-さ 

あり、 因って  ，- >±、  3 こ t  > ま 二し、 なかれ  ほしいまま 

ほ ら雙？ 號 お を ぼ。 具 母 は 禁止の 辭 なり。 自ら 欺く と 云 ふ は、 己れ に 從ひ情 を 肆 にして、 

す。 五經 講義、 

擧庸^ 述 * 近  私印 妄ぉ する； J と」 て}  o 已 れに從 ふと は、 ，しわに 克た ざるな り。 情も肆 にす ると は、 不善 を爲す ^ml-VL-llft 

田 i 註な ど 著  禾少. wfr- ミこと た—. こと 至らざる 所な きなり。 私知妄 作と は、 其の 钿を 致さざる W かなけ。 虽突 を惡 

述 多し  ，  (二) 

o 一 ) の 註 み 好色 を 好む は、 天下の 通 情、 人心の 同じく 然る 所な り。 ilss^s 、る 


二-:) 陳 «-、 

字 は定 宇。 元 

代の 朱 子 * 者、 

休 寧の 人。 休 


郡に せり 

S 子 i 

第 十一 章。 言 

ふ こ こ ろ は 、 

吾れ 人 も 涣く 

>-i は 能 はす， 

されば： 犬 を 欺 

かんか、 是れ 

明に L て 

欺く ベから す 

となり 

(五) 論！？ 


「子 絕レ ET  m 

レ意、 母 レ必、 

毋レ 固、 毋レ 我」 

よ. n- 引く。 私 

窓な きを 云 ふ 

S 朱 子の 

大裏 袞；？ 


ギ ずチ 獨は、 人知らず して 己れ 獨り然 りと する 所、 閑居 獨處、 幽暗 „ の 地な 

り。 言 ふこ ころ は、 其の 知 を 致さず して、 己れ を 修め 事を處 するとき は、 私意 妄乍 

して ュて弋 を：^? き、^ 語に m はく、 吾 わ 誰 を か 4± こ ^1-3  0 中 窜に曰 はく、  こ r 、： 11 - ぐ 

_ 上 マラ. を^き 欺かん や、： 大を 欺かん やと t に 炉 る 牽 ふ 力れ 5 道と i や 故に. c: ら欺 くこと 

/ぞ } 

なき を^て すと なり。 所謂 夫子の 意な きなり。 惡臭 を惡み 好色 を 好む の實 は、 天 下 

其の 情 を： 1； じくして、 表裏 精粗な し。 意の 誠なる こと 此の 如く なれば、 內に 省みて 

疚しから ず、 仰いで 天に 愧ぢ ず、 俯して 人に 怍ぢ ず。 故に M ぎの 欺な し。 此 I 之れ 

みづ からこ-一ろ よし 

を自謙 と 謂 ふなり。 人の 不善 を爲す は、 必ず 獨り然 りと する 听の地 こ. 在る まり。 

君子の 愼む 所此に 在り。 是れ敏 にして 古 を 好み、 有 道に 就きて 正すな り。 自ら 用 ひ 

自ら 專ら こせず，、 听，： R つ 眉 をま^より。 中庸に 曰 はく、 子 曰 はく、 「愚に して. a ら用 ふる 

sr  ！^, び^ を 言 tK! も好 み、 s しう L て 自ら 專ら にす る 事 を lb と。」 

或 ひと 問 ふ、 章句に は 此の 章 を 以て 自修の 首と 爲せ るに、 今 己れ を 修め 事を蠢 す 

るの 首と 爲す は何ぞ や。 曰 はく、 誠 , 意と は是れ 心の 發 動して 物に 及ぶ を^に する 

なり 故に 身 を 修め 事を處 する は、 皆 誠 レ意を 以て 首と 爲す e 章句の 自彦 とよ、 涿 

すス。 力 如く 磨す るが 如き もの 自修な りと いふ を 以て、 此の 言 を 設けた るな り。 意 は 

四 窨句讀 大全 大學  一 一 1 L 


四書 句讀 大全 大學  一 三 〇 

かか  かなめ 

心の 發動 思慮 底を惣 管し 來る、 其の 繫る所 尤も 重し。 是れ心 は 事物に ¥• るの 娈 なれ 

ばな り。 

或 ひし， 問 ふ、 自ら 欺く は、 章句に 所謂 「善 を爲 して 以て 惡を 去る こと を 知れ ども 

而も 心の 發 する 所 未だ 實 ならざる あり」 と。 故に 云 はく、 【凡そ 惡を惡 むこと に實な 

らず、 善 を 善す る ことに 勇なら ず、 外は然 りと して 中は實 に然ら ず、 或は 爲に する 

所 ありて 之れ を爲 し、 或は 始は 勤めて 終 は 怠り、 或は 九分 は 善を爲 して 尙ほ 一分の 

も 且の心 あり。 皆實 ならず、 而 して 自ら 欺く の 患な り」 と。 子が 說と间 じからず。 

な は ざ a, 

：! はく、 朱 子の. E ら 欺く 勿れの 解 は、 善 を 好み 惡を惡 むの 表裏 • 內 外 徹底の 義 なり- 

且つ 此の節に 好 惡の義 あり、 下 節に、 小人 不善 を爲 す、 中に 誠 あれば 外に 形る るの 

義 あり。 故に 心の 發 する 所 善 あるが 如くに して、 未だ 徹底の 善 を 得ざる を、 自ら 欺 

く， ふなり。 竊に 案ずる に、 此の 章、 惡臭 を惡み 好色 を 好む の. 百 あり。 是れ 乃ち 

至 公に して 無私、 古今 上下の 通 情、 所謂 息む ことなき の 誠な り。 此の 一 句 至誠の 實 

を 形容す るな り。 凡そ 心の 發動、 己れ を 修め 事を處 する の 際 此の 如きと き は、 私意 

妄作 なし。 故に 己れ を修 むれば 屋 漏に 愧ぢ ず、 事を處 すれば 大學の 道 を 得。 是れ其 


扁 朱 子 諮 

菊卷 十六 

(四) 霞に 

依れ ST 「未だ 

、じの 發 する 听 

ッ： ir^ に惡に 

在りて、 陽 に 

甚を爲 して 以 

て 自ら 欺く H 

に說き 到らす。 

e し 此の 如け 

わば、 大故無 

状に して 惡に 

荩 あり、 經文 

の 本 怠に * ざ 

もたり。 所謂 

心の^す る听 

S に^に 陰に 

惡 なる は 乃. V 

是れ理 feJDS る 

"一 UK ならす、 

知らす 覺らす 


-の， 


£5 すに 心 あつ 

て詐っ て 善 も 

？て 以て. Q 

ら 欺く ものに 

**.  I 云 *f と 

あり、 .0 欺と 

ほ 理を 見る こ 

,»t 足" ざ る れん 


の 意 を 誠にす るたり。 朱說 に^: るヒき は、 善 を 好み 惡を惡 むの 徹底 致むべからず。 

是 わより 念頭 初め 萌し 動く に 於て、 其の 善 惡誠僞 由 つて 分る る 所の 幾 微を察 十 る の 

說 起る。 而 して 王 氏が 「善 あり 惡 ある は、 是れ意 動く」 とい ふの 味に 至り、 誡意乃 

H 夫 は 念頭に 在りと 爲し、 竟に學 者の 惑を累 ぬるたり。 

或 ひと、 自ら 欺く 勿れ を 問 ふ。 曰 はく、 是れ 乃ち 惡臭 を惡み 好色 を 好み、 自 謙す 

るな り。 自 謙せ ざれば 內 疚し。 是れ 自ら 欺くな り。 凡そ 己れ が 情に 從ひ 意の 私に 任 

ただち  ほしいまま  や  ち 

せて、 徑 に 行 ひ 肆 に爲 すと き は、 息む ことたき の 誠 を 以てせず して、 皆 性 を 矯め 

意 を 私に す。 故に 竟に天 を 欺く。 是れ 自ら 欺く の 謂な り。 古 を 好んで 知 を 致し、 有 

道に 正して 私 を 以てせ ざれば、 知日に 致り て 意 自ら 誡 あ り 。 

(三)  な かぞ 

或 ひと 問 ふ、 朱 子の 曰 はく、 一  私錢を 鑄て、 官 (錢) と 做して 會 ふるが 如き は、 是れ 

--、 -  § 

も1 こ ， . •  こ 

大故 無^の 小人な り。 豈 自ら 欺く の 謂た らん や。 此の 處の 工夫 極めて 細な り。 未だ 

ナな. -j  (素行) 

便ち 說 いて 粗處に 到らず. 一 と。 曰 はく、 大故 無狀の 小人より、 工夫 極細な ろに 至る 

まで、 皆 自ら 欺く より 差 ひ 来るな り。 此の 處唯だ 誠意の 說を詳 にす るの み。 

或 ひと、 獨を愼 むこと を 問 ふ。 曰 はく、 先 儒、 獨を 以て 念頭と 爲す、 是れ 乃ち 周 

四 害 句讀 大全 大學  一 三 一 


掬つ 頹っ 

す 0 卷： J 

佛六朱 


お 讚 火 全 火學  二； ニー 

せお ラ" に 子の 所謂 一 幾の 善悪 は 己れ 獨り 知る 所」 とい ふ、 是れ なり。 故に 此の 章、 功 を 用 ふ 

1- て、 な 一^的  わ. つか 

るの 耍は 愼獨の K に 在りと 爲す。 ^謂へ らく、 獨を 以て 念頭と 爲十 は、 是れ に^^ 

人惡 無狀の も 

の，. -as なるな  密^にして、 之れ を必 とする こと は 聖學の 趣に 非ず。 此の 獨の字 は 閃居獨 まま 然な 

り。 故に 朱 子  ，  あら は 

I お 1? お ら ざるの 地な り。 是れ 人の 必ず 忽 にし 怠る 所に して、 公共 底に 非ず。 或は 衆人の 

工夫 も つ け ざ  あら，. H 

わば、 阼 かの ト* に 位して 相對 する の 人な く、 或は 幽暗の 地に 在りて 露呈の 顯 なるな く、 或は 幾微 

听 にて. R 欺に 

f お H  の眇、 未だ 其の物に 及ばざる の 問、 皆是れ 私意 妄動の 起るべき 所に して、 戒愼 恐懼 

めて 微妙 f« 細  (二 

な h- とする た  すべきの 地な り。 故に 獨を愼 むと 曰 ふない。 獨の 字と、 惡，、 を惡 み奵色 を 好み、 十 

づ？^  :=: の 視る所 十手の 指す 所と、 相對 して 說く。 凡そ 獨は 私に して 公なら ず、 聖人の 道 

に 非ず。 故に 獨處靜 座 も 亦屋？ i に愧ぢ ざる を 以て 愼と爲 す。 人 常に 意 を 十！：： の視る 

所 十 乎の 指す 所に 置く とき は、 .2n ら欺 くこと なくして 其の 意 を 誠にす るな り。 

或 ひと 問 ふ、 獨を 以て 閑居 獨處. ^と爲 せば、 獨の字 太だ輕 し。 念頭 を 以て 十れば 

太 だ 重し と。 曰 はく、 是れ 何の 謂ぞ や。 聖人の 敎は、 手 を 下す こと 實 地に 於て す。 

下 節旣に 小人 閑居 ど 曰 ひて、 以て 其の 獨を愼 む を 解す。 外に 念頭の 工夫 を 加 ふれば、 

(II 一) 

全く 異端に 陷る。 朱 子の 臼 はく、 「佛 家此を 看る こと 亦^だ 精 L く， 他に 分析せ にれ 


S  «敎 に 

て、 S7 行. 

a  • 名 色丄ハ 

0  • 觸 • 受 • 

S  • 取 • 有 • 

生， 老死の 十 

二に 就き、 a 

去、 現在， 未 

来に 互る 因果 

8 も いふ 

(五) SX 

ほ！ ««! と 饲じ 

(六) 齊 未の 

の こ 

となり。 この 

^仰山 15 おと 

共に ほ 仰宗と 

穉 する 福宗の 

1 « を 開けり 

(七) S, 

IP 代 萬 « 頃の 

人、 字 は坤儀 、 

又 了 凡 e 地方 

官 として 著 政 

あり、 又 わが 

9S 秀吉 sb 

も 15 つの 時、 

明廷 にあ h- て. 

S 策す る 所 多 

し。 ©、歷史， 

诧 ： 人文に 

精し く  5P\ 服 

せり： 歷史囊 


項數を 得る こと 4 一し。 相 ニ因緣 ありと 1K ふが 如し。 只 だ是れ 一 心の 發 なり。 便ち 他 

(五) 

あまた  るち ^ う 

に 推し 尋ね 得られ、 許 多 察し 得來 りて 極めて 精 後な り。 叉 所謂 流 注と いふ こと あり。 


想 ふに 他れ 最も 這 个を怕 る。 所以に 潙山禪 師が云 へ らく、 『某 禪に參 ずる 幾年に ,モ 

か 了らん。 今に 至りて 曾て 這の 流 注 を (斷 ち) 得ず』 と 。一 是れ 等の 朱說、 佛 家を以 

て 精 徵と爲 す。 是れ獨 を 以て 念頭と 爲し來 る、 故に 念頭 起滅 の說、 異端 を 以て 精レ 

と爲 すなり。 新 安 陳氏曰 はく、 一  此の 獨の字 は 心の 獨り 知る 所 を 指して 言 ふ、 身の 獨 

り 居る 處を 指して 言 ふに 非ず」 と。 陽 明が 曰 はく、 ー獨 知な リ，. 一と。 許 敬 菴が曰 はく、 

(七) 

「此れ 神明 獨り存 して 萬 事の 主宰た る 者な り」 と。 袁了 凡が 曰 はく、  r 獨は 是れ心 

に 發す る ものにして、 人 と 接見す る と きも 亦 自ら 獨ぁ る - - と た り」 と。 是れ皆 一 念 

の 幾微に 於て ェ 夫， を 下す 。 悉く 實學 に 非ざる なり。 

. 或 ひと、 小人 閑居の 獨と 此の節の 獨の 字との 同異 を 問 ふ。 口 はく、 何ぞ 異ならん、 

相 同じき なり。 後 儒 下 節 を 以て 輕 しと 爲し、 此の節 を 以て 重し と爲 す。 故に 那れ這 

れ 分別し 來る あり。 下 節 は是れ 此の節の 解な り、 通 貫して 支 離せず。 〇 或 ひと 曰 ふ. 

中庸の 愼獨と は 如何と。 曰 はく、  ^に 一 樣 なり。 
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或 ひと 問 ふ、 王 陽 明が 曰 はく、 「凡そ 物に 應 じて 念 を 起す 處、 皆 之れ を 意と 謂 ふ、 

意に は 則ち 是 あり、 非 あり。 能く 意の 是と 非と を 知り 得る もの、 則ち 之れ を 良知と 

謂 ふ」 と。 曰 はく、 物に 應 じて 念 を 起す も、 其の 是非の 知覺、 知 を 致さ ざれば、 私 

意 を 以て 決定し 來る。 故に 是非共に 非な り。 陽 明が 良知の 說、 旣 に是れ 私意 を 以て 

其の 良知 を 定めて、 知 を 致す の學に 非ず。 故に 其の 是 とする 所 皆 己れ が是 とする 所 

を是 として、 公論に 非ず、 至說に 非ず。 是れ 乃ち 自ら 欺くな り。 凡そ 致 知 誠意 は、 

たが ひ 

大學の 大要な り。 學 者の 差、 全く 這の 裏に 在り。 

或 ひと 問 ふ、 然 らば 乃ち 子が 所謂 誠意 は、 悉く 事物の 上に 在りて * 心意の 裏面 を 

論ぜざる やと。 曰 はく、 心意 を 論ずべき とき は、 心意 を 論ず。 事物の 上 を 論ずべき 

とき は、 事物の 上 を 論ず。 必 とする ことなく、 期す る ことなし。 何ぞ 比の、.： ： 意の 裏 

あてに する 

面を必 とせん や。 凡そ 意の 發 動して 物に 應 ずる、 其の 思慮 事業 誠 を 以てすれば 定則 

を 得、 誠 を 以てせ ざれば 情に 任せ 意に 從 ひて、 妄 作し 來り、 認めて 以て 是非 を爲し 

造 爲を爲 す。 其の 中る も 亦 偶-中る なり。 豈唯だ 念頭の 工夫の み を 以て 味ひ來 らん 

や。 〇 或 ひと 曰 はく、 念頭 早く 知る とき は 是非 速に 制すべく、 已に發 するとき は 制 


しばら  そくたい 

十る こと も 亦 速たら ざらん か。 曰 はく、 心 は是れ 活物に して 少 くも 塞 滞せ ず 故に 

念念 相績 ぎて 相 止まず、 其の 意^ 萬變に 亙る、 亦 制すべからず。 只だ發 して 物に^ 

ずるの 際、 尤も 眞. むべ し" 故に 念念 思慮 底、 詳に 致め 具に 盡 して 其の 知る 所 を 致し， 

發 動の 意志 をして 他に 至ら ざら しむ。 是れ知 至って 而 して 后に 意 誠 あるな り。 何ぞ 

念頭 を 制し 其の 初 を 防がん や。 知 至ら ざれば 是非 を 知る こと 正しから ず、 其の 發動 

を 制する こと 亦 ife す。 人の 意 は 皆 平 曰 知識す る 所 に^りて 發 動す。 智 mi 不肖の 

た  けんが ふか せつ  C 

應接 悉く 然り。 聖人、 知 至り 意 を 誠にす るの 敎を垂 る ^牽 合假說 せんや 

或 ひと 問 ふ、 知 至の 論に 及ばざる は何ぞ や。 曰 はく、 此の 一節 皆 致 知の 義 なり.。 

自欺自 謙 は 好 惡の實 たり。 獨を愼 むは、 是れ致 知し 来って 而 して 後に 分明な り。 或 

ひと 曰 はく、 然 らば 乃ち 叉 誠意た きに 似たり と 。曰 はく、 自の字 ニぉ の 字 は 皆 意の 

字に 當る。 t れと曰 ひ 謙と 曰 ひ 愼と曰 ふ、 是れ誡 なり。 

或 ひと 問 ふ、 凡そ 事 を！： す、 其の 思慮 如何せば 是れ 誠意 ぞゃ。 曰 はく、 平日 知 を 

i むれば 事情 習慣して、 意の 發動 i 一 s の 裏面に 在リ。 是れ知 を 致し 意 を 誠にす るたり- 

其の 事の 未だ 詳 ならざる や、 必ず 私 を 以てせず して、 誠 を 以て 之れ を 推して、 已む 
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こと を 得ざる の 則を定 む。 是れ 其の 誠意な り。 然ら ずして 或は 私 知 を 先にし、 或は. 

詳に 致め ずして 其の 事 を 作す とき は、 知らざる を 以て 知る と爲 し、 强 ひて 造作し 來. 

る。 是れ自 欺な り。 平日 知 を 致む る こと を 以てせざる は、 是れ 獨を愼 まざるな り。 

事に 當 つて 知 を 致め ざる、 是れ自 欺な り。 

グス  ヲシ  ルラテ  ヲ シテ ニェン トノ ォ. ウテ ノ  ヌ  ハス メヲ  ノ 

小人 間居爲 1ー 不善 一 無レ所 レ不レ 至、 見 二君 子 1 而 后厭然 f 其 不善； 而著ニ 其 善； 人. N 

ル r レヲ シ ルガ ノ  ヲ  ラバ  ノカァ ラン レヲフ ァ レバ  -I ァ ラハル ルト -1  一一  ハズ厶 ノ  7 

視 L 已、 如， 見 二 其 肺肝； 然 則 何 益矣、 此 謂 誠 二 於 中 1, 形 * 於 外^; 故 君子 必愼ニ 其獨, 

uv  P0. 於 簡 反。 

間 居 獨處は 十：：：： 十手の 地に 非ず。 紙 然は消 m 閉藏 の：^  ？ あほ マ 此れ 言 ふ、 

こころ は、 小人の 不善 を爲す こと、 亦隱微 幽獨の 間に 在りて、 顯 明の 地に 於て する 

こと 能 はず、 君子 を 見て^に 之れ を 挽うて、 善を爲 すの 欺 を 以てせん と 欲す。 而れ 

ども 至誡息 むこと なく、 卒に 欺くべからず 稅ふ ベから ざると き は、 亦 何 の^か 之れ 

あらん や。 故に 君子 は 重く 自欺を 以て 戒と爲 して、 其の 獨を愼 む 所以な りと。 此の 

一節、 詳に 獨を愼 むの 戒を 論ず。 s,lifgsi。 

まさ 

或 ひと 問 ふ、 章句に 曰 はく、 r 是れ 善の 當に爲 すべ きと、 惡の當 に 去る ベ きと を 知- 


ら ざるに 非ず。 伹だ 其の 力 を 實に用 ふる 能 はずして、 以て 此に 至る のみ 一 と。 曰 は 

く、 朱 子の 「知らざる に 非ず 一 の 一句、 是れ 天性 固有の 理泯滅 すべから ざる 者 を 謂 

ふたり。 愚 謂へ らく、 旣に 小人と 曰 ふとき は、 是れ 平日 知を惡 習に 致すな り。 故に 

其の 爲す所 皆 不善な り。 善と 不善と を 知れば、 是れ 三代 直 道の 民に して、 善 を 好み 

惡を惡 むたり。 若し 致め ずして 而も 善 不善 分明し 来る、 是れ 心の 固有なら ば、 乃ち 

致 知の 說竟に 用 ふべ からず。 

或 ひと^: ふ、 此の節 甚だ 粗 底な り。 小人 は 前節と 同じから ざる や 否やと。 曰 はく 

朱 子 も 亦 此の節 を 以て 粗 底と 爲す。 故に 上 節 を 以て 工夫 極めて 細な りと 爲十。 愚 謂 

へらく、 小人 閑居して 不善 を爲す は、 是れ 私知妄 作に して 益友の 輔けを 得ず、 ^聞 

えんぜん 

の 知 を 致さず、 悉く 己れ に 任せ 情 を 直にして 自ら 欺くな り。 故に 厭然 レーして 其の 不 

善を椽 うて 其の 善 を 著 はす。 是れ 自ら 像から ずして、 此の 僞 假を爲 すに 至る たり。 

こ チ や A 

此の節、 前節 を 細に 解し 来り、 謹 獨の說 愈-明かな- o。 

或 ひと 問 ふ、 此の節の 獨の 字、 「中に 誡 あれば 外に 形る る」 より 言 ひ 得る とき は、. 

念頭 を 指す に 似たり と。 曰 はく、  ^を 慎む は是れ 自ら 欺くな きたり。 自ら 欺く たき 
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•  とき は、 其の 意 を 誠にす るな り。 此の 獨の字 乃ち 閒居 獨處 の獨、 幽閉 幾微 の^たり 一 

君子 は內に 省みて 疚しから ず、 屋？ i に愧ぢ ず。 是れ 人知ら ざるの 地、 旣に 工夫 を^ 

し 其の 知 を 致し、 以て 愧づ る處 なきに 至るな リ。 必ず 念頭 を 指す に 非ざる なり。 

ハク  ノロ ル  ノ  ロス  レ タダシ キ カナ 

曾 子 曰、 十： 0 所 レ視、 十手 所, 指、 其嚴 乎、 

十 十手、 共に 視 共に 指す は、 是れ至 公に して 欺くべからず、 故に 其れ 厳しき かな 

と 曰 ふ。 嚴は 端正の 貌 なり。 言 ふこ ころ は、 己れ を 修め 事を處 する の 間、 其の 私 を 

i! れ ざる こと 此の 如きと き は、 怍愧 すべき 所な し。 是れ 至誠 息むな きの 道、 更に 私 

日 は，、 、「此れ 意 妄動な しとな り。 此れ を 引いて 以て 誠意の 實を 明かに するな り。 

も 引きて 以て  二)  . 

トー 文り？ は W  或 ひと、 章句の 說を問 ふ。 曰 はく、 朱 子、 善 惡の挽 ふべ からざる を 以て 之れ を 解 

力に す pi ュ  •  . ；、： 人 

g の 中と 雖 5、 す。 此 は是れ 上文 「人の 己れ を視る こと 其の 肺肝 を 見る が 如し」 の 意 を^く るな り- 

而も 其のお： 惡 

^  愚 謂へ らく、 十目 十手の 字 は自欺 • 自慊 • 愼獨 等に 對し來 る。 甚だ 其の 一一 n 切なり。 

さる x-i:£ え  (二) 

如しと。 畏ズ 1  か  たい ゑつ  かみ 

べきの 甚 しき 聖人の 道 は 其の 公共 底なる、 夫の 天地 鬼神に 對 越す。 之れ を 臨めば 上に 在り 之れ 

なり」 と あり  ただ 

(な 2。 M  を 質せば 傍に 在りて、 炳然 たり 森然 たり。 故に 古今に 通じ 上下に 達して、 百姓 相 由. 

に こ^ 5 昧 i  たが 

，めて 差 はず。 是れ 明德を 明かに するな り。 其の 知 を 致すな り。 意 を 誠にす る こと > 


(三) 朱 子 重 

類卷 十六 


S) 尹淳、 

宋の牛 頃の 人、 

程 伊川の 門下。 

金の 来寇 に^ 

し、 主 戰の硬 

論 をな す。 後 

退いて 和靖 遼 

士と稱 す。 論 

語， fee  S1  ノ問 

答、 和 精 集 等 

の 著 あり 


此れ を 以てせ ざれば 標的た し。 此の 一節、 曾 子 曰 を 文の 上に 置き、 以て 誡 意の 極 を 

詳明 するな り。 若し 是れ 人の 見ん こと を怕 ると 爲 さば、 甚だ 卑淺 底な り。 故に 朱 子 

(三) 

曰 はく- 一十 目の 視る所 十手の 指す 所 は、 是れ 人の 見ん こと を怕 るるに あらず 飞 蓋し 

人知らず と雖 も、 而も 我れ 已に 自ら 知り 自ら 是 とす、 甚だ 惶 恐し 了るべし」 と。 是 

れ朱 子、 我れ 已に 自ら 知る を 以て 說を爲 す。 然 らば 乃ち 又傳の 正解に 非ざる なり。 

或 ひと 問 ふ、 子が 說に 因れば、 嚴の字 安から ざるに 似たり。 曰 はく、 嚴は 是れ私 

意 臆說を 以てせ ざるの 義、 乃ち 端正に して 欺かざる ことなり。 嚴の字 を 以て 畏 るべ 

おそ 

しと 爲す とき は、 人の 視指 を怕れ しむる の 謂な り。 尤も 親切なら ざるな り。 

富 潤 レ屋德 潤， 身、 心廣 體胖、 故 君子 必誠， | 其 意 一 0, 

しるし  •  あんじよ  ゆたか 

此れ 誠意の 験を說 いて、 以て 此の 章 を 結ぶ。 胖は、 安舒 なり。 心廣 く體胖 なる は、 

5 ち  そと うる ほ  うち み 

是れ自 謙な り。 言 ふこ ころ は * 財 中に 積む とき は 屋外に 潤 ひ、 誡 中に 充 つると き は 

そと  こころ  じょたい 

身 外に 潤 ふ。 意に 私に 爲す ことなき とき は、 心 廣大寛 平にして 體 常に 舒泰 なりと。 

是れ誡 意の 極、 其の 效驗 此の 如し。 

或 ひと 問 ふ、 尹和靖 が 曰 はく、 「心廣 く體胖 とい ふ は、 只 だ 是れ樂 しむな り」 と。 

四書 句讀 大全 大學  .  一三 九 


四書 句證 大全 大學  一 四〇 

こ 5 ち  つ  (素行) 

伊川の 云 ふ 、「這の 裏、 樂の字 を 著く る こと を 得ず」 と (如何)。 曰 はく、 朱 子 之れ に 

答へ て 曰 ふ、 「是れ 其の 樂 しむに 勝へ ず」 と。 換謂 へらく、 只 だ心廣 く體胙 なるな り。. 

內に 省みて^ しからず、 屋 漏に 愧ぢ ざると き は、 心 物に 礙ら ず、 體 物に 屈せず、 常 

に 萬 物の 上に 仲ぶ るな り。 尹 氏は但 だ心廣 く體胖 なりと いふ 一句 を 長 吟 して、 以て 

大學の 極と 爲す。 是 れ和靖 が 質に 相 適 ふの 句 なれば なり。 知 至りて 意 誠 ある を 以て 

せ ざれば、 心廣 く體胖 なる を 得ず。 尹 氏 は 高 過して 實地を m まざるな り。 

右の 傳は誡 意を釋 す。 

致 知. 誠意の 二 章 單 擧ぐ、 蓋し 大學の 要條 此の 問に 在れば なり。 故に 傳今 おれ 

を詳 にす るな り 。 

或 ひと、 陽 明が 古本 大學の 序に 「大學 の 要は 誠意の み」 と 曰へ る を 問 ふ。 曰 はく、 

王 氏 古本に 從 つて、 謂 二 知 之 至 一也に 迄る まで を 經と爲 す。 經の 次に 此の 章 あり。 故 

ひとへ.  まと 

に 單に誡 意を標 として 以て 大學の 要と 爲 せるな り。 ^謂へ らく、 誠意 は 大學の 要な 

ら ざるに は 非ず。 而れ ども 其の 要なる を 以て 此の 章を經 文の 下に 序づ るに 非ず。 是 

くかん  ここ  二  II) 

れ 古本 錯簡 ありて 此に 至れるな り。 程 朱の 說に 因れば、 明德を 明かに する の傳 より 


おの K 

た 作の; 
b 法 一 


出 


上つ 詩づ大 


—詩: 


M 第 ：- 一章 を 止  須 らく 次序し 來 るべ し。 然れ ども 今 鄙見 を 以て 遽に 古本 を 更正 十 る も 亦皇長 あれ は- 

^^の ST  ^. 

只だ舊 本に 從ひ、 次序 を 以てすれば 又 此の 如し と 覺 る ベ きなり。 

t 格物致^の 

W も 閼文 とし 

メ て 第 六 ©1 -- 

わ む 二 ハク ミ レバ ノキ イク ヌ" ョク チケ イイ タリ リ t クル  ク セッス ルガ ク サス ルガ クタ クス ルガ タ マス ルガ シック" 力 二 

0^0 詩 云、 瞻二彼 洪澳； 茶 竹 猗猗、 有ニ斐 君子 一 如レ切 如， 磋、 如， 琢 如， 磨、 瑟兮僴 

#齊1 二.^'  タリ カク タリ ケン タリ  リ タル  二  カラ ヮスル  ク ス ルガ シ スル ガト ハ ィフヲ  ク ス ルガ シ ス ルガ 

： ■ 兮、 赫兮 哈： 兮、 有， I 斐 君子.； 終不， 可， 誼 兮、 如レ切 如， 磋者、 道， 學也、 如， 琢 如， 磨 

者、 自修 也、 瑟兮 阆兮 者、 慄也、 赫兮啶 兮者、 威骸 也、 有ニ斐 君子； 終不レ 可" Fp> 

が、 ^  HlxKIl 、ル ヲヒ i き1、 .«、 於 六 反、 茶、 お 作ン ts、  0. 叶き 音 IT  F,  ^に ス、 &.  4 作 ヒー 一一-、 

ネ 二お 1 お ま J^^vf  諠、 詩作 レ諼、 * 況晩 反、 恂、 郾氏讀 作 レ鲑. 〇： 通^ 吳氏程 曰、 喧諠 *w 

^反、 上 從レ詩 則况晚 反、 音 is:^ 與 

レ 陬ー筒、 下 音 親、 作 II 况 * 反！. 

§  & いく  き  いく  いい  5) 

朱 子 曰 はく、 「詩 は衞風 洪澳 の篇、 汛は 水の 名、 澳は隈 なり。 猗猗は 美 盛の 貌。 與 

X  )  o つ 新 安 陳氏曰 はく 、此れ 詩の 六義に 於て 興に 霎す。 も； PI り ちる il^  4 よつ 薪 ^ュ 

ん—  C て 興 も 起して、 W て^の 武 公文 あるの 君子なる こと を 美^。 も^ ^まる ま ^^^5^9 

たくつ ゐ さ く  さ リ よしやく 

てし、 琢は椎 鑿 を 以てす、 皆 物 を 裁して 形質 を 成さし むる たり。 磋は鶬 錫 を 以てし 

つち Q み  ：  やす B- 

SIBISIS お 磨 は 沙石を 以てす、 皆 物 を 治して、 其れ をして ら 

L むる たり。 骨 角 を 治す る 者 は旣に 切りて 復た 之れ を硗 き、 玉石 を： m する 者 は、 旣 

に琢 して 復た 之れ を 磨く。 皆 其の 治す る こと 緖 ありて 益； 其の 精 を 致す こと を 言 ふ 
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讃大全 大學 


； ^ 


二)  ^の S 


一宗の 


頃 治 8 

ゃ卜 や 


他 著述 多 


(二) 大 i 

.5? に出づ 


た 


&と 琢と^ 是ゎ 治す るに 端^ ある こと- 磋 D,M^»  ^itf  识密 は： gs- な. りざんな 

麽とは suf 其の Is も 致す ことな b  。を はき 密 のお は定 毅の貌 ^c  ^^^f^^ 

朱^^^  く、  ，s 、ネ は、 きと 寬 火と 訓む。 某、 經 子に 載す る 所 か 看る に、 或は 小に 從ひ 或は 才 ぽ ば t 

に從 つて 同じから す。 然れど * 锊武毅 の^ある も 云 ふ、 所以に 某が 注 中^に K 殺 を n て 之 ^ き； ムふレ ^吖 は-, 丄 ュにハぶ 


大の貌 な 


雙峯^ 氏 5! はく、 宜 《 は 赫のネ XJO  £ 

SI 盛大 は 啶の字 を 釋す： ^は 忘な り 道 は 一一 一一 口な 


學は講 お 討論の^ を 


め-^とま齊^；ぃ：^ム门っカ。 ：迚考 に、 演 陽 許 氏 曰 はく Tff 習 討論 は旣に 之れ も fi じ、 父 之れ な^ 50 し、 « 

[f  f  ノ  タ -5; マ。 H た 之 わち； srn 論す。 之れ を 言 ふこと 稗密 なり C 省 は是れ 内， リり群 W す」 やに— ぷ 


わ &々^ r プ 一，. プ I  J/ し * 

る こと、 治と は 之 わ も. 平ぐ る 


o まり.. しわお だ^な" VJ る ある.^ 求む るな り。 克は 勝^ 去 ^.^KU^^H クフ： o 长户曰 

「.？ ぐるぐ と。 此れ 其の 不善 を 去って" て 善に § ふ ^ り。」 忭 おは 戰き ffi るるな り ^く^ 

iro: ク：. 1、 鄱氏讀 みて 峻と はす， 某 始は此 わ 只 だ 「f たれ 恂拘 如たり 一 の 洵 を：； ふ、 W ぞ必沪 しも 比ハ， s. 

r:  ^-十 か 摘朴 に々 び、 所 is 「木に 跽 わば In 慄恂 す」 とい ふ も 見て、 然る 後に 節 氏 ゆ 音當れ りと な丄 


ク^-.^. I  4  クな くんに 八 i  £  0^ 

i 郾 氏の 音當れ h 'とねす を 知る と" & に Kp- 

威と は、 衣 S を 正し 瞻視を 尊く し、 凝 然とし こ-;"^ んひ 

JC 徒らに^ 猛 を 事 i する にまざる のみ。 儀と は；！； お 

ぶお 飾ち.^ とする に * ざるの み。 〇 新 安 陳氏曰 はく、 威あって 畏 るべき、 之れ か 一  1 , こ 

- 象るべき、 之れ か 一儀と ^ ふ。 ん-懊 。語に 本. T  く" 咸蓥 の实、 外に 形 はるるな り。 as へ にく 此 


るべき なり。 儀 は 象るべき なり 。」 00^ 

^に 中る こと。 

威と ふ。 儀 ふ 


れ お を 引きて 以て 至 善 に 止まる こと を 明 4魏 謂 かにす るな り。 一一 目 ふこ こん は > ^よ 

り 精に 至り、 內 より 外に 至り、 已れを 修めて 以て 人 を 安んじ、 而 して 後に^ の-や： と 

謂 ふべき なりと。 s 磋 琢磨 は- 學の始 あり 終 あるな り。 瑟僴 赫^ は、 敬嚴 の： ^に 著 

はれて、 則り^る べきに 至るな り。 其の 盛德 至善 然の 如くして、 而る 後に：^ 皆 之れ 

を 仰いで、 忘る ベ からざる の 歎美 あるな り。 朱 子の 臼 はく、 「以て 明德を 明かに す 

る 者 の 至善 に 止まる こと を 明かに する まり」 と。 


(三) 大尝 

問 


§ 大 sfs 

句 

(五) 文 王， 

iK 王 


或 ひと 問 ふ、 此の 詩 を 以て 至善に 止まる の 傳と爲 す は何ぞ や。 曰 はく、 至善 は搴 

物の 善 其の 極に 至る の 名な り。 旣に 切して 復た 之れ を磋 し、 以て 其の 沿澤を 極む。 

旣に琢 して 復た 之れ を 磨し、 以て 其の 精細 を 極む。 是れ 其の 骨 角 玉石 を 治す るの 至 

うち  あら は 

れる なり。 誠 敬 中に 存 して 宣著 外に 見れ、 斐 然として 章 を 成す、 人以 干-忘る る 能 は 

ず。 是れ 德容の 至れるな り。 故に 此の 詩 を 取って 以て 至善の 道 を 明かに する たり。 

或 ひと 問 ふ、 切磋琢磨、 何 を 以て か學問 自修の 別と 爲す やと。 曰 はく、 朱 子の 曰 

S 

はく、 一 骨 角 は 脈理尋 ぬべ くして 切磋の 功 易し。 所謂 條理 を始 むる の 事な り、 玉石 は 

^全 堅 t にして 琢磨の 功 難し。 所謂 條理を 終る の 事な り. 一 と。 朱說 大いに 得たり。 

詩 云、 於戲前 王不レ 忘、 君子 賢 H 其 賢 一 而親 II 其 親； 小人 樂ニ 其樂〗 而 利- 1 其 利 一 此 以 

^Tmk 也、 | 露，、  * 

(S5  し ラレよ 5  あ あ  (五) 

朱 子 曰 はく  > 一  詩 は頃頌 列 一文の 篇、 於戲は 歎辭、 前 王 は 文武 を 謂 ふなり。 君子 は 其の 

後 賢 • 後 王 を 謂 ふ。 小人 は 後 民 を 謂 ふなり」 と。 愚 謂へ らく、 其の 賢 を 賢と す、 故 

に 遺賢な し。 其の 親 を 親と す、 故に 子孫 能く 保つ。 其の 樂を樂 しむ、 故に 民 其の 所 

に 安ん ず。 其の 利 を 利と す、 故に 民 其の 利を享 く。 是れ 天下 後世 をして 上下， 其の 所 
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き 王 詩 章-g 

云 '. 3C も] w 

' i'mm 朱 

h'i  n  -：  j  - 
信 文章の 


二) 大^ af 

(二) 元の 人、 

金 Bfir 字 は 

も：： 甫、 周 程の 

^を J$T ひて 名 

，なり。 朱の 

被 亡に 畲し返 

いて^ 述を^ 

とす。 大^ 疏 

^ . 仁 山 文 免 

その他 名 あ 

り。 な 山 は 仰 

止し景 行 は 行 

止す i は 詩^ 

小嚇、 車^の 

に ^づ。 止 

の 字 は t 味な 

き 添 {i にして、 

But は 大道の 

こと 

(15 周 代に 

於け る 百^の 

土地の こと e 

井 は 井田の こ 
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を 得ざる たからし む。 故に 世を沒 りて 而も 人 之れ を 思慕して、 愈！ 久しう L て 忘れ 

ざる 所以な り。 至善の 道 は 他な し。 是れ 善是れ 至りて、 得て 稱 すべきな きのみ。 朱 

子の in はく， 「此れ 前 王 民 を 新に する 者の、 至善に 止まる 所以 を. マ：： へるな り」 と。 

(ニブ 

tH^ih-u はく. 其 € も S とすと は、^ 山 は. ra: 止. L 、景行 は 行 止す る ごとく、 其 の 德を^ ぶな り。 其の 親 を^と すと よ、 

其の^ぶ 所 も 敬し、 其の 親 t む 所々 ％L、 其の 賢に 象るな り。 其の 樂 I み も樂 しむと は、 虱 く 俗お に、 上^に じド 順にし 

せ. S 

て， 其の 遺 化^ 樂， L むな h-。 其の 利 も-利と すと は、 井 を 分ち、 

^ん. やけ、 居に 安んじ^も 樂 しみ、 其 e 餘^ に汴 するな り。  • 

(三 j 

右の 傳は至 善に 止まる を釋 す。 

或 ひと 問 ふ、 此の 二 節、 程 子 は 之れ を卒の 章の 中に 置き、 朱 子 は 止, 一 於 信 一の 下に 

つづ 

屬く。 今 唯 だ 此の 二 節 を 以て、 至善に-止 まること を釋 すと 爲す は何ぞ やと。 ：：： はく、 

つ-つ I 

朱 子 は 以て 文意 屬 かずと 爲す。 竊に 案ずる に、 舊本は 誠意の 下 此の 二 節 あり。 二 節 

の 謂 ふ 所 は、 皆德 化の 至、 內 より 外に 及び、 今より 後に 及び、 以て 人相 安ん ずるの 

極に して、 旣に 至善の 語 あり。 故に 此の 二 節 を 以て 至善に 止まる と爲 すなり。 章句. 

は 詩 云邦畿 より 止 二 於 信 一に 迄る まで、 此の 二 節に 合せて 一 章と 爲す。 是れ 止の 字に 

泥め るな り。 學者詳 に 味って 而 して 後に 其の 實を 知る ベ きなり 。 


(五) 章句に 

出. つ。 E-* "は 

書經 にあり 

(六) * 元， 

字 は存 仁、 金 

華の 人、 元 末 

_s_w に展 る。 


ろけ、 明朝に 

用 ひら わて 諸 

皇子の^と な 

り 後 祭^に 權 

でられ、 文教 

^ 事 ぁづ から 

ざるな し、 後 

as 死す。 富き 


金 華、 恐らく 

はこの 人 か 

(七) 章句に 

出づ。 大甲は 

^經 の笃名 

ス) 隋の陸 

法 言の 撰した 

る 韻書の 名な 

り。 後 唐 韻と 

每 する に 至る 

(九) 朱 子 語 

類卷 十六 

( 一 〇) 靈 

US 公 篇 第五 


(誥 曰、 克明, 德、 

朱 子 曰 はく、 一康 誥は周 書 e 克 は 能な り」 


* 子 曰 はく、 此ので 0 字、 能と おすと！^ も * 然も 能ん 

に 比すれば 力 あり" 2BS 許 氏 曰： Lr 、、せおに g, ノ 武土， 

f  J、l 


朱 子 曰 は：、 常 

に H: る こ. 0 之れ 


弟の * お を衛に 封 じて、 之れ に吿 ぐる。 書な be 克， -德を 明かに すと は、 文 王の 能く 其の 德を 明かに する こと 

も 言 ふなり" 之れ を 引きて 明德を 解す" 克の字 力 あり、 明の 字 は卽ち 上の 明の 字、 德の字 は s 德の (-r ズ 

大甲 日、 顧， ー諼 ヂ〕 之 明，^  ^ 

.  (七)  み 

朱 子 曰 はく、 一  大 甲 は 商 書」 顧 は 常に 目る こと 之れ に 在る を 謂 ふな 

に 在りと お、 古註の 語、 めて 好し。 一^ 此に ft り、 惟 だ 人の 涂 是 ま. t りご」 m  ，  o 古の 是の字 兌 

み 去る も 恐れて、 g の 眼 常常 g る こと 此に 在る が 如きと たり 輩 は 獲 ほ说 のこと きた，？ の說" 從ザ す 

は 曰 はく 審 なり」 ussgs な， と。 天の 明 命 は、 明 德の本 原 * 天の 大德、 至 公 至 明 

なり。 常に 顧みる に 之れ を 以てすれば、 其の 德 とする 所 私な 


矢- 子 は 曰 はく、 顧^ は、 S 

れ めれ を 看るな. 9C 目る こ 


i 在. 9i は、 是れ目 之れ を存 すと いふが 如し、 常に 此の 理 ある を.^. 9 得るな. 9。 是れ 親しく  K もて 看.，？ にあ. りす - , 

其の 前. LS はるを 見、 ®: に 在る と き は 其の 衡に 倚る も-見る、 便 ち 是 れ這の e 樣、 只. だ 常常 提 is レて這 の 裏 こ 在り、 れ % 

* じ  ていせい 

昏 味し 了ら しむる ことなき を耍 す。 子， は 常に 孝 も 一見 得し、 父 

は 常に 慈ち 見得し、 國 人と 交 はると き は、 常に！ 1:15% 見得す と" 

或 ひと 問 ふ、 章句に 云 ふ、 「天の 明 命 は、 卽ち 天の 以て 我れ に與 ふる 所に して、 我 

れの 以て 德と爲 す 所の 者な り」 と。 曰 はく、 朱 子の 或 問に 云 ふ 、「人 は 天地の 中を受 

けて 以て 生ず。 故に 人の 明德は 他に 非ず、 卽ち 天の 以て 我れ に 命ずる 所に して、 至 

よ つげん 

善の 存 する 所たり。 是れ 其の 全 體の大 用に して、 蓋し 時として： n 用の 間に^ T 見せ ざ 
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章に m づ 


( 一 ) お 土 の 

各、 この. 土、 

s 一  代^: 上の 

制 に 從 はや S1 

おたり-、 故、 

<Jl* 相 伊 尹が 

一 度橺 g に 返 

け， その 過な 

悔 ゆる も 待ち 

て- 冉び 泰 じて、 

失 王^の こと 

を淳々 it- て 

^きて 諫め 敎 

へ しな h- 

(■:) 章句 

(15 この 1 

.wiAW に據" 
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るな し」 と。 是れ明 命 を 以て 天命の 性と 爲す、 宋 |1 の 所謂 固有 底な り。 ^謂へ らく- 

お 者の 聖賢 必ず！ K を 以て 道を證 し、  天 を 以て 監と爲 す。 是れ 道の 大原、 皆 犬 地 を以 

て 準則と 爲 すなり。 道 は 天 を 以て 準則と 爲さ ざれば、 乃ち 其の 指す 所 正しから ずし 

て 明かなら ず。 所謂 明 命と は： 天道 明白に して 隱 すべから ざる 底、 道の 大原 なり。 

故に 時として 顧みざる なく、 以て 準則と 爲し、 其の 私 を 去る。 是れ 乃ち 明德の 謂な 

り。 顧の 字 は戒愼 恐懼の 意を存 す。 天の 戒を思 ふなり。 此れ 伊 尹が 湯の 事 を稱 して _ 

以て 太 甲を敎 ふるの 辭 なり。 故に 曰 はく、 「先王 諶の 天の 明 命 を 顧る」 と。 

帝 典 日、 克明，, 峻德； |レ、% 

朱 子 曰 はく、 「帝 典は堯 典處 書、 峻は大 なり」 と。 言 ふこ ころ は堯 能く 其の 大德を 

明かに すと なり。 

皆 自明 也、 

二  5 

引く 所の 書 を 結べるな りと。 言 ふこ ころ は、 明德を 明かに する は大 學の惣 要、 修身 

より 平 天下に 至る まで 以て 之れ を ^通す、 而 して 三 書 皆 自ら 己れ が德を 明かに する 

C ぽをー liic  な }  o  Is^i 許 氏 曰 はく、 太 s- は^の 孫の 名， 朋じ太 甲 立ちて 不明な り、 ^尹 害な 作り A て 之れ に 《f: ぐ、 

^  ^  s  f  Jfl 史官 題 I て 太 甲と： n ふ 帝 典 15^ や 奉 典- 克く 屹德を 明かに すと は、 史官 * の を贊 せる たり。 


v.. 引きて 明德を gf か に す る % 

ほす， - 状. 德 は^ち 德 なり" 

或 ひと 問 ふ、 皆 自明の 三 字、 明德 直ちに 己れ が 全 德を指 十に 似たり と。 H はく、 

明德を 以て 唯 だ 性 心と 爲 せば、 此の 三 字 を 以て 十る に 及ばず。 明德を 明かに 十る、 

ひろ 

是れ汎 く 大小 上下に 涉る。 故に 此の 三 書 を 引きて、 以て 終に 皆 自明と 言へ るな り。 

是れは 此れ 書に 謂 ふ 所の 者 は、 己れ が德を 明かに する の 謂な り。 而 して 下 章 新 民 を 

以て、 終に 其の 極 を 用 ひざる 所な しと 言 ふ。 是れ明 德を犬 下に 明かに する の 謂たり。 

此れ を 以てする とき は、 皆 自明の 三 字 最も 詳 なり。 

*. じ  し K い  (nn 

(2 大 * 或  或 ひと 問 ふ、 三 書 を 雜へ引 く は 序 あらざる に 似たり。 曰 はく、 朱 子の 曰 はく、 一康 

間に 出づ  . 

誥は 通じて 明 德を言 ふの み、 太 甲 は 天の 未だ 始 より 人たら ずん ば あらず して、 人の 

未だ 始 より 天たら ずん ば あらざる を 明かに するな り。 帝 典 は 專ら成 德の事 を 言 ひて . 

S 人の 時 其の 大を 極む。 其の 言の 淺深も 亦 略-^^ り 一と。 雙峯饒 氏 曰 はく、 「三 書 を 引く こ 

代. 後よ h-  ただ  (2- 

？、 に、 きお  と 先 後谕 しからざる も、 其の 辭意を 取り、 入 代の 先 後 を 以て 抅ら ざれ。 後の 凡て 詩 

も 先にして S  . 

まド、 書 を 引， t る もの 皆當に 此れ を 以て 例と すべし. 一 と。 

ぐ を W て かく 

いへ るな hv  右の 傳 は明德 を 明かに する こと を 釋 十 。 

.  ra* 句讀 大全 大學 -  一  四 七 


g 指 W 先す- f    人つ s 先??？ 代卞ニ 

多 掌 書生 。の は '； J も 生 先 ゆ はり 
し鬬 通と 舉仲胡 易と 生 
そ •. 稱 にに 虎炳 元に 云 乂者夫 部 

の大す 雲： 、文 代 通ふ康 °  、巌 

他^  。峯心 朱 、のす 。節' ぉ朵 、 
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ノ  ：ソ 二 ハク ィ ヤシク モ  一- 二 シテ 二 ナ レバ 二 ナリ 

傳 第五 章 ^之 盤銘 曰、 苟 日 新、 日日 新、 叉 日 新、  . 

たら ひ 

盤 は 沐浴の 盤に して 常に 用 ふるの 器。 ^は 其の 器に 名 じて 以て 自ら 警 むる の辭 なり。 

二う しょ ニニろ  つ 

苟は 苟且の 意 あ も n に 新に と は、 其の 始まる 所な り。 ； n  HI に 新な りと は相繽 ぐな 

り。 又 日に 新な りと は、 終に 日 新の 功 を 得るな り。 ^以 へらく、 其の 身 を 沐浴して. 

其の 垢 を 去る に は、 日 新 を 以てせ ざれば 得ず。 人 をして 其の 邪昧を 小一り て 正 明なら 

eFA 「，  ぜん 

しむる も 亦 此の 如しと。 故に 其の 盤に 銘 して、 物皆漸 ありて 其の 效を^ る こと を戒 

I  ,  かりそめ 

む。 言 ふこ ころ は、 其の 初 や 苟且に も 日に 其の 舊染を 新に して 間斷 なきと き は、 竟 

に 又 日 新の 實を 得るな り。 人 をして 其の 德に 化せし むる こと、 初より 其の 意志 誡確 

ならん こと を 期せず。 ^且 にも 唯 だ 因循して 日日 相續 ぐの 漸、 其の 終り 必ず 新 民 を 

な 

作す に 至る となり。 

( 1 ) ノせラ  かんく わい  せつ 

或 ひと 問 ふ、 新安邵 氏、 盤 を 以て 盥 額の 盤と 爲す。 切なる が 如し。 今 之れ に從は 

へ IK,r  ノ  かほ あら ひ 

(莽 fi)  (二)  ノ  たら ひ もと 

ざる は何ぞ や。 曰 はく、 雲 峯 胡 氏 口 はく 、「沐浴の 盤 は 本孔が 註な り。 邵が說 は 日 新 

.& か は  . 

の大 旨に 關 りなし と雖 も、 然も 盤の 字に 於て 或は 小 補 ありと 云 ふ」 と。 ^謂へ らく、 


.A んく わい  >  ぜ 

汴 浴の 盤と 曰 ふとき は、 盥桀の 盤 も 亦 相 包 5。 只 だ 常に 用 ふるの 器と 爲 して 是 たり。 

朱 子 は 或 問に 於て 旣に 常用の 器と 言 ふ。 邵の說 は 細碎し 了る。 

或 ひと 問 ふ、 苟の 字、 章句に 誠たり と爲 す、 今 苟且と 爲」 r は何ぞ や。 曰 はく、 朱 

二  II) 

子 n: はく、 「緊要 は 一 の苟の 字に 在り。 首 句 は 是れ學 を 爲す入 頭の 處 一と。 是れ苟 の 

字 を 以て 誠と 訓じ、 以て 初學の 志の 誡確 底と 爲 すなり。 愚 謂へ らく、 苟の 字訓 は苟 

且、 是れ 正訓な り。 誠 を 以てする は 其の 反 調たり。 此の 章の 意味、 其の 初志の 確誡 

たらん こと を必 とせず.、 只 だ少間 苟且に も、 亦 日 新の 志 ありて 相接續 し、 念念 以て 

然ると き は、 終に 這の 又 日 新の 誠 を 得る とたり。 三 句 は 上に 其の 初 を 謂 ひ、 中 ごろ 

其の 相續ぐ を 謂 ひ、 終に 其の 成功 を 謂 ひて、 首尾 連 績し來 る。 苟も 日に 新に と は、 

是 れ初來 草卒少 間の 事、 又 日に 新と は、 後 來誠實 自得の 謂、 首尾 尤も 應 ずるたり。 

或 ひと 此の 三 句の 輕重を 問 ふ。 曰 はく、 輕 重なし、 共に 相 因る。 其の 緊要 は 日 新 

に 在り。 苟且と 雖も、 日に 新たる とき は 終に 成功 あり。 其の 沐浴して 垢 を 去る 日日 

たれば、 垢積累 せず して 常に 新たり。 必ず 一朝 一 曰の 確 濯 を 期せず、 苟且 も 亦相續 

ぐと き は 此の 功 あるな り.。 

四 畲句讀 大全 大學  一四 九 


R 詩 道 K 十游衡 宏ニ^ も W 代卞 ハ^つ 二 
に 文 筝の餘 す 出 1«:  、  w せ と' 身 の は 二— せ じ 乙 

五 集 を擧年 o の を 字 り 新地 朱 仲 十 

« ぁ究 な 'こ 下 避は宋 ^ 化 J-- .>：. n t: な 

先 り も' 傳 父 と に け ィ ： の ^  * ゆ °  I：       !■  0} 

生、。 ヘ^-  ：  ® て 仲 胡 に は お >t  m 語 
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或 ひと、 章句 及び 先儒以 て 人の 其の 心 を 洗濯し て 以て 惡 を 去 るの 比 と爲す を 問 ふ。 

n: はく、 其の 己れ が德を 新に する よりして、 新なる 民 を 作す も、 亦 此の 意 を 出で ず。 

此の f 專 ら^, 民に 在り。 故に 其の 教化の 漸、 其の 序 を 得る こと 此の 如くして、 而る 

後に 成功 あるな り。 〇 或 ひと 口 はく、  ^此の 銘に 於て 自ら 警む るの 辭 なれば、 必ず 

這の 親 レ民を 以てすべ からざる かと。 IT はく、 古の 聖王 兢兢業 業と して 時として 戒愼 

恐恍 せざる ことなし。 其の 己れ を修 むる の 切なる、 亦 人物に 及ぶ の大 なる に 在り。 

然ら ずして 只に 身 を 潔ぐ する のみ を以 て すれば、 聖學 ならず して 異端の 自ら 修め て 

他人に 施さざる ものな り。 ^の 身を檢 する、 其の 及ぶ 所^だ 廣し。 豈唯だ 親， 民を以 

てす ベ から ざらん や。 故に 此の 銘は 明德を 天下に 明かに する の 意思 包括し 來る なり。 

カウ カウ 二 ハク ォ n ス ナル 7 

康誥 曰、 作 二 新 民； 

商 の 舊民 を 新に する こと を爲 すなり。 朱 子 曰 はく、 「之れ を 鼓し 之れ を 舞 十、 之れ を 

レ-胃 S, 一  し  ー0 朱 小 曰 はく、 之れ を 鼓し 之れ を 舞す る は、 鼓も^ つが 如く 然り、 自然に 能く 人 を L て 跳 舞 蹄 躍せ し 

f -.r と 一一；： 口ュ」 と む。 上の 人の：^ に 於け る、 時々 之れ を 提撕し 髮好 するとき は、 下の 觊め- 感化、 &.、  n ら：^ i の 善心 

ォ  (三) ノ 

fe-i- 起して、 cf- 已む能 はざる あるの みと。 〇 新 安倪氏 曰 はく、 易の M 辭に云 ふ T 鼓レ之 舞レ之 以て 神も遨 す」 と。 此の £ 卞を 

摘り て、 W て 作の 字 も釋 す。 〇 或 問に 朱チ： ムふ T 武 王の 康叔も 封す る は、 商の 餘尺紂 が 汚 佑に 染みて 其の 本心 を 失へ る を 以て 

たり。 故に 糜. ^の 書 を 作り、 、u て ft ぐ 7-- に 此れ を 以てす 乙な り」。 (又 或 ひと 問うて } 曰 はく、 「 孔 氏が 小 序、 康詰を W て 成-上 • 

周 公の 害と おす。 而 るに 子 は武王 を 以て 之れ を 言 ふ、 何ぞ や」 と。 (朱 r40 曰 はく、 「此れ 五峯胡 氏が 說 なり。 蓋し S て 因って 


之 i- ち f ふ るに、 其グ Gii: 睽 •  as つ！ 

式 -土 の 自 II-B た. 9 • 小！，？ の » ^く 信ずる に 足- 


寡， か 兄と i  ,、 るに- 皆 

」 と- 


(六) 服ます 

ベ き 事も绻 す。 

王 は 王道な. 9。 

應保は 和らげ 

安ん ぜ しめて 

その 听も得 L 

む るたり 


(七) 武王の 

弟 * 少 くして 

WS 君に 封ぜら 

る。 害 經 康鋈 

の篇 に、 武王 

が これに 敎へ 

戎 むる こと を 

記し たれば、 

これ を 引用せ 


或 ひと、 作の 字 を 問 ふ、 曰 はく、 朱 子が 鼓舞 振起 を 以て 千る、 尤も 切なり。 康誥 

(六 一 

や  こ  なんち こと 

に 曰 はく、 「已 みなん ゃ汝 惟れ 小 子、 乃の 服、 惟れ 王を弘 めよ、 殷の 民を應 保す、 亦 

惟れ 王 を 助け、 天命 を 宅め、 民 を 新に する を 作せ 一 と。 是れ作 は 乃ち 爲な り。 ^二 

意義な し。 朱 子の 章句に 「其の 自ら 新に する の 民 を 振起す」 と 言へ る は、 是れ民 皆 

其の 本心 を 明かに する の 謂な り、 故に 此の 意味の 說 あり。 此れ 書 は 殷の舊 民に 對し 

て 以て 新の 字 を 下す。 是れ明 德を國 に 明かに する の 意な り。 

詩 nr 周雖， 一 舊邦ー 其 命 維新、 

詩は大 雅文 王の 篇。 言 ふこ ころ は、 周國舊 たりと 雖も、 文 王に 至りて 能く 其の 明德 

を 明かに して、 以て 民に 及ぼして、 天命 これ 新な りと。 詩 を 引きて 以て 明德を 天下 

に 明かに する の義を 明かに するな り。 

(康 S 一  8)  (七 一  ： 

或 ひと、 明德を 天下に 明かに する を 問 ふ。 曰 はく、 書 を 引いて、 废叔が 明 德を其 

の 封國に 明かに する こと を 明かに し、 詩 を 引いて、 文 王の 聖德 日に 新に して、 周の 

舊民 不 一に 變 ずる こと を 言 ひ、 以て 明德を 天下に 明かに する の義を 明かに せり。 旲氏 

四書 句 a 大全 大學  一 五 一 


if 書句讀 大全 大學  一 五 二 

(1) 周 e 中 季子：： はく、 「文 王は岐 山に 興り、 豳. 邰千餘 年の 國を 以て、 一た び變 じて 之れ を 新 

52?t  ？ 、  あら は  f  . 

？ i.isl, にす。 地 は 改めて 辟かず、 民 は 改めて 聚 めざるな り。 而も 聖德彰 に 聞え 大体 滋， -至 

郃は 周の 先祖  たも  (二) 

-ぉ搜 S はき  り、 近き は： K び 遠き は來 り、 天下 を 三分して 其の 二 を 有つ。 周の 氣象煥 然として 后 

が 封ぜ られし  3,. , , 、へ  ま 

| お g|g  稷 . 公 劉の 舊に復 るに 非ず や。 故に 詩人 之れ を 美め て；：： はく、 『周 は 奮 邦と 雖も、 其 

「-) S ^始  の 命 維れ 新な り』 と。」 

祖 東の ことな  -  、ン  ル 

^は、 是故、 君 無レ 所. 不， 用 こ 其 極 一 

稷 Km) とな . 此れ.^ 文 を 結ぶ。 言 ふこ ころ は、 各.' 明德を 天下に 明かに する の 意な り。 

A-U 故に 菜な 

或 ひと、 極の 字 を 問 ふ。 曰 はく、 明德を 明かに する の義 なり。 此の 章の 新の {十、 

5 周？ 几  明德を 明かに する の 明の 字な り。 民 を 親しむ こと、 明 德を犬 下に 明かに する を 以て 

^fal へ， 極と 爲 すなり。 朱 子、 極 を 以て 至善の 謂と 爲す、 亦當 了す。 然れ ども 此の 章 毎 節 皆 

至り 又夏 の 農 

師 となりて 家  新の 字 を 以てすれば、 明德を 明かに する の 意 を 包含す るな り。 

も 中興し、 周 

^お^  或 ひと 問 ふ、 此の 章の 新の 字 を 以てすれば、 親 民の 親 は 新に 作るべき に 似たり。 

ら る 

：： はく、 先に 旣に 之れ を辨 ず。 此の 章の 盤の 銘の 新の 字 は、 舊坭に 對し來 り、 書と 

詩の 新の 字 は、 殷* 周の 奮 民に 對し來 る。 而 して 各- 大學の 道 を 明かに する の 謂に 


して、 民の 本心 を 新に する の 意に 非ず。 聖敎 日に 敷き 德 比日に： a みて、 人々 其の 處 

に 安ん 十。 是れ 大學の 道な り。 故に 此の節の 新の 字、 親 民 を證 する に 足らざる なり G 

或 ひと 問 ふ、 康誥に 「赤子 を 保ん ずるが 若し 一， と n へる は、 是れ 全く 親 民の 義に 

(《n 

合へ るに、 而も 今 取らず して 新 民 を 取る は何ぞ や。 CE はく、， 親 民の 極 は 其の 明德を 

明かに する に 在り。 故に 「新なる 民 を 作す」 を 取る。 民 を 親しむ と雖 も、 其の 極に 

至ら ざれば 親 民の 實を 得ず。 故に 此の 三 節 を 以て^ 民の 極を證 し、 終に 「其の 極 を 

用 ひざる 所な し」 を 以てす。 是れ 前章の 「皆 自明」 に相應 ずるた りん 

或 ひと 問 ふ、 引く 所の 三 節に 儉序 あり や。 曰 はく、 朱 子 CI はく 、「蓋し 盤の 銘は自 

ら 新に する を 言 ふなり。 康誥は 民 を 新に する を 言 ふなり。 文 王の 詩 は、 自ら 新に し、 

民 を 新に する の 極な り 一 と。 愚 謂へ らく、 盤の 銘は、 明德を 明か. にす るの 間斷た き 

を 言 ひ、 以て 己れ を 修め 百姓 を 安ん ずるの 道 此れに 外ぎ ざる こと を 明かに し、 次に 

書 を 引いて 以て 明 德を國 に 明かに する を 言 ひ、 次に 詩 を 引いて 以て 明德を fK 下に 明 

か に す る こ と を 言 ふなり。 

右の 傳は親 民を釋 す。  人 
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傳第六 章 云、 邦畿千 虽、 惟 民所レ 止、 

( 一 )  しゃう しょうげん てう 

(1) ナ 4 章  朱 子 n: はく、 「詩 は 商 頌 玄 鳥の 篇。 邦畿は 王者の 都な り。 4- は 居な り。 一一-::: ふこ こ 

らま、 i  ^ こ lu  t./  3  .-I  ^-Mb  5 ぶ... >  一し-。 氏の 曰 はく、 王者の 居る 所、 地、 方于 里、 之れ を 

ろ は ^-名 せ a に，：：：； まる》 き 氣 あるな り」 と 王 幾と 謂 ふ。： 大 下の 中に 居りて、 g! 方の 人 環視し 内に， M 

ひて、 ^其 € 地に歸 止せん と 欲する、 倂ほ 事に 至善の 

ffl- あり て、 人の 當に之 れに 止まる ベ きが ご ときな り。 

^云、 雲 黄鳥、 氺ー 于丘 隅； 子 门 、於， 止 知， 一 其 所 i、 可 ニ以乂 而不， 如レ鳥 乎、 S 

(二)  せう が めんばん  しん 5 つ  t、  f〜 

朱 子 n はく、 「詩 は 小 雅總蠻 の篇。 縦蠻 は、 鳥の 聲、 丘 隅 は岑蔚 の處。 f, ，ゝ gfe 

氏 曰 はく、  土の； 咼きを 丘と 曰 ふ、 隅 は 丘の 一角の 峻處を 謂 ふ。 山 SLrr 'よ. -ゾ、 に. H、 し S1J 七.^  ^、り よ 

^"にして 七森蔚 たり、 &諧林 茂りて^ の 歸 る こと を 知るな り。 MJP はくお T は 孑 ザ^ を設 くの ss^ 

り。 首 ふこ ころ は、 人當に 止まるべき 所の 處を 知るべし となり。」 ト 1:^. 

たと 

きに 比 ふ。 重き こ 

と 知の 卞に 在り。 

-I ハク ボタ ポク タル  ァ アツ イデア キラ カー 一 y ル トイ ヘリ ッテハ ノト マリ 二  ヅテハ ノト マリ 二  ヅ テハノ 

詩 云、 穆穆 文 王、 於锊 0 敬 止、 爲 一一 人君 1止 二 於 仁； 爲 M 人臣 一止 二 於 敬； 爲 二人 

子； 止，； 於 孝； 爲， 「人 父 一 止 二 於 慈； 與， | 國人, 交 止， 一 於 信； l^v 

詩 は 文 王の 篇。 穆穆は 深遠の 意。 s^lsf^ 麵 ssss、 於 は 歎美の 辭。 糾 は繼績 

*, ^て ざる ことなり。 熙 は 光明な り。 敬して 止まる と は、 其の 敬して 能く 止まる 


〈- -  ::-•?-、，：  f に ベ ¥ぁ にして 博 ^ 罪たり" ^は せへ ^  ^ を ^して； IHI ハの這 を，^ 「す た り < 

ネは能 く 父母に 事 ふるたり。 慈 は 恩 を 厚く するな り。 信 は實を 以てする なり。 言 ふ 

こころ は、 詩 を 引いて、 文 王の 克く 其の 德を 明かに して 敬して 止まる こと を稱 へ、 

(E)  (五) 

お) 仁 敬 孝  以て 五 つの 者の 止まる 所に 及ぶな り。 朱 子 曰 はく、 「五 者 は 乃ち 其の 目の 大 なる 者な 

り。 學者此 に 於て 其の 精 微の蘊 を 究め、 而 して 又 類 を 推して 以て 其の 餘を盡 すと き 

おく  、 ち 

； i に、 天下の 事に 於て、 皆 以て 其の 止まる 所 を 知る ありて 疑な し | と。 111^ 曰、^ 一 〔お 

^す  (朱 子)  ； 

の 止ち 一：：； て^ K の 辭と爲 す。 而 して 此の 書に 於て、 又 以て 止まる 所の 義と S3 す。 何ぞ や。 II 曰 はく、 「古人^も 引きて 

章 を » つ、 或は 姑く 其の 辭を 佶り て、 以て 己れ が 意み-明 かにす C 未だ 必す しも 皆 本文の 義 を 取る にあらざる なり。」 

(七) いくば 

^ し f:  ^ひと 問 ふ、 仁 は 是れ仁 聖の仁 か。 曰 はく、 仁 も 亦 幾く 多般 あり。 而 して 敬 孝 慈 

IL 口に 對 して 之れ を說 くと き は、 乃ち 寬 仁愛 惠の 意に して、 博く 施して 衆を濟 ふに 在 

り。  . 

或 ひと 問 ふ、 敬 は 是れ禮 か。 君に 事へ て 禮を盡 す.、 是れ 敬た る や。 曰 は〜、 禮は 

ヽー、 \  J^irc  ^  ふり/一 

喪服 E 制ゲ篇 事を處 して 節-に 中り、 敬の 發 して 應 接する ことなり。 敬 は是れ 恭敬 戒慎して 詳に盡 

に 曰 はく、 「門 

^. すなり。 凡そ 禮と 口 ふとき は 全備の 名な り。 敬は是 れ詳愼 なり。 

^-12  t  或 ひと、 慈 を 問 ふ。 曰 はく、 是れ恩 を賊 はざる ことたり。 門 內の治 は、 恩、 義を 
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掩 ふなり。 父子 善を實 むる とき は 必ず 恩を賊 ふ。 故に 慈 を 以て.^ まる 所と 爲 すなり。 

にん 或 ひと 問 ふ、 大 倫の ほ猶ほ 且つ 其の ニを闕 くが ごとし。 问ぞ や。 n: はく、 君臣. 

黎 ぐ、 .乂 こ.^ 

rl^Fi  父子 は 是れ大 倫の 極致、 其の 三つの 者 は、 是れ より 以て 行 ふべ し。 朋友 は應 接の^、 

りと なり  こ 

故に 唯 だ 道の 三つの 者を擧 ぐ。 凡そ 聖人の 道、 其の 大綱 は 大倫を 明かに する に 在り。 

大倫 明かなる とき は、 家國 天下の 齊 治平 各！ 其の 大耍を 得るな り。 是れ 乃ち 大學の 

ゆ 道な り。 〇 或 ひと m はく、 何 ぞ只だ 朋友の み を 言ふぞ やと。 曰 はく、 曾 子の 三省に 

r^"^ が 交友 を 論じ、 子 夏 も、 父母に 事へ 君に 事へ 友と 交 はるを 擧ぐ。 聖 門の 學者 其の 論ず 

•af- な 三省す。 

人の S3 に る 所以て 之れ を^る ベ きなり。 

て 中し なら ざ る 

お S お  右の 傳は 止まる こと を 知る を釋 す。 

ざる か。^ へ  き" く 

て P はざる  或 ひと^: ふ、 章句に、 洪澳の 節と 合せて、 以て 至善に.^ まること を釋 すと 爲す。 

力」 と^ 2 つ 

今從 はざる は何ぞ や。 闩 はく、 是れ舊 本の 編 次に K1 りて、 直に 解し 來れ るな り。 章 

句の 說を 以てすれば、 止まる こと を 知る を釋 する の傳 なし。 詳に 此の 三つの 詩 節 を 

考へ 見る に、 全く 止まる こと を 知る の 上に 在りて、 至善に 止まる の義を 以てすべ か 

—もか。，，.-«1ゥ*1本の編次は、 私 を 以て 錯へ雜 ふべ からず。 學 者熟讀 玩味して、 而る後 


に ま に 簧を^ る 〈きたり- 

fc^a. (三) 〈ク ク 「ハ ヌ レホノ  ズャ  カラ  キ マコト ハ  ス 「ヲ ノ ヌ ： 一 レシ ム / ヌ 

,  子 曰、 聽 レ訟 吾猞， 人 也、 必也 使， 無， 訟乎、 無, 情 者、 不， 得レ盡 ，- 其辭； 大長， 一 民 志； 

S 論 Is 匕？^  I ト』、 

«篇 第 十一 一； 章 ^ 謂レ知 レネ 

に S 

訟を聽 くと は、 民の 爭を 決し 其の 是非 邪 正 を聽斷 する たり。 猶ほ 人の ごとしと は、 

人に 異ならざる ぞ となり。 夫子の 謙辭 なり。 情なき より 以下 は、 夫子の 言 を 引きて、 

以て 訟 なから しむる の義を 明かに す。 情は實 なり。 言 ふこ ころ は、 聖人の 事物に 於 

ける、 詳に盡 さざる ことなし。 故に 人 皆 其の 誣 ふべ からざる こと を 知る。 是れ實 無 

含よ たん  e 

きの 人、 其の 虚誕の 辭を盡 す 能 はずして、 民 各，' 長 服す る 所以な り。 獄を 折む るの 

極 は、 終に 訟 なから しむる に 至る。 是れ本 を 知る たり。 

まひと 問 ふ、 猞ほ 人の ごとしと いふ を 以て、 謙 辭と爲 す は何ぞ や。 曰 はく、 聖人 

の獄を 折め 訟を聽 く、 豈 人に 異ら ざらん や。 凡そ 斷聽の 法 は 古来より 甚だ 之れ を 重 

んず。 斷聽 明かなら ざるが 故に、 無 實の者 利 を 得て 以て 虚誕の 詞を 設け 爲 して、 其 

くら  い 力  だ 

の 之れ を 聽く者 を 味ます なり。 聖人 は 物 格り 知 至る、 故に 其の 糾す所 至らざる たく、 
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あ 4- ら  お ほ 

おの 明む る所扮 ふべ からず。 事物の 本末 終始 顯然 たり。 故に 實 無き 者 其の 辭を^ 十 

こと を 得ざる なり。 其の 斷聽 此の 如きと き は、 奸 曲の 徒 をして 赏 すと 雖も^ へ ざら 

しむるな り。 是れ 訟を聽 くの 明 正なる なり。 然 らば 乃ち豈 猶ほ 人の ごとくな らん や。 

聖人 其の 自ら 謙なる こと 厚し。 故に 猶ほ 人の ごとしと 曰 ひ、 又訟 なから しめん かと 

闩ふ。 各 》 '識 返して 當ら ざるな り。 

或 ひえ 問 ふ、 朱 子の 章句. 或 問に、 (訟) 聽 くこと を 待たず して 自ら 無き を 以てす。 

(ずむ)  (二  K い  し かう まさ 

I： はく、 朱 子：：： はく，  I 『成の 人 其の 兄 死して 衰を爲 さざる 者 あり、 子 泉將に 成の 宰 

たらん とする を 聞き、 遂に 衰を爲 す』 とい ふ 如き、 子臬又 何ぞ 曾て 訟を聽 き 了って 

レサ  ォ 

然る こと を 致さん や。 只 だ是れ 自ら 人 を 感動せ しむる 處 あるの み」 と。 3^謂 へらく、 

先 儒 皆 訟を聽 く を 以て 末と 爲 すなり。 是 れ猶レ 人の 言に り 泥 著し 來る なり。 ^人 

の敎化 日に 厚し。 故に 或は 感じて 化し、 或は 畏れて 止む。 皆 其の 人に 隨 つて 以て 此 

の 道 あり。 何ぞ 必ずしも 感動 を 期せん。 傳に旣 に 「大いに 長れ しむ」 と 言 ふ、 是れ 

明 正にして^ ふべ からず 犯すべからざる を 言へ り。 其の 明 正なる や、 斷聽 底に 於て 

人人 以て 其の 長るべき を 知る。 故に 皡に 「其の 辭を盡 す こと を 得ず」 と 言 ふ。 窣ら 


i、 -- '：コ つし ^~    - - 

た 章顏子 ： 語：; 
に 淵 の 二  hj 

.十, 篇 1? の 讀 V？ 

つ 第 '^も 行 
れ十 論の 指の 


^を^く をね て.^ と^ す は 是れ高 了たり t 

或 ひと 問 ふ、 論語の 句讀に 於て、 一 治 敎詳に 致り 風俗 犬い に 化す」 と 言 ふ は 何ぞゃ 

と。 s はく、 民 其の 道に 由って 敎令 日に 敷き、 下情 能く 通じ、 寃民 たきに ¥: る。 是 

れ 下に 爭訟な きなり。 其の 間 訟獄相 起れば、 其の 事物 私な く 塞がる ことたし C 故に 

風俗 大いに 化する たり。 論語 は 唯だ訟 たからし む. る を 以て 主と 爲し、 此の 章 は 本末 

を 以てす。 故に 專ら 本末の 義を 解す。 

或 ひと 問 ふ、 子が 說に 因れば、 本末の 義 未だ 通 ぜ ざるに 似たり と。 曰 はく、 獄を 

折む るの 極、 終に 訟 なから しむる に 至る。 是れ 本末な り。 先 儒は聽 くこと を 待たず 

して 感動せ しむる こと を 以て 本と 爲す。 是れ 專ら高 過し 来る-なり。 訟を聽 くこと 甚 

だ 正 明た るが 故に 訟な からし む。 是れ 本末 の義 なり。 

或 ひと 問 ふ、 何ぞ 終始 先 後に 及ばざる やと。 曰 はく、 事 は 物の 裏面に 在り、 其の 

物に 本末 ある こと を詳に すれば、 事 能く 相 通ず。 民 は是れ 物、 訟 は是れ 事な り。 訟 

は 必ず 物に 因りて 起る。 故に 其の物 を詳 にして 本末 を盡 すと き は >  終始 先 後 自ら 相 

次序す。 是れ 本末 を釋 する 所以な り。 
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右の 傳は 本末 を釋 す。 

或 ひと 問 ふ、 此の 一章、 程 子 は 之れ を 進めて 之れ を經 文の 下に 寘き、 朱-すは^ 四 

ル マデヲ ルレ  お 

章と 爲 して、 沒 レ世 不レ忘 也の 下に 寅く。 今從 はざる は何ぞ や。 n はく、，、/ 唯 だ^ 本 

に從 ひて 以て 太 だ 明かな り。 前章 止まる こと を 知る を釋 して、 此の 章 本末 を釋す C 

^くかん  しきり  つま ぴらか 

經 文の 次序 相續 ぎ、 此の間 錯簡 なし。 先 儒 切に 私意 を 以て 踗 斷し來 る、 未だ ，茶 な 

らず。 〇 或 ひと 問 ふ、 然 らば 錯簡 なき かと。 曰 はく、 經 文の 下、 致 知を釋 する の や 

しゃう じみち 

より 此の 章に 至る、 經 文の 序に 因れば、 其の 章 次 倫 あらざる に 似たり.。 而れ ども ：！ ハ 

しだい 

だ 臆說を 措きて、 直に 章 章に 於て 其の 釋旨を 述べて 可な り。 更に 改正すべからず。 

況ゃ 一章の 內 改正し 来る こと、 是れ 尤も 未だ 審 ならず。 程 朱 各-章 を 斷ち闕 を 補 ふ 

も、 未だ 其の 是非 を 知ら， ず。 〇 或 ひと 曰 はく、 然 らば 乃ち 陽 明 專ら葡 本に 從ふ は是 

せ  5* ん おん^つく 

なる か。 曰 はく、 舊本 必ず 錯簡 なしと 爲ば、 亦 太 だ 泥 著す。 衍文 脫句 なくと も、 

次の 錯簡 する こと 疑な し。 此の 下 章 以下 其の 次序の 亂れ ざる、 以て 之れ を證 十べき 

なり。 只 だ漫に 改正せ ず、 疑 はしき を闕 きて 以て 來哲 を俟 つのみ。 


所謂、 U ああ 心ノゃ 身„ぉき 則不. 得 n 其 正； 有 ^一 恐懷ー 則不 

レ得 お k! 好^ 則 不.^ 有レ所 二 褒患ー 則不， 得 二 其 正 一 

s  I.  ^&は 怒な り.。 2s^!fl^^^、^ は 反 s^a: 氏と 日 C 蓋し 此の 四つ の 者 は、 人身 未だ 嘗 

^墦， 好 樂*  ^ 

00  て 之れ なくん ば あらざる ものな り。 而 して 氣 質の 偏、 其の 一 事に 厚き とき は 、七 其 

の 正 を 得ざる なり。  - 

或 ひと 問 ふ、 身 有の 身、 程 子 は 心に 作る。 今從 はざる は何ぞ や。 曰 はく、 此の 章 

の 主意、 身 を 修め 心 を 正す に 在り。 故に 己れ が 身 を 擧げて 以て 節 を 立つ るたり。 身 

g  は 一 體を舉 ぐるの 辭 なり。 此の 四 者は氣 質の 習 来に 因る。 故に 身 (云々 する) 所 ある 

ものに 罔 有の  (FT. ィテ ノ 一一 

もの 、に，？： T とき t 以て 說を爲 すなり。 下 章、 人 さ 一 其 所 一の 人の 字、 此の 章と 相 應じ來 るな り 

1- て ：  わく もん 

專ら 、じの 字に おる とき は、 心 四 者な きに 似たり。 故に 朱 子の 章句 及び 或 問に は、 無 

某く との 意 

(六％^| 一  き 能 はざる 所 4 を詳 にす。 

^^^子 語  或 ひと あ， 听を問 ふ。 曰 はく、 朱 子の 曰 はく、 「四 者 は 只 だ無處 より 發 出せん こと 

(山2 原文- w  o ル o 

不： に 先 有 在 心  を 要す e ぉづ 有りて 心 下に 在るべからず。 須 らく 有レ 所の 二字 を 看る ベ し。 有レ所 一一 

^  ,  う  お， H  t 

忿奴 = が 如き、 人の 罪 あるに 因って 之れ を撻 ち、 纔に 了れば 其の 心 便ち 平なる は . 
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二) もと も 

と 無き ものに 

して、 他に^ 

發 せらる る も 

の なれば なり 

(二) ほ 有の 

意な り 

(一 一一) 朱子薛 

IS 卷 十六 


(n) is 文 は 

^レ. ，し不 レ^ 


是れ 有ら ざれば な 

31) 
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若し 此の 心 常常 平 かなら ざれば 便ち 是れ 有るな り。」 又 曰 は 

所謂 有レ 所と は、 是れ 他れ に內に 主と 爲られ て、 心 は 反って 他れ の爲に 動かさ 

るるな り」 と。 愚 謂へ らく、 四つの 者 は 人の なき 能 はざる 所、 而 して 心 正しく 身修 

まれば、 (四 者) 物に 隨 つて 其の 事と 爲り、 更に 一 片に落 在せ ず。 此の節の 有, 所の 

二字の 如き、 各-四つの 者に 加へ、 四つの 者 句句 喚. 起す。 是れ 人の 這の 一 箇に落 在 

し來れ ばな り。 或は 忿怒し 易き あり、 怖 長し 易き あり、 好樂を 事と する あり、 薆患 

し 易き あり、 皆 其の 質の^: 染せ るに 因って、 此の 病弊 あり。 故に 心 正しき こと を 得 

ざろ なり。 

或 ひと 問 ふ、 此の 四 者 を 以て 質の 習 來と爲 す は、 何ぞ やと。 曰 はく、 專ら性 心 を 

言 ひて 事 斯に盡 くれば、 乃ち 條目は 修身に 及ぶべからず。 而も 正 心 誠意 は 修身 を以 

しめくくり  5 ち  おもて 

て 括 と爲 す。 性 心 は 裏な り、 身體は 表な り。 凡そ 身 體を擧 ぐれば、 性 心 以て 之れ 

を統 ぶ。 人の 氣質は 過不及の 差 ありて、 其の 有する 所 一なら ず、 或は 習 染し來 り、 

, . てい  ひとつ ふたつ らく へん 

或は 己^に 從 つて 學 ばざる 底、 皆 一 兩 個の 落邊 あり。 故に 其の 心 亦 正しき こと を 得 

ず。 身心 は 二なら ず、 身の 習染 新しき とき は 心 乃ち 正し。 今 身心 を 合せて 論じ 來る 


なり。 

或 ひと 問 ふ、 此の節、 程 子 は 以て 是れ (四 者) 無しと 謂 ふに 非ず、 只 だ^れ を 以て 

其の 心 を 動かさず と爲 すなり。 朱 子 は 曰 はく、 「心锘 に 物に 繫れ ば、 便ち 動かさる. 一 

と。 今 子が 論ずる 所然ら ざるに 似たり。 曰 はく、 此れ を 以て 其の 心 を 動かさ ざれば、 

怒りて 心 怒らず、 長れ て 心 畏れざる の 謂な り。 是れ 情と 心と 相 間隔す。 其の 實 四つ 

(Jd ) 

せ y£ す の 者な きなり。 朱 子の 心饞に 物に 繫る の說 は、 程說に 合すれば 益 あり。 然れ ども 亦 

未だ 此の 章の きを 得ず。 毁 竊に 按ずる に、 四つの 者は捨 つべき なし。 只 だ 節に 中る 

を 以て 用と 爲す。 怒る ベければ 怒り、 長る ベければ 畏る。 好む ベければ^ み、 憂 ふ 

ベければ 憂 ふ。 是れ發 して 節に 中るな り。 怒に 專ら なるとき は 血 氣數， '動いて 中な 

らず、 甚だ 畏 るるとき は 常に 物に 屈し、 好 樂を必 とすれば 志 を 喪 ひ、 常に 憂患 すれ 

ば 心 平なら ず。 是れ 情の 節に 中らざる なり。 

或 ひと 問 ふ、 此の 四つの 者 は 意に あらず やと。 曰 はく、 此の 四つの 者の 偏る は， 

多く は氣 質の 習來に 在り。 故に 身 を 以て 之れ を 論じて、 以て 心の 正に 至ろ. なり。 意 

は是れ 思慮 意 念、 其の 繫る所 尤も 重し。 且つ 誠， 意 正 レ心は 本 一 落 索、 誡^ を 通して 

四書 句讀 大全 大學  一 六 三 


g: 書お 讚 大全 大學 


丄ハ四 


二) 章句に 

H はく T 心な 

せ * さる あわば、 

以て：^ の 身な 

檢 するな L。 

是も 以て 君 r ナ 

は必す 此れ を 

察して、 敬以 

て 之れ お直く 

す。 然る 後此 

の 心 常 に^し 

て 身 修まら ざ 

るな し」 


一 なり。 

或 ひと 問 ふ、 子が 說を 熟讀 すれば、 身 修まって 而 して 心 正しと いふに 似て、 經文 

の 正^に M じからず と。 Z: はく、 身心 支 離せず、 質の 偏在す る 所 を 正せば 心 竟に正 

し。 此の節 は習染 より 論じて 以て 心の 正に 至る。 下 節 は 心の 正より 論じて 以て 視聽 

の 身に 至るな り。  . 

レバ ラ n  n  - 一  レドモ ■ ェ  ケドモ  ェ  へ， トモ  ラノヲ 

心不 レ在レ お、 視 而不， 見、 聽 而不レ 聞、 食 而不レ 知， 1 其 味； 

心 正し か 、けざる とき は、 身の 致す 所、 其の 實を 得ざる なり。 

或 ひと 問 ふ、 章句 は存心 を 以てす。 今從 はざる は何ぞ やと。 曰 はく、 心 是れ存 す 

る も、 亦 正しから ざれば、 視聽の 及ぶ 所 是れ修 むべ からず。 朱 子 は 敬 以て 之れ を 直 

くす る こと を 論じて、 存 心の 工夫と 爲す。 是れ宋 儒 持 敬の 說 なり。 

或 ひと 身の 致す 所 を 問 ふ。 臼 はく、 視聽食 は是れ 身なり。 心 正しから ざれば、 視 

聽食 各-其の 節に 中らず して 悉く 非禮 なり。 豈身 修まる と 謂 ふべ けんや。 故に 心焉 

に 在らざる は、 是れ 正しき を 以てせざる なり。 見えず 聞えず 知らざる は、 是れ 其の 

節に 中らざる なり。 


01) w$ 

子 上 篇第八 意 

に 「孔子 日 は 

く、  ？珠 れば存 

し、 舍 つれば 

亡し、 出入 時 

たく、 其の 羝 

ち 知るな しと 

は， 惟 だ 心の 

II か I と 出， つ 

(111〕 學吿 

？ 上 «| 第 十 1 

章に 問の 

S は 他な し、 


もる のみ」 i 

あり。 放心と 

は 杓 欲に^ は 

れて、 本然の 


S) 誠意 正 

心す 71 こと 


(五) 朱 子 84 

|?六 


或 ひと 問 ふ、 心 は 身の 主な り、 心存せ ざれば 身 立たず。 然れば 則ち 存， 心 を 以て 論 

(二】 . . . S  , 、 

じ來る こと 尤も 親切な り。 曰 はく、 朱 子 は 夫子の 操存と 孟子の 放心に M つて w て 

存 心の 解 あり。 凡そ 心身 は 一 にして 分つべからず。 心 は 身の 主、 身 は 心の ^ にし 

て、 而も 身 は 心の 主、 心 は 身の 用な り。 人 誰か 心 を存せ ざらん。 心を存 して 以て 敬 

し來る も、 格 致せず 誠 正せ ざれば、 視聽 言動 其の 禮を 得ず。 經 文の 正の 字、 豈存心 

を 以て 論ぜん や。 學者 此の 章を讀 み、 常に 正の 字 を 持し、 以て 熟 味 すれば、 修身の 

實を 得べ きなり。 

コレヲ フ ムルハ ヲ リト スニ  ノヌ 

此 謂ニ修 い 身 在 r 正 二 其 心 一 

右の 傳は正 心 修身 を釋 す。 


-t-  -  7  トトノ フ^ ハノ ヲ  リ ムル ニノ ヲトハ  オイ- ァ ノ  二  スル  へ キス  テ ノ  二 セン ヲス^  ス 

傳第九 章 所謂、 齊， 一 其 家； 在， 修， - 其 身 一 者、 人 さ i ハ所 二親 愛； 而辟焉 、之 i ハ所二 賤惡； 而 辟焉- 


チ ノー I  スル  ス  テ ノニ アイ キヨ ウス ル  ス  テ ノニ ガウ ダス ス  ス  二  ： テ リ 

之 H 其 所 二 長 敬； 而 辟焉、 之ミ其 所- 1 哀矜ー 而 辟焉、 之 H 其 所- 1 敖惰ー 而辟焉 、故お 而知 I 


其惡ー 惡而 知， I 其 美 i 者、 天下 鮮矣、 Issirs^ 


朱 子 曰 はく、 古註に 辟、 音は醫 と。 f&iP て通ぜ す。 


之 は猶ほ 於の ごとし。 辟 は猶ほ 偏の ごとし。 £扇 默の S^IUTS の s^sss 乂 
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m  (二)  * 

蓋し 是の 五つの 者、 人 未だ 嘗て 之れ なくん ば あらず。 一 偏に 陷 ると 

はぢ  • 

きに 身 修まらず、 故に. ぼ齊 ふべ からざる なり。 好んで 惡を 知り、 惡んで 美 を 知る、 

aE X？ 5 & ； o 敖は 只だ是 れ^ を爲 すに 簡 なるな り。 

日 K ォぼゼ さる^ i- 惰は 只. だ 是れ！ 2 を爲 すに、 獺き なり。 

ものう 

或 ひと、 人 (の 字) を 問 ふ。 曰 はく、 前章に は 身の 字 を安顿 す。 是れ 修身に 槃 る" 

此の 草 は 人の 字 を 以てす。 是れ齊 家に 繫る なり。 人相 集まりて 家を爲 す。 故に 人の 

字 を安顿 す。 

或 ひと 25 ふ、 前章の 四つの 者と、 此の 章の 五つの 者と、 其の 意志 同じから ず や。 

E はく、 此の 章の 五つの 者 は 全く 彝 倫の 上に 在り。 是れ齊 家の 事な り。 前章の 四つ 

の 者 は， HI 己の 身上に 在り 來る。 或 ひと 曰 はく、 敖惰の 字 未だ 安から ずと。 曰 はく、 

彝倫 日用の 間に 於て、 敖惰 する 所 あるの 謂な り。 

或 ひと、 好んで 惡を 知り、 惡んで 美 を 知る こと を 問 ふ。 曰 はく、 好 惡は已 むこと 

を 得ざる の 情に して、 其の 美 惡に惑 はざる は、 是れ 僻せ ざるな り。 或 ひと 曰 はく、 

惡を 知れば 好まず、 美 を 知れば 惡 まずして 可な らん や。 曰 はく、 下の 章に、 子と^ 

と を 以て 之れ に 比す。 子の 惡は 之れ を 知る と 雖も豈 厭 ふべ けんや。 故に 妤惡 して 辟 


S 自分の  せ ざれば、 家齊 うて 亂れ ざるな り 

E 地の 苗， 他  ， - i  , (ク  シ ルノノ ヌ シ ル (一-一. ).；- - ノ  -  -i ぶ 曰 *. 頃ォ 

"り；^ ら ^ 人莫ノ き-其 子 之惡ー 莫^ 二 其 苗 之 張 13 若喟 

朱 子 (£) はく、 「諺 は 俗語な り。 愛に 溺 るる 者 は 明かなら ず、 得る こと を 貪る もの は 厭 

知らす、 欲-七  ,  玉溪 a 氏 曰 はく、 子の 惡し き、 

€5 ほ <4 マ 募る  くこと なし。 曰 W れ扁の 害を爲 して 家の 齊 はざる^^ なり」 と 苗の 碩な る、 皆 家に 就いて 言へ 

S) 章句 

io 

レヲフ  ンバ マラ ト カラ テノフ 1 ノ 1- け、 

此 謂 ，- 身不, 修、 不 1- 可ヨ 4 齊 n 其 家 1 

s)  ,-s  ^ふ、 如， 可して、 身を修 むる に 專ら人 を 待す る こと を 指して 言 ふかと。 朱 子 曰 は 

答 朱子^ IM 卷  .  、 

く、 修レ 身より 以後、 大概 說 くに 物に 接し 人 を 待す る ことに 向け 去る、 叉 只 だ、 七 を 

^M. 說く處 と 同じから ず。 之れ を 要するに、 根本の 理は 一 なり。 但し 一 節說 きて、 一 節 

又退齋 とも 號 ひろ 

よりも P め 去る と。 

- ^い V へ 三縵  右の 傳は身 を 修め 家を齊 ふる を釋す  . 

r、m、  i 考こ 1£ 熊 氏 曰 t く、 彦 身の 二字 は 虞 書に 本 づけり。 湯の 身を檢 する こと 及ば 

勿 軒 集 等の 著  お ま，.' クノ車 育 rA  f  f  J  (七)  、 

論語 憲 ざるが 若く する、 文 王 ■ に 厥の 德を修 むる、 孔子の 己れ を 修めて 以て 敬す る 會子 

1?. の i び 吾が 身 I みる、 皆是れ I 心旣に 正しう して、 而も it 修む るに 待 
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つもの あり、 內外夾 持し、 動靜交 養す。 工夫、 一節の 闕 くべき なきな り。 

^笫十 章 所謂 治 X 國必先 齊ニ其 家 一 者、 其 家不， 可， 敎而能 敎レ人 者 無：. 之、 故 君子 不， 出， 家、 而 

成 M 敎於國 一 孝 者 所ニ以 事. V 君 也、 弟 者 所 ニ以事 r 畏也、 慈 者 所 二 以使 V 衆 也、 ^  ^ 

家を敎 ふるの 道 を 推して、 以て 遠く 阈に 及ぶな り。 孝弟 慈 は 家 を 本ハ ふる 所以に して、 

國の、 君に 事へ 長に 事へ 衆 を 使 ふ 所以の 極、 此れに 外なら ず。 君-おに 事へ 衆 を 使 ふ 

の 大綱 以て 明かなる とき は、 は 國 大いに 治まるな り。 此の 章より 以下 專ら 

親」 民の 義を宗 とす。 

(1.) 孝弟 怒  或 ひと 問 ふ、 何 ぞ只だ 此の 三つの 者の み を舉 ぐる やと。 曰 はく、 三つの 者 は是れ 

巳む こと を 得ざる の 誠、 天地の 準則な り。 治平の 極、 此の 標的 を 推し 來 つて 竟に萬 

殊の 差を爲 す。 故に 此の 三つの 者 は、 君臣 上下の 道 悉く 以て 相擧 ぐ。 是れ 聖人 道統 

の 敎他岐 なく、 至誠 息むな きのみ。 

或 ひと、 君子 家 を 出で ずして 敎 を！： に 成す こと を 問 ふ。 曰 はく、 家齊 ふとき は 化 

國に 及ぶな り。 家聚 まり 而 して 後に 國の名 あり， 家法 相 #1 ふとき は 下 化して 自ら 其 


(二) 朱, 5 

類卷 十六 


(111) S0 


の敎 成るな り。 下 節の 一 家 一 國 の說、 此の節より 說き 出す。 指す 所の 家と は、 是れ 

國を 治む るの 君 を 指すな り。 凡そ， 一 章 相 持して 其の 旨 通す るな り。 

- 一  <ク シ ヤス ンズ ルガ ヲ  -ー ムレ パ レヌ モ ト ラ  カラ  ダ ラ ンデ フヲ ヲ  |ー  スル 

康誥 曰、 如レ保 一一 赤子 一 心 誠 求 レ之、 雖 レ不レ 中不レ 遠矣、 未 レ有ニ 學レ 養， 子 而后嫁 者 一 也 


中 去 


此れ 書 を 引きて 之れ を釋 し、 以て 國を 治む るの 道 は 民 を 親しむ の 誠に 在る こと を 明 

かにす。 乃ち 下 章に 謂 ふ 所の 民の 父母た るな り。 言 ふこ ころ は、 赤子 を 養 ふの 實は、 

强 ひて 爲すこ と を假ら ず、 已 むこと を 得 ざ る の 道 を 以てす^ ま ま^ | お^ 

s^g 。推して 之れ を廣 むる とき は、 中らず と雖も 遠から ざるな り C 民 を 治む る も 多^ 

を 以てせず、 唯 だ 至誠 相 待って 其の 情 を 得る に 在り。 是れ下 節の 恕の意 を 起す。 

. S) - 

或 ひと 問 ふ、 朱 子 曰 はく、 「赤子 を 保ん ずと は 家に 慈 あるな り。 赤子 を 保ん ずるが • 

如しと は 國に慈 あるな り。 赤子 を 保ん ずと は是れ 慈、 赤子 を 保ん ずるが 如しと は是 

(一一 ここ  た 

れ泉を 使 ふなり」 と。 曰 はく、 先 儒 皆 云 ふ、 r 此には 獨だ慈 を 一一 一一：： ふなり 一と。 是れ上 

節の 三 つの 者に 泥 著 すれば なり。 治國平 天下の 章、 各 i 君 は 仁に 止まる こと を 論じ、 

以て 親 民の 義を詳 にす。 民 を 治む るの 道、 親 を 以てせざる とき は 其の 完 きこと を 得 
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( 一 ) 此引レ 書 

而釋レ 之、 又 

立敎之 本、 

不レ假 -1SS2 

在 T 識， 一 其 端 一 

而推 巾 K 之よ 

耳 a と出づ 


(二) 眷經伊 

訓の篇 に出づ 


. 四^ 化； お 大全 大學  一七 〇 

ず。 是れ 君子 は 民の 父母た るの 所以な り。 

或 ひと 問 ふ、 章句に 「其の 端を識 りて 之れ を 推し 廣む るに 在る のみ」 と。 曰 はく. 

朱 子の 所謂 端 は 明 德の發 見なり。 此の 說 尤も 高 了に して 當ら ず。 此の節 唯 だ^ を 使 

ふに 誠 を 以てして、 親愛の 意 を 失 はざる なり。 親愛の 實 至れば、 其の 治 法屮ら ずと 

い ふ ことなし。 

家 仁、， 一 國興レ 仁、 一家 讓、 一 國興， 讓、 一人 贪戾、 ー國作 レ亂、 其 機 如 レ此、 此謂 一一 

t ブリ ヲ  ムトヲ 

言愤， 事、. 一 入定- 國、 | ハ 音 . 

此れ 家より 國に 及ぶ こと を釋 す。 一家 一人 は 各， '君 を 謂 ふなり。 食る とき は 譲ら 

ず、 戾る とき は 不仁な り。 機は發 動の 由る 所な り。 愤 は覆收 なり。 言 ふこ ころ は、 

一家の 小、 一人の 微、 一 言の 寡、 其の 感ずる 所 甚だ 大 なり。 故に 國を 治む る こと は 

必ず 先づ 其の 家を齊 ふとな り。 骂^せ く、.： 仁， 家と 言 ひ：，.. 1 に^？ せ、 何ぞ やとぶ ォの. 曰 は. 


1 は必す 積みて 後に 成る、 惡は 小と 雖も 懼- 


古人の 深戒 な. 


書に：： 惟れ S は 小と する 罔 かれ、 萬 邦 惟れ ばん、 爾 惟れ 不 

德は大 とする 罔 かれ、 厥の 宗を墜 さん』 と。 亦是 の^のみ な. 9。」 


堯舜帥 二 天 下 1 以 ， 仁、 而 民從レ 之、 桀紂帥 二 天下一 以 1 暴、 而 民從レ 之、 其 所レ令 反 一一 其 

ニム  ハ  ノ  二  シテ レヲ レニ シテ 二 ム レヲ 一一 クシ テ レヲ レニ シテ 二 トス レプ 二 

所, 好、 而 民不， 從、 是故 君子 有， 1 諸 己； 而后求 二 諸 人.： 無 二 諸 己 1 而后非 二 諸 人 一 


所， 藏二乎 身 一 不. 恕、 而能喩 二 諸 人 一 あ、 fa,  g ま 

ひき 

此れ 堯舜 • 桀紂が 天下 を 帥 ゆるの 義を 引きて、 其の 效を首 ひて、 以て 國を 治む るの 

道 は恕に 在る こと を 明かに 十」 仁 は 君の 止まる 所、 暴 は 仁の 反な り-」 其の 令す る 所 

其の 好む 所に 反すと は、 是れ 一 人の 私 を 以てして、 天下の 通 情 を 以てせざる ことな 

(三)  (R) 

S 仁 を 指 り。 諸れ を 己れ に 有して 而 して 后に 諸れ を 人に 求め、 諸れ を 己れ に 無くして 而 して 

お) 暴な 指 后に 諸れ を 人に 非と する は、 是れ 己れ を 推して 人に 及ぼす の 道な り。 恕は 性に 率 ふ 

の 道、 至誠 息むな きものたり。 喩は曉 なり。 言 ふこ ころ は、 其の 誠 を 以て 之れ を 帥 

しから ざ  \ 

ゆると き は通ぜ ずと い ふ こ となし、 否る とき は敎 喩の實 を 得べ からず となり。 

或 ひと 問 ふ、 恕は何 を 以て か 性に 率 ふの 道、 至誠 息むな きものと 爲す や。 曰 はく、 

己れ を 推して 人に 及ぼす は是れ 性に 率 ふの 謂な り。 其の 意 を 誠に するとき は 天下の 

性 を 以て 性と 爲す。 故に 國を 治む るの 道、 其の 條敎. 法令. 賞 善. 罰惡、 皆 民の 通 

{卞 } 

^^^首 情 を 以てす。 是れ 一 性に 率 ふ 之れ を 道と 謂 ふ」 なり。 其の 至 公 至 共 底 を 以てする、 

- 是れ已 むこと を 得ざる の 至誠な り。 〇 或 ひと 曰 はく、 論語の 句讀に 己れ を 推して 物 

に 及ぼす を 以て 恕と爲 す。 今然ら ざる は何ぞ や。 曰 はく、 己れ を 推して 物に 及 ほす 
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稱. 9! 風つ 二 
•  • の ご 

雅陚ぉ 

瞬 比 郎 の 
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に.. は 是れ恕 の 用たり。 今 解す る 所 は是れ 恕の體 なり。 夫子、 曾 子に 吿 ぐるに 體を 以て 

^.^f  して、 曾 子、 門人に 吿 ぐるに 用 を 以てする なり。 此の節の 本文 詳に恕 の 用 を 謂 ふ- 

は 一 以て 之れ 

V-1 ラ、 と。 0  故に 今 其の 體を謂 ふなり。 

子 31 はく ゆ  . 

^A^^  . 或 ひと 問 ふ、 治 阈平犬 下の 章に 至る も、 其の 明徳に 及ばざる こと 何ぞ や。 2： はく、 

はく、 何の 謂  いひ  サ つく 

おや。 章 章 皆 明德を 明かに する の 謂な り。 此の 章に は 恕を首 ひ、 下^に は絜矩 を^ ふ。 t 

i く iK 子の  •  . 

^^お」 れ 乃ち 明 德を大 下に 明かに する の 意な り。 恕を 以て 天下に 令し、 絜矩を 以て 人 を 治 

むる を 論ず。 是れ 其の 私に 由らず して 天下の 通 情に 率 ふ。 至 正 至 明 底 は 大學の 道な 

故 治 ，阈 在レ齊 一一 其 家 一 

朱 子 曰 はく、 「通じて 上文 を 結ぶ。」 

： 二 ハク ノ ェゥェ ウタル ノ シン シン タリ ノ コ nil トツ グ シ ノ  - シク Y  ノ  一一  メ  - 一  シ テフ  I- . 

^云 桃 之 夭 夭、 其 葉^^、 之子于 歸、 宜， 一 其 家人.： 宜， - 其 家人た 而後 可：.&敎ュ1： 人； 

^平 

： .  ：  た， つえう  え 5/\ わかく このましき  、 く しんく 

朱 子 口 はく 「^は^ 南 桃 夭の 篇。 夭 夭 は 少 好 の貌。 g は， ^^は 美 盛の 貌。 舆 

oi)  ここ 

なり。 び」 之の 子と は、 猶ほ是 の 子と 言 ふが ごとし。 此は 女子の 嫁す る 者 を 指 


(三) 堯の子 

丹朱、 荧の子 

商 均、 何れも 

不肖の 子に し 

て堯舜 も 化す 

る 能 は ざり し 

な. 9" 周 公. に * 

弟の ^叔鲜. 

蔡ぉ 度の^ を 

作せ る も 伐て 

り 

(E) 周の 文 

王の 子、 武王 

ひ 周 公の 弟 


射の 子武 庚. を 

* して &も爲 

し、 周 公 これ 

も 一平ぐ る も 云 

(五) 突 C 父、 

頑 父な h- 

S 章句 


して： 一 a ふなり。 婦人 嫁す る を 謂 ひて 歸と 曰 ふ。 宜は猞 ほ 善の ごときな り。. 一 

-I ハク シク 二 シ 一一 シク -ー シク, -. シテ --. シ テ I- 

詩 云、 宜, 兄宜, 弟、 宜， 兄宜 レ弟而 後 可 1,11- 敎ニ國 人- 

詩 は 小^ 蓼蕭 の篇。 言 ふこ ころ は、 家より 以て 國 人に 敎 ふるに 至る とたり G 

-1 、 ケ ノ  タガハ シ クスノ  ヲ  ノ クル  ヅテ トル-一-一- トル レニ 

詩 云、 其儀不 レ^ 正 二 是四國 一 其爲 -I 父子 兄弟 一 足レ法 而後 民法 1 之 也 

は曹 虱^ 鳩の 篇。 ^は 差な 力。 言 ふこ ころ は、 國 家異敎 なし、 故に 其の 法- 

大に 至る まで、 更に 差 ふこと たし。 是れ 明德を 其の 國に 明かに する 所以と なり C 

C つと  (一-一】 , . - 

問 ふ、 父子 兄 * 法る に 足りて 後に 民 之れ に 法る。 然るに 堯舜は 其の 子 を 化する こ 

と 能 はず、 周 公 は 兄弟 を 和す る こと 能 はず、 是れ 如何と。 朱 子 曰 はく、 「聖賢 は 其の 

常 を 論ず、 堯 • 舜 • 周 公 は是れ 其の 變に處 す。 天下 を將 つて 其の 子に 與 へずして、 

(WC)  し 9ぞ 

賢に 傳 ふるが 如き は、 便ち 是れ 能く 變に處 し 得て 好し。 若し 周 公 管. 叔を 辟け ずば、 

かくの さとき 

訇 如何 ぞ亂れ ざらん。 是れ已 むこと を 得ず して 恁 地に 著く。 而今 且つ 常 底 を理會 し- 

《五) _ 

今 未だ 父瞽瞍 . 兄弟 管蔡の 如き ある を 解せ ざる は、 未だ 論じて 變處に 到らざる たり- 

此 謂 n 治 ，國 在^? 其 家 一 

朱 子 曰 はく、 一. 此れ 三た び 詩 を 引きて 皆 以て 上文の 事 を 詠嘆して、 又 之れ を 結ぶ こと 
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此の 如し。 其の 味 深長な り。 最も 宜しく 潛玩 すべし」 と。 ^顛 s^、4^s:sss 

いて 以て 其の 

餘意も 吟詠す。 

(二) はじめ 

或 ひと 問 ふ、 三 詩 を 引く に 序 あり やと。 曰 はく、 朱 子の 曰 はく 、「首に 家人と 言 ひ 

(三) のっと  を さ 

次に 兄^と 首 ひ、 終に 四 阈と言 ふ、 亦 『寡 妻に 刑り、 兄弟に 至り、 以て-: 豕邦を 御む』 

の 意な り」 と。 ^謂へ らく、 一詩 を 引いて 未だ 盡 さざる 所 あり、 故に 二三に 及ぶ、 

(H)  (五) 

^に發 明す る 所 あるに 非ざる なり。 金 仁 山. 胡 雲峯各 > 其の 次す る 所を詳 V す。 其 

レ だい 

の說 尤も tw なれ ども 作 爲し來 るに 似たり。 家人 及び 兄弟 は 皆是れ 家事、 故に 扣 序で 

引きて、 終に 其の 儀^ はざる を 以てす。 是れ上 節の 恕、 下 章の 絜矩 にして、 大學の 

道な り。 此れ を 以て 總 結し 來る、 ％ だ 分明な り。 

右の 傳は齊 家 治 國を釋 す，。 

所謂 平， 一 天下一 在レ治 一一 其國 一 者、 上老 レ老而 民興ン 孝、 上長 レ長而 民 興， 弟、 上恤， 孤 

而民 不，^ ぉヲ1！ 君 H-ぁ ニ絜 I 之 道， 也、 Q 同、^ 胡聲 結-J 

老を老 とすると は、 吾が 老を老 とするな り。 長 を 長と する も亦然 り。 與 は感發 する 


所 ありて 興起す る を 謂 ふなり。 孤 は 幼に して 父な さの 稱。 絜は 度な り、 矩は 方を爲 

すの 器、 是れ 乃ち 法則な り。 、て | は I びと 言 ふこ ころ は、 上に 孝弟 慈の 

行 あるとき は、 ，下 速に 感與 して 其の 俗を爲 す。 是れ 君子の 道 其の 儀 差 はざる 所以な 

りと。 絜矩は 能く 人情 を 度って 其の 則を定 むるな り。 上 章に 所謂 恕 なり。 

或 ひと、 此の 章 孝弟 慈 を 以て 之れ を 解す る こと を 問 ふ。 曰 はく、 治國 平： 大 下の 雨 

章、 互に 相 通ず。 故に 此の 章の 首 節 又 孝弟 慈 を 以てす。 上 章 は 唯 だ 孝^ 慈 を 言 ひ、 

此の 章 は 孝弟 慈の 用を詳 にして、 絜矩の 道に 及ぶ。 絜矩の 道 は 乃ち 是れ 前章の 恕と 

其の 儀と なり。 是れ 孝弟 慈 を敎ふ る 所以 を 正すな り。 

ハ 9 

或 ひと 問 ふ、 上 章に は 敎を言 ひ、 此の 章に は 直に 其の 効 を 言 ふ は何ぞ やと。 曰 は 

く、 上 章 は 家より 國に 及ぶ の 序、 此の 章は國 より 天下に 及ぶ の 序な り。 故に 初に は 

敎を 以てし、 後に は 俗 を 以てする なり。 且つ 兩章相 通じて 而 して 後に 治平の 事相 全 

きなり。 

或 ひと、 絜矩 にっきて 章句の ぎ を 問 ふ。 曰 はく、 文字の 訓詁 は 尤も 當 了す e 上 

下 • 四 旁 • 均齊 • 方正 を 以て 義と爲 す、 是れ矩 の 字に 因り 下 節に 著く こと 細碎 たる 
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る^に 心-つ !《： 二 
キぇ從 の 七 ^ 乙 
指す' つ 欲 十^ 
す」 て すに 門 。令 
と矩る し^ 語 
あ も 所 て に 爲 
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に 似たり。 唯 だ 人情 を 度って 其の 則 を-: 疋 むるな り。 或 ひと 曰 はく、 規矩 各.' 是れ則 

にして、 而も 矩を用 ふる は何ぞ や。 曰 はく、 矩は方 を 制する の 器、 方は是 れ定 正の 

形な り。 规 は是れ 圓を爲 るの 器、 圓形は 動いて 定まらず。 故に 物の 定制 を；  一： •：！ ふに は、 

必ず^の 字 を 用 ふ。 夫子の 所謂 r 矩を踰 えず.」、 是れ なり。 

(章) 

成 ひと、 紫 矩の道 を 問 ふ。 曰 はく、 下 節に 詳に 論說 すれば 多言 を贊 せず。 上 節に 

所謂 恕是れ なり。 乃ち 老を老 とし、 長 を-おとし、 幼 を 幼と する の義 なり。 

成 ひと 問 ふ、 何ぞ 此の 章に 至って 絜 妬 の 義を爲 す やと。 曰 はく、 大學の 道 は治國 

平"： K 下に^って^ だ廣大 にして 事物 尤 も繁數 なり。 故に 其の 法制 を定 むる こと 詳に 

盡さ ざれば、 民 由らず 俗 一 ならず。 人君の 條政 法令 悉く 是れ 絜矩の 道な り。 且つ 格 

致 • 誠 正 • 修齊の 後、 紫矩 して 以て 之れ を 行ぶべし。 然らずんば 其の 志す 所 大いに 

違 ひて、 其の 矩 正しから ざるな り。 朱 子の 一 K はく、 「必ず 其の 理を 究め 心 を 正しう す 

る 者より して 之れ を 推す とき は、 吾が 愛惡 取捨 皆 其の 正 を 得て、 其の 推して 以て 人 

に 及ぼす 所の もの 亦 其の 正 を 得ず とい ふこと なし。 是を 以て 上下 四方 此れ を 以て 度 

やつ ぜん 

りて、 截然と して 各 》 '其の 分 を 得ず とい ふこと なし。 若し 理に 於て 未だ 明かなら ざ 


る ありて、 心 未だ 正しから ざると ころ あるとき は、 吾れ の 欲 十る 所の もの 未だ^ず 

しも 其の 欲すべ き 所に あらず" 吾れ の惡む 所の もの 未だ 必ずしも 其の 惡 むべ き 所に 

あらざる に、 乃ち 此れ を 察せず して、 遽に 是れを 以て 人に 施す の 準則と 爲 さんと 欲 

せば、 其の 意 は 公たり と 雖も事 は 私な り 一 と。 此の 說 最も 得たり。 然れ ども 絜矩は 

是れ 天下の 定則、 更に 疑 ふべき なし e 格 致 誠 正 を 待って 而 して 後に 絜矩を 言 はんと 

欲する は、 其の 矩 甚だ 遠し。 格 致 も 亦 此の 定則に 因りて、 其の 疑 はしき 所 最も 明白 

なり。 

所レ惡 ニ於丄 一 毋 一一 以使 U 下、 所 レ惡ニ 於 下 一 毋ニ以 事で 上、 所 レ惡ニ 於き 一 毋二以 先ーレ 後、 所 

レ惡 n 於 後一 毋， ー以從 i, 前、 所 レ惡ニ 於 右； 毋 S 以交ニ 於 左； 所, 惡ニ於 4^ 毋,， 1 以交^ 右； 此 

之 謂 二 絜矩之 道； 養 

此れ 上文-の 絜矩の 道 を 解す るたり。 言 ふこ ころ は、 上の 令す る 所、 下 、二して 欲せ ざ 

ると き は、 必ず， 此れ を 以て 下の 情 を 度って、 而も 亦敢 へて 此れ を 以て 下 を 使 はず。 

下の 事 ふる 所、 上と して 欲せざる とき は、 必ず 此れ を 以て 上の 情 を 度って、 而も 亦 

敢 へて 此れ を 以て 上に 事へ ず。 前後左右に 至る まで、 皆然ら ずと いふ ことたし。 天 
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(二) 語類 卷 

十六 

圜 IS は * 

む 意。 甲と乙 

との 二つの 關 

^に對 してい 

ふ。 =1 捆とは 

甲乙の 外に la 

に 丙の コ 一つの 

ものの 相： A 關 

^ある もい へ 

るな. C 

s に 語類 卷 

十六 

(五) 搀は 卑 

弟 怒の BT 一 も 得 

る こ あ-を 指す 
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はか 

下 を 帥ゐ萬 民に 令す るの 道、 其の 度る こと 詳 にして、 其の 則 正しき とき は、 人物 其 

ら<  I 

の 所 を 得て、 賢 を 賢と し 親 を 親と し、 樂を樂 しみ 利 を 利と す。 所謂 明德を 天下に 明 

かにす るな り。 朱 子 曰 はく、 「此れ 天下 を 平にす るの 要 道な り。 故に 章內の 意、 皆此 

レ」 }  UJ  >|  I  i4J  一  u-o 朱 子 曰 はく、 『已れ 立たん と 欲して 人 も 立て、 已れ 達せん と 欲して 人 も 達す。 是れ 

ナょ JJ. マ. 2 ゎを拍 づ」 と 兩 摺の說 にして、 只 だ 已れを 以て 人に 對 して 言 ふ。 絜矩の 若く するとき は、 上の 

011) せ ふ 

人の 我れ も 待つ ^以、 我れ 义 以て 下の 人 を 待たん と 思 ふ は、 是れ三 招の 說 なり。 中庸に、 『子に 求む る 所、 以て 父に S へて 来 

だ 能くせ や』 とい ふが 如き も、 亦是れ 此の 意な り」 と。 但し 中 庸 は是れ 其の 好む 所 も 一一 目 ひ、 此れ は 其の 惡む所 も ：〕n ふなり。 人 

我が 上に 在る もの あらざる なく、 我が 下に 在る もの あらざる なし。 親 は 我が 上に 在り、 子孫 は 我が 下に 在 乙が 如し。 我れ 子孫 

の-我れ に 孝な らんこと を 欲して、 我れ は 却って 親に 孝す る 能 はす、 我れ 親の 我れ に 慈な らんこと も 欲して、 我れ は 却って 子孫 

に 慈なる 能 はざる は、 便ち 是れ 一 畔 

長く、  一  短し。 是 れ絜矩 にあら す。 

或 ひと 問 ふ、 朱 子の 云 はく、 r 矩は 心なり、 我が 心の 欲する 所 は卽ち 他人の 欲する 

所な り。 我れ 孝^ 慈 を 欲せん に は、 必ず 他人 をして 皆 我れ の 孝弟 慈なる が 如くなら 

(五)  まさ 

しめ、 一夫 も 獲 ざら しめ ざれば、 方に 可な り。 只 だ 我れ 能く 此の 如くに して、 他人 

此の 如くなる 能 はずん ば、 卽 ち是れ 不平な り」 と。 曰 はく、 唯 だ 心 を 以て 矩と爲 さ 

0B,  「りたが 

ば 必ず 學者惑 ふ 所 あらん。 凡そ 矩は、 古今に 1 り 上下に 明かに して、 其の 儀^ は ざ 

る を 以て、 其の 準則 を定 むるな り。 其の 心 正しから ずして、 此れ を 以て 推す とき は 

悉く 自欺 なり。 朱 子 は 或 問に 於て、 理に 於て 未だ 明かなら ざる ありて、 心 未だ 正し 


からざる ところ あるとき は、 吾が 好惡 する 所參商 矛盾す る こと を 論じて * 竟に^ は 

必す忠 を 以て 本と 爲 すと 言 ふに 終る。 愚 謂へ らく、 聖人の 道 は 至誠の み。 所謂 大學、 

所謂 明德、 所謂 至善、 所謂 恕、 所謂 絜矩、 皆 天下の 性情に 通じ、 其の 事物 を 度り、 

至 公 至 明に して、 私すべからず 惑 ふべ からざる 底な り、 是れ 乃ち 至 正 至誠な り。 

或 ひと、 恕 と絜矩 との 同異 を 問 ふ。 曰 はく、 恕は是 れ體、 絜矩 は是れ 用な り。 恕 

は 推して 以て 之れ を 言 ふとき は絜矩 なり。 

或 ひと 問 ふ、 絜矩 の說、 多く 墨 氏の 兼 愛、 佛 法の 平等に 似たり と。 曰 はく、 章句に 

因る とき は、 長短 廣狹ー の 如くに して、 方なら ずと いふ ことなく、 全く 是れ 差別な 

きが 如し。 故に 朱 子詳に 之れ を辨 ず。 是れ矩 の 字に 因って 上下 四. 旁 彼此 を 一 にす る 

の說 あるな り。 能く 度って 準則 を 制する とき は 分 更に 亂 るべ からず。 豈墨釋 の 異端 

に 同じ からん や。 且つ 彼れ が 本と する 所 皆 私意 臆說 にして 公共なら ず、 其の 度る 所、 

其の 定 むる 所 正しから ざ る を や。 

或 ひと、 章句に 「章 內の意 皆 此れより して 推す」 とい へる を 問 ふ。 曰 はく、 條目 

の 內 皆 綱領の 意 あり。 況ゃ 明德を 明かに する は、 大學の 極、 治平の 要なる を や。 故 
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に 明德を 明かに する を 以て、 悉く 之れ を 推す とき は、 絜矩の 道 其の 屮に 在り。 然れ 

ども 絜矩も 亦 大學の 要、 此れ を 以て 之れ を 推す とき は 未だ 遠からず。 故に 今 之れ を 

取る。 只 だ 明德を 明かに する を 以て、 之れ を 推す に 如かず。 

二 ハク ク ノシキ  〈 ノ  ナリ ノ  ハ ムミ レヲ  ハニ クム ム レヲ レレ ヲフ ノ  ト 

詩 云、 樂只 君子、 民 之 父母、 民 之 所レ好 好， 之、 民 之 所い 惡 惡, 之、 此之 謂， I 民 之 父母； 

樂音 洛、 只 音 紙、 好 

惡並去 整、 下 並 同。 

詩 は小雅 南山 有臺 の篇。 只 は 語の 助辭。 言 ふこ ころ は、 君子 は 民. の 心 を 以て 心と 爲 

十、 故に 其の 好惡 する 所 至誠に して 私な く、 所謂 庶民 を 子の ごとく するとな り。 此 

れ詩を 引きて、 民 を 親しむ の 意 を 明かに するな り。 I5S ま ^，き， 謹！： い 5§ 

の 心 を 以て ヒれが 心と 爲 せば、 是れ民 を 愛する こと 子の 

如くに して、 民の 之れ を 愛する こと 父母の ごときな りと。 

二 ハク セヅ タル ノ コレ イシ タリ タルシ キン トモ 一一 ナン. チヲ ミル トイ ヘリ タモツ ヲ ノハ カラ テ ンバ アル 

詩 云、 節 彼 南山、 維 石 巖巖、 赫赫 師尹、 民具 爾 瞻、 有, 國者、 不， 可， I 以不, 

レ％  m ス …則 ま 一天 It 「矣、 l^fe^ 

せつなん ざん 

詩 は 小雅節 南山の 篇。 節 は 截然 高大の 貌。 師尹は 周の 太師尹 氏な り。 具は仍 なり、 

辟 は 偏な り。 言 ふこ ころ は、 尊 位に 在る 者 は、 人の 仰ぎ 觀る所 なれば、 謹ま ずん ば 

あるべからず.。 若し 一人の 欲 を 私して、 衆と 其の 好 惡を间 じくせ ざると き は、 身轼 


せられ 國 亡びて、 天下の 尤 戮を受 くると なり。 S せ^: ソ^ 類 ーほぶー" ま^ち 喊 

れもー 境內の 8S と？ ？ す。 故に 

^人 多く 托して 以て 比 興す" 

-1 ハク イン ノ ダウ シナ  <  モロ く ヲクス  ュ ヨロ シ クル  イン 二  ズト 力 ライ 7 コ I-B ハル It ハヲ  9 

詩 云、 殷之 未レ喪 師、 克配ニ 上帝； 儀 レ監ニ 于殷； 峻 命不， 易。 道、 得 1 衆 則 得 レ國、 

ルャ  ベ シ 

もグぉ ガし あ、 * 去聲、 儀、 詩作 レ宜 - 

タ レま貝 ^レ 國 接、 詩作 レ駭、 易 去 聲。 

詩 は 文 王の 篇。 師は 衆な り。 配は對 なり。 上帝に 配す と は、 言 ふこ ころ は、 天下の 

君と して； K と相對 するな り。 監は視 るな り。 峻は大 なり.。 易から ずと は 保ち 難き な 

り。 道 は 言 ふなり、 言 ふこ ころ は、 天下 を 有つ 者 は 萬 民の 心 を 以て 心， こ爲 す。 是れ 

5 しな  ほしいまま  したが 

殷の衆 を 喪 はざる (所以) なり。 己れ を 恣 にして 欲に 徇 ふとき は獨 夫たり。 故に ぼ 

の 得失 は 衆の 得失に 在りと なり。 詩 を 引きて 以て 上文 を 結び、 人君 慎むべき の 道 を 

論じて 以て 下 節 を 起す。 

あ 故 君子 先愼ニ 乎德； 有， 德此 有い 人、 有， 人此 有， 土、 有 レ土此 有， 財、 有へ 財此 有， 用， 

(き 

朱 子 曰 はく、 「先 づ德を 謹む と は、 上文の 『謹ま ずん ば あるべからず』 を 承け て 言 ふ。 

德は卽 ち 所謂 明德 なり。 人 有りと は  >  衆 を 得る を 謂 ひ、 土 有りと は國を 得る を 謂 ふ) 

國 あるとき は 財 用た きこと を 息へ ず」 と。 愚 謂へ らく、 財 用 は 人君の； K 用な り。 其 
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八 二 


n) 朱子雜 

B# 十六 


(二) 梁靈 

上篇 14 

(三) 章句 


s  E 句 


の德 明かなら ざれば 財 用 も 所 を 得ず。 ？ It に、 i の大 なる もの 


後 面 只 S 財 を 說く所 W な- 


德者本 也、 財 者 末 也、 


すみやか 


上文 に 本づ い て 言 ふ 。 以 下專、 b 德財 本末 の義を 論ず- 

h シ ヲ 一一 スル te: へ ヲ  ハ シメテ ヌ ス 7r» ヲ 

外 レ本內 レ末、 爭 レ民 施， 奪、 

人君 德を 以て 外と 爲し、 財 を 以て 內と爲 すと き は、 下效 ふこと 影響よりも 捷 たり 

そむ  わす  に』 )- 3 に 

故に 爭奪を 以て 俗を爲 し、 民 大いに 倍いて、 其の 親 を 遣れ 其の 君 を 後に す。 

義を 後に して 利 を 先に すれば、 奪 は ざれば 整 かす。 未だ 仁に して 其の 親 を 遺る る もの は あ. リす、 未だ^に して 其の を 後に す 

る 者 は あらざる なりと。 〇 朱-十 曰 はく，  し S- は 人の 饲 じく 欲する^、 紫矩を 能くせ すして、 之れ を^ら にせん と 欲すれば、 

(15 

民 も 亦 起つ 


是 故財聚 則 民 散、 財 散 則 民 聚、 

朱 子 曰 はく、 「本 を 外にし 末を內 にす、 故に 財聚 まる。 民を爭 はしめ、 奪 ふこと を 

施す、 故に 民 散ず。 是れに 反する とき は德 ありて 人 あり」 と。 

ノ  -1 ゲン サカ ウテ  ル fri;  ゥチル  ゥ テル It ハ  ウテ ヅ 

是故、 言 悖 而出 者、 亦悖而 入、 貨悖而 入 者、 亦悖而 出、 

みち 

悖 は 逆な り。 此れ 言の 出入 を 以て 貨の 出入 を 明かに す。 言 ふこ ころに、 財 用 道を以 

てせ ざれば、 ti: うて 入り tb うて 出づ、 眞 まざる ベ けんやと。 


章 
句 


^命 不， m  w  ¥ 肿得， 之、 不善 則 失 ^矣、 

直 は 一 ぼな り。 叉 書 を 引きて、 峻命 易から ざるの 意 を 申ぶ。 言 ふこ ころ は、 夭 命の 歸 

す る 所 常な し、 善と 不善と の 得失に 在りと なり。 ^^s^^^p-s^s^ 

得るな り。 財 を 以て 本と 爲 せば 不善、 

不善 なれば 衆 を 失 ひ 國も失 ふなり。 

-I  、 ク  ニハシ テス 「ト タグ  テス ト 

楚書 曰、 楚國 無二 以爲 で 寶、 惟 善以爲 1 寳 

朱 子 曰 はく』？ 楚書は if り。； 一 謂お。 言 ふこ ころ は、 金 

玉を寶 とせず して、 善人 を寶 とするな り」 と。 ^p^r^^^lft^Li 

の (.& 猶ほ 在り や、 其の 噴お る こ fei 何ぞ」 と。 (ヌ 孫)^。 く； x 楚ヒの ii とらす る 者 J^,s』t.s^ji^¥glss 

§^ 割 S|fi5? に 行 ひ、 寡^も 以て P 實と爲 す ことなから しむ 又 左史， 倚お あり。 能く i 典に 通し 百 物 も 鼓して P て 寧 タ盞 s 

も^  iiW じ、 先王 S を 忘る るな からしむ。， 雲の (トー お は 4 まも？ もほュ s、lf^JL れと以 せて IKS 

s^s 引 4 く、  si〕 て ぁ民び れに 保ん す" 此れ ii 國の寳 たり 夫の 白 SS 若き は 先王^^ やな り 何 ぞ 之れ を资 とせ A キ」 と 


王 3 圉. H 楚の大 夫。 ®e 子 は 名. は铗。 玉 を 鳴らして 以て 相たり と は、 

s^si^ レ^^て 翻 く M なり。 玲は俱玉 の 横§ なる もの e 

舅 犯 曰、 亡 人 無- 1 以爲 r 寶、 仁レ 親以爲 レ寶、 

朱 子 曰 はく (、一-一一) 臭 犯 は 晉の文 公の 募、 ぎ 偃、 字 は 子 犯。 亡 人 は 文 公、 時に 公子たり、 

雜、 ばいて 外に 在るな り。 仁 は 愛な り。 事 は！；？ に 見 ゆ。 襲 If^5"^^K 、し 

も、 i っョ まく、  ™ 人 之. ^な 聞く、 國を亡 ふも恆 に斯に 於： し、 國を 得る も 恆に斯 に 於て す H  ^子 镊^ ゆ 沖^ ォ 

久し^^ るな^^ 失 ^ ベ ^ ら^るな り。 f 其れ 之れ i れ」 と §i に告く  F 犯 力 日 は 
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(五) 2 ほ 

窑 の^ 名 


(六) S1 

八 1 頁の 「詩 

云殷之 未レ喪 

：: 得 レ衆則 

得レ n、 失レ袞 

則失レ al」 を 指 

す 

(七) 章句 

(八) ほ 語の 

中の 蹇語 S 

す 

(九) 玉の 名 

(一 〇) 幾 世 

の 意 

ニー) 外交 

の 事 を 指す 

(一 二) 諸侯 

に對 する » し 

みの 4K なり 


Bl 遂 ど 才書宗 ^ 
もに 奸亦畫 の 6： 
騸 安お © に 時 

P5 祿 にれ 巧の 逸 
せ 山した に 人の 
ちの てれ 、 、玄 


二) せ亡レ  く、 「s™ 子 其れ 辭 せよ、 喪 人に 资 なし、 親に 仁 ある 一 ど 以て 齊と爲 す。 父の 死す る 之れ を 何とか 謂 ふ、 又 S つて 以て 利と ほさん 

て 位 を かへん  や、 而 して 天下 其れ 孰れ か 能く 之れ を說 かん」 孺子 其れ 辭 せよ」 と。 亵は卽 ち 出 亡な り。 父 死す、 而 るに 國に 反って 後た らん 

の 人、 卽ち公  こと を 求めん と 欲する は、 是れ 因って 以て 利と ほすな り。 說は 字の 如く、 猶ほ 解の ごときな り。 〇 古註、 郵氏曰 はく、 文 ヘム ゆ 

子 ffiK- を^す  に驟ぱ が^も 避け 亡げ て g に 在り。 獻公^ じ、 秦の穆 公、 子顯 をして 之れ を 弔せ しめ、 之れ に勸 めて W に^-りし わ. - ：? 犯 之^ 

9 せ  てき 

i_?is§5s。 此の 兩節又 本 を 外にして 末を內 にす るの 意 を 明かに するな り」 と。 

(二) ん恒  シン セィニ ハク キ ルガ 力 ノ  トシ テ クノ  ノ  トシ テ レ シ ルガ ルル 「  ルヲパ 

m は 秦誓 曰、 若レ 有- - 一 个臣ー 斷斷兮 無 こ 他 技 一 其 心 休 休焉、 其 如-有， 容焉、 人 之 有 k、 

piQ 文 を以  クシ レル ガレ  ノ ゲン セ イナ ルヲパ ノ  ンデ レヲ  タ ダニ キノ ミ リ ノ  ルガ マコト- 一 クレ レヲ テク 

て i られ、 終 若 二 己 有- a 之、 人 之 彥聖、 其 心好レ 之、 不 T 啻若 * 自ニ其 ロー 出 h  {是 能容， 之、 以能 

牛-あ > す  ヤス ンゼバ ガ- ヌ コヒ ネガ ハク ハ ンカ  ノ ルヲバ バウ シッシ テテ ミ レヲ ノ ナルヲ ベ ク，， ？ゾテ 

^  0, 保 二 我 子孫 黎民 ー尙 亦 有， 利 哉、 人 之 有， 技、 娟疾 以惡, 之、 人 之 彥聖、 而違 

K て S き レ之 俾. 不. 通、 楚不. 能に 谷、 以不. 能. 保- 我 子孫 黎 ぁ； 亦 HT 船^ ナ 

り、 な：^ な 避 

秦誓は 周 書。 斷斷は 誠 一 の貌。 技 は 技能な り。 休 休 は安靜 の貌。 容 るる こと あるが 

I い 、k の：" 如しと は、 其の 量の 寬 なるな り。 彥 は美士 なり。 聖は通 明な り。 .1^1 錯ズ VS ま〕 f 

る S 大宗の 明 ffs^ii§^ 尙は 庶幾な り。 娼は 忌むな り。 違 は拂戾 なり。 殆は 危なり。 

謀臣、 杜如晦 (I 一  ：- 

と併稱 せらる  楊氏恆 いか 曰ぷ く、^ に：： ならす は、 ^ほ 豈：： に 止まらん やの ごとき も Lfef? ご II き ムロ  ぐ. 

るの、  なりと。 〇 吳氏 程が 曰 はく、 裟は當 に 音 は nf。 赏 なること 是れ なりと。 血ォ養 を r ひき て おて riskt" の 要は ム H 

(三) (餺) 

く 人 を 愛し 能く 人を惡 むに 在る こと を 明かに す。 ぼ 人、 のお： rj,.i ば s 

るが 若く しの 此の 一 人 は 房 玄齡に 似たり。 人の 技 ある をば 

蝎疾 して 以て 之れ を惡 むの 此の 一 人 は 李 林甫に 似たり と。 

ダ  シテ レヌ シ リゾケ レプ  一一  二 ジ ウセ プ  レ ヲフダ  ノミ スト クシ ゾク ムプヲ 

唯 仁人 放 二流 之； 迸， 1 諸 四 夷； 不 _,1 與同， | 中國； 此 謂 S 唯 仁人 爲 II 能 愛， 人能惡 T 人。 


s  s  朱 子 曰 はく、 「迸 は 獐ほ逐 ふが ごときな り。 言 ふこ ころ は、 此の 媢疾の 人 あり、 賢 を 

I なやま 

妨げて 國を 病す とき は、 仁人 必ず 深く 惡んで 痛く 之れ を絕 つに、 其の 至 公 無私 を以 

•  ノ  (七) 

お) 現 てす。 故に 能く 好 惡の正 を 得る こと 此の 如しと なり。」 の、 二  1 十 1 謂お 、引 

のは魏 の王肅 乃ち 古語 を引援  ， 

これ を傳 ふ" する の なり" 

實は王 肅の撐 テ ヌ ハ グル 「 ゲテ バ 〈 -- ス ルナ リ テ ヲ へ クル 1 ケテ バ ハ ザ クル 1 ナリ 

書？ ぶと い 見, 賢 而不レ 能, 擧、 擧而不 レ能レ 先、 命 也、 見 一一 不善 一而 不， 能レ 退、 退 而不レ 能， 遠、 過 也、 

遠 去 

聲。 

(八) 後漢の  ^-、 教氏が 云ん、 か1 こ SI ズこ fe- る，/ ン」 -o 程ネ 9- 日 はく、  I 田に 怠に 作るべし と 。朱 子の 云" く、 未だ 敦 

大 馐鄞玄  舅 p\ 力 IMn 嚿 att-s^:  ^〈しと れが是 なる かも 詳 にせす。 命と 慢と聲 相 近し、 是な るに 近し。 

言 ふこ ころ は、 此の 若き もの は、 愛惡 する こと を 知りて、 其の 實を 力む る 能 はずと 

o 朱 子 曰 はく、 先 は是れ 早定の 意。 是れ 

户— 速 かに 之れ を 用 ふること 能 は-ふる なり レ 

,ミ ゾ，， ヲ ム ノ  ヲ ム レヲ フモ トルト ノ 一一  ヮザ 〈ヒズ オヨ バン ノ  -I  . 

好 二人 之 所 u 惡、 惡， | 人 之 所 p 好、 是 謂.， 拂二 人 之 性； 0 必逮， 1 夫 身； 0^, 

J  _  孟子 離 粜 上 篇に見 ゆ 

拂は 逆な り。 人 は 衆人な り。 人の 情、 好惡相 同じと。 故に 「民の 仁に 歸 する や、 猶 

ひくき 

ほ 水の 下に 就く がごと し，」 と。 聖人の 道 を 立つ る こと 亦 性 命の 浬に 順 ふの み。 之 

れに 反する とき は、 桀紂の 暴 を 以て 天下 を 帥 ゆるな り。 故に 災 必ず 其の 身に 及ぶ。 
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說卦に 曰 はく、 昔 者 聖人の 易 を 作る や、 將に 以て 性 命の 现に順 はんとし、 是も 以て 天の 

道 も 立てて 陰と eg と 曰 ひ、 地の 道 を 立てて 柔と剮 と 曰 ひ、 人の 道 を 立てて 仁と 義と曰 ふ。 

ノー 一  ハリ  ズ  テレヲ  テフ レヲ  • 

是故、 君子 有 二 大道 一 必 忠信 以得, 之、 驕泰以 失 k 之、 

君子 は、 位 を 以て 之れ を 言 ふ。 大道と は、 其の 位に 居る の 道 ある ことたり.。 人の 爲 

に 謀って 其の 誠 を 盡すを 忠と爲 す。 自ら 處す るに 誠 を 以てする を 信と 謂 ふ。 驕は矜 

かう  (二) 

髙 なり、 泰は 怠慢な り。 此れ 人君 得失の 本 を 結ぶ。 K:?g:fJ1i 詰 filS 龍？ ま 

なる を 

加 ふ。 

或 ひと-問 ふ、 朱 子の 云 はく、 「『己れ が 心に 發 して 自ら 盡 せば 忠と爲 し、 物の 理に 

循 ひて 違背せ ざれば 信と 爲す。 忠 は是れ 信の 本、 信 は 是れ忠 の發』 と。 伊川、 明 道 

まみ  くら 

に：^ え、 此の 語 尙ほ晦 しと。 故に 更に 云 ふ、 『己れ を盡 す、 之れ を 忠と謂 ひ、 實を以 

(素行) 

てす る、 之れ を 信と 謂 ふ』 と。 便ち 更に 幅當 なり」 と。 曰 はく、 忠信の 說は 論語に 

詳に盡 す。 凡そ 忠は 是れ 人に 對す るの 言。 人君の 忠は 人民に 對し來 る。 信 は 是れ身 

を修 むる に 誠 を 以てする の 謂な り。 忠信の 二字、 人 を 治め 己れ を修 むる の道藎 せる 

なり。 驕泰 は是れ 忠信の 反、 故に 得失 這の 二者に 因るな り。 

ズ ルー 1 ヲリ  ズ ルレ ヲ ハク  ス ルレ ヲ ハク ックル レヲ ハク  フル レマ ハ n ルキ it ハ  -1 ル 

生. レ 財 有- rK 道 一 生.. 之 者 衆、 食；, 之 者 寡、 爲, 之 者疾、 用， 之 者舒、 則財恆 足矣、 


後 節 さ 5 

(5 

はく、 「if に 遊 

尺なければ 生 

する もの 衆く、 

朝に 倖 位な け 

-れば 食す る も 

の 寡く、  ig 時 

を 奪 は ざれば 

之れ を爲る も 

の疾 く、 入る 

も 量りて 出-つ 

る を^さば 之 

れを W ふるこ 

i 纤 なり J と。 

愚按 する に、 

此れ 土 あり 

あるに 因りて 

言 ひ， 以て S 


も 明かに す 云 

云と。 呂氏は 

* の 舉者 呂大 


一 人、 雲官 

に 推され ffl ふ 

るに 至らす し 

て 卒す。 S 

EI の 著 あり 


ニー 一』  J 

此れ 財 を 生ずる にも 亦 其の 道 ある を 論じて、 財 用を務 むる 者 は^ず 小人に 肉る こと 

を 示すな り。 之れ を 生じ 之れ を爲 ると は、 財 を 生し 爲る ことなり。 衆と は 財 利を務 

むる 者 II きなり。 疾とは 財 利を爲 りて 怠らざる なり。 之れ を 食し 之れ を 用 ふと は、 

財 用 を 費す ことなり。 舒は 出納 を吝 むな り。 言 ふこ ころ は、 小人 財 用を務 むる にも 

亦 道 あり、 其の 法 此の 如く なれば 財 用恆に 足る となり。 

或 ひと、 章句に 呂 氏が 註 を 引きて 以て 國を 足らす の 道と 爲 せる を 問 ふ。 曰 はく、 

ここ 

君子 豈財を 生ずる の敎 あらん や。 上 節旣に 「土 有れば 此に財 有り」 と 謂へ り 別に 

財 を 生ずる の 道 を 論ぜん や。 下 節に、 「不仁 者 は 身 を 以て 財を發 す」 と 曰 ふ。 凡そ 

此の 章 財 を 生ずる の 道 は、 皆 小人 身 を 以て 財を發 する の 謂な り。 財 用 は 是れ民 を 養 

ゆる 

ひ 用 を 通ず るの 利な り。 之れ を 食す る 者 寡く、 之れ を 用 ふる 者舒 ければ、 是れ民 を 

養 ひ 用 を 通ず る こと を爲 さず、 唯 だ 專ら財 用を務 むるな り。 故に 末節に 利義 及び 小 

人 財 用を務 むる の災を 論じて 之れ を 終る。 是れ 此の節 小人 財 を 生ずる の 道 を 論じ、 

末節 を 以て 之れ を 結ぶな り。 財 を 生ずる の 大道 此の 如くして 之れ を爲 すと き は、 財 
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<1 頁參 g  足りて 人 散 じ、 身 を 以て 財を發 するな り。 

或 ひと、 W: 氏が 說を問 ふ。 曰 はく、 呂氏は 財 を 生ずる を 以て、 君子 國を 足らす の 

義と爲 す。 故に 附會 し來 つて 此の節 あり。 唯 だ 本文に 從 つて 直に 解 するとき は、 財 

を 生ずる の 道、 財 用を務 むる に 在る こと 分明な り。 財 は 是れ民 を 養 ふ を 以て 本と 爲 

あはれ  ゆる 

す。 之れ を 食す る 者 寡き とき は 孤 獨を養 はず、 無 吿を恤 まず。 之れ を 用 ふる 者舒ゃ 

をし  ゆたか  へ 

かなれば、 出納 吝 みて 府庫 を 富ます。 此の 如きと き は 財用裕 にして 耗ら ざる も、 是 

れ豈 君子の 致す 所な らん や。 

仁者、 2^ 財發， 身、 不仁 者、 以， 身發， 肘、 

此れ 上文 を 承け て、 以て 財を發 する の 失 を 明に するな り。 發は、 生ずるな り、 起す 

なり。 言 ふこ ころ は、 仁者 は 財 用 を 散 じて 民人 を 愛す、 故に 財 を 以て 身を發 す。 不 

仁者 は 財 用 を 務めて 民人 を 愛せず、 故に 身 を 以て 財を發 す。 是 れ財聚 まりて 身」」 ぶ 

る り o 

.ダ • ラ • ンデ ヲ  ルマ ヌハ  ダ ランデ ヲノ  ル ァラハ  ダラ  ノ  ルノ 

手 有 二 上 好 レ仁而 下 不レ好 fc 者 1 也、 未， 有 二 好， 義其 事不， 終 者 一也、 未， 有 下 府^ W ル H、 

^  ル  ル  • 

、  財 1 者 上 也、  ly;  -： 、… • 


7T.;1 ダル  5? 子 曰に，， -  一 h 仁 を 好んで^ て 其の 下 を 愛する とき は， 下義を 好んで 以て 其の上 

』の>  え  は-しゅつ  (二) 

一. - ： め 問 に忠 たり。 - 所以に 事 必ず 終 ありて、 府庫の 財 悖 出の 患な し」 と。 K あ 「S:T や 誌？^ 

答 * 卞 やま 頃 

卷 十六 こ 見 ゆ  く Tn ハだ 是れ 一 篛の 道理、 上に 在りて は 便ち 仁と 喚び 做し、 下に 在りて は 便ち 義と獎 

•  ひ 做す。 父に 在りて ほ 便ち 之れ を 慈と 謂 ひ、 子に 在りて は 便ち 之れ も 一孝と 請 ふ」 と 

，ゥケンシガ 〈ク カフ モノ ハヲ  セ  ヲ  ノ  二  <  ハ  ヲ  ノ-  二,  々シナ ハシ. I!- ゥ 

孟獻子 曰、 畜 -1 馬乘； 不レ察 n 於 鷄豚ー 伐 氷 之 家、 不レ畜 二 牛 羊〗 百 乘之家 不^ 畜ニ 聚 

レン ノ  ヲ  ヨリへ ノ 1 マン  ノ  ロン 力.，、  レ ヲフハ  テ ヲサ I*  テ ヌ スト ト 

斂 之臣； 與 一 一一 其 有 二 聚斂 之臣； 寧 有-一 盜臣ー 此謂 T 國不 -1 以 レ利爲 "利、 以レ義 爲右利 也、 

畜許六 反、 乘 

飲 並 去 聲。 

ち^うそんべ つ 

孟獻 子は魯 の賢大 夫、 仲 孫 蔑な り。 馬 乘を畜 ふ ものと は、 土の 初めて 試みられて 

ノ 

大 夫と たれる 者な り。 伐 氷の 家と は、 鄕大夫 以上、 喪祭に 氷 を 用 ふる 者な り。 |£ お 

(一- -) 唐の s-  sn  (wn へん a  (玉) ひひ  . 

^■.,,5  く、  i 氏が 註に 曰 はく、 書の 傳を按 する に、 士 は 飾車軿 馬な り。 詩に 云 ふ、 E^^Ii たりと。 大决 以上 は 乃ち^ 馬に 乗る 

(E)  二 頭 ひ  得。 今 下に 伐 氷の 家と 云 ふ、 是れ 媽大 夫な り。 今 別に 馬 乘を畜 ふと 云 ふ、 故に 知りね、 士の 初めて 試みられて 大 夫と なれる 者 

flS 車 3 き >,  なりと。 左 (傳) の昭四 年に、 大 夫の 命 婦は喪 浴に 氷 も 用 ふと。 喪大 記に 云 ふ、 士は水 を 用 ひすと。 故に 知りね、 ^大 夫なる 

(五) EI 頭 ひ  ti とも。 お^ 賜の 若" に は 亦 之れ も刚 ふること. を 得、 但し 其の 常に 非す。 一 故に 士の喪 禮に氷 を 照へ！ して 可な り。 〇 

きの 馬の 左右  -  (七) ばん 

にある 兩馬  禮 の喪大 記に、 君 は 大燊も 設けて 氷 を 造れ、 大夫. は夷槃 を 設けて 氷 を 造れ、 士は 瓦槃も 併せて 氷な しと。 造に ほ, のにと^ 

(六〕 10  なり。 禮に 仲春の 後より 氷 を 集中に 鈉れ、 ^を 其の上に 設けて 尸を遷 す、 秋 涼に して 止む」 士は水 を 用 ひす 瓦 を^て 藥 と爲 

0  C  §  し 併せて 以て 氷 を 盛る のみ。 〇 局輕 の天官 に、 凌 人 は冰を 掌る、 正 歲十有 二月 令して 冰も 斬り、 其の 落き 一一つ V す，。 春 始^ 

(七) 氷を槃  て g おも-治め、 に， て 内^ 饔の 辏羞 これ を SJS す、 凡て 酒漿の 酒遒も 亦 かくの 如し 。祭祀に は 冰搭を 共へ、 賓さに は vs を 共へ、 大 s 

中に 入れて 上  (八. 一 ぜんしう  っゐ  しゅれ い  そな t はせ  - 

:n をお くこ  に は 夷 槃を共 . .5 と。 冰凌は 氷室な り、 ® は 藪の 如し。 大口に して 以て 冰を 盛り、 中に 龛 お^^ を てお お を si,. 呋を失 ひ 

^  色を變 ^る を 防ぐ たり。 は 音絨、 今の 大瓦 盆の 屬。 鄭 氏が 曰 if く、 夷と 言 ふ は、 尸な り。 冰もぉ 中に 實 たし 尸牀の 下に g 

に八2 朝 の  き 尸 を 寒す 听 以 なり。 尸の 槃を 夷槃と 日 ひ、 牀を 夷牀と 曰、 ひ、 t 尸 f^.JAf>H  豕ま、 も 地 ある # なり。 

律岳 のこと  に 夷す と 曰 ふ。 皆 尸に 依って 言 ふなり。 C 夷槃は 廣さ八 尺 長さ 一 丈 二 尺 ，^び^お さ ス^^' 
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麵 


(一) 降 ST 

S の 人、 字 は 

敬與、 德宗に 

仕へ て 親任 摩 

し、 同 平 章 事 

i なり^に あ 

ひて 讒 居に 死 

す、 諡 して宣 

公 i いふ。 著 

香に 陲宜 公奏 

^々び 全集 等 


^音 は^、 (木地 

ほ臣 の食邑 な. 9 
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言 ふこ ころ は， 家 其の 祿 あるとき は 民と 利を爭 はず.、 盜臣は 唯 だ 主の 

財 を 盗む のみ、 聚斂の 臣は 其の 害 悉く 民に 及ぶ、 故に 君子 甚だ 之れ を惡 むと なり。 

此 謂 以 下 は孟獻 子が 言 を 釋十ノ るな 


、 國は利 を 以て 利と S さすと は *  ^し 古^な り。 比 

れも謂 ふの 字 を 観て 見つ ベ し。 之れ を 引きて 以て 献. 尸が- Kvr-ls す。 


獻- 十^て： ナ^も^と し、 能く 篛 利の 

T  、 故 こ ヒ：， 一， 


ぎ ー阈家 一而 務ニ財 用 1 者、 必自ニ 小人！ 矣、 彼爲， 善レ 之、 小人 之 使 ， 爲二國 家； 谘害並 至、 

雖レ有 二 善 者； 亦 無二 如 レ之何 1 矣、 此 謂 &1 不二 以， 利爲 U 利、 以レ義 爲+利 #1、  ^ 

.  わざ は ひ 

此れ 又 財 用を務 むる の 葭を戒 む。 自は 由な り、 小人 之れ を 導く に 由る となり。 彼れ 

と は 小人 を 謂 ふ。 之れ を 善と 爲 すと は、 財 用を務 むる を 以て 至善と 爲す こと。 是れ 

身 を 以て 財を發 するな り。 小人 之より 以下 は惣 ベて 治平の 要 を 明かに す。 愚 謂 へら 

キ- は 

く 治阈平 天下の 極 は、 能く 人 を 知る と、 詳に義 利 を 致む ると に 在り。 故に 末節 再 

び 國は利 を 以て 利と 爲 さず、 義を 以て 利と 爲 すと 言 ひて、 以て 深く 阈家を 有つ 者の 

戒を存 するな 

レ之を 仁 山 金 氏 は、 彼 爲，， 不善 一 之 

小人に 作る。 明白なる に 似たり" 

右の 傳は 治國平 天下 を釋す 


朱 子 曰 はく、 彼爲 レ善レ 之、 此の：？ の 上下 疑 ふらく は K 文 誤字 あらんと。 〇^^ 程 曰 はく、 彼 S レ g 

レ之、 陸 宣公は 全く 中間 も 引き、 此の EI 字な しと。 蓥し 衍文の み。 善 右 を 善人に 作る、 又 彼^ レ善 


\ に 生す 織，- 孝 干^ 正 二 
共 面前る 部て 行石臣 後し' 
に 食 履 時 は 親の ちに 锆 

す ： 十 素 友門銪 レ^ 父 
人 C 素 八 行た 人して 守 キ- 
た 父 行 歳 死 りに 、七 は 水 


此の 章の 義は、 全く 民と 好惡を 同じう して， 其の 利 を專ら にせざる に 在り 是れ乃 

こ こ 

ち明德 を； 大 下に 明かに する の 意に して、 大學の 道 は 其の 極此に 在り。 是れ 至善に 止 

1 o  414} の 或 問： 曰. まく、 此の 章の 文、 SC: ナ更 むる HE 多くして、 子 S り舊 文. 正し：： i^J,. は^^ 

まるの 謂な り s^y ヘ^ 3^ く、  P 此の^、 故に 傳に 之れ も 言 ふこと 詳 なり" 然れ ども 其の 赏は 

の 兩？|に過 ぎざる のみ。 但だ其 の is 致 めんと 欲する も 以て^ 故に、 言. i 所せ ぶ S^VJI-S せ U55is ば!?^ Ifol^ 

^つ-: ョ お ひ SI  . 一：、 易 一、！？ て 5i もぶ 一，： &2 も i る 0 一 V- "に" こ.？： 二： 之." 一、,. 1." に r-. き 

掊罎 し^ 袼貫^ して、 丁寧 反復 人の 為に 深切の 

意、 又 自ら^に 言外に 見れ て、 易 ふべ から や。」 

(奧睿 ) 享保 十八 癸 巳年 九月 

菅沼 綠部內  ス レヲ 

都 築 七 郞左衞 門 正 次 寫レ之 
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解題 並 凡例 

素行 は生來 綿密な 人で、 見聞した あらゆる 物、 人との 對話感 ち) など を 書き留めて e 

いたらし いので ある。 素行 生存 中には まとまった 著述 や 抄錄ゃ は 別と して、 かう した 

雜記類 は、 言掇錄 一冊、 左 接 一 冊、 大掇 六册、 雜接 一 0. 雜錄. i へ， 册 等あった ことが 積 

德堂 書籍 目錄に 見える。 然し 今日 殘 つて 居る もの は その 半分 以下で ある。 後の 著述 は 

これ 等 を參考 とした ものが 多く あらう が、 又 これ 等 を 分類して まとめよ うとした こと 

が、 右 書類の 各項に 記した 符號 によって 窺 はれる。 例へば 言 掇錄の 表紙の 見返しに は、 

「爲 ニ勾點 一 者 入 二百 結 部類； 爲 一一 @點1 入 ニ隨筆 1」 と ある。 百 結 は 現存して 居り、 今日の 

所謂 百科 辭典で ある。 隨 筆と は 謫 居隨 筆の ことか。 然し 同書 は 五 册の內 今 は 一 冊し か 

殘 つて 居たい からよ く 分らない が、 ここで は內容 から 見て、 又 別の 隨筆を 意味す るら 

しい。 叉 或る ものに は、 一 兵」 とか 一文 一 とか、 「學 一と か 書いた もの も ある。 

今 編者 は その 中から、 素行の 行動 • 思想 • 文學 . 武學 等に 關 する 所謂 面白き もの を 

抽出して 一山 鹿 隨筆ー と 名 づけた ので ある。 これ は 前に も 記した やうに 素行の 素志で 

山 鹿隨筆  一九 五 


山 鹿隨筆  一九 六 

もあった と 思 はれる からで ある。 尤も 素行の 計畫 した 隨 筆と は、 多少 相違 ある こと は 

免れぬ であらう。 

現存の もの は明曆 三年 三十 六 歳に 始まり、 貞享ニ 年 六十 四歲に 及んで 居る。 これに 

繼ぐ ものに 「章 數附」 とい ふ ものが ある。 延寶七 年 五十八 歲 以後 貞享ニ 年までの もの 

で、 前者に 比して 學文關 係の ものが 多い。 卽ち讀 書の 抄錄、 文 學* 兵學の 講義 案、 諮 

疑問 答 等が 主で ある。 なほ 寛 永 十四 五 年 十六 七 歳の 頃の ものに 「埃 藁 集」 が あるが、 

分量 も少 い 上に 素行の 詩文が 極く 僅に 載って 居る ばかりで あるから、 便宜 この 隨筆の 

第一 卷 として 冒頭に 附 けて 置いた。 又本隨 筆の 第八卷 として 收 めた 隨錄 は、 反古 中よ 

り 見出して 假 りに 名 づけた ものである。 尙ほ 左掇は 引用に 適せざる を 以て 省略した。 

前記 雜記 類の 各冊 は 何れも 錯簡が 多く、 從 つて 年代 不明の もの や 重複 も 多い から、 

これ は 出来るだけ 正した けれども、 大體に 於て 各冊 は それく 動かさな いやう にして 

年代 を 揃へ た。 但し 各 年代に 亙る もので どうに も 仕方のない 雜錄は 最後に 置いた。 

全體が 非常な 走り 書で、 殆ど 素行 自身で なければ 讀 めない ものが 多く、 實際 誤脫も 

多く 蟲害 も甚 しいので、 これが 寫取^ は 非常に 困難した。 從 つて 誤寫 はまた 一 層 多 か 


らうと 思 ふ。 睫 者 幸に 諒 とせら れんこと を。 又 文章 は 草稿の 草稿で、 全く メモで ある 

から、 精練した 著述と して 見る ことが 出来ない。 然し その 修飾の ない 全くの メモの c 

に、 ほんた うの 素行が 窺 はれる と 思 ふ。 

用字 • 振 假名 • 訓點 • 句 讀等は 大體に 於て 銃 一 し、 誤脫は 改め、 假名 遣 は 現代 式に 

し、 叉讀み 易き を 主として、 漢文 は 書き流し、 假名 を 漢字に 替へ たもの も ある。 
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七 I 西 行が 淤  S 一一 六  八 六 太 極  

七 二 家法 を 正す  B  八 七 五倫の 名  

七三 非 仁政  0^  八 八 形  

七 a 孝 經の釋  は 二 〈  八 九 多忙なる べし ：• 

七 五 天 何 を か 曰 ふ  巧-:0  九 o 平 重 盛の 勇 …… 

七 六 學を耍 す  g 二  . 九 一 吳子 問答  

七 七 無 息  5  九 二 晝と 人の 鑑定 ：. 

七 八 ^の理  E1  一； 二  九 三 誠と 云 ふこと ：. 

七 九 性 心 (一)  は 量  九 四 不レ 如レ學  

八 o 亡 牟談  511  九 五 一 心 則 高 天の^  . 


九 六 ¥：; と^   S 

九 七 一 11 蜜  1 

九 八 修善  ss〈 

九九 心氣形  E 四ん 

100 心と は 何ぞ  8S 九 

I  0  | 平常心  星 

I  0 二 俗事 これ 學  S 一一 

一 o 三 事理 一 體 (二)   8 

一 OH 功  SS 

IO 五 準備  望 四 

一 2 八 双六の 上手  逢 

10 七 吉利支 丹對策  I 

10 八 無爲. の 字  5 

IO 九 ^ 石に 寄す  霊 

一 I  o 誠の 義  s< 

一 I  I 兵 は 詭道な リ  霊 

山 鹿 1® 筆 


一二 今の 弊  § 

一三 無よ リ有を 生ず  3 さ 

一 h 若き 戰 死者  as 

一 五 理と 事と  s 六 一 

一六 松 平 伊豆守 を 評す  S 

！七 積 累の功  5V 、六 

！八 裁く 心得  四^ 

九 勇  1 

10 上の 德  § 

I 一  時節 を 知 る  Ml 

三 生長 敉蔵  Brn 

一三 &下扉 ほ を 評す  M 

IB 玉 磨くべし  S 

I 五 與カ 同心の 頭  S 

I 六 0   S 一 

一七 弓の 話  I 

二 〇 九 


山 鹿隨擎 

I  二八 將器  ま S 

一二 九 せく 心  S 

so 茶道  S 

一一 一一 I 氣の 持ち やう  1 

一三 二 子女の 敎  Eg 

一三 三 手入れ  M 

一三 a 松 作りの 一 百  § 

一 三 五 ？ *   B 

^文 四 年 

|三 六 格物致知  •  S 八 一 

I 三 七 日用の 修行  E 八 一一 

一-一八 至善に 止まる  S< 一一 

I 三 九 精一の 工夫  S< 一一 一 

一 so 敏 審の霄  S 

_  B  I 有と 無  S 

一 EM 善惡 の檫準  S 


二 一 〇 

一四 三 物 則  八？ 

I  S 儒と 佛 との 害  B« 

一四 五 今 闩の勤  £ 八ん 

I 四 六 子 貢 問 ふ  ^ 

I  B 七 聖舉の 用  S 

I 四 八 三 つの 在 字の 意味  § 一 

I 四 九 明  S 一 

一 五 o 殺生の 論  S な； 

1 五- 善 恶 心の 交易  I 

一 五 二 適材適所  ，  

I 五三 忠勇  ^七 

一 五 四 心の 沙汰  S ル八 

I 五 五 正 成に 似合 はず  2九< 

I 五六 勇と 智  E 兌 

I 五 七 武  S 

I 五八 利他  M0Q 


一 五 九 將棋を 見る  さ 一 

一六 o 殘す ところ あれ  き 一 

一六 一 好み  き 一一 

i 客の 見送り やう  き 一一 

一六 三 田 所の こと  き 一一 一 

- S 中の 字  暨 

一穴 五 道  m§ 

一六 六 天 險 • 地 險 • 人險  S 

二ハ七 箱 垣 信 州 同 ふ  i 

一六 八 §   S 

I 六 九 兵法の 習熟  き 六 

一七。 若レ烹 二 小鲜ー  S 

一七 一 當 然の理 (二)  き < 

I 七 二 目前の 工夫  き 九 

一七 三 孫子の 忠  き 九 

一七 a 文と 武 と治亂  § 

山 鹿院筆 


一七 五 私欲  50 

I 七 六 眞の 得心  一一 一一 

一七 七 志 ある 者の 學  mlB 

一七 八 偏 倚す る 勿れ  wri 

一 七 九 ^學  m 一六 

I  AO 風俗 (二)  きお 

一八 I 殉死の、 一と  W 1 八 

I 八ニ 修重  WK 

一八 三 良臣を 欲する 心  壬ル 

一八 四 練  

I 八 五 家理  W 一一  0 

第六卷 接 話認 

一 人 を 見、 人 を 使 ふ こと  き 二 

二 淺野采 女 正と 人生 を 語る  き 一一 

三 才知 德  霊 

二 一 一 


山鹿隨 $ 

B 格 物と 功利  0 

五 不レ謀 レ^ 训有ニ 近 憂 1  重 

六 三敎ー 致の こと  S 

七 持 敬  き 一六 

八 心 を 明か， にす  ■ 

九 攀敎 第二   ■ 

10 朱 學を排 す  さ 一九 

二 學的  83 

一二 心の 00   き 一一 

一三 不レ 遷レ怒  S 

，& 性 心 (二)   S 

一 五 物に 通ず と いふ こと  雪 11 

ニハ 義と利  逢 S 

一. 七 唐衢高 泉  垂 

寬文五 年 

一八 辻札 改まる  隱 


二  一. 二 

一九 本末 前後  雲 

一 10 巷の 話  i 

寬文六 年 

一一 I  is- の 成敗  量 八 

ニニ ぉ觀政 耍餘話  ^ ん 

二三 國 政談  ん ao 

二 四 治亂は 命な り  .化3 一 

二 五 利害と 法  靈 

二 六 當 今の 政道  せ S1 一 

一一 七 熊潷蕃 山 を 評す  S 

二八 中和  .ぶ四 

二 九 子規 遲し  .As 

§ 民の 闲究  Hiss 

三 I ェ 商の 困究  As..- 

三 二 儉約令  養 

三 三 暖  Ms 


n 不レ： ？レ使 二 民 知 -A 之  蓋七 

寬文七 年 

五 修身  養 

穴 私 を 去る  養 

七 無 物の 上の 工夫 ：：；  0^ 

八 知 開くべし  If- き 

九 實在ニ 其 中 一  go 

0 示 二 長 治？ 修身 卽 治平 道  1 

第七卷 言接錄 全 

寬文九 年 

一 日本書紀 抄  i 一一 

第八卷 隨 錄 

延寳六 年 

一 聖と賢  雲 

山 鹿隨筆 


二 樂在ニ 其 中 一  

三 幼君 铺 佐の 付  囊 

Q 天命  S 

五 讀書  0^ 

六 誠と 德  至 八 

七 聖敎と 異端  ま ハ0 

八 雷め i-s  § 

第九卷 章數 s 元 . 

延寶七 年 

一 神 君の 天下 如何  S 

延寶八 年 

二 驄武か 聖武か  S 

三 士の法  美 一！ 

B 尊 氏 -義貞論  S 

五 武と勇  霊 


二 一  三 


山鹿糙 筆 

穴 文治 > 武治  0 

七 天意  S 

天 和 二 年頃 

八 山 鹿 流の 規模  i 

第十卷 章數附 亨 

延煑， 七 年 

一 惑 .：：，：  S 

一一 利^   ま K 

一二 上 治  き、 八 

四 自然の 美 貧  0 

五 易 も 薪る  0 

六 日用 而不レ 知  M き 

七 尙 眷を簧 む  s 

八 敎  S 一 

九 政  Ifrn 


第 十一 卷 章數附 利 

延寶八 年 

一 誠 (二)  震 

二 王霸は 一な り  H5 

三 怫 纟鎏 資も神 紙  S 

a 氣質變 ずべき か  S 

五 害 多く 載むべき か  S 

穴 天下 を 得る 者  震 

七 禮を 立つべし  

八 橫善稅 不善 論  還 

九 守と 攻  M 七 八 

10 時 有 一！ ド： 霸 i   HHK 

一 一 和字  M ま 

一二 泥中の 蓮  ^ 

一三 雜學 如何  HKO 


in 國 法と 民情  hXO 

！五 家 網の 薨去と 江戸の 商家  夭 一一 

一穴 本朝の 刑  天 一一 

一七 名 * 欲  夭 一一 一 

一八 果報者 寝 而可レ 待  12 

一九 梅 狭 を 夢む  B5 

二 0 時 非な リ  M<B 

ニー  政 銅 弛む  S 

ニニ 家 康の武 式  

二三 武田信 玄父を 逐ふを 評す  W< 六 

一 IB 腐 霱の言  S 

二 五 祌砥官  ヌ化 

二 六 大 久保忠 降と 本 多 正 信  H5 

二 七 與カ • 同心  玉八〈 

二八 裁判 公正なら ず  

夭 和 元年 

山 鹿隨筆 


11* 齒警 者の 詨  § 

=10 皲違 «s   ま 一 

第 十二 卷 章數附 A 

夭 和 二 年 

I 至誠 無我  1 

一一 績 日本 紀を讀 む  __5 

一二 義倉  四 

四 治亂  HS 

五 王 霸  

六 誠意 正 心  I 

ウテ レバ  チテプ 17 

七 行 有 ニ餘カ 一 則、 お 學レ文  竞< 

八 水 を 以て 水 を 治す  

夭 和 三年 

九 主 水との 封詨  §1 

ー0 寛の 失  六 01. 

二 一  五 


出 鹿隨筆  ニー  六 

一一 學と思  六 0 二 

… , .  第 十三 卷 維 錄 

一二 米 債 を 論す  3 

レ M 享 元年  宽文十 一 年 

三 狩 野探幽 Q 名 lis   0  I 伊達 鳜動 一件  

a 小 出 彌左衞 門の 篤學  六 01-  宽文 十二 年 

五 ^田 筑前守 殺害の こと  六 0 六  二 處平 源八復 簪ー忭  

い： X 享ニ年  三 设簪^ 談  

六 改曆  S 六  S 松 下石 十郞  

七 庭前に 鶴來る  六 S  五 心 友の 一 百  -. 

ゆけ もの 

八 胎敎 (一一 一)  き  六 涛洲狨 化 怪め說  

九 鏡と 神  六 0<  七 姬^ 領民 9  W 來事  

IO 成 愛  六 0 ル  八 東 氏の 傳談  

I 一  死地の 兵  六 一 0  延变八 年^ 

三 用意  六 一 0  九 鐡砲は ^易に 中らぬ もの . 

一三 守 志  六、 二  IQ 总居 强右衞 門と 鈴 木金 七 - 

. 一 一 束帶 9 時 大刀の 拔き方 •: 


天 和 元年 

一二 大 坂の 役  

一三 神 君 扇子の 御 まと ひの 

夭 和. 三年 

IE 光 校 土左衛門の 話 •： 


山 鹿隨筆 


山 鹿隨筆 第 一 卷 


(一) 寬プズ 十 

e: 年 


唉藁集 


寬文十 S • 十五 年 

十六 • 十七 歲 時代 


I  丁 丑 歲且 

I 液罔舂 忽有祥 

紅^ 出 崎 照 扶桑 

東 君 和 光 ロ蕃國 

遙ロ江 城 花 口 香 


一 夜囘舂 忽ち 祥 あり、 

紅 霞 崎 を 出で て 抉 桑 を 照らす。 

東 君の 和 光 蕃國に □、 

遙 かに 江 城 を □ して 花 ロ香 ばし- 


ニ探栴 

尋花猞 未到 春邊 

行 盡江南 萬 里 天 

山^ 隨筆 


花 を 尋ねて 猞ほ 未だ 春邊に 到らず- 

行き 盡す、 y 南 萬 里の 天。 


九 


山 鹿隨筆 

風物 ゆ々 有漠々 

1 权惱我 幾千 年 


風物 凄 々として 漠 々 たる あ. 

1 枝 我れ を 悩ます 幾千 年。 


(一) C の 3S 

名 


三 夢レ雪 

忽愁矮 屋起炎 塵 

夢 裡招涼 六出顆 

萬 岳 千 峰. 孤 枕 上 

曉鑌 動處盡 逢舂 

携于愁 人 留不住 

百年 流水 亦 如^ 


忽ち 愁ふ 矮屋炎 塵 起る を、 

りくし ゆつ 

夢 裡涼を 招けば 六出频 りなり。 

まとり 

萬^ 千 峰 孤 枕の 上、 

曉 鐘の 動く 處盡く 春に 逢 ふ。 

とど 

愁を^ ふる の 人^ E むれ ども 住まらず * 

H 年 流水 また 斯の 如し。 


1 に 


同じ 


四 菊 枕 

黄菊 香 淸在牖 前 

；花之 隱逸伴 閑 眠 


黄菊 香 淸-リ して^ 前に 在り、 

花よ こ れ隱^  二して^ 眠 を 作 ふ- 


〇 


(一一 一 I ん 

1 枕邯鄆 五十 年 一 枕邯鄲 五十 年。 

却 疑 冬日 早！： 舂 却って 疑 ふ 冬日 早く 春に^: る を、 

t  (E) 

不意 今朝 黄鳥 頻 意 は ざり き 今朝 黃 鳥^ り た り 。 

只 愛 寒 林 一 聲靜 只 だ 寒 林 一 聲の靜 なる を 愛す、 

佝知雪 苦 與霜辛 何ぞ 知らん 雪 苦と 霜 辛と。 

ほしい ま ま 

縱， £ 林間 引 涼 去 縱 に 林間に 酌みて 涼 を 引き去る * 

b よくしよ わい えん 

難醒溽 ま矮饔 前 ^めが たし 溽 ^^簷 の 前。 


五 ^^花 較遲 

殘雪滿 山 空白 頭 

孤 蓑未發 豈消愁 

玉 梅蟠屈 六花 裡 

何日 春雷 起武侯 

山 鹿隨筆 


殘 雪山に 滿 ちて 空しく 白 頭、 

孤 蓑 未だ 發 せず 豈愁を 消さん。 

S) 

玉 梅 蟠^す 六花の 裡、 

何れの 日 か 春雷 武侯を 起た しめん- 


^ 筆 


六 張 良 梅 

花 有 張^ 雪裡開 

1 技淸色 獨奇哉 

東風 千 wi; 運鴛者 

誰識 威雄 屬野栴 


花に 張 良 あり 雪 裡に 開く、 

一 枝の 淸色獨 り 奇なる かた。 

はかり W と めぐ 

^風 千 0 を 運ら す 者、 

誰か 識ら ん 威雄 野 梅 に 霉す る を - 


七 夏 雲 多 二 奇^ 

HI 薄 四 山^ 意 催 

炎 雲 聚散 最奇哉 

淸風 一 陳巨靈 乎 

倒 嶺橫峰 擘破來 


日 薄づ きて 四 山 涼 意 催 し 、 

炎 雲 聚散す 最も 奇な るかな- 

淸風 一 陳互靈 なる か、 

倒嶺 橫峰擘 破し 來る。 


< 待レ花 


(二) 1 は 

卞：. ^^皇帝 を 

指す。 以下 楊 

資妃の 美容 も 

チ J 

S 玄宗 お 

樂の の 名 * 

泉 あり 

§  S 掉 

約と して 美人 

の 如し。 楊妃 

傳に 「置 沈 

香 亭に 登. 9、 

楊妃を 召す。 

^酒 を 被りて 

新に 起きたり。 

W 皇 笑って 曰 

i:、 此れ 眞 

にれ 棠眭 未だ 

足らざる た 

り」 i あり 

(五) 安錄 山、 

s!g に 兵 も S 

に りて 叛く、 故 

に 云 ふ 

(六) 素行の 

：みっ is 尾 畑 

Is なり。 甲 

州 流兵擧 の大 

宗。 閱ケ原 • 

大 K の 兩投に 

從 軍して 功 あ 

b  . 舞 使番. o 


忖褢 門^ 不芳鮮 村褢 門^ は な鮮な ら ざる も- 


遙望 紅花 忘 日遷 

ニノ：？  X 如レ此 

雪 後 烟林往 又 還 

桃李 春風 是 何月 

一 枝惱我 幾千 年 


九 妃 

醉對 明皇艷 美容 

華 淸賜浴 似 芙蓉 


遙 かに 紅花 を 望んで 日の 遷 る を 忘る- 

(第二 句 もお) 

雪 後の 烟林、 往き叉 還る。 

桃李 春風 これ 何れの 0:、 モ、 

一 枝 我れ を惱 ます 幾千 年。 


醉 うて 明 皇に 對す艷 美の 容、 

f 三) 

華 淸に浴 を^うて 芙蓉に 似た • 


诲棠院 靜春妃 子 海棠 院靜 かたり 春妃子 _ 


(是 力) 

風 □ 漁 陽 三月 烽 


(是れ 力) (五) (一つ. 

風 は cufi 陽 三月の 鋒 * 


日 後 (俊 話の 內、 未) ^sfe 

I  o 小幡 勘兵衞 來り談 ず、 某 侍 小： す 

山 鹿隨筆 


™  幸^ ゅ敎笫 り と B§ ももつ 

C  •  w    ^r^  。常に 利 刈し 

幸- 害 行^お W り 

家       ftm に 著 田 多す し、 m 

fM  Ifl ものの くるて その 

も 見武方 あこ^れ？ g 


山^ 隨筆  ニニ  ral 

七本鎚 辻 太 之 助. 鎭目市 左衞 門. 太 田 善 太夫 • 小 野次 郞左衞 門. 中. E 勘 解 由、 こ 

からめて 

れ 大手に て 一所に 鎰を 合せ 候。 搦手に て 齋藤久 右衛門 • 朝 倉筑後 守ー听 にて^ 合 十。 

(二 ) 

以に 合せて 七 本^な り。 これ は 大御番 よりれ W の 奉行に 兩人宛 出で たる 時效 出で、 人 

S  やくめ 

手に 眞田 父子 居て 缱を 合せた る ことなり。 眞 田は大 軍に て、 引かん と 十れば^ いて 出 

づる 故に、 引取る こと もなら ずしての 合戰鎚 合せ。 (下き 

I 一  ， 小幡 勘兵衞 これ を談 ず、 其 侍， す 

*v むら ひ 

^忠 公、 ある 夜 侍 へ 御^に は、 「甲 州武田 信玄 もし 在世 久しき に 付いて は、 ^上い か 

が あるべき と存 ず.. るぞ、 その子 細 存じよ る：； |= 殘らず 申 上げ 候へ」 と ありけ.^ ば、 や ほ 

みなさし、 リ つむいて 兎角の 御 返事に 及ばず。 「橫田 はいかが 存ず る」 と 上意 あり けれ 

ば、 「いかが 有 A 之べき にて 候。 恐れ 乍ら^ 按を めぐらし 申す に、 ^御所 様 も は玄 在世 

5)  2 

に 就きて は 氏眞の 如く 御牢 入と 存じ 奉る」 と 申 卜： げらる。 「さて 家康 左様ならば 信 長 

はいかが あるべ きと 存 ずる」 と ありければ、 叉 答へ 申 上ぐ る は 、「家 康公 しか あるに 於 

て は 信 長の 義は 申す に 及ばざる ことか」 と 申 h ぼけれ だ、 ^中 ズム啣 ^に、 r 御沂 常々 そ 


(W) 今 W 義 

元の 子、 信玄 

の爲に 苦しめ 

らる 

(六) 00 


たり、 後年 萬 

ら兵 * 師範と 

して 名 あり 

二) 關ケ ® 

へ；： 戰の時 秀.^ 

U 州 上田 城.^ 

眞 E 攻 に^し 

て の 七 木 » な 

指す。 ft に 上 

出の 七 本 ffi と 


の 物語りに て ありつる よ」 と 仰せられつ 云々。 (下 *) 

一二 小幡某 宅に 於て これ を談ず 

(七) 

お.； a 田昌 秀忠 < 厶關ケ 原の 時分 は、 信 州 上田なる 眞田丹 波 守 上洛な きに 就いて 押 寄せ 給 ひ、 上 

こ もろ  fi ぢん 

田の むかひなる 小 諸と 申す 處に 御陳を 召され、 御 使者 を 立てさせ 給へば、 丹 波 守 返事 

に、 「何 か 離反 仕る ことこれ あるべ き。 用意 不如意に て 道中より 引返した るに て #:」 と 

申し、 則ち 「城 を 渡し 申すべき が 掃除 を 仕りて 御 目に かけん 間、 二三 日 御 待ち 成され 

候へ」 とて、 四方 を 掃除し 處々 を 燒き拂 ひ、 その 內に 宿々 の 人質 を 本 城へ 入れ 置き、 

さて 後 「城 渡し 申す まじき の條、 御 寄せ 成さるべき」 の 由 返事 仕りけ ると 云々。 

一 三 小幡 勘兵衞 これ を談ず 

さる 人 さる 者に 申す は、 「責方 軍法 を 稽古 ありて 諸人に 指南 これ あり。 併し 某 は 曾て 

その 方に 負け まじき にて あれば、 習 ふべき にあらず」 とい ふ。 答へ て 云 ふ、 R! 貝 方 われ 

に 負け ざらん 義 勿論な り。 但し 軍法 を 習 ふとて 意地 を 習 ふとい ふに あらず。 例へば 人 
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輔ニ 

もん 
田 

ミ治 
成 部 
少 
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わきざし  * た 

のさす 刀 脇 指 をば、 責方も 自身 打ち 自分に 鍛 うて ささる るに や。 定めて 鍛冶 これ を鍛 

ふべ し。 されば 鍛冶の 鍛 へたる 刀 を さすと て、 人 を 斬る 意地 を 鍛冶に^: ひて まします 

や。 又 手 習 を するとて 出家 法師 を 師匠と 致すな り。 それ とても 意地 を淺 ましく 出家 法 

師に習 ひ 申す や。 かやう の義少 からず あれば、 ここ 能々 思案 あれ。 軍法 を こそ 習へ、 

意地 を 習 ふと 思 ふ はこれ 無 案內の 故に あらず や」 と 申されけ ると 云々。 

又 ある 者 申す は、 「軍法 を 習 ふとて 敵 もこれ を 知りな ば 如何 あるべ き。 されば 知りて 

無益の 事に や」 と 云 ふ。 答へ て 云 ふ、 「責方 關ケ原 御 一 戰の義 聞き及ばれ たる や。 治 部 

少方は 人 衆多 かりつ るな り。 家康 公の 御 人 衆は少 かりつ るな り。 さて 治 部 少の人 衆 は 

馬に 乘 りたる か、 牛に 乘 りたる か、 定めて 馬なる べし。 家 康公方 も その 通な り。 さて 

又 石 田 方の 人 衆 は 棒 を 持ち^る か、 定めて 槍 を 持ち たるべし。 こなた も 同前な り。 此 

の 如くに て 勝負の ありつる は 如何に」 とい ふ。 問 ふ 者、 理に 屈して 去りつ ると 云々。 

(下略) 
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進 d 自明 唇 三年 頃 至 萬 治 三年 頃 

^  i  & 三十 六歲頃 至 三十 九歲頃 

明曆 三年  一 生の 高名、 死の 高名 

(問)  いのち 

打 死 をして 名高き 功と、 命 生きて 名高き と は いづれ を 上と すべき や。 

(答) 

唯 だ 死 を 全道に 守りて、 義を 金石に 比せし より 上 は ある まじき 事な り。 命 生きて 功 

ありと 云 ふ は、 未だ さきにて 何程の こと あるべき も 知れず。 死して 功の 高き はこの 上 

叉 ある まじければ なり。 

二  士 の三德 

ぁ づ 

士は知 仁 勇の 三德 を專ら とすべし。 知 は 古を溫 ねて 新 を 知る の 知な り.。 仁 は 絶えた 

(港 目)  5 ですな 

る を欞ぎ 棄 たれた る を 興し、 おちめ を見屆 くる、 これな り。 勇 は 腕 脛の 强く 確なる 
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なり。 この 三つ を 本と する に 過ぐべからざる なり。 尤も 正直、 これは^に 亞 ぐべき か 《 

日本の 三種の神器 これな り。 


(一) 0^^ 

^代の 臣下 も 

指して いふ。 

一！ 一河より 起れ 

る 武士な わば 


みか はし i 


三 士の 婦女 

ばな し  みか はし： S う 

古 は 武者 咄 • 武者 事 を も 女に 話し 敎へ て 置け りと 云々。 近頃 三 河 衆な ども 皆 かくの 

ひま 

如くな りけ りと 云々。 夫 は 隙な く 生死 を 知らざる なり。 女は殘 りて 子孫に も 先祖の こ 

と を 語り 聞かす ベ きが 爲 なりと ぞ。 


四 若侍の 心得 

何程の 功名の こと も、 その 時 はさして 名 も 高から ず 祿も輕 き 者な り。 後々 は大 にな 

る こと 多き ものな り。 若き 衆當 座の 祿輕 きを 以て 忿怒す ベ からざる なり。 


萬 治 二 年  五 人 は 高し 

人 は 大方 十 人の 內八人 は 普通の 者、 一人 は 才知 あり、 一人 は下敏 なり。 大方 かくの 


如し。 故に 人 ほど 高き もの はなき を、 主人 用 ふる 事 を 知らざる ことあやまりた 


(二) 後出 ra 

三 三 頁 「亡 羊 

或」 參照 

S 武 W 七 

き-: 巧 ：8i 

S8 兵 篇に 「凡 

モ兵を 用 ふる 

大要 は 常に 敲 

と菽 に^み 必 

f-lp 陣を 置き 

て 以て 兵の 處 

る 所 を 便に し、 

&る 後に 車騎 

も 以て 分って 

鳥 雲の 陣 も爲 

るべ し。 これ 

用兵の 奇 なり C 

所請 鳥 散 じて 

曝 合 ひ. 變化 

窮り なきもの 

なり 一 と 

S 攝逮 0 

篇 

i 五) 

軍 

(六) 比お 山 

寺 


六 事に 善惡 たし 

われに 得た る 所 あれば、 得ざる もの を 必ず 惡 しく 思 ふ は、 五十 步 にして 百 步を笑 ふ 

なり。 たと へば 圍碁. 双六 を 好まざる もの は、 これ を 好む 者 は 損 多し と 云 ふ。 然れど 

も 好む 者より 云 はば、 人の 氣を養 ふ を 以て 第一 とす。 圍 碁の 類 皆 今日 氣を養 ふ ものた 

れば、 惡 しくい ふべき ところな し。 書物 を 讀み事 を 習 ひて 氣を養 ふ も、 ともかくも 事 

ニニ 

に善惡 はなく、 皆 一致なる べし。 亡 羊の 心得に ひとし からん。 

七 楠 公 鳥 雲の 陣 

  (3)  ちん  C5 

楠 木 正 成 は 奇正を 鳥 雲の 陳と號 す。 而 して 正 成 は 常に 雲の 陳を用 ふ。 尤も 渡 邊の合 

おち ラど  かがり 

戰は鳥 雲の 陳を用 ふ。 京都の 合戰に 落人 あるが 如く 篝を 四方に 焚け る、 これ 敵の 心 を 

(五ン  (H\) 

散らして わが 兵 あつまり 討つ 鳥 雲の 陳 なり。 尤も 兵 庫へ 行く 時、 主上 を 再び 山門へ 臨 

幸な し 奉りて、 淀川 衆 宇治 • 勢 多 を さし 防がん と 云 ふ。 これ 亦 鳥 雲の やうな り。 その 
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撰 六 太 王：: 

と ^公の W 
m は ？g  ^ 
へ呂呂 師 周 
ら尙 tij  m の 
るの 。相武 
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內に楠 木 は雲陳 を專ら として 以來の 手本と なること なり。 只 だ 奇兵 多 し 。 

武田信 玄は鳥 陳を用 ひて 正兵 を專ら とす。 故に その 法 後世の 手本と なると 雖も、 そ 

の 手 ひろから ず。 若し 孫子 • 太 公が 心 を 以て 曰 はば、 皆 奇正相 調 ふと はいふべ から ざ 

るか。 

八 この 身 はわが 身に あらず 

わが 务を わが 物と 思 ふとき は 皆 違 ふなり。 わが 身 は 皆 主人の 爲と思 ふ 時 は、 萬 事 皆 

主君の 爲 なれば、 行住坐臥 ともに 間斷 あるべからず。 只 この 身 を わが 身と 思 ふところ 

おこな ひ 

あるが 故に， 皆 その 行 相違 あるな りと 云々。 

九 兵法 は將の 修練に よる 

兵法 は、 下知 をよ く 人の 聞き 用 ふるが 如く 致す を 以て 本と す。 下知 を 人 聞かざる 時 

は寓功 成らず。 然るに 下よ く 下知 を 聞き 用 ふるの 法 は 如何 あるべ き や。 

わが 兵法の H 夫 修練 ほどに 下知 聞くべし。 われに 修練な くして 下知に つ かしむ る は、 


焚なる べし。 问ぞ用 ふるに 足らん や 


3 名 は 凹、 

助 名 重 之、 0 

竊嘉 右衛門。 

一一 一河の 人。 蘸 


にして、 家康 

に 仕へ て、 戰 

玄 ありし も、 

故 ありて sj け 

られ、 «2 山の 

0 一  乗 寺 村に 

棲み、 箭 仙 堂 

も詧み 自ら 樂 

しむ。 詩に 最 

も 長 じ、 兼て 

書に 巧な り。 

ま 文 十二 年 ほ、 

年 九十 


IO 石 川 丈 山の 詩 を 評す 

石 川 丈 山の 詩に、 人生 活計 在に 女 , 身。 富貴 功名^ I 幻 摩。 平 昔日 來 三尺 纫。 無， 端 抛 

折 作- 1 文鎮？ 

評に 云 はく、 安 レ身は 形に あらず。 鈒を棄 て尙ほ 書を讀 みて 文鎮 を 弄ば ば、 更に 安 

レ身 にあら ヌラ。  • 

又 云 はく、 三尺の 铋 は富責 功名の 爲 にあらず、 士の植 要な り。 人生 活計の 字 は 出家 

ごと 

活計 に 作 る ベ き が 若き な り 。 

一 I 師を 撰ぶべし  . 

(成 一 

物 ごと を 多く 聞かず 致さず して はならず。 又 何程 聞き 致しても なる ものに てあら ざ 

ぼくらう 

るな り。 たと へば 馬を乘 るに、 伯樂乘 りに 丁玍乘 りたり とて 馬上 手になる もの にても 

(上手) 

なし。 さりと て乘ら ずに あがる もの にても なきな り。 只た 能き すぢを 合點 して 習學す 
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rn 孫子の 

I® 文 は、 兵 聞- 1 

纏 未レき 

巧之久 1 也 

(二) 荒木 衬 

0. ズ正ヒ 年 

S^J^ 丹 城に 

ぬりて 反す 

(15  000 

にあり、 別听 

長 治 こ こに 據 

る。 羽 柴秀吉 

-人^ 六 年 兵 を 

發し、 天 正 八 

年長 治，！：；：^ す 

(G  *： 川^ 

^の 居城、 天 

正 九 UKf さに 

攻め. りれ て經 

.¥= 殺す 

*0 阿波 n 

にあり。 文治 

元年 二月 *  0 

經攝^ の 渡^ 

より 舟を脑 し、 

暴風 をつ い て 

夜 海、 尼 

子 浦に 逢し て 

田 口 良 連 を 伐 

ち、 息 もっか 

すに 勝^ 城に 

至りて これ を 

拔く 
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る こと 肝要な り。 よろ づ にこの 心得 ある 事な り。 故に 師を 撰ぶ こと を 第一 ，こするな り。 

ニー  乘 ると いふ 事 

乘 ると いふ 事 あり。 され ども 乘り 過せば 皆浮氣 になる ものな りと 大丈夫 申しけ ると 

たる 

云々。 古来より 乘るは 弛まざる なりと 書 置きたり となり。 弛まず 行く 時 は 過不及な き 

故によ くの るな り。 

一 三 兵 は 速なる を贲ぶ 

「孫子に 云 ふ、 『兵 は 拙く して 速なる をみ る。 未だ 巧の 久しき を 親ず』 と あり。 然る 

(二)  (三) べっしよ  (ran 

に 信 長の 荒木 退治 三年、 三 木の^ 所 退治 秀吉仰 付けられて 三年、 因幡の 鳥 取 も 一年、 

(喑 久) 

、江 州 退治 七 年、 信 玄の信 州 退治 廿年 餘、 元 就の 尼 子 退治 廿年。 いづれ も名將 にして そ 

の 兵 を 用 ふること かくの 如く 久し。 然 らば 孫子が 云 ふ 所に 皆 そむける か。 叉義經 の^ 

越 • 勝 浦 着船 叉 速なる こと 古今無類 なれば、 義經 にあ はすれば、 兵 を 用 ふる 事、 信 長 

卿. 秀吉卿 皆 劣れり と 云 ふべ しゃ」 と 云 ふ 人 あり。 


I 子が 云 ふ 所は久 速の 損 利 を 論じて 云 ふ 時 は 此の 如きの 儀な り。 尤も 信 長 • 秀吉 • 

義經、 孫子に 同じき とい ふに は あるべからず。 然れ ども 名將 なりと 云 ふ を 以て 論ぜば 

信 長. 秀吉 • 信 玄- 義經地 を 代へば 皆 同じ かるべし。 先聖 後聖 その 揆 一 なり。 その上 

ハづ、 e も 一 度に 兵 を 久しく さらし、 國用を 費 させし と 云 ふに は あるべ からざる なり。 

兵 を 用 ふ る 所 は 皆 速なる を責 ぶの 理の外 は あら じと たり C 

一四 保 科 正 之の 會津就 封 

u ハ) 正 果科 1  一麦 太守 去る 頃會 津を領 して 廿三萬 石たり。 會津は 秀吉の 御代、 木 村 伊勢 守に 

之  (七)  . 

S 蒲 生 氏 葛 西 *大 崎 を 下され、 氏 鄕百萬 石に て 會津に 居して 奥州の 押へ たりし 地な り。 然るに 

K 伊達 政 i) 臺に 一 萬 挺の 鐵砲 あり、 米) 澤に五 千 挺の 鐵砲 あり。 これ を 担ぐ こと 廿三萬 石に て は 

(九) 上：^ 景 

S  當り難 かるべき 儀 か。 叉當 るべき の 儀 か。 

云 はく、 秀吉卿 京都に 御座のと き は、 木 村. 蒲 生 大身に て 奥の 押へ に 居る ことと 云 

ふと も、 事 成るべからざる 儀な り。 今 は 江戶に 御座 械 なれば、 會津へ は 僅か 五六 日の 

(成) 

行程な り。 然れ ば廿萬 石の 內 にても 奥の 押へ なり 易 かるべし。 その上 百 萬 石 にても 仙 
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臺へ 押入っての 弓矢 は 取り 難 かるべし。 仙臺 より 出づる を、 要害の 地 を 構へ てさし 防 

ぐ こと は 成り； I 勿 かるべ し。 その上 仙臺 より 柙 通りても 白 川 を 攻め 落さずに 通る こと は 

叶 はざる 地な り。 その 時分 後より 喰 ひ 付いて 討つ こと は、 たと へ仙臺 一倍の 大名な り 

i 迹)  ， 

と 云 ふと も、 これ を 慕 ふこと 易 かるべし， 

I 五 格 物と 致 知 

あしし ろ 

或る人 云 ふ、 「兵法 は 次第に 學び盡 して 至る」 と。 又 云 ふ、 r 學 ぶこと 皆 足代に して 

かつ ん 

1 旦 豁然 たるべし」 と。 兩義 あり。 

云 はく、 初 學の人 は 階級 を 越えず して 能く 學び盡 して 理を窮 むる、 これ 格 物の 學な 

り。 その後 一 日： 豁然と して 兵法の 大悟 至る は 致 知な り。 二つながら 全くして その 學成 

る o 

一六 處に 依り 主と 爲る 

依レ 處爲レ 主と いふ こと あり。 暗き 所に て は 明 を 主と し、 湖上に て は 一瓢 を 主と 十。 


二) 魏 の 》, 

字 は 

伸 達； 孔明軍 

も ：5 南に 進め、 

数 をい ど 

めど も， 仲 達 

isrv す。 孔明 


b て 巾 «1 婦人 

の 服 を 贈りて 

恥 かしめ しに、 

仲 達、 使者に 

問 ふに 孔 明の 

S 食の * を以 

てし、 ^えて 

BS: 事に 及ばす。 

使^ 曰 はく、 

諸 葛 公 夙に 興 

きおに^ ね、 

铕 鞭 二十 以上 

にある もの は 

整 親ら S る。 

食す る 所は數 

升 (香が 鑭の 

ニー 二八； 0 に 至 

ら すと。 仲 達， 

人に 吿 Jb て 曰 

ほく" 食少く 

して 事 煩 はし。 

それ 能く 久し 

からん やと。 

* た 幾ば くな 

ら すして 孔明 


兵法に 臨みて は 勇 を 主と す。 明 傅に せんにに 仁者 を 主と す • 主文に は 文 を 用 ひ、 箪業 

に は武を 主と す。 

一七 名將を 論ず 

「孔 明が 計 を 仲 達よ く 察して その 手段に 乘ら ず、 孔 明が 遂に 死ぬ ベ かりけ る を 察せ 

し は、 孔 明よりも 計 謀 は 仲 達 優りけ め，」 と 云 ふ 人の ありし。 或は 云 ふ 、「仲 達 は 勇 足ら 

ず」 とい ふ 人の ありし。 

予云 はく、 古今 名將を 論ずる は、 末世の 法と なる 人 を 第一 とす。 仲 達 勇な きに あら 

ず、 その 傳記を 見る に顯然 たり。 孔明は 夙に 起き 夜に 寢ね 能く 法 を 定めて 末世の 手本 

(二)  と 9 こ  ゆる 

となると ころ を 以て 名將と 論ずるな り。 孔 明が？ ！4 獲 を 七た び擒 にし 七た び縱す や、 孟 

獲の 曰 はく、 「公 は 天威な り、 又 及ばず」 と。 これ を 見れば 兵 妙 を 得たり。 

一八 三思 一 行 九 思 1 言 

三思 一 行 九 思 1 言と い へ ると ころ あり " 又 九 思 1 行 三思 1 言と い へ ると ころ あり。 

山 鹿隨筆  • 


^中に 歿し、 

葡^ 退く。 仲 

逮 これち 追 ひ、 

なおの 態 

^に 逢 ひて 又 

逼る能 はす。 

時人 云 ふ、 死 

せる 諸 葛、 生 

ける 仲 速 を 走 

ら すと。 仲 達 

笑って 曰 はく、 

吾 わ 能く 生 を 

料り たれ ど、 

死 も 料る こと 

能 はすと 

(二) 南爽の 

强將、 蜀漢に 

叛く。 孔明、 

これ もい けど 

「し 

；齊陣 を 見 

縱し 

て 更に 戰 はし 

む。 七 縱七擒 

に-や： り、 璲遂 

に 去らす 心服 

せり 

(一) 恩 地 左 

近 太郞問 書の 


みの〕 

せし 


(二)  §趙 

の 人、 將 とな 

.9 て 秦將白 起 


山 鹿隨筆  • 

おんち 

楠 木が 恩 地の 卷には 三思 | 言と あり。 如何。 

(曰 はく) その 人に よって その 敎 異な る べき か。 唯 だ 言 ふ は 易. 


行 ふ は 難し- 


一 九 貧と ま 田 

「貧な らんより は 寧ろ 富む がよ からん か」 と 云 ふ 人 あり。 

貧 は 後の 禍 なし。 富 は 後の 禍を殘 す。 賢に して 財 多ければ その 志 を 損し、 逍 にして 

財 多ければ その 過 を 益す。 

二  o 生兵法 

r 當時 世間の 人 兵法 を 口に 談じ、 勝敗の 利 を輕ん じ、 一年 二 年 習 ひて 熟せり 練りた 

りと 鬼 ひ * 人 衆 を 自由に 使 ふべき ことの 様に 思 ふ、 さあるべき ことか」 と 云 ふ 人 あり。 

予， ふと 思 ひ 合せた る 事 あり、 趙の 大將趙 奢が 子 超 括が こと、 かたぐ 案ずべ し。 

ニー  定家 卿の 儉德 


の^に 大^す。 

括 常に 兵法 を 

Is せ. 9。 故 

に その 母 すら 

括が 籽器 にあ 

ら ざるち 上書 

せし 程な り 

(三.) 蘸墨 

家の 子爲 家よ 

b 分れし 三 家 

の 一にして、 

他の ニ條， 京 

搔兩 家と 共に 

和歌の 家と し 

て 重んぜら る 

(E) 西 行 法 

師 

(五) 瘗原 俊 

成、 定 家の 父 

(六) 飛鳥 井 

(七) 藤 原 良 

經、 W 上 四 人 

共 簾 倉 初期 屈 

指の 歌人な. 9 

(八) 素行の 

^廣 田坦齋 か、 

或は 素行 .0 猱 

なるや もし. d 


今年 定家 卿の 藏開 ありし 冷泉 家に は、 自筆の 書物 六 長 持 ニ擔子 あり。 その 內 にて 中 

み n と  ふる ほ ぐ 

にも 見事な りし は、 卅餘卷 の 一部 皆 故 反古 を 集めて その 裏に 書かれたり しなり。 反古 

(E) (五) まさつね (七)  ) 

は 西 行 • 俊 成 • 雅經 • 後 京 極な ど、 時に とりて 名高き 歌仙の 文 どもな りと ぞ。 

師云 はく、 定家卿 世に 並びなき 歌仙な り、 豈 その 勤 習の いみ じさ、 後世の よく 及ぶ 

べきに あらず。 門弟 子等 これ を 記せ。 此の 如く 日 を 積ま ずん ば、 いかん ぞ 一 旦 豁然た 

らん や。  .. 

この 定家 卿の 文庫に 符を 公儀より つくる 事 は、 先の 冷泉 營み 貧しく して、 卿の 書籍 

あまた 沽 却せ しょり、 大權現 かくの 如く 命ぜられ たりと ぞ。 

ふる ほ ぐ 

右の 故 反古 多く は定家 卿の 手蹟 あ 

點を 長く かけ、 不心得の こと あるに は、 その 處に事 書 を 加へ て、 則ち 先より して 文 を 

返しけ ると なり。 文 礼 ま で簡 古なる こと まこ とに あらま ほしき こ となり。 

(10) 

師云 はく、 多々 羅 問答の 體を 見る に 相 ひとし。 古 は 今に 超えて 質素なる ことの 多 か 


5 ちハ 理解、 41 ハ鳴) 

その 故 は、 古の 文 は その 文の 內 心得た る處に 


(九) 肩に 1 

の 字形に 附レ 

たる 記玆 


鹿 S 筆 


故に g *^ おへ 


赏 g 良 w 期 
のへ 義ぉ 
霄 L 隆隆 人 
な 有の が 、室 

り 職 多 三 町 


山 鹿隨筆  二三 八 

ニニ 若き 時の 修行 

或る人の 書に 、「わが 修行 を 見る に 古に 優る こと もな けれども、 考へ 見れば 若輩の 昔 

はさせる 僻事 多く、 聲に 愛で 色に 惑 ひて、 大事の 命を鹅 毛よりも 輕ん じ、 ある まじき 

こと も 多 かりき。 今に あは すれば 遙に 誤の 多き ことなり。 然れば 今少しの 修行 足ら ざ 

る な る ベ き や。」  . 

答 書に 云 はく、 今の 修行 を 見合 はすれば、 古 は ある まじき 行の ありし に 今 は 然らず 

とのこと、 -誰 人 も 老いて 後 若き 時 を檢べ 見れば、 すま じき 事の 多き 習 ひなり。 これ 修 

行の 進みて ^ あるに は あるべからざる なり。 唯だ氣 力の 衰 へて 然 あるな り。 唯 その 古 

の ある まじき 事の ありし 時 こそ 懷し くも 覺 ゆれ。 故 如何と ならば、 今 は 名利の 彌 〜架 

くなる が 故に、 この 身 を 大事に 思 ひて 聲 色の 惑な きなり。 心に これ を 思 はざる に は あ 

らず、 世間に 云 はれた らんに はな ど 云 ふ 心なるべき か。 古の この 心 ありし 時 道心へ 深 

く 心 を 入れな ば、 修心亦 固 からん。 今 は 氣衰へ 世上 名利の 心 は 日々 に 深き 故に、 道心 

は 愈 i 薄し。 古 は 名利 少き 故に 勇氣 多くして、 聲 色の 爲に 身命 を輕ん ずる ことい と 易 

く 思へ りき。 しかれば そこの 心得と か はれるな りと 云ひ途 れり。 


二三 傳屍病 

心氣 のな すわ ざに よって、 天より 命ぜる 壽夭も 全うせざる こと 多し。 よく/ \戒 む 

y の)^^ s、 べき ことなり。 ある 人 傳屍病 を 煩 ひて その 類 家 皆 死に、 その子 を 葬りして その 場より 

^iwi" い 心地 あしく 死ぬべく なり ぬれば、 さる 有 験の 僧 を 請 じて 祈らん こと を 乞 ふ。 僧の 曰 は 

く、 - われに 一 つの 法 あり、 よくこれ を 守らば 生死 明かなる べし J とて 數珠 を與 ふ， 

「この 數珠を 居所の. 柱に 釘 をうた ず ひたと 懸けて 見る ベ し。 傳 屍病罷 みなば この 數珠 

釘な きに 柱に 懸る べし。 とても 死に 臨まば この 數珠懸 る まじ. 一 とて、 咒をー っ敎 へて 

よも ナがら ひね もす  ひと * 

けり。 宿に 歸り 終夜 終日 これ を懸 くれ ども 懸ら ず。 巳に 一 七日 を經 たり。 故に 僧の 許 

に 行きし か^-と 語りければ、 「猶ほ 懸け 給へ. 一とて 歸す。 生死 一 大事の ことなれば、 

晝夜 心掛けて ひたと 懸 くれ ども 懸ら ず。 やや 程經て 三十 飴 日 を 過ぎても 猞 ほ懸ら ず。 

僧の 曰 はく、 「もはや 傳屍病 は 去りぬ。 今 は 少し 折々 に 懸け 給へ」 とてな ほかけ させ、 

一 年餘に 及びて、 僧敎へ て 云 ふ、 「人 皆 心 を 以て 主と す。 傳屍病 も 亦 心より 起る ことな 

り。 この 數珠を かくる 內に その 心 自ら 退散す。 故に 心身 堅固な り」 と敎 へけ ると ぞ。 

出 鹿隨筆  二三 九 


鹿隨筆 


11 四 o 


二 四 天地 を師 とせよ 


師に 遠ざかりて 後 は 道に 至る こと ありがた からん や。 

(答) 

大地 ほど 正しく 全き 師 あらん や。 只 だ 大地 を師 とせよ とぞ。 天地 何 を か 好み 何 を 


嫌 ふ。 只 だ 萬 物 を 入れて よく 萬 物に 泥まず * 

しかも 載せず とい ふこと なし。 


川/江河. 大地 何物 も、 形を顯 はして 


二) 平^ 物 

鬌 一 章、 卷 

卜に 出. つ。 伹 

—- 語. C もの i 

流 $u 物 

^は內 お 必^' 

しも 一 致せれ。 

や 家 物語に は 

小山 朝政の 名 

見えす。 践戶 

は 佝前阈 に ft 

り， r_ こ に 源 

氏陳. ^とりて 

平^ € 兵船と 

す 


二 五 聚 散 

聚 まる もの は 必ず 散ず る は 天下の 常理 なり。 財寶. 珍 器. 萬 物皆然 り。 ぎ^: 定 離、. 

せいじゃ ひっす ゐ 

盛者 必衰 も 亦 これな り。  . 

兵 も 又 かくの 如し。 聚 まる は 散ず るの 本、 散ず るは聚 まるの 本な り。 


二 六 文臣は 稀な り 

(M? ン 

武將 世に 多く 文臣は 世に 稀な， 


ある 夜 琵琶 法師 來 りて 「藤 戶」 を • 語る。 源 義經院 


< 二)  S0 

の 人， 芊^ 君 

に ム炅秀 たり 常 

にお： 能 も-笑 は 

る。 0. 趦を 

攻 むる や、 平 

原 君に 從 つて 

救 を楚に 求め、 

折衝 功 を 奏し 

SS せらる。 有 


の 際に 現 はる 

るの 例たり 

(三) 唐の 太 

宗 *  S て待臣 

に 創 某 • 守成 

何れ か 舞き と 

問 ふ。 玄絵曰 

はく、 草 味の 

初、 群雄 並び 


參 して 西國へ 下向に 相伴 ふ 人々 の 苗字 を 聞く に、 當時 一 人出 立し 居たり とも 當 千の 武 

を やまと も m さ  よし ャみ  ざね ひら 

將 なり。 所謂 畠 山重忠 • 小山 朝政 • 和 田義盛 • 梶原景 時 • 三 沛義澄 • 土肥實 平等な り。 

そ の 時代 然 るの みに あ らず、 中古 近代 共に 名將の 下に 武將の 出づる こと その 例 多し。 

然るに 守成の 時文 臣は少 く、 亂 世に 武臣 多き は 勢の 然るに や。 又 その 理 ある ことに や。 

(答) 

老子 曰 はく- 「國家 昏亂し て 忠臣 有り」 といへば、 亂 世に は 功 を 立つ るの 時 至れ る が 

故に、 用 ひて その 能 を 知り.' 臣も亦 功 を 專らに 立つ。 守成の 世に は 事 少く功 を 立つ ベ 

(二 ) 

まう すゐ 

き 事な きが 故に、 戰 功の 時 武將 多き に 等しから ざる か。 毛遂 がた めしの 如し。 又 云 は 

て 功 を 立つ る こと は、 その 事 成り 易く、 守 

(一一 一) 

太宗の 草創と 守成の 論考 ふべ し。 併し 


戰勝は 易く 勝 を 守る は 難し。 武將. 


成 を專ら として 文を以 て 事を完 くす る は 難. 

(Is)  ぎちょう ばう げんれ い と t よく わい  (3 

又 名君の 守 文に は 守 文の 臣も多 かるべし。 太宗に 魏徵. 房玄 齢. 杜如嗨 が 類、 舜の八 


元 八愷、 周の 亂臣十 人是れ なり。 家亵 公に 本 多 佐 渡. 成瀨隼 人. 安藤帶 刀な どが 類 こ 


臣 とす、 創業 

葬し と。 魏徵 

曰 はく、 古よ 

.9 帝王 之れ を 

興 難に 得て 之 

れを 安逸に 失 はざる こと莫 し、 守 1e. 建し と。 太宗曰 はく、 玄鬆は 吾れ と共に 天下-を 取り、 百 死 も 出で て 一 生 を 得たり、 故に 創業の 難き を 知る。 徵. は 

荅れ と共に 天下 も 安んじ、 常に 鵜 奢の 富貴より 生じ、！ ias の忽 せに する 所よ り 生ぜん こと も 恐る。 故に 守成の 難き を 知る。 然れ ども 創業の 籙きは 住 

け. 9。 守成の 難き は 方に 諸 公と 之れ も teg まんと (ほ) 八 人の 和 ぼ る 人、 八 人の 善^なる 臣 (五) よく 世 を 冶む る臣。 周 公 B 丁 召 公 爽 • 太公望， 

畢公 *榮 公 • 太 顚*閎 夭. 散宜生 • 南宮括 • 文 母 を 指す" 誇 語 泰伯篇 第二 十 章參照 (六) 名 は 正 信、 薆長 十七 年、 從五 位下 佐 S 守に 敍任 せられ、 

後に 相椁甘 揮 三 萬 石 を領 す。 家康の 謀臣に して、 秀忠の 時 執政と なる。 元 和 二 年 残、 js 七十 九。 本佐錄 の 著 有名な り (七) 名 は 正 成、 幼より 家康 

の 小姓た. 9、 軍功 多く、 隼 人 正に 敍 任せられ、 尾 張 藩 s 家老と なり、 犬 山城 三 萬 五千石 も-食む。 寬永ニ 年 残、 年 五十 九 (八) 名 は 直 次、 川 合 

每 ts^ 功多く、  ^任して 蒂刀 長と S す e お 伊 S 宣の附 家老と たり、 域 五 萬 w 千 石 も銪 す。 寬永 十二. m. 歿、 年 八十 二 


鹿隨^ 


二 四 


.3 鹿^ 筚  二 四 二 

I なり。 

二 七 居 は氣を 移す 

はう ぎよ みせ  なまく  V. 

芝 蘭の窒 に 入らば 自ら 香る。 鮑 魚の 肆に 入らば. R ら^し。 その 居听に 依って その 才 

ひもの 

も その 智も その 勇 も その 威 も ある ものな り。 

二八 下に 近づくべし 

. •  (^行 曰) 

門弟 子 皆； K ふ、 「願 はく は 大國の 守に 希 遇し、 わが 額^ を 著 はさん こと を」 と。 若し 

大！： の 守、 子 を 招きて 國 家の 政務 兵 道 を 以て 治めん こと を 願 ふ、 武は 今の 急務に 非ず 

(弟子)  (•  弟子) 

と 問 はば 何 を 以て かせん。 或は 云 ふ 、「唯 だ將の 明德を 明かに する にあり」 と。 或は 

「敬の 一字 を 以て 齊整 嚴肅 する にあり」 とい ふ。 

予云 はく、 これ 皆 儒學を 以てする なり。 兵法 を 以てする に 非ず。 儒 はわが 知る ところ 

なり、 唯 だ 兵法 道 を閜 かんと 問 はば 何と 答 ふべき や。 當 時世 務の誤 は 皆 下に 遠き にあ 

り。 创業 は然ら ず、 只 だ 二三 代 を 過ぎて 後 は 必ず 下々 遠くな りて 事 を 知らざる 事 多し。 


< 一) この 師 

は 誰なる や 明 

かなら す.。 素 

行の 師 とすれ 

ば 林羅山 か、 

尾 畑景憲 か、 

北 *KS 長 か。 

Bn 山 +* 明 

磨 三年 EH? に、 

尾 畑 は 寬文三 

年 二、  k お-. * 

寬文十 年に 残 

す 。然るに HB 

云」 の 文字 は 

寬文六 年に 及 

び、 北 條の在 

ら ざる 赤 穗時 

代に 名^ぶ 〕 

加 ふ るに 文章 

の S. 係より 推 

して、 素行 自 

ら門 弟子に^ 

託して 自說を 

師の云 はくと 

L て 記せる も 

のな らん 

(二) 吿 子 上 

第 十二 章 


二 九 逍に 入る- 

二)  (二)  ^ほ 

師云 はく、 孟子に、 「指の 曲れ る を 癒す 醫師 ありと 云 はば、 千里 を 遠し とせずに 行き 

てこれ を 癒さん。 これ は 指の 人の 如くなら ざるが 爲な り。 わが 本心の 人に 似ざる をば 

直すべき と 云 ふの 心なし」 と あり、 ある 人に 問 ひて 云 はく、 子 も 亦 指の 人の 如くなら 

ずば， さんと 思 ふやと。 「然 り」 と 云 ふ。 曰 はく、 君子の 心に 至る こと を 得ば、 肱の 

曲れ る を 少しも 構 はずに 置く ベ き やと 云 へ ば、 「君子に だに ならば 何ぞ肱 指の 構 ひ あら 

ん」 と 云 ふ。 然らぱ 千里に 行きて 君子 を學 ばざる は何ぞ やと 云へば、 「君子 を學 ばん 

とての 心 はなし」 とい ふ。 この 心の 出で ざる は、 自暴の 者 は 却って 道に 入る こと 易く- 

自棄の 者 は 道に 入らざる 心 か、 少し にても われに 意見の 心 ありて、 これにても 事足る 

と 田 S ふが 故に、 學す ると ころの 足らざる かと 思 ふなり。 


三 o 學の益 

或る人 來 りて 夜話 數 刻に 及びて 歸 りぬ 

山 鹿 筆 


師云 はく、 人々 皆受 用の 足ら ざ 

二 四 三 


二)  t 代 程 

朱^-にて 盛に 


出 曰 はく、 

W 謂 敬 者、 主 

レ 1 之謂レ 敬、 

S 一  者、 無 

レ適 之謂レ  一 io 

朱 子 これ を 合 

せて 「主  一 0 

適 こわ も 敬と 

謂 ふ」 とい ひ、 

又 その 教を釋 

t- て、 「卞 一 は 

R だ 是れ葛 1 、 

他念 を 以て 之 

1 - ^ す、 

無 適 は n (だ 是 

わ 走 作せ ざる 

なり。 讀寄の 

時 は n へだ 請 書 

I. 衣 を 著る 

時 は 只 だ 衣 を 

おる 如く、 此 

の 1 件 * 了れ 

ば 又 一 件 を 做 

す、 身 この 裹 

に 在 わば、 心 

亦 この 衷に在 

b」 tj いへ り 


山 鹿隨筆  二 四 K 

る こと を 歎息す。 然れ ども 今人 来りて 學術を 語り、 身上の 非 を 論じて 歸れ り。 その 間 

更に 他の 求な し。 當 時の 人 寄 合 ふ 度に、 人の 是非 を 論じ 世の 行跡 を 悔い、 或は 料理 を 

好み 衣服の 模様 を 云 ふ。 然るに 人來 りて 數 刻の 間 更に 他な き は、 これ 時に 學 術の 所爲 

にあらず や。 學の 人に 益 ある 覺 えずして 此の 如しと い へり。 


三 一 これ 又 一 閑人 

「京都に. て さるもの 兄弟 草 巷に 居た るに、 火 焚きし 跡 もな し C この 者 鴨 川 

石 を 拾 ひ、 これ を賫 りて 酒 を かこ ひたり。 酒^み 唄うた ひて 一 生 を 送りけ り 

人の 心に もや」 とい へ る 人 あり。 

師云 はく、 これ 叉 一 閑人な り。 賢人 君子の 沙汰に 入るべからざる なりと。 


三 二 主 一 無 適の 心 

ある 人、 主 一 無 適の 心 を 問 ふ。 

予云 はく、 一 と は 何物 ぞ。 ここに 工夫 を 付く ベ 


へ 出で 燧 

, これ 賢 


人 皆 物に 逢 ひて 二三と なる 故に 


•  いづかた 

平常心 は皆虚 なり。 萬 物に 對 して 平常心 一 枚と たると ころ を 主と せば 心佧 方へ も 行 

くべ からざる にや。 

三 三 似せ 方 

はせ て 大いに 以せ そこな ふこと あり。 雁 を 描いて 鴨に 似る は、 さの み 違 ふに あらず。 

虎 を 描い て狗に 似る は 雲泥の 替 なり。 よく/ \ 心得べ し。 

. 三 四 知， 來 以レ往 

今より 五十 年 百年の 後 は 如何 あるべ きぞ。 

ルー 一 ヌ テス ヲ 

知レ 來以， 往 といへ り。 . 

三 五 兵法と 才智 

, 兵法 を學 ばざる 者の 才智 あると、 兵法 を學 する こと 五三 年に して 才智の 平 人なる と 

は、 形の ある こと は學 ある 者に 理. あらんと 雖も、 戰 法に 於て は 却って 泥 著 あらん か。 

山 鹿 蔭 筆  二 四 五 


山^ 隨筆  二 四丄ハ 

兵に 祌 あり、 形 あり。 その 形す る 事は學 して 至る と雖 も， 神 は  一 ^豁然せ ずん ば...：：、^ 

精粗の 通ず る 所 は あ る ベ か ら ざ る なり。 ， 

三 六 大 鷹と 隼 

あやまち 

r 大鷹は 雁に 合 はする こと、 遠し と雖 もよ く 合 ふ ものな り。 さ^ど^ず^ を^す か 

はやぶさ 

殺す こと あり。 隼 は 雁 を 合 はする に 近所より 合 はすれば 大方 過な く 取る ものな り。 人 

廄は 上手に て 却って 過 を 致し、 华は 下手に て 却ってよ く 雁 を 取る。 この 心得 は^は 雁 

へ 取りつ けば そこ を 離さずに 喰 ひ つき つかみ取る 故に 雁の 打つ ベ き 様な し。 大 は^ 

の 立ちた るへ 取りつ きて 足 を 引き落し 雁の 頸 を かた. めんと する 故に、 羽が ひに て 打た 

れて 死ぬ る 鷹 も ある 者な り。 この 故に 大 鷹の 取りた る 雁 は 別して 赏翫 する ものな り t 

と 或る人の 語りければ、 師云 はく、 門弟 子等 この 事 をよ く 心得べ し。 その 事 小事に し 

てよ く大理 に相應 すべし。 兵法 上手な りと 雖も、 敞をぁ ひしら ひて あ ひしら ひそ こな 

。へん  . 

ふこと あり。 下手 は 一片 を 守りて^ とする が 故に、 却って 勝 を 全くす る こと あり。 こ 

れ 上手と い へ ども 一 關を 通らざる なり。 一 關を 通りた るの 人 は 然るべ からず。 門お f 


小った E 命に 心 二 
m 」 n を 一 上 一 
し の 知是篇 
朱 t 下る の第孟 
子 出に 者 故 二子 
の づ立は に章盡 


等 兵法 を 修行す る こと、 一 關の ことに 閊 ふる 時 は 皆 かくの 如くなる ベ し 云 々 C 

三 七 命 を 知るべし 

師云 はく、 門弟 子等 命と 云 ふ 事 をよ く 常に 工夫 あるべき ことなり。 命 を 知らざる 時 * 

は 心の 安ん ずる ことなき が 故に 樂 しき ことなく、 思 ひ 定めて 果敢 決斷す る こと こ れ た 

？飞 その 故 は 人間の 第一の 重き もの は 命に 過ぎざる なり。 この 命 を 大事に 思 ふこと 

は、 責錢 • 上下. 長幼. 非人に 至る まで 一 つ. なり。 然る 時 は 家に 居て は 若し 地震の 俄 

うつば り ナ. 

に 動きて 梁 *桁- 柱. 壁の 落ち かかりて、 只今 も 死なん ことの 知れず、 外へ 出で て は 

大地の 割れて わが 身の 陷 らん も 知れず、 病の 戗に來 りて 忽ちに 死なん も 知れず、 狂人 

の來 りて 何の 禍の來 らん も 知れず と 思 はば、 片時 も 安ん ずる 處 なけん。 沉ゃ士 の戰場 

に 臨みて 死 を輕ん ずる は 常の ことなれ ども、 わが 居る 處に流 矢の 來 りて 失命 せん も、 

乘れる 馬の 狂 ひて 落馬して 死なん も 知れず と 危ぶみ 懼れ なば、 その 氣 悉く 臆すべき た 

がんし やう 

り。 故に 家に て は 梁. 柱. 壁の 危なき. ごとく 致し、 外にて は巖墻 のほとりに 立たず， 

常に 小 學の禮 法 を學ん で、 その上に 至る 禍は 免る るな き 所の ことと 知らば、 これ 命な： 

山 鹿隨筆  二 四 七 


山 鹿隨筆  二 四 八 

り。 ここ を 知らざる 時 は、 火事の 流行る 時 は、 火事の 只今に も 燒け出 でんやと、 外に 

出 でても 內を心 もとな く 思 ひ、 寢 ねても 安から ず、 地震 すれば 獍ほ 此の 如し。 只 だ 命 

と 云 ふ もの をよ く 知 るべき なり。 

貧富 貴賤 尤も 命な り。 命 を 知らざる 時 は 食 を 嫌 ひ 利 を 好む。 古今の 通 病な り。 その 

はぐく 

身 甲斐性ら しく 走り 巡れば、 時に 取りて 暫く 輝く 如く なれ ども、 祿を 得て 子孫 を 育み 

先祖 を顯 はすまで のこと は、 命に よら ざれば あらざる なり。 譬 へば 油 火 を 蠟燭の 如く 

せんとて： 紙 を 薄く 色よ きに て^れば、 少し は 明かなる 如く なれ ども、 本より 油 火な 

さ  (蓋) 

れば 蠟燭の 能を顯 はし 難し。 然り とて 分 を 超えて 燈心を 太く しか さ を とれば、 則ち 消 

滅速 かなり。 祿の 集まる 處皆命 ある ものな り。 よく 知り 分くべき なり。 

三 八 定業と 非業 

ぢ や-つ ごふ ひ 2 ふ  かさ 

ぶ〕 J! 世む 定業 • 非業の 論、 古今に 多し。 油 火に 油 をよ く 入れ 燈心 をよ く 入れて 蓋 をよ くして 

h'.cy まれる，  ：  * 

"ほらざる 置かば、 その 分 程に 明かに して、 遂に 油 盡き燈 心なくて 滅す。 これ を 定業と 云 ふ。 蓋 

を 致さず 外へ 出し、 ひたと かき 立て 風に 當 つれば 急に 減し 頓に消 ゆ。 これ 非業な り。 


但し 主人 は 皆 定業 ありと 示して 利 多し と 云 ふ 人の あり。 

三 九 時 

時 至ら ざれば 事 成らざる ものたり。 正月 元日； より 一 日 宛 積みて、 一 年 三百 六十 日 過 

ぎて 一周 天と たるな り。 一日 は 朝より 暮 まで、 一時 は 一刻より 十 刻まで なり。 蜜柑 は 

なりて 靑く、 小より 大に 至りて 靑 色より 紅色に なり、 酸き 甘き に 至る。 柿 は^ r ついて 

味出づ る。 無理に 味 をつ くれば 俗に 云 ふさ はしがき なり。 まことの 味なし。 今日の 修 

行 を 勉めて、 時の 至る を 待ちて 熟す。 俄に 熟せし めんと せば、 さはし 柿の 如く 味少か 

らん。 

四 o 上手と いふ もの 

上手の なすこと は 行住坐臥 ともに 皆 理に叶 ふこと なり。 妙手の 畫を 致す に、 墨惡し 

くても 筆惡 しくても、 畫に難 はなく 皆 妙な り。 畫 は；^ 事 なれ ども 墨惡 しき 筆惡 しきと 

は 評 あるべし。 それ故に 畫惡 しきと いふ 事 はなし。 下手 は 墨に 負け 筆に 負く る ものな 

山^ 鎗筆  二 四 九 


山 鹿 ^筆  二 五 〇 

り。 兵 術 妙 を 得て は、 大小の 兵、 衆^の 用、 皆 理に叶 ひ、 地形の 難易、 天 時の 陰陽、 

皆 理に叶 ひ、 强弱皆 用 たるべし。 小に して は 小の 利 を 得べ し， この 人大を 持た ばと 兌 

るべき なり。 

四 I 直士と 忠臣 

師云 はく、 直士と 忠臣と はか はりあり。 直士は 直に 君の 非 を そしり あら はし、 ^を 

あげて 隱 さず-、 人前と て 構 ひなく 口 を 包まず、 云 ひ 度き ままに 云 ふ は直士 とい ふべ し。 

£ ふ臣 とい ふ は 君に 諫を 奉り 訴狀 を举 ると いへ ども、 人 更に 知らず。 人と 相對 しても 主 

人の 非 を 語らず。 諫書を 上る と 雖も速 かに その 草案 を 削り 捨て、 その子 弟に も 知らせ 

ざる 如く 致す。 これ を 忠臣と いふべ し。 それ 仁者 はよ く 人 を 愛す。 その JJ 心 を 君に 施 

せば. 忠と いふ。 これ を 親に 施せば 孝と いふべ し。 

四 二 力の 分限 を 知るべし 

力の 分限 を 知ら ざれば 無理 をな すが 故に、 重ねて 用に 足ら， ざるが 如く、 人民の 费 も- 


出づる ものな り。 兵 を 用 ふるに その 兵氣 をよ く 察せ ざれば、 如何ん ぞ その 進退 利 あら 

しめん や。 顏淵曰 はく、 「東 野 子の 馬 を 御す る や、 カ盡 きて 進まん こと を 求む る こと 已 

まず。 殆ど 敗れん とす」 と。 S 驾" 言 ふこ ころ は 馬を乘 るに 力の 盡 きたる を 知らず し 

て尙ほ 進まし めんと せば 敗れん となり。 

四 三 子の 敎導 

人の子 は 先祖 を 嗣ぎ家 を 建てん 爲 なり。 子 は 父の 遣體 なれば、 父老いて 死ぬ と 云 ふ 

なかま 

とも、 子 全くして 家 を 嗣ぐは 父 あるに 等し。 況ゃ戰 國草業 半に して、 父 死して 子 その 

業 を 終へ ざる は 歎くべき の隨ー なれば、 父と して 子を敎 導す る こと、 古 は胎敎 ありと 

云へ り。 能く 守り 慎むべき ことなり。 

四 四 世 を 治む る こ. と 

世 を 治む るは譬 へば 病 を 治す るが 如し。 先づ その 當の 痛み を 除くべし。 この 時 本 を 

養 はんと 欲すれば 却って 身 減 ぶ。 


.E 鹿隨筆  .  二 五 二 

萬 治 三年  四 五 勇 を 第 一 と爲す 

. 萬 事 皆 勇 を 以て 第 一 と爲 す。 勇な きとき は 知 仁と もに 勤められざる なり。 勤めな く 

て は 何事 も 成らざる なり。 堪忍 . お 辱 皆 勇な り。 

四 六 父母への 書狀 

師、 門人に 示して 云 ふ、 汝等 父母の 阈を 遠く 離れ、 父母 をして 安^せ しむる の 心得 

これ あり。 切々 狀を遣 はして 安堵 を 云 ひ 送る を 安堵の 心得と 思 ふべき も、 然ら ず。 文 

章 を 遣 はさば、 手蹐 をよ く 書き 文字 正しくして こそ あれ、 文 をば 遣 はすと も 手^ 惡し 

きづか ひ 

く 文字 誤 あらば、 父母 却って 氣遣 あるべき なり。 

四 七 風俗 (！) 

平家 僅か 廿 一年の 安堵に て、 その 風俗 悉く 公家に 至る。 風俗に よる こと 大事な り。 

. ノ vf-  (二 

C  二  道 天下 を 治めば 第一 風お を 正さん との 明 道の 說 尤もな り。 


四 八 人學 ぶべ し 

或る人 問 ふ、 下々 は 大方 も 心得 悪しく、 義 不義 を 知らざる は、 不審な り。 天地の 明 

鏡の 心 は 何れも 同じく 具足す ベ き 事な り。 

予云 はく、 下々 は敎 ふる 父 もた く、 交り を 全うする 友 もな く、 事 を 習 ふべき 師もな 

し。 聞く こと、 見る こと、 なすこと、 享 くる こと、 皆惡 人の 中に 罟 る ことなれば、 善 

事 を 如何にして 知るべき や。 玉瑩 かざれば 明かなら ず、 人學ば ざれば 理を 知らざる な 

り。 今 a 歷々 の 人に も 下々 の 心得 多き は、 この ゆ ゑな り。 

四 九 眞の 勝負 

(ilijs 一一  勝ちて 負け、 負けて 勝つ とい ふこと あり。 諸葛孔 明、 仲 達が 一時の 計 ひに 落ちた る 

は、 負けた るが 如しと 雖も、 實は 勝てり。 その 理萬代 不易たり。 一 旦の勝 ありと 云 ふ 

とも、 實理 正しから ざる 時 は、 勝ちとい へど も 負けの 道理な り。 

山 鹿隨筆  二 五三 


足 北 
利條 

氏 氏 


山 鹿隨筆  二 玉 四 

五 o 智惠と 多 聞 

た もん 

七 種の 聖朋の 中に 智离と 多 聞と は^なり。 智者と い ふは廣 くもの を 知ら ざれ ども、 

道理 を辨 へて 知れる が 如く、 過 を 恐れ 理を 心得て 心 明かに 悟り ある を 云 ふなり。 如赏 

の 行 は 多 聞より 起る とて、 多 聞 は 赏 智 を 生 ず る 冈緣と はなる たり。 

五一 草 業と その 存績 

^の * は 八 百年の 欉體 なり。 漢は 四百 年の 開基 をな 十。 e 本に も 王 代 はさて 置き、 

武家に 至りても 鎌 倉 公方 丸 代 相績百 六十 年餘、 京 公方 十五 代 又 かくの 如く 永く 相績 す。 

その 內 にさせる 名將 など もこれ なくて、 事 無 爲に霉 し、 天下 長久なる は そのい はれ あ 

る ことか。 

予 臼 はく、 凡そ 创 業の 君 その 德 仁義に 達し、 その 知 微妙に 至ら ざれば、 ： 大下を 草創 

た まく 

する こと 難し。 若し 會，' 勇武 猛威 を 以て 一 且 天下に 旗 を 立て- 天下 を创 業す る 人 あり 

と 云 ふと も、 子孫 又 相镇 いて その 法 を 守り 業を繼 ぐの 人 必ず あり 難き が 故に、 遂に は 

その 家 或は 子 或は 孫に し て 斷絕す 。古人 云 ふ、 r 始 を愼む こと は 易く、 終を努 むる こと 


は 難し」 と。 草 業は始 なる が 故に その 主 も 亦 努めて これ を 守る こと 易く、  ^すし も聖 

f 三) 

,  *  は. C や 

人の 意 域に 至ら ざれ ども、 名な りと もこれ を 借る こと 古今 伯 者の 法たり。 その 一 弋に 

はたせる 業大 なる が 故に、 又 子孫 迄相續 せんこと を 欲して、 子の- C にも 賢 行の 人 を あ 

とに 立つ る こと 多し。 故に 父祖の 善業 を 守りて 子孫 二 代 三代 迄 善 君 起れば、 その 間に 

天下の 式目 法令 皆備 はる もの なれば、 たと へ執權 奉行 その 器に あら ざれ ども、 名將の 

なせる 式目 法令 を 古 案 古例と 致して、 天下の 事 を 行 ふが 故に、 非 器の 管領 も 自ら こと 

行 はるる ものな り.。 古人 云 ふ、 「百年に して 一 變す」 と。 天下に は 萬 機の 政 多し とい へ 

ども、 亦 さして 變れる ことなき ものな り。 故に 皆 創業の 君 その 二 代 三代に 例と なる ベ 

きこと を 仕置き、 その 內に は臣 にも 良 將賢臣 ありて 事 定まる もの なれば、 それ を 受け 

て 末々 の 例と する が 故に、 いかん ぞ 法外の こと あらん や。 法外の こと あるに 就いては、 

そ の 執權 奉行 の 智惠 初めて あら はるべ けれども、 たと へ 少しば かり 相違 ふこと の あり 

とても、 大筋 目 正しく 本源 正しく 行けば、 下流 暫く 濁る と 云 ふと も 明 正と こそ 云 はま 

ほし けれ。 傾覆す るまでに これな きものな り C 漢には 高祖 又 惠文帝 • 武 帝 相續 して、 

： ザ-うか  ^う -ん ち ズ ぺぃ しう ぼつ 今 ふあん 

藉何 • 曹參 • 陳平 • 周 勃 • 汲^ そ Q 外歷々 の 賢臣 多く、 上に 明主う- 1 續ぎ 下に 良臣ぁ 
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おしに P 十 武年河 樅つ？ t|  ^王つ ;r  :  2 
も し 定 一お 中天の^ を 公 も ご を w 
のて 衆ケ 法 に S 時 い ^ い 
に^の 條 制定の 、泰 ふと^; § ふ^ 
あ 布 手 あ。 め 贞後咔 召せの の 
らせ控 り 五し 永 报 钗 公し 成 成 


S) 钛權と 

共に 政事に 與 

り、 ことに 裁 

判に 關係 する 

^なり。 これ 

§ 時の 顷 に 

1K かる 

(五) 細川翊 

之の こと、 常 

久 は法號 

(六) 前漢を 

亡ぼして 新な 

立てし 人 

(七〕 魏の曹 

操、 呉の 孫權、 

蜀^ 劉 備を抬 


山 鹿 ^维  二 五六 

りて、 その後 暗君 これ ある とても、 古例 をう けて なすが 故に 亂れ ず。 は 文 *武* 成 

周打繽 き、 周 • 召の 二 公 下に ありて その 法门 明白な りし。 これより 中興に 口 明君 出 一 じ 

て、 下 自ら 安ん ず。 唐に は 太祖 • 太宗 相繽 いで nn 三^ 年の 天下 安し。 H 本に も 頼 朝 

；：. やうえ いし 今 もく 

男 武整肅 にして、 下に 時 政 *義 時 *泰 時. 時賴. 貞 時な ど打績 きて 執槠 し、 贞、 水 式： H 

ひや うぢ やうし^う  I 

を 定め 評 定 衆 を 立てて、 事を亂 さざる が 故に、 事 皆 例と なりて 後に 致す こと 易し 

(足 利)  よしあきら  (五) じ やうき 5  -  ：  r, 

高 氏 草創して 義 詮相績 し、 細 川 常 久義滿 を 保養して、 その 事賢臣 にも 比すべし。 故に 

その 例 を-うけて 下 自ら 安し。 天下 は 皆 勢に つくもの なれば、 その 間にた ま/ \ 執權管 

領欲を かまへ、 無理 を 行 ふの 類 ありと い へど も、 久しく 治まれる ことに は 兵 を 起す こ 

と將た 易から ず。 起す とも 又 事な りが たき は、 根 を 深く し. £ を 堅く する が 故な り。 漢 

の 王 莽- 三 國の主 • 五代の 主 .陳. 隋皆 明君 一 代に 終り、 良臣 の相績 なし。 日本に て 

S  . 信 長 • 秀 吉皆然 り。 


五 二 名利と 道 

當 時の 兵 學者皆 名利の ためな. 


これ を說 得せし むる こと は 叶 ひ 難 かるべき か- 


朱 £、 後^の 

李 存勗、 後彗 

の 石 敬^ r 後 

漢の劉 知 遠、 

後 周の 郭威 を 

指す 

(九) 凍に 南 

朝 0 最後の 王 

朝に して、 高 

^は iflK 先と 

いふ 

(1〇) 隋の 


ニー)  00 

g に 同じ 

( I  二し 00 

锊 友 

(ニー 一) 芊將 

門。 純 友と 時 

も 一同 じうし て 

起る。 ^謂 承 

平 天 g の a な 

< 一四) S 朝 

に從 ひて 軍功 

あり、 勇に し 

て-靈 多く、 

人と 功を爭 i* 

す。 筠朝深 く 

冁事も 托す。 


予云は 

惠心 の ご 

順逆 皆缘な 


名利 を 以てして 眞理に 入る たり。 名利 を 博め て 道理に 到るな り- 

淨 名 經に、 「欲の 釣針 を もて 引きて 後に 道に 入る」 と 云 へり。 然れば 


五三 下人に 遠ざかる 理由 

或る人 云 ふ、 師の 居所、 下人の 居所に 遠し、 如何。 

予云 はく、 これ 人 を 見限る まじき 爲 なり。 人 皆 非人な りと 見限る は あやまりたり。 

五 四 修行の、. ！3 

(1- 二)  (二 5 

ナ W- と ％  まさか ど 

昔の 武士 は 王位 を も 奪 はんとしき。 純 友が 謀叛 を 致し、 將 門が 平 親王と 云 はれし が 

( 1 B0  やかた 

如し。 畠 山 重忠が 館の 內に堙 を 立て ざり ける は、 鎮守府の 將軍を 志しけ ると かや e そ 

れ等は 皆 及ばざる こと を 願 ひ、 その 身 も 正しく 終ら ざり ける たり。 然れ ども 勇武の 心 

强 くして 器量 剛强 なる が ゆ ゑに、 巧みの 智惠も 深う 身の 修行 も勵 ましき。 當 時の 人 1,1 

ぎり やう 

勇猛 伎倆の 心 これた く、 もの を 勤む る事少 くして、 志 は 孔孟の 意地 を も 猞ほ淺 しとい 

山 鹿隨筆 
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だ じう 

ひ その 本と すると ころ を 見れば 忍 弱懦柔 にして 用 ふるに 足らざる こと 多し。 このま 

にて は 如何して 一 生を完 くし 士の 善道 を 守らん や。 故に 勤むべき 技藝も 成らず，、 學ぶ 

べき 文筆 もこと 足らずして、 美食 を 好み 遊实 をな して 空しく 一生 を 過す のみな り。 學 

術 修行の もの は、 孔孟 も 人な り、 これ 何人 ぞ、 堯も 人な り、 われ も 人な りと 思 ふ 程に 

なくて は 成らざる ものな り。 

五 五 重き 障り 

の  二-)  . 一- - 

老子の 云 へ るが 如く、 一  を 抱いて 天下の 式たり と 云々。 栂 尾の 明惠 上人の 申されし 

なら ひ ー 

は、 一 凡夫の 習 煩惱皆 具足 すれ ども、 ことに 重き 障り あり。 それに 眼 をつ けて 先づ 退治 

すべし。 とりわけ 心 を かけ、 まことし く 治せ ざれば 免れ 難し。 衣の 坭を碟 ぐに、 世の 

常の 垢 は 落ち 易し、 汚染 もの はとり わき 灰汁 を も 添へ 水 を も 含みて、 懇ろに 洗 はざ^ 

ば 落ちざる が 如し」 と 云々。 


山 鹿隨筆 第三 卷 

. ^  J 掇 話 (子 丑) S 雜顏 琵？，  J  -.  ...  v.  一，  ^  .r^^ 

寓治 三年  I 事は愼 重なるべし 

太閤 或る時 夜半 過ぎに 寢 所より 出御、 淺野長 政 を" 口して、 「某に 祿を與 ふべ し」 と。 

今夕 思 召しつ かれた るな り。 又 明日に もなら ば 失念す るか、 その 人 を 見落す ことの あ 

るべ し。 人 はさ ほどに は 勤め 難き ものな り。 その 能き 時に 早く 賞す るに 理 ありとの 仰 

せな りと 一 S 々 。 

此の 如き 事 も 聞き 樣 にて 心得 あるべき ことなり。 祿 を附與 の議、 俄に 恩 ひっきて 與 

ふる 理更 にあらざる ことなり。 土地 人民 は 人の 死生 存亡 を 司令す る ことなれば、 能く 

慎みて 人の 撰 功を考 へて、 その後に 與ふ べし。 畳 臣家は 定めて 常に 練らし 置きて 後に- 

かくの 如く 仰せ あるべし。 思 ひっきた る ままに 事 を 振舞 ふべ しと 云 ふ は、 不本意の こ 

山 鹿隨筆  二 五 九 


山^ 隨筆  二 六 〇 

となり。 

二 老いて 心すべき こと 

人の 年齢 已に 傾きて は 先に 望 もな く、 人の 交り も 疎くな り 行く に 就きて、 この 世の 

& も 少しの 間な りと 思 ふに つき、 人の 務 怠る 者 多し。 尤も 學も なく 能 もな く 知 もな き 

者 は、 世の 自ら 棄 つるに 任せ、 隱居 もやが てなる べきと 思へば、 必ず 年老いて 色 を 好 

み、 淋し さの あまりに 心の 欲する 處を よく 抑へ ずして、 人柄 惡 しくなる もの 世に 多 I。 

最も 心 得 ベ きこと な り 。 

=1 上 手 

戰法 にも 天性 器用なる 者 ある ものな り。 然れ ども それにて 兵法の 上手と は 云 はれず。 

一度 は 勝ち 一度 は 負く るの 類な り。 たと へ 十 度に 七 度 八 度 勝つ とも、 全く 上手と は 云 

はれざる ことなり。 例へば 歌 を 詠む 者の、 時に 至りて 各 > 歌の あるが ごとし。 名人と 

云 ふ は、 歌 學と云 ひ 能書と 云 ひ、 和漢の 學に 達し、 志 理に叶 ひて、 しかも 歌 も 詠む 


，こ， 屑な く、 十 首の 內に 一首 は 名歌と なる あり。 これ 上手と 云 ふなり 

四 僞 君子 

或る人の 領分に 百姓の 物 を 買 ひける に、 その 慣を 取りて 歸れ るの 商人、 價の 少しく 

多き 錢 なりければ、 買 ひものの かけ 違へ る を や (あると て) 疾く 持ちて 行き 返せり。 貸 

ひし 百姓の 曰 はく 、「わが 金 は 確に その 價の 程な りしに 何の 多 からん」 とて^ら す 商 

人 は 「さりと も 多 かりし」 とい ふ。 互に & 論す るに 至れり。 處の者 これ を 聞きて その 

事廣 くな り、 奉行所に 達しければ、 奉行 卽ち 上に 達す。 上の 德に 化して 下の かくの 如 

く 化せる 事よ とて、 上より 兩 人に 依 粮を與 ふと 云々。 

予云 はく、 仁 聞と いふ ものに 似て 然も 君子の 實 にあらず。 此の 如くば 下 必ず 君子の 

i をな すべし。 わが 爭ふ もの は少 くして、 上より 受 くる 者 は 多ければ、 下 これ をテな 

合せて 上の 心を盜 むの 小人 絶 ゆべ からず。 道の 勸善懲 惡と云 ふ は. かくの 如き ことに 

は あらざる なり， 

山^ 隨筆  一一 ラ • 


(一) 前^の 

高祖 I- 邦の こ 

(二) 項^の 

部将。 ^邦 を 

殺さん こと を 

すすむ 

S 項 f 

叔父、 劉 邦の 

臣^. おと 親交 

あり、 よって 

邦 を か は へ る 

なり 

(四) 大塔宮 

護 良 親王の 吉 

野 落の. 時、 0 


相撙四 Of 一一 一寸 

の 太刀先に 敞 

の 窗 を さし K 

きて， 宮の前 

7 に畏 り、 は， や 

し を あげて^ 


&城： 小^の 條 

に 詳し。 仉し 

チ： チ巧 二  ±卞 

夺相模 に 作る 

(五) 反故 紙 

0 こと、 や 紙 

も 嘗- 

少く、 


山 鹿隨筆  二 六 一一 

五 見やう 聞き やう 

物 ごと 云 ひやう によりて 惡 しくな り、 聞き やうに よりて 乂 相違 十る こと 多し。 或る 

し ざま 

人の 云 へ る は、 r 大 唐の 者 は 何事 も 役に立たぬ 仕樣 多し、 殺さば 直ちに 殺した るが よき 

に、 劍の 舞な どと 云 ふこと を 互に 致した るな ど 云 ふ は、 何とも 合點の 行かざる 事な 

り」 といへ り。 

予云 はく、 これ は その 方に 語りし 者の 云 ひ 樣の惡 しくて、 然聞 ゆる ことなり。 轰 

と 高祖と 鴻 門に 會 して、 范增こ の 度 舞に ことよせて ぁ祖を 計ら はんと 恩 ひて この 舞 を- 

ことぶ  (15  ！ 

祝き せり。 項 伯 これ を 知りて 並に 立ち 舞 ひて 事 を 延引せ しむるな り。 尤も 戰場 にて 劍 

の 舞 は 古今 共に これ あり。 小 寺 相 模が吉 野 城に ての 舞、 思 ひ 合すべき なり。 

六 かねて 練らすべし 

師 ある 時碎 風の 下地 を 張らし むる 時に、 門弟 子に 示して 云 ふ、 例へば かねて 集め 置 

く 時 は、 狀數ダ く 且つ 來ら ざる もの も 多く 集まりて、 下地 を 張る 程になる なり。 乂急 

に 集めて は、 大名の 听に 反故 澤山 なりと も、 集まる こと 前方 集めた る 程に はこれ なき 


も ^外に 多. 

ぞ r ご-な 


(六) 兵書 三 

略に 「不 レ爲 1 一 

事 先？  ！§;而啄 

sr 云々」 と 

出づ。 言 ふこ 

ころ は、 人に 

先んじて 事 を 

R さす、 人 動 

いて それ 應じ 

て 事に 從 ふと 

な. 9。 後出 二 

九 八 頁 五 〇 節 

參照 

(七) 後出 二 

ナ 、八 頁 一 三 節 


なり。 かねて 練らし 學 ぶこと 實に 心得な り 云々 

七 ものの 先 後 

乾 の 毎 ぎ らず とい ふこと あり。 理と 事と 別の 者に あらず。 事理 一 體 の もの なれば、 

可れ を 先 後 は 論ずべき や。 このところ 不審な りと いふ 人 あり。 これ は その 事に あらず。 

こ こ はわ ざの ことなりと 見る ベ し。 

八 百 手 あたりて 粟 一粒 

人 皆 その 事の 成れる を 見て は、 刖條 なく 手間 も 入らず して 成就す るが 如くに 思 ふ 

「百手 あたりて 粟 一 粒と なれる」 と 古人 も 云 へ り。 上手 . 名人 . 達人の 成す ことの 出 

來 たる を 見て は、 造作 もな きが 如く なれ ども、 百 鍊千鍛 の 中より 出で て 一 つの 形と な 

れる なり e 一  つの 堂 は 百ェの 功より 出で、 一つの 刀 は |の鐵 より 成り、 一輪の 花 は 

三百 六十 日の かこ ひ 養 ひより 出づ るな り。 1 の 練り 足らずして、 その 一輪 を I に 

出 卞ト」 しめんと 思 ひて は、 出來 あるべ きこと にあらざる、 なり 
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右、 師 五月 廿 三曰鐵 砲の 藥 調合の 曰、 示 論の 言な り。 

したる も危雜 

の 中に て 取り 

上げ、 弱 弓 な 

^.^^  九 義經と 正 成 

力 はズ • と いひ 

(二)  の 或る人 來り 問うて 云 ふ、 r 義經と 正 成と 同意 あり や。 地 を 易へば 一な らん や。 或る人 

戰に先 だち、 

^0 の 評に、 義經は 兵法の 骨髓を 得、 正 成 は 兵法の 皮膚 を 得たり と 論ず。 ほとんど 格 論た 

つけん とい ひ  (掊) 

しも 義， か 返 らん や。」 予云 はく、 兵法の 骨髓と 皮膚と は いづれ の處を さして これ をい はんや。 そ 

けし 論 をい ふ 

翻に 1= の 論ず、 る：^ ころお ぼっかな し。 言行 を 以て 論ぜば、 義經 • 正 成 同日に して 論ずべ から 

紋を つけし 車  ゆみな がし (二)  二 はちえ ふ  . 

の，、 紋の 小な ず。 義經弓 流 • 逆捣の 論、 小 八 葉の 車に のって 參內 院參、 平 大納言 時忠の 息女 を 嫁し 

る々、 小 仏 ぼと §  (燒)  むすめ  § 

^の 卵 S い て 時忠に 大事の 狀 ども を やかせ、 礒の 禪師が 女靜を 愛して 堀川 夜 討のと きも 油斷 して 

maL^^ 女に おこされ、 奥州 下向 迄 女 を 具し、 梶原 景季が 京都に 上りし に虛 病して 對面、 ほと 

啄 な.：： 'しも 後 

は？ と？ んど舍 兄に 對 して 不義の 惡念を 起さる る 事、 一 つと して 道に あたらず。 正 成 はかな は 

lis 越の 行 ぬまで も 三德を 具して、 君に 不忠の 心 を 子孫まで さしはさまぬ 所 を 第一 とす。 豈 同日 

跡 ありし もい  (，) 

^  i にして これ を 論ぜん や。 兵法 を 以. てい はば、 義經は 天然 奇用 にして 勇猛 丈夫の 將 なり。 

の^ ^甯 類 を ' ：  I  .-  r  .  ？&  (待) 

義經 押收 した 正 成 は 困知學 術の 知 將と云 ふべ し。 義經 { 千 治 川に のぞんで、 川の ひお つる を やまたん、 


だい もつ f 浦) ， ；-- ク 

れど、 時 忠の 淀 芋洗へ やま はらんと いひ、 鹎越を こえて 平家の 虚を うち、 大物のう らを惡 風に うち 

よ J ひれ |i たてて； S ^の，? つ ^ に 至りな どいた された る こと、 八 島の 戰 勝ちて 後夜寢 ねずして 

お \ よらる る こと、 辨 信が 討死に 馬 をお くられた る こと、 いづれ も 勇士の 本意に して、 

賓 ちに 蟯 却せ  ヘス) 

r5 義經の 天性 器用の 達人な り。 正 成 は 武のわ 抄を讀 み 學を專 として、 兵法 叉 知より 湧出す 故 

こます 處皆 人の 手本と なり、 のりと なれり。 義經の 兵法 はの こりて 人の 師 とならず、 

访昌 俊が お， て t  7-  -  f  . 

お 平 か Is 天然と いでき あはせ たる ごとくな り。 

0^0.., 或る人の 云 ふ、 r 然れ ども 義經內 に仁德 なくん ば、 諸歷々 の 侍 これに 相 嵐す ベ か ら ざ 

(ブ) 攝灌に 

お， に るか」 と。 予云 はく、 義 經に屬 せる 者 を 見る に、 皆 匹夫 猪 勇の 者 迄にして、 實に 兵の 

な^ 雯 たる もり. w 一  人 もこれ なし。 只 だ-匹夫 猪 勇の 者 は 義貞の 十六 騎が黨 の 如し。 

と 平 盛衰 だ P  ^メ，  - 

び  1 ゆ 侏 *i 或る人 云 ふ、 「匹夫 猪 勇の 者 も內に 仁徳な くばな づく まじき か」 と。 予 云^く 然り 

^0  y 一夫 猪 勇たり とも 內 によき ところな くば 人の 從は ざらん は 勿論な り。 然しながら 疋夫 

I こと  とりえ 

^'0..  § 勇の 者 ま，、 その 將の 何方 にても よきと ころ 又は その 身の 心 易き を 取 柄に 致し 又" 

嘈弋の 主人な どこ ま a 切りに 從ふ こと 易し。 大勇 大德の 者 は然ら ず。 機 を 見て 起つ と 

司 馬 法の 七 書 f  f  ^  j  J  I  '  ニー)  ，p 

ころ あり。 I 信. 張 良 いづれ も然 なり。 韓 信が 沛 公に 從 ひて、 沛 公の あてが ひ子鉀 た 
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兵 なり 

(九) 義貞北 

國 落の 後附從 

の 者諸處 にて 

落ちう せて、 

金 崎に 入りし 

とき は 栗 生 左 

衞 S> 武 田 五 

郎等 僅に 十六 

騎 なり。 謀計 

ももつ て 味方 

の 大^ 杣 山城 

より 來り たり 

と稱 して 連 二 

無二 賊軍 b 重 


崎 城に 人な。 

太平 記卷 十七 

「十六 騎 勢 入-一 

金 崎 1 事」 の 章 

霞 

(一 〇) いづ 


祖が i>a の 功 

臣な り 

ニー) 劉 邦 

S ち 前 澳の高 

祖を云 ふ。 沛 

は その 出身の 

地 id なり 


山 鹿隨筆  二. 一 ハ丄ハ 

の  せ 5 か 

かりければ、 沛 公の 家 を 立 退く 時、 蕭何 これ を 追 ひかけ て 留めけ るに、 沛公、 「何れの 

者 を 追 ひかけ て留 むる ことのな きに、 韓信を 追 ひかけ たる は 如何」 と、 蕭何を 叱り 給 

へば 、「諸 將は得 易く、 信が 如きに 至りて は國士 にして 無双な り。 王 必ず； 大 下を爭 はん 

と 欲せば、 信に 非ず して は 共に 事 を 計るべき 者な し」 と 云へ り。 かくの 如き こそ、 ま 

ことの 人 を 得た ると はーム ふべ き なれ。 

. I  0 出世 立身の 道 

人來 りて 出世 立身の 道 あり やと 問 ふ。 予云 へる あり、 わが 身 を 立てて 出世 せんと 思 

はば、 言行 を 愼み武 義を贲 びて、 よく 度量 を 知りて 時節 を 待つ にあり。 

っゐ しょう 

或る人の 云 ふ、 「時に 從 つて 權 威の 人 を追從 し、 し-り 入り、 賄 を 入れて 世に立つ は、 

おしなべて 世の 法な り。 これ を 用 ひて はいかが」 と。 予云 はく、 大きなる 誤 ありて、 

身 を 立てん とて、 身 を 却って 沈む るな り。 賤祿に 立たん とて 本心 を 取 失 ふ は、 雲泥 萬 

里の 隔 なり。 その上 命 ある ことなれば、 願 ひて 來らず 求めて 至らず。 

ある 人 云 ふ、 r 追從 詔諛の 人の、 世に立ちて 權を行 ひし 例 古今に 例 多し。 如何」 と e 


(1〕 孔子の 

c 人 子 夏に 從 

«f せる B*  、 

文 eL 亦 子 夏 も 

at とせる も 《5 

て、 その 賢な 

る を闓き こ れ 

も 相. にあげん 

とせし も HI 辭 

して 受けす、 

客た るに 止ま 

b た. こ 二 

の 話 はお 南 子 

におで、 * 求 

にも 「干 木 富 

義」 として 敉 

めら る 

(二) 村 ざと。 

局の 制 二十 五 

象 を 里と し、 

それに 門 あ. 9、 

その 門ち ー閭と 

いふ 

(三) 碧の 

前方の 筏 木に 

伏 一て |«禮 す 


予云 はく、 然ら ず。 その 者 は追從 詔諛 せず とも 世に立つべし。 命 を そむく こと は 世に 

なきもの なり。 それに 似せて 追從^ 諛 して 見ても、 天命な くば 世に立つ こと あるべ か 

らず。 

或る人 云 ふ、 一富 責を 求め 立身 を 願 ふ は、 然 らば 非 か. 一と。 予云 はく、 非に あらず、 

人倫の 大欲な り C これに 心の たき は 非情の 草木、 有情の 禽獸 なり。 身 を 立て 道 を 行 ひ， 

名 を 後世に 揭げ、 その 父母 を顯 はす は 孝の 終りな りと 孔子 も 論ぜられたり。 只 だ條理 

たき こと を 願 ひ 求めよ とい ふに あらざる なり." 

一 I 德に 光り 義に 富む 

ある 人 その 身 大名な りければ、 師に狀 を 送る に 殿と 書け り。 師返囘 に 及ばず。 その 

後 面 謁して、 一 君 は 未だ 貴 を 忘れず して 交り をな す。 豈 君子の 道な らん や。 魏の文 侯 は 

ニー  (二)  (三)  • 

乾お 木が Si? を 通る に^ず， 軾 せり。 その 僕の 曰 はく、 『干 木 は 布 衣の 士 なり、 君 その 間に 

しょく  て  ， 

軾 する は 已に甚 しからず や』 と。 文 侯の 曰 はく、 『千木 は德に 光り 寡 人 は 勢に 光る、 干 

木 は義に 富み 寡 人 は 財に 富む』 と 云へ り。」 
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一二 楠 公一 卷の書 

或る人の 云 ふ 、「楠 木 正成樱 井の 庄に 於て、 息 正 行に 一 卷の 肶を與 ふ。 これ を 一 卷の 

書と い へ り。 師 これ を 見る や」 と。 予云 はく、 太平 記の 本書に 見 ゆる 處は、 一 卷の書 

を與 へたる とい ふに は あら ざれ ども、 云傳へ 評判に 記せし は、 定めて これ を與 へたる 

らめ。 され ども 有名 無實の 書と 見えて、 方々 祕 本の 由に て、 これ を 見れば 皆 後人の 作 

れる 書に して、 古の 書に あらざる なり。 ずが 思 ふ處の 一 卷の書 は^なり。 

ある 人强 ひて これ を 問 ふ。 f 云 はく、 正 成 死を必 として 正 行が 幼弱に 對し、 最後の 

一句 を殘 せり。 それと は 獅子の たと へ、 子孫 迄 朝敵 を 亡す の 本意 この 外 あらざる なり。 

これに 增 したる 一 卷の 遣誡又 あるべからず。 たと へ 萬卷の 書を讀 みても、 內に義 の 則 

ると ころな く、 朝敵 を 退治す るの 心な くんば、 何ぞ 一 卷の 書の 用た らん や。 これに 優 

れる 一 冊 あるべ からず とい ふ。 問 ふ 者 感心す。 

ニニ 事理 ー體 (一) 


理を 能く 通達 するとき は、 萬 事 皆 通ず と 云へ り。 如何。 頻- 

予云 はく、 言 少し 足らざる たり 。 事理 は 一 體の ものな り 。 理は高 上の 一 句、 事 は 萬 

般の用 所な り。 これ を理に 通達して 事 皆相當 ると 云 ひ 難し。 檜の 節な しの 上 柱 を 多く 

(大工) (直) 

持てる 人 ありて、 大工 を 招きて 家 を 建てん や を 問 ふ。 「檜 はすぐ にして 曲らず、 削り 

て 色 見事なる に 依って ヒ 木たり と雖 も、 これにて 家 を 建てん こと は 成り 難し。 t に 引 

くもの あり、 下に 引く もの あり。 これ は 木 は 曲 りても 强 くして よく 重き を もつ 物 を 用 

ひずして は 叶 はず， 一 と 云 ひて ける。 その 例に 等しく、 理は 檜の 上 木な り。 事 は 曲れ る 

雜木 なり。 その物々 によって これ を 用 ひる こと を 要と す。 座敷に て は 檜 は 座敷の 注に 

なりて 功大な りと 雖も、 これ を 覆 ひこれ を 載せて 家と する もの は、 又 右の 雜 木の いは 

れ にあらず や。 誅 龍の 劍は 地に ふれざる の 心得な り。 

一四 道具 

r 乂云 はく、 家 を 建てん 道理 を 綿密に 知る と雖 も、 道具なければ 建ちに くし。 兵の 理 

を 知る と 云 ふと も， 道具 を 知ら ざれば 事 成らず。 道具なくて その 業 をな さんと 十 る は 
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山^^ 维  二 七 C 

ま^か り と 

い □□□ へ の 鉞を硏 いで 針に せんとす るが 如 L。 針に + るの 道具 ありて、 錢を 細かに 

鍛え 練りて 早速 功の 成る に は 劣れり。 萬 物 皆斯の 如く それ/ \ に 就いての 道具 あり、 

それ を 知らず して 混じて 一 つに せんとす る は 大いに 誤れり。 たと へ らず とも 勞 して 

功な し。 

一 五 そ の 道 による ベ し 

又 「學 をな し 心 術 を 磨き 工夫 を 凝らして 修行せば、 兵の 事 も 自ら 學ば ずして 事足ら 

んか」 と 云 ふ 人 あり。 これ 右の 道理と 一致な り。 學 術に 工夫 功 を 積めば とて、 兵法に 

は 功 さほどに なし。 然れば 兵法に 工夫 久しく 積む の 人に 學を問 ふ をば 學 問と は 云 ふべ 

(一) し。 武 王の 太 公を師 とせる が 如し。 その 道々 の 者に 聞きて 審 かに せんに は 如か じ。 小 

刀に て 家 を 建てん とする が 如く、 切磋琢磨の 功 を しらず、 直に 磨 を 用 ひんと する が 如 

し。 角 を 割り 玉 を 割る に は 初め 鉞斧を 用 ひて これ を 伐り て、 その後 小刀 を 用 ひて あた 

0 一 ) 

と くさ ^び 

ヨ) 木賊に り をな ほし、 その上 を 砂に て 磨き、 その上 を 硬 筝 • 指に て 磨 くと 同じ、.： ：- 得な り。 ここ 

同 じ  ， 

に 弓 あらんに、 射 やう を學 ばず して 工夫 致して 射ん と 云 ふ。 鐵 砲を學 ばず して 討たん 


とせば、 • その 功久し 


て も 功 者. 


ハ 口 

刀，？ 


(三) 孔子の 

弟子。 舊 • 

而黛第 E 章に、 

g 子 日 * 吾 日 

三 II 省 吾 身 一 と 

§ 論 霞 

* 篇^ 八 章に、 

g 則勿レ 惲レ改 

と 

(五) 易つ 繫 

辭上傳 に TU 

吝とは 憂虞の 

象な り」 又は 

「悔 吝とは 其 

の小疵 ある を 

言 ふなり 云々。 

悔吝も 1« ふる 

者 は 介 (幾 S 


ふ) に存 し、 

ろごき て处 口た 

き 者 ほ 悔に存 

す」 など 見え、 


こ の 靄 も 用 ひ 

て、 戒め とし 

あるち 一い へる 


I 六 後悔と 反省 

人 云 ふ、 「われ 常に もの を 後悔し、 悔 ゆると 雖. も 行に 益な し。 その 故 如何」 と。 

予云 はく、 悔と いふと 省みて 改 むと 云 ふ はか はれる 事な り。 叶 はざる 事 を 悔い 思 ふ 

は 愚な り、 痴 なり。 省みる と 云 ふ は、 內を 省みて 今日の 行を考 へて、 その 理に 不當過 

不足 を考 へ、 重ねて 改む るの 本と する、 これ 曾 子 すら B 々に 省み 給へ ると ころな り。 

(Mr) 

孔子 も I 過を改 む」 とのた まへ り。 然れば 悔いて 居て 改めざる 時 は、 善と 知りて 用 ひ 


ず. 惡 と 知りて 去らざる に 等し。 侮 ^は 易に 戒 むる 


ろな 


I 七 岡目八目 

或る人 來 りて 云 ふ、 r わが 非 を 見る は 人に 如かず。 人に 非 を 云 はれん とならば、 傍に 

居る 小 徒 小僧 類の、 至って わが 心 易く 思 ふ ものに わが 非 をい はれば、 わが 非 は 見 ゆべ 

し。 俗語に も 岡目 はパ 目と い へれば、 われと わが 身の 非 は 見えに くきと いへば なり。 
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口 可  一一- o 

々介」 と 

卩云 はく、 然ら ず。 人の 知る 所 は 至って 外に 顯 はれた る ものば かりなり。 ^に 動い 

て 堪忍なら ざる ゆ ゑに 外に 形 あら はれ、 形の あまり-百に 發 するな り。 志 ふかき 處 あら 

ば、 人の 爲 にあらず、 わが 心に 確に 覺 ゆると ころ あるべし。 一念の 動く は 人の 知る 處 

にあらず。 物に 感ずる ところに あらず。 而 して 人 は 知らず して 己が 內に は覺ぇ あり。 

みち 

內に覺 ゆる を覺 えぬ と 云 ふ 人 は、 至って 風情 深き か、 一圓 道に 志の なき 人の 云 ふこと 

なり。， 外人 を證據 にて は、 見 違へ 聞 違へ あり。 されば 歷々 の學者 知者と 世に よばる る 

人 も、 人 を 見 違へ 聞 違へ て、 毀譽理 に當ら ざる こと 多し。 それ は 人 邪知 多き が 故によ 

くもの を 包み 藏 して、 內には 五 欲 六 惑 多く、 名利 至って 深 けれども、 形に あら はさず 

口に 言 はず。 これ を 外より は 知らざる 故に、 昆 違へ 聞 違 ふるな り。 根氣 よき 者 は、 朝 

夕 傍に ついて 居て la て も、 五 年 十 年 一所に 居ても、 あら はれざる ものな り。 故に 名人 

知者の 行に も 背いた る 事 多き は、 皆 外 を 取りて 是非す る 故な り。 然れば 岡目 八 IR と 云 

たんぜん 

二) 靜なる ふ は、 物に 奪 はれて 居た る處 を、 わきより 昆れ ばと 云 ふこと なるべし。 港 然として 不 

0 

動の 時 は、 內に歷 然として 明白なる ところ あり。 賢人 君子 を賴 むに 及ばず。 況ゃ 婦人 


小 子 を や。 

一八 井戸 掘の 言 

井戶を 掘る 者の 云 ふ、 「掘拔 の井戶 にわき 水 多く 出で て 水の 味 悪しき と 云 ふ は虛說 た 

り。 下より 出づ ると ころの 水の 勢 至って 強き 時 は、 わき 水の 出づ べきと ころ あらず-。 

下より 出づる 水の 勢少き 故に、 わき 水利 を 得て 水 を 害す。 樋 を 伏せて 水 を 取る に、 水 

の 来る こと 太く 逞しく して 勢强 ければ、 傍より 水の 入るべき 處 たし。 水少き 故に 傍 水 

、るな り」 と 云へ り。 予小 子に 示して 曰 はく、 この 語 至って 卑 にして その 理 至って 大 

なり。 兵 術心學 ともに 志 至って 强 くば、 外の 惑 入るべからず。 志 薄き が 故に 傍より 出 

^r0^ づる意 念に 溺れ、 外より 来る 名利 色に 移りて、 殆ど 惑 ふ。 實理を 確に 見得 十る 處 深く 

, ま、 利口 辯 を 以て も S らか さるべ からず。 (き武 にも 屈すべ からず。 富貴に も淫 すべ か 

貧錢 も^す 能 —チ f ふ ― 

^^^e らず。 貧賤に も 詔 ふべ からず。 これ を 大丈夫と 云 ふべ し。 

此れ 之れ も大 

丈夫と 謂 ふ」 

と 出づ。 伹し 

I 九 終 を 見よ 
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師、 門弟 子に 示して 曰 はく、 物の 始まれる を はて 善惡 を；： ムふべ かにず， 終 を 見て こ 

れを 沙汰すべし。 始め 善事の 如く： a ゆる こん-の、 二： 二 年 過ぎて 惡 しくなる こと あり。 

初 はさして のこ ともなき ことの、 後に はよ く なれる 事 あり。 然れば 何れも 始を 以て是 

非す るは大 なる 誤な り。 

二  o 祿と病 

或る人 僅の 祿 より 次第に 取 立てられけ るに、 病 者に なれり。 世の 人 は祿を 時 を 

得れば、 必ず ある 病 もなくなる に、 今 此の 如き は 如何なる 事ぞ と、 傍人の 尊ね ければ. 

然り、 祿の輕 き 時 はわれに 苦しむ とこ^の 事 少し。 祿を 持ち 時 を^て、 主人の 心 入れ 

深切なる に 就いては、 わが 行 も それに 從 つて 彌-； g み 守ら ざれば 事 成らず。 故に fi の 

重きに 從 つて 次第に 病 も 出で 来るな り。 

或る人の 云 ふ、 r 祿の 重きに 依って わが 病の 增 すと 云 へば、 心 術祸ほ 以て 然り。 祿の 

重き ほど 內の やましき ところ 多く 出で 來る ものな り」 と。 この 語 押して 云 ふとき は、 

その 理 あるに 似たり。 


ニー  奉公と 養生 

或る人の； 14 ふ、 「主君に 奉公の 道、 病少き 時に よく 養生 を 遂げて、 後に 久しく 烦はざ 

る 如く 致す をよ しとす。 當分 奉公 を缺 けばと て 病 を 不養生して は 後に 利 あるべ から 

ず。」 义 一人の 云 ふ、 「主君へ 奉仕の 道 は 然るべ からず。 病の 重くなる 迄 相 勤め、 それ 

にて 相 果てても 亦 本理に 叶、 V 、へし。 小 病より 引 込み 養生す るの 心掛は 如何 や」 と 云へ 

り。 兩說 共に gi) あるに 似たり。 必と 致しが たし。 その 人 その 病に よるべき ことなり。 

ニニ 大本と 末節 

或る人 「視聽 言動 思に 就きて、 一事 一言 を も 悉くよ く 切磋せ ずして は、 內の邪 を 正 

千 こと 叶 ふべ からず」 と 云 ふの 人 あり。 叉 「その 大本 をよ く 心得る とき は * 少しづつ 

の 事に は 取合 ふべ からす」 と 云 ふ 人 あり。 兩の說 如何。 

予云 はく、  i つながら 尤もに して 必と 定め 難し。 又兩 つながら 惡 しく 心得て は、 邪 

に. して 正しから ず.。 その ゆ ゑ は、 よく 心得た る 所より 云 ふ 時 は、 一視 一言と 云へ ども 
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思より 出で ざる ことなき もの なれば、 忽に 致さず して 理に叶 ふ 如く 仕る 時 は、 火 本 向 

ら 立つべし。 义 大本の よると ころ を考 へて 事 をな さば、 視聽- 一：；：： 動 共に 皆 义理に 叶 ふべ 

れ うじ  、 J 

二) 輕 々し し。 然 れだ兩 つながら よし。 あしく 心得て は、 もの を も聊. 爾に 見ず お 力す-一：" はさる や 

きこと  _0  ，じ 

うにと おまば、 時の 挨拶 行住坐臥 も 大事な りと て、 行かず 臥せざる ごし」 くなる べき 故 

こ、 なく こと もなら ざる やうに ならば、 眞 • 行 • 草の 作法 皆眞 になる が 如くな らん 

粹£ 川 これ 1 の I、 聽 のきな ど 云 ふこと を 聞き そこな ひたる 者の ことなり。 乂人 かね をはづ 

の 視？ Is  • 聽ゆ  いましめ  -ばぐ ， , 

！^^ せるな さじと 云 ひて、 君 を 殺し 父 をた ばかり、 金銀 財 寶を盜 み、 惡ロ 狼^の、 人外た る こと 

(三) かね は . 

s 尺の こと。 をせ A だ^の こと は トノ 々^しくと も 大事な きと 云 はば、 天下の 間 生きと し 生ける 者の 

卽. VT 大きなる  -T  \  やま 

內に、 いづれ か 左様の 惡事 ある や。 唯 その 內に 省みて 疚しき ところの なき 如； せよ と 

外の こと ，1 のこと なり。 例へ 、よ 外に 顯 はれて 悪事 をせ ぬ は、 わが 身 を 大事に 田 4 ひ^を 大事に 思 ふ 

故な り。 さなく ば 父 を 殺し 君 を 殺す の 心なくて 叶 はざる ものな り。 ここ をよ く^れば 

その 形に 顯 はるる ところ は 名 を 恥ぢて 致さず、 只 だ內を 省みる のみな り。 

二三 まことの 士法 


. 入 大於章 惠 ^ 
： ，境に: 乇 5 

丄ま 

を g 國始第 子 
い 敢之至 二 梁 


例へ ば 商人 を 致さば 久しく 商人の 作法に なら ひ、 その 仲間の 樣子を 知ら ざれば 成ら 

ず、 武士の 商人に なれる 如くに て は 事 行くべからず。 商人が 武士に なりて は、 义 作法 

皆 相違すべし。 聖人 も國に 入りて は 大禁を 問 ふと 論ぜり。 然れば 武士と なりても、 □ 

難 

本の 風儀 作法 をよ く辨 へ、 兵法に 深く 入りて 修行せ ずして、 學問を 以て 武士の 作法 を 

な * つ 

やらん と 致さば、 商人 を 武士より 勉 めんと 云 ふが 如し。 必ず 大 唐の 法に 泥む 所 あるべ 

し。 故に 小學を 以て 今 曰の 學と 致せば、 皆無 學の 人より 足る 時 は * その 方 やくに 立た 

ざるが ごとくな り。 然れば 兵法 をよ く學び て * 武士の 今 H の 作法の 正しき が 如く 致す 

を- まことの 士の 法と 云 ふなり。 當時 武士に て 心 は 長袖 同様の 心得 多し。 專ら戏 むべ 

き ことなり。 

•  二 四 奉公の 心得 

或る人 常に 主君 へ 奉公 を 致す に、 その 番 日に 當リて は 夙より 出で 晚迄 更に 暇な く 勤 

め、 人の 番をも 代りて 勤めん 心得たり-。 「僭上と 云 ふべき や。 义氣 象よ しと 云 ふべき 

(或る人)  • 

や」 と 尋ねければ、 その 人の 云 ふ、 「然ら ず。 五 體四支 を 愛する 故に、 主人の 番等 を 
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勤め、 兼ねて 兎角と 云 ふなり。 五 體四. M は 年月に 從 ぅて裟 へて， 後に は^めた く 思 ひ 

て も 勤め 雞 きものな り。 然れば 若 き^に、 わが 身 を 何と ぞ 君の 御用に 立て、 御用 故に 

後々 我へ たる は、 人間の 本望な り。 更に 利欲 を 求む るに も あらず、 名^ を^むに も あ 

• らず、 只 だ  一 ：n も 年若き ：§： にこの 身の 勤め もな ろ內に 勤めて、 命 を 全く せんし」 の 心得 

たり」 と 云 ひし。 實に 殊勝の ことなり。 

ニー 五 ー將は 求め 雞し 

千 兵 は 求め 易く ー將は 求め 難しと いへ る こと あり。 人 ごとに いふ ことなり。 これ は 

內 外の 心 二つ あり。 その 理は 一な り。 下々 は 求め 易 けれども 一 將は 求めに くき ものな 

りと いふ、 これ 一 應の理 なり。 實 は大將 としても、 健氣 なる 一人の 働き はなり よくて、 

將 としてよ く 勤む る こと はなり 難き ものな り。 少しば かりの ことに は 人 ごとに 勤む る 

こと あれ ども、 大 なること になり て は、. 勤めな りに くき ものな り。 古今 共に その 例 多 


^ 事 


おもて を 持 ふるに、 その 本 を 正す 時 は、 喜お 哀樂の 七 情のお もての 外 はこれ たし。 

怒る 時の 面 は 他と その 眉 口 目の 皺 一 筋の 處 にて 違 ふ ものな り。 上手に てたくて は、 面 

一 铰理 - 

など をな ほす こと はならざる ものたり。 又 その 面 を 見て 內の 心得 も變ろ こと ある もの 

たり。 

二 七 鼠の はりつけ 

或る人 具足 を 質に 置き、 能く こまやかに 注文 を 致して 金子 を 借る。 質黾 この 具足の 

注文に 係らず、 具足の 空なる と 取り かへ て 浪人の 入れ 置きし 具足 をば 賣 りて- 1 り。 さ 

て 受 くる 時に 置 主 これ を 見れ ば 相違せ る 故に 公事に なりたり。 公镲 に て 目安 證文 を 見 

給へ ども、 兩方 共に 理 あり。 質屋 かへ たる は 必定に き はまり たれ ども、 證 文に は 「具 

足 相違 こ^なく 鼠の 喰 ひたる ばかりな り」 と あり。 さるに 就いて 公儀より、 この 具足 

と V- 

かへ ざる やうと は あれ ど、 鼠 喰 ひは證 文に これな きに， 還く ひの ある は 鼠の 科 たれ 

まり っナ  さ ば き 

ば、 S を 捕へ，. 磔— にかけ て、 浪人 もこら へ 候へ との 御裁斷 ない。 これによ つて 浪人 迷惑 
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のぼ 申せ ども、 右の通り 故、 質屋 鼠 を 捕へ 撿斷の 前へ 出して 下知 をハ乙 ふ。 則ち 浪人 を 

召して 見る 前にて 磔 にかけ させ、 浪人 もこれ にて 堪忍 仕り 候へ と あり。 さて 盗人の^ 

は 罪科 ある ことなり。 鼠の 宿 を 致せる 程に と ありて、 質屋 獄に 入りけ りと^々。 

二八 まことの 臣道 

わが 身 を 立てず して 主君の 是を 立つ る を 眞の臣 道と いふなり。 そ の 故 は 諸事 の こ と 

を わが 致せる ごとく 致し 度き ものと、 我れ も 人も兒 えたり。 わが 器用 をば 致せ ども、 

主人の 器用 をば 立てず、 わがもの を 人に は與 ふれ ども、 君の もの を 人に 與 へて、 君の 

二)  / 

n) 松. 平& 祿を 人の 喜ぶ が 如くに は 仕らず。 世上 皆 此の 如し。 伊豆守 上京 致さる るに * 道に て 在 

^ 頃の 老中 在の 弱りた る を 見て、 金銀 を與へ 通られけ りと いへ り。 これ 皆 わが 知惠を 立てて、 上 + 

の 法の 及ぶ ごとくに 仕らざる なり。 

二 九 君子 二言な し 

君子に 二言な し。 又 云 ふ、 綸言 汗の 如しと 云 ふこと を 問 ふ。 


予云 まく、 君子 は假 りに も 偽れる ことなく 欺く ことたし。 われに 僞る 、七な く 欺く  V 

たくして 出 づる言 は、 皆 誠より 出づ るが 故に、 二言の あるべき ことたし。 譬 へば 書 狀 

の 中に □□ などと 書き 御見舞な どと 書く。 皆內 心に 恩 はざる も、 時の 挨拶に 左 樣に云 

ふこと あり。 これ は 君子の わざに 非ず。 かりそめにも 僞 りて 一 K ふこと はなき ことなり 一 

內に at, ざる こと を 外に 云 ふこと は 君子の 用 ひざる ことなり。 君子た る 人に なん ぞー 一 

言 あらん。 叉 綸言 を 出す 程の 帝王の 德を備 へたる 人の 言" 皆； 汁の 出で て 再び 歸ら ざる 

が 如くなる ベ し。 

當時は その 位に ある 人 を 君子と 云 ひ、 位に ある 人は僞 りたき ものと 云 ふ， 皆 誤たり 

^にある 人 は" 古 は 皆 その 德を考 へて、 それ/,、 に 申 付く る ものなる が 故に、 位に あ 

る呈 のん まと 云 ふ 心なり。 叉た とへ 惡し きこと を 云 へれ ども、 それ をした ほさぬ もの 

たりと 云 ふ、 皆 誤な り。 君子 聖 王の 何 ぞ誤を 云 ひ 出さん や。 在位 帝王の 人 は、 德 ある 

を 用 ひて、 その 法に よって 位を授 くる、 これ を 君子 帝王と 云 ふなり。 如何 ぞ二言 を 云. 

ひ、 誤 を 云 ふ 人 を 君子 帝王の 位に 備 へん や。 
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三 o ためす と 試みる と 

(二  ！  きま 

n) 一" の  人 をた めさん とせば 定 りて なす 所 あるが 故に， 必ず 違 ふこと あるべし 。世の中の 入 

謹 の こと 

ためして 人 を 見る 故に、 違 ふところ 多. きと：^ えたり。 その 形 を 見て ためし * その 難 を 

考 へて ためす 故、 能 人な りと^た る 者 も、 CI 餘 のこと に 於て 違背す る こし」^ し。 H だ 

(二) 

こころ  し 

r:〕  試みて 用 ふるに 如かざる なり。 試む ると 云 ふ は、 この 事に 致さん と 思 ふ 人を考 へて、 

S ひ 試む る こ  S へ か-,  - こ 

i  かねて その 約束に 申 付けん 前方、 その 下にて 用 を 足させて^ て  >  以てよ くば 用 ふるな 

り。 これ そのこと を 試む るな り。 ためす こと は 一色 か 二色に て善惡 を定 むる 故に、 道 

理に違 ふこと あるな り。 

三 一 誠 (一) 

われに 誠 あらば 下 へ 感通 する こと は 勿 論定り たる ことなり。 然れ ども われに 感通十 

べき 程の 誠 もなくて、 只 だ 下へ 感 通とば かり 思 ふ は、 事物の 理を 窮め ざろ ものと ハで I 

s  (wn 

べきな り。 故に M 付 • 横目 を 置いて、 その 事 を： 止す 如くす る、 これ われに 感 通の 誠う 

(方法) 

すからん が 故に わざ を かくの 如く 盡 して 行 ふなり。 然るに 誠少き 故に >  誤 は 下に あり 


とば かり 見て、 ひたと われ を 省みる と 云 ふば かりにて は、 下に は始 より 誤の あるべき 

ことに や。 

三 二 武士の 急務 

人々 急務 あり。 これ を 大學に 物 有 二 本末 一 I 有 二 終始 一とい へ り。 然るに 今 H の 上 を 

見る に、 わが 本末 は 本心に 出で ず、 わが 事 は 明德を 明かに する に 出で ず、 わが 所作 を 

見れば 武士な り。 然れば わが 所作の 內の 急務 は 武士の 道 なれば， 武の 道より 入る に 過 

ぐべ からざる なり。 武の 上に 於て 格 物せ ずして. に、 事々 に 理に叶 ふべ からざる ことな 

三 三 王道と 伯 業 

仁者の 行 をな す 人 は 世に 多し と雖 も、 武士の しこみの 人 少し。 武士の しこみに^,、 

ぷぐ >/ 

なくて は 武將と は 云ひ雞 からん か。 當時國 の 政 を 論じ 下の 育み を 云 ふ は、 その 當然の 

理を云 ふに 似 たれ ども、 武士の 作 略に ありて は 道理の 通ぜ ざる こと I し。 文武の 兩片 
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は 一 つと して 捨 つべ からず。 或は 伯 業 を專ら として 王道 を 忘れ、 或は 王道 を專ら とせ 

ん として 伯 業を棄 つる は、 皆 武士の 本意に あらざる なり。 

三 四 義貞 の將量 

.  - .  (二) や だ 

(一) 新 s 義  義貞 一代の 出来物 は、 小山 田が 靑麥を 刈りし を 許せる ことなり。 小山- S が^ 所 を S 

お 高 1 は 檢 致され、 將 たるの 恥 を 知り、 田の 主に 小袖 を與 へられた るな ど 皆 S に^-へり 

粮に窮 して、 

義貞の 命 も 犯  . 

し て靑麥 も 刈 

P0^,  三 五 楠 公と 義經 

一一 食^ B 一  粒 も  _ 

5、 馬 物 具 或る人 云 ふ、 「楠 木 正 成 は 兵法の 皮膚 を 得たり、 義經は 兵法の 骨髓を 得たり」 と 

のみ さわやか 

こ の 論 甚だ そ の理を 得ざる か。 骨 髓は萬 人 の问 じうす ると ころに して その 本體 なり。 

ノく. 入 平 IJC 

卷十 1  ハ、 小^ 皮 睿^ 人々 同じから ずして 或は 美と なり 或は 醜と なる。 兵法の^ 髓は犬 下の 1M する 

田 太郞高 家靑 

0^ ところに して 更に 別法な し。 皮膚 は 兵法の 用に して、 人々 異にして そのな すと ころ 差 

,  刖 あり。 正 成 は 知 仁爯の 三德を 具して、 平生 武の 正道 を 守り、 義 のみ ヒ 心に 本と す。 

これ 千代 萬 古 不易の 定論に して 骨 髓と云 ふべ し。 義經は 平生の 行 法 一 つも 武の 義に當 


S 唐の 玄 

宗の 塞お 

(四) ^の武 


慕せ り 

ij いふ 

(五) 阿波 國 

に 在り、 義轻 


前に 戰 ^なせ 

„-と 二 ろ U 詳 

. く は 源平 盛 

奏記 E 十二 卷、 

勝 浦 合 戰の條 

下に あり 

(六) 類の 

命もう け て義 

转^ 裉 河の 宿 

W に 討 や て 敗 

れ六條 河原に 

斬らる 

(七) MM 

而篇 第二 章に 

「事 而不レ 默、 

誨 不レ 捲」 と 


ら ずして、 戰に 臨んで は、 その 妙 その 理に 叶へ る こと 多し。 故に 時に 至りての 奇變作 

略 古今に 並び あるべからざる なり。 故に 皮膚と 云 ふべ し。 骨髓 にか はりな けれども 皮 

ニー 一)  (Hn  かたち 

^に妍 醜 ありて、 女 は 楊 貴妃. 李 夫人の 象 あるに 等し。 故に 窮めて： ：4 はば 皮膚の 妙 を 

得たり と 云 ふべ し。 

叉 云 はく、 冗 成 は 兵法の 骨髓を 得、 義 經は戰 法の 骨髓を 得と 云 ふべ し。 義經 は戰法 

ひよ どり 3 ゑ (五)  (六1 

にての 卄髓と 云 ふべ し。 鹎越 • 勝 浦の 略、 土 佐坊昌 俊が 夜 討に 門 を 開い て 待 たれた る、 

皆戰 法に 臨んで 常の 心に して 更に 他な し。 これ 亦 古今の 及ばざる 所な り 。 


三 六 敬 

(或る人)  (素行) 

「聖人に 敬 あり や」 と 云 ふ。 敬 は 學者分 上の 事に して、 聖人に 敬と いふ ことなし。 

或 ひと 云 ふ、 「然 らば 『敎 へて 倦まず 學んで 厭 はず』 と 云へ る は 敬に あらず や。 敬 あ 

るが 故に 聖人 獍ほ 安から ず 常に 修し學 ぶ。， これ 敬に あらず や」 と。 予云 はく、 聖人に 

とどまる ところた し。 泥 著せば 聖人に あらず。 若し われ 聖 なりと 云 はば、 泥 著な り、 

滯留 なり、 所得な り、 一見 所な り、 一物な り、 仁義な り、 大道に あらず.。 故に 只 だ 誠 
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^敬^ は ほ つ 
か «  '恭名 
がに ih 顒 0 
わ し躬 質恂^ 
^ て 如 朴 々 
貌身 はの ftn ひ、 
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の 一 つ にして .5 然 たる 一 理 のま まなり、 故に 學んで 厭 はざる なり。 仁^の みなり、 故 

に敎 へて^ まざるな り。 これ を わきより 昆て 敬と 云 ふべき か。 敬の ネ、^ より； U 來知 

二)  ^$ る 人なくて、 宋 朝に 程 子 初めて その 論 を 出せり。 故に 朱 子 曰 ふ、 「敬の  一^ は^ 學の始 

を 成し 終 を 成す 所以の ものな り 云々」 と。 聖人の 田地に 於ても 傍より 兄れば 皆 敬の 形 

(二  〕  んく じょ  きくき ゆうじょ 

なり。 鄉黨 の篇に 「恂々 如たり、 鞠躬 如たり」 と 云へ る を：：^ るに、 必ず： g: 々とすべく、 

鞠^と すべきと；： ムふ ものに は あらず。 圭角 なくして 一 莨の 聖人 なれば、 物々^: 當然の 

理 のみ-なり。 故に その 所 その 事に よって、 皆 鞠^ 如たり、 ゆ 々如たり と^ へ る こし-な 

2)  i り、 朱 子 曰 ふ 、「敬 はこれ 徹上徹 下の 工夫、 聖人の 田地に 倣 ひ^と 雖も、 只 この 敬 を 放 

顿 に 出バ、 但  《 

ド すれば 得ざる なり 云々」 と。 敬 は 怠に 對 しての 敬な り。 

S) 捨て K 

三 七 心 を 置く こと 

或る人 來 りて 云 ふ、 「平時 放心す る 時 も 平生 も、 內を 省みて 心 を 巾に 置く ごとく 致せ 

ば、 放心な きと 思へ り.。 如何。」 

予云 はく、 無事の 時に 何の 心 を 置く ところ あらん や。 物に 奪 はれん とすると ころに 


於て 力 を 入る るまで なり。 その 力 を 入る る もの を 敬し-い、 V 、へきな り。 平生 無事^ 時 

も 力を入れん とせば、 內に 一 物の 蔽 となり、 鏡に 繪を 書く に 同じから んか。 

三 <  存心格 物 

格 物 せんと 思 ふ も、 中に 心を存 して 明かなる ところより 格 物せば 皆 理に當 るべ し- 

存、. ：：- して 格 物し、 格 物して は存、 い 十る の 外 あらず。 


s  sis は 

格 わ £ 格ち- +： 

だすと 請み、 

朱 子 はき ほめ 

いたる の 意に 


三 九 格 物と 窮理 

或 ひと 云 ふ、 「陽 明の 物 をた だすと、 朱 子の 事物の 理を究 むる と は^か 同じき か。」 

曰 はく、 別にして 同じき なり。 同じく して^な り。 その 故 は 物 をた だす は 事物の 理 

を 窮め ざれば ただされず。 事物の 理を ただす は、 われに 良心の 知る ところた ければ 何 

を 以て か 究めん や。 然れば 一 致に して その 入る 所 は^なり。 


四 o 水 孕 
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八 七 


二)  R£ 


(二) 飢 死せ 

L 人、 ！ t き だ 

ふれの こと 
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堯の時 九 年の 洪水、 ^の 時 三年の 曰 千 はいかが。 

予云 はく、 これ 天災な り。 阈 家の 政 正しから ず、 人民^ 炭に 落ち入りて 大災の ある 

は、 |K 災 にあらず 人災な り。 その上 九 年の 洪水、 三年の 孕な りと いへ ども、 2^ に飢ゑ 

(；二 ) 

たる 色 ありと も、 野に 硪李 ありと も 見えず。 民に 菜 色な くばい か 程 水 ャの儀 ありと も- 

これ を實 の.^ c  千と は 云 ふべ  からざる たり。  天地に 水 E: 十な くと も 民に^ 色 あらば、 これ 

を水旱 とい ふべ きたり。 


四 一 內外 一致 

わが 心の 理を 形に あら はして 用 ふる 時 は、 用 皆 理に當 り、 體用 一 致なる ベ し。 內に 

まこと 深く して その 敬 を 外に 顯 はして 禮服を 着す る、 その 禮を 人に あら はして 下人 下 

下まで 衣服 を 改めて 禮節 をな す。 ここに 於て 冠婚 喪祭の 禮 定まれり。 然れば 內に誠 あ 

るば かりなり とて、 外に 用 ひざれば、 內外 一致と いふべ からず。 故に 君 敬 を專ら とし 

て、 その 下に ほ 付 *橫目.頭* 奉行 を 置いて、 下の 奸曲を 改めて、 下の 情 を k, へ 通ず 

るが 如く 致す。 これ 內外を 一 致に 致す の 道 法 兼備な り。 然る を 內に誠 あれば とて、 奉 


行 を も 付けず、 目 付. 橫目を も 置か ざれば、 下の 奸曲 如何 ぞ正 しからん や。 故に 內外 

の 一致せ ざる は、 文武 を 二つに 分ち、 知行 を 別にす るたり。 

四 二 節 を 知る 

師、 鴻 雁の 南來を 見て 弟子に 示して 曰 はく、 禽^ は 人の 敎を 聞か ざれ ども、 內に感 

すると ころ あれば、 よく その 節 を 知る。 ^や 人と して 他人の 諫謗を 待つ に 及ぶ ベから 

ず、 良 身 に 感ず ると ころた くんば あるべ からず. と S 々 。 

四 三 孟子と 孔子 

ニー 一) 

孟子 は 大賢 亞聖 なりと いふと ころ は、 いづ 方 を 以て 見ん や。 

予曰 はく、 孟子 は 仁義 を とらへ て 泥 著す ると ころ ありと いふべき か。 孔子に 圭 角の 

しかく あら はれた ると ころな し。 

四 四 佛敎に 就いて 
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(一) ^土中 

お S 助 

(二) 弊害 の 

(三) 老子 第 

三 章に 「欲す 


れば、 § 心 

もして 亂れざ 

らしむ。 是を 

以て 聖人の 治 

は、 其の 心 を 

虚 にして 其の 

K も-貸し 云々、 

！ Trt: こ...^ ふ 一し て 

無知 無欲なら 

しむ」 と 

(ID 词 じく 

Is 一 

(五) 繫跻上 

傳 にあり 

(六) 玄々 に 

同じ、 卽ち老 

子の 所 IS 玄之 

又玄、 道の 究 

極 絕對， 有無 

も 超越せ る も 

の 

(七) 老ゃ、 

W は 李、 名 は 

耳。 老君は 敬 
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當 時の 儒者 只 だ 文字に 泥んで 實理を 知らず。 故に 佛 氏の 道 を 大いに 謗り 嫌 ふこと 多 

し。 然れ ども その 本源 を 知らざる が 故に、 尤も 形貌 文字に よるまで なり。 

中 村 氏 云 ふ 、「程 子の 『淫聲 美 色の 如し、 これ を 避けて 可な り』 と 云へ る こと、 然ら 

ば 一 誤 か。」  . 

， ， F  (つ 二 ひ) え 

予^ はく 時に 用 ふるの 費 を 以て 云 ふの 理 あり。 又 その 時の 釋 氏の 费 多き を 以て 謗 

るの 難 あり。 佛老を 人の 謗る は、 大學の 序に 「虚無 寂滅の 敎」 と あり、 虚無 は 老子の 

學、， 寂 減は釋 氏の 學. なり 。虚無と 老子の 云へ る は、 「欲すべき を もさず」 、(n の 道と す 

べき は 常道に あらざる」 の理 をい へり。 心 は元虛 なりと 云へ り.。 無よ く 人心 をな みし 

て 道心 をみ てし むるな り。 寂滅^ 樂と云 ふ は、 よく 虚妄の 邪心 を 寂滅す る 時 ま、 その 

下 則ち 眞樂 なり。 易に r 寂然 不動に してよ く 天下の 物に 通ず」 とい ふ、 これな り。 然 

る を 虚無と 云 ふ 文字 を 見誤りて 斷 無の 見と 云 ふ。 これ 則ち 釋 氏の 外道の 見と すると こ 

- , , へ 六) (七)  .  ？ 

ろな り 老子の 元々、 李老 君の 法 を 練り 丹 を 練って 長生 不死の 行 をな す を 道^と 云 ふ < 

大いに 誤れり。 定めて 古の 朱 子 • 程 子 千 萬の 修練 なれば、 老に 入り 釋に 入りて、 その 

言に 費の ある こと を 忌み、 就中 その 頃の 禪の 流義 悉く 惡 しくな りて 本 理を失 ふ を 悲し 


みての ことたる ベ し。 

つ ひん 

中 村 氏 云 ふ、 「然 り。 然ら ば 言 に 費 ありて 事の 窖 ある こと を 學んで 益な からん か。， 一 

予云 はく、 然ら ず。 言 を 以て 心 を 害する 勿れと 云 ふ は 儒 氏の 言に あらず や。 四書 • 

へ 八) 

5 詩 六 經に云 ふところの 言の 如く 見て は 大いに 誤る こと 多 からん。 故に 今の 儒者に 泥 著 多 

00 • 易經 . 

樂記. くして 先人の 本意 を 失 ふこと 多し。 又 行に 費の ある こと をい はば、 佛は欽 明の 朝に わ 

が 朝に 流布す。 儒者 は 已に應 神. 仁德の 時分に、 王 仁と 云へ る 者 儒者に て遙に その 道 

世に 流布す。 然るに 王 代の 後 公方 武家の 天下と なりて この 方、 日本に て 儒 を 用 ひて 天 

下 國家を 治め、 一人 一 己の 身 を 正しく 致せる 例 を 聞かず。 皆 佛法釋 氏に 入りて その 心 

身 を 正しくせ る こと は、 先蹤 あげて 云 ふべ からず。 行 ふところに 費の ある も、 佛 者に 

も あれば 儒者に も あり。 そのこと を 以て は善惡 定めが たし。 その上 釋 氏の 五倫 を捨っ 

^ ど をん り 

る こと、 更に 棄 つるに は あらず、 よく 五倫 を 守るな り。 その上 穢土 遠 離と 云へ る こと 

は、 皆 私欲 妄心を 遠 離す るの 謂な り。 又 釋尊六 年端 坐の 修行、 達磨 九 年 面壁の 勤、 皆 

身 を 棄て行 を 離れて 霜 辛 雪 苦す るのと ころな り。 父子 を 重んじ 君臣 を禮 し、 夫婦 を 親 

しむ 等の 小事、 凡 情 未 離の 學者 又は 無 學の者 も 勤む ると ころに して、 大聖 君子の これ 
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b て 術 か 諸-つぶ ほ 人 二 服 W 裾 二 

攒 ff る お？  、二- 周 は 物し- c、 流 と w 

ぶ r-r 人 が 代 し ち こ に' m 
ひ は ft^ 周の め 射 一 卡 ！'. 
^しかに 代 て術鄉 きる お 
な め 射 ®  I  -ー  m  m ち、 - の 衣 支 と 


m 鹿隨筆  二 九 二 

を必 とすると ころに あらざる なり。 直ちに 明德の 本意に 叶 ひて、 天下 を 藁靴の 如くす 

るの 心に 至る こと、 豈言詞 を 以て 必 とせん や。 -剃髮 染^の こと、 これ 西域の 法な り。 

かみしも 

H 本の 當時 さかやき を 剃り 上下 • 装束 を帶 する に 等し。 然る を佛者 これに 泥 著して、 

二)， 

^を 剃り 衣 を 寧； に染 むる を 以て 佛 者と 思 ふこと、 大いに 誤れり。 儒 も：！ I 本に 居て 深 衣 

、 . , こ， ま ぬ き やうし や (三) 

を 服して 手 を 拱き， 鄕射. 大 射の 禮を學 ばんと せば、 豈實學 とせん や。 

且つ又 釋 氏の 大功 德、 言 を 以てい ひ 難し。 故 如何と ならば、 今 東西 を 知らざる 男女 

老弱まで も佛 法に 歸 依して 名 IE を唱 へ、 看 經坐禪 し佛名 を稱へ てまの あたり この 惡心 

ともがら 

を飜へ 十の 輩 幾何 ぞゃ。 儒者の 敎、 世に 流布して 此の 如きの 功德 いづれ の處 にか ある 

や。 尤も 思 ふべ し。 これ 等の こと を 知らず して、 只 だ 釋氏を 嫌 はんとい ふこと、 殆ど 

大 なる 誤な り。 

S 達 解： 止 中 村 氏お ふ、 「然 らば 程 子の 說は非 か。」 

® の禪 を いふ。  ►  (En  ていせい 

si^ 予云 はく、 何ぞ 非な らん。 宋 朝に 至りて 專ら 祖師 禪を 尊んで 古 則提撕 を^び、 「扇 

て は逑脍 * さ  よ， てう 

『し」，". ト主 子 It 跳す 三十 三 天」 などと 云 ひ、 「一 口 吸 ひ 盡す西 江の 水」 などと 云 ひて、 その 一一 一一 n にい 

it て 老^の  (五) 

首  きど ほる 處 多く、 或は 「仁義 已 まざれば 大盜 匕まず」 と 云 ひ、 「仁義 は 聖人の 罪人な 


り，」 と 云 ひ 、「大道 類れ て 仁義 出づ」 などと 云 ふが 故に、 悉く その 言を惡 しく 心得て、 

その 用皆斷 無の 見に 入りて 人 を 侮り、 高慢 驕奢に して その 輩 今日の 事を缺 くこと 多し。 

故に こ れを 以て 淫聲美 色に 比 せ る な る ベ し。 

中 村 氏 云 ふ、 r 然 らば 程 子 怫者を 究めざる か。」 

予云 はく、 よく 究めば よく 佛意を 知るべし。 究めざる が 故に 俾意を 知らざる なり。 

但しよ く 知る と雖 も、 當時學 者に 弊の あらん こと を 憚りて、 かくの 如き 敎戏 あるに や。 

先賢の 心 殆ど 計り 難き なり。  . 

四 五 不傳の 妙 

(六) 

S 佛祖を  祖師の 言に 超 佛越祖 といへ る こと あり。 いかで か 佛祖に 越えん や。 凡そ 禮儀を 知ら 

«isf© す る こと 

ず 作法 を辨 へずして 不調法 無禮 なる は、 云 ひ 甲斐な し。 これ 格 を 知らざる ものな り。 

ときをり ふし  かたくな 

禮を 知りて 時折 節 を も 知らで、 只 かたく 禮を 守る は 頑なる こと あるべし。 これ 格 を 出 

でざる なり.。 折 を 知り 時に 從 ひて 格 を 越え 禮に 拘ら ずして 物の 心 を 得て 振舞 ふ、 これ 

まことの 達人な り。 諸道の 達者、 その 道の 意 を 得る もの、 必ずしも 師說 に拘ら ずと 云 
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へ り。 これ 道々 の 不傳の 妙な り。 

四 六 道に 入る たより 

^を 以て 楔を拔 き、 毒 を 以て 毒を責 むる とい ふこと あり。 何事 も 結構なる ことば か 

り を 以て、 人 を 道へ 入れん と 致して は、 却って 遠ざかる こと 多し。 故に その 好む 處ょ 

り 道に 入れ、 士の 法に 引き 入る る こと、 大賢の なすと ころな り。 孟子の 色 を 好む とこ 

ろより 道を說 き、. 貨を 好む より 道を說 く、 皆 これな り。 まことに 世の中の 人の 癖に て、 

講習 討論して 勤苦 修用 する ことに は 時刻 も 久しく 覺ぇ、 無益 の 物語に 日の 慕れ 夜の 更 

くる もお ぼえぬ は、 人の 常の 心なり。 その物 語 多く はよ しなき 人の 上、 あとな きそ ぞ 

ろごと なり。 さるに つけて は、 人欲 妄 相の 緣 となる こと は 多く、 修身 受 用の 便と なる 

こと は 稀な り。 故に 物語の 序に 道へ 入る る こと 多き ものな り。 

四 七 畳 太閤 秀吉 高麗 陣の評 (一) 

^  .  むさぼ  へんて い きん 

予云 はく 兵 は 凶器な り、 戰は危 事な り。 功 を 饕り利 を 幸す る 者、 多く は邊 庭の^ 


す'; 台 光 は 5 
通 に if 
@ 從夫宋 
を ひ * の 

. 編て 司 人 


(1) め 

ぐり jw! る こと 

兵 も 以てすれ 

ば、 何れ. は 亦 

兵 も 以て ぎ も 

お る ものと な 

(二) 霾に 

同じ 

S 知瑤、 

春秋 時代朁 の 

大夫知 氏の 1 

族に して 

して 强大 とな 

b、  ^s. 

魏 に 求めて 得、 

つ いで 趙に求 

めて 聽 かれす、 

韓， 魏の兵 を 


が、 遂： 

子 に^- 

s« さる 


- お. I 


を 啓き 武を黷 し 寇を玩 ぶ 者、 荼 毒の 慘を 免れず。 老子 謂 ふ、 「兵 を 以て 天下に 强たら 丄な 

その 事た る 還る を 好む」 と。 而 して 兵 は 凶、 戰は危 の訓、 或 を 示して 後者 を警 むる 所 

以、 これ を史 册に载 せて 昭々 たり。 古昔の 盛 王の 守る は 四 夷に 在り。 自ら 治む る を 先 

へ ん ぎ よ 

にして、 邊^ 竊に發 する に 及べば、 已むを 得ず して これに 應ず。 これ 萬 全の 策な り。 

(三) 

智伯、 戰を 好んで、 國 ここ を 以て 亡び、 隋の煬 帝遼を 伐って、 國 ここ を 以て 覆へ る- 

その 評の 起る や、 查し智 瑤勝を 好みて 口 を 暢べ功 を 貪る が 故な り。 (下き 

四 八 同 前 (二) 

秀吉 朝鮮の 征伐、 國々 の 諸侯 を 安ん ぜ ずして 金銀 を 入れ、 それに 心 を陷 らしめ て 他 

かまび す 

念な からしめ したり。 人 は 必ず 一方に 事譁 しければ 他念な し。 諸侯 國 富み 民 畳に して 

身 安ん ずる 時 は、 身の 厚恩 を 忘れて、 必ず あらぬ 心 も 出で 來る もの なれば、 治 國には 

課役 を あてて、 石壘土 功の 普請 作 事 を 申 付く る こと、 古今の 通 法な り。 朝鮮の 征伐 こ 

の 心に や。 

はスそ う  まさ 

予云 はく、 范祖禹 云 ふ、 「人君 その 當に疑 ふべ からざる 所に これ を 疑へば、 その 當に 
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(n  s の^ 

王の 

(二)  i、 

づ。 と は 其 

の！ W を 得て 安 

ん する こと 


.E 鹿隨^  二 九. K 

ずべ からざる 所に これ を 信ず。 これ 必然の 理 なり r 二々」 と。 义伊 尹の^ へる あり、 

CI1)  -. われ つみ  - や T 

r 1 夫 も 獲 ざれば 時れ 予の辜 なり」 と。 これ 臣 天子の 托を 受けて これ を爲す は 民を泰 

ん ずるが 故な り。 われに 德の 正しき ところな く、 下を來 すの 文德 あらず して は、 たと 

へ 南 蠻西戎 へ あらゆる 兵士 を 遣 はし 置く とも、 禍 必ず 蕭牆の 間にある べし。 ^ゃ征 は 

正な り。 わが 正 を 以て 人の- 个正を 正す を 征と云 ふ。 秀吉 何の 正しき ところ ありて ぉ餛 

二く えき ちぎ やうえ き 

の 不正 を 正さん や。 又 大名 諸侯に 國役 • 知行 役の 課役の こと、 古昔 上代よりの 作法な 

り。 その ゆ ゑ は 天下 は 天下の 天下に して、 一人の 天下に 非ず。 天下の 普請 は大 下の^ 

と共にな すと ころ なれば、 これ 上代よりの 本意と すると ころな り。 近年 その 法の 本 を 

失 ひて、 上 は 威 を 以て 下 を 凌ぎ、 下 は I! 上して お ふ 故に、 諸侯 大夫 のいた むこと を も 

*  つぐの 

知らず、 分限に 不相應 の 課役 ありて、 そのこと を 勤め 償へば、 十 年まで も その 大守貨 

盡き富 薄くな りて、 これが 爲に 人の 供物 を 償 はず、 民に 年貢 を收斂 す。 諸侯 大名 かく 

の 如くな りて は、 何の 上に 對 して 武役を 勤めん。 人民 を も 離散せ しめ 武備 を も 怠る 如 

くに 上よりの 政 ある を、 よしと 云 はんや。 さるが 故に 泰の 始皇の 時大下 新に 統一す。 

祕 記に 一 頁 ふ、 「秦を 減す もの は 胡な り。 こ こ に 於て 阈を { 仝し-つして 以て 胡に 事 へ 、 又 奢 


灑 i« 

^なり c この 

二人の 興起に 

よねて 秦被亡 

の S3 も^し • 

項^ *^ 邦^ 

英 m 勃興の IS 

もな せり 


s  SC 魏 

乃 入、 孔子の 

弟子 子 s に從 

^し、 後に 文 

侯の WU なる 

1.-0 へ らる。 

一 說に 李悝と 

同人な らんと 

^ふ 

(五) 冒 代に 

北境に 建てし 

前奏な り。 苻 

堅 その 君 を弑 

して a 立し、 

頻リ に攻 伐 し、 

遂に 水に 晉 

の 謝 玄^と 戰 

ひて 大敗す 


31) 

ちんし M- 

侈 苛 刻を爲 し、 以て これ を搖 動す。 陳勝 • 吴廣 因って 以て 亂を爲 す」 といへ り。 これ 

まもり  て 、 

を閻 左の 戌と 號 して、 胡 を 防がん が 爲に萬 単： の 長 城 を始皇 築かし め、 戶々 に  一丁 を 出 

さレ めしより、 民 苦しみ 米穀の 價 高くな りて、 0? 用 庸人な ど 遂に 亂を なせり。 ^だ 長 

な 少ば 

るべき ことなり。 隋の煬 帝の 高 歴の陣 に、 天下 騒動して、 士卒の 死亡 半に 過ぐ。 耕 稼 

は 時 を 失 ひ、 米 憒は斗 米の 値數： 白錢 となり、 百姓 困究 し相聚 まりて 盜を なし、 而 して 

隋 遂に 亡ぶ。 

四 九 同 前 (三) 

太閤し ばく 兵 を 用 ひて 數- 勝つ。 故に 兵 を 究めて 武を鹱 すなり。 

(Kn 

魏の文 侯の、 李 克に吳 の 亡ぶ る 所以 を 問 はれし に、 李 克 E はく、 「數  >  戰 つて 數-勝 

つ 所以」 と 答へ ければ、 文 侯 その 故 を 問 ふ。 克曰 はく、 「數~ 載へば 則ち 民疲 る。 數 >. 

勝てば 則ち 主驕 る。 驕主を 以て 瘐民を 御す。 これ その 亡ぶ る 所以な り。 この 故に 戰を 

好んで 兵 を 究め、 未だ 亡びざる 者 これ あらざる なり」 とい へり。 

隋の^ 帝の 兵 を 用 ふるところ 勝たざる なく、 志の 如くなら ざるな し。 秦の苻 堅が 兵 
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(一) 苻 堅と， 

mm と は 二百 

年餘^ 代 隔^ 

す、 こ こ の 文 - 

S 互に 關係ぁ 

るが 如く 見 ゆ 


らす。 苻 おは 

唯 だ數， - 勝つ 

て 遂に 敗れし 

例に 引ける の 

みな ヴ 

(二) 武經七 

霄の 一 、 荧石 

公の 兵書と 稲 


後人 假托 の齊 

なり。 この 書 

の 上略に 曰 は 

く、 一 人 地 神 si 

隕レ物 推移、 變 

餑無レ 常、 E 

レ敵 ^化、 不 

レ S3, 一^先 T 動 

而 楝隨、 故 能 

B 一-制 無 i 

f 
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を 用 ふる 叉 勝たざる なし。 而 して^ 帝 親ら 萬乘を 屈して その 國 都に 至り、 大いに： 大下 

の 力 を 合せて 以て 一城の 勝負 を 較べ、 高 邋に克 つ 能 はずして、 遂に 再 伐に 至りて 天下 

已に亂 れて隋 亡ぶ。 

五 0 ものと 推移す 

2) 

或る人 云 ふ、 「三 略に 物と 推し 移る とい ふこと あり。 若し 物と 推し 移らん とならば、 

却つ て その物に 流蕩 する こと あるべ し。 然れば 物と 推し 移る に 心得の あるべ きに や」 

と o  . 

予云 はく、 されば： 大地 神明に して 物と 推し 移る といへ り。 天地神明の 德 あるが 故に 

よく 萬 物と 推し 移るな り。 萬 物に よって 利 をな すと いふに は あらず。 柳 は 綠に花 は 紅 

となるな り。 よく 事物の 理を究 むる 時 は、 物々 皆 自然の 理に從 ふが 故に、 能く 推し 移 

るな り。 

同じく 云 はく、 變動常 無しと は、 わが 變動 すると ころな り。 變と いひ 動と 云 ふ 時 は 

定理 更にな きが 故に 常な きなり。 常 無き ものより は 能く 轉 化するな り。 常と すると こ 


ろ あ If 轉化 はなり にくき ものたり。 事の 先たら ずと いふ は、 兵 は 有 道 を 以て 無道 を 

討ち、 義を 以て 不義 を 討つ が 故に、 先んずる の理 なし。 これ 物と 推し 移る の 道理な り。 

唯 だ 當然の 一 理 のみなる 時 は 先んずる ものな し。 當 然の理 なきが 故に 先んずる のと こ 

ろ あり。 、こよく 云 は 1 んと思 ふか、 人の こと をく み 計る か 致す 故に、 事の 先た ると 

ころ あるな り。  • 

五 I 欲と 性 

或る人 云 ふ、 「只 だ 人の 心 を 惑 はす もの は 欲に 過ぎず。 われ 就中 欲 多し。 これ を 除 力 

んと思 ふの 心 あれ ども、 その 修行 勤め 難し」 と， 

予 云- H  く、 あり。 人心 を 欲と 一 K ひ、 道心 を 性と いふ。 性と 欲と は相對 したる ものな 

り。 性 正しければ 欲 退き、 欲 動く 時 は 性 去る と 知るべし。 但し 左様に 廣く 欲とば かり 

云 ひて は.^ 行なり にくし。 欲 は 萬 邪の 源な り。 その 欲の わかれて 無量の 邪と なる。 そ 

の^の 分 數を考 へ、 わが 歡. すると ころ を 知りて、 それ を 制せ ざれば、 事物の 理 につい 

て 王され ざる ものな りと 知る ベ きなり。 
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山 鹿^^  三 〇〇 

五 二 飢^ 救濟法 

二)  3^ 當世 旣に飢 謹に 及ぶ、 これ を 救 ふべき の 法 を 一； 4 はば 如何。 淺野氏 曰 ふ、 「江戸に 人 多 

に. 鬼 か、 

き 故 なれば、 先づ人 を國々 へ 在 國 せしめて 人を少 くし、 衣食住の 三つ を輕 くす る 外 は 

パ ji 力 f  〔二) 

ん  たいいう ゐん でん 

J  代將 これ ある まじき なり」 と。 予云 はく、  ^務 にあらず。 大猷院 殿-し 來參 勤の 交代 變るこ 

^^ブ I  S いとなみ  (瞇 定) 

01 制 となし。 今せ めて 普請 作 事 ある 故に こそ、 いまだ 孤 民の 營 ある なれ。 ふるま ひ あれば 

の ffl 卜^ 中に 

t  I, D  t»  あせな ひ 

で ^"ひ^ f S こそ 町人 商も績 くな り。 然れば これにて ことの ゆく ベ き やう はなき にや。 

淺野氏 曰 ふ、 r 然 らば 愈 i 作事苷 請 を 起して、 民 を 救 ふまでに や。」 予：： ム はく、 老弱 

病衰の もの は、 出づ るに 益な く.、 少尼老 嬰 も亦然 り。 如何。 しかれば 急務と 云 ひ 難き 

s  S 食の か。 又 五穀の 高直 は侍庶 人の惡 しき ことに あらず。 又 民に rjon 合の なき は 格別な り_ 

ヌ? £2  ふだん  くわん くわ こどく 

^て 虫 ある もの は 平素の 半分 あると 云 ふと も、 價 つねの 一倍 なれば 事 ！il じき か。 鰥^ 孤獨を 

養 ふに 過ぎざる なり。 これ を 養 ふの 法 は、 その 理を 究めず して は 救 ふこと なり 難から 

• んか。 これ 等に 米穀 を 與へ給 ひ、 價を 定めて これ を賣 ると も、 その 奉行 •！：：： 付、 その 

手傳の 者に 必ず 奸曲 ある もの なれば、 叉 過不及な く はなり にく かるべき なり。 ここに 


於て その 與へ 施す の理を 究め 給 はずして は、 急務と 云 ふべ からざる なり-。 

00  五一 一一 心氣 カ變 

たる ヒょ りて、  し 5 

他人の W に 帝  心を修 せんとに は 氣を養 ひ、 氣を養 ふ は 力なり。 力 はものの 所作 をつ. くす ところた 

位 を ゅづ h- し  よ 

^ 资がチ り。 所作 をつ くさ ざれば 氣 治まらぬ たり。 力 はっとめ と訓 む。 勤苦 修行す る ことなり。 

の g:SP の T 肯  ス  ヌ . 

なる によりて 武士の 力量 早業な どの 心得たり。 力 をいた すは變 をつ くすな り。 致 二 事物 之理 一也。 

又 他人の 禹に 

ゅづ h- し i 一と 

(七) 論語 子 . 

路篇第 十八 章  . 

二て V  ：  五 四 頓逆 曲直 

子に 語げ て 曰 

順た る はよ けれども、 事に よって 逆にし 理 ある ものたり。 人 は 頭 は 上に すれ ど、 草 

者 あり， 其 C  -  ► 

」.is:、 木 は 頭 を 下にして 能く 長ず。 兄 を 立つ る は 順 たれ ども、 家の 破れと なる ベければ、 弟 

子 之れ も盖せ  S  (六> 

^  0 を 立て 逆にして 利 あり。 子 を 立つ る は 順 なれ ども、 他人の S; を 立て 禹を 立つ る は、 順 

の 直き 者 ほ是  (七)  , 

れに BS-,.:. にあらず して 順な り。 直にして よけれ ども、 亦 父の 羊 を盜む を 子の かくす は 曲に して 

父 は 子の 爲に 

直の 理 なり。 家 を 直に 立つ るば かりにて は惡 しし。 曲り 屋橫屋 を 建てて、 曲り て 直に 

直き こと その  > 

中に 在 之と たる 道理たり。 碎 風 は 曲り て 立ちて 直にた るたり。 

，山 鹿琮筆  三 〇 一 


、山 鹿隨輋  三 C 一- 

五 五 下 を： ^聞すべし 

^の^人に 世間より 賄賂 多き こと あり。 これによ つて. 事に 道理の 背く こと 多し。 こ 

の 賄賂 ある は、 上位に 居て よく 下 を 見聞かざる が 故な り。 上位に 居ても よく 下を考 へ 

り、 昆 聞に^ りなく ば、 官人 役人 賄赂に 耽る こと あるべからず 

. 五六 功 を 積む とい ふ 事  ， 

「一 莨す ると ころ ありて、 諸事の こと、 悉く 通ず ると ころ あるべき や。」 予云 はく、 

^ 達 * も 功 を 積む こと 久しう して、 一 旦 豁然と して 一 貫す る こと あるべし。 

料 n ふ 人の いふ、 「釋迦 の 明星 を 見る が 如き は、 積累の 功なくて 自然と かくの 如くなる 

0^^. にや。」 予云 はく、 六 年の 積 功 ありて 一 日： 明星 を 見る の 悟道 あり。 九 年 面 ゆして その 

^0 功顯 はるるな り。 超 子が 庖丁 を 論ずる に 三年が 間 手 を 常に 見て、 後に 手を兒 ずと い へ 

手なる こと も 

氣が つか や 心  る、.： J なるべき なり 

手 K- 在と なれ  . 

h- とい ふ 故事 


五 七 愛敬の 二字 

ニー  一)  (5 

05  Ms  十月 卄 九日、 ^山 氏來 りて 一:! 子 を 開き、 予に 問うて 云 ふ， 「愛敬の 二字の 額を揭 げた 

年な り 

る 人 あり、 われ 思 ふに、 內に敬 あらば 愛 自ら 出づ べし。 愛 を 隔て 親を隔 つる もの は 一 

筷 山 志 摩 

物の 私な り。 この 私 を 去り 得る ところ あれば、 信 實の愛 出で 來る。 その 除却せ しむる 

えんぶん 

は 敬より 出づ ベければ、 敬の 上に 愛と 云 ふ は 衍文なる べきに や」 と。 

予云 はく、 然り。 陽 明 先生の 愛敬の 二字 を 出せる は、 口に 於ての 天地の 心 を 見る 仁 

ー體 のと ころより いひ 出せり。 ここに ある 蜜柑 を 割りて 皮 を 去り、 身 を 破り □ など を 

何 べん も 去り 去りして 見れば 一の 仁 あり。 ここに ある 柿も然 り。 一草 一木まで その 本 

を 探り/ \ て 見れば、 仁の 外に 一物な し。 仁と いへば 廣大 にして 會得も 遠き 故に、 只 

だ 愛と 號 して、 愛より 出 づるを 仁と 云 ひ、 敬の わかれ を 義と云 ふ。 これ 仁義 を 名 づけ 

て 愛敬と 云 ふなり。 愛 は 必ず 流蕩し 易き が 故に 敬 を 以て 戒む。 敬 は 必ず 遠 離し 易き が 

故に 愛 を 以てす。 これ 愛敬の 一 致せる ところな り。 その 本より いはば、 愛敬 も 亦 一 事 

たり。 本 來無爲 にして なす 人の 行跡 を 見て、 その 跡 を 愛と いひ 敬と 云 ふべ し。 薪廷に 

篇首 sst:^^ て恂々 如たり、 公門 を 入る 時鞠躬 如たり と。 その 跡 を 以て 云 ふが ごとくな るべき にや。 
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山 鹿隨^  .  1ーー〇四 

孟子 を 大賢と 云 ひて、 未だ 聖域に  一 K 到り 得ぬ とい ふ もこ こなるべき。 孔子に 仁義に 

立つ ところな し、 孟子に 仁義に 立 つと こ ろ あ り 。 

五八 心 は轉ず 

人、 いよく ものく に轉 ずる を、 これ を眞 心と：： ムふ。 ^人の 心 は轉ぜ ず。 兼 松 氏 云 ふ. 

「# ずる を^ 人と：； ム ふべき か。 色を兑 て心轉 じて 色に 泥み、 聲を 聞いて 聲 に轉遷 せら 

るる は、 これ 凡 心に あらず や。」 予曰 はく、 それ 皆轉ぜ ざるが 故な り。 能く 轉 ずる も 

の は 物に 泥 著せず。 色 を 見て 又餘の 事に 移る 時、 後に 更に 心の 留まるな し。 これ 能く 

轉 ずるが 故な り。 凡^ はこれ に 泥 著して 物々 に轉ぜ ず.。 心 は 萬 境に 隨 つて 轉ず。 轉ず 

る 所實に 能く 幽 なりと い へ る こそ、 實の理 と 云 ふべ き なれ。 

五 九 音樂に 就いて 

岡 野氏來 りて 云 ふ、 「この頃 人の 勸 めに 依って 樂を 聞く に、 心の よく 安ん ずる を覺ゅ 

る 如くな り。 われ 常に 琵哲 法師のう なる 平家 を 好みて 閑吟 する に、 萬 慮 を 忘れ て^を 


二) 孔子の 

ことなり。 

窓 達而第 第 十 

三 章に、 「子、 

齊に 在りて 韶 

も閱 く、 一一  1HT 

肉 味 を 知らす。 

曰 はく、  H ら 

ざり き 樂を爲 

す ことの 斯に 

至らん と は」 

(二)  K 潜、 


五斗米の ため 


象 ひ、 置 

に歸 りて 詩 酒 

も 友と L て ffi 

きす 


養 ふに 利 あるが ごとく、 この 數年思 ひ 来れり。 然れ ども 憂のと ころ を吟 ずれば 心に 憂 

来り、 喜のと， ころ を ir. ずれば 心に 喜來 りて、 心の 淸靜 稀な り。 樂を聽 くと き は 心い か 

にもよ く靜 にして 物に うつる ことなしと。 樂 にも 色々 の 音の 氣味は あるに しても、 そ 

れ 程に は 至らざる を覺 えたり」 と 云へ り。 

予云 はく、 聖人 も 禮と樂 と は相對 して 論じ たれば、 宽に さあるべき ことたり。 ^し 

樂も憂 喜の わざな きに あらず。 昔に 十二の 律 あり、 五 調子 ありて、 喜お 哀 樂の發 十る 

こと 尤も 著し。 それ は 未だ 樂 によく 通 ぜ ざるが 故な り。 又 われに 家業の 勤むべき あり 

て、 それ を 差 置きて 外の 音樂 等に 心を留 むる も、 眞實 の理と 必ず 云 ひ 難 からん か。 定 

めて 聖人の 樂に心 を 入れ 給 ひて、 三月 食の 味 を 知らず とのた ま へ る 如き こと を 云 ふに 

こそ あらめ ども、 聖人 は學 ぶべき 處 なく、 勤むべき ことなくて、 その上に 氣 味の 閑静 

2) 

を覺ぇ 給へ るに こそ。 又陶淵 明が 素 絃を翫 びした ぐ ひ は、 隱者 にして 世の 事業 もな け 

れば なり。 當時 われに 相應の 家業 技術の あるに、 それ を だ も 未だつ くさず して、 只 だ 

(格) 

樂と いふべき も、 亦 一 つの 弄翫に 至るべき にや。 但し 閑暇の 節 は 各 別た るべき か。 ュ」 

れも 孔子の 藝に 遊ぶ とのた まへ るな り。 道を學 ばんと 思 ふ もの は、 先 づ書を 披き事 を 
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(一) 支那 古 

昔の 大 盗の 名 

(二) 鹽谷判 

官 高贞、 高師 

爽 の^に あ ひ 

て 逃る る 時の 

ことなり 

(三) 高贞の 

妻 も 子 も^は 

れて 死せ し 由 

も 報す るな り。 

こ の こ と 太平 

記卷 二十  一 0 

谷 判官^ 死 事 

の條 下に 詳し 


悌食を 人れ て、 

^長 を 援^せ 

しとき の こ と 

なり 

(五) 加賀の 

丹 羽 長 重の 居 

城 

(六) 治 承 a 

年に S 浦義 w 

石 摁 山の 合戰 

に 親 朝 敗れ 討 

死の 唿 あり、 


山 鹿隨筆 

正す のみ を 以て 本と すべきに や 


三 〇.！ ハ 


六 0 義を盡 すべし 

予 この頃 工夫せ しむる に、 武士 は 只 だ義を 守り 義を養 ふ を 以て 本と す。 義 をよ く詮 

議 致さ ざれば 至らず。 故に ここに^て 格 物 あり。 義を 究め ざれば 則ち 物に 惑うて 现に 

暗き こと あり。 然れ ばよ く 事物の 理を 究め ざれば 至らざる ことなり。 例へば ここに 蠟 

と 

燭の點 らんに、 牛^も あり 山蠟も あり、 會津徵 あり 越後 蝶 あり。 よく、 レを つけ ざれ、. H 

たうせ き  (二) 

牛蠟を 捕へ て 上 蠟と思 ふこと ある ものな り。 盜 跖が義 を、 義と思 ふの 如くな り。 鹽谷 

ちう げん (三) 

剁 が 出 雲へ 退去の 時 中間の 「御 妻子 殘らず かくの 如く ありし に、 何の ことに か 命 を 

惜しみ 給 ふぞ」 と 云 ひければ 、「誠に さに てこ そ」 とて 終に 自殺して 亡せ ぬ。 これ 妻子 

の 爲に命 をつな ぐ を義と 高貞思 ひける や。 此の 如き こと もの/ ヽに 多し。 大高 にて 信 

長の 勝利、 義 元の 討死 を 聞き 給 ひて、 なほ 家 康公城 を 退き 給 はず、 實^ を 聞いて 退き 

.  (五) 

給 ふこと、 小 松の 丹 羽 長 重が 大聖 寺の 復說に 落城と 聞いても^ かず、 堙の 立ちた る を 

*( 七) 

の  (六)  & どつ 

見て 退きし 心得、 三 浦が 大 沼の 三 郞に會 うて 佐 殿の まさしく^ 死 を 見 給へ る やと 尋ね 


置聽 かふ 


す。 源平 盛衰 

記に 出づ 

(七) IB 朝 

(八) 北條氏 

滅亡の 時， 六 

仲 時が San ま 

で 来りて、 都 

下との 連絡 行 

違 ひ、 前方に 

軍兵 ある を IS 

きて、 薦 * 

せす、 とても 

叶 はじと 自害 

しける. *- いふ 

「九) 尊 氏き 

野 方との 長き 

戰 ひに 京の 公 

家の 女な ど S 

雾 して ftw, 

大井 HF などに 

身 ％ 投げし を 

いへ b 。太平 

記卷 三十 一一； 飢 

人身 を投 くる 

蠢照 

(1〇) 操 山 

惟俊が、 正 成 

謀に て 城 

にて 討死と & 


ナ るに、 大沼 目に は 見ず と 云 ひければ、 目に 驗見 ざれば 知れぬ 二と とて 退きし^ こ 

れ義 をよ く 詮議す ると ころな り。 哀傷に よって 義を 忘れ、 時に 至りて 才 働かず して 義 

ぼんば  (A) 

に 叶 はず、 これ 皆義 をた だし、 事物の 理を盡 さざる 故な り。 番馬 にて 仲 時が 自害 も義 

£)  -  (き 

に當ら ず。 公家の 妻子の 身 をな げたる も義 に當ら ざるたり。 楠 木が 死せ しと 聞いて^ 

山が 死せ しこと、 三 浦の 者共大 沼が 言に 就いて 殘らず 差違 へんと いひし、 皆 義を盡 さ 

ざると ころな り。 

六 一 極月 廿 四日の 行事  • 

「極月 廿 四日 大名の 座敷に 鞍 • 證 • 弓. 矢な ど を 飾る は 如何 あるべ き に や。 只だ國 

たぐ ひ 

を 治め 家を齊 ふるの 外 は ある まじき ことなり。 弓馬の 類 は その 意地い まだ 匹夫の 心得 

なるべし や」 と 本 多 氏 云へ り。 予云 はく、 その 本に 據る ことなり。 古人 皆 座敷の 莊嚴 

に 武器 を 以てする は、 その 先覺に 改め 正さん 爲、 叉 は 事 を 常に 忘れず 試みん ためたり ( 


六 二 晦日の 閑談 

山 鹿隨筆 
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評せし めし 時、 

それ を まこと 

と &ひ， 込みて 

自殺せ レもぃ 

ニー) 本 多 

修^ 兖 忠將。 

後對^ 守 . 備 

前 守と なる。 

幕臣， S 院 

番頭、 九 千 石。 

素行 門人に し 

て 親交 深し。 

住很 ^救 殆ど 

百！ 5 に 及ぶ 

( 1 ) S5 

の歷史 綱^な 

るべ し 

(二) もくろ 

(11 一) 虎關 師 

鍊の 著。 わが 

國 にて 最も 古 

き傳記 風の 佛 

敎史 な. c。 師 

練 は 臨濟杗 の 

€倂 、嫌 倉 • 室 

町 を： 通じての 

銀 者^り。 藤 

原 氏。 正 平 元 

年 寂、 年 六十 

九 


山^ 隨筆  一 一 一〇 八. 

臘晦、 大雪、 中 村 氏 歳暮の 禮に來 り 閑談 數刻。 中 村 氏 云 ふ、 「當年 も 世事に 漂泊して 

歲 已に暮 る。 來 春より 一 向に 世上の 往來を 止めて、 實に學 問 をな し、 舊年 兌殘 せる 綱 

(二 ) 

もくとく  31) 

鑑 を义考 ふべ しと 今 曰より 目 得す」 と。 予云 はく、 これ 何の 謂ぞ や。 嘗て 元」： 了釋書 を 

讀 みて 明遍の 傅 を兒 しに 、「世に 棄 てられた る もの あり、 又 世を棄 てた る 者 あり。 世に 

棄 てられて 居ながら 世 を 慕 ふ は 乞 人な り。 世を棄 てた る は 遁世の 人な り。 然るに 人に 

棄 てられざる も亦實 (の 遁世) にあらず」 と 云へ り。 予と 子と 世を棄 つるに あらず、 世 

に棄 てられた るに あらず。 況ゃ文 學を爲 し 武學を 勤め 皆 世 用 をな すと ころに あらず や „ 

然るに 世上の 交り を 捨て、 世の 往來を 絶ちて 書を學 ばんとの みならば、 これ 皆 今日の 

(Bn  ザ や 5 

言行と 相違な り。 聖人 も 「行って 鲶カ あらば 以て 文を學 ぶ」 といへ り.。 世事 皆 行なり ( 

行を棄 てて 文を學 ばんと 欲する は、 程 子の 所謂 「書冊 亦 一 向に 泥 著 すれば 志 を 喪 ふ」 

もと 

とい ふ、 これな り。 文學と 世事と 元 二つに あらず。 能く 世事に 渡る 時 は 則ち 文 あり、 

文を學 ぶこと は 世事 を 正しくせ ん爲 なり。 今日の 世事に よく 義を 正す とき は 皆 是れ綱 

目な り、 通鑑 なり。 世事に くらくして 只 だ 書物 を學ぶ をよ しとの みい はば、 唯 だ 古 を 

慕 ひて 今 を 謗る の士 なり。 甚だ 熟思すべし。 


六 三 幼 主の 教育 

蹈 田氏來 りて 閑談 數 刻に 及ぶ。 予云 はく、 足下の 主 右武衞 幼に して 知 あり、 殆ど 武 

門の 棟梁た らん か。 教戒 甚だ 謹むべし。 昵 近の 士の德 行 • 政事. 文學 最も 撰ぶべき こ 

とたり。 成 田 氏 云 ふ、 r 昵 近の 士皆 家臣 舊 好の 子孫 を 以てして、 その 德行 人柄 を 撰む に 

あらず。 これ 日本の 風俗な り。 甚だ 歎息すべし」 と 

予云 よく、 然， らず。 倭潢 ともに 承 平日 久しき 時 は その 費 必ず これに 及ぶ。 その 故 は 

草 業の 主 は 元舊臣 なく 譜代の 士 なく、 而も 下に 近き が 故に、 よく 人 を 知りて これ を 用 

ふ。 承 平日 久しく 家系 二三 代に 及ぶ 時 は、 その 家 下に 遠く 氏 高く 威 高く して、 下より 

上へ 通ず る こと は 五 段も十段 もこれ あるが 故に、 下の 情 通. せず。 通 、せざる 時 は 上より 

下 を 知る ことなく、 その上 舊 功勞臣 の老士 多く、 その 家數多 ある 故に、 同じ ことなら 

ば舊功 老臣の 子孫 を 用 ひて よしと 云 ふの 撰びに ならず とい ふこと なし。 よく 下 を 知る 

時 は その 德行 I ひて 用 ふること も あるべ けれども、 下 G 情に 通ぜ ざる ゆき、 同じ 

人なら ば 舊臣を 用 ひんと， 云 ふの 議論に 落つべき たり。 上 叉 下に 遠き こと、 これ 叉 承 平 
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の 風俗に して、 よく 心に 徹せ ざれば 通ぜ ざる ことなり。 その 故 は 幼弱の 時 は fe. 劣の 事 

なり は ひ 

を も H 儿 聞し 下の 成業 を も 知り、 骨 節 を もた だして こそ 然るべきに、 幼弱より ^保：^ 

從の 役人 多く 相從 ひて、 たま/ \ 外に 徘徊 せんと すれば、 大名 高 家の 幼子 かくの 如く 

さき 

はなき ものな りと て， 輕々 しく 外へ も 出さず、 出 づれば 外 を 拂ひ先 をお ひて 人 を 近づ 

けず。 卑劣の 事 をば 目に も 見せず 耳に も 聞かざる 如く 致し、 太刀 繾馬 など を習藝 せん 

とすれば、 大名の 匹夫の わざ 用 ふるに 足らずと 云 ひ、 然 らば 學問 をして 心 を 正す こと 

かと 思へば、 學問は 氣の盡 くる ことなり、 物讀 みに はなり 給 はじと 云 ひて、 これ を學 

ばし めず。 たと へ 大名 阈取 にても、 その 居所 僅の 座敷 少しの 庭の 外 は、 往來 もせざる 

如くなる 故に、 悉く 氣 疲れて 病 生じ、 心 正しから ずして 理に喑 し。 人の 情 はよ く轉ず 

る を 以て、 天地の 乾 道 息まざる に 比す。 然るに 右の 如くに 致し 置く 故に、 密に 微行の 

心 生じ、 外の 面白き こと を內證 より 勸 むる もの ありて、 遂に これに 泥む ものな り。 i^I 

だ愼 むべき ことなり。 

六 四 醉と醒 と 


橫丄氏 禮に來 り 且つ 云 ふ、 r 舊 冬より 世事 猶ほ 盛に して ひとへ に醉 へる が 如し。 是れ 

： てまん 「日の 修！. t もなか z\ 進む ことに あらず」 とい^ 

予 云^く、 われに 醒めたり と 云 ふところ あるが 故に 醉へ ると いふと ころ ある 力 世 

、やれと を 別にす ると ころ あれば、 又 世に 醉 へる とい ふこと は あるべし。 醉と云 ふ は 

わ； A 、いの 惑 ひて 上氣 して、 心の 下に 納まらざる を 云 ふ。 然れば 世事 皆 能く 修す るの 道 

と a はば、 醉も亦 修行と 知るべき なりと。 舊冬中 村 氏に 示す の 事 を 以て これに 示チ。 

橫 山氏聽 伏す。 

六 五 修養の 法 

中 川氏來 りて 云 ふ、 「今日の 上 を 改めん ところ、 第  一 士の 法な りと ある こと、 至極の 

道 浬と 思 ひながら、 何れ を 取 所と して 勤むべき も 勤め 難し。 願 はく は その 勤む るの 法 

を 聞かん」 と。 

予云 はく、 可れ を 定まりて 勤む るに 利 あるべき と 云 ふこと も、 定めて 云 ひ 難し 一 

定す 1、 ま必 f 偏に 落ちて. 一 事に 泥 著す るが 故な り。 然れ ども 初學 の者敎 なきに あらず- 
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形 を 離れて 心 もな く、 心 を 離れて 形 もなければ なり。 形に 就いては、 言^ を 出す とこ 

ろ浮躁 紛擾 なれば、 心 これが 爲に 動く。 故に 浮 躁紛投 ならしむ る ことな かれ。 容貌 を 

動かす に、 その 行跡 惡 しく. si. 劣 なれば、 必ず 行に 非 あり。 故に 行動 を 正す を 本と す。 

これ を 外にて 云 ふ 時 は 言行の 二つな. り。 言に 辭令 あり、 行に 五倫 あるの みなり。 內に 

よって 云 ふ 時 は 心 を 正し 義を養 ふの 外な からん か。 言行 本心の 赴く ところ なれば、 心 

を 正す 時 は、 言行 自ら 正しく、 義を養 ふ 時 は 日々 に 行進むべき なり。 一ず 行 を 正せば 義 

S ら養 ばる。 これ 修し 入る の 形な らんに や。 

六 六 止まる ところ を 知れ 

或る人 來 りて 予に 示して 云 ふ、 「凡そ 心の 浮 躁紛換 なる は 止まる を 知らざる なり。 こ 

(1) siaf れ大學 の 止まる を 知りて 後 定まる の 註釋、 屮江 氏が 致せるな り」 と。 

樹 ならん 

予云 はく、 浮躁 紛擾 は 氣に屬 すべき か。 氣と 心と 元 一 つなれば、 心と 云 ひても 氣と 

云 ひても 二つ あるべき にあら ね ども、 わけて 云 ふべき ならば、 氣の 浮跺紛 接なる は、 

心の 止まる を 知らざる なりと 云 ふべ きか。 伹し中 江 氏 は浮躁 紛擾の 者に 向つ て 示 諭の 


言に や。 これ を考 ふべ し。 又 云 はく、 この 一句 押して 云へ る 論に あら ざらん や。 ^し 

人、 ふず 浮躁 紛擾に 入り 易き にや。 叉 生 質の 重 持なる もの も あれ ども、 必ず 好む ことに 

/< りて. 躁 紛擾なる ものな り。 色の 欲 は 大方の 人の 必ず 溺 るる もの なれ ども、 人の 

質 二より て 色欲の 曾てな きもの も あれ ども、 然れ ばと て 自餘の 心の 正し かるべき にも 

あらざる なり。 この 人 も わが 好む ことに あへば 必ず 浮躁 紛擾な る 事 多き ものな り。 

六 七 人の 中生 

或る人の 云 ふ、 r 氣 質は實 性なる 者 は 息災に して 病 もな し。 虛性 にて は 病 あり」 と 云 

， o 

まし 

予云 はく、 虛と實 と 二つ共に 病なる べきに や。 虚に 合せて は實增 なり。 但し 損得 を 

ハ はば 實 にも 虚 にも ありなん や。 その^ 由は實 なれば 風 寒暑？ i に 苦しまず、 生 質 丈夫 

にして 水 を わり 氷 をた たきても 苦しから ざるの 得 あれ ども、 わが 生 質の 實な るに 任せ 

て、 食 を 嗜み色 を 好み 居を輕 くして、 却って 病 を 得る ことの 多き ところ あるべし。 ま 

たれば 生を眞 み、 養生 を努 むる 故に、 その 質 自然と 堅固と なること あり。 故に 叉 長生 

山 鹿隨筆  三 一 三 


山 鹿隨筆  •  三 一四 

の 元と もなる べきに や。 過と 不 及と は 皆 病な り。 只 だ 天地の 中 を 得る を 以て、 人の 屮 

生と して 貴ぶ ベ き の 事と すろ なり と。 

六 八 風俗 言行 

門^ 子に 示して 云 はく、 幼兒の 生れ 落ちて 手足 耳： n: に 鼻の ある なれ ども、 視ず 動か 

ず-: ム はざる 者の、 日々 月々 に 少しづつ 兌 倣 ひ 聞き 倣 ひ 云 ひ 倣 ひて、 手 を 動かし 足 を 立 

て、 年月に 從 うて その 風俗 言行 をな す。 これ 生德に 心と 知と あるに よって、 才の 日々 

に 進むな り。 日本に 生れたり とも、 大 唐へ やりて 育てな ば、 言行 共に 大 唐人に なり、 

廣人も 日本に て 生れな ば、 日本の 言行と なるべき なれば、 幼少より 育て やう 傅 保の 用 

ひ 方 第一 なるべき ことなり。 當 時の 學者皆 この 心得 あるべき ことなり。 學問 ばかり を 

致して 秋 上の 才 なき 者 は、 幼 兒の心 知 は あれ ども、 言 も 叶 はず、 耳 も 聞き入れず、 手 

足 も 叶 はぬ 道理な り。 故に 文 學には 明か にても 世事に 暗し。 儒者な りと て、 長袖の 者 

俄に 士 になり て は、 士の 言行に 合 はざる もこれ なり。 然るに その 風俗の 言行 を 努めず 

して、 只 だ 心ば かり を 磨く と 心得る こと 大いに 誤な り。 


六 九 神 明 

ぐら 

天地神明と は、 神 は 心に して 理た り。 明 は 事々 昧 からざる なり。 事々 昧 からざる 如 

- 修行 すれば 則ち 祌に 至るな り。 明 は、 義を 守り 義を養 ひて 味き を 明かに する の 言な 

。 所謂 玉 不レ琢 不レ明 也。 神 は その 理 至極せ ると ころな り。 


( 一 ) 石 谷 市 

右衛門 成 勝の 

弟、 十 助 三 空 

ならん c  if? 勝 

は 幕臣、 二百 

石、 御納戶 頭、 

小 普讅組 t 

素行と 親交 あ 

.9、 或は 門 人 

ならん。 石 谷 

土人 (第 十二 

卷 五八 一 頁 * 

照) と 親戚 


七 o 出世の 夢に 就いて 

石 谷 氏の 弟 某 正月 二日の 夢に T わが 位より 拔群 高く 責き 人の 居る 座敷に 天然と あが 

りて、 その 祿 その 位に 至りぬ と 見れ ども、 われに 更に ぁづ かる 者な く 心 愈." 安んじ 易 

かりき。 而 して 夢中に 吟^して 云 ふ、 『あはれ たりた と へ ばお も ふ あらまし を 叶へ たり 

とも 夢の 世の中』 と 云 ふ 歌 を 見たり。 この 歌 曾て 知らざる 歌に て、 此の 如き 歌 を 夢に 

見る。 その上 右の 座敷に 至る こと は 一生 奉公の 勞を 積みても なり 難き ことなる を、 そ 

れに 至りて 心に ぁづ かる ことのな き は 修行 の よ く 熟せ るに や と快然 たり」 と 云 ふなり" 

予云 はく、 官祿に 預からざる は 誠に 修行 を 積まず して はなり 難. からん か。 但し 天理 
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の 本然 を 見れ ば 喜 怒 あり 憂患 あ り。 然るに 大祿大 位 に 至り て 毛頭の 喜 心なき と 云 ふ は、 

實と いふべ からざる か。 その上 無常 を翫 びて、 これに ぁづ かる ことなき を 喜ぶ、 これ 

,  かんたん 

亦 無常 を 以て かへ ものと せるな り。 邯鄲の夢の 例の ごとし。 未だ 信 實と いふべ からず。 

とら 

仉 しあ づ かると 云 ふ は それに 捕る るな り。 捕る る は 泥 著な り。 只 だ 泥 著な きを 本理と 

のみ 一ぶ ふべ し。 故 如何と ならば 泥 著 すれば 滞 ほる。 滞れば 內 にあって 病と たり、 外に 

あって 理に 味し。 甚だ 愼 むべき なり。 

七 I 身 體髮膚 不二 敢 毀傷 1 

身體 髮膚 不二 敢 毀傷 1 のこと、 この 身 を わが 身と 思 ひて 身 を 粗相に 思 ふが 故に、 義を 

知らず 理を辨 へずして、 死す まじき ところに 死 をな す。 これ 身體髮 膚を毀 ひ 傷るな り。 

人間の 大事 は 生死の 大事に 出で ず。 生死の 大事 を 心に 思 ふ 者 は 能く 義を辨 へ 心 を 明か 

に 正さず して は、 死ぬ まじき ところに て 死ぬ る こと あり。 これ 身體を そこな ふなり。 

叉 死ぬべき ところに て 死なざる も、 身 體を毀 ふなり。 尤も 義を 知らざる 故に 衣食住の 

*. しな ひ 

養 理 に當ら ずして 死に 至り、 病苦 を受 くる、 これ 大 いなる 誤な り。 


( 一 ) 其 ，厚 

者 薄 而其所 

レ薄者 厚、 未 一 I 

之 有 I 也。 前 出 

1 1 一七 頁參照 


七 二 輕重 厚薄の 心得 

ある 人身 を 惜しまずに 人に 愛惠 あり。 故に 人の 用 所 大小 巨細な く、 皆賴 むに^って 

极ひ、 朝より 夕に 至る 迄 暇な く、 賓客に まみえ 用事 をた す。 

予云 はく、 大學に 「薄き 所に 厚く して 厚き 所に 薄し」 とい ふこと あり-。 事に 大小 あ 

り、 終始 先 後 あり。 然るに これ を辨ぜ ずして、 薄き 所まで， 厚く して、 事々 を 努めん と 

せば、 厚く すると ころ 必ず 薄 かるべし。 一方に 厚ければ 一方 は 薄き は 天理な り。 私用 

を 厚く せば 公用 必ず 薄くな りて、 そのこと に 念 入らず 草臥れ 出で 來り、 睡眠 出で 來ぬ 

べし。 此の 如きと ころに 於て 義を よく 工夫 致さず して は、 必ず 輕重を 取 失 ふこと ある 

べし。 


七三 中の 話 

b やう 

世上の 話 • 物語 • 道理 を 云 ふに も、 上の 物語 • 話 はなくて、 皆 中の ことば かりな- 

兎角 上と 下と は 至って 無き ものに て、 皆 中より 出で たる ことば かりと 見えた るな り- 
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上 は 聖人の 語に て、 如何程 詮索しても 誤な きを 上と いふなり。 中と いふ は、 當分は 利 

つ ひえ  . 

口 理窟なる ごとく なれ ども、 極めて 論じて 見れば、 費 ある 語 か 誤 ある ことなり。 これ 

を 中の 語と いふなり。 

岡 本 某 とい ふ もの 常にい ひし は、 「われ 不斷佛 神 を 信仰す るに、 祈禱の 意趣 世上 の も 

のと 格別な り。 その 故 は 只 だ惡事 災難に 何と ぞ して 遭 はせ て 賜 はれとの ことなり。 そ 

の 故 は惡事 災難に遭うて 全くて こそ、 わが 武名 を も 義理 を も 正す ベ けれ。 命 は 天に あ 

り、 定業 ある もの なれば 少しも 違 ふべ からざる なり。 但だ惡 事 災難に遭 はせ 賜 はれと 

つ ひ 之 

ばかり 實に 祈るな り」 と。 これ 中 人の 言な り、 その 根 を 押せば、 名利に 走り 費 ある 言 

なり。.' 

つか さげ を 

同人 云 ふ、 「下々 など 足に は 見事なる 皮 足袋 を はけ ども、 刀 • 脇差の 柄 • 下緖は 武士 

の 本と する ものなる に、 この 柄. 下緒に は 垢多く つけて さす。 上下 先 後の 違 ひて 宜し 

からぬ ことなり」 といへ り。 まことに 然り。 但し 心より いはば、 太刀 • 刀の 形に よる 

まじと 云 はん。 され ども 形 を 以て 究めん とならば、 先づ かくの 如きな り。 


或る人 兵法 を 問 ふ。 予云 はく、 兵法の 上手 は 孔子 • 老子 • 孟子 もろ/ \ の 先聖 先賢 

皆兵 法の 上手な り。 日本に て は聖德 太子より こなたの 歷々 殘らず 皆兵 法な り。 或る人 

いふ、 「然れ ども 兵法と いふの 敎も書 もな し。」 われ 曰 はく、 當 世の 四書 二 ハ經は 皆 こ 

(素行) 

れ なり。 或る人 曰 ふ、 「四書. 六 經何ぞ 兵法な らん や。」 曰 はく、  士の法 を 正し 義を養 

ひ、 天下 を 治め 國を 治む る は 皆士の 本と すると ころな り。 その 名目 その 言の 變れる を 

以て、 兵法に 非ず と 思 ふなり。 或る人 云 ふ、 r 然 らば 信 長 • 太閤 • 家康公 皆兵 法 者 か。」 

曰 はく、 皆兵 法の 達人な り。 但し その 內に 甲乙 は あるべき にや。 或る人 云 ふ、 「書物 も 

なく 習 ひもな き は 如何。」 曰 はく、 生れつきて 兵法に 器用な りと 謂 ふべ し。 然れ ども 

器用なる 者の 致す こと は、 手本に たり 難き ものな り。 努めて 練り 得た る 者 を 以て その 

器の 上と す。 或る人 云 ふ、 r 然 らば 楠 木 正 成 • 武 田信玄 など 何ぞ 天下 を 治めざる や。」 

予云 はく、 兵法の 上手の 天下 を 取る とい ふに は あらず。 富 責壽夭 は 天の 與 ふるところ 

にして 人の わざに あらず。 只 だ 今日の 言行の 人の 手本 椹模 となりて、 萬 代 不易の 定論 

たるな り。 然るに 習 はずして 器用なる 者の a5! 似 を 致す は大 いなる 誤りな り。 信 長. 太 
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て 部将 m 
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^ • 家康の 如くな らんと 思 ふとても、 叶 ふべき^ とに あらざる なり。 

上 兵 は 天下 阈家を 治め、 中 は 身 を 修め 心 を 正し、 下 は 身體を 練り 手足よ く？.：： ひ技藝 

よく 努 むるな り。 又 一 K はく、 上 は內を 治め、 中 は 人 を 知り、 下 は 僞を用 ふ。 


七 五 古と 今 

天下の 主として も われに 變ら ざる 如くの 臣を 持つ こと 叶 はず。 こ の 故に 澳の高 帝 も 

自ら 平. 城を圍 み、 文 帝 も 自ら 匈奴 を 討つ。 古より 帝の 奮 發も亦 一 の 道 なれ ども、 これ 

等 は聖王 明主の 上に は 誤と も 云 ふべ し。 本朝 源賴朝 自ら 奥州 を征 し、 秀吉 自ら 朝鮮 を 

征せ しの 類、 尤も 名 臣賢將 ありと 雖も、 自らに 如かざる が 故な り。 その 身 を大將 分と 

(三) 

すれば、 その 身に 閫 外の 權 あるが 故に 威 重ければ なり。 されば 古は將 軍たり と雖 も、 

その 身 は^ 輕く人 持ちに あら ざり しなり。 今以て も 心得 は あるべ けれども、 下の 心悉 

く 邪 義に陪 るが 故に、 祿 薄く 体 厚から ぬ 者 をば、 人 これ を 重んぜざる 浮世な り。 これ 

又 上の 法令 その 如くなる 故と 知る ベ きなり。 


二) 始祖 劉 

邦な り。 平 城 

は縣 名。 § 

めて IK く。 今 

山 W 省 大同 縣 

の 東に 故城 あ 

り。 高^ j 自ら 

兵に 將 として 

S 奴 を 伐ち、 

こ こに 至. 9 て 

敵に 阐 まれ、 

盹 平の 秘計に 

よりて 匈奴 を 

Ss  く 

(二) 

代の 帝 

(三) 

多く 有 

め 意 


(五) Ms 

E、 秀吉の 頃 

の 名 連 政歸に 

して 氣節 あり 

(六) 招 巴の 

子玄仍 

(七) 宗- ほの 

渡に して 猪 苗 

代 家の 名人な 


七 六 獨り 立ち 

門弟 子に 示して 云 ふ、 人獨り 立ち を 致す ことたり にくき ものな り。 大方 人の こと を 

似せて 事 を 致す ものな り。 我れ はかくの 如く 恩へ ども、 人 皆 かくの 如く なれば かくの 

如く せんと 云 ふの 類な り。 マての 內獨り 立ちの ならざる 者 は、 われに 本と する 所な きが 

• 故に 人の 致す こと を學 ぶな り。 人の 致す に 過不及 あり。 その 過不及 を 知らず して 似せ 

て 致せば、 必ず 似て 似ざる こと ある 故に、 又 大いに 違背す る こと ある ものたり。 獨り 

立ち を 致さざる もの は 物に 逢 ひて 動轉も ある ものな り。 さりたがら 世に 任せて 事 を 致 

すわ ざ ある ものな り。 それ を獨り 立ちと 思うて 世に 任せざる は 格別 又 違 ふなり。 例へ 

ば 上下 を 着服せ ると て、 禮と謂 ふべき やうな けれども、 古より この 禮 あれば、 世に ま 

かせで は 叉な りに くき ものたり C 諸事に こ の 心得 あり。 

七 七 違 歌の こと 

S)  ，  (七』 

せ 5 は  (六) けんさい 

紹 巴の 弟子に 心 前. 兼 載な どい ふ 連歌師 多 かりし。 いづれ も 名 譽の奇 句 を 致す。 紹 

巴の 連歌 はこれ にあ はせ て は別條 なき 如くな り。 ある 人紹 巴に 至りて 云 々 と 語り けれ 
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ば、 紹巴曰 はく、 「物 皆然 り、 面白き 風景に 奇妙なる ところ を 致す 內は、 未だ 修行の 不 

ひとへ 

足して 句 を； # する 內 のこと なり。 その 位 を 一 直 超越せ ざれば 上手に あらず。 超越 致し 

て 兌れば 唯 だ 常の 體 たり。 古の 歌に 『田 子の 浦 ゆ 打 出で 見れば 眞 白に ぞ富士 の髙 根に 

雪 はふり ける』 と 云 ふ は、 刖の 風情 もな く 珍ら しき 句繽 きもな くして、 而も 幽玄に し 

て そこ ともなき 風情 あり。 下手の 學 びつべき ところに あらず。 歌 も 連歌 も 皆 かくの 如 

くな り。 われ 古の 修行の 時、 心 前 • 兼 載 等が 今の 句 柄の 如き こと を 好みき。 今と て そ 

の 成ら-ざるに は あらね ども、 一向 下段の ことなり」 と 申されけ ると 云々。 

この 物語 大事に 通用せ り。 一 重の 關を 越えても 又 一 重の 關 あり。 然れば 直ちに 萬 重 

あ を V ら  ぽん 

の關を 通りても、 又靑霄 の內 にも 止まらぬ ところ あり。 凡 を 超えて 聖に 入る に は 千 萬 

重の 關 あり。 その 關を 通り/ \ て 後、 靑霄に 至れ ども、 又靑霄 に 無 縛の 縛 ありて 本； 關 

の あるべ ければ、 それ ぞと滞 住せば、 關に 上下 ありても 亦 關と云 ふべき なり。 先づ凡 

を 超えた る 時 は、 格 法 立ち 形 儀 則るべく して 見事な り。 見事なる と 云 ふ もの も 未だ圭 

角の ある 故な り。 圭角 なくなりて：!： 方 を 見事な りと 云 ふべき。 唯 だ 平常 無事の 體 ばか 

りなるべし。 その 間に 於て 意味 もな く 風情 もな く、 淡 然として 水の 如し。 音 もな く 香 


も あ る まじき たり。 

七 八 鹿 を 食 ひし 僧 

くら 

あ る 僧病强 くたり て 死 ぬべ かりけ るに、 醫師の 来り て 、 一 鹿 を 食 はば 生きたん」 と 云 

ゝ。 この 僧 鹿 を 食 ふ。 果して 生き 出で て 息災に たれり とたり。 後に 人 不審 致し たれば 

一命の 生き 度き と 云 ふに は あらず。 われに 恩 ふ 大願の あり。 これ を果 さず して 身の ま 

からん こと を 思 ふが 故に、 鹿 を 食うて 生きた るな り。 大願 果して 後 は 露命 さらに 惜し 

からず」 と 云 へ りと ぞ。  や，^ 

この 儀 ある ことなり。 死す ると も 叙 たれば 食 ふま じきと て、 食 はすして 死せ る も、 

その まこと 深し と 云 ふべ し。 叉 命の 惜しき に は あらず、 させる 大願の ありて、 命の 生 

くべ からん ならば 生きて 果し 度き と 云 へ る も、 これ 亦 一 理 なり。 諸事に この^ 一 ある こ 

し t に 

) 死&る となり。 形 こ 就いて 一 樣には 云 はれぬ ことたり。 主人へ 奉公す るに、 奉公 を 仕 死に 

•f-  K める こ  • 

養生 を もせず 休み もた きと、 又 少しの 氣分を も 養生して 奉公す ると、 この 變り ある こ 

とたり。  . 
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七 九 神の 垂跡 

や ぼよ ろづ  すゐ じゃく  はぐく 

八 百 萬 祌の垂 跡、 皆 萬 人 を 助け 育まん 爲 なり。 ？ K やその 下の 者 を や。 

かやぶ き  く  2 み きねつ  えん ぎ-やう じ や 

大神宮 は萱葺 にて、 供御 は 三 杵捣く 飯な り。 昔 役の 行者 吉 野の 山 h に 行 はれけ るに、 

げん  か たち 

釋迦の 像 現じ 給へ るに、 「此の 如き 御 形に て は. この 國の 衆生 は 化し 難し。 かくれさせ 給 

へ」 と 申されければ、 次に 彌勒の 形 現ずるな り。 摘 「これ も 叶 はじ」 と 申されければ、 

ざ ゎラ ごんげん  のうけ 

當 時の 藏王權 現と て おそろしき 御 形 を 現じ 給 ふ。 「これ こそ わが 國の能 化」 と 申し 給 

3 ふじん 

ひければ、 今に 跡 を 垂れ 給へ り。 釋尊劫 盡の時 は 夜叉と なりて 無 得心の 者 を 取り 食う 

て、 人を勸 めて 道心 を 起さす ベ しと 云 へ る もこの 心なり。 

わが 國の 風儀、 神明 は あらたに 賞罰 ある 故に 人 信 あり。 佛 菩薩 は理に 相應 して 遠き 

益な り、 故に 人 信ぜず。 

AO 天命と 人事 

水 旱時を 得ず 風 雷數- 至り、 天の 時 順なら ざる は 人の 爲十 わざ か、 -大 命なる かと 考 


( 一 ) 周の 太 

ヘム^ 呂尙， か 文 

王に いひし と 

_L- ろ- これ は 

兵書 六 筘に出 

づ る 「太 ヘム 曰 

はく、 君 不肖 

なれ § あく 

し て ifa る , 

君 K 塞 なれば 

S 安く 民 治ま 

る。 ！ S 騙 君に 

在り、 天 時に 

在らす」 も 一 さ 

せる なるべし 

(二) 唐の 太 

宗の I 

(15 船 田 人 

道が 高 時 G  mg 

子 も 一 捕へ 殺せ 


(ra) 寬文元 

年 三 0T 七日 

(五) 素行の 

門人、 越 中 守 

信 政 

(六) 前 出 二 

九 o 頁の 饍士 


へ兑 るに、 敎の爲 に： K ふ 時 は、 一治 亂は 人に ありて 天に あらず」 と は 太 公が 文 王 に、 

2)  . 

き ちゃう  こた 

魏徵が 太 宗に對 へしと ころ、 これな り。 然れ ども 人事 かくの 如くなる も、 亦 命の ある 

ところ か。 故 は 鎌 倉 滅亡に 稻村ケ 崎干渴 にな リ、 家の 老臣 船 田が 謀叛、 叉 は 名 將のニ 

代 目 三代 目、 幼 主 厄 弱に して 輔佐の 臣又 生れ 變り にして、 これ を 助く る 人な き、 これ 

命な りと いふべき か。 

評して 曰 はく、 天命と 人事と 一 一 つながら 皆 一 致の ものな り。 何事 も 天命な りと い へ 

ば 皆 天命. 人事な りと 見れば 皆 人事な り。 されば 天人 地の 三つ は 二つながら 離れざる 

ものな り。 人事の 善悪に 天命 あり。 天命に よって 人事 あり。 賢臣 野に すたり 佞臣 朝に 

ありて、 下に は 上 を 安ん ずべき 器の 人 あれ ども、 上に これ を 用 ひざる の 類、 皆 人事 天 

めい (て) 

理 一 體 故に、 命と 見ても 可な り、 人と 見ても 可な り。 然れ ども 命と 捨てて は佛 者の 完 

空 無 歸{ 仝 なり。 ありとの みに て は 又 儒の 執着な り。 その 兩 端に 於て 了簡 あるべし。 


八 | 徹上徹 下の 工夫 

(E)  (Ifi)  (六)  シヲ ノル  フ 

去る 七 E、  i| 輕 氏の 亭に 於. て、 中 村 を 招き、 中庸 第一章の 戒ョ愼 所 ニ其不 r 視、 恐ミ懼 
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に、) 所-一 其不 -聞 を 講ぜし む。 見ざる 聞かざる に 於て 戒愼 恐鸺の 心得 を 山 口 出 雲 守 問 訊す。 

綱 の 家老、 予云 はく 兌ざる 聞かざる に 於て 戒愼 恐權 する を、 若し 內を 守り 敬恭 すると 云 はば、 

^-^M これ 一物な り。 然ら ずして 放心せば 完空 たるべし。 この間に 於て 工夫 を 凝らすべし。 

？ S3 数な- - 十 郞左衞 門 云 ふ 、「その 間に 於て 心 を藏て 置く の 心 得 あ る ベ し。 然ら ざ る 時 は^ 然 と し 

(：•：) 安靜の  、け 「ヨ) 

S 文" I"? の て 物に 驚き 物に 奪 はるる ところ あるべき ことなり」 と。 予^ はく、 心 を^て 置く の 

Si 本 の 置き やう 如何。 十 郞左衞 門 云 ふ、 「敬の 一 字、 徹上徹 下の 工夫なる ベ し。 一 f 云 t く、 

朱. レ^ ^卷十 

< に 兄み  ^然 無事 の 時に 徹上徹 下の 工夫と 云 ふ ものな しと。 

八 二 止 欲と 養^ 

問うて 曰 ふ、 「われ 大いに 怒る こと はな けれども、 事々 に 就いて 度々 怒り 出で 來り て、 

せっかん 

下々 を 折檻 致す g 出で 來る。 尤も あとより 根 もな く 怒 も：： J むと 雖も、 下々 亡し く 思 ひ 

苦しむ 故に、 これ を 改めん と 思へ どもな ほ 巳まず。 その 心3* 如；^ あるべき にや。」 

予曰 はく、 われ 往年 然 りし 故に 常に 工夫 を 加へ けれども、 今以てす きと 已 むこと も 

(五) 道 外の  ；  £) 

志  なし。 唯 だ 道 志の 薄き が 故に 外 志 厚き が所爲 なり。 その 根 を 押せば 欲より 出づ。 放 如 


何と なれば、 わが 思 ふ 如くに 人の なき こと を 怒る は、 わが 思 ふ 如くに 致さん とするな 

り。 これ 欲より 出づ ると ころに あらず や。 然れば 根 を 押して 欲 を 止め 道 志 を 厚く 致 3 

ば、 その 心 止む こと 必然な り。 又 曰 はく、 事に 就いて 論ぜば 理 の通ぜ ざる 故と も 云 ふ 

べき か。 その 故 はわが 心の 如くなる ものの あるべき にて なき を、 諸事 われに 代りて 心 

の 如く 致せと 云 ふ もの は、 皆 世間の 理に 味き 故な り。 • 今 壁 間に 揭 ぐる 所の 一 朱 版に 玩 

物 喪 志と いふ こと を 出せり。 これ 物を翫 ぶな り。 故に 時々 に 喪 志せるな り。 必ず わが 

致せる 如くに 工夫 あれと 云 ふに は あらず。 人に より 勢に より、 そのもの によって 工夫 

の 功 も 多 からん なれば、 一 時 一 事に 就いて 字々 句々 理會 する のみな り。 

問うて 曰 ふ、 「武士の 本意 を 失 はざる 如くに、 常に^ を 育て 氣を藏 て 置きて、 少しも 

間斷 なき 工夫 あらば、 物 不慮に 來る とも 驚きて 氣を 取らる る ことの ある まじき なり C 

然れば 常に 氣を 張りて 物に 溺れざる 如く 致す。 これ^ 士の 本意な りと 云 ふ 人 あり」 と。 

予云 はく、 然り。 これ 凡 情 末學の 者の 工夫 修行す ると ころ かくの 如くなる べし。 こ 

れを 一 段 上りて は、 敬と 名 づけ 工夫と 云 ひて、 常に 心 を 放 下せし めざる 如く 致すな り。 

(六】，  (七)  まじろ 

古より 不動心と 云へ るに、 外と 內 との 差別 ある ことなり。 膚を撓 めず H を 逃がず、 錐 
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を 立て 鎗を さすと も、 彌  >氣 を 張り 勵 みて 皮 爵の間 僻 易せ ざる は、 これ 外の  一 n: つと 

むる 勇な り。 その 勇 を 勤 むれ ども、 相手 もな く 知る 人 もな き 時に 至りて、 色 を 見、 名 

の來 り、 利の あると ころに 至って、 必ず 心 動ずべ し。 この 時に 不動心 不動 知の 人 を 誠 

の^者と 云 ふべ し。 これに も 力を入れて 守る と、 力 を容れ ずして 自ら 相 通ず ると、 兩 

(異) 

般の 心得 は ある ことなり。 これ 困 勉學知 生 知 安行の か はり、 下學 上達の 差別な り。 

八 三 不動心 

或る 學者 高慢に して 自得の 體 あり。 神道 • 佛道 • 儒道に もさば かり 心得 これ ありて、 

利口 辯 舌なる、 その 身 叉 物に 不動 轉 にして よく 實地を 守る 者 あれ ども、 唯 だ 高^に し 

て 人 を 足下に 見 こなせり となり。 

予云 はく、 物に 不動 轉には あら じ。 その 故 はわが 所見に よって 常 心を轉 じて 髙悛と 

なる。 これ 程 ものに 動轉 せられた る こと あるべからざる なり。 人に よって 欲の， 爲に動 

ずる もの あり。 名の 爲に 動ずる 者 あり。 又 生死に 不動の もの あり、 名利に 不動の 者 あ 

り。 然れ ども その わが 得ざる ところに は 必ず 動轉 する は、 皆 事の 品 か はれ ども >  本來 


動 靜の心 は 一 地たり。 唯 わが 得た る 所に 不動の みなり。 • 

八 四 立 身 

孝經に 「身 を 立て 道 を 行 ひて 名 を 後世に 揚げ、 以て 父母 を顯 はす は 孝の 終な り」 と 

云へ り。 立身と は 人に ながれ 世に 熔 されず、 卓爾 として 獨立 する を 立身と いふなり。 

卓爾 として 獨立 すれば 則ち 道行 はるるな り。 叉 わが 身 を 立てて 世に立 身す る 者 を も 立 

身と 一 ふ。 これ 又 われに 道 を 行うて 誤る ところな く 立身せ しむる 時 は" 後世に 名 を も 

テ セ 

揚げ 父 a- を顯 はすな り。 されば 立身の 下に 行 道と いふ 字 を 出せるな り， 不こ敢 毀傷 一と 

云" ま、 義を 背き 理に叶 はずして 死 を 致し 身 を 傷る を、 そこな ひ 傷る と 云 ふなり。 死 

を 全道に 守りて 變らざ る は 君子の 道な り。 

八 五 時なら ざる もの 

ある 諸侯の 子、 十歲 ばかりにして 行跡 正しく 學問 ありて 諸事 廣才 たり。 奇特な りと 

いふ 人 あり。  1 
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予-: ム はく、 人に その 位 あり、 弱 壯老の 三 段な り。 その 位 を 離れた る 者 は 皆 時なら ざ 

る ことなり。 例へば 冬 花咲く まじき 木に 花. 咲き、 なる まじき 木の 實 のなる、 皆 時なら 

ざる ものな り。 たと へ 一輪の 花咲きても 空 花と いふなり。 不時の 食物 は 食 はざる もの 

なり。 十 歳に して 廣才 利口 を 立つ る は、 後に 病 者になる か 义は內 ^陰 分の 生れつきに 

なる か、 或は 人に 交 はらず 吝^に なること ある ものな り。 今より これ を 褒美 仕る ベ か 

,  ,  (二  つら 

ら さる ことなり。 孔子 も 幼に して 嬸戲 し、 常に 俎- a を陳 ぬと あれば、 幼に して は嬉教 

ある こ-と 幼兒の 法な り。 

八 六 卑下 投 

ある 人 謙 下^: しき あり。 予云 はく、 謙 下に も その 位 ある ことなり。 その 位 を はづれ 

て 心に も 思 はざる こと を、 卑下して よきと て 口に '下す る は、 これ 內外不 相 焦；^ も爲 

の 本な り。 これ を 俗の 語に 卑下 慢と 云へ り。 これは^' 下 を 上に して 內 には^ 心 ある 故 

なり。 


< 七 解^ 

ほっしん  はんにゃ 3  げ だつ 

發 心より 般若， に 入り、 般若より 解脫に 入る。 これ 佛 法の 入り やうな り。 凡 心 はこ 

うら  2 ふ  ■  - 

の反對 にて 煩惱^ り 業、 業より 苦な り。 一 念 心の 起る ところの 煩惱 心より 業 をき きて- 

その 終る ところ は 苦 海に 入るな り。 然れ ば煩惱 心の 起る ところ を改 むれば 則ち 發 心と 

たる。 少しの 惑 ふところより、 その わかれ 品々 となる ものな りと 知るべき なり。 今 案 

ずるに 發 心と； K ふ は 志な り。 煩惱 とい ふ は 欲な り。 欲 も 志の ゆく ところ なれば 志と 云 

ひても よし。 志より 知惠を 研き、 知惠 より 遂に 萬 事に 會 うて 萬 事に 昧 まされず、 自由 

自在になる。 これ を 解^と 號す るたり。 

八 八 世事 繁忙 

御用 年々 に 多く 埒の 明か ぬ ことのみ にたる こと、 承 平日 久しき 時 は 何れも かくの 如 

くなる ものな り。 それ は 承 平日 久しき 故に 上の 威强く 下の こと を 聞かず、 上下の 間隔 

りて、 諸事 老中 • 奉行 談合に て濟む 故たり。 談合 なれば 兩三 輩の 互の 意地 出で、 S ひ 

れ うけん  つか 

思 ひの 了簡 ありて 一決せ ざる 故に、 あなたへの 遠慮、 こなたへの つけ^に て、 用事 閊 
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ふるゆ ゑ、 萬 機の 儀 皆 重なるな り、 これ 一 つ。 職 任官 人 明白なら ざれば、 上より 下 を 

疑 ふ 故、 輕 きこと は 奉行 役人 これ を 決定す ると も、 重き こと は 皆 老中へ 聞か ざれば、 

. 事の埒 明かざる 如くなる もの 故に、 事 岡 ふる、 これ 二つ. なり。 下に 人 を 撰み 上に 事 を 

とど こほり  かみがた 

n) 京都 所 よく 一番に せズ、 事々 に^ は ある まじき ことなり。 家康公 上方に は 板 倉 伊賀 守 を 差 置 

U 代 を さす 

(二)  らち 

3 前 や ：-; か^、 關 東に は 本 多 佐 渡ば かり を さし 置かれても、 天下の 事 滞らず 埒 あきたり。 その 

E 一  頁 1  しゅつ，^ 

已後 奉行 役人 多く 出来しても、 彌- 天下の 用事つ かへ 出で 來 ると 云々。 

八 九 上の あやまり 

或る人 云 ふ、 「當年 飢饉 諸國 の：^ 大いに 餓死す。 これ 太守の 誤、 天下の 主の かねて 心 

得な き 故な り」 と。 

予云 はく、 年の 豐凶 は大の 時に して 人の わざに あらず。 然 れば飢 うる ことの ある ま 

じきと いふに は あらず。 人 を 餓死に 及ばし むる は、 太守の 誤、 主人の 心得 違な り。 

九 0  士と も 姓 


或る人 曰 ふ、 一 百姓に 憐みを かけんより は、 先 づ侍を 撫育す るに あり」 と。 一人の 云 

ふ、 「士 は智 ありて 治に 手間 を 入る ベ し。 百姓 は 飢寒の 二 つのみ なり。 この 二 つ を 養 ふ 

こと 至って 易し。 故に 先 づ民を 養 ふ を 先と す. 一 と。 

予云 はく、 然ら ず。 民 は國の 本な り。 治 國齊家 は 民 を 養 ふに あり。 當時士 を 能くす 

ると^ へる 人 も、 皆容を 能くして 心 を 化せず。 世の 人を褒 むる も、 容を褢 めて 心 を 知 

らず。 若し 士を實 に 能く 撫育 十る の 人 を 聞かば 必ず 民 も 化すべし。 民と 士と 二つと 見 

あや I 

る は 過 なり。 

九 一 心 氣カを 養 ふ 

人 四十 を 越えて は 支 體草臥 多く 心氣 渐く衰 ふ。 この 時に 心 氣カを 養 は ざれば 天命の 

性 を 失 ふ。 これ を 養 ふ は 道に あい，。 所謂 道と は先づ 英雄の 心 を 取り、 國 家の 法令 を 正 

し、 撫育 教導の 道 を 委し、 たと へ 木 偶人 をして 家 司. 奉行たら しむと も、 その 法令に 

委 すれば、 滞る ことなき が 如くなら しめて 後、 わが 身體 を安靜 にして^ なり。 然らず 

して 只 だ 安佚の 心 を 好みな ば、 國 亡び 家 を 失 ふべ し。 これ を 道と いふなり。 
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九 二 孝 經を談 ず 

ぶる 四日、 石 谷 氏の 亭に 到りて 孝 經を談 ず。 孝 は 父子 犬 性の 至りに して、 更に 私の 

雜ら ざ る ところな り。 この 私 を 交へ ざる 犬现 n 然 の 父子の 間の 孝 を 致す こ と を 得 ざ る 

者 は、 外の 他人 君臣. 朋友 • 夫婦の道、 一 つも； 止すべからざる なり。 故に 天子 も侍讀 

に 先 づ 孝經 を 以 て 初學 と 十るな り。 

九 三 長 を 取れ 

人の 師を學 ぶ や 多く その 短を學 ぶ。 而 して その 長を學 ばず。 短 は 人の W ると ころな 

(三) つね  まさ 

。 伊川 毎に 人の 前 翬の短 を 論ずる を昆て 曰 はく、 「汝 等且に 人の 長所 を 取れ」 と。 

九 四 精進 

舊君 • 先考の 日、 魚肉 を 食 はず、 これ を^ 進と 號す。 或る人の 云 ふ、 「精進 は 凡 下の 

事、 何ぞ 魚肉 を 食うて 君恩 父 慈 を 忘れん や。 然れば 則ち 魚肉 を 食 ふと 食 はざる と は 論 


(1 一一) 朱の 程 

伊川、 宋皋の 

泰斗な り 


ず-るに 足らざる なり」 と。 

予云 はく、 然ら ず。 魚肉 酒 看 は 吹 喜嘉祚 のこと なり。 所謂 殺生 狩獵 のこと なり。 舊 

よろこび 

君. 先考の 月 忌に、 孝子： 忠臣 何の 嘉 ありて 狩獵 して 殺生 せんや。 何の 樂 ありて 肉 貪 

飮酒 せんや。 これ 已むを 得ざる の 情なり。 已むを 得ざる の 情 を 以て その 形 貌を寫 す を 

精進と 號す。 故に 舊君 慈父の 忌日 は、 必ず 精進 潔齋 して 神お すが 如くす。 これ 臣 子の 

情なり。 食して 味 はず 飮 みて 溢れざる は 上智 安行の こと、 而 して 敎 ふるに 及ばず。 且 

っト： 智 安行の 人 はよ く 君 父の 恩情 を 慕 ふ。 故に 善齋善 敬、 何ぞ酒 肉に 到らん や。 

九 五 門人に 吿ぐ、 他 門の 錯圭子 

門人 予に學 ぶの 暇 叉 他 門に 到る。 予、 門人と 他 門の 錯學 のこと を談 じ、 門人に 謂つ 

て 曰 はく、 わが 爲に盡 く 諸，' の 他 門に 達せよ、 われ も 亦 未だ 敢 へて 自ら 以て 是と爲 さ 

ず。 如し 說 あらば 願 はくば 往復せ よ。 これ 天下の 公理に 彼我な きなり。 果して 能く 明 

辨な らば、 彼れ に 益 あら ざれば 則ち 必ず われに 益 あらん。 
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九 六 實 相と 寂滅 

諸 法は實 相な り。 又 云 ふ、 諸 法 は 寂滅な りと 云 ふ。 これ 有と 云 ひ 無と-: ムふ、 义常無 

欲 • 常 有 欲と 云 ふ、 ともに 一 理 なり。 無より 有 を 生じ 有より 無に 歸る なり。 寂滅 十れ 

ば實 相な り。 實相 なれば 寂滅な り。 寂滅 はと どまらざる を 云 ふ。 

九 七 俗 學 

或る人 云 ふ、 「今の 人 皆 俗 學を翫 びて 實學に 入らず」 と。 

予云 はく、 俗 學の言 甚だ 過ぐ。 人 を 俗 學と云 ふとき は、 われ は i 県 儒 なりと^ ふに 同 

じ。 わが 言行 を 正して 未だ 合一なら ざる 時 は、 これ 俗學 なり。 人 を：^ て-: ムふ べきに. あ 

らず。 

九 八 無常 觀 

ある 人來 りて 云 ふ、 「世の 頼みな く 無常なる を觀 ずれば、 何事 を^ 極の たのみと す 

べき ことなし。 然るに 多から ぬ 世の中に、 無常の 殺 鬼 今も來 らん をば 知らず して、 七 


情に 引かれ 奪 はれて、 とも すれば 欲心 姦 佞の 心出來 十る こと， 多く は 世 を 以て 常住と 

思 ふが 故な り。 金剛 經の四 句の 偈、 甚深 微妙と 云ぶべし。」 

予云 はく、 然り。 然れ ども 金剛 經の四 句の 偈も 如是 觀と いふ 時 は、 只 これ 無常 菩提 

心を勸 むる の 心なるべし。 凡そ 人壽 萬々 歲を經 て 天地と 長久な りと も、 義の なす まじ 

きと ころに 理に迷 ふ は 凡 心に して、 聖人 君子の 行に あらざる な"。 常 見より 兑れば わ 

が 身 は 電光 朝露の 如く なれ ども、 子孫 ありて 名字 を 嗣ぎ家 を 保てば、 われなくても あ 

るに 等し。 往古より 今日まで、 幾 萬 代 かこの 名字 を 嗣ぎ家 を 保ちて、 今 曰まで 績 きけ 

れば、 無常な りと は 云 ひ 難し。 ここ を 以て 謂 はば、 無常 を 以て 物 を觀ぜ よと 云 ふ は、 

中 人 以下の 說、 方便 權道 の^な り。 唯 だ 天地 を 本と して 天人 合一 の 工夫、 自他と もに 

結 要と 謂 ふべ きなり。 

九九 子罕に 利と 命と 仁と を 言 ふ 

(二)  マレー 一 フトト ト ヲ 

問う て 云 ふ、 「子 罕言こ 利 命與- 仁と あり 0 利 は 人の 引かる ると ころ、 僅 K その 言 あれ 

ば その 心 出来す。 命 は 天命に て、 何事 も 天 命と】 K はば 物に 誤 も あるべき ことなれば、 
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罕に言 ひ 給 ふ も 道理な り。 仁 は 聖人の 德 にして、 事々 物々 仁 を 離る る こと ある まじき 

に、 仁 を罕に 言 ふと ある こと 心得 ざ る ことな り OJ 

予云 はく、 仁 は 天地の 心、 聖人の 敎 へざる ところ、 額！： 亞聖の 位 にても 猶ほ 三月. 小 

ハ  二  ひき  k 

レ違， 仁な りと。 故に 聖人 は卑く 就いて 下を敎 ふ。 故に 虛 遠の 言な し 仁 を 云 ふ は 一 物 

一事 皆 仁と 云 ふべ けれども、 さして 仁と 云 ひ 給 はざる は、 下學 上達の 心^して これに 

つくな り。 今の 人內を 省みて 皆疚 ましく して、 言 はこれ 天命 仁者の 論、 甚だ 誤って 人 

を虛遠 に 到ら しむるな り。 

一 oo 仇英 の摸寫 

つ 二  n 一一) 

ある 人 この頃 名畫を 得て、 畫師 探幽に 見せければ、 探幽 r 畫主 は仇英 にして、 畫は 

上 筆を寫 せるな り」 と 云へ りと 云々。  R) 

予 門人に 示して 云 はく、 この 言 を 記せ。 物々 にこの 心得 ある ことなり。 仇英實 父 ほ 

どの 畫者、 上 筆の 名 畫を寫 さば、 疑な く寫し 似すべき ことなる に、 探幽 此の 如く 云 ふ 

は、 似た る こと は 似て その 勢の まことし からぬ 故な り。 故に畫 の實 は仇英 にして、 そ 


の 形 は 見事 なれ ども、 义 その^ 事なる 程に 勢の あらぬな る を. かくの 如く 見た るな り， 

へ 7 日日々 の 工夫の 上に わが 質 を變ぜ ざれば、 形 は t 達の 人に 似て その 言 も 相 叶へ れど 

V こと  つ. * 

も、 その 眞實を 推して 見る ときに ー體 にならず、 ^ふるところの ある こと 多し。 これ 

ゆ ゑに 畢竟 似せ もの になり、 姦 になる こと ある ものな り。 すべ て 形と 勢と ある もの 

なり。 形まで は 似 すれ ども、 勢に なりて は、 敎 ふべき こ ともなく 習 ふべき ところ もな 

き 故に、 こ こに て h 下の 格^なる ところ ある ものたり 。 

IOI 落馬の 敎訓 

ある 儒者 理に 深く 心 を 入れた るが、 この 一 理 より 心 を 空 じて、 無念無想 にして、 手 

繩に拘 らずヽ 馬の 心 を 我れ にと りて、 馬と 我れ と 一致に して 乘 らば、 居られぬ こと は 

あら じと 云 ひて 馬に 乘る。 この 馬ち と ロ强き 馬に てこ そ ありつら め * ひたび きに 曳き 

て馳け 出し、 乘り者 は 落馬して 手足 をう ちしと 云 ふ。 

予 門人に 示して 云 はく、 これ を 記せ。 その 故 はわが 心 未だ 熟せず して 只 だ 向上の 至 

極 を 論じ、 これ を 以て 世に 渡り 身 を 修めん と^はば、 いつも 落馬すべし。 當 時の 學者 
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皆 事物の 究理 をな さず、 唯 だ 意見 を 立て、 心性 無 相の 論 を 高く し、 事物 は 皆 下^の こ 

と、 そのままなる ことと 思 ふ 人の みなり。 その 人の 五倫の 交り を H 儿 るに、 君臣の 間の 

禮も 心に こそ あるら め、 應 li の 作法 も 違 ひ、 禮 節もう せて 見え、 父子の 問 を H 儿る にも 

父 を 見て 愛敬の 心なり とこ そ 見 るら めど も、 作法 は 見事なら ず、 尤も 友の 交り も學者 

■、  そそ 

らしく 見えて、 形貌 柔弱に 衣服 正しから ず、 髮髮亂 け、 進退 度 を 失 ふ。 是れ を以. て 見 

るに、 學者 はなん と 奉行 • 藏 奉行 • 金 奉行な ど を させて は、 盗み取りに 怪我 手 落 は あ 

る まじく 見え、 治 家 治國、 天下 を 平にす る こ はさ も 知らぬ 體に見 ゆるな り。 勿論 この 

人に 阈郡家 を 治めし めば 中々 埒は 開く まじき なり。 こ の ところの 弊 は 何方より 起る と 

見れば、 右の 心ば かりにて 馬を乘 るの 類な り。 家阈 天下の こと は 皆 馬な り。 これ を 治 

むる は乘る 人な り。 乘る 人、 心 も 形 もととの ほれば 名人な り、 上手な り。 心 は 整 は ざ 

れ ども 體整 ほりて 乘る時 は、 少々 口 こ はき 馬 も 自由に 乘ら るる ものな り。 馬 伯の^ を 

なち ひ 

乘るは 心の 習 もな けれども、 乘 りつけ て 遂に これ を 自由にす る 如く、 心を修 むる こと 

至極せ ざれ ども、 致し 馴れし なれぬ る 人の 致す 作法 故に、 古より 明君 賢將 ばかり 阈家 

をた もた ね ども、 國家は 型に を さまる。 これ 御馬の 法に 異ならず。 これ を 大學に 格 物 


-. といへ り。 ありがたき ことたり。 

君 を 思 ひ 父 を 思 ひて、 義を 深く 努めても、 その 事 を 知らねば 右の 落馬の 類 又 多し P 

列へば 川 向 ふに 君 父 あり、 この 處へ 行いて 一緒に 命を捨 でんと 恩へ ども、 川 を 越 十 法 

を 知らねば、 みす/ \ 義を缺 ぐ。 さあり とて 知らぬ 川へ 乘 込みて 死^る は、 義は ある. 

ことたれ ども 全し と は 云 はれざる なり。 この 心得 もろ/ \ に 多し。 よく/ \ 心 付く ベ 

きなり。 

一 o 二 世事 卽學問 

吾子 世事 を 厭 ひて 唯 だ 閑暇 を 求め 讀書學 文 を爲 さんと 欲す。 甚た學 に 志 ある に^た 

り。 然れ ども 學者 何事 をか學 ぶ。 唯 だ 世事に 於て 究理 明 覺了然 のみ。 論語に 曰 はく、 

二)  i  象^ 曰 f なり。 閑暇 を 求む るの 心 は、 則ち 今日の 世事と 文 を學ふ と を 別てる 故に 

^  S0 通せず して、 せ 事 を 厭 ふに 至るな リ。 世事 を 厭 ふの 徒 は 彼の mit に 入りて 放逸 隱遁す 

るの 士 なり。 明 道 先生 曰 はく、 一外 誘 を 除く に規々 たらば、 將に 東に 滅 して 西に 生ぜん. 

r^rlil とする を 見る - と。 叉 曰 はく、 「一一 一一) その外 を 非と して 內を是 とする ょリ は、 內 外の兩 たが 
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(一) 孔子の 

弟- 

(二) 醫。 

諭 語 先進 篇 第 

K 章 i 

(三) 菌顏 

章に、 


^に 復る も. J 

と爲 す。 一 日 

「しれに 克ちて 

體 に復れ 

天下 仁に^ す。 

仁 を爲す は.：. 1 

れに 由る」 と。 

克， し 復^ も以 

て^ g の實擧 
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ら忘 るるに 若かざる なり C 兩 ながら 忘 るれば 澄 然として 無事な り。 無事 なれば. 定まる „ 

定まれば 明かな り。 明か なれば 尙ほ 何ぞ 物に 應 ずる こと を 累と爲 さんや。」 I ぶ 明 道た 

生の 這の 語 を 提携 すれば、 則ち 適く として GI 得せざる なし。 事々 物々 皆學 たり。 且つ 

聖賢の 格.：  一一 n 何事 を 論ずる にも、 皆 これ 世事な り。 今の 學者學 を 以て 用と なさず、 唯 だ 

古を是 とし 今 を 非と する を 以て 志と なし、 交 を 絶ち 友 を棄 て-： 豕を 出で て 世を遁 ろ。 ュ」 

の ユー 一口 釋氏を 忌みて、 その 行釋 氏に 類す。 これ 當時 多く 讀書 文學に 泥む の 故な り。 

叉 曰 はく、 三千の 徒 皆 六藝に 通じ、 弒子獨 り學を 好む を 以て 稱 せらる。 これ 學の本 

なりと 熟 味すべし。 


I 0 三 林 羅山を 語る 

或る人 云 ふ、 「子 は 林道 春を師 とす。 道舂 道に 志な き は 何 ぞ。」 

予云 はく、 その 志す 所大ぃ に 異なり、 唯 だ 記誦の 爲 にして、 克己 復^ を 志す にあらず 


一 0 四 德 不.. 孤 必有レ 隣 


(四) 

藝 上 it! 第 十 B 

章に、 「君子 は 

^く 之れ に 造 

るに 道 も 以て 

す。 其の 之れ 

ち 自得 せんこ 

とも 欲するな 

り云々。 之れ 

ち 資 る こと 深 

ければ、 則ち 

之れ を 左右に 

S りて 其の 原 

に逯 ふ。 云々」 

と。 ^後 左右 

遠近 適く とし 

て 1W なら ざ る 

なき 意な り 

(五) 淨土宗 

の 開祖、 名 は 

_«空0 美 作の 

人、 ^山に 學 

び、 E 十一 11 歳 

の 時阿爾 K 如 

来の 信仰に 人 

り、 一 向專饺 

念 41 宗も 私通 

す。 建瞿ニ 年 

0. 年 八十 

(六) S の 

誤 か。 s-sii 

蔵 原 通憲の 子， 

BS に * 家し =1 


^養^たざる とき は 義理 單薄 にして、 事と 道と 相 隔たる。 故に 只 だ德^ なり。 德盛 

なるとき は 胸中 滯礙 なく、 左右 その 源に 逢 ひ 沛然と して 餘裕 あり。 故に 隣 あるな り。 

一 0 五 專 修念佛 のこと 

1 然 上人 へ 高 野の 明辨對 面の 時、 「本心 を 正して 名 號を唱 へ ん とすれ ども、 心 修まり 

it や 

難く、 動 も す れ ば 他念 生ず. 一と 申されければ、 「責方 の處 より われ 等の 宅へ 御出でに、 

道々 にて 色々 の 事 を 思 ひ 無量の もの を 見れ ども、 元 志 厚ければ 至るな り。 その 如く 心 

を 修めて と 一 K はば、 &量 を 絕す る は 六 根 を絕た ざれば 成らざる こと な り 。 六 根を絕 ち 

棄 てて とならば、 今生に ての 修行 は 成る まじく 候。 唯だ專 修念佛 のみ」 と 申されけ る 

と 云々。 

法然 四十 三歲の 時、 それまで 一切 經 を五遍 まで 繰り たれ ども、 自力の こと は 格別な 

り、 他力 は 念佛に 過ぎざる なり。 念 佛を味 ひ 見る は 誤な り。 唯だ專 修念佛 すれば、 至 

か がく ことわ 9 

らぬ 者まで 皆 往生 を遂 ぐるな り。 右眢下 學の理 面白し。 
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玲 . iife を修 

め、 高野山に 

て 釜： ^行す。 

然として 

法然 の敎 にさ 
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^し、 E 灭上 

寺に て 法^に 

<■ してよ b2E 

する こ と 

に 篤く. 法き 

In: 寂す る やそ 

0*^1; を 首に 

か け で 瞳 さ VC 

りきと い.. -。 

^應ニ 年袞、 

年 八十 三 

( | )  SS 

Btt 第三 十七 

章に 「子 曰 は 

く， 天 も怨- ひ 

す、 人^ 尤め 

T. 下 * して 

上ます。 我れ 

つ-お V 一 もの は 

天 か」 と 出， つ。 

下 事 上 S と tt* 

下， 卑近の 人 

Is* を て^ 

て 上， SK な 

る： 大释 一 を 

して： 大道と 1 

&す るに： 十- /- 
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一 O 六實用 

へへ や- -, ちん  よ や 

竹ん^ 術の 作法 も、 當時は 皆 名聞 多く^ 行り、 上手に たりて 師 となる を 好む 故に、 

實は少 きなり。 古 は 具足 を 若、 鐵の面 を あてて、 思 ふ 如くに 勝負 をして、 負けぬ 听 

まで 致 十 故に、 見事た る 所は少 くて、 唯 だ 用事になる なり。 近世 は 皆 仕組み 兵法に て 

ぉ〇 用に 立つ ところ 少く、 外より 見て 見事なる やうに 致せるな り。 文 學諸藝 唯 わが 實 

fr と 

巧 を； 兀 し-して 修養せ ざれば、 必ず 外の ためにた る こと 多き なり。 

一 o 七 下學 上達 

构 生^馬 守 劍術妙 を 得 たれ ども、 門人に さほどの 上手 これな し。 これ は その 身 n 一十 

年 四十 年下^して 微妙の 實理を 得た る を， 前^: の 下學を 忘れて- 今日當 然の妙 理を至 

極せ る 心 を、 門人に 敎 へんと する 故な り。 下學 して 上達す と は 聖人の 語たり。 ヒ達し 

て は 必ず 下學を 忘れて、 上達 徵 妙の 理を^ 說す るの 心 多き 故に- 下學を 勤め 得 ざろ も 

のた" 。 唯 だ 人 は 低く 學問を 致して 理を 連々 修養す るに 過ぎざる のみ。 

xn^u  く 大事 極意と いふ こと も 下學 して 後に これ ある ことなる を- 下學 の 功 を^ 


錄 2 年 正道す ft  二 矩 2  ：: 
の 5 七 保 指 。へ 子 に I 
名 十三 南衮 《1 ° 京 
た s 六 年: たた 生家 si 名 
ら意 歿 りの を康の は 

ん H      、        d  , こ あ： K 


まずして これ を 願 ふが 故に、 壁の 下塗り をせ ずに 上塗り を 十る が 如くして、 當分兑 事 

たる 如く たれ ども、 塗り 色まで よくて まことに 訖り 見れば、 皆 土 落つ るな り。 人の 所 

望に より 願に よりて、 に相傳 致しても 役に立たず。 故に 法 心淸江 水まで 相傳し 

て も、 素人に 討た るる こと ありと 云 ふなり。  , 

10 八胎敎 (一) 

人の 心 程 移りよ きもの は あらず。 善惡に 就き 邪心に つき 憂に つき 樂 にっき、 時々 に 

皆 移る ものな り。 よく/ \ 心得べ し。 しかれば 胎教 さへ あれば， 幼少の 時より 善に 慣 

るる 如く 致 さず して は 叶 ふ ベ か ら ざ る な り 。 

(5 宽文元  一 o 九 石 谷 三 空 

^門 lm お 月廿 三日、 招 谷 三 空が 宅に 至りぬ。 あらま ほしき 翻 谷に 方丈の 窒を 構へ、 向 ふに 

0§i 彌陀の 三 尊 を 安置し、 僅に 四疊 半の 內に鐘 鼓 を 懸け、 燈明を 揭げて 凡俗 を 避く。 邪路 

休. Bx-it- に 仕 \  お^ 

； ^門？^ を 絶ちて さながら 九泉の 淨 土に 坐す るが 如く、 兑 るより 心も穩 しく きけば L やまし 

山^ 隨筆  三 四 五 
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に 信 實も增 しぬ ベ し。 內に 沙彌の 某と て 今年 は 十三なる が 白き 木綿の 榲袍 にん y ち 着 

しょ b みやう  むつ どき 

て 他念な く稱 名を唱 ふ。 座の 上に 大 なる 時計 を 掛け 置きて 六 時 を-つたせ、 その かね 

の 音に 驚かされて、， 彌> 今日の 日の 暮れ行く を 驚きて まどろむ 間もなく、 鑌 打ちた た 

き、 今 H の 時間の 無常 を觀 ずるな り。 予、 彼の 窒に 入りて これ を H 儿て、 まことに 斯く 

こそ あらま ほしき ことなれ。 三 空 號はナ 介、 その 身 病 者に して 右手の 叶 ひ 難く、 武役 

I  ひたすら 

の f め 難ければ、 祿を棄 てて 佛 道に 歸 依し、 只管 他力の 修行 をな せり。 この 思 ひ 入り 

まことに 信 實の道 人な り。 この { 至に 至れば ひとへ に 無常迅速の 心の み 生じて、 誰も か 

ご し」 ばかり の 世に 何 を 待つ となく 過ぎ行く ベ きに やと" 歎く ことば かり の しに なれ" 9 

まじ 

かの 童子の 稱名 一遍なる も、 亦 浮世の 妄想に 雜ら はば、 必ず 心 もた ゆべき にや。 武士 

は 武士の 守り 交り 肝要な り。 

一 I  o 仁德は 上に あるべ し 

知 惠才覺 ある もの を 上に して、 下に 仁 德の者 あれば 仁德 必ず 秀でざる ものな り。 ロハ 

だ 仁德を 上に して この 下に 知 惠才覺 あれば、 知 惠才覺 は 使 ひものに なりて 用 所 多く 達 


も n にせつ する  みづ から A へ 9 みる 

するな り。 知 は 接 物の こと、 仁 は 自 反の ことなり。 仁よ リ庾ふ 知 はもの ごとの 

用に 立つな り。 知より 仁 を 使 はんと すれば、 仁 を も 肌に 飾る と 見 こたす 故に、 用 所 足 

ら ざる もめな り。 

一 一 一 將の 言葉 

二)  fs- 百  或る人 云 ふ、 「義經 の 百 首に、 『大將 は 人に ことば を 能く かけて』 と あり。 大將の 人 

首 和^と ぃ丄 

に言 葉 を かけ 給 ふこと を 第 一 とする 心得 如何。」 

に貞享 £ 年に 

".4,?7,.  予云 はく、 言よ く 人 を 感ぜし む。 予 會て步 行して 數里を 行く。 殆ど 草^れけ るに、 

解 も つくり， 

0^ 道の ほとりの 百姓の いへ りけ る は、 「この 人 遠方より 歩み 来る と兑 えたる が、 足の 輕く 

$ 一  卷ぁ. 

ここに 引. 一： る よく 歩む にこ そ」 とい ひける。 この 言葉に 勵 まされて 又 足の 草 臥 を 忘れた る こと あり 

歌の 下句 は.  • 

「つ 目/け きい き。 况ゃ 大將の 一語 一 句、 悉く 士卒の 勢 怯と なる ベければ 甚だ 愼む べき ことなり。 古 

より^ 葉の 幸と 云 ふ * これたり。 

ニニ 世衰ふ 
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f 1 〕  きう ねん 

E1: 一田 氏來 りて 久年 のこと を 語る。 御番を 三十 年に 及びて 勤む ると なり。 予云 はく、 

^g^gr 氏) 

三十 年已 前の 御番 衆の 人柄と、 昨今の 衆の 人柄と 如何 これ ある や。 曰 ふ、 「三十 年 前と 

は 人柄 格^なる 如くな り。」 

予：： ： はく、 然 らんこと なり。 三十 年 前と 時代に 變る ところ あり。 故 如何と ならば、 

未だ 中古の 風 を 知りた る 人 多くして、 人柄 これ 又 古より 劣れ ども 猶ほ廢 ると ころな じ。 

それより. 次第に 風俗 惡 しく、 或は 香車 風流に ながれ、 利害の 沙汰に^ して 本性 を 失 十。 

此の 如くな り 行く ところ は 皆 人の 好む 故な り。 それ故に 御 番衆皆 風俗惡 しき 故、 その 

內 にて 桥を勤 むれば、 人柄の 少々 よき も皆惡 しくなる 道理な り。 叉 當代は 人の 父母^ 

^難 を 知らず 格 物せ ざる 故に、 き はめて 子 を敎へ 育つ るの 道理 もく らし。 この 故に 三 

卜 年 以前と は、 人柄 次第に 惡 しくなる べきな り。 

一 一 一二 幼 主の 輔導 

或る人 問 ふ、 「幼 主 を 守り 立つ るの 法 如何して 可な らん や。 予の 主君 幼少なる にっき、 

刖ち予 の 阿兄 評定の 人 衆に 加 座し、 幼 主 輔佐の 義を 勤む。 故に 一 冊 を 以て これに 與ふ" 


その 言に 曰 ふ、 大方の 人 は 幼少の 中は敎 はこれ なき 様に 致し、 我がままに 育て 守^ 母 

の 吟味 もな く、 もの 眞似 など 仕り 慰め 申 十 者 を、 能き 子の 相手と 相 付けられ 候。 誠に 

淺間 しき ことに 候。 人の 善 惡は氣 質の 生れ 付と は 申し 乍ら、 大方 は 守 乳母 • 友 などの 

行跡の 善惡 によって、 何時と なく 見習 ひ 聞 習 ひ、 善に も惡 にもなる ものな り。 はかな 

き 御手す さみ も 道 ある ことの 眞似を 被 レ遊候 やうに 勒め 奉り、 必ず 當^ の 御 慰み と號 

し， 御意に 入り 奉らん とて、 かりそめの 御咄 にも 僞 語の 笑 を 好み、 拙き こと を 堅く 申 

上げず、 御大 人の 法 を 專らに 仕り、 少しも 不義 無道の 儀 をば 耳 R を ひそめ 嫌 ひ 候て 御 

目 に 懸け 矣 やうに、 能々 申 上 げらるべく 宾。 叉 御作 法 正しく 育て 申しても、 少しも 氣 

色の そこな ひに は 罷り 成らざる ものに 候。 人間の 本性 は 善に して、 自然に 禮 儀の 方へ 

つき 申 候 間、 御行 儀の 正しき 方へ 引 入れ 申せば、 水 を 低き 所へ 流す が 如く、 順にて 候 

如何にも 御 性 心の 御 養生の 根本に て 候。 御行 儀惡 しく 拙き 方へ 引 入れ 申 候 は、 表 は 御 

氣散じ 御 養生に も 近き 樣に相 見え 候へ ども、 水 を 打ちた たき 山へ 登せ 申す 如く、 逆に 

て 候。 御 不養生の 第一 にて 候。 その t 御大 人 御子の 病ませら るる は、 御馳走 足らず 候 

て は 病ませられず 候。 餘り 馳走 過ぎ 候てば かり 煩 はせられ 候 云々。 

山 鹿隨輋  三 四 九 


山 鹿隨肇  三 五 〇 

む、) 武^ 師云 はく、 来書の 言 その 理に 當れ るが 如しと 雖も、 唯 その 本 を 知らず して その 枝葉 

ffl? せら ^ •  \  も  くわく くリ ft> 

将ポ となり \ を 論ず。 昔より 幼 主 を 輔佐す る こと は、 異朝に は 周 公の 成 王 を 守り立て、 霍 光が^の 

その 通 詔 も受  (5 か. g ら  (三) 

直 帝 を 輔佐せ しためし" 本朝に は 大伴金 村が 行跡、 細 川 常久の 作法、 皆 人の 知る し-こ 

め，、^ い た更 ろな り。 これ 等 は 輔佐の 任 その 人に 當れ ばな り。 たと へば 輔任 その 人に 非ず とても、 

に宜帝 を 立て 

れ | み： 攝す。 ^か^ 主より^ しく 育てて 國家 の 害の 出で 來る 如くと 思 ふこ ふ- は- 亂臣 賊子の； や： れる 

"い^て s は ならでは ある まじければ、 何れ とても 君 を 堯舜に 致し、 明君 賢 將に備 はらせ 給 はんこ 

f-:)  ^S.A と を 願^ぬ 輔佐 は あるべからず。 しかれば 帝王の 座敷に は 帝鑑の 圖を寫 し- 賢^の 嘷 

ふグ 後 由 Hi 太  -、 gn 

^0 子 を 立て、 H に 見 給 ふところより、 古の 明君の 作法 を敎 へ、 耳に 鄭聲淫 渙の聲 を 制し 

そむく、 卽ち 

こ.；^ 誅 L て て 聞く こと を 正し、 昵 近蜃從 の 人に は-正直 仁慈の 人 を 撰み 袷 ふが 如くなる とい へど も、 

-£.s 太子 も 位に  / 

奉り，^ 多く は その 人 柔緩惴 弱に 陷り 剛勵 忿怒の 禍 をな 十 こと 多き ものな り。 されば 近 の臣 

(ill) S 可 l_R  お ち め 〔と 

I の韩 あな b、 一 卜 徇^: ^母に よき 人 を 撰み、 善事 をのべ て 心 を 善に 入れよ と^ふ は、 古よりの 事に し 

名 は賴， NT 人 

| れて常 えと て、 、ゼ. ず その 如くなら ざると ころ は、 敎 ふるに 失 を 知らず 言に 本 を 知らざる が 故な り.。 

^0  一 、 予が 案。 幼 主 を 輔佐す る こと は、 唯 その 主の 氣の發 動 を 知りて、 やれ を 導く に 

の HG 音樂、 

めて 淫 0 な  あり。 しかりと て 明君 賢將 のこと を 言 は ざれと 云 ふに は あらず。 言動み な F; 事に 至 


り 給 ふための 道端 なれば、 これ も 皆 可な り。 しかれ ども これにて 幼 主の よくな り 給 

はんと 云 ふに は あらざる なり。 

二、 君の 長る る 臣下 を 立て 置きて、 この 者の 諫言 を 奉り、 その 氣發 動に 從 つて 諫を. 

行 ふごと く あるべし。 所謂 內事 外事 あり。 內事を 住ず る 者と 外事 を 任ずる 者と あり。 

これ をつ り 合の 臣下と いふべ し。 

三、 下の 情 をよ く 知り 給 ふごと く 仕るべく、 家 は 一身より 事 多し。 國は 家より 事 多 

く、 天下 は萬璣 なり。 上よ く 下の 情に 通ぜ ば、 稼穡の 艱難 を 知る 故に 能，、 物々 に 通 

ず。 

四、 守^ 母 を 撰む こと は、 血筋 を 正し 人柄 を考 ふること 勿論の ことなり。 その上- i 

守 乳母に 殘らず 善人 あるべき にも あら ざれば、 これ を 叉 正す 家老 職の 人 ありて、 幼 

主の 言行 を 一 々に 心に とめ 置きて、 その 發動を 以て 氣味を 計るべき ことなり。 

五、 外より 入る こと は 皆 敎と云 ふべき ものに て、 感動せ ざる ものたり。 內 より 出づ 

る もの は その 主の 本性 なれば、 このところ を 探して、 よく 感 通せし むる 如くすべき 

ことなり。 

山 鹿隨筆  三 五 一 


. ^鹿隨 擎  三 五 二 

又 行儀 を 正し くす る を 養生 た り と い ふ こ と最 も その 誤な り。 養生 は 卬： 伸 十 る を 以 て 

(一) 前 出、 養生と す。 天地の 長久なる 听以、 晝夜の 行 はるる ところな り。 水の 譬 尤もなる に似て 

水 をう ちお お 

お" ト登 せる 叉 誤な り。 人の 性 は 善へ は 行く ものな り、 悪へ は 行かざる ものな りと 云 ふの たと へに 

は 可な り。 養生の たと へ を 類すべからざる なり。 

來 書に、 「今の 人强く 戒め ざれば、 必ず 墮 落す。 故に 幼 主 を 輔佐の 義强き を よしと 

す」 と 云々。 

つよき よわき 

予云 はく、 强は 弱の 伏す ると ころな り。 至って^ければ その 下に 寒 伏 十。 故に 土用 

の磬氣 は その あとに 秋冷の 肅 殺の 伏す るな り。 晝と 云へば 晚の氣 を 伏す。 必ず 强 くと 

1K はば、 その 人に 依っての 激した る 言 は 格別な り、 今の 世の 人に 激す るし」^ ふ は、 あ 

て どもな く廣き 言な り。 結局 强 きこと を 聞いて、 人 は 道に 遠ざかる ものな り.。 只 その 

位に よるべ きこと なり。 

來 書に 曰 ふ、 「二六時中 御 忠節の 儀に 御 心 を 染め 浸され、 毛頭 自分の 利害の 御身 持、 

私の 外聞に 拘ら せられず、 御 忠節の 道に は 人の 賞め 謗りに も 御 一 命に も相替 へられ 間 

敷と、 なるほど 深く 思 召 入られ 候 事 根本に 候。 左 樣に& < はば、 卸 爲の儀 如何程 も f. 分 


0 一) 鋼田 正 

0.  士 民の 窮 

乏も拔 はん 爲 


I. 命 も 待た 

す 1- て 急に お 

倉に 遠る。 li. ム 

平 伊豆守 これ 

も K じて 狂者 

となし、 正き n 

IB 流に 處す 


別 に 罷出づ ベ く 候。 無道 に て 大機 ばかり 御 忠節の やうに て、 枝^ に 入ら ざ る の 御 吟味 

たてな ど 成され 候ても、 實は 少しも 御 爲に罷 成 間 敷 候 事」 と。 

予云 はく、 「こ の 一 段不 深切な り。 伹し 忠節と 云 ふ もの は、 言 ふに は 人 毎に 云 へ ども- 

何事 を 云 ふと は 知れざる ものな り。 自分の 利害に 構 はざる 外聞に 拘ら ざる 人の 毀馨" に 

も、 一命に も 代へ まじき と 思 ふ。 誰々 も 主人へ はこの 心なる ベ けれども、 その 事理 を 

究めざる 時 は 自分の 利害に 構 はぬ もの は、 申 度き 儘 を 申して 人に 當る こと 多く、 人 を 

そこな ふこと ある ものな り。 外聞に 搆は ぬと 云 ひて、 人の 嘲リ 畢竟 主人の 爲 によから 

ぬ こと を 致す もの ある ものな り。 利害 毀譽は 命より 輕し、 一命 は 至って 重し。 人の 行 

跡の 善惡忠 不忠 は、 利害 毀譽 この 問の 用捨に よる ことなり。 故に 利害 毀譽 をば 道 を 行 

くの 端と す。 これに 就いて さまん- \品 々の 惑 も あり、 悟 も ある ものな り。 入らざる：^ 

葉の 事と 一 K ふ も、 何事 を 枝葉と せんや。 技 葉 は 本 を 知らず して 見えに くきこと なり。 

ごろ (二 ) 

近 比 佐 倉 城主 堀 田 氏 利害 を 捨てたり と 云 はんや。 一命 を 惜しまず と 云 はんや。 毀譽 

に 構 はずと 云 はんや。 


鹿隨^ 


.2 鹿隨擎  一 一一 五 四 

一 一 四 直の 說 

來 書に 曰 ふ、 「直と 云 ふ はすな ほ、 鬼に &: に隱す ことなき を 云 ふべ し。 人の 隱す こと 

の ある は 皆 內に讒 曲の 心 ある 故な り。 何 ごと にても 隱す とならば、 その 人の 心中 し 

景： ら るる ことなり。 天地の 如く！ 1： 月の 如くに して、 かくる ると ころな きこ そ 直とい ふ 

ベ けれ」 と。 

この 說、 直の 一字 をよ く說き 似せた るが 如くに して、 又 本 を 知らざる ところ. あり。 

かくすと ころ あらば、 讒 曲の 心と 云 ひ、 犬 地 日月の 如くと いふ こと、 相通ぜ ざるな り。 

現 はるる もの には隱 すと い ふこと ある ものな り。 隱す ことと 顯 はるる ことと は 相對す 

る ものな り。 地は顯 はれ 犬 は 隱れ、 un は 明かに 月 は 暗く、 ，は 明かに 夜 は 暗し。 これ 

明 喑隱顯 の あると ころな り。 されば 孔子 も 「わが 黨の 直なる 者 は 父 かくし 子 かくして 

直 その 內 にあり」 と 云へ り。 父子 は 天性の 常にして、 惡 事の ある を 笑止に 思 ひ 歎 かし 

く 思 ふ は、 すなほなる ところなる を、 直 はかくさぬ ものなる と 云 ふところの 二念 出で、 

これ を露顯 する はこれ 姦 曲の 生ずる ところに あらず や。 かくの 如きと ころ 學 者の 深く 

思 ふべき ことなり。   


一一 五 胎教 (二) 

或る人の 曰 ふ、 「古の 眙敎 とい ふこと は ある ことに や」 と。 

予云 はく、 眙 敎と云 ふ は 出生 致さざる 已 前より 敎 ふること なり。 天下の 萬 事^ 敎ょ 

り 出で ざる ことなし。 內 習內閱 して 而る 後に その 事 をた す は、 皆 胎教-三 K ふ ものな り 

と 知る ベ きなり。 

I 一  六 勇士と 謀略 

(二 ) 

(二)  W 良 親  大塔宮 • 義經 . 義貞に 附霉の 武臣 皆 一 致な り.。 專ら 勇に して 謀臣に あらざる たり。 

王 

故に 死期 皆 一 類たり。 

• 主人へ 追 腹 を 致し 一 命を棄 つる 者 あれ ども、 主君へ 諫言 を 奉り 忠死カ 者 少きは 如何 

にと 云 ふに、 大方 勇 は あれ ども 忠 のな きか、 知の なき 所より 起るな り。 


山 ^随^  1 一一 五 五 


鹿^  $ 


第四卷 


扱 話 類 集 本 全 3)  f 文 .4 後 | 


寬文 元年 

八月 上句 


二) 孫子 始 

； KSI に 七つ を 

あげて、 そ の 

始に 「^孰れ 

か 道 ある、 將 

孰れ か 能 ある、 

云 *」 

も 指す 


I ものの 上手 

上手 は 惣體の 入る ところに て は惣體 をよ くし、 ー體 のよ きと ころに て は 一 體を よく 

す。 例へば 上 筆の 畫師の 山 を 一 つ 描きて は、 -山 ばかり 兌 事なる 如くに 描き、 (或は) 山 

一 つ 兌て は 見所な けれども、 惣體を 以て 見れば 姿ぶ りの 見事なる と 云 ふが 如くな り。 

惣體を 見る に は 細かに は 見えざる もの 故に、 山 を 兌、 水 を兑て も、 山 遠 水 長の 體ば 

かりなり.。 山 一 つ を 見る に は 山 を 近く 見る 故に、 必ず 山 を こまやかに 畫く なり。 

右の 如く 合戰 も愁體 をよ く 見合す ると、 又 一 所々 々を考 ふるとの 心得 ある ことなり- 

人の 質に よって 悠體 をよ くす ると、 ー體を こまかに すると あり。 一 體 をよ くす るに は 

小事 を與 へ、 悠體 をよ くす るに は 大事 を 任ず。 例へば 孫子の 七 計に、 主に は 道 を 論じ、 


將には 能 を 論ぜ る と 同意 な り 。 

二 多 辯の 病根 

或る人 問うて 云 ふ、 「われ i 物に 一忙 しかりし が、 近年 大方な ほれり と雖 も、 動 も 十れ 

f 必ず t しく、 言 はずして 可なる こと も 云 ふ、 故に. 下に は その 少しのと ころ 大いに 當 

る。 この 病 を 治す る ことなり 難し。 この 病の 科 いづく にか ある」 と。 予云 はく、 その 

志 深切なら ば その 根 は 知るべし。 自分に 內を 省みて、 何方が その 病根 ぞ。 

問 ふ 人 云 ふ、 「唯よ くせんと 恩 ふが 病と S ふなり。 苦しから ざる ことまで も、 よく 

(とりな) して 人に 見せ 度く 思 ふが 病根 か。.」 予云 はく、 人の 見ず 聞かざる ことに も少 

し は 銳氣は あるべき なれば、 必ず 善くし 度く 思 ふが 病根と も 云 ひ 難し。 唯 だ是を 立つ 

ると ころより この 病 多し。 

三 民 兵 

處の大 守の 用 ひやう によって、 百姓 町人 皆兵 民と なる 仕 入 あるべき ことなり 常の 

山 ^  i 章  一二 五 ィ 


-  山^ 隨^  一二 五八 

お はし 心得べ L。 それと は 山屮に は獵を 許し、 川 狩 を 許し、 處には 社 を^け て 流鏑馬 

かけ まと 

を 射させ、 神事に ことよせて 祭禮 を；： 小し、 懸的を 立て、 鐵砲を 打た すべし。 これ 一 月 

に^  • 十五 • 卄 八日の 三禮 日、 义は 八幡 • 明 神の 緣日 等に こと をよ せ、 相撲 を とらせ 

金 鼓 をつ りて こと をな す。 これ 皆 農兵と 一： ム ふの 法に あらん か。 古人の 處々 に 神社 をな 

十 類、 皆 この 心得なる べし。 心？ むべき なり。 

. 四 眞 實 

或る人 主君 先^の 廟へ參 のこと， 手前の 用事に よって 遲々 に 及びければ、 予：： ムは 

く、 參詣 致さざる も 1： 意な り。 人の 實は 無人への つとめ 先祖への 心 人れ を 以て 木と す。 

( 一 )  とほ. 4.- 

^第 H 鄉 終 を 愼み遠 を 追 ふ 時 は、 ^の德 厚き に^! すると はこの 心得な り。 人の 眞實 はこの 時 こ 

. , そ顯 はるる ものな り。 世の中 を 見る に、 亡き人 先祖 主君の こと も、 その 當座は 切^ 遁 

： 、 t」 ， ，  ゝ * す， .  あだ 

i など 畫夜 もな く 眉ひ緣 ぼる 者 も あれ ど、 後に は 皆 仇し ごとと なりて、 その 時に 包 

ひし こと も 皆 入らざる ことなりし など 思 ふ は、 世の中の 人の 心なり。 その 主人 その 先 

祖へ は、 その 主君の ありし 時の 如く 勒 めて こそ 眞實 なれ。 その 勤 おろそか にて は 使^: 


司^な るべ きこ」 一な り 


(二)  f 兀 

年 八 M 


8 舊 s» 

政 篇第九 章 

S 同 第 十 

章に、 子 曰、 

親， 1 其 所 

P 其き 由、 

察-其 所 P 安、 

人^ .i^s と あ 

り 

(五) 同 第 十 

五 章に 出づ 


五 人情 

予 省 (t 一  曰娃の 忌に て 引 籠り 居た るに、 或る人の 云 ふ、 一. 幼少の 義 なれば 愁傷 は あ 

る まじき」 と。 予云 はく、 人の 愁傷 は畏 短大 小に よって 變る ベから ず。 その 誠 は 同意 

たるべし。 愛 を 思 ひ 情に 泥む は 人の 氣 により 情に よっての ことたり。 その 忌 喪 は皆大 

理の 信實の 道理 なれば、 少しも 變り あるべからざる なり 

或る人の 曰 ふ、 r 尤もな り。 幼少の 者 をば" 一と 入 惜しむべき ことなり。 年月 も經 ざる 程 

に 老人より はこと に 傷むべき ことなりと 世に 云 ふ 人の あり」 と 云 ふ。 予云 はく これ 

又 s 口にして 信 實 にあらざる なり 


六 聖 言 (一) 


一一 一) イチ > A  • つ"： ) 

退 而省ニ 其お 一 と あ 


孔子 も 顏囘を 見 給 ふ 

I) 觀 察と あり。 l!kmi。 當 時の 學者皆 學んで 恩 はざる た 
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の 所 深き 心得な り。 則ち その 次」 

。 學 ぶと 云 ふ 

一一 一 五 九 


格 is 修 治つ 
物 意身國 じ 
%  •  •  • 

い 致 正齊明 
ふ 知 心 家 w 
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(一 1 ウテ レバ パ チ アヤ フシ 

思 はざる 時 は理に 暗くな りて 叶 はざる ことなり。 思 而不， 學則 殆。 今の 禪^ は 志ば か 

り ありて 學 なきの 人、 皆 これたり。 

七 聖 言 (二) 

火學の 明徳の 章に 於て、 予 初め 民 を 以て 四 箴と爲 し視聽 言動と 爲す、 これ を 常に 疎 

にして 勒 めざる 故に、 わが 身に 於て 親しき ところ を も 知らざる なり。 然れば 視聽： 百 動 

の 問に. 於て 親しみの 出づる 如く 戒 むる を 親 民と いふ。 心 は 主な り。 四箴は 民な り。 故 

に 心より はれば 四 支 は臣と 見て 民な り と あれば、 明德を 明かに する はこ の §； つの もの 

f を 親と 見て 近く 身に 取りての 愛用な りと 思 へり。 然れ ども 明德を 明かに 致す の 法 は 八 

條：： ： に その 品 を あげ 置きた るに て こと 委しく 定まれり。 然れば 明德は G 已心 上の 工夫、 

親 民 は 天下の 萬 物 を 親しむ ところの 工夫、 明德は 0、 親 民 は 他な り。 GI 他 共に 只 だ 至 

善に 止まる にあるべし。 先の 說は 細かに 入り 外なる 說 になり て奇 註と 云 ふべ し。 近代 

明朝の 儒者の 思 入れ これに 同じき なり。 又 云 ふ、 明徳の 明 は 則ち 智 なり。 (sslf) 


A 法界に まかす る こと 

二： 一) 

i) 天台 京  阒頓者 の 內に瘃 を 法界に 懸，： b てと あり。 これ は 物 ごと を 巧み 設けた る こと は、 皆 か 

の 人々 を 云 ふ、 

00 はる ものな り、 唯 だ 法界へ 任せ 置く 時 は、 物々 皆 成就 するとい ふこと なり。 

今 案ずる に、 例へば 此處に 竹を植 うべき に、 竹を楨 ゑず とも 法界の 理 なれば、 自然 

と 生 ゆる こと あるべき とすつ る、 これ を 法界に 任せて と 思 ふ は 人々 の 誤な り。 かくの 

如き こ と に 思 ひ 違 ふること ありて は、 理 の^に たる こ と 多き も のな り。 

九 修練と 工夫  - 

諸 役人 御用 人、 共に 一 日 城に 詰め 屋敷に 詰めて、 宿へ 歸れば 皆 休息 を 願 ひ 遊 佚 を 好 

みて、 その 曰/ \ のこと をば 行き 當り 次第に 致して、 前方の 工夫 更にな し。 故に 修練 

はなくな りて 皆智の 不足 多し。 されば 事々 の 役人 その 夜/ \ に 出で 合 ひて、 明日の 御 

,  用 を 調べ、 今日の 御用 を 調べ、 改めて こと をな さば、 日に 三省す るの 道理、 故に 國家 

の 用事 も 怠りなく、 智惠も 修練 致し、 物に 落度 は ある まじき なり。 古の 賢し き 人 は 皆 

かくの 如くに ありし 故に、 一事と して 誤な く 仕 損ず る ことのな かりし なり。 當時は 皆 
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m 鹿隨鼙  一一！ 六 二 

さし 當 りて そのこと を 柳き たす 故に、 練れた ると ころ は 一箇 處も たく、 唯 だ 常 分の 埒 

K  ばかり あくな り。 故に 火事 出で 來 りて 俄に 火 消番を 置き土 f を 築く。 北よりか くる 罜 

にと て 北にば かり 致し、 又 南よりか くると て义 南へ 土 井 をつ くごと くな り。 物に當 り 

て は その わざ を 一色 づっ 致す。 これ 皆 前 かたより 内より 工夫 俊 練の なきな なり。 ， まに 

火 小 あり、 事に 樣々 あり。 役義に 色々 あれ ども、 かくの 如き 心掛 なきはは、 阔 も 治ま 

ら ず、 家も齊 ほるべからざる ことなり。 

明^ 光^が 信 長 を 害せし は 人臣の^、 信に 三 族從類 をば 獄門に かけて 末世の；： 小し と 

も 仕るべき ことなり。 又 人君の 爲 にも 末代 迄の 戏 なり。 明智 後の 取.^ の 者 も、 ^長の 

だ 4f^s 如く 澳芥の あ ひしら ひに て は、 必ず かやう の 事の あると 思 ふ は、 孟子^ S£ あき- 寇 

亂； と W ふに 相應 すべきな り。 

視レ^ 如，， 寇 

鶴 一」 をい ふ 

二 心 (一〕 


或る人の 曰 ふ 、「心 は 本 喜 もた く 憂 もな し、 これ 心の 本體 なり。 されば 古 も 無 喜 亦 無 

憂と 云へ り」 と。 予云 はく、 心 何の 時 か 喜 もな く 叉 憂な きも のぞ。 心の 體 何の 時か然 

るが 如くなる。 或る人 曰 ふ、 「今日 無事の 心 何の 喜 か ある。 何の 憂 か ある。」 予云 はく、 

今日の 心 喜な く 憂な きものな ら ば、 愛 ふべ き こ と 喜ぶ ベ き こ と來ら ざるな り。 ，町、 モ こ 

の 心 喜たく^ なしと 云 へ ば大ぃ に 誤れり。 又 喜 ありお ありと 云 へ ば 又 これ 凡 情に して、 

聖人の 性に 非ず。 この間に 於て 了簡 あるべ き ことなり。 

徒然 草  一二 形と 心 

に 出， つ 

^.^^  町人 • 百姓 -侍 もとは 同じ 人間 たれ ども、 その 位に 入れば その 心になる ものな り。 

+1 人と 稱す。  -  けんかう (111) 

大-: 役 及 人心 は 時々 に 移り 替る 者な り。 されば 兼 ！i が 「^を 取れば 物 書く こと を 思 ふ 一 と 云へ 

「てさん 1 ぶ  げ -ー とわ 5  (《n  (さ 

る、 實に 道理たり。 石 谷 土 入 島 原へ 行きし 時、 久しき 小者 を 侍に 致して 連れられ しに、 

なり、 ぁ 誠 を 

ば义 十 ，：：： 者 ども 皆 逃げ 散りし に、 かの：^: にたりし 者 は 逃げ 散ら ざり しとな り。 又 ある 人の.^ 

1: 年 歿.， 年 七 

^ 島 原 一 姓 その 頃まで 前髮を 取らざる 內は 小姓 仲間に て くるひ ものし ける が、 前发を 取りし 後 

揆. 牛^に 從^  , 

せし ま-たり は 同じと ころに て も 狂 ひ戲れ ざり しと ぞ。 

山^ 隨筆  一 一一. 六 一一； 


.E 鹿^ 筆  一一 一六 四 

二-一  ものの あはれ 

^然^に ものの あはれ は舂 なりと い へり。 あはれ と^へ る は 面白き と 云 ふ 首 薬に^ 

れば、 さも ありなん。 若し 感情より いはば 秋 を 以て あはれ なりと すべし。 その 故 は 秋 

は 萬 物の 治まる ところな り。 草木 黄ばみ 落ち、 天地の 氣肅 殺と して 皆 終に 歸す。 ここ 

に 於て 何ぞ 感ぜざる や。 舂夏は 犬 地元 元 文明の 時に して、 人性 寬 仁の 發 すると ころな 

(一) 祭 81 り.。 されば 禮 記に 曰 はく、 霜露旣 降、 君子 履， 之、 必有ニ 伎 愴之心 一 非 二 其 寒 之 謂 一也と 

(二) 同前の 

(っ^き^: * 云へ り •。 さて 又 春 を 見ても の を 感ぜず とに は 非ず。 舂を 見て 物 を 感ずる の 情 出 づるは 

甫 のお 「*: ず-」  2)  一一  へバ  ミナ レプ ゾリ ぶ」 ツ^キ- 

の  破  ^  內に 感ずる もの あれば なり。 これ 又禮 記に、 春、 雨露 旣濡、 君子 艘レ之 必肩 一一 怵惕. N 

- レ.# ち  ン -1 ン トレ プ  二 11)  そそ 

で 心 一 如 レ將こ 見" 之と 云へ り。 叉 時に 感じて は 花に も 淚を娥 ぐと：： ム へ り。 然る を 何とな 

i レ 心。妤 火  (力)  ： 。 

^..-iw  く 春 を あはれ とい はん は、 一 應 曲節せ るに も あらん か. 

抵= 萬 企？ 白；？？ 

搔《 短。 渾欲 

レ不レ 

I 四 徒然 草 を 評す 

つれん \- やに、 「わが 命 明日 は 必ず 失 はるべ しと 吿げ 知らせた らんに、 今 U の暮 るる 


間 何事 を か 頼み 何事 をか營 まん」 と あり。 兼 好 世の常な きを 感じ、 生死の 來るこ t の 

定 りたき こと を 云 はんとに や。 最も あはれ たり。 但し わが 所見より 云 はば、 生死 は定 

まると ころ、 たと ひわれ 明日 は 失 はると 云へ ども、 今日の 營 むべき ことなすべき こと 

を さし 置きて 明日の 死 を 歎く は、 豈 まことの 道 を 知る 人と 云 はんや。 生死 を晝 夜の 如 

く 思 ふ 人 を こそ、 誠の 道 人と 一： ムふ べき なれば、 當然の 理に從 ひて なすべき こと をな し、 

營 むべ き こと を營 む、 これ 眞の 生死 を 知れる 人と 謂 ふべ きなり。 

又 同じと ころに、 一， 飮食 • 便利 . 睡眠 . 言語 • 行步 やむ こと を 得ず して 多くの-時 を 失 

とさ 

ふ. 一と 書け り。 これ 叉 その 心得 はかり 難し。 一時 を も 失 はずに 專 修念佛 せよ との 本意 

にや。 まことに 殊勝なる ことに や。 但し 人間の 世の なら ひ、 飮 食せ ずして は 卟 はず。 

勤む る こと あれば 休息 便利せ ずと いふ ことなし。 例へば 曰々 の晝 夜の 如し。 睡眠 もな 

くて 叶 はぬ ことなり。 語 默動靜 は 有^の 人間 陰陽の 數 なれば、 言語 も 行 牛クも あるべき 

ことなり。 これにて 時 を 失 ふ を 誤と 云 ふ は、 飮食を 斷ち陲 眠 を 止め、 言語 をな さず 行 

歩 を 止めよ と 云 ふなり。 何れも 天地 自然の 道理に して、 又 止む を 得ざる の 道理に して、 

これに (て) 時 を 失 ふと 云 ふ もの に は あらざる たり。 入らざる 言 を 云 ひ、 行く ベ から ざ 
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る 所に 行き、 勤むべき ところ を 便利 睡眠せば、 皆 入らざる ことに 時 を 失" と^ふ V し0 

かくの 如き こと 世人 思 ひ 誤りな ば、 この 敎 皆寂靜 無人 場 を まし と 心得、 偏に 無常 迅坐 

と觀 ずるに 至り て、 世の 敎 となる ベ からざる なり。 

一 五 庭木の 話 

(先)  -M* 

さいつ 頃 ある 人の 庭に 入りて； ければ、 その 庭に あらゆる 木 ども、 皆 乍り^ めて え 

も^はれ ぬ 如く 見事に、 枝の 出し 樣、 葉の 出様、 皆 一 ふり をな してけ る。 亭主 を 尊ね 

て 、「これ は 如何せば 此の 如くな りぬ る こと ぞ、 わが 身な どの 庭木 ども も、 枝 を 橈め 葉 

を 裁れ ども. 伺と して この 庭の せめて 一本に 似た る さへ なき こと は」 L, 尊ね ければ、 

亭主の いひけ る は 、「この 木 をた め 葉 を 直す こと、 一 朝 一 夕の 故に は 侍らぬな り。 夙に 

よは 

起き 夜に 寢 ねても、 一 技の ふり をな ほし、 一 葉の 出づ るを改 むる。 かくの 如くに 日々 

積り て 後に 木 かくの 如くなる なり。 世の 人の 木 を 矯め 作る に は、 一 曰 一に 技 を 曲げ^ を 

つけ 石 をつ けな ど 致す 故に、 木 も 痛み 枝 も 折れつべく なり。 例へば 思 ふ 如くに 配み た 

る も あれ ども、 枝 痛む 故に 葉の 色 も 悪しく 快から ぬな り。 さてし も浥 えず 直さ、 ま 後々 


( 一 ) 古文 s 

e  子 厚の 文 

なり" 身 病身 

にして 鴕の如 

しとて 掉名 4 

そ の *4 まに 自 

ら名 とし、 長 

安城の 西に 住 

*< ひし. 入ォ的 

種 もな り： 

士人 これに 傚 

へ ども 及ぶ も 

のな し。 その 

主と すると こ 

ろ は捃 木の： 大 

せ % 育つ るに 


の理も ra- 

治 道 を 悟： 

いふ 

(二〕 

窒 


十八 


は 思 ふ 儘 にもなる ベ けれども、 一度 急に 直して は、 又. T 日も^  U も 乃至 五十 U3 1 ハ， 

も その 儘 さし 置きて、 叉 思 ひ 出せる 時に 右の 如く 致す 故に、 木の ふりの 兌 事になる ベ 

きこと なし。 春より 夏、 夏より 秋まで、 枝の 直る 時 あり 節 あり。 葉の 出 づる折 あり、 

植ゑ かゆる 時 あり。 人の 致す わざ ありて、 連々 になす 故に、 木 も 自ら 風情 を ものす る 

( 一 ) くわく たく だ 

なり 一 と 語りき。 予 門人に 示して 曰 はく、 種樹郭 食. 駝傳の 文 は 古文 眞寶に 出で たり。 

小 子 こ れを 記して よく 今日の 勤に 致すべし と 云々。 

ニハ 政の 要 

凡そ 天下の 事 何事 にても 事 を 一色に せば、 その 事の 分數 細かなら ざれば、 必ず その 

事に 就い て 姦人 出で 來る 者な り。 故に： 大 下の 政 は 只 だ 事 を 起さざる を 以て 本と 爲す。 

古より 天下の 事 皆 古法 古 禮に從 つ て 新法 新禮を 企てざる とい ふこと これな り。 されば 

中庸に 曰 はく、 非， 一天 子ー不 レ議， 禮、 不， 制い 度、 不， 考， 文、 …… 雖ぃ有 二 其 位 1 苟 無二 其 

德； 不 r. 敢作 二禮^ 1 焉、 雖， 有 二 其德； ^無 M 其 位； 亦不 H 敢作 ニ禮樂 1 焉と。 誠に 禮樂 

征伐 新に 作る こと は、 聖人 君子に 非ず して は 分數 明かなら ず、 明かなら ざれば 姦 曲の 
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(ご SB 

3 中庸 一 一一 

十 章の 諝。 文 

武は 周の 文 王. 

武王 


S 孫 S 

計 篇に將 お^ 

is 仁 承^ 也と 

出，， つ 
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者 これに！： る。 下に 聖人 君子 ありても 上に 天子の 應 ずるなければ 又 立たざる たり。 孔 

二)  01)  かみ  のっと  しも 

子 は 「述べて 作らず」、 「堯舜 を 祖述し、 文武 を 憲章し、 上 は厂、 の 時に 律り、 下 は 水 +; 

に |S る」 と 云 へ り o 

一 七 智と德 

智 • 仁 •  ^にも 智を 以て 先と 爲す。 孫子 も智 • 信 • 仁 •  5^  • 嚴と智 を 先と 爲十。 先 

生 常に 德を 以て 先 1 目と 爲す。 然 らば 智を 先んずる は 誤 か。 

曰 はく、 智 なければ 德を 知らず、 德 なければ 智 正しから ず。 故に 智德は 先 後な し、 

皆 一致な り。 ^し カ行より 云 はば、 ^を 先にし 智を 後に す。 されば 知る ことの 易き に 

あらず、 行 ふこと 惟れ 難しと い へり。 知行より 云 はば 知ら ざれば 行 はれず。 然れ ば^ 

を 以て 初と 爲す となり。 


S 將^ の 

盤な り 


A 政 は棋な 


(Bn こ チ 

凡そ 人君の 政、 譬 へば 盤 上に 棋子を 置く が 如し。 大下阈 家 は 盤 上な り。 政は倂 子な 


り。 これ を 致す は 君ない。 i 右し 政 その 道に 當ら ずば、 棋子を 置く こと その 法に 常ら ざ 

る が^し。 皆む だ 手 多し。 むだ 手 多き 時 は 打つ 者勞 し、 棋子 へり 盤 上 狭く たりて、 智 

者 ありと 雖も その後 如何と もす る ことなし。 先 後 左右 思案し、 事の 來 るべき を 工夫し、 

兼て 設け 豫め行 はるる 時 は 皆 實理に 叶 ふ。 凡そ 事豫 めする 時 は 則ち 立つ。 豫 めせざる 

^ 气 ナ •  •"，、 ， へ、. 

時 は 則ち 廢る。 然ら ざる 時 は 政に むだ 手 多くして、 勞 して 功な きなり。 

一九 司 馬 法 を談ず 

(五)  一六)  (七)  -- 

< 五) 寬文元 十五 日、 南西の 風甚 し。 水 野 藤 三郞來 りて 司 馬 法 を 問 ふ。 「司 馬 法に 不レ 加， 喪と あ 

.牟 十  一 m 

り。 これ は 敵に 喪服 凶災 のこと あらば、 これにと りかけ ざるとの ことなり。 或る人 云 

男  へ 二 ラ 二  ， 

(七) i ふ、 『兵 は 敵の 虛を擊 つに 利 あり』 と。 然るに 不レ加 レ喪不 レ因レ 凶と いふ こと は 如何 あ 

兵書の 名、 武 

お 七 II るべき にや。」 

予云 はく、 戰法を 以て 云 ふ 時 は、 その 機を棄 てずに しかくる に 利 ある こと 勿論な り-。 

大體を 以て 云 ふ 時 は、 無理 をし かけて むごき こと をな して、 只 だ 勝つ ことのみ 好む は、 

伯 者の 兵 にても 至って 下れる ことな"。 仁 は 人の 親しむ ところに して、 仁な く義 なく 
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んば、 百度 戰 つて ぼ 度 勝つ とも、 これ を：： a 用し 難し。 されば 孫子 も戰に 至りて は 兵 は 

にに き f"^. 詭道と- -ム へり。 則ち 司 馬 法の 一正、 意 を 獲ざる とき は 則ち 樣す。 癯は戰 より^ づ」 と 

f ネ 免 1 に ま 

云 ふ はこ こなり.。 日本に て 源 義經ー の& の合戰 に、 二月 四日 は 平家 淸 盛の^:::: なりと 

て 押し寄せず .o これ 仁心の； ム. ：，； りと 太へ り。 とても 勝つべき 戰は 何時 にても 勝つ. なり。 

「喪に 加へ ず、 凶に w らず」 は 仁心の 發 すると ころ、 諸氏の 思 入りの 深き ところに^ 

ず や。 しかれ ども 又 「その 災に 因る」 は、 小に して 大を とりひし ぐの 類の 時の ことな 

二 o 父子の 迸 

五倫の 間を考 ふるに、 夫婦 は 情欲 を 以て 本と 爲十。 本より 他人な り。 君 はは 養 身 を 

以て 本と なす。 これ 又 勢 を 以て 或は 上と なり 或は 下と なる。 朋友 は 他人の 相睦 じきな 

り。 兄弟 は 父子より 起る。 父子の み 欲の 爲 にあらず、 利の 爲 にあらず、 & の爲 にあら 

ず、 天性の 眞實 にして 少しも 文な き 者な り。 故に 父子の 心 をよ く 知りて その 孝に 達す 

れぱ 天下の 廣 きも 自ら 治まる べしと 云へ り。 されば 孝 經に孝 を； お 德 要^と； ム へり。 


ニー  權道 

或る人の 云 ふ、 一 聖人 は 專ら權 道 を 用 ふと 云 へ n  0 所翳權 は 能く 輕重を 計り 考 ふるな 

り。」  . 

ぜ、 予云 はく、 聖人 權道を 用 ひず (叉) 專らに 非ず と は 云 ひ 難し。 その 故 は 至 氣に發 して 

- 0^0, 中る もの は良智 なり、 これ 經 なり。 權は輕 重 を はかる 所の 地な り。 經用 ふべ からざる 

謂= 之 ftf 中 也 

者、 天下 之大 時 則ち 權 なり。 權を用 ふる は 聖人に あら ざれば 當ら ざる こと 多し。 その：^ 丈、 智を以 

本 也、 和 也 者，  4, 

下 之 達 道 也 て 計ら ざ れ ば その 輕重 を 知ら ざれば なり。 

ニニ 智 者 

智を 出す もの をば 必ず 人惡む ものな り。 智惠 だてと 云 ふ もの は 皆 あやまりな"。 人 

は溫 和に しく はたし。 智を 出したがる 者 は 諸人 共に 惡む ものたり。 叉實理 にあらざる 

なり。 
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鹿隨筆 第五 卷 

M  s  ,H 寬文： 年： や： 同 S; 年 前半 

i  B  M  A  W 十一 歲. や； e: 十一 一； 歲 

一 ^成の 

^ 成 赤. 坂の 狨をサ 曰餘り 持ちて、 粮盡 きて 城 を燒き 捨て、 討死の 齓 をして^ きたる 

^、なり 、ム 時の. K に、 「元來 天下の 士卒に 先立ちて 草創の 功 を 志と する 上 は、 節に 當り義 に 臨んで 

p^u こ； 55 * つ 

は、 命 を 惜しむべきに 非ず。 然 りと 雖も 事に 臨んで 懼れ謀 を 好んで 成す はお 士 のす る 

ところな り。 されば 暫く この 城 を 落ちて、 正 成 自害した る體を 敵に 知らせば、 ^1; 勢 

定めて 悅 びて 下向すべし。 下らば 正 成 打って出で、 又 上らば 深山に 引き 入り、 四 五 度 

が 程東阈 勢を惱 ました らんに は、 など 力 屈せ ざらん。 これ 全 レ身亡 ：- 敵の 計略な り」 と。 

^成 忠義の 志 唯だ大 なる^。 世上の 嘲 を 顧みず して、 計 を峋^ の屮に g ら すなり。 

味方 出入の 武略な り。 


案に 肩 大全 大 

Is ほ 


S 荣举の 


朱 子と S 東 莢 

i にて 編せ. L 

も C  、 實に宋 

代 に 於け る 新 

Has 人 E 書の 

^今 ものな h> 


二 正 心 

發見 する もの は 意に して、 意 を 誠にす る は 心なり。 心 は 則ち 理 たり。 これ を 性と^ 

ふなり。 大學に は 意と 心と を 別ち、 書 經には 人心. 道心と 云 ヘリ。 人心 は 意な り。 .K 

(111)  キ ラ ク 

學に意 をば 誠にす と 書け り。 この 誠 は 勿 ニ自欺 一 なり。 心 を 正す と 一 fT へり。 

三 性の 說 

と 

性 は 元 善 なれ ども 人欲 氣禀 によって 濁る。 濁る 時 は 水の 混ぜる が 如く、 澄む 時 を 待 

てば 又 元の 水な り。 この 論 程 チの說 にして 近 思錄の 一 にこれ を 出す。 又 心 は 日月の 如 

く、 人欲 は 浮 雲の 如しと も 云へ り。 この 時 は 日月 はこれ 明白に して、 中間に 浮 雲 あり 

てこれ を蔽 ふと 云へ り。 程 子の 水の 譬は 性と 人欲と 相 混ず るに 比す。 この 論 別な り や * 

予曰 はく、 同 論な り。 曰 H: の 中間に 雲霧 ある を、 人間より 見る 時 は、 曰 月と 雲霧と 

一とより 外見えず。 雲霧 去る を 見れば、 日月 は 元 明白な りと 知られ、 雲霧の 招蔽 へる. 

時 はこの 外に 日月 ありと も 見 ゆべ からざる なり。 水澄めば 元淸 し。 濁れば？ ^じて^ち- 
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(二) 王位 爭 

a の 年 數も省 

きて 大權の 確 

なる 異^ * 期 

として 記せり、 

大き ビ分 に^ 

ら しとして 苦 


攏 せり 

(一 5 孔子 春 

秋の^に 春 王 

正 H: と 記せる 

は、 泉 £- 止； I：？ の 

義 なわ ど、 王 

者大 一 統周 室 

の ^下なる 名 

分 を 重んじて 

^に 王と 記せ 

るたり 

(ご ^の陶 

i ォ ！!s  ^ 著 ニー 

十卷" 元 代の 

法制^び 至 正 

年 問 東 IE の^ 

亂も詳 にし、 

又 訓詁 敷 
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難き と 同じ。 豈 日月と 雲霧と を 分ち て 論ぜん や。 心性 は意氣 によって 成る * 氣. 意 を 

別ちて 外に 心性な し。 氣 濁れば 性 濁り、 氣淸 ければ 心淸 むな り。 

四 わが 阈體の 美 

日本の 風俗 を 異朝に 比すれば 甚だ 善事 多し。 正統 を 違へ ずして 王 代 を 貴ぶ、 これ 第 

一。 臣 として 君を弑 十る の 人 少し。 異朝に は 正統 をみ だり 臣 として 君を弑 する こと 多 

し。 されば 朱 子の 綱目に 止むを得ずして 秦の始 皇廿六 年 を， 4 て 周を繼 ぎ、 漢の 高祖 五 

(111) はる わう つし やうぐ わつ 

年 を 以て泰 を嗣 ぐ。 これ 皆 春秋 春 王 正 月の 心なり。 唐に は 則 天 武氏を 用 ひずして 中 

宗を用 ひたり。 これ 大 一統 を 貴ぶな. 


悴耕錄 正統 

辨に 出づ。 


L。 凡て 二百 

九十 六條 あり 


五 属 浴と 圃土 

或る人 曰 ふ、 「中華 の 人物 風俗 を學 びて こ そ 、本朝に も 分ち. て 知りたり。 然れ ば 中華 

に 增す處 あり とはい ひ 難き か。」 • 

予云 はく、 虱 俗は國 土に つくもの なり。 人間 五倫の 交り は 心 ある 程の もの 皆備 はる 


處 なり。 中華の 書來ら ずして わざ を 知らず とも、 何ぞ その 心の なからん や。 されば 一 

文 不通の 民俗に、 父に 孝 ある 子 あり。 君に 忠 ある 臣 あり。 これ 皆 天性の 良知 良能に し- 

て、  習うて 及ぶ ところに は 非ざる たり。 

六 德知兩 全 

德 ある 人の 天下の 權を 執る と、 知 ある 人の 天下の 權を 執ろ と、 何れ か 可な らん や。 

予云 はく、 何れも 全から ず.。 佤し德 を 以て 治めば、 事の はか ゆかず とも 風俗 正しく 

あつ 

淳 からん。 これ 篤實 なり。 知 を 以てせば 事に 滞る ところな く、 能く 泊まる とも、 風俗 

あや ふ  . 

輕薄 にして 危 からん。 但し 强 ひて 實に 論ぜば、 德 ある 人 は 知 あり、 知 ある 人は德 あり。 

德 ありて 知な き は、 その 德唯だ 篤實 のみ。 知 ありて 德 なき は、 その 知 唯 だ識智 のみ。 

德知實 にある 人は兩 たがら 全 からん。 その 內に 少しの 輕重は あらんに や。 

七 諫 一一 目 

君の 非 を 諸人の 前に あげて 諫 むる は、 大方 名に ついて 致す ところ あるべき か。 子の 
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父へ お め， 君へ 臣の諫 むる は、 時分 あり、 勢 あるべき たり。 直 臣と云 ひ 忠臣と 一 k ふ は， 

別な りと、 古 論 尤もな り。 

A 贫 察 

物の 作法 を 定め 置きても、 これ を 省察す ると ころ あら ざれば、 後より 必ず 破れ 失す 

(修 ™f 力) 

る ものな り。 譬 へば 家 を 造作して 置きて、 破損 を 加へ ざるが 如く、 あとより 皆惡 しく 

，  ほうしん 

たるな り。 心 は 本性 善の 理 なりと も、 是れ を修せ ざれば あとより 蓬 心 生ず。 されば 修 

道 これ を敎 とい ふと 云へ り。 心に て はこれ を 省察と 云 ふ。 曾 子の HI に 三省す る も 亦 こ 

の 心なるべき にや。 天下の 法 正しく 備 はると 雖も、 度々 翁 察せ ざれば、 その 法 形ば か， 

りに なりて 泥 著す る こと 多き ものな り。 

九 親 民と 新 民 

(二)  あらた  したしむ 

朱 子 は 親 を 以て 新と なし  >  陽 明 は 親 を 以て 親と 爲す。 今 案ずる に、 兩義 一 なり。 親：， 

親 なれば 則ち 民 新な り。 民 を 新に せんと 欲すれば 則ち 民に 親しむな り。 異 說を容 るべ 


からざる 力。 

lo 格 物 

陽 明 は 唯 だ 心 上 を 以て これ を 論ず。 故に 物 は 事な り。 凡そ 意の 發 する や 必ず そのこ- 

と あり。  格 は 正な り。 その 不正 を 正して 以て 正に 歸す。 その 不正 を 正す とは惡 を 去 る- 

の 謂な り。  正に 歸 すと は 善を爲 すの 謂な りと。 

(三) いたる 

朱 子 曰 はく、 「格 は 至な り。 物ば 猶ほ 事の ごときな り。 事物の 理を 窮め 至して、 其の 

極處に 到らず とい ふこと なき を 欲するな り」 と。 これ 天下の 事物に 於て その 究理 を 至. 

せば、 その 知識 自ら 推 致す るな り。 然れば 則ち 天下の 事物に 繋け て 論ずる たり。 

I 一  學の 本領 

大學に 治國平 天下 を 論ぜり。 學は元 一 心 修正の 要に じて、 天下 國 家の 沙汰に 及ぶ こ 

と は 大いに 違へ るに 似たり。 されば 大下は 自己の； 大下、 國家亦 自己の 國 家と 見て 可た 

らん や。 
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予云 はく、 予嘗 てこれ を 思 ひ、 かくの 如くして よしと す。 近頃 省察す るに、 廣く衆 

を 救 ふ は堯舜 もな ほ 病める ところな り。 唯 だ 一 己の.： n 心 を 澄まし 治めて、 天下 國 家に 

及ばざる は、 學の證 なきな り。 學者 何を學 ばん や。 只. だ齊家 • 治國. 平 天下に 及ぶ の 

み。 陽 明 心學の 蔽必す ここに 到る。 而 して その 說は佛 者の 觀心觀 念に 陷る なり。 孔夫 

子 信 儒の 旨、 豈 自己の 天下 國家を 言 はんと 欲して 謎 語 せんや。 儒と 釋の 異、 こ. こに 於 

て 見る ベ し。 

I  二 善人の 子， 惡 人の子 

惡 人の子 は皆惡 人なる ベ き や、 善人の 子 は 皆 善人なる ベ き や。 

予云 はく、 惡 人の子 は 大分 惡 人なる ベ. しリ 善人の 子 は 三分の 一 も 善人なる べし。 そ 

もと 

の 故 は 惡人は 性元惡 にして 胎敎 正しから ず、 幼に して^: ふところの 智 も亦惡 にして、 

內に賢 父兄な く 外に 嚴 師友な し。 故に 善人に なるべき やうな し。 會 > 善人の これ ある 

は 天の 命に して、 人の わざに あらず。 舜の父 頑なる に 同じ。 善人の 子 も その 身 子に 敎. 

とと^ 

戒の理 と 形と 時 位 共に 整 ほらば 善人た る べし。 然ら ずして は 人 皆 善へ 入る ことなり 難 


(1) ^の s 

母 弟、 幾度 か 


とせし 

g 人たり 

01) も子吿 

子. H 鐘 第 九 童 

に 「， 人 下 生じ 

C? も の あ り 

之れ も 暴めて * 

十日 之れ ち苤 

さば * 未だ 能 

く 生す る 者 あ- 

らざる なり  I 

と つ 

(三) 元の 時 

代に 郭居 業が 

二十 四 人の 大 

S もえ もび 

しも 指す。 大 

^  .  ^文 帝 . 

0  .r  . 閤損 . 

#由，董永， 

^子 • 江 革， 

接 _s 夫人 • 

郭互 • 導 • 

春 曰 •  0 

棻 ® • 黃香 • 

姜詩 • 王甲 

丁 蘭 •  15  • 


く、 悪へ 入る こと 易く  f ン て 、 必 ず 善人 にたる こ と は あ る ベ か ら ず . 

こ そう 

或る人の 云 ふ、 I 舜の 瞽叟が 子たり、 太閤の 筑阿彌 が 子に してけ る 如き は 如何 ノー 

予^ はく、 前に 云 ふ 如く 惡人 にして 舜が 如き 子 これ ある， に、 これ 犬の 命な-り。 舜に 

して 象が 如き 弟の ある も 亦 命な り。 太閤の 儀 は 大舜と 並べて 云 ふべ からず。 これ 又 別 

段の ことなり。 但し 秀吉筑 ：£ 彌が 子たり と雖 も、 その 慣 るると ころ 熟する とこ. ろ は、 

皆 信 長 門下の 武勇 智謀たり。 故に 長ず ると ころの 武勇 智謀 は 信 長に 昵 近の 故な り。 そ 

れに 果報の ありて 此の 如くな り。 且つ 曰 はく、 善人の 子 も、 父の 子の 爲に は敎戒 とた 

る， 一-ころ を 示す と雖 も、 外に 交 はる 師友 臣惡 しき 時 は、 人の 慣 るると ころ 皆惡 しくし 

(二 ) 

V 一  日 暖めて 十日 冷や す と 同意 と 知 る ベ きなり。 

I 三 孝と 治 道 

唐宋の 間、 君に 忠 あり 父母に 孝 ある 者と 雖も、 道に 至れる と は 云 ひ 難し。 當 寺の 人 

皆 父母 に 孝 ある (もの) は 奉行 職 も 成る ベ 

見 違 ふる こと あ 
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天 下 國家も 治ま る ベ きと 思 ふ 故 に、 人 を 

(三)  ん y し けん 

=P 四 孝な ど 云 へ る 者に も， 大舜 • 會子 • 閔子騫 など はさて 置き、 


^ 隨： il- 


Ills 


や：： 山 ダ.： これな 

(H) 孔子の 

( 一 ) ^.p 

今 • の^やお り 

し ft お 

故事 

(一一 一) HS 

故事 

(1:〕 呪 は 4 

じな ひに こと 


もの か、 喁炱 

は恃 ijB. 、乂は 小 

(五) 中き ビ 

素の 中 

レ節讒 = 之 和 1 

も 要約せ るな 

(六) 徒然 ％ 

の 第一^に 出 

づ。 おは • 人 

台麼主 慈懇に 

從 ひて 顯 . お 

の 敎も藥 ，ひ、 

後名 利も淤 ひ 

て 大和^^ 峯 

にかくれ、 奇 

し。 長 保 

5 寂、 年 八 


, つ」)  (一一)  (三) 

その外に 金 を 掘り出し、 冬日に^ を 得、 氷の 上に^ 鲆を 得る 如く、 天に 通ず る 迄の 孝 

ありと て、 知徳の 修行な き は 只 だ 一片の みと 心得べ し。 . 

I 四 名と 利と 色 

或る人の 曰 ふ 、「名 • 利 - 色の 三つ は 人の 離る る ことなりよ きこと なり。 その 故よ^ 

.  じゅ かつじ さ  ォ 

は 女 を 置かず、 呪 •  食に 交ら ざれば 自ら 色の 念 盧は絶 ゆるな り。 利 は 暫く 志 あれば. 

止む ものな り。 名 欲 は ひとり 離れ 難き もの なれ ども、 我れ より 上 知の 人に 名閉 らしき 

こと を^ へば、 向 ふへ 早く 通ず る 故に 云 ひ 出しに くき ものな り。 われより 下知 Q もの 

に は 名 M は 立たざる ものたり。 然れば 名 欲 も 離れ 易 かるべし と 云 ふ もの あり。 如：！：。」 

予云 はく、 三つ は 天理 自然より 備 はれる ところの 實现 にして、 有情の 人間 は 皆 これ 

あり。 これ 天道の 常理 なり。 唯よ く 節に 中る を 以て 敎 とす。 その 故 は 人に 七 情なき と 

云 ふ は 人に あら じ。 名利 色 は 七 情の 發 して 物に 顯 はなるな り。 孔 夫子 も發而 中レ節 m 

レ 和との たま へ り。 これ を 離る る ことのな り 易き と 云 ふ 人 は大 いなる ，なり。 义 E はく、 

(六)  め うし 

增賀 ひじり の 名聞ぐ るし と 云へ る 如く、 乾^ を帶 び、 狞 牛に 乘 るの 類 は 易き ものにし 


て、 名 • 利 • 色の 節に 中る 如くす る こと は 人の なり 難き ところな り C 跡 を絕っ こと は 

易く、 行うて 跡 無き は 難き と 一 K へる 心に も 叶 はんや。 本朝の 聖德 太子、 天下の 攝政を 

L て 道心の 深き 如き、 利益 も廣大 にし て そ の 德智も あげ て 云 ひがたし。 

I 五 まことの 道 人 

或る 出家 望な く 利用な くして 世 を 渡る。 「殊勝に ものせ る 人な り」 と 云へ り C この 

だんかた  (成 W0 

僧寺 を 持ちても 檳方 のかせぎ もな く、 渡世の たり は ひに も 構 はずして さし 居ろ。 一 まの 

出家に あはせ て は 奇特な り」 と；； ムふ 人の ありし。 

予云 はく、 その 人 を 知ら ざれば 押して は 論ぜられ ざれ ども、 大體は 身 持 無精に して 

自墮 落なる もの を、 必ず 人 左様に 云 ふ ものな り。 つねに 心性の 工夫 をして 信心 怠らず • 

佛事作 善の 義は、 その 施主の あ g たしに 搆 はず、 香 花 を備へ 法事 を 整へ て、 檀方 のか 

せぎ なき は、 まことの 道 人と 云 ふべき なり。 然ら ざれば 大方 は 唯 だ晝寢 朝寢を 致し、 

佛事作 善も營 まず 香 花 も 供へ ず、 唯 だ 茫然と して 一 生 を 送る の 類と 知るべき なり。 
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^  ^  00  1 二八 二 

二八 欲心 

人間の 忠をも 孝 をも妨 ぐる もの は 欲より 出づ るな り。 君臣 は 未だ 他人な り。 父子の 

間 は 天性の 良知 なれ ども、 上た る 人 も 下 ざまの 者 も、 欲より 起り て 無量のと ころ 出で 

來 るな り。  ？  • 

一七 ^に 寄す 

(二  -ー 

(11  めんばん  しば/ \ 

へ 一) 宽文ニ  今日 庭前に 焭 あり。 聲 色綿蠻 として 數- 囀る。 二三 子に 示して IW はく. -じ^ は 大地 

年^ 十 K 日 

^ よき 鳴 の陽氣 にして 出生す と雖 も、 大地の 氣の相 感ずる かくの 如し。 立春と なるや 舊冬春 H 

となりて、 鶯聲數  >  囀 じ、 曲奏 操々 たり。 諸 鳥 諸^ 皆 自ら 春 を 知る。 而も その 氣 备，' 

C び やか 

^なり。 草木 は 已むを 得ず して 地の 氣に 因りて 舂冬を 感ず。 鳥獸 は然ら ずして 自ら 感 

ず。 人 は 天地の 中に 因りて 生れ、 而 して 心に 感ずる こと. R: ら 少し。 これ 皆 邪知に 蔽は 

るるな り。 

- A 修德と 財 用 


或る人の U ふ、 「聖人 は 財 用 利潤の 沙汰 これ ある まじき ことに や.」 と。 

予云. はく、 聖人 は 一 入 財 用に 念の 入る ことなり。 聖人 は 財 用 を 知らず と 云 はば、 孔 

ニー 一) シテ 7 ス 7  ( 

子の 財 を 生ずる に 道 あり と  一二 ひ 給 へ る こと は ある まじき や。 又 節レ用 而愛レ 民の 言 知る 

ベ きなり。 5! し 利 を 儲く る こと は 君子の 云 ふところに あらず。 

一九 鹿 埃 を拂ふ 

人の 座敷 を 綺麗に 致し 置く と雖 も、 切々 修せ ざれば あとより 塵坊 必ず 集まる。 然れ 

ども 元淸淨 なる ゆ ゑ、 正せば 則ち 潔白と なる。 人の 心 上 かくの 如きな り。 天の 日月 も 

かくの 如きたり。 正す ところ あら ざれば 必ず 破る るな り。 風 を 以て 雲を拂 ふ。 箒を以 

て^を 去る。 本舊 染の穢 なければ、 あとに 止まる ものな し。 われに 心 を 正す ところな 

ければ、 必ず 塵に 入る ところ あるべし。 大學に は 心 を 正す と 云 ひ、 中席に は 道 を修す 

と 云 ふ なり。 正す ところな くして は あ とより 積む と こ ろ あ る ベ し 。 

二 o 而後の 字義 
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心 H ご 
jV. i 一つ' リ 
i  ^ 頁 ° 

き i*Sir 太 
b  rfn  m 出 m 
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山 晚隨维  一：： < 

誠^ 而後と ある 時 は、 誠意 なれば 則ち 正 心と；： ム ふに は あらず。 ^後し」 いふと ころ 

裨 練り を 人れ 積累 すると ころと 知る ベ きなり。 ： 止 心に して 則ち： 大命の 性な ろべ しゃ。 

このと ころ H 夫 を 入る ベ し。 

二  I 心 (二) 

01) 1^ 心。 今 案ずる に 性 は 唯 だ 七 情と； ぶ、 ふべ し。 而 して 性 は卽 ち理、 而 して 仁義 禮智： こ 

ては^ 怒. ぉ傻 

れ なり^^へ り。 人心の 物に 觸れて 出 づるを 七 情と 云 ふ。 その物に 感ずる の现に 叶へ 

て は. お M;^ 懼 

欲 も. ぶふ。 る を ±i と：： ムふ。 外へ潑 して は 情と 云 ふなり。 然れば 心 は 隋 • 性 二つと もに して これ を 

r ： は 勿論お 

ff  謂 ふべき か。 义七 情の 內 にある 時 を 云 ふべき か。 七つの もの 外へ 顯 はれて は 七 情と 號 

十。 その 節に 當るを 道心と- ムふ。 節に 當ら ざる を 人心と；； ムふ。 又 節に 當る を屮 とい ひ 

和と いふなり。 

七 情の 未發 をば 心と も 性と も 謂 ふべ きを 中と 云 へ り。 この 心 は 七 情 は 偏 倚と 屮のぁ 

る ものなる 故に、 朱潑に 就い. て はこれ を 中と 云 ふなり。 已發 をば 和と いふなり。 節に 

中るな り。 ベ r 案ずる に、 七^の 未 發には 中と 謂ん べきと ころも ある まじき か" こ. のと 


ろ 工夫 を 加 ふべ し- 


§ お £天 

皇の 御殿の 上 

に 暍 くも 不 45 

な.？. o て、 暗 

夜に 賴政を 撰 

んで 射させ 給 

； (平 


(ra) 屋 島の 

ベ に 平家 方 

の 船 上に 婦人 

あら はれ、 扇 

も 高く 竿 上に 

かけし を、 源 

氏の 射に 名 あ 

る 奈須與 一 に 

射 しめられて、 

興 一 弓 取の 名 

一 層 高くな h- 

し 故事 (源平 

審衰 記卷 四 十 

二； 


ニニ 若輩の 信仰 

人栲 めて 大節 たる 時には、 內に 信心 を發 して、 閉眼 合掌して 祌 名を唱 へな どす る こ 

二-一  J  A え  § 

と 多し。 暖 政が：！ f を 射、 奈須與 一が 扇の 的の 心 これな り。 至って 至極の 上より 論ずる 

時 は、 皆 下段の 心得と ^ふべ けれども、 內に 信心 を發 して 心 を 不動 處に 置く、 これ 又 

1 たり。 されば 若年の 輩 は 必ず わが 信仰 致すべき 佛神 を、 常に 潔齋 精進して 能く 信じ 

置く、 これ 又 心 を 不動 處に 至らし むる の 道と 謂 ふべ きなり。 

二三 お 任 

譬 へば 急病人の ある 時、 その 病症に 似た る 病 をば 皆 同じ やうに 思 ひ、 看病 象す 者 も 

志の 深切なる に 任せて 理に惑 ひ、 人の 口先に ついて 必ず 動轉 十る こと 多く、 まち/ \ 

になる こと あり。 かくの 如き 時 心 動かず 意 動かざる 者に あらず して は、 必ず 取 亂十こ 

と 多 かるべき なり。 師の弟 二月^ 日より 相 煩 ひて、 上旬の 間 生死 定まらず、 病體 分明 
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ならず、 醫師 もこれ を辨ぜ ず、 小 術 小 醫の類 皆 相 惑 ひて 前後 を辨ぜ ず.。 師曰 はく、 

「人の 命 は 天に 在り。 下と して これ を議 すべから ず。 病 は 良 翳に 住する にあり。 良醫 

に 病 を 任せて、 命 を 天に 任せ 置く の 上に、 来し方 行く末 を 案じ 煩 ひ、 病體 少しの こと 

にも 驚き わきに 賴 まば、 信 誠より 出 づと雖 も、 却って 猞豫 疑惑な り。 よき 任 十る とこ 

ろの あるに は、 唯 これに 任す る 迄の ことなり。 大切の 軍の あるに、 卜に て 色々 評論し 

て、 様々 に 事の なる は 皆 破れの もとな り。 運 は 人の 及ぶべき ところに あらず。 軍の こ 

と は 名將に 任す るに あり。 名 將良智 の 材臣を 置きながら、 ^ほ 心 疑 はば その 事 次る ベ 

からず。 ことに 兩端 なしと 云へ り」 と。 衆 皆 感得す。 

二 四 本 を 正す 

よろ ，つ 

萬の こと 本 正しき 時 は 末 を 疑 ふべ からざる なり。 本 を 知らず して 末に かかり て 論ず 

れば、 必ず そのこと 先へ 行かざる ものな り。 本 正しくば 元氣 正しき なり。 元氣 正しく 

て 外の 邪氣 時に 至りて 禍を なすこと は、 皆 論ずる に 及ばざる なり。 仉 し邪氣 次第に 增 

す こと あるに は、 邪氣を 早く 退け ざれば、 元氣 次第に 衰 ふること ある ものな り。 かく 


^  - %  -  ■-.  ？:  w  _ 

十 戰城十 '- J ま ニリ 

一死 も 五て a 十 
す强 年^^ w 轄ち 
。- 51正 き k 年 正 倉 
年し g  、'溴 、 。至 


の 如きと ころが 分^。 

二 五 小事 大事に 至る 

愚特は 小敵 を大に 致す とい ふこと あり。 これ は譬 へば 病人の 少しの 病 を 色々 に 致し 

て 藥に違 ひ 出来、 藥 毒に 因って 却って 大病 をな すが 如し。 小敵 を 取 持ち あなた こなた 

と 致して、 躬づ と大に 致す こと 多し。 近年 九州 島 原の 一揆、 原の 城に とぢ篛 りて、 百 

姓 一 癸ながら、 天下 を 動かす 如くな りたる も、 小の 時 とりひしぐ 手段な く、  一^に 思 

ひ 詰む る ことなくて 數日を 送る の 間に、 原の 古城 を 見立て、 昇 を かけ 家を拆 へ、 兵糧 

を 運びな どす る 如くに 致せる は、 皆 わざと 大敵になる 如くの 致し 樣 なり。 されば 板 倉 

が 留守に も 確なる 武士の なく、 止まって 守る と、 行きて 擊 つと、 手段はなくて、 唯 だ 

城 を 取られて はとば かり 思案し、 大勢の 者 皆 集まりて 私々 に 評論 まち/ ヽ にて、 事 破 

I こなり たるな り。 是れ皆 小敵 を大 にした るな り。 又 肥 後へ 加勢 を 乞 ひたる にも 肥 

麦に も 確なる 老臣た き 故に、 踏みき りたる こ と を 仕らず し て 事大に なれる た り この 

と こ ろ將 たる 人の 常の 工夫に あるべき ことなり。 
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二 六 犬 用小德 

2) 素行の  大の用 をと り、 小の 德を 知る とい ふこと， 全書に 出で たり。 大 には徳 なきや。 小に 

^ 武^ 全霄 

は 用な しゃ。 

予云 はく、 大小 共に 德 用の 二つ は理と 事と なれば、 離れて なるべき ことに あらず。 

然れ ども 大には 用 を專ら とし、 小に は德を 專らと 十.。 もの 主と なると ころ 變 るまで な 

り。 その 故 は大軍 大勢 は 仕 用 作法 を 知らず して は、 一 日 も 用 ふるに 足らざる なり。 將 

は譬 へば 無能な" とも、 兵に 制 法の あれば 用 ふるに 利 あり。 小 は 仕 用に さまん \ あり 

とても、 諸人の 思 入れ、 將の 心得 一筋に なければ、 大利を 得難き なり。 たと へば 短刀 

を 持す る 者 は、 仕 用 を さまで 知らず とも、 そのものの 心 入れ 大. 磨に^ あれば、 踏 込み 

あ ひうち 

て 相 打になる 如く は 仕りよ きこと なり。 鐽長兵 を 持ちた る 者 は、 仕 用 を 知ら ざれば、 

けっく 

持たざる より は 結句 邪魔に 成る こと ある ものな り。 人數の 大小 も 此の 如し。 又 天下の 

政 も 制 法禮節 正しき 時 は、 天下の 主た とひ 愚な りと も、 あるべき 俊の 政道に 違 は ざれ 

、  ば、 事 破れに ならざる ものな り。 一己 j 身の もの は 作法 は ともあれ、 その 身の 本心 正 


L から ざ 比ば 用 ふるに 足らざる ものな り。 諸事に この 心得 は ある ことなり 

二 七 樱 花に 寄す 

ve 樱ピを 指して 曰 はく、 櫻に 限らず 何れの 木 も、 若き 間 五 年 十 年 迄 は、 その 木の 成 

良人の！：：： に 見 ゆる 如くな り。 大木に なりても 年々 に 長ず ベ けれども、 長ず ると ころ 人 

の：：： に m えず、 然る かと 思へば、 久しき 年を經 たる 大木 は 木 つき枝たり、 花の 咲き や 

う 葉の 出 やう、 皆 若木と 違へ るな り。 ここ を 以て 見る に、 人の 修行 修練 も 此の 如くな 

る こと ぞ多气 習字に 人る の 初は 格 i む 如くに 見えて、 その後 は 何方の 上る とい ふ 

こと も 見えざる なり。 木 も 何年まで は 撥に 育ち、 その後 は 木の 肉 入りに 育ち、 その後 

よ^のお め 目 肌合 皮膚に 育ち、 その後 花の^^ ひ 枝葉の き ほひに なりて、 年々 にど こと 

もな く 長大す るなる べし。 その上 大木に なりて は 少し 伸び 育つ 迄の こと、 なか/ \ 人 

の ほに 兌 ゆる ことに は あらざる べし。 人間の 生長 も廿 ばかり 迄 は 日々 に 生成して、 そ 

れ よりが お 骨 皮 正しく、 それより 心性 確に たると 云 ふ、 その 時節 あるべき 二と なり。 

1  一一 V  hu 
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^0  00 


一一 一九 o 


(一) 0^ 


(二)  Si の 澄 

み、 はか. 9 の 

平なる こと 


(：-•) 外側 内 

5 の 衆 か 


『四) 菌 手 

罕篇 第 十二 章 

に ，「+§ は 

く、 美 玉斯に 

あり、 に^ 

めて 藏 せんか、 

^簧を 求めて 

诂 らん か。 子 

曰 はく、 之れ 

を： W らん 哉。 

我れ は 質 も 待 

つ 者な り 一 と 

の 子 貢と 孔子 

の 語 をい へり 


二八 臣 道 

め ききょし あし  え ご- へんば 

人 の ：！： 利善惡 は 皆 わが 得た ると ころに よって 必ず 偏頗 出來る ものな り。 依怙 偏頗 と 

思 ひて 致す に は あらね ども、 わが 分限 程に 物の 位 を 兌る 故に、 わきより 兌て は 皆^ 頗 

の 如くになる ものな り。 然れば われ 至善に 止まり 明なる こと 鑑 空 衡平の 如くに ならず 

して は、 必ず 見 違 ひ あるべし。 されば 茶 入. 茶碗 を 取扱 ふ ものの、 大體を 見知れ ども、 

その 實を 知りた る もの はなき が 如し。 一向 兑 知らざる もの は、 茶 入の 袋の 善盡 し、 外 


： のよ きを 見て よからん と 云 ふが 如し。 これ は實 をば 知らず して、 外へ 顯 はれた 

(巧) 

る ものの 結構に 致せる を兑 て、 內も よからん と 思 ふなり。 世間の 人 皆 かくの 如くに 奵 

令色、 衣服 美盡 し身體 よき もの を とらへ て、 よき 人と 思 ふなり。 

(ran ひつ 

右 實现を 知ら ざれば、 天下の 名物 を も今燒 より 下と 兌る こと 多し。 美玉櫃 にある の 

譬面 £： し。 さて 如何にして 人 を 兑ん とならば、 唯 だ 七 計して 交  >考 ふるに 如かざる な 


二 九 法に 就いて 


心の 戒には 敬戒を 以て 十と 雖も、 外 へ 用 ひて は 事々 に 法の 形 出で ざれば 叶 はざる な 

り。 仍し萬 般を皆 敬と いふ は その 本 を 以て 末へ あてが ふなり。 その 節 か はるべき たり。 

敬戒は 聖賢の 心の 戒 なり。 今日の 上 を 云 ふとき は、 分數 して 四體へ かかるべき なり。 


三 o 子 產の訓 

.  不淫は 人の 養生に 可な らん や。 - 

^の) 名^ S 予云 はく、 左傳に 子產曰 はく、 1 君子に 四時 あり、 朝 は 以て 政を聽 き、 晝は 以て 訪問 

(六) 左 |» 昭  (七)  (八)  つば  よ 5 へい： >  う 

公元 年に 出づ し、 夕 は 以て 令 を 修め、 夜 は 以て 身 を 安ん ず。 I の 節に 於て 其の 氣を宣 して、 雍閉湫 

(七) 前の 典 て，  つ メら 

^する 所 ありて 以て 其の擎 を 露し むろ こと.^.; T 今 君 の 內實に ras あり.。 s^e 

S 素行の 省く こと あらば 猞ほ 可な り。 無くん ば 則ち 必ず 疾を 生ぜん 一 と。 

讀 方に 從ふ， 

普通 は、 「是に 

於て か 其の 氣 

は Ml して」  三 - 齊 家と 治國 

(九) 塞が. 9  (一  0)  (成) 

集まり 滞 ほる  一家 を 出で ずして、 敎を國 に 爲すー とい ふ 大學の 語、 萬 事に 通ず るな り。 國を 持ち 

(一一」 ， お 頁 IB て は 治むべく、 天下 を 取りて は 自由に 仕置 仕るべし と、 誰も/ \!K ふこと なれ ども、 
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その 人の 小 家 を 治平して 齊 ふること なき 身に て、 天下 國に 及ばん や。 されば 人間 は大 

• 小 こそ あれ、 家 をよ く齊へ 治む る 人 は、 天下へ も！； へ も廣く 及ぼすべき なり。 家 は 小 

なれ ども、 內に 天下 國の 用事の かたばかり は あるべき ことなり。 然れぱ とて、 家 を 出 

でず して 敎の 成る なれば、 唯 だ 心さへ 正しくば 身 修まるべき、 身 修まらば 家は齊 ふべ 

2) 約の 窓。 きと 恩 ふ。 これ 勿論の ことなれ ども、 身 は 至って つづ まやかな り。 これ をよ く修 むる 

つ ，っま やかな 

人 は 聖人な り 君子な り。 この 人 天下 を 治む るに 何の 難き こと あらん や。 その 身に も 分 

数して 兌れば、 治む る 品 千 差 萬 別な り。 天下 はこと に 物事に 顯 はれた る 事業 萬々 なれ- 

ば、  あげて 云 ふべ からず。  . 

三 二 氣質 人品 

主人 ことに 下に 人な しと 思 ひて、 人 を 仕 立つ る こと を 知らず、 例へば 子 を 愛して 育 

つ る 法 を 知らず、 國を 治めん として 治む る 法 を 知らざる が 如くな り 。 

然 らば 臣を 御し 子を敎 へ、 阈を 治む るの 萬 代 不易の 定法 ありて、 これ を 學ぶ時 は、 

諸，' の 道理 相 通ず べき ことなる に、 それ を學び 記せる 書物 を 朝夕 讀み 知れ ども， 理に 


當ら ず。 何事 なれば 時 を 知らず その 位 その 勢 を 知らざる や。 正 法 は 定まり ありと いへ 

ども、 その 臣の氣 質に 千 差 萬 別 あり。 その子の 人 ng に 义樣々 あり。 國 天下に 時代 衰盛 

色々 ありて、 定まり て 定まらざる 故に 皆 違 ふなり。 

三 三 親と 義  • 

親と 義と あり。 親 は 骨肉 血脈の 相 通ず るな リ。 義は その 時に 臨みて 出づる 所な り。 

さらに 人 作に あらざる なり。 例へば 親 母 兄弟子 孫の 病氣甚 敷と き は、 萬 事 を 忘却して 

心動轉 す。 これ はぎ 方より 此の 如くなる ぞと 兌れば、 皆； 大性 自然の なすと ころな り。 

これ を 理と云 ふなり。 ここにて 萬 事 を 忘却す る 如くに 當座 はありと 云へ ども、 自5 し 

て 見る 時 は、 これ 義に當 るか 當ら ざる かと 考 へて、 その 宜しき に從 ふ。 これ を 義と云 

ふなり。 親愛 は 仁に して 理 によって 行 ふは義 たり。 仁 は義を 離れず。 義は仁 を 離れ ざ 

る ものな り。 たと へば 聖人 君子たり と 云 ふと も、 かくの 如き 時に 至りて >  何 心 もた く 

動轉 もうす きと 云 ふ は信實 にあらず。 その ゆ ゑ は 不覺に 物音 夥敷 致し、 道 を 通る にわ 

が 際にて 急に 馬の 踏み 合 ふ 如き 時、 動轉 せぬ とて その 所 を 去らず 離れざる は、 過 をな 
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さん なれば、 かくの 如きと ころに 心得 は あるべき なり。 

三 四 仁義 不離 

日本の 俗、 士 人君 父 i は嘩^ 傷して 死に 及ぶ のと ころへ 行き かかり、 落淚 愁傷す る を • 

おじ やく 

懦 弱と なす。 信實 にて 云 はば これ 如何。 

曰 はく、 右に 云 ふところの 仁義 二つと もに 離れず と 云 ふ はこれ なり。 愁 はさる こと 

なれ ども、 ここに 於て 義に心 をよ せて 心 を 了 兌して、 時の 宜しき に從 ふ。 これ まこと 

の 人な り。 

三 五 軍 問答  • 

或る人の 云 ふ、 「敵に 糧道な くば 敵 は 死地の 兵な り。 これ を かかりて 擊 たば われ 却つ 

て危 し。 このところ 如何。」 

予云 はく、 糧道 を斷 たれて 死地の 兵と なる に 心得 ある ことなり。 死地の 兵に こなた 

より 致す は 誤な り。 それとも 粮道 を斷ち 引退くべき 道 もな くして、 かかって これ を 討 


たば、 敵 豈死戰 をな さ ざらん や。 粮道 を^ち 歸路 を^ぎ て， 欹の 止むを得ずして 戰を 

お-、、 太 H しかくる 如く 致す、 これ 本 說なリ 。尊 氏 • 直 義西國 より 上洛 を、 一先 づ 山門へ 臨幸な. 

sr^.% りて、 淀 一 口 丹 波 • 大津 をと りきり て、 敵の 粮道 を斷 ち、 こら へ 兼ぬ る 時 その 璣に乘 

ぜんと 云 ひし 正 成が 謀 これな り。 

三 六 老莊 を辨ず 

當 恃の學 者、 老莊は 虚無 淸談 にして、 今日の 實用 にあらず、 天下の 萬 有 を 皆無たり 

と 云 ふ は大ぃ に 誤れり、 わが 儒の 道德に 及ばず と 云 ふ。. 然れ ども 儒に して 道德の わか 

ち をよ く 知らず、 その 分數を 分ち 知らざる 人 は、 皆 又 嫌 ふところの 虚無へ 入る のみ。 

故 如何と ならば、 唯 だ 文學を 貴び 議論 を專ら として、 家 を 齊へ國 を 治む るの 用事に 當 

I  か 5 し^ -5 

りて は、 曾て 凡人の 世才 ある ものに も 如かざる こと 多し。 唯 だ 心理 太 極 無 極の 高 上な 

る 沙汰 を虚談 する のみ。 これ 老莊を 嫌 ふが 如くに して、 その 木理に 達せず。 故に 老莊 

より 結局 下段 へ 落ち入り たると ころな り。 
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人^ rt-fl. ぜっ 
なをし 、に 
り 築て 武れ 
き 周 王し © 

し 室 を 周 に 
S の輔公 封 


f 一 ) 呂^、 

モ SS 太 公 架な 

り， 周の 武王 

も輔 けて S を 

l，n。 や 力 4* り 

武- 土との 問き 

は 六^に 出づ 
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三 七 兵法 學ぶ べし 

或る人の 云 ふ、 「兵法 は學 ばず して 大方 相 通ず べき ことなり」 と。 

予 --ム はく、 现は 大地の 一理に して、 別物 を 借りて 云 ふべき ものなければ、 千 差 萬^ 

共に ー现 なりと； ムへ ども、 1 事に 一 理 あれば、 その こと を 知らず して その 理 を；； ム はん 

とせば、 本 を r ム ひて 末 を 知らざる こと 多 かるべし。 ^心の 少 きに は あら は ども、 その 

ことのす ゑん \ を 知ら ざれば、 勇あって^ なきに なること 多し。 武王又 何ぞ太 公に 

ひ、 孔子 何 ぞ禮を 老子に 問 はんや。 

三 八 朱 子の 學風を 難ず 

孔子 は ムを慕 ひ 給 ふ。 故に 孔子の 道 は 周 公の 道な り。 當 時の 學者 孔子 を學 ぶと 云 

へど も、 ^公 を 本と する こと を 知らず。 凡そ 學者皆 心性の 沙汰、 高 上の 工夫 を^ ふこ 

と、 靜+: を 致し 心 を 練る を 以て 本と 爲す。 故に 末學 初心の 小 子 迄 皆 これ を 口 說と爲 す P 

論^に 孔子の 一 百行 を 記して、 終に 人に 示す に 性 心 を 以て 爲 さず。 皆 その 時 その 人に 因 

りて 論ずるな り。 性 心 は 道の 本體 にして 顯 はして 云 ふべ からず。 始 よりこれ を 示す ベ 


からず。 その上 儒 は 五倫 を 行に しるし、 有 を 以て 本と 爲す。 且つ 治 民風 俗 を 正す を以 

て 本と 爲す。 されば 孔子 も 老年 迄 諸阈に 行き 道 を 述べ、 孔門の 弟子 皆 世 を 治め 國を保 

つの： 一一 ョの みたり。 心性 を 練って 心 を 澄ます ことなし。 當 時の 學者は 儒者の 佛者 なり。 

三 九 W の 接 木 

つぎ^ 

後 園 を 見る に、 柿の 接 木 巳に 四 五 年に 及びて 未だ 花 を 持たず.、 實 ならず。 自餘の 後 

園の 接 木 は 必ず 三年 を 過 ぐれば 必ず 花 を 結ぶ。 予が後 園の 此の 如き は 如何なる にや 

こやし  ぢさ 二ろ 

と 問 ひければ、 傍人の 云 ふ、 「木 を 接ぎても、 その 年々 の 木 肥料 雜役心 入れ 地心の^- 个 

足 すれば、 花 を も 持たず、 實 もなら ざる ものな り」 と 云々。 

予 門人に 示して 曰 はく、 この 事 甚だ 輕 くして 今日の 涵養 皆 かくの 如し。 道に 入り 學 

に 入る の 志 はありと 云 ふと も、 入りて 學 ぶの 道 を 知らず、 その 十べ を 知ら ざれば、 ^ 

養 道に 叶 はざる 故に、 聖學に 入る こと を 得べ からざる なり。 人の 接 木 を 致して 早く 實 

なる の 羨し さに、 予も接 木 を 致せれ ども、 四時の 養 正しから ずして、 接げば マての まま 

ヒ てなる ものとば かり 心得 置く 故に や、 遂に 實を 結ばず。 たと へ 結ぶ と雖も その 形 全 
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かるべからず。 四時の }f 養は猞 あら じ。 曰々 の 心 入れなくて は花實 その 全き を 得ざる 

なり。 道 德の學 問 皆 かくの 如し。 日々 時々 の 涵養 省察 練る を 得 ざれば、 道 まともに. も 

ずる こと. を 得べ からざる なり。 長ぜ ず花哚 かざる 春 を 見て、 俄に 接 木 を 馳走して き^, 

し、 お を 取り 地ま疽 しても、 結局いた むまでに て その 足に はならざる なり。 學 HP の 道 

^.^0 皆 かくの 如し。 橐 能穉樹 のこと も 思 ひ 出 でられた るな りと 云々。 

裹蛇 のこと 

,  ，0 敬 寬 

人を敎 へて 道に 入れ 敎 化せし むる こと は、 寬 にあら ざれば 入らず。 わが 身 をつ とめ 

^ 脅弒 の て德に 入る は、 敬に あら ざれば 入り 難し。 されば 舜 典に 契に 命じて 百姓 を 冶め しむる 

.5 つし (三)  . 

に 「敬み て 五敎を 敷いて 寛に 在れ」 と あり。 敬 寛の 二字 は、 千 萬 世 敎， を 掌る 者の がふ 

0^ る 能 はざる ものな り。 

の 信 も 指す 

四 一 孫子 を談ず 

孫子 虚實篇 に、 「守らざる 處を攻 むる」 とい ふこと あり。 これ は 一 の 谷 ひ 1" 街より 攻 


治 ほれ 六 も 敵 橋 年 2 ベ 

部賊 t> の 。の 合 七 o し 
大将 。記 太 逆戰月 
夫 宇 宇 事 平 篛 の 。元 
都 都に 記戰後 渡？  ム 
宮 宮ょ卷 なの^ 二 


S 倫 小 見 山 氏 

！ I5T 備中 a の 

ft 人に して、 

北條 方に 味方 

して 元弘 元年 

笠 JKfc- 攻む。 

夜陰に 乗じ 五 

十餘人 を率ゐ 

風雨. *- 街いて 

遂に 笠 置 城 を 

おとしい る。 

詳しく は 太平 

記卷 一二  、「笠 S 

軍事、 附陶山 

小 見 山 夜 討 事」 

(五) 筑後柳 

川の 城主 立 花 

宗茂。 この こ 

と は 天 正 十四 

年 isi. 氏との 


め 入りし 心得， 又は 陶山. 小 見 山が 夜 討の 道理な り。 これ は 形に で 論ずる 時の ことな 

り。 理を 以て 云 ふ 時 は、 太 闇の 小 田 原 入りに、 小 田 原 は 堅く 担ぎ 守るべき とのみ 志し 

たると ころ を 引 違へ て、 石垣 山 をお 取りな され、 一年 も 二 年 も かかり、 しめ 能 • はね 

能. くるひ 能まで 遊ばされて 攻め 落さる べしと、 これに 裕餘を 示し 袷 ふの 心得、 これ 

敵の 思 ひがけ もな き 平 かなら. ざる 處を攻 むる に 非ず や。 

又 「攻めざる 處を 守る」 と 云 ふ は、 東に 聲を すれば 西 を 守り、 敵の 人 衆 一方 を强く 

攻めば 一方 を 守る 如き、 これ を 攻めざる 處を 守る と 云ぶべし。 理 によって 云 ふ 時 は、 

{ 五) りつ H  、 

謙 信の 信玄 死去 を 聞いて 春 日 山に 堀 を 掘り 給 ふ 心得な り。 立 花 立 齋が立 花の 域に て 城 

を 守らずに、 人 衆 を ー處に 集め 置きて、 外の 位 を 高みより 見き り、 虚を 見て 衝 いて 出 

でた る 心得、 これ 又 攻めざる 處を 守る の 心なり。 守る 者 は 必ず 敵の 攻む べきとば かり 

心得て、 これ を 堅く 守る 故に、 皆 敵の 手段へ 落つ るな り。 楠 木が，： 十 都宮が 寄せ 來らざ 

るに 天 王 寺 を 退きし もこの 心得な り。 
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山 鹿隨筆 


111 九九 


二)  il 

年 五 s 

C11)s 太子 

が 記されし i 

r  ムひ懊 ふる 末 

^代 々 の 王 菜 

天下の 治亂を 

記せし もの。 

(太平 記卷 六) 

正成 寺 僧に 講 

ひて、 當 面の 

,UI 分の 袞ぉに 

この 未来 記 も 

^みし ことな 

(三) 延： 兀元 

年、 》 氏 九州 

より W 上の 際 

の こ と 

(E) 延 元元 

年 五月 

(五) 元弘ニ 

年 五 H- の 渡 a! 

欐の 勝利 も 指 

す 

(六) 現今 俗 

に 云 ふ 襖の こ 


山 鹿隨輋 

或る人 問 ふ、 「楠 木 が 合 戰の出 來物は いづれ な る ベ き や。」 

二し  ウー) 

予云 はく、 戰の 一 代の 面白さ は 天 王 寺の 出張な り。 〇 智謀 は 天 王 寺の 未來 記、 主上 

(三)  (wn  み 々： り 

再び 山門へ 臨幸の すすめ。 戰は^ 川合戰 必死。 〇 見切 は-: 十 都宮。 〇 下手な ふり は 

ひしゃく 

藁人形 • 柄杓の 熱湯。 〇 籠城 は 千 早の 籠城。 

(五) 

楠 木 一 代の 出来物 は.： 千 都 宮が來 れるを 聞いて 城 を 開きし、 ことなり。 ^前 致せる 大利 

の 後に て は、 小敵 は 云 ふに 足らずと 思 ふべき 處を、 輕く 引取りた る こと は 心 入れ 面白 

きなり。 如何 やうの 合戰も 勇より 出で て は 成る ベ けれども、 進退 をよ くお へて 此の 如 

く 致す こと は、 良將 にあらず して は 成り 難き ことなり。 

四 三 物の 成就 

物  一 ^に 成就す る こと はなり 難し。 時 を 得 折 を 得て 連々 に 成就す る を 功と いふなり。 

ふすまし やう じ は 

されば 襖 障子 を 貼る にも、 先 づ下贴 り をして その K にて 張り、 うちつけ 張り、 上張り 

と 致し、 日を途 り 時 を 送りて、 下に 皺の よる 處 なくよ く 整 ひて、 その後に 上の 紙 を 張 

したお 

るな り。 使 も 下ぬ りより 直に 上ぬ り はならぬ ものな り。 唯 その 位々 によって 下地 をよ 


く 八 ふ を 人る るに あり。 

又 云 はく、 上智 高 上のと ころ は、 少しの 味に して 淡 薄なる ものな り。 下地に よく 念 

の 入る ところ あれば、 壁 も 上塗り は 手間 入らず。 襖 障子 も 上張り は 手間 入らざる もの 

た - 。 諸事の こと 唯だ氣 質習來 のと ころ 肝要なる べきな り。 


(六) 足 5： の 

部隊長 


(七) 鳥の か 

かる は 一目に 

かかる なれ ど 

も、 かける. *i 

めに は 無 象の 

目 ある^ち：：？ 


四 四 鳥網 

或る人 來 りて、 「先づ わが 家職の こと を 第 一 に 聞く ベ きこと なれば、 わが 足 輕大將 ま 

で、 その 方 をまづ 細かに 聞き 度き 儀たり。 餘の儀 は 知らず しても 可な り」 と。 

予云 はく 鳥 を 取る に 網の 一目 を 以てして、 一目の 網 を 張りて は 鳥 かからざる なり。 

その 如く 百の こと を 成就して 始めて 一 理に相 通ず る ものな り。 然れば とりわけて 一 目 

ばかり を 云 ひて 足る ベ きに は あらざる なり。 さり 乍ら 急務 前後の 次第 は あるべ きこと 

なり o 


四 五 兵 は 速なる を 貴ぶ 
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(一) ^田 勝 

家、 天 正 十一 

年の SB が嶽合 

鉞 のこと をい 

へ り。 余 吾 湖 

は 近 江！： 伊香 

郡り 中部に あ 

る 湖、 周 i? 1 

里 半、 膛ケ嶽 

の 北に ありて、 

餘水は 柳 瀬 川 

に 人る 

(二) 兀弘 一二 

年の 變、 後醍 

_B 天皇 北條氏 

も 亡ぼした i 

ふ 時、 m 良 親 

王の 令旨 も 奉 

じて 睜耶 山に 

城き、 六波羅 

探 题北條 仲 時 

の 兵 も 破り 直 

ちに これ を 京 

都に 追 ひ 人り 

しもい ふ。 山 

崎 • 八幡 は そ 

の 京への 入口 

なり、 山城 國 

に 在り 

(三) ね ばり 

少く 粉の やう 


山^ 隨筆  四 〇 二 

惣 じて 弓矢の 道 は 唯 だ 速に して、 その 圖を 逃さざる 如く 致す こと 肝要な り。 敵た と 

へ良將 にても 致し 違 へ る 弓矢の 圖 をはづ さずに 敵に しかけられて は" 中々 致し 返され 

ぬ ものな り。 柴 田が 弓矢の 功 は秀吉 にあ はせ て は 大いに 變 ると 雖も、 余吳 湖の 引 口 を 

(吾) 

直ち に 秀吉 につけられて、 秀吉そ の 圖を の が さず 直ち に 北 越 へ 押 人り 給 ふこと 脫 1% の 

如くなる が 故に、 勝 家 又 手 だてに 及ぶべき ところな し。 これ は 秀吉の 速なる ところよ 

(二)  や はた 

り出づ るな り。 されば 赤松 圓 心が 摩耶 より 直に 京都へ 追 ひつけ、 山 崎 • 八幡に 陣 せし 

も、 その 故 ある ことに や。 

四 六 土 質 

かみがた  こやし  . 

「上方の 田地 は 肥 多く 入れ ざれば 育たず、 關 東の 地 は 肥 を 多く 入れず ともよく 出來 

する なれば、 田地の よき は關 東に こそ」 とい ふ 人の あり。 

予云 はく、 然ら ず。 肥 を 多 く 入 るれば 入る る 程よ き。 地形 も 上に 同じ. きなり。 その 

.  §  み 

故 は 肥なくて よく 育つ は、 その 土柔 にして はらら ぐ 故に * 育つ こと はよ けれども 實入 

ま つち 

りなぐ、 *4 の上昆 事になる ものな りノ肥 をして よくば 土 1K 地 ゆ ゑに 草 生え 難くて はら 


ら がず。 故に 肥して よくな り 立ちて、 草の 上 は 見事に は あらね ども 實； < りよき なり。 

草 の 上 見事 なれ ば蟲 つ き. 草柔 にして、 馬に 喰 はせ 家 口に 用 ひて も 上方 の 藁 程 は (fy た ゆ 

まじき なり。 

右 は 土地の ことなり。 人 も 此の 如く 氣 質の ままに よきと 云 ふ は、 敎 によって よきと 

云 ふと、 似た る ことなれ ども、 各 > 別な り。 敎 によって 入ら ざれば 惣 じて 用に 立ち， 

きものな り。  . 

四 七 通 不通 

(ぼ)  ニハ>  ゐ 

會 子に 向 ひて 孔子の I 我が 道 一 以て 苠 せり」 と ありし 時、 曾 子 は 「唯」 とい へり。 

^じて かくの 如く 相 通ず ると ころ を、 實 に通ぜ るか 通ぜ ざる かと 云 ふこと は、 如. 可し 

ゐ  _  (七) 

て 知るべき とならば、 曾 子の 一 貫 を 唯と 云 へる は、 忠恕の みと 云 へる ところに てよ く 

流通せ ると ころ、 確に 知れた るたり。 今の 人 一 貫 を 知る と雖 も、 忠恕と 相 通ず る こと 

なり 難き なり。 

門人の 云 ふ、 「こ こ に 人 あり て 忠恕 を 尋ねば、 無學 白地の 者に は 己れ を 推して 人に 及 
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ぼす これ 恕 なりと いはば、 一 莨に 通ぜ ると 云 ふべき や。」 予曰 はく、 然ら ず。 これ 又 

忠恕の 註 を 云 ふなり。 一貫に 相通ぜ りと は 云 ふべ からざる なり。 その 言に 泥み て 忠恕 

を 一貫と 云 ふ は、 一貫に は あらざる なり。 


( 一 ) 論語 八 

佾 HI 第 八 章、 

孔子の 子 夏に 

いひし 首 葉。 

素 は 白粉の 頹 

§ 同 章 子 

« の 質問。 内 

に 忠信の 德ま 

づ ありて、 ぬ 

も 加 ふべき か 

と の 問な り 

(三) i 述 

お^ 笫八章 


四 <  類推 

(二.  そ  (二) 

物、 類 を 以て 知る あり。 「繪 のこと は 素 を 後に す」 と 云 ふ を 聞いて、 r 禮は 後なる か」 

,  (三) 

と 知る は、 . 例 を 推し 類 を 以て 考へ 知るな り。 一 隅 を 以て 三 隅 を 反するな り。 超 格のと 

ころ は然ら ず。 一貫 を 唯と いひて 忠恕な りと 答 ふる 如き は、 內萬々 に 流通せ ざれば 叶 

ひ 難き の 返答な り。 

四 九 本末 を考 ふべ し 

或る人の 小僧なる もの、 わが 食 ふ 飯の 半 を 分けて 母 を 養 ひし を、 主人 聞いて、 その 

者に 外に 扶持 を與 へられし と 云々。 

予云 はく、 賞す る も その 本末 を考 へずして は 如何な り。 當分 よきと 思 ひても、 末に 


入らざる ことに なること あり。 是れ 等も當 座の 褒美 然るべ きな- 

致さば、 これ 亦 如何 あらん や。 


自餘の 者 その 如 • 


(四) 備後三 


西« 守。 霊 


直の 親戚 

(五) 

家、 一 ^棗と 

號 す- 細川忠 

興の 家臣、 大 

K にて 忠興夫 

人 石 田 三 成の 

難 を 避けて. hn 

a する や 直 

家の がれて 德 

川 氏に よる。 

後尾 州 侯に 仕 

へ て 子孫に 

ぶ、 お 富 流 砲 

術の 元祖な り 

(六) 11 代秀 

忠 


五 o 鐵 砲の 性 

長 治 主語り て 曰 ふ、 r 淺野紀 伊 守 長 幸 は (稻富 一 夢が 弟子に て 鐵砲を 習 ふ。 一 夢が 申 付 

けて 鍛 へる 筒 五十 挺 これ あり。 則ち 長 幸 は台德 院の師 にて、 秀忠公 御 誓紙 もこれ あり。 

然るに 右の 筒は當 時の 筒と 違 ひ、 內の惡 しき 處を 直す ことなら ずして、 そのまま 見 當 

. 目 割 を 筒の あたりの ままに 付けた る 故に、 見 當目割 皆 少しづつ 違へ ると ころ あり。 筒 

も 金の かさ 厚く 重し。 然れ ども 常に 打つ に は 何程 年 を經て も當り の 違 へ る こ ともなく. 

筒 を ふけず して、 ねら ひ 叉 は 玉數を 打つ に は、 必ず この 筒に 如く はなし。 當 時と 鐵の 

鍛へ の 違へ る や。 叉 鐵の性 も 違へ るに や」 と 云々。 

予 おもへ らく、 當時 筒の あたり 巢の內 を 直す こと、 その 術 を 得たり とい ふ。 筒に 生 

れつ いて あると ころの 質は當 分な ほりても、 又 本へ 鑄 か へ ると 見えた るに や。 當時は 

術の 上べ をよ くして、 右の 如くに 內の あしきと ころ、 前 切れ 後 切れて、 少しの 筒の 打 
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ちゃう、 內の 致し やうに てな ほして 目 割見當 をつ け、 星 人 を 陸に 致せ ども、 年 數を經 

玉數 をう ちて 後に は、 右の きれ 出で、 あたり 違 ふなり。 凡その もの 皆 かくの 如く、 そ 

の 質 その 性に 從 つて、 これ を 陸なる 如く 致す は、 人 を 使 ひ 物 を 用 ふるの 良法な り。 一 

夢が 鐵 砲の 心得^: だ その 理 深し。 

五一 英雄 

(二)  な 

今 案ずる に、 三 略の 英雄 云々。 英雄 は拔 出の 號、 而 して 英は 能く 文事 を曉 り、 雄 は 

能く 武備に 達するな り。 文事 武備 共に 成りて 拔 出の 士 たるな り。 

五 二 祿重 則 義士 輕， 死  ， 

或る人の 云 ふ、 「義士に 限りて 主君へ 思 入れ は 祿の輕 重に よるべ からぬ ことなり。 然 

るに 祿重 くして 義士の 死 を輕ん ずると い へ る 心 不審 あり」 と。 

予云 はく、 祿は 何の 寓 すると ころと か 知る や。 思 入れの 深き ところの 外へ 顯 はるる 

は、 祿 にあらず して は顯 はれざる なり。 祿を財 寶を願 ふと 兌る に は あらざる なり。 そ 


の 人 を 責ぶ時 は 則ち その 祿を増 し、 その 位 を 高く 寸 ると ころ 君臣」 -11^  v::^ 歡 ん丄： ゆ 

すると ころな り。 

五三 賞 美 

凡そ 人 を 賞す ると 云 ふ は、 貰 は 賞美す るの 心に て、 その 人 を 言に て衮 め、 書 を 以て 

感じ、 その 功 を 品に あら はして 金 錢 • 時 服 • 太刀 • 刀を與 へ、 知行 を 扶持して その 心 

を あら はすたり。 與 ふるに その 人 あり その 品 ある ことたり。 一様に 心得べ からざる こ 

となり。 第一 かりそめにも 知行 を與 ふると 云 ふ は、 知行に は 民人 あり、 ，社稷 あり、 山 

川 土地の 廣狹 ある もの なれば、 その 人柄 その 功の 品に よる ことなり。 少しの こと を以 

て 永代の 知行 を與 ふる 如き こと、 必ず 誤な り。 或る人の 家中の 者、 主人の 下屋敷 を 金 

銀に て齊 へらる るに、 例へば 何百 莨 目に て 買 ひ 調 へらる ると 一 K ふに 極まれる を、 この 

者の 才覺 にて、 一 靜め しづめ て 買 はざる なりと 捨 置き、 わきより 直 を 致して 買 取らせ 

やす 

て、 拔群値 を 廉く買 取れり ければ、 主人 大いに 悅び てこの 者に 加 增を與 へられた りと 

云々。 これ も その 道理の あるべき ことなれば、 その 主人 その 時の 樣子を 委しく 知らず 
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して は 批判な り 難し。 然れ ども 只 この 聞きた る 儘に て 云 はば、 これ は 金銀の 褒美 を與 

へられて 然るべき ことなり。 これに 知行 を與 へら るるとい ふこと は 誤なる べし。 その 

故 は その 者の 言行 を考 へ、 その 本末 を 了簡して、 その上に 知行 は 勿論な リ。 座の 氺 

覺 一 通りまで にて、 永代の 知行 は 如何 あるべき にや。 第 一 その 家の 風俗 皆 商 買して 主 

とく 

人に 金銀の 得つ く 如くとの み 思 ふべ きなり。 金銀の 得の つくの 惡 しきに は あらね ども 

金銀の 得の つく は 却って 主人 損になる こと あり。 これ を 聖人 は 小利 を 見ず と 云 へり。 

叉 或る人 普請 奉行の 骨 を 折りたり とて 知行 を 與へ給 ふ。 これ も 右の 心得 あるべし。 又 

ある 人 主人の 遊山 翫 水に 能く 走り 巡り 殘る ところ これな しとて、 知行 を與 へられたり * 

これ 皆當座 の 金銀に て然 るべき ところなる にや。 此の 如き こ とに 皆 取 違 へたる こ と 世 

間に 多き なり。 賞罰 は 下 を 御す， るの 本 なれば、 甚だ 慎むべき ことなり。 

五 四 道 源 

物の 本 を 正す とき、 その 本 は 皆 虚靈と 云 ふべき の 外な し。 虛靈 なると ころ は 道 源な 

りと 雖も、 これ を 以て 萬 物の 用と 成る こと はなり 難し。 故に 虚 璽に 疸に 通ず ると 云 ふ 


とも、 左右 皆實理 に相應 ずる こと は 叶 ふべ からざる なり。 然れば 虚靈は 用に 立たざる 

ものに やと 思へば、 萬 般の用 處皆叉 この 源に 歸 するな り。 然れば 源より 出づ るかと 思 

へ ば出づ ると 云 ふ ベ き ところ もな し。 唯 だ虛靈 明鏡 にして 無形た る この 道 源 を分數 し 
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て 相通ぜ しむる のみな り。 分數 して 相 通 ずれば、 則ち 又實の 無形に たりて、 叉 一圓 相 

と な る な り。 こ れ虚靈 よ り 分數 し て 叉虚靈 な り 。 然 るに その 虚靈 なると ころ を 分數致 

す。 致す やう はと 見る 時、 又 別に 致し やうと 云 ひ 別くべき ところ もた し。 能く 分 數し 

て 能く 相 通じて 泥 著滯拘 なきと ころ、 則ち これ 本の 虚靈 たり。 天人 地の 三つと もに そ 

の 源 は虚靈 にして、 それ を 分數 して 萬 般の用 所と なりて、 叉 虚靈に 歸り來 ると 知る ベ 

もと 

きなり。 鏡 は 本 來虚靈 にして 物 来れば 應ず。 その 形樣々 に顯然 たり。 天 本心な し、 虚 

靈 のみ。 地に よって 四時 顯 はれ 寒溫 出来す。 地 又虛靈 にして 天に より 人に よりて 樣々 

の 用出來 す。 人心 元 來虚靈 にして 來者 によって 仁義 禮智の 四端顯 はるるな リ。 これ 皆 

內に 一 物の 貯 ふるなくて、 已むを 得ず して 出で 來る 當然の 道理と いふ ものにして、 更 

に 造作なる ところな し。 

淺野氏 曰 ふ、 r 然 らば 天に 元 亨利貞 の四德 ありて、 人 これ を 受けて 五常 四 端と なると 
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六 公智：： 

35 孫の^ 
に 錢 
K 上 緒 仁 
レ 篇孟義 
第子嵴 
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1:4 ふに は あらず や。」 予曰 はく、 天の 本 を 仰いで 見れば 唯 だ虛靈 のみたい。 何 ぞ四德 

と 云 はん。 四 德は皆 地に よって 四時と 顯 はるる その 用 を 云 ふなり。 人心の 四 端、 义物 

に 映りた る あと を 以て 號 するな り。 然れ ども 天に 四德 なし、 人に 四 端な しと 云 ふに て 

も あらず。 その 故 は 天地と もに 虛靈 のみに て は、 萬 物の 利用なくて その 能 あら はれず、 

天 は 四德を あら はし、 地 は 四時 を 出し、 人 は 四 端 を 用 ひて その 用 をな すなり。 

淺野氏 曰 ふ、 r 然 らば その 本と すると ころ は 何れ を 以て 本と せんや。」 予云 はく、 事 

の 先後谭 薄顯密 にて 本末 を 一ぶ はば 可な り。 その 本 を 推す 時 は、 本と^ ふ もの も 末と 云 

ふ もの もな く、 本より 末 迄 皆 一 致に して 差別 あるべ からざる なり。 譬へ ば 天地人 いづ 

れか 本と 云 ふ べきが 如し。 六月 五日 淺野長 治 主 來臨問 話 。 

五 五 田地の こと 

ま つち 

〇 地形の 事、 第一 地心に て 米に 善惡 あり。 それと は眞 土に て 砂地 小石 地に て 精 を 出 

して ほら ざれば 耕し 難き 處の 地に、 肥 を 致して 出來 する は上穀 なり。 野 土に 生ずる 米 

(力) 

は米柔 かなり。 そぶ 多き 處に 生ずる 米 は 赤 米 多し。 水の 引き 宜しから ざる 地の 米 は、 


獲 


米に 水氣 ありて 釵に 致して 米に 水氣 多き ものな り。 第二、 その 處の 地形^ 體川 近き 處 

よし。 川 近ければ 川の 埃 田へ 入り、 叉 運送に も 利 あり。 山 近き 處も 山より 小 土 を 吹き 

お ろ  3 

下し 山の 汁 皆 田 へ 入りて よき ものな り 

C 惣 じて 高 千 石と 云 ひて 渡る 處は、 米 千 石造る 處 なり。 それ を 三つに 割りて 一分 給 

人、 一分 百姓、 一 分 は 民の 諸事 入用と 心得て よきな り。 然るに 米の 出来  一^の 所に て 

一石、 一 畝に て 一斗、 一町に て 十 石、 これ 中の 地な り。 一反に て 一石 出来る を 十の も 

りと 云 ふ。 十 一 と 云 ふ は壹石 一 斗の ことたり。 かくの 如く 知るべき たり。 白 K は 大方 田 

よりもり 少し。 これ も 二 反に て 八つ 九つな どと 云 ひて、 八 斗 九 斗 叉 は 六つ 四つと も 地 

によって 變り ある ものな り。 

〇 新田の 事、 處の 者の 望みて 致す は 末々 までよ し。 この 方より 宛てて 致す は 成就せ 

ざる ものな り。 或る人 新田 を 取 立て、 三年 は 作り 取に 致させん とのこと あり。 さる 人 

(二  ) さが 

の 云 ふ、 一. 本 田の 百姓に かくの 如く 致せば、 必ず 本 田の 取 下る ベ し。 その 故 は當分 作り 

取の 處へ心 引かれて、 本 田に 念 を 入る ベから ざれば なり」 と。 

C 林 を 仕 立つ る こと、 これ も 百姓の 爲に は處に 依ってよ しと 雖も、 太守の 爲に 用に 
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(一) 檢 地の 

こ LJ 

(二〕  i 時 

代の 町村の 役 

人、 庄望 と 同 

じ 

(一一 I) 例へば 

五百石と 稱し 

て 赏は七 百 石 

收拢 ある 地面 

ならば 二百 石 

牧^のお 田 あ 

るが 如き をい 

一 ふな. 9 

(四) 收搜高 

にも 云 ひ、 又 


こ こ は 後者 

(五) 正し. 

の^な り 
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立たざる こと あり。 その 地形に よるべき ことなれ ども、 大概 は 林 を 止めて 畠 を 起させ 

田に 致して 利 多き ものな り。 かくの 如き 事 も 林に 致しての 損得、 畠に 起させての 損得 

に 、い 得 あ るべき ことなり。 

，  (一一) ぬ 

〇 或る人の 地 行 を繩を 入る ベ きと ありし を、 名主 • 百姓 ども 色々 斷りを 申して、 高 

を あげて 進上 仕るべく と 申して、 五百石の 地 行 を 七 百 石の 高に なりて、 二百 石高の ぼ 

けんち  (= 一)  , 

りし 故に 繩入 なか. りしと なり。 予知 行へ 繩打檢 地と 云 ふ は、 隱田を 改めて 高 を あけ 

もので り 

物 成 をよ くせんとの 心得と、 諸人の 思 ひこれ あり。 これ 犬なる 誤な り。 繩打撿 地と 云 

ふ は、 大小 百姓の 田地に 裕餘 不足 ありて、 作らざる 田の 年貢 を 出し、 作る 年貢 を 出さ 

(五 ) 

ろく 

ずして 民間に 姦曲 多き 故に、 地 を 陸に 配分して 民 を 非道の 貢 課な からし めんとの 爲な 

り。 右の 姦曲は 名主のと ころ 大 百姓の 手前に 必ず これ ある ものな り。 小百姓 は 作る 田 

も 少く隱 田 姦曲も 人の 目 耳 を 憚りて 致さざる ものな り。 名主 *大 百姓 は、 改 むる もの 

ろく 

少く、 申出 づる 人な き 故に、 隱田姦 曲 多き ものな り。 され はこれ を 正して 陸に 致す 爲 

なれば、 繩打 をして 却って 田地の 少 くなる もの あり、 义出づ る も あるべ けれども、 民 

の 法 を 正しくせ ん爲 なり。 然る を 地 行の 高 を あぐる によつ て 繩打宥 免と いふ こと、 


これ 檢 地の 法 を 知らざる なり。 彌 i 名主 百姓 はよ くな りて、 小百姓 は 皆た ほる るな り- 

その 故 は 右の 高 を 小百姓へ かけて 出させ、 名主 • 庄屋 は 必ず 出さざる 故な り。 かくの 

如き こと 大ぃ に 心得 ある ことなり。 

びき  まへ かた  (打) 

〇 繩 打の 作法 色々 ありと 雖も、 先づ 百姓 帳 引と て、 前方に これより うちに 出で、 こ 

づけ  さや 

れ にて を さまる と  一 二 付 致す ものな り。 棹 は定 りの 棹と 少し 仲び たる 棹と、 以 h.  二 本 

ある ものたり。 帳 付 一 人、 箅者 一 人たり。 檢 地の 本人 そめ 處の樣 子 を 見て、 一虚の 田 

を 二 きれに も 三 きれに も 打た せて、 算法の 仕よ き 如く； id るの 法な り。 かねて 法令 を 出 

して 帳 付の 際へ は 人民 を 寄せざる ものたり。 算 者の 處には 必ず 人民の よせて 苦しから 

ざる ものたり。 その 處を 打つ 時 田 主名乘 るべ からず。 奉行 尋ねて 後名 乘る べしと、 こ 

の 法 を 堅く 定む べきたり。 これ は處 あしければ 仲び たる 棹に て 打た せ、 棹 をお よがせ 

などす る こと、 叉 はとても 打 たれざる すたりの 地 ある ものな り。 これ を 捨てて 田 主に 

與 ふるに、 前方より 名 を 聞きて は 依； 1E の 沙汰 も ある ものなる 故な り。 棹の 打ち やう は 

右の 手 を 伸ばし 棹 を 地に つけて、 地に 跡の つく 如く 打てば 伸縮な きものな り。 棹 をつ 

めんと 十れば 跡つ かざる ものたり。 
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右 の 時 田に 位 を つくる こと、 必ず 百姓 の 聞く 如く 云 へ ば 訴訟 致し て はてざる ものた 

る 故に、 帳 と 合圖を 定めて、 日々 に 合圖を 違へ、 上中下と いふ こと を 極む る ものな 

.  り。 

惣 じて 名主と 地 行の 箅者 とこの 兩 方の 出合に て、 その 間に 姦 曲いで くる ものたり。 

(二 上納の されば 百姓 一人一人の 手前 をよ く 正し、 差 札 を 印を捺 して、 この 分の 役 錢役米 を 出せ、 

その外 は 名主 申す とも 出すべからず などい ふこと を、 よく 極む る こと 肝要な り。 かく 

の 如く. 細やかに 致し 置く 時 は、 ；母年 それによ つ て 差 引致す もの なれば 致しよ きなり。 

これ 肝要の 法な り。 一 度 細かに かくの 如く 一  人 一 人の 前 を 正して、 收 納役錢 まで 極め 

置く 時 は、 事 まぎれざる ものな り。 

〇 惣 じて 米 貢 は 田、 金 貢 は 畠な り。 田の 年貢より は 畠の 年 貢 はやす きもの なれ ども、 

處 の富責 都鄙の 考 によって、 田より は 結局 畠の 年貢 多き こと ある ものな り。 その 故 は 

畠 は 二 作 も 三 作 もとる ものな り。 處 繁昌 なれば 少しの 者 も 皆 金銀になる ものたり。 故 

/  にかくの 如く 云 ふなり。 

〇 田へ 風水の 當る 時と、 大方 植 ゑつけ たる 時と、 さて は 稻の穗 の 少し 出で たる 時、 


かくの 如き 時と は 少しの 風 も 雨 も あたる ものな り。 已に植 ゑつけ て 勢よ き 時、 又は 稻 

のはらみ て ある 時、 又は 穗に 出で 固まりた る 後 は、 少々 のこと にても 苦しから ざる も 

のな り。 

今 案ずる に、 人生 草木 鳥獸 迄の 節 かくの 如きな り。 幼稚なる 間 はものに 摧 かれ 易く 

して、 よく 肥やし 養 はずして は 物 長生せ ざる ものな り。  ， 


五六 孫子 を 語る 

(二) 寬文ニ  (二)  (三)  (En  (W)  (六) 

年  六月 十四日、 土屋伹 馬の 亭に 至り、 水 野^ 防 守 • 山 口 出 雲 守 • 村 上 二 郞左衞 門尉來 

(三) 土 浦 藩 

00^ 會し、 孫子 虚實篇 • 用 間篇を 講ず。 

老中に 任ぜら 

れし埕 の 今 案ずる に、 間 はう かが ふなり。 先知 を 間と 云 ふ。 間 を 形に あら はして 云 ふ 時 は 五 

耍 人な. 9 

一  間の 品 あり。 その 實を云 ふ 時 は、 明君 賢將 上智 を 以て 間と 爲十 なり。 上智の 人 は 外 を 

S? す 

S) 甲府侯 窺 はずして 萬理に 通ず る、 これ を 上智と 云 ふ。 されば 上智 を 用 ふる 時 は先智 ここに あ 

德 F 網 重の 家 

^/一け £ や り。 故に これ 上 間の 用な り。 しかる を 間 は 忍び を 入れ、 間 を 用 ひて 知る 計 策 をのみ 間 

臣  なりと 思 ふこと、 甚だ 誤たり。 人 を 入れず とも 敵の 格 を 知り 敵の 心 を 計り、 その 位 を 
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察する は、 皆 間 をな すわ ざに あらず と 云 ふこと なし。 叉 云 はく、 間 は 兵法に 離る る こ 

となし。 近く 一： ムふ時 は 料 知 これ 問な り。 彼れ を 知り 己れ を 知り、 天の 時 を 知り 地の利 

を 知り 置く、 皆 間に あらず と 云 ふこ，， -- なし。 ここ を 以て 孫子が 間 を 本と 十る 故に、 明 

ィテ ッ 一一 〈ヅ レバ 

君 賢 將動而 勝 レ人者 先知 也と 云 へ るな り。 

五 七 勵 ますと 勞 はるとの 別 

人 を- 勵 ますと いふと、 人を勞 せしめず と 云 ふ は 別な り。 勵 ますと 云 ふ は 人の 氣 のぬ 

くべき ところ を 引 立つ る 如く 云 ひて、 勇ましめ 勵 ますこと なり。 勞 せしめず と 云 ふ は 

人 常に 張りつ めて 居て は 事なら ざる 故に、 守 休の 時 あるが 如く 致して、 勞 せしめざる 

なり。 

五八 格 知 

撗山 氏の 來 話に 云 ふ、 「儒者 は 古 を 慕 ひて 堯舜の 時 を 今時に 行 はんこと を 欲す。 時代 

不相應 にして 用 ひ 難し。 又佛者 は本來 無一物な ど 云 ひて、 とりて 形と すべきと ころな 


5  2 二 は 者武ニ 
篇 ご 頁し '帝^ 
參 e 春の 
大照前 秋 頃 前 
m  ;h に の 漢 
m 三 く 學の 


し。 この間に 於て 用捨して 能く その 時に 相 叶 ふが 如く 仕れば、 則ち 儒に も 叶 ひ 叉佛老 

の 虚無に も 叶 ふところ あるべき にや」 と。 

予云 はく、 これ 皆 格 致の 功少 きが 故な り。 先 づ堯舜 の 時代 を 今日に 用 ひんと 云 ふこ 

と、 これ 理を 究めざる 故な り。 理 をよ く究 むる ところ ある 時 は、 古今 時 異なり 勢 又 S 

なり。 今の 代に は、 今の 代に 相應の わざ あり。 これ を 格 物と いふたり。 此の 如く 格 物 

すれば 則ち 知 明かに な る も のな り。 畢竟 儒學 の 要す ると ころ 格 物せ ざれば 知の 究ま ら 

ざると ころ これ ある 故な り。 

橫山氏 曰 ふ、 「知 を 究めても、 われに 明かた ると ころ ありて 究めざる 時 は、 その 知の 

理に叶 ふと 理に合 はざる との 間 分明たら ず。 これ を 知らん とならば 如何。」 

とうち Jsc-t よ 

予云 はく、 「道の 原 は 天より 出づ」 と 董仲舒 が 云 へ り.。 然れば 天地 明々 として わが 師 

たり。 わが 父母たり。 物々 皆 天地 を 以て 證 する 時 は、 その 明々 皆 知の 至極な り。 天地 

に 則らざる こと は 皆 私 知な り。 されば 詩に 有レ 物有レ 則と これ ある はこれ なり。 例へば 

曲直の 二つ ある 時に、 曲直 は 皆 物の 用な り。 曲直 二つと もに 用 ひて 捨てざる は 天地の 

德 なり。 その 間に 前後 あり。 天先づ 生じて 地 次に 生じ、 天地 生じて 人 その 間に あり。 
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されば 天地の 前後 ある ごとく、 これ を 今日の 前後に 致さば、 直 を 先にして 曲 は 次げる 

• なり。 

凡そ 道 原より 知 を 出して 知 を 以て 村 を 分つな り。 材を 集めて 知に て 分け、 知に 分け 

て 道 原に 歸 すべきな り。 叉 云 はく、 義は よくもの を制斷 して、 その 宜しき に 叶 はしむ 

るな り。 知 ありと い へど も 制斷せ ざれば 分類な りに くし。 又 云 はく、 勇より は義 出で 

ざる ものな り。 義 より 出 づる勇 は 多き ものな り。 故に 人に 示す に義を 以てして^ を以 

てせ ざるたり。 

-ぉ、1ぉ  五 九 國姓 爺餘談 

成ぶ 母 はわ  (二  (二)  2 ろ 

" J お s、  に^  ^ の者隨 心して、 後 死に 及んで 國姓爺 に 申し 遣し ける は、 「われに 日 比 厚 

W の 恹筏を 志 

^  、恩 あり けれども、 遂に その 報謝 もな く 死に 及ぶな り。 然れば われ 日 比 大圪顧 を 受けて 

い 朱 姓 s も、 動もすれば 韃靼 のこと を 心に 思 ひ 出して、 これ を 慕 ふの 心 止まず。 然れば 重ねて 

賜 はりし 故 i! 

に國 妫 爺と 稱 ^粗の 從ふ 者に も 必ず、 レを 許し 袷 ふな」 と 申し 置きけ りと なり。 

す 

^10 或る人の 云 ふ、 「これ は 忠と云 ふべ き や。 それ 程に 思 ふなら ば、 前方に 申 上ぐ ベ きこ 


と を、 死に 臨みて 云 ふこと は 忠とは 云 ふべ からざる にや。」 予云 はく、 忠と いふ もの 

は その 言行 合一 にして、 眞實 に無妄 なると ころに あら ざれば 忠とは 云 ひ 難ければ、 こ 

の 者の 始終 を 審に考 へずして は、 忠と， いふ こと 云 ひ 難き なり。 死に 臨みて 申した る 言 

は、 直言と いふ ものな り。 直にして 曲らず あり 體に 申し たれば、 これ を 直 首と いふべ 

きなり。 又 この 者 常に この 念の 出づる こと を 抑へ/ \ て、 遂に 死に 至る まで 韃轵 に變 

ぜ ざると ころ をば、 義 ありと 云 ふべき にや。 

六 0 よき を 撰ぶ 

書籍 を 述作す るに、 知らざる こと を 工夫して 致す は 皆 誤な り a 廣見廣 聞して、 その 

(三) シ ラン シテ ラ 

ミー)！ 2i 勺より 善き こと を 撰み て 甲 ふるところ をよ しとす。 されば 孔子 も 蓋 有 ニ不レ 知而作 

睫？  -  41 ヒ 

^1 負 IITT  レヲ  レ ハキレ  ク キテ ビー ァ ノキヲ  ヒ レニ クチ クルス 《 ルヲ 1, ル ： - - >  一 、 _ 

0  , 之 者 一 我 無レ是 也、 多 聞 撰 二 其 善 者 一而 從レ 之、 多 見而識 , 之 知 之 次 也との たまへ り 

六 I 刀 脇差の こと 

或る 國主、 刀 脇 指の 柿へ に 心 をつ けず、 P はきる る を 指し、 柿へ はよ き 如くに 人の 
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なすに 從 ひて ける。 これなん 阈 主の 心得なる べき。 刀 脇差の 拊へ をよ く 致し^ら にな 

す は、 誠の ことに あらず とい ふ 人の ありければ、 その 傍に 又國 主の ありけ るが 申され 

ける は 、「われ も然 なり。 この 座敷に 掛物を 掛け 花 を 入れな ど 致し 遛き、 これ をも會 て 

入らざる ことなる 故に、 心に 入る ると ころ 更に これな く、 なくて こそよ かりなん と 思 

ふなり」 と 申されければ、 傍なる 人の 云 ふ、 「それ は 又 刀 脇 指の 沙汰と は 事 か はりたり . 

家 あり 座敷 あり て 客 を 呼び 人 を 招請し ながら、 その 事に 心の いらざる と 一： ム ふは實 にあ 

らず。 されば 物 を 打破り て 何も いらず と 云 ふに 等しき なり」 と 云々。 

凡そ 世の 人な ベ て 皆 そのこと に 居ながら その わざ を 知らず、 その こと を 行 はざる 人 

世に 多し。 祿を 取り 人 を もちて 居ながら、 隱遁隱 居の 心に なり、 世 を 拾て ほ 居放霄 し 

ながら、 又 世上 心になる こと、 それ も 實と云 ひ 難 からん や。 

六 二 正 心養氣 

二) 武敎全  全書に 正 レ心養 レ氣と 云 ふ は、 心 正しくば 氣 自ら 養 はれん ことなる に、 心 を 正し、 氣 

餮序段 

を 養 ふと、 二色. に 云 ひし ぞ となれば、 心 を 正しう せんとな らば、 何に して..^ しくな り- 


(二) 寬ズ 二 

年 

(三) 1? 敦. w、 

宋學の 始^。 

濂溪 先生と い 

ふ。 こ こ の 霾 

は t 接 II 說に 

出 で、 近 BS 

卷ー に妆 t せ 

らる 

(四) 所 S1B 十 

W の  一、 4- 

と は 解 釋の言 

諼も 書き？ 

意に して、 六 

十 ra 卦 三百 八 

十 ei 爻の大 お ，一 

凡例 を 通論せ 

る もの に して、 

上下の ニ傳に 

分て り。 こ こ 

の 語 は 上傳に 

(五) 宋の邵 

康節。 易に 通 

じ 清廉の 一 生 

も 送る。 00 

問答、 伊川^ 

壤集 等の 著 あ 

り 

(六) 明の 王 

陽 明 


何として 正しから んぞ。 氣を よく 養 ひ 立て ざれば、 心 正しく はならざる ものたり。 さ 

れ ば正レ 心の 工夫 は 養レ氣 より 起る と 心得べ きなり。 


1. W 


六 三 近 思錄を 見る 

(二)  (111)  •  二 シ ー尸 

八 nr 十九 日 在 宿、 近 思錄を 見る。 周 子 曰 はく、 「無 極而太 極。」 予曰 はく、 易の 繁辭 

に、 太 極 生 ニ雨锛 一と 出で て、 無 極の 言な し。 周 子 はじめて 無 極の 說を 出せり。 無 極 は 

理而已 にして 無聲 無臭 その 云 ふべき なし。 然れば 無 極のと ころに 工夫 をつ けこれ を提 

携 せば、 則ち 釋 氏の 心 を 甘ん ずるに して、 倣 氏. 陽 明の 學に 比すべし。 無 極 は 太 極の 

上 只 だ 一 理を さすの みと 朱 子 も 論ぜり。 然れば 理とー K ふ ものと 無 極と 云 ふ ものと は义 

m なり。 愚案 を 加へ てこれ を考 ふるに、 孔子 易に 於て 無 極の 沙汰な し。 無 極の 道理 あ 

るべき を 論ぜざる にあら ざれば、 周 子の 無 極 は 蛇に 足 を 添 ふるに 比すべき か。 無 極と 

.ム ひて 指すべき の理 なし。 太 極のと ころ 則ち 天地 同一 體の理 にして、 これ 則ち その 理 

お ミ  きき 

の 太いに 極まれる ところな り。 極まらざる 前より 理 はありと 云 ふの 心に て" 無 極と 云 

へる なれ ども、 この 理 あれば この 事き はまり、 この 事 Lf はるれば この 理 ある は、 天地 
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の 常な り。 天地に 先だって 理の あるに あらず、 理に おくれて 大地の 顯 はるる にあら ざ 

る 故に、 口 を 以て 云へば 云 はると 雖も、 云 ひて 今日の 上に 更に 用 所な し。 例へば 人の 

無事なる 時に 一 重の 工夫 をな す 如し。 これ 怫 見に 等し からん か。 今夜 この 自發 をな す * 

猶ほ 工夫 あるべし。 

六 四 新 民の 文字 

大學の 新 民の 字、 兩說 共に 用 ひて 可な り。 何れ を是、 何れ を 非と 云 ふこと、 入ら ざ 

2) 

る ことなり。 求是篇 にも 陽 明の 說に從 ふと 雖も、 愚案ず るに、 親は理 なり。 新に する 

は 事な り。 明德 は理、 新 民 は 事 なれば、 新に して 可 か。 民に 親しまん とならば 如何す 

べき なれば、 舊染の 汚 を 新に せ ざれば 親しまれざる なり。 故に 予は朱 子の 說に從 ふ も 

のな り。 

六 五 虛 遠の 學 

今 案ずる に、 古の 學者 は下學 して 上達す。 孔子 は 性、 むの こと 措いて 論ぜず。 曾 子 は 


(三) 孔子の 大學を 述べて その 說を 精し くし、 子 思 は 中庸に 於て 殆ど その 本 原 を 論じ、 孟子 は 性 心 

を 論じて 氣 甚だ 異なり。 これ 時代の 學術 漸く 衰 へて 皆 虛 遠に 到るな り。 問 ふ 者 答 ふる 

者 皆 かくの 如し。 後世の 類 かくの 如し。 周 子 無 極の 說、 これ 甚だ 虚遠 か。 

六 六 審 思明辨 

岡 野 氏 曰 ふ、 「今日 孝 經を聽 かんこと を 願 ふ。 近日 一 字を聽 きて 猶ほ 講習 せんと 欲す P 

講習せ ざれば 則ち 實理に 徹せず、 故に 今日 孝 經を聽 いて 亦 聞く ところ を 講習し、 而し 

てこれ を覺 らんと 欲す」 と。 

予云 はく、 凡そ 學 問の 道、 審思 明辨を 以て 功と す。 審 思して 師に逢 ひて 明辨 する 時 

S)  ハゃ は、 その 理 能く 通ず。 唯 だ 今日 孝 轾を聽 かんと 欲する は、 唯 だ 空談 あるよりも 書を聽 

かんと 欲するな り。 これ 叉 博奕 讀書ー 理 なり。 審 思せ ずして 唯 だ師に 逢へば 則ち 今日 

ろ 同じく 羊 も 

亡 ふに 到り. て の 益な し。 先 づ學者 は 聖學の 本源 異端の 因る ところ を 知らん と 欲す。 故に 學者 は大學 

無意味な h 'と 

MOO  ^ に 因りて これ を學 ぶ。 性 心 は 中庸に 因りて これ を 極む。 學の 致す ところ その 始ゃ 孝悌 

頁 亡 羊 なり。 故に 孝經を 以て 始 となす たり。 故に 講習 も 亦 大學. 中庸 を 以て 始 となすな り。 
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四 二 四 


二) ：  人の 運 

度な り。 山 

十， 8-* 八、 

「人 度」 の 條 

袞照 

(二) 孟子 塞 

心 卜- 篇^： 一十 

五 章 


六 七 今日の 工夫 

犬 道 『穆 として 已 まず。 一 日の 間、 三百 六十 五 度 四 分 度の 一 、 更に やむ ことなし。 

S) 

人^へ，' = のに、 少しも 間斷 すると ころ あれば、 則ち 天德 に^らざる なり。 されば ー鹩 

鳴いて 起き 孳, として 勤む る は舜の 徒な り」 といへ る， これな り。 今日の 上 少しも 問 

斷 する 時 は、 天德 必ず か はるな り。 


(一 一一〕 孔子の 

言な り。 舊 

S 货篇 第三 耷 


六 八 中 質 

成る 人 の ；ム ふ、 「人の 性質 も 大方 生れつき なり。」 

予云 はく、 「上智と 下 愚と は 移らず。」 ここ を 以て^れば、 生れ 付 なれ ども 中 質の 者 

す  t 

世に 多し。 中 質の 者 は 皆 致し やうに 依って 相 通ず るな り。 されば 馬 をお く 者の 馬 は 格 

^に 兌 事に 持ちな しあり。 し 癖 を も乘り 直し ロも柔 かなり。 茶 入 茶碗 を 好く 者の 手慣 

れ 持ち 馴れたる 者 は、 知らざる 者の 持つ と は 格別の ものな り。 此の 如きと ころ をよ く 

了簡 致し 兌る 時 は、 その 辨へ よく 知る る ものな り。 


(四) 戶 E 忠 

昌、 主瞎、 K 

«s 天草 富 B5 

主 ニ萬于 石。 

後に 寺社 奉 It  、 

京都 所 司 代と 

たり、 X 越 前 

守に 敍 せらる 

(五) 惧察 


六 九 武敎 全書 を 講ず 

十月 朔曰 大雨、 戶田 伊賀 守亭に 到りて 全書 を 講ず。 

一 ® 怯 を 離る ると ある、 その 離れ やうの 心得 如何。 一 

(五 } 

予曰 はく、 物見の 期に 臨んで (勇 怯 を) 離る ると 心 を 付く る、 

心 氣の人 は 離る る 心なく とも 離る ベ けれども、 今日 修行 體の 人. 

これ 今日の 修行な り。 戶田氏 感ず。 


. 離れ やうたり。 常 

離る ると 心 を 持つ" 


七 o 末より 本へ 

橫山氏 云 ふ、 「本 をよ く 得心 致したら ば 末の わざ 通ず ベ きこと なりと、 常に 思 ひ 工夫 

致 十な り」 と 云々。 

予曰 はく、 尤も その 理 あれ ども、 これ 未だ 理に とりつきて H 夫 致すな り。 わざ をよ 

く 練り 入れ ざれば、 本に 通ず ると ころ あるべからざる なり。 本 は 練るべき とて 力 をつ 

くべき ところ もな し。 然れば 先 づ本を 見ん とならば、 末 をよ く 心 をつ けて 事と 物と を 
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考 へて、 それに 相應 して 練る 時 は、 本 自ら 到るべき なり。 わざ を 練る ところう すき 時 

に は、 本 を 練る ところ 至らざる ものな り。 本 を 練る と 云 ふ は 則ち わざ を 練る にあり。 

心 をよ くせんと ならば、 五倫 を 親しむ にあり とい ふ 心得 能く/ ヽ 得心 致す ベ きなり 。 

天の 本 は 陰陽に て、 その 陰陽 は 何に よって 見るべき とならば 則ち 四時な り。 陰陽 は理 

にして 四時 はわ ざな り。 

ゼ 一 西 行が 歌 

西 行が 歌に 、「うき 世 かな つばさ 休めぬ 松 島 や 夕 波 千鳥 そらに なくなり」 と 詠める 歌 

あり。 この 歌、 翼 を 休めぬ が 浮世な り。 何れに なりても 苦 はあり、 忙しき ことば かり 

なり。 兎角 浮世な りと 詠めり。 最初に は 尤もと 思へ り。 

今 案ずる に、 翼 休めぬ、 これ 天の 道吁穆 として； 13 まざるな り。 ； 大地 人の 間、 さきに 

やむ 時な き、 これ 天道の 常、 生々 已 まざるな リ。 これ を 浮世と 見るべからず。 若し や 

む 時 あらば 則ち 天の やぶれ 人の 盡 くる 時な り。 やまざる こそ 天地の 常よ と 見る ところ- 

これ ii の眞實 なり。 


七 二 家法 を 正す 

戶田 伊賀 守 曰 ふ、 「匹夫 は 死 を 常に 心に あてて は、 物 を 入らざる ことと 思 ひ、 何事 も 

心 に 留ま ら ずして 實地 に 至る まじき か。」 

予云 はく、 死 を 常に 心に かくる と 云 ふ は、 わが 宿へ 歸ら ずと も、 あとの 埒の 分明に 

あくが 如く 致せと いふ ことなり。 常に 法 を 正し 約束 を 定め 置く 時 は、 再び 家へ 歸らず 

とも、 全く その 法 宜し かるべし。 人 は 常に かくの 如く 家法 を 正し 置く こと 本意な り。 

七三 非 仁政 

或る人 父の 家督 を 受け取りて 喪の 內に、 國の 囚獄を 悉く あけて， 公 罪の 外、 罪の 大 

小 を 論ぜず 皆赦 す。 これ を 仁政と 思 ふの 人 あり。 予謂 へらく、 大いに 誤れり。 天下の 

大赦 は 國の亂 るる もとな り。 罪の 輕 きを 許す は 勿論な り。 大罪 を 赦すを 仁政と はいふ 

ベから ざるな り。 委しく 敎 令のと ころに これ を 出す。 
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七 四 孝 經の釋 

ネ經 の^に、 「君臣の 問、 義 恩に 勝る」 と あり。 或る人の 釋に、 「君臣の 間 は 恩 を 得、 

^を受 くるのと ころより は、 分ち て敎を 立て、 戒め 下知 せらる る 故に、 惡へ 走らざる、 

これ 義 なり。 これ を 重んずる なり。 父 は義、 母 は 忍と 云 ふ も、 父 は 愛せず 急 度 致して 

これ ありて 戒敎 すると ころ、 これ 義 なり。 父母 同じ ことなれ ども、 父 を 義と云 ひ、 母 

を 忍と 云 ふ。 これ なれば 主人への 思 入れ も かくの 如くな り」 といへ り。 この 釋 深切な 

予云 はく、 一  理 きこえて 父君 へ の戒に はよ し。 臣 子の 成に はなり にくし。 故 如何と 

なれば、 我れ に敎 へず 戒めず して、 君 父 をば 恩と して 重んずべ しゃ。 大方 君 父と して 

われに 教戒の 切なる は 一 人 も ある まじければ、 その 君 父に 對 して は、 義 恩に 勝る とい 

ふ もの は ある まじき か。 されば 君 父の 上 を 論ずる に、 義と 恩と を 校 量 すれば 義、 恩の 

內 には義 あり。 その 故 は 君 を 愛する の 心 入れ、 君よりの 愛の 心 入れ はありて もなくて 

も、. 義を 重んずる 上 は、 身 を 委ねて 君よりの 寵辱に 少しも 構 はざる ところ あり。 これ 

則ち 義の 恩に 勝るな り。 わが 馴れて いと ほしむ を 愛と いふ。 隔心 出來て 長る ると ころ 


ある を 敬と 云 ふ。 父に は 愛敬の 二つ を 以て 奉公 致し、 その 內の愛 を 以て 母へ il へ、 モ 

の 內の敬 を 以て 君に 仕 ふるな り。 母 は 恩義に 勝つ 故に 愛な り。 君は義 恩に 勝ったり。 

この こと は： 汪 にく はしく ある た り 。 

又 云 はく、 父 を 敬と 定め、 母 を 愛と 云 ふ、 これ 孟子の 良知 良能の 心得な り。 然る こ 

と を 待たず して 愛し 敬す。 これ 愛敬 は 本心より 出づ ると ころに て、 その 顯 はれて 名づ 

くる 時 は 仁義と 云 ふたり。 仁 はいと ほしみ の 出づる 本、 義は隔 心なる 心の 出づる 本な 

り。 いと ほしみ ありても そのこと を 致す、 又隔心 故に こら へても そのこと を 致 十.。 犬 

下の 間、 今日の 勤め 仁より 出づ ると 義 より 出 づ るとの 一 一 つなり 。 

されば 仁義と いふ もの は惣體 の 本に して、 今日の 受用 心底より 服す る 心 あ る は 仁の 

發 にして 生々 已 まざるな り。 又當分 勤め 難 けれども、 情 を 出して 致す は義 と^ふ もの 

なり。 これ は 當分は 心の 服せ ざる 如く なれ ども、 勤めて 致して 成る ものな り。 勤む る 

所 を 練りて 後皆當 然の理 になるな り。 されば 今日 遠方へ 行かん と 思 ふに、 わが 愛 十る 

ところ なれば 心の 赴き 速に て、 行く こと も苦勞 にならざる、 これ 仁より 出づる 故な り。 

叉 愛す る ことにて なく 隔心 たる ことなれ ども、 行かず して 叶 はざる こ と な れ ば 苦勞 な 
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がら 行く、 これ 義 より 出づる 故な り。 さて 行いて 後の 心 は 仁より 行いても 義 より 行い 

て も 一 つなり。 生 知 安行 は 仁、 闲勉學 知は義 にして、 その 得る ところ は 一 なり。 

或る人の 云 ふ、 「行く と ころへ も、 致す こと もい やなれ ども 致す とい ふ こ となく 心 

より 服す る 如く、 皆 仁より 出で たる 如く 致し 度き ことなり」 と。 予云 はく、 されば 孔 

子の 仁 を ゆるさ るるとい ふ はこ この ことなり。 義を 勤めて 後に は 仁に なり て 一枚の 心 

となるべし。 然れ ども 天地と 云 ふ、 これ 仁義な り、 父母と 云 ふ、 これ 仁義な り。 わが 

心の 親 を 愛する を 見る、 これ 仁な り。 長 を 敬す る を 見る、 これ 義 なり。 仁と 義 との 二 

つの 間の 外に 道なければ、 仁より 出 でても 義 より 出 でても、 そのと ころ を 練り 得て 後 

は、 更に 變り あるべからざる なり。 

叉 云 はく、 仁より 出づる こと は 流蕩し 過る。 義 より 出 づる こと は疏 善に して 足ら ざ 

ると ころの 失 あるべし。 又 云 はく、 心の 欲する ところへ 赴く は 仁、 心の 嫌 ふところ を 

押して 行く は義 と、 天下の 間 好と 悪との 兩般 にして 外に 道 あらざる なり。 

—七 五 B< 何 を か 曰 ふ 

ImvttlftlfmllftKiKISH^VSItBftmmBllml^^n 


(一) As  「天 何 を か 曰 ふ」 と ある は、 天德は 無聲無 # 、なる もの なれば 何 を か 云 はんや C  ： 二 は 

©»| 第 十九 章 

^^日 E ^ ざると ころに 無究の 道理 あ り と い ふ の 心得 か。 

00. 百 • 生 

焉、 天 何 言 S  予曰 はく、 「何 を か 曰 ふ」 と は、 味 をつ けずに そのままに 見て よし。 天 伺 も 外に 理の 

§  (生) 

あるべき ところな し。 只 だ 四時の 行 はれ、 百 物の なる までな り。 これ を 措いて 何 を 云 

ふ ベ きと ころ か あると 云 ふ 心と 見るべきな り 。 無聲 無臭、 この 心なり。 

七 六 學を 要す 

勇. 知 • 仁 • 信 .忠 ともに 學を 以て 練ら ざれば、 皆 邪 勇 邪知た るな り。 勇 も 甲斐 甲 

こら 

斐 しき は 生れつきたり。 勤めても の耐へ ある は學 なり。 知 も 善惡を 知る は 生れつ くと 

ころたり。 す覺は 勤めて 學ぶ ところたり。 仁 も 溫和は 生れつ くと ころ、 愛慈 はっとむ 

るな り。 信 も 眞實は 生れつ くと ころ、 不 僞は敎 なり。 何れも まごころと 見るべき たり- 

七 七 無 息 

人 はやす むと 云 ふこと あれば 則ち 油斷 出で 來る。 故に 晝夜 朝暮 ともに やすむ ところ 
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あらば 則ち あしき を 思 ふべ し。 或る人 曰 ふ、 「守 休有レ 時と 云 ふ は、 守と 休と に 時 ある 

なれば、 ；^: むと いふ ことのな きに は あるべからざる にや」 と。 

予曰 はく、 沐 と；； ムふは 心 を 休まして よく 守らん 爲の 休みな り。 その上、 ^づれ ば 君 

に 仕へ 朋友に 交 はり 世事に 從ふ、 入れば 學 をな し氣を 養うて 常に^る。 これ 出 人 は 守 

休に て皆學 ぶと ころの あるな り。 休す る は 遊山し よく 寢ね よく 世 ま 水 をな せとお ふに は 

あらず。 生々 無 息して 守 休 自ら あると ころな り。 

七 <： 直の 理 

凡そ 物 直なる 時 は 立たず。 直 は 天地の 本源に して 一 と 云 ふのと ころな り。 一 とい ふ 

もの は 立つ 處の 本、 終る 處の 本に して、 今日の 間 日用の 上に 直 を 本と して その 用 を 色 

色に なすべき なり。 されば 屛風を 立つ るに 直 なれば 則ち 倒る る、 これ 一源の 體故 なり- 

然 らば 直にして 人 立つ まじき かと あれば、 天地の 性の 直 を 本と して、 知 を 以て 物 を 使 

(一) 前 出 三 ふ。 これ 屛 虱の 直にて 立たぬ と 同 一理な り。 父の 羊 を 盜むを 子 かくすの 直の 心 これ 

o 一  頁袞照 

なり。 右 を 以て 察すれば、 天地の 運行、 日月の 行 道 も 亦す ぢ かふに よき 道理の あるべ 


きこと なり r 


との 二人、 相 

與に 羊も牧 し 

て、 俱に その 

羊 も 亡 へ り： 

二  w も 事と 

せし かと 簡へ 

ば、 曰 はく、 

接 か-挟めて 書 

ち讀め b と.. - 

穀に何 か-事と 

せし かと 問 へ 


W て 遊べ h-i。 

二人の 者の 事 

荬は 同じから 

ざる も、 その 

羊 も 亡 ふに 於 

て は 均しと。 

莊子^ 拇篤に 

出づ 

(三) 莊屬. 

春秋 時代の 老 

子の 思想もう 

け L 人な り 


七 九 性 心 (一) 

人の 性能く 耳： R 鼻口の 間に 相 通ず る は 如何。 

曰 はく、 譬 へば 淸 水の 中に 白玉 を 入れ 置く が 如し。 何方より にても その 白玉 能く 相 

きじて 暗き ところ これた きが 如し。 若し その 水の 中に 濁れる ところ あれば、 その 濁り 

のと ころ は 暗み て 見えざる が 如し。 白玉 は 性 心に して、 その 通用の 間 右の 如くなる な 

けいらく 

り。 その 通用の 筋骨の 中、 これ を經 絡と 云 ふたり 

AO 亡羊談 

「讀 書して (4) をな おも、 ？！1  じて t 羊 も、 同意な り、 何れも 亡 羊たり」 と 云へ る、 こ 

Lil^) 子が 異端の 說 なり。 その 故 は內に 明白なる 者な くば 書を讀 みても 博奕しても、 そ 

のこと 通じ 難し。 然れ ども 博奕 .讀 書 共に 羊な しと は 云 はれず。 何れも 羊 は あれ ども- 

洛^す る こと 薄く して その わざ をよ く盡 さざる 故たり。 然れば 羊 を わざの 外に 求めん 
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として 求めら るる ものに あらざる なり。 

迷へば 則ち 是非ともに 非な り。 この 語 も 右 同意に して 異端の 說 なり。 これ をな す は 

^人な りと も、 その 是は 則ち 君子の わざな り。 迷 人たり と 云 ふと も 時々 に發 見の 天理 

は ある 故に、 時々 善 をな すと 知るべ^ J なり。 その 善 は 則ち； 大理の 善に して、 迷 人の 善 

とて 义^ に 善の あるに は あらざる なり。 迷 ひても 是非とも にある、 これ こそ 大理の 凡 

人に も備 はると ころと 知るべし。 かの 性 善 仁義の 所以な り。 右 今日 自發。 これ 異端^ 

學の 分つ 所以な り。 わお 十一 一一 H 


< 一 靜牛： を 判す 

孟子 平^の 氣. 夜 氣の 論より して 人皆靜 を^み、 或は 靜^ 致す の 輩^し。 甚だ^な 

り。 程 子つ ねに 靜を 示し 靜 ^ を； K へる は、 人の 紛擾 を說 かん 爲 にして、 必ず 人々 のこ 

とに あらざる なり。 


或る人の 曰 ふ、 「 一 钣 にも 民の 骨折 を 恩 ひ、 一 衣に も 機 婦の勞 を 思 ふ 如くに、 常に 心 

得て 然るべき や」 と 云 ふ.。 

予曰 はく、 ヒれ はと ころの 變れる ことなり。 匹夫 は 只 だ 衣食住 共に 衆の 恩 を 感じて、 

これに 報いん の 奉公 を 思 ふべ きなり。 天下の 主 • 國君 • 郡 令 は 皆 民の 勞を 知る にあり 

となり。 

寬文 三年 癸 卯 

八 三 仁の 問答  • 

十日、 淺野長 治 公 来りて 仁 を 問 ふ。 

予曰 はく、 仁 は 天地の 德 にして、 犬 地 皆 仁な り。 人 は 天地の 德を 受けて 相 生ず。 故 

まん かう し 

に 人生 滿腔子 皆 仁たり。 されば 「仁 は 人たり」 と 中庸に 出で たり。 人 今靜^ して 始發 

の 心 を 見ん となれば、 元 萬般に H り 閑思雜 慮の 心 を 以て 暫く 靜 坐す るまで なれば、 こ 

め 時の 初 發の念 何ぞ實 地と 云 はんや。 人 初め 生れて 萬 慮な く 唯 だ ー昧の 天理の み。 こ 

め 時相 生ずる の 心 を 見る に、 ^ぎ あげたる 如くに て 何物の 內に まじ はるた し。 これ 則 
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ち 天地の 心なる に、 この 心 を 兌る 時、 その 親 を 愛する の 心の. 外 はなし。 これ 仁の 生々 

の 初なる 所以な り。 その ヒ太極 動いて 陽 を 生ず。 動く ところ は 則ち 仁たり。 動く とこ 

ろより 仁 は 生ずるな り。 仁 は 生々 無 息の もの なれば、 今日. 百行の 本 を 尋ね、 • 大地の 氣 

を 受けて 出生す ると ころ を考 ふるに、 一 息 切斷 せざる の 間 は、 この 氣相 生じて 更に 已 

まず。 循環す ると ころ 皆 天地の 氣 にして、 外の 火な くして 暖かに ほと ぼる、 これ 仁の 

體 なり。 されば 一刹那の 問 も 「しむ ことなき ところ は 皆 仁の 本體 なれば、 この 仁の 體を 

よく 知， ると ころ ありて 則る 人 を 名 づけて 聖人 君子と は 云 ふべ きなりと。. 長^ 席 を 起つ 

で禮 して 曰 はく、 「われ 今日 初めて 仁の 本源なる こと を 知れるな り」 と。 

八 四 禮は 節な り  . 

今 案ずる に、 禮は 節な り。 仁義 共に 節 あら ざれば 理に 中らざる なり。 例へば 人 を 愛 

十る は 仁な りと て、 愛する に 節 あり。 これ 又 小 兒の親 を 愛する に 節な きが 故に、 人の 

前にても 甘へ て 世なら ぬ 風情 も あり。 これ 禮 なければ 又節齊 ほらざる なり。 親 は 愛せ 

を さ 

まほし きとて、 大人が 小兒の 如く、 親の 頭に 上りて 親に 卄へ 致す こと あらば、 愛親の 


A  二 


笃ニ 

第ヾ 


理に叶 ふと は 云 ひ 難き なり。 されば 民 を憐み 下を惠 むに も、 愛する に 節 を 知ら ざれば- 

その 愛 皆理に 背きて 民 彌-惡 に 入る こと 多し。 天地 を 見て 考ふ べし。 春 は 仁の わざな 

りと て、 何時 迄 も 春に て は 事の 合 ふべき ところな きを、 夏 も. K 十 曰、 冬 秋 も 九十 日 

自然の 節 ありて 物 皆 理に叶 ふ、 これ 鱧な り。 この 禮 なき 時 は 四時 皆 節 を 這へ て理に 叶 

*s 上 ふべ からざる なり。 孟子 離 宴 上に 「仁の 實は 親に 事 ふる、 是れ なり。 義の實 は 兄に 從 

十七 童 

ふ、 是れ なり。 智の實 は斯の 二者 を 知りて 去らざる、 是れ たり。 禮の實 は斯の 二者 を 

せつぶん  がく  teo 

ほどよ 節 文す る、 是れ なり。 樂の實 は斯の 二者 を樂 しむな り 云々」 と あり。 

どる こき  , 

八 五 當 然の理 (一) 

(三 ia 

素行の 當然の 理と云 ふと、 義とー K ふとの 變り はたき ことに や。 

予云 はく、 當然の 理と云 ふ は、 古より 今に 到る まで 相 變らず さも あるべき 道理のと 

ころな り。 日 は 必ず 光 あり" 月 は 光た し。 晝は 明るく 夜は閱 く、 天 は 高く 地 は 低し C 

皆 これ 當然 の理 なり。 但し 自然の 理と云 ふと は變れ り。 自然の 理と云 ふ は、 人の 力の 

たす ところに あらず して、 天然の 道理 ある ことたりと 知るべき たり。 義は 時に 到りて 
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.  •  、§ 

理に順 ふの 謂な り。 時に 到りて 理に從 は ざれば、 物 皆 一片に 泥 I するな り。 

< 六 太 極 . 

太 極より 陰陽 を 生ずと は、 段々 の ありて 物の 出生す ると 云 ふに は あらざる なり。 太 

極の 內に 六十 四卦 まで 悉く これ あるな り。 その 六十 四卦を 分けて 昆 れば 兩满に つづ ま 

ちと 

る。 ^儀 はと 云へば 本 一圓 相の 內 なり。 一圓 相 を 分けて 兌れば 六十 四卦 なり。 六 卜 四 

卦を つづめて 兒れば 一圓 相たり と 云 ふ 心なり。 唯 だ 段々 に 物の 生ずろ に は あらず。 一 

圓 相の 中に 森羅 萬象備 はりて、 こ の ところに て始中 終の 道理 は 皆き はまる ところたり" 

お ほい 

されば 聖人の 太に 極まる と 書きて 太 極と 號 せらる ると ころたり。 然れ ども 敎 へて 〔4 ふ 

時、 成る の 次第 は 太 極より 兩儀を 生じ、 兩儀四 象 を 生ずと 書きた るな り。 例へば 人の 

胎內に 宿る 時の 一滴に、 ー體 無量の 者備 はりて、 その 大 になり 廣 がりて、 今日の 體と 

なる が 如し。 先づ これ を 生じて その 次に これ を 生ずる とい ふ ものに は あらざる なり。 

その 一滴 一 圓 相の 內に 始終 中の 形は備 はれる と 見るべき なり。 义 今日の 上 も かくの 如 

し。 譬 へば 家 を 立つ るに 一 胸襟の 中に 皆備 はりて、 それ を ひろげて 大家の 作 事と なる 


と 等し。 これ 叉 前に 太 極せ ざれば 叶 はざる たり。 一物 一事と もに 皆 かくの 如しと 知る 

ベ きなり。 

八 七 五倫の 名 

五倫 を 云 ふ 時に 外に 向って 說 くに 及ばざる なり。 一 人の 上 を考へ 見る に 陰陽 會 合の 

心 あり。 これ 夫婦の道 あり、 上下 あり、 少長 あり、 接 交 あり、 われ を 生む 者 あり。 こ 

れ 五倫の 生ずる 本な り。 これ を 人に 形せ しめて 云 ふ 時に、 五倫の 名出づ ると 知るべき 

なり。 

八/ も 

形と 理とは 皆 形な り。 形の 內 にて 上なる もの を 云 ふ 時、 理と云 ひ" 下なる もの を 云 

ふ 時、 形と ハ ふなり。 ^は 陰、 陽 は 場と ある もの は 破る る ことたし。 陰陽 合する 者 は 

破る る こと はなき にや。 天 は 陽な り、 地 は 陰な リ、 而 して 天長地久 なり。 人 は 陰陽 を 

合す。 故に 體破 るる こと はなき たり。 
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八 九 多忙なる べし 

二)  いしが や  ：n  し 一一) に ふ 

十八 日 石 谷 兵四郞 來會。 石 谷 曰 ふ、 「越 前大 守、 土 入 を 招請 せんこと を 欲す。 然るに 

ひま 

その 日限、 正月の 內に 僅に 二日に して 而も 朝ば かり 隙な り。 此の 如き 世事に ささ はり 

ありて は、 その 事の 拗 なり 難 からん か。」 

予曰 はく、 然ら ず。 無學 にして 富貴の 人 は、 せめて 世間の 交りに 暇な きをよ しとす 

るな り。 暇 を 願 ひ 閑暇 を 欲する は、 學 者の 義 なり。 小人 は 閑； © して 不善 をな すの 外^: 

ばくえ々； 

になし。 されば 唯 だ 暇な くば 飮食 色欲の 陷溺も ら少 くなる べきに や。 孔子 も 博奕 を 

しても 日 を 終 へんは 已 むに 賢れ りと 云 ひ 給へ るな り。 

九 0 平 重 盛の S 

石 谷 曰 ふ、 「重 盛 は は 如何。」 

(3 

予曰 はく、 重 盛 若年の 時 待 賢 門の 夜 軍に 功 ある ことなれ ども、 久しく 公家の 風俗に. 

なづ  ねリ 

泥み て、 男の 練 なくなり ぬるに や、 末期の 行跡 は 殆ど 釋 門に 入りて、 柔和の 姿 多し。 


人^ を 練らず して は、 勇 全く ある まじき にや- 


(六) 寬 5 

お. 正 

(七) 林酾三 

郎。 土^ 但^ 

守 家人な らん 

(八) 支^の 

兵書. 七 害の 

(几) 吳子上 

篇 序に あり 


二  o) 以下 

吳子 1SS 篇ょ 

h- 引用せ h-。 

承^ 氏 • 有 S- 

氏 は吳 子が 語 

る 支那 古代の 

諸侯の 姓^な 

り 

ニー) 吳子 

お兵篇 にあ b. 


九 I 吳子 問答 

(I 七日、 i 氏 来り 問 ふ。 「s 子に、^ お 而^^、 鋤  14 於 11 矣。 き 屍 而哀. 之、 

i レ 一一 於 仁 1 矣と あり。 義 あらず、 仁 あらず とこ そ 云 ふべき に、 逮ば ずと 云 ふところ 

不審な り。 心 あり や」 と。 

予云 はく、 所謂 義と 仁との 兩箇は 一事 を 以て 云 ひ盡し 難し。 されば 勇 を 好む と雖 も. 

仁義 を 知ら ざれば 進むべき に當 つて 進まず、 殺すべき を 殺さず して、 その 內に 仁義 

ありと 思 ふこと、 これ 大 いたる 誤な り。 されば 不レ逮 とい ふ は 皆 仁義の 詮索の 不足 あ 

♦、  (一  0)  メ ヌン ヲ  テ ボス ノ 

ると ころ を 一 K へる 故に、 不：. 逮 といへ るな り。 則ち 承 桑 氏 之君修 レ德廢 レ武、 以滅 こ 其國 

ぁ？ 有 扈氏之 I き， n、k 勇、 ^喪 二 社稷？ 明主 攀， 之、 必內修 二 文德ー 外 治 二 武備？ 故當 


, 敵 而不， 進、 無， 逮 ニ於義 1 矣。 


い へ るな り 


林 氏 問うて 曰 ふ、 r 吳 子に、 (t 一 將者如 T 坐 1|漏 船 之 中 一 伏 * 燒屋之 下 h 使 下 智者 不， 及レ 謀、 

勇^れ n」 %レ¥ 可也と あり。 愚人 は 漏 船中に 居り 燒屋の 下に 居れば、 愈 〜迷 
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ひ 益，' 惑うて、 その 中に 謀 も 出で ざるたり。 死に 近づけば 猶ほ 以て， リ乙た ふるこし」， 

これ 凡愚の 人な り。 良將は 人の 惑 はざる 如く 致すべき ことなる に、 この 心得 如何と 一 ff 

ふ 人の ありし に、 答へ. ±： る は、 されば 坐と 伏との 兩 筒の 字に 心 を 付くべき なり。 ？ i 船 

に 坐し 燒屋に 伏す と、 この 兩の 心得なら ば、 ^章騷 動 もな き。 思 ひ 極めた ると ころの 

本意、 この 兩 字に 極まるべき にやと 答へ ぬ」 と。 

予ー K はく、 可な り。 但し この 段の 心 は 已むを 得ざる の 心得たり。 されば その 下句に， 

知者 不レ I, 謀、 ^者 不， 及レ 怒と 書け り。 知者の 謀 をた のみ、 ^者の 力 を 頼まば、 上手 

を 撰み 下手 を 除く の 了簡 もこれ あるべし。 ここに 於て は.： j む を 得ざる の 故に、 漏 船の 

中に 坐し 燒屋の 下に 伏して 居る は、 唯 だ 死の みなる ところ を あがき 惑うても たまら ざ 

ると、 ころ なれば、 かくの 如く 云へ るな り。 右の 注に 已むを 得ざる の 字 を 入るべき なり。 

九 二  • 畫と 人の 鑑定 

左內 この頃 畫を 好みて 描く。 予曰 はく、 畫の善 惡新古 は 見る 人 則ち これ を 見出す。 

故に 晝所も あり、 上手 下手と 云 ふ もこれ あるな り。 人の 善惡は 聖人と 雖も 必ず これ や 


知り 難し。 この 故 は 如何。 左內 、「まことに その 所以 を 知らず」 と 云 ふ。 予曰 はく、 寳 

も 一筆 一文字 を 引きて、 これ は 上 筆 か 中 筆 かと 云 ひて 見せば 知る 者 あるべからず e 人 

の 善 惡の 知れざる は、 善惡の わざ を 致さざる 故な り。 唯 だ 衣冠 威儀ば かり を 見て 人 を 

評する 故に 皆 違 ふ。 能く これ を 試みば 人 程 早く 知る る 者 は あるべ からざる なり。 され 

ば 聖人 も 試庸と 云へ り。 試みず して 用 ひ ば 皆 違 ふ ベ き た り 。 

叉 曰 はく、 下 筆と 雖も 少しば かり 筆 直なる もの を 書きて は、 見事に 見 ゆる こと ある 

ベ けれども、 筆 細やかに 勢 ある もの を 書く に 至りて は、 各 別 善惡見 ゆべき なり。 

九 三 誡と云 ふこと- 

三) 備 S 淺野蹈 W 公 問うて 曰 ふ、 「示 諭の 如く 事々 格 物 すれ ども、 なほ 事跡 皆 枝葉に のみな り 

次 城主 因幡 守  ： , 

tsa 長 治  て 本源に 至らず。 ここ を 以て 見れば 本源と すると ころ は、 今の 示 諭 を學び 行く は 力り 

にて、 直 散な り维 かるべき にや。 此の 如く 修めて 日月 を 積み 年 數を累 ねても、 猶ほ未 

だ 格 物の 功な り 難 からん か。」 

予云 はく、 理に 至る に は、 形 を 除いて 至る ものなければ、 形 を盡さ ざれば 理に 至ら 
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ず。 然れ ども その 意趣 誠より 入ら ざれば、 皆 目 に 兌、 耳に 聞いて なすこと にして、 欹" 

上徹 尾の 工夫と 云ひ雞 し。 

S 治 公 曰 ふ、 r 譬へ ば こ こに 燭臺 あり。 この 燭臺 をな さんに、 木に 立てば 惡 しき 故に 

鐵銅 にて 臺を致 十。 此の 如くに 致して その 形の よき 節 ある、 これ 誠に あらず や。」 

のた ま 

予曰 はく、 これ 皆 誠の 言 を： M: より 入れ 耳より 入れて 覺 ぇて宣 ふの 誠にして、 直に そ 

•  とも 

のと ころに 至れる の 誠に あらず。 その 誠と いふ もの は、 例へば 火を點 してよ からん 程 

に 蠟燭を 用ぶ るに、 臺の なき 故に 手に 持ちて 點 すと 雖も、 人 一 人の 费 なり。 稱淚 のな 

がれて 手の 熱く 自由の なりに くき 故に、 木 にても 鐵 にても 燭臺を 致し、 その 高下 大小 

もの^き 

は 皆 座敷に より 物 好に よつ て 色々 となるな り。 これ 已むを 得ず して 出づ るの 道理に し 

{■  二  ) ああ 

て、 作意す ると ころ あらず。 作意す る 所 ある は 誠と いふべ からず。 「於 天命^と して 

(一-二 

已 まず」 と 云へ る 心得、 又は 一誠 は 天の 道な り」 と 云へ る、 これ 造作す ると ころな し。、 

(，)，-、 •  >  ,  >  ,  S) シス ナン f- 

r 大何を か 曰 ふや」 又、 r 予無， 隱 レ爾」 と 云へ る、 これな り。 長 治 公大い に省怊 して 

感 通す。 予曰 はく、 予が今 謂 ふところ 卽ち今 公の 言に 違 はずと 雖も、 感ずる ところの 

深 重なる は 心に 徹する 故な り。 一一 一一！ 1 は 同じ ことにして 心に 雲泥の 違 ひ ある ことなり。 さ 


れば この 心得の 止むを得ず 直に 體認 の義 は、 會 する 每に云 ひ、 示す 毎に 離れず して、 

少 しも 隱す處 あ るに は あら ざれ ども、 時 至り 節來り て內の 熟す ると ころの ある 時 は， 

平生の 語に よって 顿に大 節の 地 を 自得し 省 悟す ると ころ ある、 これ 則ち 節な り。 今夕 

とくしん 

のこと 人に 日々 に 示す ことにして、 その 人に 依って 得心なる ところな り。 されば 好ん 

で これ を敎 ふると も、 節 それに 至らざる 者 は、 作意して 敎 ふる 故に 誠になら ざるな り 

誡と いふ ことよく/ \ 得心 あるべし。 長 治 公 席 を 起 つて 拜し 大いに 誠意 を 感ず 。 

又 これに 示して 曰 はく、 物に 形 あり。 形 をよ く盡 して その 理用は 皆出づ るな り。 形 

こしら 

を盡 さず して は 理用皆 おろそか なり。 蠟 燭を挤 ふるに 大小 あり、 長短 あり。 これ を 用 

とち 

ぶる 大小 長短 は、 何れより 出で たる かなら ば、 座敷、 その 點 すと ころより 出づ。 され 

ば大 なる 座敷 なれば とて" 大蠟 燭を點 すとば かり 行く 故に 違 ひ あり。 天井の 恰好 あた 

りの 様子 をよ く考 へて、 そこにて その 蠟燭 も燭 臺も考 ふれば、 違 ふべき やうな し。 此 

の 如くに 諸事に 就いて その 形 を 次第に 知る にあり。 形より 出 づる理 なる 故に、 形を盡 

さず し て 理 の 出づ る こと はなき ものな り。 
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n 鹿^^  wra^ 

力 ブー 一 

九 四 不レ 如， 學 

終日 思へ ども 無, 益。 或る人^ ふ、 「思へ ば 則ち 又 工夫 色々 に 出で て理 の^ 现に； 卡； る 

こと も あるべき に、 孔子の 思而 無， 益、 不レ 如， 學 とのた まへ る 心 は 如何。」 

章 

で，， 一はく  ^は；^ ォが、 七な り。 心 を 何程 思 ふと も、 變る ことの ある y きに あらざる 

なり。 學ぶ時 は 古人の 理を 取りて わが 理に用 ふるに 利 あり.。 故に 學 ベば 則ち 格 物 甚大 

にす すむな り.。 只 わが 心 を 幾度 しらべたり とも、 わが 知らざる 道理の 出づ べき やう 更 

にあらざる なり。 

九 五 一心 則 高 天の原 

•  やど  でかと.. 6 はら ひ 

、も 洁靜 なれば 神 これに 舍す。 されば 中 臣の祓 に 「高 天が 原に 神と どまり ます」 と^ 

ふ も これな り。 高 天の原と 云 ふ は 外に あるに は あらざる なり。 一 心 刖ち髙 ：大 の 京な 

り。 淸靜 なれば 神の やどる ところに して、 その 所へ は 能く 物の 感通 あり。 さるに よつ 

て 神道に 如意 感 通と 立て、 淸靜 にして よく 正しければ 願 ふこと として 叶 はぬ ところな 

く 感ずる ところ あれば 則ち 應 ずるな り。 遠方の こと、 關所 のこと、 皆 能く： きじて へ !B 


たきな り。 

ナ. -ノ せ^と 

{A 罰と いへ ども、 世の中に は 罰の み 過ぎて 赏 はなしと； FT ふ 人 あり。 然れ ども 人の 善 

事 は 稀に て惡 事の み 多き を 見れば、 誠に 罰 は 過ぐ るに 似た るべ きなり。 

ある 人の 一 ぶふ、 「賞より-は 罰の 強き 家 は 人の 思 ひ つくと ころ、 行儀作法 もよ く 下知 も 

あ ひ 

整 ふ 如く 恩 ふなり」 と 云へ り。 予云 はく、 賞罰 はわり 合の もの なれば、 何れの 過ぎて 

かくの 如しと^ ふべき ところ はこれ なし。 罰の 過ぐ ると 云 ふ は猶ほ 以て 惡 しし。 賞と 

つりあ ふ 如くに 致すべし。 柔 にして よきと も 云 はれざる たり。 賞 も 過ぐ るは惡 しきな 

九 七 三 寶 

人の 三寶は 衣食住な り や。 

予；； ム はく、 衣食住 は已む こと を 得ず して 人 々 具足す ると ころな り C 然る を 農工 商の 
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山^ 隨や  八 

三 民 その 宜しき を齊 へて、 よく 相 協 ふ 如くなら しむる、 これ 寶 なり。 おへば 明德 至善 

の理は 天より 備 はりて あれ ども、 敎 によって 修せ ざれば 明徳 至善に 復ら ず.。 故に 師の 

敎に順 ふ、 これ 寶 なり。 衣食住 は 定まりた る 道理に して、 なくて 叶 はざる ものなる を- 

これ を 宜しき 如く 致す、 これ 三寶 にあらず や。 

九 八 修 善 

じつば 5 

洋中を 乘る者 大海に 離され、 風波に よって 十 方の 見えぬ 所へ 船 を 流された る 時には 

必ず 北桢を 見て、 これ を 以て 又 船 を乘り 出すな り。 人の 本性 を 見つけて それ をた より 

に 致して 事 をな す もこの 心なり と。 淮南 子に 出で たり。 この 譬は佛 氏の..：：： 忭を^ 指し 

て、 それより 作用いた す 道理 を 云 ふ。 ことの 外理 近き に似て 大いに 遠き なり。 唯だ自 

はつげん 

性 天理の {H: 然に發 兌す る を 尋ねて、 本性 善なる を 知りて 修 せば 可な り。 直に 北極 を 見 

付けん と 云 ふ は 空 (叔 の理 にして 實理 にあらず。 北極 は 不動の ものなる 故に^ 付く ると 

もと 

ころ は 本 北な りと。 南北 を 正す と 云へ ども、 北極に て はもの を 計り 難し。 北 斗 は 北極 

^と 

の 座の 末に 居て 能く 廻る 故に、 ^夜 を 計る に 利 あり。 人心 又 かくの 如し。 ，n: 性 本 明々 


たるな れ ども、 はたらき を 見 ざれば 知れざる たり。 

九九 心氣形 

問う て 云 ふ 、 「物 必ず 定ま れる形 あり や、 又 形 を 離れての 理 あ り や 。」 

予曰 はく、 心と 氣と 形と この 三つ、 天道の 自然にして、 更に 造作す ると ころな し。 

されば 理 ありて. も氣 なければ 動かず。 氣 ありても 形なければ うけ 行 ふ ものた し。 され 

つか 

ば 天の 理を 形に うつす 時 は、 圓 にして 閊 ふるところな きを 以て 形と すと 雖も、 形 あり 

て も 動きな し。 動く こと は 水 太の 用 をから ざれば 動かざる たり。 水 穴の 用 をから くり 

て 借りて 動かし 廻らす と雖 も、 正 理內に 正しから ざる 時 は、 氣に正 體 たし。 されば 理 

と と 0 

と氣と 形と 三 つ 調 ほりて、 初めて そのこと 全きな り。 

I  oo 心と は ぞ 

(二 ) 

(二)  IH  三月 廿六 ョ淺野 氏に 示す。 心と は何ぞ C  . 

お 

今 所謂 心に は^ 怯た く、 只 だ 善惡 進退の みと。 凡そ 心 は 唯 だ虛靈 のみに して、 勇 
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もなければ 善惡 もな く 進退 もな ヒ。 唯 だ虛靈 にして 名づ くべき 所な きのみ。 心に^ 怯 

のな きとば かりに 兌る は惡 しきな り。 ここに 見る ところの 花の 紅白 を 見て、 紅-と 知り 

白と 知る。 これ 皆氣の わざに して 內に とどまる ところな し。 たと へば R は 物 を 見る 役 

にて、 物 を 見る に 紅白と 兌る。 これ 心なり と 云 はば、 知覺を もって 心と するな り。 心 

あと  ：  ： 

に 元知覺 はなし。 只だ氣 によって 知覺 する のみな り。 されば 目 を 塞けば 心 ありても 杠 

白 は 知られざる なり。 只 だ 舌の 內 ばかりにて 味 を 知る。 味 を 知る もこれ 知覺 なり。 心 

に 味 を 知る 者 はなし。 唯 その 通じて かくる る ことのな きまで なり。 さる を 以て E も 口 

も 鼻 も 手足 も 皆 これ 唯 だ 知覺の わざ は、 その 所の 形に 氣の相 めぐりて 知る ところな り- 

證據に は 人の 身の 不仁なる は 痛き 痒き を覺 えず、 しかると て 心の なきに は あらね ども 

氣の 廻らざる ところの 故な り。 心に 知覺 する 者なら ば、 死して こそ 知る まじき に、 生 

きながら 體 の通ぜ ざると ころ ある は、 これ 氣の わざに あらず や。 

(淺野 氏 曰 ふ) 

「然る 時 は知覺 心に あら ざれば、 躑躅の 花の 紅白 を 見て 紅白 を 知る、 これ 心に あら 

(淺) 

ざる や。」 予曰 はく、 知覺を 以て 心と 爲すは 異端 佛 者の 說 なり。 「佛者 も知覺 する もの 

これ 佛體 なり、 これ さとれり と 云 ふこと なれば、 心性の 沙汰、 儒と 1 體 なるべき や。. 一 


予曰 はく、 然ら ず。 儒 は 心 は虚靈 にして 暗から ざるまでと 云へ り。 心に 大现の ー體に 

して、 知覺 は皆氣 によって なすと ころなる を、 氣を 捕へ て 心なり と 云 ふ 故に、 欲する 

ニー 一) 

(二；  じゅんし  よ  ， 

者 願 ふ 者 皆 心たり と 云 ひて、 吿 子が 論も苟 子の 性惡 の說 も、 仍って 出づ ろと こんた "- 

これ 皆氣 をと めて 心と するな り。 

(き 

【然 らば 心 は IF ごと もな きものに や。」 予曰 はく， 心 は 何事の あるべき ことなし。 

知覺 運動す る 所以の もの を 心と 云 ふ。 その 心 は 味 をつ けて 云 ふべき ところた し。 只 だ 

(淺) 

虛靈 にして よく 物 を 映す が 故に 至らざる なきな り。 I しからば、 七に 仁義 も あらざる に 

や。 仁義 も氣 形に よって たれる 仁義に あらず や。， 一 予曰 はく、 仁義 も氣 形に よって 生 

ず。 しかれ ども 發 しても のに 應 ずると ころの 發動は 仁義より 初 まる。 故に 仁義 を 以て 

(淺) 

本と するな り。 「然 らば 仁義 は 外にて 形に あり や。」 予曰 はく、 然ら ず。 形 を 離れ 氣を 

さ 

除け て 心を說 くべき もな く、 心 を 離れて 氣 形を說 くべき もな し。 更に 三の もの 三に あ 

らず。 叉 一 にあらざる なり。 然れ ども 心 は 道 源に して 言 を 以て  一 K ふべき にあら す。 論 

じて 益な し。 只 だ虚靈 のみ なれば、 譬 へば 水精の 一圓 石 を 水中に 置く が 如くたり。 

山 鹿 膣 筆  四 五 一 


鹿隨筆  四 五 二 

I  o 一  平常心  、 

寓の わざ をな すに 力 をつ け氣を 入れて なせば、 一 偏に 落 入りて 事 成り 難し。 故に 平 

常 心に 至らず して は 誠に あらず。 然れ ばと て 平常心な りと 云へば、 刀 を 執り 劎を 握り 

兵 を 弄して、 何ぞ 平常の 如くに なるべき や。 世間の 平常心 は 皆 完{ 仝に して 內に 主な し 

唯 だ內に 一 主 を 建立して、 その 心の 本然 を 失 はざる が 如く 守り 取る にあり と 知る ベ き 

なり。 儒に 敬 を 徹上徹 下の 工夫と 一 14 ふが 如し。 內に 主と する 者なければ 物に 應 ずる こ 

と 自由な-りに くくして、 ふ兀 空になる ものな り。 

I  O 二 俗事 これ 學 

「世間 萬 事に 交 はり、 雜 客に 逢 ひ、 閑談 をな すに 依って、 今日の 工夫 もな り 難く、 

二)  1^ 學 問の 修業 進みに くきな り。 在處 にあり て は 勤 も 進みよ し」 と 一； ムふ人 あり。 

^じ。 袞 勒5| 

予云 はく、 心 を 閑に して 默識 する の 工夫と、 人 を 斷ち境 を 去りて 然るべき か。 され 

a!§S せる に對  がくもん 

して、 I！ えに ども 夫子の 默識と 云 ふ は、 境 を 嫌うて 默識を 索む るに は あらざる なり。 學文は 書を績 

ある をい ふ 

み 心 をす ます を 云 ふに あらざる なり.。 賓客の 應接、 世事の 事業、 何事 か學 問に あら ざ 


る や C されば 在處國 にあ りても， その 用處 はやむ こと-: ：} ある ま ければ.^ の あると— 

云ふ說 は 誤に や。 若し 在 國の時 閑暇な りと W はば、 これ 世事 を^ ふの 故に あるべ けれ 

ば、 只 だ 閑居 を 好む こと、 學者心 を 甘ん ずるの 工夫に して、 切に 聖學の 用に あらざる 

なり o 


(二) 他 田 光 

政、 備^ 闲山 

の 藩 キ： にして * 

； S ム 名 ほ. き 

大名な り .《 能 I 

^蕃 山、 その 

弟 泉 忠愛^， て 

の 治に 與 りて 


a ラ f- つ 

く荩 


一 0 三 事理 一 體 (一一) 

2)-  し おき 

松 平 新 太郞、 某の 仕置よ く國 治まりた るな リ とい ヘリ。 予云 はく、 備 前の 大守、 學 

の 志 は 深き こと 必然たり。 然れば 國政も 愛 深く、 民 これにな.、 つくべき なれ ども、 國を 

治む るの 法 を 知らざる 時 は、 志までに て * 實に修 して 知る の 法なければ、 聖學の 治 國 

平 天下の 要 法に あらざる^ り。 

或る人 云 ふ、 「民 も 思 ひっき、 その上， 處を 通りて 見る に、 民の 作法、 道 橋の 修造 も. 

殘る蕖 なき なれば、 作法 もよ きに や」 と。 

予云 は く、 大體 見え 來れ ると ころ は 人の 定まりて 知る と K  | ろ な れ ば 、 左樣 に は あ る 

まじ。 唯 だ 何事に 依らず 一 つ 致す こと 迄 も、 事理の 一致に あら ざれば、 聖人の 學と云 

山 鹿隨箏  四 五三 


山 鹿隨筆 

ひ 難し。 事理 一 體は 聖學の 淵源な 


四 K ュ 四 


二) 前^ の 

高祖 創業の 謀 

臣、 兵の 粮炱 

缺 くるな く戰 

も^から しめ、 


て 大将たら L 

む：，' など、 功 

殊に 大 なり.' 

功 成り 家居 儉 

11 して 後^: の 

となる e  ^ 

室 百年の は 

じめ を 成せし 

^臣 なり 

(二) 同じく 

漢 高祖の 劇 業 

の g、 蕭： ？ の 

遺 法 を、 少し 

も 迸 へ ざらん 

と して 數 代に 

仕 へ て 相の 任 

も完， つせ し 人 


一 o 四 功 

功に 萬 世の 功 あり、 一 n: の 功 あり。 一日： の 功 は 一時の 權 にして、 萬 世の 功 は 子孫の 

一  せう か  さ ん 

謀な り.。 故に 萬 世の 功 を 以て 第一 とす。 漢の 十八 功臣 >  蕭何を 以て 第一 とし、 曹參を 

以て これに 次ぐ はこれ なり。 

I  0 五 準備 

或る 入 云 ふ、 r 師の敎 によつ て、 急用の こと ありても 忙しき ことなく、 手 分 手配 手 組 

を 致して、 少しも 亂 るる ことこれ なし。 振舞 を 致せ ども 右の通り 故に 忙しき ことな 

予云 はく、 先づ 以て 珍重な り。 然し 乍ら 忙しき ことの^き と雖 も、 事の 節に 臨みて 

は、 忙しき こと 义 これ ある ものな り。 例へば 料理 をして 殘る ところ これな く栴へ 置き 

てけ る とても、 客の 來り 時分の よくな りて 後に、 一度に 汁 を 仕立て、 たます を臺 へ、，. 


煑物 を煑て 出す、 これ 急切たり。 これ を も ゆるやかに とて、 晚の 客に 朝より 此の 如き 

もの を煑 こしら へ 置きて は、 忙しき こと はたくても、 料 浬の 本意 P ひて 食 は. II ざるな 

り。 然し 戰法も 亦 此の 如くに 備を 持へ、 陳を 敷き 城 をな す、 色々 前に なすこと は、 只 

だ 一朝の 戰を 利せ しめんが 爲 なり。 一朝の 戰に 臨みて は、 間に 髮を 入れざる ところ あ 

り。 天地の 大 なる も、 緩急 は 日夜の 長短に 就いて これ ある なれば、 必ず あとなる がよ 

きとば かり 云 ふ ことに は あらざる なり。 

IO 六 双六の 上手 

ナ ごろく 

「双六と 云 ふ もの は 上手 下手の なきもの にて、 前によ く 致し 盡 して 置け ども、 只 だ 

まけ 

1 手の 目の 出 やうに よって 勝負の ある もの なれば、 上手と 雖も 目の 出で ざる は 負に な 

り、 下手と 雖も 目の 功に 從 うて 出 づれば 勝なる ものな り」 と 云 ふ 人の あり。 

予云 はく、 その 人 は 象棋は 上手 次第に 勝負の あると ころ を 示して、 双六 は 天命の 計 

り 難き ところ を 示せる ものな り。 これにて かくの 如き 理を 知るべき の わざに は あら ざ 

れ ども、 これ 叉 天地の 間の 一事 なれば、 押して 云 はば 此の 如くに もこれ あるべき なり。 

山 鹿隨筆  四 五 五 


二) 直 文 三 

年 

(二) 板 食 重 

of 長お；： 父 は 

左^と 稱す。 

家 凍 S 名お 京 

都 所.？ 代勝滋 

の； w 孫な り。 

父^  ^.WH- 代、 

« 政、 や^^ 

行 ふの 榮 樅に 

あれ ども、 重 

良 は 多^にし 

こ ヘム 職な し、 

能^ 守、 後 伯 

耆 守な 以て 終 

る。 居城 は 下 

野^ 烏 山な り 

S はしか 

らくの 怠 

代の 佛^ 八^、 

卽ち 供舍 . 成 

資 . 律 • 法相 • 

天台 . 眞言 宗。 


に 禪乂は 淨+ 

も.^ へて い； - 

(五) 五倫の 

道な 教 へ^-る 

職" 典^ は！ g 

樂 を！？ り * 宗 


山 鹿^^  四 五丄ハ 

然れ ども 上手と 下手と は^ 六に も ある ことなる は、 下手の：： 3 の 不意に 出で て 勝つ はト 

番に 一 番 なり。 m を 重ね：：！： を 重ね 番數 多き 內に 勝負の 多く 付く 方 を 上手と しるべ きな 

り 。 不意 に 勝負 の ある を 以 て 大利を 論ずべ からざる なり。 

10 七 吉利支 丹對策 

四月 廿 六日、 板 倉 能 登 守來り 問う て 闩 ふ、 「當 時世 間 に 吉利支 丹 の 宗門 あ り 。 公儀よ 

n はっと  二 一 一) 

りことの； 外の 御法度な りと 云へ ども、 大方 4:3 むこと なく、 はし/ ヽ これ あり。 これ を 

禁む る に 術 あ る ベ きに や 。」 

予云 はく、 風俗に あり。 本朝 屮 古より 武家の 教戒 全から ず。 故に 逍を問 はんとす る 

(賴)  ちな 

によると ころな し。 只 だ 僧に 近づき 儒に 內 みて 問 ふ。 殊に 宗 3" を 定め 僧家に 賴ら ざる 

もの は惡 しきな どと 云 ふ 如くの 風俗 故に、 八 宗^ 宗の 僧家に 賴る なり。 それより して 

せ 利小义 丹と^ ふの 法 あるな り。 古 は！； 民々 を敎 ふるの 職 ありて、 司 徒の 職 • 典樂の {に 

ありし 故に、 人 皆 その！： 君の 敎を 貴ぶ。 日本 は然ら ずして、 敎は皆 僧家 を 立て、 儒者 

と 名 を 立てて こ と を •  止 十。 故に 皆睥家 に 入りて その 餘流吉 利い 乂丹 の 宗 にも 人るな り。 


霸鼸 M に 舞 菜 

人心 を和荬 せ 

しもる 官。 

經 に S3 づ 


(六) Jse 火 

(七) 宋の周 

お. 藏溪 先生 

とい. r 宋學 

^始祖に して 

ニ 程 +の師 な 

り" 

及び 通 » は そ 

の： 名 おなり。 

邁翥は 太； gss 

說の^ ^を應 

用に， つつした 

る ものにして 

I 卷 n 卜篇、 

«8 は そ の 首お 

より 

(八) 大村純 

長、 肥 前大付 

_*  二 萬 七 千 石 

の 主。 家！ 

来 西 の 趣と 

して 幕府の 儋 


唯 だ 風^の-止しから ざると ころより 起るな リ。 

問うて 曰 ふ、 一 然 らば 又 儒者の 宗と いふ を 立てて 然るべ きか。」 

じゅんじょう 

予 S にく、  ^ ぞ 儒者の 宗と云 はんや。 唯 だ 天地 自然の 準繩 によるの みなり。 則ち 詩 

の 一物 あれば 則 ある」 なり。 儒者の 宗 として 立てん とならば、 これ 又 一 の 法と すると 

ころに して、 信實と 致し 難き なり。 唯. だ 天地 自然の 常な り。 外に 何の 宗と いふ ことな 


S 文 三年) (七) つうしよ 

六月？ i- 日、 周 子の 通 書 第 一 を 見る 


こ の 心 は 誠 は 造作し 

J ろに あら H ラ。 さる を 


OA 無 爲の字 

. 誠 は無爲 なり 一 と あり- 

て 致す ものに  あらざる なり。  只 だ 自然の 妙 用に して 人の たす と 

以 て 誠 は 無爲な りと 云 ふなり。 無爲 の 言 最も 面白き な り 。 

一 O 九 庭石に 寄 十 

(寬 文： 年) (A)  \  ふみいし  . . 

六月 二日、 大村 因幡 大守 の亭に 到る。 庭前に 蹈 石の ある を 指して 示して 曰 はく、 譬 


鹿 隨苹 


四 五 七 
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へば 石 を 置く は 土を蹈 ませ まじき の爲 なり。 然れ ば、 如何様に も 足の 蹈 みよき ごとく 

に 置くべし とい ふ は、 理を 以て 云 ふなり。 义 同じ 如く 置かば 見事に 致す に理 ありと 一： ム 

ふ は 文章な り。 然れば 文と 質との 二つ を 合せて 君子と す。 今の 世 問 皆 一 方に 泥み て、 

理に 落ち ざれば 文に 落つ る は、 世間の 情なり。 されば 此の 如く 云 ふなり。 

I  IO 誠の 義 

(問 Co  しも かみ.' 

淺井 源左衞 門、 「孫子の 抄に、 下 を 上より 撫づ るに 誠より 出で ざれば 實 なし。 誠と 

) ig に M いふ もの は 言 はず 發せ ずして 能く 通ず る ものな り。 されば 太閤の 高麗 陳を思 お しあり 

て、 未だ 外へ 御沙汰 もなかり しに、 日本の 烏 高麗へ 多く 渡りし と、 古き 人の 語りし な 

り。 ここ を 以て 見れば、 通ず ると ころ. の 速 かなる ところ あれば、 誠に 越す ものな しと 

書け り。 この 誠の 義 如何。」 

(二)  (故) 

リ S の 予云 はく、 易に 「寂然 不動、 感じて 天下の 事に 通ず」 と 云へ り。 これ 寂然 不動 ゆ ゑ 

上 傅 

に 言行に 未だ 顯 はれ ざれ ども、 通ず ると ころ は 早く 速 かなりと 云へ る ことなれば、 打 

てば 響く は 勿論に て、 うつと 響く 苦のと ころ、 これ 感 通の 至極な り。 され ども 上より- 


下への 誠、 下より トーへの 誡、 何 やうに 致して 然るべき か。 ここの 工夫 肝要たり。 然れ 

ば 上より 下 へ のま こと は 赤子 を 保ん ずるが 如しと あれば、 赤子の 如くに 民 を 思 へ と 云 

ふとても、 赤子 程に は 思 はれぬ ことなれば、 赤子 程に 民 を 思 ふところの、 よって 出づ 

ると ころ を考へ 知るべし。 その 依って 出づ ると ころ を 知らば 誠 も出づ べき ことなり。 

このところ 工夫 第一 のと ころな りと 思 ふなり。 


(5 孫子 始 

i に， 兵 者 

fr 追 m。 故 能 

而示 = 之不シ 能， 


-問 -、 


I  I  I 兵 は 詭道な り 

5 ご  いつはり 

「兵 は詭の 道な り」 と 示す は、 人の 誤る ところな り。 r 詭るも 道」 と 見て 敎 になる ベ 

き や。 

曰 はく、 詭の 道と いふ も、 詭るも 道な りと 云 ふ も、 皆 誤な り。 兵 は 詭道と 讀み てよ 

し。 文武の 本 を 云 ふ 時 は、 皆 一理に して、 何れ を善惡 とき はまる ことに あらず。 生 あ 

る ものの 必ず 死す る 故、 生 を 文と 云 ひ 死 を 武と云 ふなり。 されば 元 一理 なれ ども、 顯 

はれた る 形 を 見る 時 は、 殺して 生かす の 道 故に、 本に 反る の 心得に て 詭道と 云 ふたり ( 

けんだ う 

說は 寄な り、 權道 なりと 云 ふ 心なり。 
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I  I  二 今の 弊 

ひとし- H  た 

何 事 も 古に & ばざる ことのみ なりと 云ふ內 に、 武家 は 一 入 ものごと 萎え 失せたり と 

一： ムふ人 あり。 その 故 を 或る人 問 ふ。 予臼 はく、 賞罰 明かなら ざれば 功臣 倦む と 云 ふ は、 

古よりの 戏 なり。 勤め たれば とて その しるしな きこと をば、 人の 勤めな きものな り。 

とり 之 

n 餘 のこ.^ は繪 を^めば 繪を よく 書く 故に、 それにて 取 柄 あり、 細工す る 者 も その 通 

りなり。 武士 は 道 を 勤む る を、 人の 謗り 多き ものに て、 人 皆 高慢 ありて、 人 をよ く 云 

はざる もの あり。 

1 I 三 無より 有 を 生ず 

有形の 者 は 皆無 形より 出づ るな り。 水火 は 皆無 形の 形な り。 この 水火 相 蒸して 屮に 

もと 

生ずる もの を 地と 云 ふ。 然れば 元 無形の 形より 有形の ものと なるな り。 • 

一 一四 若き 戰 死者 
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人 若く 死して は 功 も 勝れた る 如く；： ムふ。 晚 年まで 壽命 長久なる もの は、 その 內には 

おちど  なら ひ  ( 1 ) よしてる 

分^も 違 ひ、 又 落度 もこれ ある こと 古よりの 習な り。 されば 村 上 義光は 死して 名高し。 

(二) 

佐々 木 も 御 命に 代らん と 云 ひけれ ども、 後に は 七 ケ國の 管領と との ほらざる とて、 賴 

朝に 不足 を 云 ひ 入れし 類、 その 忠には 不義な りと 評 あり。 家康公 内、 蜂 屋半之 承-た 

(右) 

原 左近衞 門な どと 云 ふ 者の こと も、 はやく 死にた るに て 名の 高く 人の  一： 二 ふに や e 

一 一 五 理と 事と 

<£) 

卄五 曰、 關 屋氏來 問して 云 ふ、 「理は つまりても 事の 成らざる こと あり。 當 時の 儒者 

皆 下の 盜を 止めん とならば、 上の 奢を已 めて 下 を 惠み給 ふこと ならば、 下々 盜は ある 

まじき と 云へ り。 理 はさ こそ あるべ けれども、 下の 盜は上 を僞り たぶらかして、 罰 を 

以て 强く 戒め ざれば、 事 止む ベ からざる なり。」 

予云 はく、 理は 天地の 本 なれば、 理の ありて 事の 成らず とい ふ は あらざる なり。 唯 

だ 理の究 まらざる たり。 されば 上の 奢 止めん とたら ば、 當 時の |£ 者 は、 ぬ椽 削らず、 

ぼうし き  (七)  れい 19  f 一  れいく わく あつ も C ろく^う  ふ-, 一 

茅 茨翦ら ず、 土 階 三尺、 鹡 梁の 飯、 藜 蒸の^、 鹿袅寒 を禦 ぎ、 布 衣 形を掩 ふが 如く、 
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S  t 行; f  S も、 {i  や i  a  W^^L^ 
參パ いに 所 、も ^上 食 ^し 降-— - ^ 建 ^ 

m 卷へ出 元 こ 見の の 物 參， * 築 

w 三 ！） づ來の ゆ 雜諸も 粗 照-::711 第 も w 

九 一と は說 れ虚 句い 末 尺 五 十い 末 

五 第 素 墨の ど篇、 ふな の: R- ： ふな 


山^ 隨筆  iii ハー i 

帝堯の 天下 をし ろしめ しし 時 は 此の 如くな りし、 今 此の 如きに あらず、 盜 人の ある ま 

じと 雖も、 帝堯 はいみ じきひ じりの 帝 なれば さ こそ あらめ、 今 は 左様に はなる まじき. 

y  てんえ い 

これ 理 はありて 事の ならざる と 云 ふ ものに やと、 當代は 人の 思 ふなり。 ^"松^らず や 

茨 剪らざる は、 堯の 時代相 應の屋 作に して、 これに 道の ある ことに は あら r。  ^も 本 

とせら るると ころ は 道な り。 然れば 唯 だ 道 を 本と して 見れば、 此の 如きの 泥み はなき 

ものな り。 時 を 知らず 處を 知らず して 云 ふこと は、 皆理の 至極と 云 ふに あら ざれば、 

理の當 ると ころと、 見る 人の H: 當の違 ふが 故に、 理の當 りて 行 はれざる ことの あると 

云 ふこと なり。 今時 小 學を習 ふの 學者、 皆 聖人の 道德 をば さし 置いて、 聖人の 時處相 

0.  口 常埤近 

の is も敎へ 義に 致せる 衣食住の かきしる しある を！ ^て、 これに 道の あると 思 ふは^な り。 この 故 

し #S_T な. C 

に 悉く 相 惑 ひて 泥 著す るな り。 道の 本體は 無形に して、 只 だ 時に より 處 によって その 

、.&^, 、い J  、  (一一) 

つ 一) 老子 冒 名 を あら はすな り。 形の あら はるる までな り。 さるに よって， 「道の 道と すべき は 常 

^の 1 句 

の 道に あらず」 と 云 ひ、 又は 莊 子が 世 儒 を 激して 聖人と 云 ふ は大盜 なりと-: ムふ も、 こ 

れ なり。 道に 眼 を 入れば、 形 は 自然に 出づ べし。 され ども 大聖 人の^に 出で、 その 時 

代 相 應の形 を あら はし 置く は、 末世の 法と なりて 形 も 違 ふべ からざる ことなり。 當時 


(1) 朱 子の 


家秀 S に 後明 雪 一 あ^ 薨に m 二-: と 世 萬 州^ g 

架, 5 お 笫暦 一校り を 後,' ザ 代， &  5  M  ^  S 
• し等大 件 、 、助 もづく 家せ 智を越 
象^ 功 火の 由 島け 幼。 は 光ら 恵 貪 城 守？； 
光^ 耪の始 井原て 主家 彼のれ 伊み 主 
•  • 特] n 末 正の 功^ 光れ 治 、豆 、ra 武& 


小 學を習 ふと 云 ふの 俗士 甚だ 歎息す ベ きなり。 

I 一六 松 平 伊豆守 を 評す 

§ 寬文 一一 一  廿 七日、. 藤 田 氏 ^1 に 示す。 

年 七 H: 

r 學問を 致す ことなき 者 は、 心に くから ず、 朋友の 內に才 賢く 主君の 用 を それ/、 

に 取扱 ひて 滯る ところな き 如き 者の あれ ども、 實は學 問な き 故に その ことい ぶかし。 

近 比の 松 平信 綱 主な ど才 い み じく 天下の 世事に 滯る ところな き 如く なれ ども、 實に喑 

きと ころ ありし 如くな りと 云 ふ 人 あり、 いかが。」 

予云 はく、 學 問と は學 ぶと 問 ふとの 二つな り。 不 い 學不 い 知、 不レ 問不， 明。 されば 學 

ぶと 云 ふ は 何事 を學 ぶと 云 はば、 よく 古べ！' のこと 聖賢の 作法 を 能く 知り 覺ぇ、 聞き 覺 

ぇ見覺 えたる ことなり。 その 善惡を 人に 尋ね 工夫 致して、 實理 をよ く究 むれば 通ぜず 

とい ふこと なし。 これ こそ 古の 聖人の 云へ る學 問と いふ ものな り。 然れば 松 平信 綱 如 

モ j 

き 人 は、 當御家 四 代の 御作 法 をよ く勘辨 して 心に 工夫 致し、 それに われに 本より 寸ぁ 

りて 辨明 すると ころ 明かな りし 故に、 滯る ことのな く 善く 辨ぜ られ たれば、 學問 あり 
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m 鹿隨^  3 六 w 

と 云 ふ ものな り。 讀書 のなかり し 故と 云 ふべ けれども、 これ も；. K 下の 世 寧に 暇の なき 

一- 一 ) ウテ リ 

第 fpi なれば、 行 有 こ餘ゎ 一て こそ 文 をば 學 ぶべ けれ、 行 ひて 餘 力の なくば 學 ばず とて恧 しき 

とい ふべ からず。 唯 だ善師 のな く輔 となる 人な く、 飽く迄 われに 材の 深くて 人に^ す 

ると ころ ありて ける にやと 覺 ゆるな り。 このところなくて 下^; を 恥お ずに 學 問の 本 浬 

に 至らば、 通ぜ ずと いふ こと ある まじき 質な り。 古の 人 何 書 可 肶を學 びし や。 r: に^ 

れ 耳に 觸 るる こと、 M れも學 問 なれ ども、 學べ ども 問 ふこと なく、 問へ ども 師の輔 な 

くて、 われ を 助く る.， v ころ あらざる にや、 誤の あり 來 りたる を/、 々 ，5 らざ るな り。 然 

らば 讀書 せし 者 は理を 知るべき やと 思へば、 讀書 せし 人に 多くの 惑 ある 人 多し。 讀書 

と學 問と は^な りと 知るべき なり。 

(^田 氏 問 ふ) 

「然 らば 師を 尋ねて 道を學 ぶべ けれども、 當時は 世間に 師 とすべ き 右の 如く 實现 に 

徹せる 者の ある まじければ、 師 はなき になる ベ しゃ。 一 

ラ 云 はく、 いかさま 當時を 見れば 實學の 人な き なれば、 師と賴 むべき 人 は ある まじ 

きこと 勿論な り。 これ とても 世に 學の衰 へたる 故に も あ. るべ し。 但し われに 志 あら-ま 

又師も あるべき なり。 われより 今日の 行跡 見事なる 者 は 皆 わが 師 なり。 わ より 行跡 


の惡 しき も 亦 わが 師 たり。 U ハだ師 は 聖人の 如く 行 ひ、 名 も 高く、 讀書博 文の ものの あ 

らん を 尊ね て 求めん と 云 はば、 一世に 師は あるべからず。 靑山綠 水、 四時の 景、 皆 わ 

が師 となり、 友と なり、 學 問と たると 古人 も 一 K へり。 然 りと 云 ひて 高 上の 見 をな すと 

^ふに はかへ すん、， \ あらざる なり。 今日は 今日の 學問 あり。 明日 は 明日の 學問 あり。 

更に 問斷せ ずん ば 道 は 明かになる ベ きこと なり。 

國守 大名、 讀書 勿論 宜し けれども、 學問を 致されずに 讀書は 大いに 誤と なるべし。 

さるに よつ て 古を是 とし 今 を 非と する こと 多く、 古の 聖賢 を 手本に して 人 を 見る 故、 

人 を 下段に 見なす こと 多き なり。 天下の 政道 は、 一 日 天下の 主君 怠れば、 一 日 天下の 

民 苦しむ こと 勿論な り。 譬 へば 日月の 雲 を 得る が 如し。 至らぬ 草木 迄 も H 月の 惠を受 

け、 影の ささぬ ところ もな きが ごとく ありて、 その 間に 天地の 惠を 雨露 霜雪の 施して 

こそ は、 萬 物 己々 がさ かゆく 如くに はなり 行くなる に、 日月の 當ら ぬと ころ 出来して 

間に 雲の 常に 蔽 ふところ ありな ば、 その 下 は 常に 苦しむな り。 日月 は 常に 照臨 あるべ 

きさへ 雲に 隔てら るる ことの 多き に、 まして 天下 阈 家の 主として 暇の 多き は、 皆 雲に 

(支)  ノ  . 

さ へ ら るる 日月の 如くなる ベ し。 されば とて 至らぬ 喂も なく 細々 しく こと をな せと 云 
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るの じこ' 
珠前 

玉後贵 邛 

のに 人 あ 
こ难 のて 
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二)  くだく ふこ まあらず。 世の 利 口 便^なる 如く なれば、 下 亦 くるしむ。 故に 叢脞 たる こと 勿れ 

ビ "く、 繁，  - J  (、二) 

"統一なる こ と 云 ひ、 水 至って 明か なれば 魚の すまぬ 例 も あり。 耳目 を 遠くす る爲 に^ 纊 ^k, 

(、一一 k にゥ フ ，  ためし  しも  I 

冕旒蔽 レ 目 とい へる 例 も あり。 下 を 委しく 見ん と 云 へ ば、 必ず 細々 しきと ころ を 

し 度が りて、 寛仁 大度なら ぬと ころの 出で 來る ものな り。 これ 下 を 委しく 見ん とい ふ 

ものより (起る) なり。 唯 だ 照らす ところ あまねくして、 下より 已むを 得ざる に 起る と 

ころの 情 を、 よく 正す にある のみ。 

一 一 七 積 累の功 

「兵 術の 敎、 學 問の^、 師の 手引 導きに て、 直に 早く 道の 至極に 至る ところの ある 

ベ き や」 と 問 ふ 人 あり。 

予云 はく、 然ら ず。 物 皆 自然の 功 あり。 花 は 落つ るより 開く 心 ありて、 三 西 六十： U 

の 功 を經て 始めて 花と なる が 如し。 何物 か 一 時. 一 旦に そのこと に當 ると ころの あらん 

あらぬ 

や。 譬 へば 壁 を 塗る に 疎 塗り を 致さずに、 上塗りの 土 をつ けば、 當座は H 几毐 に： a ゆべ 

^れ ども、 ^くより て 見、 これ を 押して 見れば、 下地より 惡 しきと ころ H 儿 えて：：： P きな 


S 寬文三 

(五) お坨 源 

左衞 門、 致仕 

L て覺齋 とい 

二。  0^ 


典に 「欲哉、 

これけ. 5 を 

S. 枨刑之 

5 れ へよ や 

S 哉」 i あ 

る も： 指す 

5 大坂城 

番和泉 姨寺ー 

萬 三千 石の 親 

主 露き 網の 

弟 稱ぉ 大隅守 


駿州 町奉行に 

渡 部 孫 助 あり、 

氏 長と 同行 裁 

判せ し こと あ 

り。 考 ふべ し 

(八) 北條氏 

長、 大 E 付 役。 

北倏流 兵法の 

始祖に して 素 

行の 師な b 


り。 切磋琢磨 する ことの 功 を、 切の 時 琢磨 を 致さん と 云 ふ は、 鉞を 針に 磨" たんと 云 

ふの 譬に 等し。 たま/ \高 上上 達の 言 を 聞いて、 その 形 を 口に 云へ ども、 餘 のこ t あ 

たり 来れる 時 は、 一 つも 合 はざる ものたり。 これ 壁の 押して 見れば 穴の あくと 同，： ：- な 

りと 知る ベ きなり。 
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一 | 八 裁く 心得 

(E)  (五) 

八月 五日、 曾 根 覺齋に 及びて 、公事 訴訟 を 承る の 心 は 如何と 問 ひければ、 一 唯 だ 慈悲 

さへ あれば よく 分ち を 知る.」 と 云へ り。 予云 はく、 尤もたり。 慈悲 深く ば 人の， - の-小 

足" 理の 云ひ盡 さざる ところ を も、 押して 聞 分け 言 分けさせ 致し、 滞る ところ ある を 

ば、 これ を 推して その 迷惑 を はからば、 不明 は ある まじき ことなり。 尙 書欽恤 のニ卞 

を 刑法に 出せる も、 誡 にさ こそ あらめ と覺 ゆるな り。 さりながら、 理非 を決斷 十る は 

知な り、 男な り。 知勇 を 兼ねて 仁 を 用 ひば、 殘る ところ は ある まじき ことなり。 先つ 

{七) ，  (八) 

頃 渡 部大隅 • 北條 安房 守 等に 國 めぐり を 仰 付けられ、 野 論 山 論の 公事 訴訟の 撿使を ま 

けん だん  したぎき 

つ を見斷 仕る ベ き 旨の ありし に、 先づ 下聞 を 仕る ベ しとて 評定 所に 於て これ をき きて- 

山^ 隨筆  四 六 七 


二) 訴へ出 

e-ii る 方 も 指 

す 

(一一〕 おへ 出 

でられお る 方 

头 指す 
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遂に 檢 使に つかず して この 方に て皆埒 あけたり.。 これ は 知の ありし ことと 諸人の いひ 

ける に、 この 公事 過半 は 非 を理と 聞きし こと 多し。 その 故 は 所 を 兌ず して 閗ぃ て埒の 

あく 事 は、 呰^ 文 • 手形ば かりにて 事の すむ ことなり。 證文 • 手形と いふ もの は、 事 

になるべき 儀に はなき ものな り。 その 故 は 心 易く 存じて 互に 睦 じかり Li ゑに、 手形 

にも 及ばず、 證文 にも 及ばず して、 野 を 借り 山 を 貸し 堺を もっけず して 置きた るが、 

その子 その 孫の 代に なりて か、 又は 二三 十 年に 及びて、 地頭 代官 も 代りて 以後に、 非 

分の 方よ 小 公事 をた くみて、 「これ は 本 わが 地な り 野な り」 と 云 ふ、 これ 一 つ。 本は澤 

山な り し 故に 草 を 刈らせ 地を赏 せる を、 今は少 くな りて 貸す まじき とい ふより 事 起る 

なり。 これ 二つ。 以上 二つの 出入 故な り。 遠 國遠所 なれば、 公儀に 御存じな きこと ゆ 

ゑ、 互に 證 人を囑 託に て かり 催す。 繪圖を 出せ ども、 この 方より は 十 町の 野 なれば、 

2) 

その 繪圖 一 ぱいに 書いて 野 を大に 見す る を、 非 公事の 方より は繪圖 の屮に 一 寸 ばかり 


に 野 を 書いて、 この 野 は 少しの 處 なる を 公事が ましく 大に 申す と 云 ふ。 故に 互に 鐵槌 

けんぶん 

論に なりて、 事埒 あかざる ものな り。 これ を 見 分せ ずして は埒の あかぬ こと 多し。 然 

るを證 文證據 ばかりにて 埒を あくべ きと 思 ふ は、 皆 知 を 以てして 德を 以てせざる なり- 


まことの 思 入りより 云 ふ 時 は * 知德 にて 致さざる こと は、 分明に ある まじき ことに や 

と 申しければ、 會根服 心す。 

I  I 九 勇 

し 4- うとく 

或る人の 云 ふ 、「血 氣の 勇、 仁義の 男、 生德の 勇、 この 內に は生德 の^を 第一と 致 十 

べきに や。」 

しゃう とく 

予云 はく、 勇ば かりに 限らず、 萬の ことに 血氣と 仁義と 生德の 三つの か はりあり。 

^けて 云 ふ 時 は、 生德は 生れつき なり。 生れつきに は 元本の 備 はると ころ あり。 本よ 

り 勇 も 知 も われに 相備 はりて これ ある を、 血 氣と云 ふ は、 その 儘に 用 ひて ねりの なき 

を 云 ふなり。 仁義と 云 ふ は、 敎 によりね りに 從ひ學 によって その 成る ところ を 云 ふ。 

ユタ キ 二  ラ n ミチ 二 

〇 「行 不レ 因レ徑 と 云 ふ は、 枝葉の こと をな さざる と 云 ふの 心に や」 と 云 ふ 人の あ 

り。 予云 はく、 理を 以て 云 ふ 時 は、 技 葉の 事 を 成さざる を不, 因 レ徑と 云 ひて よし。 

〇惣 じて 人の 枝葉 を棄 てて 本へ と 心 をつ くる は、 尤もなる が 如く なれ ども、 本と 枝葉 

と は 元 來ー體 の もの なれば、 技 葉 育た ざれば 本 育たざる と 云 ふなり。 心 付くべき なり" 
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〇 生きと し 生ける もの、 皆 われと わが 身 を 使 ひて 食 を 求む るな り。 鳥獸の 飛 走 奔湍し 

て 食 を 求め、 草木の 根 を 土に 入る る ことの 深き が 如き、 皆 そのこと を 深くな して わが 

食と す。 人 も 農工 商の 三 民 は 皆 これな り。 士 のみ 只 だ德を 以て こと をな す。 故に 骨 を 

折らず して 食 をな すなり。 德 なくて 人の 食 を 心 やすく 食 ひ、 飽く迄 食ひ暖 に.^ る は、 

f 一 )  ことわり . 

孟子の 禽獸に 等しと^ へ る、 まことに 道理 至極せ るな り。 

ニー o 上の 德 

(二) 

世 戰阈に 至りて は、 强は弱 を 凌ぎ， 力 ある は 無力の もの をせ びら かし、 大は小 を 凌 

ぐ こと 勿論な り。 さるに 依って 世の 屮亂れ て は CI ら鳥獸 の 如くに なりて、 その 內の强 

なる もの は. ni ら張大 になり て、 下の 微弱なる を 悉く 制する ものな り。 然るに 上の 徳ー 

天に 滿ち下 萬、 民まで 居 を 安んじ、 夜 人な き處を 通れ ども 惡 逆に 逢 ふこと 更にな き 如く 

か み  . 

なる は、 皆 これ 上の 德. の 及ぶ ところな り。 

人の 心賤 しき 故に、 上の 德の 及ぶ と 云 ふ は、 物 を 貰 ひ 褒美に 預ら ざれば ならざる 如 

く 思 ふ は、 世の中の 人の 心なり。 一 戶ー 人まで 殘らず 恩賞に 預る こと は、 堯舜の 世と 


( 一 ) £.ナ 膝 

夂ヘ； 卜-ほ 

i ^に 「飽食 俊 

^、 1 居して 

け わ. 5! も 

ち *  ^ に 近 

し」 と ある を 

5 ふ 

(-•) い^め 

る 怠 


) ざ5: 力 

K 守 綱紀の 宗 

人閉； ^新兵^ 


て もなら ざる ことなり。 

ニニ 時節 を 知る  ， 

ニー 一) .  - 

關屋來 りて、 時節 を 知る とい ふこと を 問 ふ。 

予云 はく、 時節 を 知る と 云 ふ は、 よく 天の 時を考 へて、 今日の 人の 節に 合 はする こ 

となり。 理を 以て 云へば、 一年の 內に 三百 六十 日 ありて、 天地開闢より 天地 打破の 時 

(積)  S 

まで もつ もりに はづる ことなしと、 合せて 云 はば 云へ ども、 それ は理を 以て 云 ひたる 

にて、 それ を 述べて 見れば、 三百 六十 日を經 ざれば、 その 事 つぶさに 知れざる 者 なれ 

ば、 元日より 大晦日までの 考を よく 計る にある ことない。 それ を 人の 上に 取って 用 ひ 

ざれば、 天人 同一 にならざる 故に、 人の 上に て はこれ を 節と 云 ふなり。 ものに 皆 節 あ 

り。 節の なきと ころ は惡 しきな り。 

I  ニニ 生長 牧藏 

物に 生長 牧藏の 四つな きこと は あらざる たり。 人 は 六十 年 七十 年 を 以て 生長 收藏 し- 
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( 一 } 

だいとく  ふ いう 

に) ； 大地 は 十二 萬歲を 以てし、 大德は 八千歳 を 一 期と す。 蜉蝣 は  一 H を 一 期と す。 され ど 

かげろ ふ 

. も 生きと し 生ける 者、 皆 天地と 長久の 同 一 理 なり。 天地 開けて より 終る まで、 萬 物 相 

繽 して、 何時 とても 斷絕 する 間 更にな きもの なれば、 これ： 大地と 長久の 同 一理に あら. 

一二三 松 下禪尼 を 評す 

01)  ニー  1)  (が) 

n に？^  松下禪 M が最明 寺に 障子の 舊 きを 緙 ひて、 もの は儉 約なる を 示し、 最明 寺の、 夜 紙 

想の 母 秋 ほ 

ulfs 燭 とぼして、 土器なる 味^ を 取りて 酒を飮 める と 云 ふこと、 何れも その 心得 は 尤もに 

(三) 最 W 寺 

人道 時潁 をい て、 これ をよ きと 思 はば、 その わざ を 似せて 咯別 吝嗇に 陷る べし。 學、 びて^ 約に 慣る 

ず， 

る は その 儉約 正し。 學ば ざれば 則ち 害 多し。 かの 禪尼も 道に 志 は あれ ども、 聖學の 心 

なき 故に、 これ を敎 示す ると ころ 皆 型に なりて、 まことの 心得と は 云 はれざる なり。 

一二 四 玉 磨くべし 

玉 磨か ざれば 光な し。 光と は潤澤 光明の ある ことなり。 例へば 庄を 削り 立て 磨か ざ 


れば、 白く 見 ゆれ ども i- なき 故に、 汚れた る もの あたれば 則ち その 穢れ 注に うつり. て、 

汚れと 拄の 色と 別に 見 ゆるな り。 これ 柱の 圭角 あるな り。 よく 磨き 置けば、 會>:十：： れ 

たる 手に て 取る とも、 うつる ことのな きなり。 人に 賢なら ざると ころ あれば、 生れつ 

あ ざ 

きょくても- 人 を 嘲み 嫌撵 すると ころ 多くて、 圭角 あら はるるな り。 

一二 五 與カ 同心の 頭 

§  (s> 

よ りき ど 5 しん を さ (自 墮 15 

與カ • 同心の 頭 はじ だらくに て 事 を 正さざる をよ き 頭と 云 ふ。 下によ く 云 はれん と 

ならば、 じだらくなる をよ しと せんやと 問 ふ。 

^い •  そむ 

予曰 はく 賞罰 明かなら ざるより はじ だらく は 愛 和 故に、 人な ついて 負かざる なり。 

,  ,  (i 

與 力. 同、 七の 頭 は、 罰 はなり て 賞 はならざる 故に、 下 皆き つきと する を 嫌 ふなり。 

ニー  六 聲 

物の 音聲の 生ずる こと は、 皆 天地の 感ずる ところな り。 されば 俗語に こ ひのう たと 

へり。 水に 住む 蛙、 花に 囀る 鶯の. 聲、 皆 これ 陰 • 陽 相 感じて その 聲を 生ずるな り。 陰 
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陽 相 感ずる こと あら ざれば 皆聲を 止む。 蛙 も 子 を. 生みて 後に は聲ぉ まり、 ^も^ の 土. 

用 を 過ぎて 聲の やむ が 如し。 天地 も 二月 八月の 時分 は 必ず 聲 ありて 物々 の聲 をな す。 

これ： 大地の 中氣 にして、 よく 物に 相 感ずる 故の ことなり。 世の中の こと 何れも 感 する 

と ころより 聲は 生ずる もの なり。 

一二 七 弓の 話 

弓 を 知れる 人の 云へ る は、 弓に 柔剛强 弱と 云 ふこと あり。 上手 は 弓 を 兌て その 弓の 

柔剛强 弱 を 計りて、 それに 準じて 或は 握りより 上 にても 下にても、 握りて よき 處をは 

か り て 矢 を 射出す もの なり。 下手 はに ぎりの つけて あると ころ を 必ず 握 るとば かり 思 

ふ ものなる 故に、 弓に その 身に 相應 ずる 如く 柔剛强 弱 をつ けて、 下手の 引きても 自ら 

理に叶 ふ 如く 致し 置く ものな りと 云 々 。 左 も あるべき ことなり。 

I  二八 將 器  . 

將の將 たる 器 ある ごとくに 常々 工夫 致して よし。 弓馬 铋術 力量 早業 は 皆 匹夫の わざ 


- なれ ども、 士 のこれ を率ゐ る爲、 又は 將も藝 に 遊ぶ 心なれば、 致して 惡 しえ」 しい ふに 

に TKf は  ニブ ヌ 

は 聊か あらざる なり.。 上 兵 は伐レ 謀と いへば、 その 下 その 下 は 皆兵の 腕强 にて 勝たん 

の 善なる もの  ッヌ  、 

たり-故に 上 とする までなる 故に、 iKX 兵と いふ ものな り。 されば 家康 公. 信 長 公. 秀吉公 • 武 田 

兵 は 謀 を 伐つ。 

^0 信玄 まで も、 皆 謀 を 帷幄の 中に めぐらして、 勝負 を 瞬 速の 間に 決する の 人に て、 腕立 

は 兵 を 伐つ。  もろこし は 一ん くわい (三)  もの こ 

其の！  i て强猛 にて 勝つ と は 云 ひ 難し。 唐土の 樊喰は 1! 門の 食に、 門の 扉 を 押し破り、 豕の. 頭 

攻む」と出づ  かぶと  i 是 f 

.に き^, を 食 ひ， 怒れる 髮胄を 刺す と雖 も、 疋 夫の 器と し、 沛公 これと 謀 をな せる こと 史談に 

ssr"lM に 見えず。 II 良が 自ら 敵に 當る こと は あら ざれ ども、 ー卷の 書に て 天下の 師 とたれ り。 

會 す。 項 Is 

m^^-z 辨慶 はさせる^  士 なりと 云へ ども、 義經を こそ 云へ、 辨慶 は腕强 なると 云 ふば かりな 

とよせ て さ 

し する り  (七) ノ  •  ノ  (八) 

^あ" 高 ^ り。 されば 細川淸 氏が 自ら 敵に 當 りて、 二宮 兵 庫 頭が 桃 井と 名乘 つて 出で たろ を 組ん 

の 都下 iKan 主  (tl  か や 5 が ほ 

で 頭 を 取りて、 將 軍の 前へ 持參 して 高 § せる も、 實の將 と は 云 ふべ けんや。 謀に て 

q や」 勝たず して 何ぞ 自ら 彼れ を 挫かん とする や。 將は 帷幄 を 張り 榍を つきて 本陣へ 兵士 を 

は そ €情景 を 

- 二， - たり 入れず、 非常 を 禁じて 全く ひとりごと 致す。 これ 大勢の 勇士 猛卒を 率 ゐる將 の わざな 

^1 人口 り。 勇士 猛卒は 散りん、 にたりて、 將 自ら 彼れ と 大刀う ちす る は 陳法を 知らず.、 軍制 

sell の 正しから ず、 戰法圖 に 當らぬ 故たり。 されば とて 大將の 恐れて 矢玉 を さり 敵 を 見 ざれ 
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11 と、 は そ 

の 出身地 名な 

り 

(五) 1£ の 

謀臣 

(六) S 高 

祖に仕 ふる 前 

に、 下邳 の^ 

上に て 老人に 

あ ひて 1 卷の 

書 を 授けら る、 

卽ち太 公の 兵 

法 書な り。 張 

良 これ を HI 夜 

靄 «1 して 高 I 

の帝師 となり 

し 故事な り。 

十八 史 

太祖 高 皇帝の 

(か) 足 利 « 

氏の 部將 

(八； 吉野方 

の 將桃井 M 常 

(九) »氏 も 

させ. 9  。 この 

戰正平 十 年の 

EI 條大 宮の戰 

なり 

( 一 ) 元 * 元 

年 正； 1?、 頼 朝、 

木曾^ 仲と 隙 

ありし 時の K 
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と 云 ふに は あらざる なり。 當時 優長 の國君 郡主义 これ を 聞いて 出づ べき 處へ 出で ず、 

管領の 馬の 出で かね、 あくま 取の □□ の 三 里 下りた る 如くなる こと は、 皆理を 知ら ざ 

る 故の 惑な り。 出づ るに も 出で ざるに も、 皆 定まりた る 曲尺の ある ことなれば、 よく 

よく 心： S くべ き ことなり 。 

或る人 云 ふ、 「然 らば 義經 などの 自身の 働 ありし は 非 か。」 予云 はく、 義經 にても 誰 

にても、 好んで 自ら 敵に 當る こと は、 皆將の 器に あらざる なり。 止むを得ずして 敵に 

當る時 は 弓馬 鈒術 共に 人頼みの ならざる もの なれば、 かねて 心得 あるべ き ことなり。 

止むを得ずして われ 敵に 當 ると 云 ふ も、 本 は 軍制の 足らざる ところな りと い へど も、 

物に は 又 自然の こと ある もの なれば、 その 時 その 將の心 は 出来不出来 見 ゆる ものな り 0 

義經も i 千 治 川 を 渡さん とて、 川 水の 深き に 就いて 士の心 を はかり、 平等 院 より 太鼓 を 

(二)  (15 

取 寄せて 騷動を 止め、 敵の 虚を はかりて 鹎越を 越え、 風波の 難 を 凌ぎて 勝 浦に 至. る。 

' - ：  ,  (BS  シ テナ キ ュル ハ レ ルナ リ トモ ニセ 

皆 謀 を 好める 將 なり。 孔子 も、 暴虎馮河 而死 不レ悔 者我不 レ與 と あり。 唯 だ 將の將 

たる 器 を 好み 度き ことなり 。 
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一 二 九 せく 心 

物 ごとに 急く 心の なき 如く 常に 工夫 あるべ きこと なり。 喜ぶ にも 怒る にも 人の 話に 

も 物を與 ふるに も受 くるに も、 皆せ くと ころ ある 故に 過不及 ある ものな り。 せかざる 

とてぶ つぎれ なることの ある もせき たり。 人 は 唯 わが 一分の 節 かどに 3： 事 を も 働き 度 

£】 

きこと たり。 或る人の 云 ふ、 一 當今 鈴木昌 山と い へ る 出家 二王 心の 修行 をた して、 少し 

も邪氣 出づれ ば、 胸 を 叩き 頭 を 打って 自ら 谋 悔して これ を已 むる 如くに 致す。 1 U 

如何。」  ， 

予云 はく、 心の せかざる 修行 を 致す は 勿論よ きこと なれ ども、 心 を 修行して せか ざ 

れ ども 理に 通じ 格 物す る こと あら ざれば、 その 分ち を 知らざる 故に、 理に 暗き こと を 

晴 きことの なき 樣に 致す、 これ 早 やせく 心たり。 されば 理を 究め 事を盡 して、 內 習す 

つぶさ  ュ-- 

ると ころ 具 なれば、 ^じて 急く ところた きものな り。 せく ことの ある は、 皆 慣れず 知 

ら ざる わざ をよ くせんと 思 ふ、： J の 欲 故な り。 . 


二  110  ； 道 

山 鹿 IS  0 


n  ： 一 . ； 】 


t に 人お 二 

出 致 もく 篇^ 
づ さ 致戰に 
れ しふ パ孫 
v て ^ 故 丫 - 
し 人 は に 虛 


山 鹿隨筆  四 七 八 

或る人の 云 ふ T 茶 湯の 道 いづかた にても そのと ころ その 様子 次第に 用 ふる 如く 致せ 

ば、 この 方 はと ころ を 自由に 致す 故に、 皆 勝ちて 行くな り。 例へば 舊き 道具が なく 茶 

碗 茶 入の よきが なき 故に、 茶？ I がなら ざると 思 ふ は、 皆 道具に まけて 制せら るる 故な 

り。 惣 じて 上手と ある もの は、 何 茶碗 茶 入 を とら へても、 皆 それに 相應 したる 茶^の 

(足) 

用法 をな す ものなる 故に、 その 用た る もの なれば、 何 を 捕 へても 茶^に ならざる こと 

はなき ものな り」 と 云 へり。  - 

予云 はぐ、 兵法に 「人に 致されざる」 と 云 ふ、 又 天地人に 制せられ ざると：： ムふ こと 

皆 この 道理な り。 对^ も 田 5 ふごと くなら ば、 時 も 處も人 もよ きに て、 •？„:: ふしき はなし。 

よき を 嫌 ふと 云 ふに は あらぬな り。 わが 居る ところ、 用 ふる 時、 思 ふ 如くな くと も、 

地 を 制し 時 を 違へ て、 自ら それ 程の 用 をな す 如くに あらざる 故に、 敵の 來 りか かるに 

ここ は 場の 狹き、 地の利 を 得ず などと 云うて、 必ず 處を 退り 引きな ど 致して， ，：！： ら負 

になる こと 多ければ、 地を畫 しても 自ら 地 を 制し、 怯 者 を 引いても 勇者の 用 をな す 如 

くなる は、 上手に あら ざれば ならず。 されば 上 知 上 德の人 は 天人 地の 三つと もに、 皆 

この 方より 制して 彼れ に 制せられざる なり。 上 兵の 利 を 知れる 人 又 かくの 如くな り。 


一三 I 氣の 持ち やう 

人 皆 張 合 ひ ある 內は 氣强 し。 張 合 ひなければ 氣弱 きものな り。 病 者 も 主人の 用 多き 

者 は 病に 勝ちて 息災に なり、 手 負 ひも 張 合 ひ あれば 氣强 し。 人の 氣皆 時に 從ふ ものな 

り。 嶋田幽 也の 云 へる は、 「盗人の 大疵 など を 蒙りた る 者の 二日 三日 も 野に 居り 山に^ 

したるな どと 云 ふ は、 引っぱられて 来ても 潔く 氣强 し。 親類 • 方 人 多く、 引きずり 引 

つばり て 来られた る は、 少しの 疵 にも 草臥れ 目 まひな ど 十る こと 事々 多し」 と 語れり- 

一三 二 子女の 敎 

子を敎 ふるに、 讀書 をせ よ、 學問藝 を 習へ とのみ 云 ふ は、 事 別になる 故にな りに く 

し。 唯 だ 不斷の 上に て、 世事 萬 端 を 自然と 敎 ふるに 利 あり。 

I 三 三 手入れ 

物 ごとに 手入れ 養 ひと 云 ふことの なければ、 同じ ものに-て も 格^ か はるたり。 例へ 
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ば 杣の木 は. 霜^ ひ を 致し 肥し^ ひよければ 牟 く 杣も赏 なる。 然ら ざれば： ：1 く枯 るる。 

21： 木 を w 時问 處に桢 ゑて、 その 用の^: 恶 によって 格別になる ものな り。 さるに 就いて 

萬の ことに 養 ひ 手入れと； K ふ 者 は 必ず ある ものな り。 

成る 人. ムふ、 r 然 らば 古の 養 ひなき 時には、 枘 • 蜜 W も ある まじき かと 思 へ ば、 さよ 

り ありし なれば、 叉 養 ひに も よらざる にや。」 予云 はく、 これにて^ ほ 養 ひの 人る と 

ころ 顯然 たり。 W つ 園は大 より c 然の養 ひの ある 地なら ねば 育たぬ なり。 例へば 人の 

お 質. 大然 おき は、 敎 なくと も. 惡は ある まじ。 これに 彌. '養 ひよくば、 拔胙は おになる 

べきな り。 「枘 ゑて 兌よ 花の 育たぬ 園 は あら じ」 と； K へる 歌の心^な り。 さりながら 

花を桢 ゑても 養 ひ を 知らず して は、 花の まことに 見事なる ところ は ある まじき にやと 

思 はるるな り 。 

一三 四 松 作りの H 

松 を 作る 者の 云 へ る は、 「 一 葉 にても 祜 るれば、 色の 變れる 葉 をば 早く 挾み 取る がよ 

き」 と 云へ り-。 如何^る こと ぞと 云へば、 「一 葉より 二葉に うつり、 後に は 一 枝に うつ 


( 一 . ふ g お 


ffi づ C じ. 9 じ 

.9 と 巧に 人 を 

fv-  I る こと， 

及び 皮 JF に 貪 

ひ 人 h- 身に 急 

迫 せ る ご と く 

しなして ヒれ 

の宪 も-^ ふる 

こと。 この 二 

者 は 明察し 涯 

きも の とせら 

る。 これ 卽ち 

少しづつ/ \ 

人 も 欺く 故な 

(二) 舜の 父、 

後妻の 子 象 を 

愛，」 て、 荧を 

穴埋 にせん と 

欲し、 命じて 

井 も 掘らし む 

されん も« り 

一- 豫め ふる 


る ものたり。 一度に 祜 るるとい ふこと はなき ものたり」 とたり。 誡 にわが 心の 惡に行 

くも 一 度に 大惡 事へ は 行く まじき ことたり。 唯 だ 一 つの 少事を 許す より 大惡 事へ 入る 

二) 

しん じゅん そしり ふ 5 つたへ 

こと やがての ことなり。 彼の 浸潤 之譖、 膚ー义 之 想と 孔子の 宣 へる こと、 さも ありぬ ベ 

きこと なり o 

一三 五 僞と術 

或る人の 云 ふ、 I 僞を用 ひ 術 知 を 用 ふる は 皆 誤な り や。」 

予云 はく、 まことより 出 づる僞 は 又 世上の ra? なり。 これ を 嫌 ふべ からぬな り。 その 

故 は、 堯も 天下の 治り を 問 ひ 給へ ども 知れざる 故に、 微服して 巷に 出で 巷 歌 を 聞き 給 

(二)  (三) 

ひ、 舜の 瞽叟が 命に よって 井 を 掘り 給 ふに は、 井に 口 穴 を 掘り 給 ふと 云へ り。 これ 皆 

術 知の 類 なれ ども、 元 まことより 出で て" これ を 以て 道と する に は あらざる たり。 
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今日の 修行， 唯 だ 物と 人との 問の みなり。 物 は 日用 事物の 間、 皆 物な り。 人 は 相 接 

すると ころの 人な り。 人物の 間 聊か 離る る ことなし。 この間に 於て 格 物す る 時 は 致 知 

十るな り。 而 L て その 厚う する 處と 薄う すると ころと あるべき なれば、 厚う すると こ 

ろ を 先んじて 薄う すると ころ を 後に す。 聖人 は 厚薄 悉く 理に當 りて 更に 別な し。 修行 

體の人 は 唯 その 厚く すべきと ころ を 先にす るに あるの みなり。 厚薄 は 人物の 間 皆 あり- 

人物の h にて 見る 時 は、 物より は 人 を 先んず。 人の 內 にて は 親疎の 二つ ありて 親 を 先 

んず。 親^ 內 にて 父母 を 以て 先と す。 而 して 人と 物と は 離れざる 者 なれば、 人事の 間 

皆 物 あり。 これ を 格 物す る 時 は 則ち 致 知に 至るな り。 

ニニ 七 日用の 修行 

元 H より 大晦日まで、 日々 格 物す ると ころ あれば、 遂に は 大聖 人の 域に 至るべきな 

り。 ：0 々事々 物々 に 於て 常に 格 物す ると ころ、 これ を 今日日 用の 修行と 云 ふなり。 

一三 八 至善に 止まる 


或る人 云 ふ、 r 大學の 至善に 止まる の理 如何。 一 

予云 はく、 事物の 間 各-至善 あり。 この 至善 を 尋ねて これに 止まる 時 は、 必ず 心定 

まるな り。 父母に 孝行し 君に 忠を 致す より、 一日の 間 千變萬 比の 用、 一色 一色 皆 その 

事の 至善 ある もの なれば、 事に 就いて 工夫して 能く これ を 正す とき は、 その 事に 就い 

ての 至善 ある ものな り。 至善 を 究めて 行 ふとき は、 則ち 止まる こと を 知る 故に 心 定ま 

るな り。 定まる 時 は 安き なり。 例へば 今日 大風 大いに 吹き 火事に 氣遣ひ 多し と 云 ふ 時 

は、 火事に 就いて その 法の 至善 をた だして ここに 止まる 時 は、 則ち 心 定まりて 安し。 

そ の 法 を 格 物せ ず して 押して 天命な り と 云 ひて 安ん ず る は、 こ れ 安ん ずると 一 k ふ に は 

あらざる なり。 諸事に 就いて この 格 物 あるべ ければ、 ここに 於て 格 物して その 至善に 

止まる こと を 求む るに あるの みなり。 

一 三 九 精 一 の 工夫 

人心 惟危、 道心 惟徵、 唯 精 唯 一 、 允 執, 一 厥 中 一と 云 ふ は、 堯. 舜. 禹 互に 相 傳授. す. 

る， こころの 心 法な り。 然るに この 語意 を 遠く 去りて 近く 求めざる 故に、 その 理甚だ 遠 
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し。 世人 皆 人心 道心に 於て 味 をな 十。 故に その 理髙 くして 今日の 用たら ざるな り。 人 

心 道心 は 危と云 ひ微と 云へば、 豫め 計り 難し。 然れば 人心 道心の 味 を 試みる を 捨てて、 

今日日 用の 間 事物 の 交接 十 る處に そ の 物 の 中と す る と こ ろ あ る ベ き なれば、 そ の 中 を 

とる 如くに 修行すべき なり。 その 中 をと ると ころ、 精一 の 工夫に あら ざれば とり 難し。 

あ 力ら さまに して は 中と 思 ふところに 違 ひ あるべき なれ in 、 隹精唯 一 と ： ぶ ふ t  、 今日 

の 工夫 いささか 他な きと ころな り。 尤も 委しく 格 物す ると ころな り。 格 物す ると ころ 

精一 なれば、 その 人事の 間の 中 は 自ら 知る る もの -な り。 故に その 屮を とりて：^ ふ 如く 

致せば、 人心 は 次第に.^ り、 道心 は 次第に 明かになる ものな り。 世間の 人 は その 中 を 

とる と 云 ひて、 中と いふ もの を 一 っ內に 立て 思 ふところ ある 故に、 これ 又：^ 行の  一^ 

にして、 彼の 理を 高ぶる ところに 至る と 知るべき なり。 聖人の 學 は下學 して 上逹 する 

の 道 なれば、 允 執 二 厥 中 一 と；： ム ふところ を、 今日の 用と 考へ、 唯 精 唯一 のと ころ を 工夫 

のと ころと 知る ベ きなり。 

■  j 四 o  # 客の； 一 S 


「级術 を 事ぶ 者の 云 ふ、 『無念無想と 云 ふに 至ら ざれば 修し 難し。』 これ 义 儒の 持 敬と 

云 ふに 等しき にやと 云へば、 『持 敬と 云 ふ は、 敬 を 一 っ^に 持つ ところ ありて、 無念 無 

想と はま ひ 難し』 と 云へ り。 いかが」 と 云 ふ 人 あり。 

予云 はく、 唯 だ 天地の 曲尺 を考 へて、 この 曲尺に 順 ふが 如くなる とき は、 生々 無 息 

にして 聊か 滞る ところな し。 かの 無念無想な どと 云 ふ は、 理高 くして 用う すし。 而し 

て 今日 用 ひ 難き ところ なれば 必と云 ひ 難き なり。 天地 は 神明 をして 物と 推し 移る の 道 

理に 入らず して は、 事たり 難き たり。 

I 四 I 有と 無 

「武の 今日の 勤 は 先に 事の あらんと 思うて 勤む るに 理 あり や、 叉 先に 事な し と 思う 

て 勤む る や 一 と 云 ふ 人 あり。 

予云 はく、 有 をば 有に て 勤め、 無 をば 無に て 勤む るな り。 如何と なれば 世間 は 皆 有 

の ものに て、 萬 事より 萬 物に 至る まで 皆 有な り。 有 を 御す るに は 有 を 以てす。 無と 云 

ふ は 理の見 え ざ る ところに 理 を 立 つ る こ と あ り 0 無 を 云 ふ は 無 を 以て 知る ことこれ な 
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り。 生に 事 ふるに は 生の 有 を 以てす。 先の 知れざる ところ は 皆無 を 以て 御す ると 知る 

- べきたり。 必ず 有と 定め 無と 定む ると 云 ふ は 皆片說 なり。 

一四 二 善^の 檫， 

二) 念 「釋^ こ、 淨土 はき 佛を 以て 後生に 入る と 云 ふ。 曰 述宗 は念佛 無^と： ぶ ひて、 この 

無 II 地 5S にお 

r-u^ 裏表 なれ ども、 何れ を是と 知り 難し。 此の 如きと ころ を 知る に は、 われに 良知な くし 

て は 知り 数き が 故に、 知 を 磨かず して は、 今日の 間の 是^ も 知り 難 からん か」 と 一 K ふ 

人 あり。 

予云 はく、 然らず e 譬 へば 蜜柑 をむ かで そのまま 貪 ふが よき、 これ 大地の ありの 傣 

の 相な りと 云 ふ もの あり、 乂 むいて 食 ふが よきと ^ふ もの ありて、 兩般 共に (腑 に) 落 

ち 難き に、 人我の 情 を 悉く 止めて、 本 我が 味 を 以て 云 ふに、 むかず して 食へば あらく 

苦し、 むいて 貪へば 味よ しと 知る。 これ 則ち 格 物して 自ら われに よく 覺ゅ ると ころ あ 

るな り。 能く 覺 ゆると ころ ある はこれ 天地 自然の 則 ある 故 なれば、 この を 本と して 

ちと 

善 惡を定 むるな り。 釋 氏の 云 ふところの 後生の 有無 は、 元 大地の あらざる 已前 を^に 


立 て て 論ずる 故 に、 何 を 以て 證據と 十 ベ き やうな き 故に、 定規と す る も の あ ら ざ る な 

り。 これ 唯 だ 空空に 丈 尺 を あつる が 如きたり。 わが 云 ふところ は、 唯 だ 天地の 道理 を • 

(曲 さ 

かねとして、 わが 味 ひて 考へ、 人に 用 ひさせて 味 ひさせて、 共に 善に 落ちた ると ころ 

を 以て 定規と 致して、 これ を 天地の 曲尺と 云ひ定 むべ しと 云 ふこと なり。 然れば 各- 

止む を 得ざる のと ころ ありて、 更に^ 物 あらざる なり。 

一四 三 物 則 

或る人 云 ふ、 一 格 物す と雖も われに 知なければ、 何れ を 必ず 是 なりと 定 むる こと 難 か 

るべ し。 この 知を究 むる ところ あらず ば、 格 物 致す とも 道理に 至り 難 からん にや。 一 

予曰 はく、 右に 云 ふが 如し。 われに 天地 自然の 物則備 はって、 自ら 知 あると ころ あ 

る もの なれば、 これ を 曲尺と 定 むべき なり。 わが 合點 せざる こと は 先覺に 尋ねて 究む 

べし。 先覺に 究め 難く ば、 古人の 書 典 を 以て 究む べし。 ここに 世間 人情の 差別 あり。 

世間の こと は 世間の わざ を 用と して、 世間の ことに 慣れたる 者に 究めし め、 これに 天 

地の 物 則 を あつべし。 されば 天下 は 天下 を 以て 治め、 國は國 を 以て 治む ると 云 ふなり。. 
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その 人々 に 格 物せ しむれば、 自然に 物 則 あら はれて 疑な きものな り。 

一四 四 儒と 佛」 J の 害  . 

ある 人 云 ふ 、「ここに 一人 は 人の 奉公 を 張り (きつ) て 致し、 隨分 奉公 に 精 を 出し て 使 

はるる 者 あり。 乂 一 人 は、 何事 (なれば) 世に 然る 如く はする ぞ、 無常 は 迅速に して 常 

住なら ざる 者 なれば、 如何程 奉公ぶ り をしても、 天の 命の ある もの をと 云 ひて、 隱逸 

なる 生れつき あり。 これ は 何れ をよ しと 定 むべ き や。」 

  まこと  くわ ふ きふ 

予云 はく、 何れも 眞の 人と は 云 ふべ からざる なり。 唯 だ 過. ィ 及の 間の みたり。 ^し 

主人の 爲には 精 を 出して 奉公し、 人の 手前まで を 取りて 勤む る 者 は 使 ひよく 用に 立つ 

なり。 隱 逸の 者 は 人の する こと を も 入らざる ことなりと 云 ひて 引 込み、 なり 次. 第に 十 

るの 由 ありて、 主人の 爲に 益な くして 害 あり。 されば 儒と 怫 との 害 かくの 如きな り。 

何れも 眞實に 至らざる は 同じ ことなれ ども、 世上に 用 ひて 杏 ある は釋 氏な り。 行 ひそ 

こなうても 害の あらざる は 儒道な り。 佛は皆 隱逸を 以て 本と する 故に、 業を抬 つる を 

よしと するな り。 I！ は然ら ず。 唯 だ ：H 用の 工夫の 外 あらざる なり。 されば 孟子 沒 して 


千有餘 年、 聖學 沈淪 すと 雖も、 皆 儒道に 因って 行 ふ は害少 く， 佛 によって 行 ふは^ 多 

き はこの 故な り。 

一四 五 今日の 勤 

予云 はく、 今日の 勤、 如何。 或る人 云 ふ、 I 唯 だ 各，' その 業 を 勤む るに あり。 一 

に) 卜お 二  予云 はく、 業 は その 身の 位に ついて ある ものな り。 四民と なれば 四民に 就いて 業 あ 

るな り。 業 を つとむる と 云 ふ は、 その 家に 就いて 云 ふこと なり。 唯 だ 今日の 勤めと 云 

ふ は、 今日の 間 日用の 道のと ころな り。 外 を 見るべからざる なり。 ありのままの 姿に 

行うて、 尤も 天地の 物 則に 順ず るに あるの みと 知る ベ きなり。 

又 云 はく、 道と 云 ふ は、 今日 生れ 出で、 物の 分ち を 知りて、 一生 を 終る 迄の 修行 こ 

れ 則ち 道な り。 例へば 一足 を ふみ 出して その 道 を 行き 盡 して、 その 至る ところに 着く 

に 等しき なり。 これ を 以て 道に たと へたり。 

I 四 六 子 貢 問 ふ 

山 鹿隨筆  四 八 九 


山 鹿隨^  S 九 〇 

或る人 云 ふ、 「言 を愼 みて 云 ひ、 行を愼 みて 行 ふ 者 は、 これ 聖人と 云 ふべ しゃ。 一 

た 曰 はく、 唯 これ 身-を 修め 一 百行 を 正しくす るの ことにして、 聖人より 云 ふ 時 は 至つ 

(二  (二) ナルプ -I キカ 

に 一，)。 £ は、 て 下段な り。 これ を 上と 云 ふべ からざる なり。 孔子に 子 貢が 士を問 ふ 時、 何 如 斯可 

弟： ナ。 端 木 賜  レ  レ 、  • 

.^M^ レ謂 一-之 士 一 矣。 子 曰、 行レ己 有レ 恥、 使 二 於 四方 一 不レ辱 一一 君命 一 可 レ謂レ 士矣と 答 へ たま 

な にたと 

へたり。 Is へり。 當 時の 學 者より 云 ふ 待 は、 士は 言行 能く 正しき を 以て 士 とすと 迄なる べきに、 

も赛 くして 孔 

SJ -X  -  -  >  フ-ー レヲル  シテ  -1  ルメヲ 

行， 己 有レ恥 は、 身を修 むるな り。 使 二 於 四方 一而 不レ辱 二君 命 一は、 村の ものに 及んで 君 

SKSSr; 十 章  (三 > 

(：--) SS つ の 用事と なると ころ ある を 云へ り。 これ 聖人 は 才德を 以て 用と する 故に あらず や。 子 

づきの 文な. 9  、テ-  、  、 

貢 曰、 敢問ニ 其 次？ 曰、 宗族 稱， 孝焉、 鄕黨 稱，^ 焉と宜 へり。 これ 孝^ は 自らす ると 

^^M^ ころな りと 雖も、 父母 兄弟に 及ぶ 時 は、 これ 叉才 あるな り。 朱 註に、 「是れ 本 立ちて： 

足らざる 者」 と 云へ り。 然れ ども 孝弟に 及ぶ は、 すの 他に 及ばず と雖も 親族に 及べる 

(五) ハク フノ  7  ハク  ズニ  ズ ス モノ ハカ ゥく クル ナル カナ モ  シ テスト 

"五に H なり。 (子 貢) 曰、 問， 一 其 次.？ 曰、 言必 信、 行 必果、 經々 然 小人^。 抑 亦 可， 一 以爲， 次 

につ つける 

：  矣と 答へ 給 ふ。 言行 能く 相 叶 ふ は、 せ a 時の 君子と 云 ふところ なりと 雖も、 孔子 これ を 

小人と 宜ふ。 朱 註に、 「識 量の 淺狹 なるな り」 と 註せ り。 一色 一事の こと を 堅く 守りて 

か た きも 0 

. 相 行 ふ は、 小石の 堅 確 者の 如くなる が 故に、 小人な りと 雖 も叉棄 つべき にあらず。 自 


3 論 量 

isi 第 十一 一一 意 

に 出づ。 子路 

は 孔子の 弟子、 

て 名 あり 

(七) 魯り大 

夫、 名 は紇， - 

當時 聖人と 稱 

せらる る 程に 

yv5c なりし 人 

たり 

(八) i 公^, 

S ん大 夫、 0 

未詳。 只 だ a 

欲の 名の これ 

り 

(九) 魯の卞 

caj り大 夫、 虎 

ち 刺しし 逸話 

あ. 9 

(10) 孔子 

の 弟子、 才藝 

に 名 あり 

ニー) 蘭 

ヘム 冶長篇 第 六 

章に 「由 や 兎 

つ 一.：.  一， 一二と 我 

れに 過ぎたり、 

S 材 する 听な 

し」 と出づ 

二：) 同前 

第二 十一 章。 


ら 守る ところ 堅し。 故に この 次との ことなり。 然れば 人の 德は大 にして-： K 下 萬 物の 用 

とたり、 國土萬 民 を もらさざる 大 悲の才 を 兼ねず して は、 實に聖 學と言 ひ 難き なり。 

唯 だ 自ら 守りて 他 を 顧みず、 一事 一行 を 堅く する 者 は， 小さき ところに て 人の 害に も 

利に もなら ず、 一分ば かり を a て 取り 廻す 者なる 故に、 小人と 云 ふ。 小人 は惡 人の こ 

とに あらず。 小智 小才の ことなり。 

一四 七 聖學の 用 

(七)  (八)  f*n  (き 

(六) フヲ  ハク キ ザゥ， フ チュウ  コ ウシャク フ ョク ベン 今ゥシ  ゼ ンキゥ ノ 

聖學 は、 子路 問， I 成人.： 子 曰、 若， 一 臧武仲 之智、 公 綽之不 欲、 卞ぉ子 之 勇、 冉求 之藝； 

文 レ之 以ニ 禮樂； 亦 可 一-一 以爲二 成人 一と 云へ るの 心なり。 (この 心) は、 德才 共に 並び 進 

二 1) シ 

んで、 事々 物々 に 格 物す る ことの 深き を 聖學と 心得べき たり。 孔子の 子路を 無.. 所 二 取 

材 1 とのた まふ も、 唯 だ 勇 を 好む と雖 も、 才の萬 事へ うつる ことの あらず して、 ー處 

(一二) ガノ  二  > ヒゼン トズス アヤ ヌ 

に 泥んで 格 物す ると ころの あらざる を 云 ふなり-。 又、 吾 黨之小 子狂簡 斐然 成 J 早、 

不レ 知， 所 一一 以 裁い 之と 云へ る も、 狂簡は 志の 大 にして よきと ころ あれ ども、 事 を 略し、 

格 物す る 所 こまやか にあらず して、 これ をよ しと 思 ひ 章 をな す 故に、 こまやかに 材の 
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狂！ S は^ 註に 

曰 はく、 志大 

にして * に^ 

なるな りと 

(一) 朱 許に 

出づ 
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-、 一 1 

わたり て これ を 割 正す ると ころの あらざる こと を 云 へ り。 裁 は 割^と 注して 事物に 

たりて、 それく に 取 裁く ことなり。 志大 にして その ゆく 所 趣よ しと 雖も、 裁す る 

ころ を 知ら ざれば、 却って 異端に 陷る なり。 これ 聖學の 用と 知るべき なり。 


(二) 大 # に. 

在 レ明， IM. 德 f 

<v レぉレ お •  fr. 

レ止 一一 於 至 蕃 一 

の 11! つの 在 字 

のこと 


首章に、 藥而 

5 レ之、 f 

亦說 一 乎と 出 


一四 八 三つの 在 字の 意味 

明徳の 章、 三つ 共に 在と 云 ふ は、 明明 德は自 守、 新 民 は 人 をす く ふ、 至善 は 事物の 

用な り。 人より は先づ 自分 を 正し、 次いで 人 を 正して、 而る 後に 事物 を 至善に 致すな 

り。 この 三つ 修 すると ころ は 別々 の 如くに して、 自分の 明徳 は 民に あは ざれば 明かに 

すべき 现 なし。 人事の 間、 皆 又 事物 を 離れざる と 心得べき なり。 

(三) ンデ ニフ  ャ ハオ) m  a  n バシカ ラ 

論語の 學而時 ！c もこの 心なり。 學 はわれ、 時習 は 事物の 上、 不 -I 又說 1 は 至善な 


孟子 沒後 千有餘 年の 間、 道沈淪 すると ころ、 その 弊は氣 象と 風俗との 宜しから ざる 

なり。 人に ては氣 象と 云 ひ、 世上の 上に て は 風^と^ ふなり。 


I 四 九 明 

明 は 知より 出づ るな り。 目 は 心の 知たり。 H! あれば 必ず 心 臆 知 ありて、 練ら ざれば 

.  薄なる たり。 

人の 學、 始は 名利に 入りて、 後に は 名利 を 離れ、 初 は 欲に て 入り" 後に は 名の 爲、 

家の 爲 と^ふ。 後 は 名 もな く 只 だ 武士の 務と ばかり ゆく ものたり。 

一 五 o 殺生の 論 

或る人 云 ふ、 I 多く 人 を 斬る 者 は 科 あり、 報 あるべき や。」 

予云 はく、 それ は 一 人して 多く 斬る の說 たり。 今 天下の 武將 一 人に て數 千の 者 を 殺 

す は、 科何處 にか あり や。 皆 曰 ふ、 「以ニ 有 道 一 殺 二 無道 一 一 殺 多生たら ば 殺して 可な 

り」 と。 

予云 はく、 關ケ原 • 大阪 その外 武 將の戰 に、 111 有 道 一 殺 n 無道 一 一 殺 多生の 心得に 

成るべき は 稀な り。 然ら ず。 唯だ已 むこと を 得ず と 知るべき なり。 その 故 は 人 を 殺す 

^ffl^o を 嫌へば、 人 来りて われ を 殺す たり。 關ケ 原に て 三 成 を 退治せ ずば、 三 成、 家 康公を 

山 鹿隨筆  四 九 三 


.E  ^  ^筆  四 九 四 

殺 十。 大 阪も然 り。 皆 止む を 得ざる より 起るな り。 尤も 禍福の 沙汰 は皆佛 者の^ な" ( 

天地 生々 の理を 以て 人 を 殺す こと を 嫌 ふなり。 無理 ごと を 云 ふと兒 るべ からざる な" _ 

一 五一 善惡 心の 交易 

或る人の 云 ふ、 r 孺 子の 井に 入らん とする を 見て、 或る人 これ を 取り あげてけ り。 そ 

の 父母に 知られる 故に (取上げ) しに あらず。 譽 を鄕黨 に 求めん とに あらず。 その 仁心 

の出づ る^ころ 尤も 明かな り。 ここに 此の 者 はるかに (時) 過ぎて、 件の 父母に 親しみ 

出來、 彼の 家へ 盗に 入りぬ。 この 子の 夜明け 方に は 必ず 泣きぬ るに 父母 目を覺 ますこ 

と 多ければ、 密 にこの 子 を 刺し殺して、 その 家に 入りて 物 を 盗みぬ となり。 片に 入ら 

ん とする を 取り あげたる は 人心に て、 その 盜賊 となると ころ は 又 格別な り。 然れば 一 

物の 弊 ある 時 は、 前の 善心 悉くす たりて 只管の 惡人 となる。 善心 惡 心の 交易、 人 は 知 

れ ざる ものな り」 と 語れり。 

師門 人に ー不 して 云 はく、 この こと 常人に 多し。 後の 盜を 致せる を 以て、 前の 仁心 も 

皆す たると 思 ふべ からざる なり。 この 者は盜 人に なれば この 如くたり。 實は學 んで練 


二) 加州 大 

^寺 七 萬 石の 

城主、 前 田 利 

S, 擎も Ms 


ら ざる 人の たす こと は、 わが 得た る L 三ろ 二 は モの理 を 見て 聖人の 云 ふ 如くなる-: こ 

ろ を 云へ ども， 暗き ところ は 一向の^ 人に 劣れる こと 多し。 その 獲物に 仁義 禮智 信 あ 

り。 右の 者 は 仁 を 得て 仁 は あら はれ 出で たれ ども、 自念は 皆く らし。 知 ある 者 は 知の 

ことに は 獲物 あり て 出づれ ども 餘の ことに 暗し。 本 を 明かに 致さざる 者 皆 此の 如くた 

る ものな り。 一色 一色 乃至 日々 の 言行に 見事なる こと ありと 見 ゆる もの も、 本に 暗き 

所 ある 時 は、 則ち 前 かたの 善事 皆す たる こと を 致す こと 多き ものな り。 近頃 さる 虔-, 一 

五十 有餘の 入道 八角不 干と 號 して、 大守 も、 心安く 思 ひて 男色の 目 付 を 致させ 置きぬ。 

かさ  む -ノ  r> 

て 宜し かりし が、 去る 廿 三日の 夜 わが 向の 小 

姓 某と 云 ふ ものの 長屋へ 忍び入りて 男色の こと あり。 バハ 姓 は その 人 を 知らず、 何とな 

く戶の 明く 音の 致しければ、 是れを 咎め けれども 答たくて 內に 人る 間、 起き 上りて 盜 

人に こそと 思 ひて これ を 斬る。 不干 これに 驚き、 その 內に人 共 集まりて 事顯 はれぬ。 

大守 これ を惡 みて 則ち 切腹せ しめ、 子 二人 殺害に 及べり。 時の 人、 不干を 人に あら ざ 

るな り、 前方 は斯の 如き ものと は 思 は ざり した どと 云 ふ。 

予云 はく、 世上の 人 は皆不 干な り。 本 を 明が にせざる 故に、 一 凡の 惑 を 治め かねて 

.2 鹿隨筆  四 九 五 


，f f 日 比 諸事 の 取扱 ひ氣に 嵩 あ 
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生々 の 恥 を なすこと 愚人に 多し。 仕 合せよ ければ 顯 はれず、 一生 事なくて 終りぬ。 让 

もと 

合せ 惡 しく 仕様 あ しければ、 モ の事顯 はれて f 千が 如くになる なり。 不千も 本^人に 

て は ある まじ。 前方の 氣嵩 にものせ しも さも あるべ けれども、 唯 だ 色欲 を 納め かねて 

此の 如きの こと ありと 評 十べ きなり。 一 事 を 以て 悉く 悪しき とい ふ 評 は、 惡 みより 出 

づる 評な り。  , 

ー五ビ 適材適所 

その 事 をな すに は、 その 事の 成る 如く 十る を 以て その 事の ヒ にはヒ と^ふたり。 然 

れば 轆轤 は その 致し やう 巧 なれ ども、 大石 大木 を あぐる に はこれ なくて は 叶 はざる も 

はねつるべ  くら 

のな り。 桔槔は 巧 なれ ども 水 を？^ むに は その 作用よ きが 如く、 比べて 道理より 見れば 

僻事の やう なれ ども、 その 事 をな すに は 利と なること あり。 されば 城 をせ め戰 をな， す 

に 計 策 を 用 ふる もこの ことわり なり。 計 策は恶 しけれ ども、 敵の 人 を 損 はずして 勝つ 

ところ ある は、 又 これ その わざに 就いて 利 ある ことなり。 猫 は 主人 を 知ら ざれ ども、 

鼠を扠 るに は 利 あり。 麒辚は 梨 人の 獸 なりと：： 二へ ども、 i をと るに は 用 ひ 難し。 萬の 


の ら 高 別へ 二 
心わ^に し^ 
たんに 功 主 
し と «を 以 現 
i す 抱 以外 在 
なる へて に 仕 


こ L- 皆 この 理 なり。 その 事に 用 ひて 利 ある を、 自餘 のこと に 用 ひんと 云 ふ は， 用 ふる 

人の 誤な り。 

I 五三 忠 ® 

或る人の 家來大 坂に て 能き 働 あり。 脇より 來 てこれ を 助けたり。 (家 來) 頸 を 取らず 

へ 家來) 

して 先へ 行く。 助けた る 者の 云 ふ、 一 頸 を 取れ」 と 云 ふ。 「人に 助けられて は 如何」 と 

て、 先へ 行きて 能き 敵 一 一人 打取つ て 頸 を 取ら H ラ。 傍なる 者の 云 ふ、 「何とて 頸 を 取らぬ 

ぞ」 と 尋ねければ、 一 われ 別に 主人 を 持つ ベ きと 云 ふ 心なし。 唯. これ 主人の 爲 自分のお 

ハ.^ むる 爲 なり」 とて、 頸 を 取らす とたり。 主人 も 大いに これに 感ず。 

予云 はく、 忠 に似て 忠に 非ず。 唯 だ 勇ば かりたり。 忠は 主人の 爲 になる こと を 云 ふ。 

頸 を 取りたら ば 堅く 證據を も 立て、 後々 まで 武功す る ものの 法の 如くす る、 これ 忠な 

り。 その 故 は 先 づ大阪 にて 御 公儀へ 頸 帳 あがる なれば、 頸 帳に 頸數少 くす る も 忠に非 

ざるたり。 功名と 云 ふ もの は 此の 如く 正しくす る 者たり. と、 勇士の 本意 を顯 はさざる 

故に、 重ねて その 家に て は、 頸 を 取り 證據を 立つ る は、 皆 わきへ 主 どり の 心たり と 云 
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ふになる べき なれば、 これ 又 人の 爲に惡 しく、 後々 は 作 武邊の ある 本な り。 忠は、 頸 

(缺) 

を 取りて 來れ ばかくる ところあるなら ば、 忠と云 はざる なり。 かくる こ ともなき に^ 

を 取らざる は、 結句 奇を 立てた ると 云 ふ ものな り。 忠と云 ふべ からざる なり。 此の 如 

き 事に、 ことの 外 取り 違 へ て 思 ひ 誤 まること 多く 風俗 違 ふ ものな り。 

一 五 四 心の 沙汰 

儒 は 寂然 不動、 佛は 寂滅、 老は 虚無と 云 ふ。 違 ひなり と 云へ ども、 これ は 心の 沙汰 

. になるな り。 心の 沙汰と 云 ふ 者 は、 有と 云へば 無な り。 無と 云へば 有な り。 とらへ て 

實否を 定め 難き ものな り。 只 だ 天地の 則 を そのまま 行 ふ もの を 儒と 見、 行 はれざる こ 

と を 行 ふ を 佛と云 ふなり。 

二) 河內 S 

に 在り、 現大  I 五 五 正 成に 似合 はず 

E 市 天 王 寺區。 (二で i り  ，， 

天 王 寺の 出張に、 楠 木 正 成 七 匹と かや 馬 を乘り 殺した ると なり。 これ は 先 後 心 元な 

ことなり。 太  - 

¥^ く 存じて、 馳せ參 つての ことと 見えたり と評钊 にあり。 良將は 諸事 かねて 工夫 致す こ 


となり。 況ゃ正 成 天 王 寺の 出張 は豫め 示し 合 はする ところの 約束 正して 出づべ きこと 

たり。 俄なる ことに あらず。 七疋乘 り 倒す 程に 先手 仕る もの 氣遣 ひなる こと は、 正 成 

に 似合 はずと 云 ふべ きなり 。 

(二) 

〇 恩 地 を 赤 坂へ 入れて 見せた る こと、 これ 又危 きこと なり。 大事の 前の 小事と 云 ふ 

べし。 わが 哎眩 羽翼と なるべき もの を、 危き 事に 用 ふること 如何 あるべき ぞゃ。 こと 

に それ 程 城 中には 見知る 事 は あるべからざる たり。 籠る 者も镍 ると ころも、 皆 前 かた 

より 知れる ことなれば、 さして 變 りのあるべき ことに あらず。 恩 地 はこな たに 居て 謀 

るべ きこと を、 行きて 見せし むる は危 しと 云 ふべ きなり。 

I 五六 勇と 智 

(三) 

(賤ケ 嶽合戰 に) 勝 家 は 勇 を 以て 取り ひしがん と 云 ふの 思 入りと 見えたり。 太閤 (は) 

(Mn 

智を 以ての ことなり。 勇と 智 との 戰は 虎と 人との 如し。 勝 家、 玄蕃を 早く 引 入れよ と 

再三の 使 は、 太閤の はやき 格 を 知りての ことなり。 

山 鹿 琮 筆  四 九九 
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I 五 七 武 

武は戈 止 を 武と云 ふの 心 を 問 ふ。 皆 云 ふ、 「われに 武備 を 正す 時 は、 人の われ を^ せ 

ん とする の 心 止む。 これ 則ち 治亂 共に 武を 以て 武を 止む るな り。 實理を 云 ふ 時 は、 武 

に 形 なくなり たる、 これ を 戈 を やめた ると 云 ふべ きなり。」 

〇 人々 皆 勇の 生れ 付いた ると ころ あり。 何れ を 云 ふべ き や。 門人 云 ふ、 「勇 は氣 より 

生ずる と 云 ふべき か。 J 予 云 はく、 勇 は 仁義の 義 なり。 內 に恥づ ると ころ あれば、 

は 生ずる も • の なり。 頭 を はら るれば 內に恥 ありて 死 を 顧みざる に 至る。 これ 義 なり。 

七 情に て 云 ふ 時 はおな り。 これ を敎 にて よく 練り 入る る を 武教と 云 ふなり。 

Q  士 武勇 兵義、 五の 品 あり-。 義 より 男 は出づ るな り。 義と^ と は 本末な り。 士 は现官 

にして 事 を 敎へ習 ふこと を 司る たり。 武は その 形な り。 兵 は その 器 を もつ を 云 ふなり。 

I 五 <  利他 

し おき  とくしん 

大將の 仕置 は 人の 爲、 家の 爲 になる 如くに、 常々 得心すべき なり。 一 己の 身の 爲ば 

かりと 思 ふこと は、 かへ す， <\> 誤な り。 諸事の こと 只 だ國 家の 爲 となると ころ を 以て 


大な りと する たり 


(二〕 徒然 莩、 

第 八十 二 段に 

「"JJ« 僧都が、 

物 も？ 一  具 

にと との へん 

とする は つ た 


ズー 事な.— 不 

具な る こ そ よ 

けれと いひし 

もい み じくお 

ぼえ しな. 9" 

す ベ て 3： も 皆 

とのと との 

ほりた る は あ 

1>  き 事た .9  C 

しのこし たる 

ち さて 打 JK き 

たる. は、 面白 

く， いきの ぶ 

る わざな. 9」 

と ある *~ 指す 

ベ L 


一 五 九 將棋を 見る 

將棋を 見る に、 王 は 中央に 居て 四方へ 自由 を すれ ども、 大 たる わざた し。 飛車 角行 

は 大業 をた して 小 業なら ず。 金銀 は 一 所づっ 不自由な り。 王の 傍に ある 駒 は 皆 自由 宜 

しくて、 唯 だ 一 通りの わざ 迄たり。 遠の く 者 程 大業 ありて、 それ 程 叉 こまかた る 用事. 

足りに くきたり。 この 心得 面白き なり。 

一六 o 残す ところ あれ  . 

物事 を殘 ると ころた く 揃 へんと する に、 その 事を好む 者の する ことたり。 實人は 唯 

い  (二)  -、 

その 要る ころば かり を 用 ふるたり。 兼 好が 書、 物の^す 揃 ふまで をと 云 ふは惡 しき 

と 云へ る も、 さも あるべき ことなり。 何事 も殘 ると ころた くせんと ならば、 又實 のと- 

ころに、 レを 入る る. こ とうす きも のな り。 


^ 隨 筆 


五 〇 
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二 ハー 好 み 

萬 事に その 事 その わざ を 好く ばかりの 者 あり。 佛 法. 儒 法 も 只管 佛語を 好み、 その. 

作 略 を 面白し とば かり 思 ひて、 まことの 勤 あらざる 者 あり。 書物ば かり 好きても 行 ひ. 

なき あり、 又 その 理由 を 面白く 思 ひて 樂 しむ あり。 利口 を 弄して 人 を 詰め 人 を 一： ムひ込 

むる こと を 好む あり。 又 家 もち 身 もち を 見事に 致す こと を 好む あり。 各，' 皆 一片に レ 

て 信と 云 ふべ からざる なり。 ， - 


(o 木键と 

茶室との 間の 

庭 

ci〕  as の 

地中に 用 ふ 

る 木 戶 


一六 二 客の 見迗 りゃう 

二三  (二) 

ナ てろ ぢ  さると 

例へば 茶の^に 事す みて 客. 立つ を、 亭主 捨 露地まで 送りて、 猿戶の 際にて 暇 乞 をし 

てお ると、 その 儘 その 猿戶を 立てて 引 込む。 これ 當 座の 華な り。 實は外 ロロまで 歸る 

を 見送りて、 事 静かに 後 をし まふ を 上の 亭主ぶ りと 云 ふなり。 客 立つ とその 儘 猿戶を 

立てて 見送る こ ともなく 引 込む は、 これ 當 座の 華な り。 何程 馳走 をす ると も あと を捨 

したごころ  I 

てて 急に 致さば 客 は 下、 七よ かる まじき なり。 かくの 如き こと 最も 心 付くべき ところ 

tig  一  f  t に：，， -X 「良 きゲ は ：.ぉ./ま^ き-,^ 豪. お： 


(一一 一) 支 »古 

昔の 田 制、 田 

も并 字形に 九 

劃し、 八 家 を 

して 耕さし め、 

そ の 1 劃 を 公 

田と して 收納 

せし むる 制。 

十が 一 と は 粗 

稅が 十分の 1 

なること。 井 

田の 制屎密 に 

は 九分の 1 が 

稅に當 る も i: 

繫を もって い 

へる たり。 孟 

f ナ際文 公ヒ篇 


S) 大皋 • 

中庸 • 霞 . 

孟子 

(五) 00 . 

I  • 易經 • 

樂親 . 猶 • 

春秋 


一六 三 田 所の こと  i 

(或る人)  せ， いでん ， ； 

「世間の 學者 多く は 今日の 田 所 を 知らず。 國取 大名と 雖も 口に は 井田 十 力 


0 


を 云へ ども、 民間に これ を 用 ふるの こと を 聞かず。 民までに あらず、 常住の 作法に も 

(Kn  (w)  L  , 

聊 かこれ を 用 ふる 人 あらず。 これ 如何なるの 失に や。 何れも 四書 • 六經を 學んで 日 

用の 法 いささか (も) なき こと、 如何た る 失に や」 と 問 ふ。 皆 曰 ふ、 r 學 未熟の 故に ある 

、、/きか。 又は ひても 當 時に 用 ひられざる 勢の ある こと も あるべき にや」 と。 

予云 はく、 唯 だ 格 物す ると ころ 薄き 故に、 聖學の 本意 を 失 ふと 云 ふべき なり。 今日 

の 上に 格 物す ると ころ 正しくば、 ひたと 格 物して 行 ふべき の 間、 その 內に 於て 致 知せ 

ん こと 案の 內 なり。 行の ならざる ところ あれ ども、 知らず して 居る 內に 自然と 慢心 生 

じて、 事 皆 あとに なると 知るべき なり。 


一六 四 中の 字 

たかば 

中の 字、 今 案ずる に、 中 を 世間の もの 皆 ものの 中分の ことと^ へり。 これ は 半と 云 
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ふ 心なり。 例へば 一 尺の 半と 云 ふ は五寸 にて 中と いふ、 これ 半な り。 半と 云 ひて は、 

なか 

. 堯舜 相受の 中と 云 ふ ものに は遙に 遠き なり。 例へば 障子の 中 はと 云 ふ 時、 障子の 中程 

が 中な りと 云 ふ は 形の 半 を 云 ふなり。 まことの 屮 にあらず。 かの 相傳 すると ころの 屮 

と 云 ふ は、 障子 は 薄から ず 厚から ずし、 よく 風 を 避け 乂內を 明るく すると ころに 中と 

云 ふ もの あるべき なり。 大體 世間の 思 ふ もの 皆屮を 半と 心得る こと 多き なり。 ^だ そ 

(1) 朱+ の理に 富らざる なり。 則ち 字彙 にも、 朱晦菴 曰、 中 者不レ 偏、 又 半 也と 二つに 注す。 

一 尺 の^は 一 尺と 云 ふ もの を 定めた ると ころの 本 を 中と 云 ふ。 その 一 尺 をケ： E 用 ひ 

(二) 

(二) 時宜に て 或は 一寸 ニ寸 五分 三分に も そのと ころに よって 相 用 ふる、 これ 時屮 なり。 本 來の屮 

よろしき こ と。 

Mil の |5 は 本に して 曰 用の 事に あらず。 時屮を 以て. 中と するな り。 

第二 童に T 仲 

up 曰、 君子 中 

糜。 小人お， | 中 

^醫  一六 五 道 

t, 一々」 と，， 道と 云 ふと 理と いふ は 如何。  . 

予云 はく、 道 は 行 ふところ を 指して 云 ふ。 理は その 本と すると ころ を 云 ふなり。 

〇 將はひ きゐる と訓 めり。 將 にして 人 を 率ゐる こと 能 は ざれば、 將 の本现 にあらず。 


一六 六 天 險* 地 險* 人險 

本理は 天に 險 あり、 升るべからざる なり。 地に 山川 丘陵 あり、 人に 眼 鼻-斗 舌 手足 爪 

牙 あり。 人倫に て 云 はば、 五倫 相 定まり、 自然と 物 を 犯す ことのな き は犬險 たり。 家 

かぎ り 

に 劃 をし、 その 座 を 定めて 相 凌がざる は、 地險 なり。 人險は 官位 次第 をた して、 自然 

と 高下 あらしむ る、 これ 人險 なり。 又 天の 時 を 用 ふる、 これ を 天 險と云 ひ、 地の 理に 

よる、 これ を 地 險と云 ひ、 人 を 配り 備を 正しくして 相亂れ ざる、 これ を 人 險と云 ふ。 

I 六-て 稻垣信 州 問 ふ 

ニー 一)  し かんえ う は ふ 

稻垣信 州 云 ふ、 一士 鑑要 法に、 『士 は賊を 防ぎ 邪なる を 討つ、 これ 士の 職な り』 と 一 FT 

へる は、 士の 法、 賊 なく 邪た ければ 入らざる に 同じ。 如何。 一 

、五 ) 

予云 はく、 然り" 誤れり。 士は師 なり。 かの 三 民 皆 業に 泥んで 相通ぜ ざる 故に、 こ 

こに 於て 聰明睿 知の 者 を 住 地の 君師 として * この 五倫の道、 人の 人た ると ころ を 知ら 

しむる、 これ を 士と云 ふなり。 邪 あり 賊 起る 時 は、 又 民 を 以て 士 として これ を 討つ。 

. ^ 隨擎  五 〇 五 
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故に 兵士 叉 民より 起る なれば、 必ず 士 ばかり 賊を时 つと 云 ふに は あらざる なり。 この 

說 大いに 誤れり。 本を敎 へて その 末 を^に する を 以て、 弱 を 挫き 强を 凌ぐ こと あらず 

して 本 正しくなる なり。 

一六 八 陰陽 

1 理 動い て 陽と なり、 靜 にして 陰と 云 へ る は、 如何。 

予云 はく、 太 極 を 本と して、 太 極の 動く ところ ありて その 氣 となり、 靜 なると ころ 

その 形と なるな り。 これ を氣 質と 一： ム へり。 一理， を 則ち 動靜と 云へ るに は あらざる なり.。 

一六 九 兵法の^: 熟 

諸侯 大名に 普請 役 を 仰 付けら るる こと は、 兵法 を 常に 慣らさし めんとの ことなり。 

兵法 を 常に 慣らす ところ あら ざれば、 肝要の 時、 IEEE を 立てに くき ものな り。 故に 常に 

慣らして 置く が爲に 普請 作 事 をな さしむ るな り。 然れば 大名 も 金銀の 入用 を 以て、 人 

を 遣り 作法 を 正して 見る ところ ある 故に、 その 作法 を 以て 大名の 作法 善 惡をも 相考ふ 


る ことに 致せるな り。 天下の 主、 大名に 金銀の 助力の 爲に、 何ぞ仰 付けら れんや。 然 

れば 普請 を 致す も、 この 心得に よる ことなり。 當時は 皆 金銀の 沙汰に なること 最も 不 

使の ことども な り 。 

一七 o 若レ烹 一一 小鮮 一 (一 

^うせん  ごと 

或る人 云 ふ、 「『天下の 政 は 小 鮮を烹 るが 若し』 と 云へ り。 末々 迄 を 細かに せんと 致 

して は 却って 無 功な り。 されば 『瀧つ 瀨の 中に も 淀 は ある. もの を』 とい ふ 歌の心に て. 

I り 落つ る 流の 內 にも、 魚の 居る 處は 淀める ものな り。 何方 とても この 心なり。 末が 

末 迄 明かに はなり 難き ものな り」 と 云へ り。 

予云 はく、 然ら ず。 末が 末 迄 明かに せんと 云へ ども 叶 はざる ことなりと 云へば 可た 

り。 老 HJ の 小 鮮を煑 るの 譬は、 例へば 小魚 を煑 るに、 その 煑 るべき 作法 を 正しくして 

後 は、 煮る 間 構 はずして 可たり。 始を よくせ ずして 煑 しもの を 疑 ひて こね 廻せば、 末 

は 皆 粉になる とい ふ 心なり。 天下の 政 も その 紀綱を 正しくして、 末が 末 迄 條目を 明か 

に 致して 置きて、 已後は 果敢に して 疑 はずと 云 ふの 心なり。 何事 も 成り 次第にして 抬 

山 鹿隨筆  五 〇 七 


山鹿隨 i 章  五 〇 八 

て 置く ものと 云 ふ 心に は あらず。 叉 瀧つ 瀬の 漲り 落つ る その 下 は、 必ず 深く 淀みて^ 

住む ものな り。 糾明す る こと 正しくして、 その 宜しき を 正す は、 民 を 傷まし めんと 云 

ふに は あらず、 これ を 安ん ぜんとの ことなり。 然れ ばよ く 明かなる 下 は、 則ち 平にし 

て 人心 やすき ものな り。 これ を譬 へたる 心なり。 (中き 何事 も 皆 義の取 やう 違 ふが 故 

に、 その 思 入れ も 違-つて、 道理 皆 か はるたり。 

； tl 當 然の理 (二) 

或る人 當然の 理を問 ふ。 予 云 はく、 當 然と 一 K ふは當 に 然るべきの 理を 具にす る こと 

たり。 これ 已むを 得ざる の 心より 出づ るな り。 止む を 得ざる ところ を 能く 修行す る 時 

は、 自ら $€然 に^ f るな り。 譬 へば、 暖か なれば 必ず 寒き こと あるべき 理を はかりて、 

前方に 工夫 致して 其の 然るべき 理に隨 つて これ を 用 ふる、 これ 當然 なり。 若し あたつ 

て然 りと 見る 時 は、 甚だ その 理惡 しきな り。 當 つて 然 りと 云 ふ 時 は、 何事 も^に 行き 

あたって 後に その 事 を 致す の理 になる 故に、 何事 も そのままに 指 置きて、 行き 中って 

あや^り 

する こと (を) 田 4 ふなり。 これ 甚だ 謬な り、 本^に 非ず いせ s 然を 取り 遠へ て，：：：： 然と 見る 


も 孔子に IB ふ * 

孔チ IS  ；、 て 曰 

はく、 俎豆の 

之れ も. S けり。 

^旅の 事 は 未 

だ 之れ ち學 ば 

ざるな り」 と 

ズニ) 智仁勇 

(一二) 中庸 第 

十 章に 「子 ST 

强 を 問 ふ。 子 

曰 はく、 南方 

の强 か、 北方 

の S か、 抑. - 

たん ぢの强 か。 

$~ 以て 敎へ * 

道に 報い ざ 

る は 南方の 强 

なり、 君子 之 

わに 居る。 金 

革 を «と して 

死して は-さ 

る は 北方の S 

にして 强者之 

れに 居る 云々」 

i ある を 指す 

S) 武士の 

身 を 指す 

(五) 袷 計篇 


一七 二 目前の 工夫 

或る人の 云 ふ、 「孔子に 衞の 靈公陳 を 問 ひ 給 へ ば 、 知らず と 答 へ 給へ り。 朱 子の 註に 

も 治 レ國以 レ禮と 一 K へり。 兵法の 必 とする は 誤 か。」 

曰 はく、 この 說非 なり。 本 を 以て 云 はば、 陰陽 あり 秋夂 ，\ あり。 心に 仁義 あり、 五行 

に 金 あり。 人に 骨 あり 爪 あり 齒 あり。 これな くば 叶 はざる ことなり。 學 者の 一： ムふ (一一 一 

lr に  . つ II) 

は 勇 を 入れす や。 孔子 も 南北の 雄 を 云 ひ、 カ行 は 勇に 近し と 云へ り。 今日の わざに て 

(Bn 

云^ば、 その 肩 はこれ 何の 役ぞ、 何 をな 十ぞ、 何 を さ十ぞ o 皆 これ 武の 職に あらず や c 

その さ） j 當るを 捨て • て 自餘の こ L- を  一 ！4 ふま 誤な り 。 


一七 三 孫子の 忠 

S 一 

孫子 嚴 • 勇 を 云 ひて 忠を言 はざる は、 時 

戰阈の 敎を云 ふなり。 

山 鹿隨筆 


とって 戰國 なれば、 文 道の 敎を 措いて 


五 〇 九 


鹿隨^ 


五 1 〇 


に H はく T 將 

とは^  ^ 仁 >*: 

おなり」 と 出 


一七 四 文と 武と 治亂 

或る人の；； ムふ、 「武 はこれ 亂を 招く の 本な り」 と * 

予云 はく、 文 はこれ 亂を 招く の 本な り。 その 故 は 文 を專ら として 四書 六轾 を學ぶ を 

以て、 武に 怠りの ば づる 本な り。 武を 以て 十れば 自ら 賊 退くな り。 譬 へば 出家の 人 を 

使 ふ は 治まりに くく、 武士 は 作法 正しく 治む るが 如し。 武は禮 を 修め、 文 は亂を 招く „ 

激說 にあらず。 


二) 宽夂 s; 

(二) 松 平 加 

S 守 €臣 横 山 

志 摩なる べし 


一七 五 私欲 

二)  ニー)， 

二月 廿 六日、 橫山云 ふ、 「朋友の 內に學 に 志の ある 者の 云へ る は、 『只 だ學は 私欲 を 

去る を 本と 仕る ベ きこと にや。 然れば 私欲 を 抑へ ても發 せざる が 如くなら しむる こと、 

これ 學の 入る 道に て あるべき にや。 われ 專ら これ を修 す』 と 云へ るに、 横 山 曰 はく、 

『然 り、 まことに 私欲に 因って 惡を なすこと なれば、 これ を 抑 ふべき こと 勿論 なれ ど 

も、 格 物 致して 只 だ 私欲 を 去らん とば かり 心得る こと は、 物に 相當 るに 於て、 兩の心 


(三) _? 丁 

重なる^ 拜、 

賴首も 同じ 


内 に相爭 ひて 遂に 私心 交戰に (陷 る) なれば、 私利 を 去る と 心得ん とならば、 唯 その物 

を 能く 格 物して、 理非 を 正して それに 從ふ 如く 仕るべき ことなり』 と 云へ り。 如 何。 一 

予云 はく、 私欲と 云 ふ は 人の 惡 心の 地 を 云へ り。 惡 心になる 本 は 私欲より 出づ。 こ 

れ朱 子が 大學の 註に 「私欲の 蔽ふ 所に よる」 と 致せる ところな り。 而 して 今日日 用の 

間に 於て 云 ふ 時 (は)、 私欲とば かり 云 ひて は惡 の本體 故に 取り どころ なく、 修 して 入 

るべき 道な し。 然 れば袼 物より 私欲 を 去る の 心 最もな り。 然れ共 格 物して 物の 與受を 

愼み、 その 理を 明かに せよ とば かり 敎 へて、 义本を 云 ひて そのこと を詳 にせざる なり ( 

古の 聖人の 下 を 率ゐる こと、 唯だ禮 によって 嗜欲を 制するな り。 その 故 は禮は 衣服 を 

定め 居 宅 を 制し、 上下 高牢の 位を定 むる を 以て、 人 自ら 私欲の 心 止むな り。 如何と た 

れば、 瞢 へば 責 人の 前に 出 づる時 は、 兩手を 屈して 稽首し 頓 首す るが 故に、 その 形自 

ら 私欲の 生ず. べきと ころな し。 前に 見事た る 茶菓 果物 ある 時に、 內 にこれ を 制 十 r: は 

たかつ 今  ば 5 

私欲 たれ ども、 傍に あらば 取りて 食 ふべき を、 責 人の 前に ありて、 その 器髙坏 • 三方 

に 載りて ある 故に、 出 づれば 分 を 越 ゆる、 取らん とすれば 敬 跪 曲 0W して 居る 故に 手^ 

かず。 これ その 載す る 器、 その 居る 座 は、 皆禮を 以て 制す。 私欲 は 人々 に 免れ 難き こ 

, 山 鹿隨筆  五一 一 


助のに しし 赤 r: 
な 門 し 淺道穰 2 
ら 人て 野中 謫 
ん痣 、^^居 素 
井 素の 送に 行 
又行臣 せ^の 


山 鹿^ や  五一：. 

となれば、 禮を 制して その 心の.， しむ を 得 ギ ) るが 如く 敎 、 、1  •>  ？ なり。 (： これ) 聖人の 敎 ない」 

n〕 右，：. さ されば 君子の 人君に 右史. 左史 あり、 御殿 (に) は 四方に 侍臣 坐して、 自ら 放埒の 御行 

：人チ の iw ち it 

Ah^ 狀 なき 如くな り。 故に 例へば 男女の 色 を 好む 心 ありと 雖も 好まん とする に 由な t。 に，、 

.  (二) 

むる お 名， 支  けい  ひつ  1 

s# 占お これ を なる 战、 ^/、の 禮ゃ。 ここに 於て 出づ るに 警し、 入る に^して、 出 人外に 奪 はるる こ 

S -、  … 

、ニン fclkt  、  お n そ  _| 

t にむ^:.^ となき 故に、 微行の 惡 あるべからず。 毎日の 朝儀嚴 かなる 故に、 閑居の 御収 もな きを 

け ご ゑ を L て 

さき ばら ひす 以てし、 座敷に 聖賢の 像 を 描き、 器に 八^の 形 を 表 はして、 取る 物見る 物 聞く ものに 

る こと、 ^は 

^^とどむ 皆 その 知るべき ところ を盡 す。 故に 自ら 格 物して 私欲の 心 出で ず o 然れば その ぼ のキ 

齢に よって 仕 ふべき の 座 を 定め、 御 氣に從 つて 敎 ふべき の 道 を 盡す時 は、 禮，： ：！ ら^: は 

れて、 非 心 私欲の 出づる 暇な し。 これ 格 物の わざに よる 所以と 知るべきな りと。 橫山 

大ぃ に 感じて 退く。 

51) 

藤 井 この 語 を 聞いて 曰 ふ、 「今日 始めて 朱 子 小 學の敬 身 威儀の 則 を 得心せ り まこと 

に 身に 威儀 を 正して 樣々 のむ づ かしき こと 皆 師の敎 のと ころより 出づ るな り。 こ こ を 

以て； ぶ はば、 座敷の 飾り 掛物を かくる までに、 まことに その 心得 あるべき ことなり。 

世人 は 皆 利欲 を 起す の緣 となる ことば かり を 致せる こと * 最も 誤な り」 と。 


一七 六 眞の 得心 

(Kn  (五 r...l ん おん  <丄 ハ) 

横 山 曰 ふ、 「近 比弘 文院 學士、 大 守の 招請に よ つて 中庸 を 講ず。 在 宿して これ を 見る 

に大 數合點 ある 如くに して、 今日 义師の 首に 就いて 案ずれば、 一 つも 得心せ ざる こと 

は 不審な り」 と。 

ことわり 

予云 はく、 その 道理 明かたり。 その 故 は 見て 合點の 行く とい ふ は、 書物の 文字よ み 

こころ 5  <此) 

故 その 形の 定まれる こと は、 七 得。 かく 書 は 心を盡 さざる もの なれば、 これ を 今日！！ I 

用の 間へ 引き 移して 見る 時 は、 一 つと して 得心す ると ころ あらず。 皆 外にた リて、 今 

日の 用事と は^になる たり。 例へば 前に ある 明り 障子 を 指して、 これ をば 何れの 處が 

ち はう 

障子の 中ぞと 尋ねば、 過不及な き 不偏 不 倚なる と 云 ふ 事 も、 (考 へ) 合せて 云 ふべき 樣 

なくして はじめて 惑 ふ。 又 足下 大 守に 奉公す るに 依怙 最負 たる こと をせ ず、 過不及た 

きを 中と 云 ふべ きとなら ば、 毎日 依估き、 負す る こ ともなく、 又 公用 に携 はら ざれば、 

これ を 利す るに 便 ある こと もた く、 出過ぎて 奉公す る 者 もな く、 引 込みす ぎる 者 も 稀 

たり。 然 らば 中 は 平生の 人 も 皆 これ あり やと 見れば、 中は聖 門傳受 の 心 法たり と 云へ 

山 鹿隨筆  五一 三 


山 鹿^ 筆  五； 四 

ば、 凡人の 及ぶべき ところに あらざる と 省みて^ - ふれば、 中の  ー{ 子 今 H3 の 上 聊か 相 通 

ぜ ざるな り。 义 中の 字を說 かんとな らば、 不偏 不倚 過. 4. 及な しと 云 ふより 外 はい はれ 

まじき なり。 これ 書 は； 一；：： ひ盡 さざる の 所以な り。 されば 障子に て 一- ム はば、 屮は よく 明 

り を 取りて 能く 風 を 防ぎ、 その- M 敷の^:^ に相應 して その 宜しき、 これ 屮 なり。 若し 

障子 は 結構に して 紙の 見事なる にて 張りて、 骨 は 杉 を 用 ひて と：： ム はば、 早 や 偏な り：^ 

なり、 過な り不 及な り。 學 はかくの 如く 致すべき と禮を 極めば、 偏な り^な り、 過な 

り. 小 及な り。 その 源 は 唯 だ： 大地の 八 叩ず る 性に 從ふ、 これ を 今日の 上に 修め 近と する も 

の、 これ を 中と するな り。 大 地の 命に 相從 はざる 時 は、 何 を 以て 屮と せんや。 萬般か 

くの 如しと 心得べ きなり 。 

一 七 七 、志 ある 者の 學 

志 ある 者と 云 ふ は、 學の 手筋 は惡 しくと も、 わが 恩 ひ 人り たると ころ を、 よしあし 

に 行 ひて 兌る もの を 云 ふ。 文學 者と；： ムふ は、 唯 だ文學 を翫ん で、 n は 利口 を-ぶ ひて、 

聖人の 道 はこれ なく、 理の^ 明 は 異彩と 雖も、 わが 成らざる ところ は 皆 行 はず、 ^を 


飮み色 を 好む。 これ 文學 利口の ものな り。 當時學 に 志 ある もの 意兑違 ひて、 或は 田 を 

耕し、 或は 頭 を！： らず爪 を 長く して 居る あり。 これ 等 は 皆 志 ある 故に、 今ョ にも 意見 

二) 文 や y 違へば、 又 その 事に 勤む るな リ。 又 學の人 は 唯 だ 口に もの を 云 ふば かりにて は 役に立 

指す  、：  一 

(二〕  ハ  ラ テル 一一 ノト 

0;)  たざる ものな り。 されば 禮の學 記に、 記 問 之學、 不レ足 ヨ以爲 一一 人師 1 と 一二へ り。 

Af 記 は その 41 

名  - 

一七 八 偏 倚す る 勿れ 

學に志 ある 輩 は 必ず 世間の 交り を 好まず、 舊知音 もす たり、 親類 も 遠くなる こと あ 

り。 これ 皆 中に あらず して 偏 倚す ると ころ あるが 故たり。 學は 一人の 上 を 見事に 致す 

ばかり を 云 ふに あら ざれば、 何と ぞ 致し 人の 爲に なること、 これ 道の 本づ くと ころ た 

り。 わが 身 一人の こと は 善くても 惡 しくても、 勦む るに 手間 も 入らざる ことたり。 彼 

の 人の 爲 になる こそ まことの 道と は 云 ふべ きたり。 然れば 世間の 人に 交 はり 樂 しみて、 

その 內に 自然と 朋友 を も 道. へ 入れ、 又 親類 緣 者の 問 口 合に も そのと ころより 道へ 引 入 

るる こと を 仕る、 これ. モま ことの 志 ある 人と は 云 ふべ きなり。 

山^ 隨筆  五： 五 


( 一 〕 

isl 末 章、 孔 

子と ra 人め sz 

弟. 十 と^を 云 

ふの 條 に， 最 

後の；？： s の な、 

と はや： く 異な 

h 'た, つぶ をい 

ひしゃ さす。 
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m  隨淮  五一 1, 

I 七 九 や • 學 

や-門の 學者 皆阈を 治め 家 を 助く る こと を-ぶ へり。 然るに 會點が 答 まことの 聖人の^ 

と 云 ふべき なりと 云 ふ 人 あり。 いかが。 

vr.: ムは く、 會點が 云 ふところ は 聖人の 氣象 なり。 諸 門人の^ ふところ は聖 門の こと 

わざな り。 然る を 孔子 その 氣 象の 見事に 立 ち のびて 卓爾 たると こん を 褒 め 給へ るな り。 

ひたすら  f 

こに を 聖人の 1 と 心得て、 世の ことわざ を 嫌 ひ、 只管 田作り 桑-取り 或は 野リに 遊び 

(二  > 

お を 愛し 柳に^ びて、 今 曰の 世事 を 修めざる は、 皆 これ 儒の^: た" 力の 陸き 山 .ik 

ゆが.^ の、 梨 人の 道 を 思 ひ 違へ たると ころ ここに あり.。 梨 人の 氣象は 曾 i 力 ^入りの 

ところな り。 これより 世事 を 勒め行 はば、 事理 共に 相應 して、 まことの 聖學と はま ふ 

べきな り。  - 

1) 茂 叔の蓮 を 愛し 庭前の 草 を 見る の 類、 皆 これ 氣象 と- ：ム ふ ものに て、 これ を 聖人の 

常と 思 ふべ からざる なり。 衣 を 千侬の 岡に ふる ひ、 足 を 萬虽の 流に 濯ぐ、 これ 皆聖メ 

の氣象 を 一： ムふ。 聊か (も) 利害の 措置な く、  .mH 靑 犬の 如くなる し」 ころ を 云へ るな り。 


溪， 一木 學の先  一八 o 風俗 广ニ) 

達な り。 有名 

な 「里 こ當ら ざる ことなりと 云 ひても、 世間の ことわざに 久しく た り 來れる こ と に 

あり  5  1,  .  (堪) 

K として これ を改 むる こと はならざる ものたり。 恥の 至れる あれ ども、 甚忍 する こと 

ある は (I 忍す るに、 必ず これ を 死ぬ る 害と 云 ふ は、 これ 時の 風俗たり」 と 云 ふ もの あ 

予云 はく、 然ら ず。 理に 當らぬ こと は 世俗 とても その 如くに はたき ものたり。 頭 を 

はらる る こと は 恥辱の 形に あら はれた るたり。 內に 恥辱 ありて 顯 はれざる は、 これ を 

おと t 云 ふま じきな り。 內に 大惡事 あり、 略 i その 聞え ありても、 あら はれた る證據 

たくば、 これ を 捕へ て惡 人と は 云 ひ 難し。 これ 内外の 違 ふところたり。 さかやき を 剃 

(S 上下よ る、 着る とい ふの 類 は、 着て 今日の 上に 害た し。 世に 從 つて 苦しから ず。 人 

の 装  に 恥を與 へられて は、 內に已 むこと を 得ざる ところ あり。 況ゃ旣 に 恥辱の 形 を 受けて 

これ を (^、|^ する せぬ を 世俗と 云 ふの 論 は、 聊か (も) なきと ころ、 これ 只 だ 天下の 共に 

厚づ ると ころと すべ し。 近代の 風と 云 ひ 難き なり。 

山^ 隨筆  五一 七 


山^  や  五一 八 

一八 一 殉死の こと 

殉死の こと、 世間 皆 その 例に なれる こと を、 ^間の 致す ところ 誤な りと^ ひて、 こ 

の 一 事 を 致さ ヤメる は、 死 を 嫌 ふ 故の 沙汰な り。 萬 事 を 世間の なみに 爲 さず、 諸事 を わ 

が理 のまに する の 類なら ば さも やい はん。 萬 事 世の 俗に 從 ひながら、 殉死ば かり を 入 

^ざる 儀と 定 むる こと は、 かへ すん \ 誤 なり。 仉 しその 君^.; くこれ を 嫌 ふの 類 は 君命 

なり。 又 その 身 あとに 至りて 政事 輔佐の 便 あらん は、 又 後に 殘 るの 理も あらん や。 人 

に 誇りて 酒色， を： 弁び、 國の 政事に たづ さはる こと、 皆 これ 殉死 (すべき y 者な り。 

又 云 はく、 世 男色 を 以て 色事 ある を 殉死と す。 これ 叉 尤もな り。 その 人 功に 依って 

許容 あらん は、 天下 を 譲られても 殉死すべき ことなし。 . 色の 道に よって 術な く 才も知 

もな き 者の、 莫大の 恩に 预り威 を 逞しう し、 欲を恣 にす るの 類 は、 殉死せ ずして 世に 

殘 りて 何の 益 あらん や。 

一八 二 麼 道 

( 一 ) ( 一  一二 チ /  -ー  ス * チリ 

朝聞レ 道而ク 死 可矣と 云へ り-。 朝に^ を閒 くと も 性 を閒 くと も^はず して、 道と 云 


へる は、 これ 人間の 世、 今日の 用 道、 性 は 本に して これ を 出して 今日の 上 を 論ずる こ 

と た りに くし。 唯 だ 日 用 往来す ろと ころの 道 を 以て、 人間の 修行と す ベ き と 云 へ る 心 

辱 より . o 

一八 三 良臣を 欲する 心 

主人の、 下人 • 臣下 によき 者を 求め 願 ふ は、 何故な りと 思へ る や。 予以爲 らく、 上. 

の 志 を 下に 通じ、 下の 志 を 上へ 通ず る爲 なり。 これ 臣の 良き を 欲する 所以たり。 世間 

らく  .  し^ 5 れん 

の 人は臣 のよ きを 持ちて、 君の 樂を せんと 思 ひ、 叉 聚斂 せんこと を 欲する、 皆 これ そ- 

の  誤 る と こ ろ た り 。 甚だ 愼む ベ き な り 。 

一 八 四 練 

年老 を經て 功の ゆきた る 者に あら ざれば、 大器に はなり 難き ことたり。 大木 も 年老 

を 經て雪 霜に 久しく 當れる を 以て 楝梁 となる。 人 皆 かくの 如きな り。 ^し 年寄りても 

_g S に當ら ぬ 木は楝 梁 」 _ な - り ざれば、 練に あらねば 人の よ き 悪 し き は 見 え ざる もの な 

山鹿隨 i 孝.  #  五一 九 


山 鹿隨筆  、  五 二 〇 

\.  -. ひ f や、， 

一八 五 究 理 

師^ ふ、 家法. 阈法 •： 大 下の 法、 それ/ \ と 修行 せんとな らば、 何に よらん となら. 

ば、 唯 だ 心 をつ けて 事 を 究理す るに あり。 古の 四書 六經 によらん と 一 K ふ は、 か a 時の 學 

者の 見 皆 違へ り。 却って 惡 しし。 これ 激論に あらざる なり。 書物と 世間と 一 つになる 

程夂 はなり 難し。 然れば 惟 だ 今日 世間の 小學 をよ く 心得た る 人 は、 それより 究理して 

次第に 參 るべ きこと たり。 


山 鹿隨筆 第六卷 

«^  vff  ^ヒ c 寬文 ほ 年ヌ SHi 文 七 年 E 月 

招 0 午 未 era 十三 歲あ £ 十六 M 

1 人 を 見、 人 を 使 ふこと  * 

(宽文 8： 年) ニー  (二)  S 

五月： p 日、 淺野采 女 正亭に 到る。 大島雲 八 來會す e 

Q 人の 目 利 を 致す こと は 古今 共に これ を 難しと す レ-雖 も、 今 案ずる に、 わが 知 を賴 

みて、 見えざる を 見ん とする 故な り。 これ を 試みて 用 ふる 時 は、 相違 に なきものと 知 

る ベ き たり。 

〇 一. 少 身なる 者の 下人 を 遣 ふこと は、 大名より はなり 易 かるべき ことなる に、 結局 

- 大名より なりに くきこと は、 如何なる 故に や 一. と 云へ る 人 あり。 師云 ふ、 大名 は 人 を 

遣 ふの 道具 多き 故にな り 易し。 小身の 者 は 道具た き 故に、 理ば かりにて 遣 ふ 故な りに 

くきな り。 

鹿隨^  五 ニー 


五 二 


f  一 )  ^女 正 


(二 


名 は^ 


亥。 始 やせ： 

S 釐ょ 

り從 へ るお * 

より" 二  を 

？、 後弑し 

て l-j 世 *- かて、 

やがて 却って 

族 a に 遇 ふ。 

胡亥 二世の 元 

年、 東方 を^ 

狩し、 趙 高に、 

「邛 ：！ の 好 む 

W を ぶ し、 心 

^の 紫 も 窮め 

て、 わが 年な 

終. りム とす」 

と 鏞高 

これに 焚し こ、 

「法 を铋 に し 

刑 を 刻に し、 

S く 故お を 除 

きて、 IW め こ 

親 信す ると こ 

ろ を K かば、 

則ち 枕 を 高-つ 

し志& ^にせ 

ん」 と 奏せり 

ic 事 十八 史 

に 兄 ゆ 


二 淺野采 女 正と 人生 を； おる 

f 宽文 I： 年)  (二 

^五月 比日、 淺 野采夂 問 うて^ ふ、 「人の 世に. ある こと 電光 朝露に 比 十 ベ し その 身 

の 行跡 を嗜 み、 學問 修練の 功 を 骨 を 折りても、 さして その 身の 變る ことなく、 世の K 

譽 もさせる ことなし。 立身 もな りに くし。 又 一 生 遊樂を 事と しても、 又變る こと もな 

ければ、 身 を 苦しめ 骨 を 折り ても^ 少 かるべき なれば、 只 だ 遊樂に 誇る を 以てよ しと 

世人 皆 以て 思 ふなり。 この 惑 を 解きなん こと 如何。」  、 

•  (二)  しか  てう かう 

予 R はく、 これ 皆 人^に この 志 あると ころ、 桊の 二世 も (然) 云 ひて^ H 咼が丧 めしと 

ころ/, 6 り。 さて 义 少し、.： J の ある ポ も こ^ をお 5 しき と は 知れ ども、 M 故に 樂をす る こと 

の惡 しきと 云 ふこと を 知らざる なり。 今 その 問に 就い て 云 ふ は、 枇 情に 就い て 云 ふと、 

實の 道理に 就いて 云 ふと、 その 區^ あり 得るな り。 先 づ世ヒ の 情に 就いて おはば、 樂 

を 致し 樂 しみ を 極めん とならば、 、水く 樂 しみ 久しく 佚 樂を遂 ぐる を 以て.、 遊樂の 第一 

とすべし。 若し 一 ：：：： に樂 しみ を： f めて は、 身命 こ こに 縮まる。 これ 一 家の 仕置 を 致し、 

世間の つけ： S け を 致して その 業 を^め、 而る 後に 佚樂 をな さば、 久しく、 水へ に樂 ある 


べし。 家の 仕置 を (重し) とせず、 身の 行跡 を も 拾て て、 唯だ樂 をのみ (事) とせば、 世 

の 謗來り 家の 者 疎み、 國民 そむいて 樂久 しかるべ からざる なり。 これ 世 問の 情に 就い 

て 云 ふの 論な り。 又實の 道より 云 はば、 人の 人た る 所以 を 味 ふべき なり。 人の 人た る 

所以 を 味 ふべ しと 云 ふ は、 人 は 何故に 世間に 生れ 來て、 諸， -の司 t なり-て 萬 物の 靈長 

たると 云 ふ 如く、 具に 究理 仕るべきな り。 今日 人の 上を考 ふるに、 衣食 居の 道な けれ 

ば、 世に 只 だ 住む こと 叶 はざる を 以て、 衣食 居の 用 をた す。 衣 貪 居の 用 をな す を 三 民 

と 云 ふ。 この 三 民 暫く も 佚樂を 事と すれば、 衣食 居の 用 足らずして その 職業な りに く 

し。 故に 三 民 頻りに 家業 を 勤めて 暇な からしむ。 これ 三 民の 佚樂 なき 所以な り。 ここ 

に 士は三 民の 長と して 道 を說き 敎を述 ぶべ きの 者に して、 い つし か士の 家と 定まり、 

士 にして 道 を 修めず、 敎を なさず して、 三 民の 長た る を 以て、 ここに 於て 伙樂を 事と 

す る に 至 る こと 最も 歎， 息す べきな り。 士 として その 職 を 勤め ざ ら ん には士 と^ふ ベ か 

しち 

らず。 三 民の 勤め あらざる に 同じ。 三 民 勁め ざる を 以て、 衣盒 居の 用 甚だ 涌 貴して 下 

を 苦しむ。 士の業 失して 人の 道絕 ゆる を 以て、 下と して 上 を 凌ぎ、 子と して 父 長 を 背 

くこと あって、 大道 ここに 沈：^ す。 もっとも 歎くべき なり-。 且つ 道 は 身 を 立て 譽を求 

山 鹿隨^ •  *  五 二三 


出^^ や-.  五 二 四 

めんの 爲 にあらず。 唯 だへ：' H の 人た る 所以 を 糾明す るに あるべき たり。 外 を：^, る こと 

にあらず と 知る ベ きなり。 

三 卞知德 

M 卄 四日、 淺丼 氏に 答 ふ。 

つか  I 

才と 知と 愨と三 つ の 者通ぜ ざると ころ あるより して、 ことに^ ふるわ かち 出 で來る 

なり。 この 三つ を 順たら しむる 時 は、 閊 ふべき ものな しし」 知るべき なり。 才と いふ は 

卞 ^にして、 博聞 博 見に あり。 知と 一： 〈ふ はこれ を決斷 して その 是非 を 分明なら しむる 

の 知な り。 德は 身に 練り 心に 修めて、 これ を 身に 積み 行 ふの 德 なり。 されば この. 三つ 

を 以 て そ の 不足す ると ころ を 糾 明す ベ きなり。 


四 格 物と 功利 

I 年) 二) 

五日、 淺野因 州- 

Z 州- ムふ、 「格 物の義 、 今 手に (秉) るレ- ころの 扇 を 主人 へ 奉らば、 左の 方に 置 


(宽义 SI 年) ( 一 ) 

r< 月 五日、 淺野 W 州 (ゆ) に 到る 


取り 給 ふに 宜しから ず-、 中に 置いても せ： しから ざるの 問、 主人の 右の 方に 置いて 取り 

給 ふに 利 ある 如き、 これ 一： f に 就いての 格 物と 云 ふ ものに や」 と 問 ふ。 

予 --4 はく、 これ 利害に 就いて 云へ るな り。 取る ところに 宜しき 如くと 云 ふ は、 ：智利 

害な り。 唯 だ II を 置く の 禮に叶 ふが 如くす る を 以て、 その 格 物と 云 ふべ し" 

いま  とち 

又 問 ふ、 一 今夜の 暗き によって 蠟燭を 點す 0  00 を 點す 理 は と 云 ふ 時 は、 暗 き を 照 ら 

十 爲に用 ふと 一 fT ふこと、 これ 袼物 にや。 一 

予云 はく、 然ら ず.。 油 も蠟も 暗き を 明かに する の理 たり。 而 して 明暗に 就いて 云 ふ 

時 は、 物 を 見る 爲と云 ふ もの たれば、 利害な り。 然 らば 害な く 用な くば、 大名 も 油 火 

を 用 ふべき にや。 唯 だ理に 因って 用 ふ， 二たり。 

五 不 I 謀 1 遠 則 有 二 近 憂！ 

つぶさ 

師曰 はく、 遠 は 遠近と 云 ふべ からず。 深遠の 心と 見るべきな り-。 ^遠の 謀 は 具に そ 

の 事理 を究 むるな り。 具に その 事理 を 究めざる 時 は、 必ず 近き 憂 あるべし。 唯 だ 未だ 

来らざる を 計る をのみ 遠と いふ 時 は、 その 憂 は 又 遠く 來る 憂な り。 近 憂と は 云 ひ 難し。 

山 鹿 蔭 筆  五 二 五 


^ べ惣矩 二道つ！） 居 n て 江 推 首 u-  m  d  ： 
™ し に の o  u り た 、 p  'c の m 門 ―, 

^宗  し ど^の 。おに よ な 

% 門お #  it- 門 も n <a. n- ？ iii m リ c 化: 
/- た \ 野 *  «fet の 人バ: に^のべ 宇 
が 乙 a 長 m なめ 老 に はて & ^ し 右 


山^^せ 

月 十五夜の. rn^_ 


五 ニナ 


六 ：：： 敎 一致の こと 

作お ふ、 一 三教の 心 一 致な りと 一： ムへ ども、 形 を 離れて 心 あら ざれば、 三 敎の心 も 違 ふ 

べし」 と 云 ふ。 矢 嶋；； ムふ 、「三教 一 致の 儀、 後 儒の： 百に して 程 朱 はこれ を 云 はざる や。」 

予. ：ム はく、 伴 氏 云 ふところ 然 りと 云へ ども、 直に 心の 變れ ると ころ を 出して 云 はず „ 

矢..； S が：； ム ふところ 古を師 として、 實 に體認 すると ころな し。 猶 よく 工夫 を 加 ふべ）^。 


.n おの ことば 

も 記せし もの、 

凡， V ト^。 皆 

柠 敬に かかる 


七 持 敬 

朱 子 敬 齋箴に 持 敬の こと あり。 持 敬 は 梨 門學者 工夫のと ころと 一： ムへ ども、 これ 必ず 

聖人の 學 にあるべからず。 首 を 以て 辨じ 難し。 靜 かに 案じて 得 ベな りき。 (g お？ お^ 

八 心 を 明かに す  . 

中 忖^ ふ、 「心 を 明かに する に 在り。.」 


予ー K はく、 これ 異端の 學 なり。 聖人 直ちに 心 を 以て 示す ことたし。 心 を 明かに せん 

と；： 二 ふ は その 本 を 云へ り。 これ は 聖人の 道に は 違へ り。 (同 S 

九 ^敎 第一 

禽^の 如く にても 世 は 立ち、 釋氏の 法 にても 立ち、 又 キリシタンの 惡宗 にても 立つ 

阈 ある は、 世界の 治亂 すべ て 唯 だ 如何 樣 にても 苦しから ずな り 行く ものと (見) えたり ~ 

A だ リ 

必 ず 儒道 聖人の 道の 世に 立 つ 迄 がよ きと 言 ふ ベ か ら ず 0 孟子 歿して 聖 門の 道 は 紊 - i な 

り、 文 • 武 • 周 公の 後 は 世 は 皆 聖人の 道弒 りたれ ども、 治まり 行き て^に 變る こと も 

なし。 然ら ばさして 聖人の 道 を 勤めず とも、 世 は 世と たるべ ければ、 聖人の 道 を專ら 

と する こ と は. 勞 して 無力に もなる べし や。 

予謂 へらく、 右の 如くなる によって、 聖人の 道な くんば あるべからざる なり。 人物 

の 品、 中國. 夷狄、 而 して 禽^. 草木と なれり。 ときに 夷狄 • 禽獸. 草木 は 各，' 一法 

を 得て 一法 を 知らず。 その 故 は 夷狄 は 互に 殺し (相) 奪うて 欲 を 以てする が^に、 その 

いかめ  きば 

形 則ち 利刀 を橫 たへ、 手足 皆嚴 しく 額 色き つく、 爪 犬に 牙 を 出して、 これ 皆 禽獸に 近 

出^ 隨輋  五二七 


山^ 隨ゅ  X 二八 

く、 唯 だ 身 を 利す る こと をのみ 致す。 故に々： n 力 を 以て 主 たれ ども、 明：：：： ハ袞 ふれば 

さ  すべ 

則ち 殺され 割かる。 人 を^むる 術な く、 唯 だ 力 を專ら として 欲 を^に 致 十、 これ^ 伙 

なり。 或は 乂 その 阈に依 つて 釋 氏の 如く なれ ども、 他より 奪 ふ 時 は 釋氏义 十べき やう 

なし。 忍^^ 和 迄にして こと 足ら ざれば なり。 ^t,: は义 一等 を 下りて、 或は 父チを 加 

らず 兄弟 を辨 へず、 恥 を 知らず 憐みを 知らず、 互に. 殺し 互に 奪って、 唯 だ 心の 欲に ^ 

せ、 朝夕 飮食 色情の 外な し。 而 して 知 あらず 才 足らざる を 以て、 t しが 身に 利器 n 然に 

生じて、 身 を 利す るの 形 ありて、 外物 を 持ち 器 をな 十 こと を 知らざる たり。 草木 は 病 

ほ然 り、 云 ふに 足らず。 ここに 中！： の 人品に 至って は， その 生 質厂、 性 溫潤和 良に して 

身 を 利す るの 形な し。 この 心 を 萬 民に 敎 ふる 時 は、 五倫の道 CI 然に立 ちて、 下と して 

上の 人 を 殺す こと あらざる を 以て、 ，u 然に 鬪 評な し。 故に 朝廷に は 利刀 铋戟を 横た へ 

ず、 大官の 人 は. 身 を 利す る 器 を 持たず と 云へ ども、 上下 君臣 ここに 立って 力 を 以て 

十る こと あらざる なり。 これ 中華 人物の 犬 地 聖人の 道に 近き はこ こなり。 而 して 士農 

ェ商を 立て、 天下 を 制 十る を 以て、 ：大 下の 事物に 應 ずると ころ、 文と 云ひ武 と^ひ、 

更に 不足す る ことなし。 こ. れ 則ち； 大地 聖人の 法に あらず や。 されば 聖人の 治 を 以てせ 


ば、 戶々 を 閉づる ことたく、 人々 利器 を 要せず して、 寬仁 大度の 情 ここに あり。 

聖人の 道 次第に 衰 へて、 五倫の 敎 (衰) へぬ る を 以て、 各-唯 だ 道 を 捨てて 身 を 利す 

る こと を 好む。 この 故に 父 を 君に 殺されて は、 子 は 君 を もね らふ 如くた る。 これ 皆 身 

を 利す るたり。 この 惡心 生ずる を 以て 三 ^ 族の 罪 起る。 此の 如くな り 行く 故に、 世間 皆 

いかめ  »  ^  ； 

夷狄の 如くな りて、 次第に その 容貌の 生れつ くと ころも 嚴 しく， 目白く 犬に 身に 毛 

大いに 生じ、 顔 相より 手足の 體 まで 殆ど 夷狄に 類す。 聖人の 道行 はれて は 不足と いふ 

ことなし。 夷狄 禽獣の 道行 はれて は、 父 は 子 を 疑 ひ 子 は 父 を 疑 ひ、 互に 鬪諍匁 傷の 心 

を 含んで、 聊も 安き 心な かるべし。 故に 君 も臣を 制して これ を 以て 叱る こと 能 はず、 

i れ ちつ 

父 も 子を懼 れて膨 物に 當る 如くたり。 これ 臣は臣 の 道 を 忘れ、 子 は 子の 道 を 立て ザし 

て、 君に も 父に も 怒 あらば 斬って かからん と 云 ふ 如くなる べし。 今に 聖人の 道 暫く 世 

とが 

に 殘るを 以て、 君 父に 敵す る 者 は 五 逆 罪の 科に 行 はるる を 長れ て、 この 心 生じても 行 

ふこと 能 はざる なり。 このところ 能く/ \ 心得べ きたり。 

1 o 朱 學を排 す 
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C 1 ) 周 

朱？  13. 

1>  すべて 

朱の 性 押漆 の 

代衷的 人物 

(-W 胸中 豁 

^の こと。 K 

ゆお は、 胸 

中 無 物にして 

^^りて 應 f 

などと 說き、 

W 然 大公な ど 

と共に この 語 

も 常用す 

(一一！) 伊川の 

ほとりに 居. ii 

る^  %.i、 港 

隔の程 顧、 き 

溪の周 敎^、 

閣 中め 朱 子に 

こ、 その 居所 

の 文字 もとり 

來り てつ まり 

i 木^の 統派 

の 人々 をい ふ。 

普通に は 二 程 

を洛 陽に して、 

關 中の 張 載 を 

んれ、 漱^ 問 

ぽと稱 し 習 は 

せり 

( 61 ) 一 フク ISB 


^鹿^ 筆  五三 〇 

或る人、 ^  • 程. 朱 • 張 • 邵等を 以て 學の^ と爲 す。 予云 はく、 予は 孔子の 門人な 

(二) 

り。 周 公 . 孔子 を責 び、 子 思 • 孟子 を 以て 自ら 證 するな り。 ^々磊 々は^とす るに 足 

らず。 或る人 曰 ふ、 「然 らば 則ち 焖 • 程 等の 學は 非なる か。」 曰 はく， 如何 ぞ非 ならん 

や C 然れ ども 彼れ 等 は 皆後學 にして、 何 ぞ^  • 孔 ニナ 思. 孟子に 及ばん や。 學的 はこ 

れ • 孔 のみ。 或る人 曰 ふ、 「宋儒 • 元 • 明の 儒 如何。」 予云 はく、 數 ふるに 足らず。 

(III) れんびん 

伊洛濂 閩の學 者な ほ聖 學の餘 光を迎 へて、 唯 だ 一端 を 行 ひ 一 事 を 言 ふの み。 而 して 專 

ら利 n なり- これ を 取る に 足らず 。(^ま 

一一 學的 

或る人 曰 ふ、 「子、 元 • 明 等の 儒 取る に 足らずと 云 ふこと、 朱 子の 後、 魚  = 齋許氏 一 人 

S) 

せつぶん せい 

のみと 薛文淸 が 讀書錄 に 出で たり。 かれ も 亦 取る に 足らざる か。」 予云 はく、 その 行 

その 言 取る に 足らずと 雖も、 全く 聖人の 學を 知らず、 唯だ宋 儒の 言に よりて 己れ の 口 

才を發 する のみ。  • 

まさ  • 

或る人 曰 ふ、 「然 らば 師 はかれ 等に 愈れ るか。」 予曰 はく、 これ，.！： の言ぞ や、 これ 何 


*.  {4, ほ. 平- の言ぞ や。 唯 だ 學的を 論ずる のみ。 わが 言行 殆ど 嬰兒に 劣る、 甚だ 慠愧 すべし。 然れ 

二 程 朱 子の 事 

0.^^ ども 學的 とすると ころ は、 唯 だ 孔子-^ 公の 間の み。 孔門の 諸子 も 亦紛雜 して 全から 

後退く。 文 一止  ぎ し す V.  5 

と f  。 衡 * ず。 子 思 • 孟子 獍ほ然 り。 況 やその 下 を や。 今 書札 を 習 ひ羲之 • 子昂を 以て 的と た ふ. ( 

511"  K 1!  二 幼と な 

而 して そ の敢 へて すると こ ろ は 傍人 に 及 ばず.。 (3 

くも 樂レ か。 

R に荬齋 先生 

:| 心の 自由 

等の 著 あり  、  まお) - 

£) 明の 人 * 或る人 曰 ふ、 一. 今日の 學、 敬 を 以て 主と 爲さ ざれ は 則ち 取り どころ なくば つと する 

^.w. こと 多し。 如何。」 

中れ、 C せニ參 

、- て躬 5 德  予云 はく、 甚だ 誤れり。 學は只 だ 今日の 學 のみ。 何 を とりどころ とし- 何 をば つと 

あり、 程 朱 を 

乂主ノ、£ すると 云 ふや。 これ 內に 一 物 を 主と する の 心 ある 故な り。 內に 一 物の 主 ある 時 は、 そ 

ぉ著ー^ 之、 の 主 則ち 泥 著して 萬 事の 自由なら ず。 やお (3 

音の 書 IT 字 

は 逸少。 苴會 

權れ  一一 一一 U 

へ 七) I 元の 趙  _ョ も  , 

£r 字 は 子  怒れる 顏色を 怒らざる ものまでに 出す こと をう つす と 思へ り。 予謂 へらく、 人の^ 

山 鹿隨筆  五三 一 


山^ 隨染  .  五三 二 

巧 に 1 事の 怒るべき こと ありし を、 怒りて は惣べ て を それにて 捨 つる こと あり。 譬 へば 

is 文に. 翥害 

；  弟の 非 を 諫めて その 非 を 怒って 叱らば、 何事 も われ は 構 はざる と、 諸事 を 皆^つ る こ 

と、 これ 誤な り。 これ を 怒を遷 すと 云ぶべし。 世の 人 皆 心 友の すぢ めな りと いへ ども. 

わが^ ふところ を 聞かず と 云 ひて、 その 怒に て 前 かたの 筋目まで 捨 つる こと あり。 其 

だ 誤な り。 これ 人々 の 上に 多き ことなり。 一事の 惡 にて 惡を植 うる、 皆 怒 を遷 すなり ( 

一四. 性 心 (二) 

佛 者の 云 ふところの 性 心 も、 儒道の 云 ふところの 性 心 も、 性 心 は 一 致なる ベ しゃ。 

( 一 )  ことわり 

二)  f0.  ±- 心 一致 なれば 三敎は 一致の 道理と 云 ふべき か。 ここに 不審 あり。 總 ベて 萆木 鳥蟲ま 

老 き 

で 同一 性と 云 ふ 時 は、 聖人の 性 も 萬 物の 性 も 皆 同じ ことなり や。 同じ ことならば、 何 

れも 聖人に 學 ばば 到る ベ き ことなり や。 

予云 はく、 これ 遙に違 ふところ あり。 心 付くべきな り。 譬へば 濁れる 水の 中へ 入り 

1 あ 

たる も 玉、 澄める 水に 入りた る も 玉 なれ ども、 濁れる 水に 入りた る 玉 は、 遂に 濁に 鏖 

へられて 光の 出づる ことなし。 然 れば佛 者の 敎 より 云へば、 佛 者の 性 は その 性聚 人と 


同じ かるべからず。 聖人の 性 は 至大 至 公の もの * これ 性の 用たり。 佛 者の 性 は 唯 だ 有 

無の 論に 落ちて 至大 至 公に あらず。 至大 至 公たり と 一 K ふ は、 天下の 事物 を 自由に 辨ず 

る ことなる ベ き や、 なるべからざる や。 成 る ベ か ら ざ る 時 は、 こ れ 至 小 至 私 な り 。 萬 

物 を 利せ ず 生々 無 息たら ずして、 唯 だ 一 己の 養まで ならん に は、 聖人の 道と は 云 ふべ 

からず。 然れ ばう け 得た る もの は、 皆 天の 性 心に 似て、 その 入る もの 變るを 以て、 そ 

の 入物の 質と なるな り。 唯今に も 刀 を 取れば 刀の 心に なり、 衣冠 を すれば 衣冠の 心に 

なる。 然れば 佛者道 者の 心性 は、 皆片 辟の 物にして、 取って これ を 善と すべきと ころ 

たし。 如何 ぞ これ を 本性 本心と 云 ふべき や。 用 ふるに 足らざる たり。 

一 五 物に 通ず と いふ こと 

或る人 云 ふ、 「天下の 事物 皆 通ず ると 云 ふこと は、 聖人 も あるべ からず。 佛者も それ 

それの 役者に 云 ひつけて、 それ/ \ の 用事 をな さし むれば、 天下の こと 通ぜ ざるた し。 

しかれば 佛 者の 心性 も 事物 通す ると ころ あり。 儒者と 云へ ども、 身 自ら 天下の 萬 事 を 

盡す こと をば なすべ から ざ る な り 。 然 ら ば 聖人 も 至大 至 公 と は 云 はれ ま じ き か o」 

山 鹿隨筆  五三 一一 一 


十本 光 丹 
松 重 《 


s はく、 聖人 は その 事物 を 推して 知る、 時に 通ぜ ずと いふ 

これ を 推さん や。 


五三 四 

なし。 佛者何 を 以て 


( 一 ) ^惠 上 

II 首章に 出 つ 


(二〕 史 記の 

作お， 

3 史記列 

5 おぶ の 

始 にに の 首 あ 

り • 

仁篇第 十一 一 童 


二八 義と利 

孟子、 何必 曰レ 利、 亦 有 二 仁義 一而：：： -矣。 

孟子 一 部 の^に 曰 ふ、 聖門 の學、 王道. 伯 者の 別、 君子. 小人の 機、 唯 この 一 句に 

(二)  (三)  ムノ ヌ 

在り。 太 ^公が 注に、 好， 利 之 弊と 書け り。 利 を 好む とば かり (にて」 は 誤な り。 義を 

忘る と 人れ たき (もの) なり。 利 を：^ むは 人淸 なり。 義を 忘る る 故に 失 あり。 

(R) 

孔子 は 放 二 於 利 一而 行ノ多 レ怨と 云へ り。 利 は： 大 下の 賴 むと ころ なれば、 天下 と共にす 

る 時 は^なり。 天下 と共にす る はこれ 則ち 義 なり。 聖人の 言溫 にして 猛き ところ あり， 


左 

萬 


一 七 ほ 僧 高 泉 

(五 ^ 

ま 僧 高 泉、 丹 羽 左京亭 に 到る。 高 泉、 夙に 起き 先 づ粥を 喰 ひて 而る 後に 貪 十 e 一  汁 

^、 その 茱 牛蒡 大根と もに^ を 去らず、 毛 をむ しらず して これ を獎 とす。 而 して 日 


暮に又 粥 を 1  お ふ。 間 は 坐禪、 線香 一 本き り、 その後 書 を 見、 半更 已後寢 ぬ。 ^の 上に 

1 身 有 口の 衣 を 身に 卷ぃ て 居た るたり。 

評して 云 はく、 人は智 ある を 以て 萬 物に 靈 たり。 鳥獸 夷狄 は智 なき を 以て 人に 從ふ。 

されば 魚 鳥 野菜 ありても、 料理す るの 道 を 知らず。 切り 斷っ區 別な きを 以て * 自ら こ 

れを食 ふに、 牛蒡 大根の 皮 をむ き 毛 を 取る の わかち もな し。 寒 けれども 衣 を 重ぬ る こ 

と 叶 はず、 皮 毛羽 翼 を 以て ことと せり。 而 して 食 ふ もの も 調 ふること を 得ず。 人と し 

て 鳥獸の 如くに なりなん こと は 本意に 非ず。 これ 彼の 浮 屠が 道に 遠く、 釋 氏が說 くと 

ころ 皆禽獸 に陷る 所以と い ふべ きなり。 

寬文五 年 • 

^.^0  一  < 辻札 改まる 

大番 smf 大 g  つ .A 

if.  0 九月 廿ニ 曰、 、江戶 の 辻札 改まる。 東海道 駄貸錢 あがれり。 これ 道中の 者 疲弊れ たる 

ま、 蓍察 等き 

に付き、 前々 より 訴訟 故に、 高木 伊勢 守 申 上げての こし-なり。 

(七〕 かけす  ^やみ  (七 j 

の 意  案ずる に、 一 錢 あがりても 天下の 者往 來の悛 たり。 上 を 云 はば、 天下の 痛み を 措い 
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二  0 巷の 話 

ご ろ  ゎキ. - 

近 比 江戶の 町に て 手 習を敎 ふる 子 を 預ける 者のと ころに て、 十二 三の 子供 戯れに 脇 


山 鹿隨筆  五三 六 

(I)  は、 J  く  (二) 

(一-) F て 公儀より 御 救 ひ、 これ 设上 なり。 中 は その 大 守より 育み、 御 代官 所 は 公 俵より 救 ひ 

01) 幕府 直 

接地の こと なるべし。 下にて、 この 御 仕置 たるべし。 已 前に 道中へ 金子 を 過分に 御 貸し 成されし 

なり。 惣 じて 金銀 を 下さる る ことか やうの ことに は 最下の 計 ひなり。 當座 はよ くて 久 

うる ほ 

敷く 潤 はぬ ものな り。 


一九 本末 前後 

(宽文 五 年)  (三)  いづかた . 

「 八月 廿日 大風に 破損のと ころ 奉行 仰せ つけら る。 この 如き 時 何方より 先に 致す ベ 

しと 云 ふこと あるべし。 その 仰 付なくて は、 前後 本末 違 ひて 人の 苦 も ありぬべき や」 

と 門弟 子 云へ り。 

予：； ム はく、 第一 天下の 人の 爲、 道撟往 來の處 などな り。 第二に 人の 居所、 第三に 物 

置听、 さて その 次. は 本丸 二三と あるべし。 この 前後 違 ひて は^ 何なり。 


(四) 二の丸， 

1 二の丸 


指 を 取りて 振り ま はす。 その 鋒 向 ふの 童に 當れ り。 輕 きこと なりし に その子 死 十。 こ 

れに 因りて 殺せる 子の 父母、 戲れと はありたがら 先の 人 かくの 如き 上 は、 殺した る 子 

のこと 何分に も 申 付くべき 間、 腹の 癒 ゆる 如くに 仕るべし とのこと なり。 殺された る 

子の 父母 聞いて、 その 申され 方 尤も なれ ども、 戧れ にての ことなれば 正しく 失 過たり。 

何ぞ その子 を 罪に 落すべき や。 その子 殺し たれば とて、 死せ る わが 子の 生くべき にも 

てなら ひ n 

あらず と、 頻りに 辭 して 事 行かず。 この こと を兩方 兎角 云 ひあがりければ、 手 習 子 を 

取る 師 申す は、 兩 方の 申 分 聊か， 無き ことなり。 ^嘩 の不體 (裁) を 致した る はわれ 等處 

なれば、 われ 等 腹 を 切り 候へば 能く 候と、 ， 切に 申しけ る 故、 事 下にて 濟 むこと に 非ず 

して 公儀へ 上りけ る。 公儀に も 何れも 奇特なる ことなり とて 感ぜられ、 下にて 相濟む 

如 く 致す ベ き 由 仰 出られたり と、 ぞ 。 

つけ 

案ずる に、 童子 十五 歳より 內の 者と、 十五 歲 以上の 者との 此の 如き こと、 いひ 付の 

法 あるべき ことたり。 叉 失 過の 者の 制 法 もこれ あるべき ことなり。 叉 手 習 子 を 取る 者 

の 法 もこれ あるべき ことなり。 然 らば^の 六ケ敷 ことこれ あるべからざる たり。 右の 

つぶさ  き 

制 法な き 時 は、 その 場の 様子 具に 聞き 屈け、 失 過に 極まり、 十二 三に. なる 者たら ば、 

山 鹿隨筆  五三 七 
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死罪 を 許し 處を拂 ふか、 叉-平 舍を 致さし むる かなるべし。 申 様よ きとて 法 を輕く 十べ 

きこ L- に 非ず。 手 習 子 を 取る 者 も、 その 作法 正しから ざる 故 此の 如く なれば、 これ 义 

町へ g くる か、 處を遂 はるる なるべし。 さり 乍ら (自 分) より 斷りを 申した ると ころ、 

^の- S ちた ると ころ なれば、 ^11 少く、 殺された る (子の) 父の 申 分 一 領 きこえた る. E に 

て、 褒美 あるべ き ことなり。 

寬文六 年 

一二  i は啤の 成敗 . 

三 巧， 十七 日林彌 三郞來 りて 曰 ふ、 「i は嘩雨 成敗と ある は、 今 天下の 法制な り。 これに 

由って 義に 立ちた るよ きもの 共 も、 難 を 免れざる こと 多し。 この 示し あるべき ことに 

や」 と 語れり。 

師曰 はく、 已 前より この 锭古來 の 法な り。 法 は 此の 如く 立たず して は 叶 ひ 難し。 奉 

行の 心^と 主君の 心得と、 惣 じて 兩 様の 思 入れ 何事に も ある ことなり。 奉行 は 法 を 法 

きっと 

の 如く 立て、 急 度 その 制 を 極め 死罪 を 行 ふこと は 上に 聞か ざれば 叶 はざる ことなれば 


三) 寬文六 

(一 il〕 菜 行の 

父、 前年 末 死 

し 喪中な り G 

0 ち 亡父の 位 

睥 なり 、 

era) 唐の 吳 

親 ヮ撰。 唐の 

g 君 太 宗と群 


s?i& をな した 

乙 を SI 十 門に 

分けて 類 編せ 

しもの，^ 家康 

以後 ことに 重 

んぜら れし書 

なり 

S 字 は玄 

成、 0  ^  $ 

より 仕へ、 太 

宗 の 諫臣と し 

て 比類な し。 

太子の 大師と 

たり、 卒する 

や、 太宗 歎じ 

て 措か ざ ho 

と 云 ふ 

(六〕 墜父 

代 制に ょゥ諸 

侯. の荖子 を 人 

質と して 江戶 

に- W かせ 


上 これ を 聞いて その 發明 心得に 從 つて、 或は 宥 免し 或は 兩 成敗に たる ことたり。 これ 

法制の-正し きこと、 當時 はこの わかちな くたり て、 奉行の 身と して、 罪人の 申樣 よき 

とて 罪 を 冇 し、 時の 一言 其の 仕方 を 感じて 罪すべき こと を 罪せざる こと あり。 されば 

^ず その 弊 あり て、 民 叉 これ を 以て 奸曲を 構 ふるもの なり。 


(W) 

魏徵が 問答" 


ニニ 良觀政 要餘話 

(二)  (三)  «• やうぐ わ SM- いえう 

卜 八日 夜、 祌 主の 前に 於て 貞 觀 政 要 を 開く。 一  見して 曰 はく、 太 { 一- 

悉く 皆 これ 名言 づ くしな り。 (然し) 聖人の 道に 甚だ 遠し。 聖人 は言少 くして 德 正しく 

知 i に 及ぶべき のみたり。 唯 だ 結構ば かり を 云 ひて は 皆 名利に なりぬべし。 道と 術と 

二 甬」 りの か はりある ことなる に、 この 分ち を 知らざる こと 多し。 道 は 萬 代 不易、 術 は 

隹だ 道に 至りて 當 座なる ことば かりなり。 この頃 ある 人の 云へ る は、 上方への 道筋 を 

p.^ 索な されて、 道 を 二日 路 近く 成さる とのこと たり。 往來の 者の 爲に 忝き 段 なれ ど 

も、 これ 術な り。 二日 近くな りたる とて 何事 か ありぬべき。 求めて 人 を 喜ばせん と 致 

十に 由って 違 ひ あり。 人質 を 許し、 大 井川 を 舟 渡りと 云 ふと 同意に して、 皆 これ 術と 

山 &隨筆  五三九 
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云 ふ ものに 陷 るべ し。 

二三 國 政談 

或る人 問 ふ、 「百姓の 疲れざる を、 第一 の國 政と 云 ふべ しゃ。」 予曰 はく、 百姓 疲れ 

たると ころに て は、 民 を 救 ふ を 以てよ しとす。 これ 急務な り。 必竟只 その ふくれた る 

を 取 立つ る こと、 衰世の 政な り.。 當時 など は 百姓 も 疲れざる 故に、 下々 の 奉公人 まれ 

なり。 身を寶 り 奉公す る 輩 もな し。 乞食 非人 も 少し。 これ 百姓の 疲れざる 證據 なり。 

これに 强 ひて 民を惠 まんとば かり 云 ふ は、 その 違 ひ ありぬべし。 

或る人 問 ふ、 「百 姓の 疲れ を惠 むの 法 如何。」 予曰 はく、 法を詳 にし、 制 を 細かに 究 

めず して は、 一旦に 云 ひ 難し。 只 だ 財 を 與へ倉 を 開き 疲弊 を豐 にす るば かりに あらず。 

侍 は 知 ある 者 なれ ども、 俄に 金銀 財祿を 得れば 却って 違 ひ あり。 况ゃ 百姓 を や。 下に 

私の なき 如く 仰 付けられ 樣 あるべ し。 それと は先づ •：：. へ 仰 付けられて 、「近年 屮に監 

しめつけ  6  一  H. す たてまつ 

士  •  E 付 を 遣 はさるべき 閒、 油斷 致すべからず。 百姓に 滞り あらば 谊 ちに：：：： 安 を 上る 

べし」 と 仰せ 遣 はされ て、 二三 年に 必ず 國 廻りの 士を發 すべきな り。 


ニニ) 10 

E 公 六 民の こ 

となるべし。 

卽ち 年貢が こ 

の 程度 以内な 

らば 訴 ふる 下 

民の * にして、 

それ 以上に 誅 

求甚 しき は 藩 

主の 穽 となり 

(En 江戶時 

代の 孰政粽 

(五) 最明 寺 

人道、 北條氏 

の弑瑤 埒賴が 

B 々 も坦り て 

宪を閲 き、 無 

か！： の 民の 苦 を 

察せし をい ふ 


或る人 曰 ふ、 「然 らば 下と して ヒを訴 へて 實 にあら ざらん や。」 予曰 はく、 ュ-れ は 國 

法 あるべし。 四分六 分の 義は 下の 食に して 上の 勝たり。 然ら ざれば その 阈 主の 誤た る 

V  ノ  o 

或る人 問 ふ、 「監士  • 目 付よ き 者ば かり あるべ からざる 程に、 その 所々 にての；^ 分 分 

せっく  (せ) 

明なる まじき， 一 と。 予云 はく、 監士  •  IE 付 切々 往來 致さす、 初 度の 監士  • 目 付の 非 も 

らち  (Bn 

皆 知るべし。 目安 訴狀 も、 その 處 にて 埒を 開けずに、 この 方へ 持參 して 老中に 見せ 上 

(^d ) 

聞に 達して、 埒の あく 如く 仕るべき なり。 古より その 人に よき ものた き 故に こそ、 最 

明 寺の 囘國も ありぬ るな り。 

二 四 治亂は 命な り 

或る人 問 ふ、 一 天下の 萬 民利 害の みに して、 この 分に て はやが て亂 世に もな りぬ ベ き 

にや。， 一 

師曰 はく、 治 亂は數 なり。 夷狄 は 利害ば かりなれ ども 治亂 あり。 然れば 治 亂は皆 命 

あり。 天下の 政事 正しから ざる 時 は、 萬 民 皆 利害 を專ら とする 故に、 後に は 夷狄. 禽 

山 鹿隨挚  五 四 一 
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獸の 如くなる なり。 

二 五 利害と 法 

利害な き 如くの 政道 を 上に も 第 一 となされ、 ^約 を 用 ひ、 婚姻 變應 にも^. 龍 を 用 ひ 

ざる 如く、 一 母 度 仰 出ら るる なれば、 後に は 左様に 有る 間 敷か。 

師曰 はく、 上の 政 皆 利害より 出づる 故に、 下の 法 化せざる なり。 その 故 は： M 約も禮 

つ ひ.^ 

を 以て 仰 出- ら るる 時 は禮を 専らと 十。 物の 入る に、 入らざる ことなり、 費な りと あり 

て 仰 出ら るる こと は、 皆ヒの 思 召 利害 なれば、 下 必ず 利害に 滿 つべき たり。 近年 役領 

を 仰せ 下し、 少しの 役儀に も 御 加蝌を 下さる る 如くな り 行く 故に、 人々 悉く 利害 を專 

ら とする にな.^ るな り。 

二 六 當 今の 政道 

今の 政、 人皆悅 ぶ、 これ 禽 民の 安堵 か。 

師曰 はく、 善人 は 悅び惡 人 は 悪しく 云 ひて こそ、 誠の 政 なれば、 萬^ 悅 ぶと 云 ふ は • 


(二)  IM 

して ほち！ 見る。 

老人 あり 哺を 

含んで 腹 も 鼓 

ぞ，、 壤を擊 つ 

て 歌つ て 曰 は 

く、 「日出で て 

作し、 日 人つ 

て 肩 £5、 せを 

鑿つ て 飲み、 

耕して 食 

ふ、 帝の 力 何 

ぞ我. C にあら 

んゃ」 と。 後 

出 三 E 節參照 


S 偏 前 S 

m 藩の 名主 池 

田 光政に 仕へ 

て诒 » の譽高 

し。 致仕して 

京都に 住み、 

名 碧き 一 面 

m 言 嫉妬の 整 

あり、 又 他に 

退く。 この 年 

は その 吉 野に 

かくれ 次いで 

に栴 みし 頃な 


まことの 道と は 一 L 一 ふべ からず。 堯舜の 時、 壤を擊 つて 歌 ふに は、 帝德を 知らず とこ そ 

云へ る なれ。 かれ を悅 ばし むる は、 一 つの 手 あある 故な り。 

師曰 はく、 人の 喜ぶ は、 大方 法の 亂れ. f 惠を行 ふ を 喜ぶ ものな り。 天下の 者 皆^な 

り。 その 愚人 は 作法 もな く、  ^夜の 勤 もな く、 氣隨 に飮食 し 色欲 を專ら とする のぼた 

る を 皆 喜ぶ 故に、 悉く 相違 ふたり。 

二 七 熊 澤審山 を 評す  - 

(三) 

或る人； _4 ふ、 一 熊 澤が行 法、 その^ 仰す る 人、 皆 不正 あり。 その 敎 正しから ざる かと 

云 ふ 人 あり。 され ども 行儀作法 只者に てな く、 見る より 殊勝なる ところ あり。 ここ は 

德の 高き にて ありなん や。 一 

師曰 はく、 道の 人 (は) 大節 にして、 (凡) 人の 心得難き こと 古より 然り。 しかれば 少 

しにても 志の あらん 輩 は、 道の ために 大功な り。 何と ぞ 道へ 入れた きこと なれ ども、 

その、 他の 見る より 變 りて 殊勝な りと 云 ふ は、 必ず 內 につく ると ころの あるべし。 そ 

れを內 につ くらず とても、 天性 左様 なれば とて.、 德とは 云 ふべ からざる たり。 聖人の 
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(ご m 

岐守幸 宣、 0 

一；： の 者祖 

,ぃ|3^ の 孫 女の 

^に當 る。 旗 

千 石 * 賴. す 

(二) 王 * 石、 

神宗の 頃、 朱 


にせ めら. t、 

^質に も 心 上 

にも、 闲 f 一し 

某て て 居たり 

t 時に 南方 人 

富阈强 共の 新 

法 を 行 ひしな 

b. その^ 石 


り。 1m もこれ 

より 薦 新法 

め爭ひ 烈しく、 

1. 情 盆. - 名 事 

とな わり 

(三) 朱の 大 

000. 程 伊 

司 馬 光 等 

に 兄事され し 


動いて、 從來 

»5££に聞かざ 
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道 は聊も 異なる ところた きものな り。 人に 異なる は 皆 1 見所の 立つ ところな るべ し。 

二八 中 和 

(宽夂 六. E-) ( - - 

五月 六日、 町豐 州に 至り、 中庸 を談 ず。 中和に 就いて。 

中 は體、 和 は 用、 中 は 未發、 和 は 已發、 中 は 本、 和 は 萬 物に わたる。 故に 中和 を 得 

て 大本 達 道 あるな り。 大本ば かり 云 ひて 達 道の 考 なき 故に、 世 儒 皆理に 走るな り。 達 

道 は 古今 h 下に 通ず。 公共 底に して 百姓 日用の 達 道な り。 致り 究めつ くして 通ぜ ざる 

ところ あらざる を 云 ふ。 

二 九 子規 遲し 

ほととぎす 

當年 五月 湖 日 二日 他 駕^ より子 規啼 くと 人々 云 ふ。 子規 遲 しと。 世に 云 ふ、 

子規 過ければ 必ず 大地震 到る と。 案ずる に、 子規 は 南方の 鳥な り。 愁殺 天津 橋ヒ 客、 

アツ マル  つ 1 ) けいこう 

杜^ 聲裏兩 S 攢 と 作れる は、 王 荊 公が 南方より 出で て 政を聽 くべき と 先 表 を 知る。 

これ 邵康 節が 占 ふところ なり。 然るに 南 は 火 夏の 氣な り。 故に 南 火の 氣 起らず 遲き は- 


b^^^^ 陰 分 盛に して 陽 は 出で ざるな り。 これ 陽の 陰に 抑 へらる るな り。 故に 地^ あるか、 又 

V  OS き や ぁ 

0^ 人の 多く 死す ベ き 年と も 云 ふべ きか。 

これよ bis  士 

朝に 立ち 南 人 

多く 用 ひられ 

一二 o 民の 困究 

しなり  ぶ れん 

當 時人 皆；： ムふ、 民困究 すと。 -ぉ ずるに、 民の 困究 (は) 第 一大 守陚斂 厚し、 第二 天災、 

つか  ふと 

第三 教導 足らずして、 庄屋 名主 私曲して 小 民 疲弊る。 第 四 次第に 民 太って 衣食 居 皆 年 

年に 過ぐ る 故なる べし。 此の 如く 詳に考 へずして、 唯だ大 守の 陚斂 厚き とば かり (云) 

ふこと、 彌  >  民に 奢 をつ くるの 本な り。 士 も困究 せりと て、 財祿を 豐に享 くる は、 

彌- 疲弊る る ものな り。 

三 I ェ 商の 困究 

只今 は士と 民と は困究 すべから ず。 唯だェ 商の 困究と 知るべき なり。 士は 米穀 高値 

にして 事足る。 民 は 野菜 米穀 少し を賫 りても、 錢を 得る こと 多し。 故に 困究 せず。 ェ 

商 は 民の 物 を 買 ふに 値 高し。 士は 利害 を專ら として、 物 を 買 ひ 調 ふるに も、 その 本よ 

山 鹿隨筆  五 四 五 


巾 鹿隨筆 

買 ふ 如くす る 故に、 そのと ころの 民の 商な し- 


五 四 六 


二？ 食^も 

一 定す るが 故 

に 富有の 者 は 

身 ハハに 札應す 

る もの も 用 ふ 

る 能 は ざ る を 

云 ふ 

(二) 常 W す 

パ き もの. P 身 

分に 過ぐ ると 


三ニ 儉約令 

iS 士 奢の なき 如く 仕るべき^:、 この 問 K 命 あ りと 云々。 

師曰 はく、 奢の これな き 如くと は、 時 々省察の 示な り。 聖人の 人を敎 ふる は 只だ禮 

を 以てす。 禮に 違へば 則ち 刑 あり。 何 ぞ只そ の 奢 を 以て これ を 論ぜん や。 今 敎化行 は 

れ ずして 只-だ 奢侈 儉約を 以て これ を 論ず。 故に 人 皆 奢侈 儉 約の 節 を 知らず、 或は 過ぎ 

もと 

或は 及ばず。 故に その 禮皆 房る。 これ その 道を詳 にせざる の 失な り。 

世の 忠孝と 云 ふも然 り。 忠孝 は 父君へ 事 ふるの 惣名 なり。 敎化は 只 その 禮を 以てす 

るに あり。 禮を 正さず して 唯 だ 奢侈の み を ^ふ 時 は、 その 弊 多し。 大祿の 人 は^ 寶璺 

二)  ，  ■  (二) 

犬に 至りて、 常に 及ばざる なり。 中 祿小祿 の 者 は、 常 (に) 過ごす。 それと は饗應 をな 

す こと は晴の 振舞と 云 ふと も、 何 汁 何 菜と 極まれり。 中祿. 小 祿 • 大祿の 人 皆 同じ。 

然れ ば大祿 のために は 及ばず、 中小 祿 のために は 過ぐ。 これ 禮を 定めざる の 失な り。 

諸事 皆 かくの 如し。 


6  1.  LTlb にせら 能る 說 のば 接 一年 二 

三 ^ た 時て^ すし 政な こき 然 'の 語し、 篇ち 井て 5 に 日 十 5 
頁 。へ 、民 ベむ 道る と 知る 民 解 集 第 又 * 於 * 二 
參 前る 老情奏 し るに 故 は ら所 にに 注 朱 九^ 介 連 て 《月 寛 
照 出 软農を 》 とや (f  、不し 以 政よ。 子 章 語 藩 弟 草 下 二 文 
五の の 見 服 なう 親； 了む も 道れ 朱の M     士 にす 赤 十六 


惣 じて 道の 行 はるる は、 只 だ禮を 專らに 致して、 その 作法 全き 時 は、 言 はずして 事 

行 はれ、 令せ ずして 道 立つべし。 これ 則ち 聖人の 眞學眞 政な り。 天 何 を か 一 fT ふや。 四 

時 行 はれ 百 物 成り、 更に 造作す る ことなく、 人 以て 四時と 名づ く。 物 自ら その 用 をな 

す、 物 求めず して 止むを得ず そ の 叶 ふと ころ あ る たり。 

三 四 不 1 可 レ使二 民 知 U 之 

(三)  (E)  《五) 〈 シ ム ラ レ-ー  カラ ム ラ レ？ 

十二月 廿ー 日の 夜、 叉介來 り、 民 可レ使 レ由レ 之、 不レ 可, 使レ 知， 之 を 問 ふ。 

師曰 はく、 集注の 如くば、 不， 能 レ令レ 知な り。 夫子 旣に 不レ 可との たまへば、 不レ可 

ム ラ  (七) ゾ ラン 

レ使, 知の 理 あるべし。 愚 謂へ らく、 堯の時 は 民 帝德を 知らず、 又、 帝德何 有と 云 ふ は、 

ル ズ ラ レヲ 

不レ使 レ知レ 之な り。 その他 甚だ 廣 くして、 道と 云 ふこと を 知らず して 己が 道に 居る、 

これ 不レ 可レ使 1 知たり。 化 少く俗 厚から ざるが 故に、 道と 云 ひ 仁義と まふ 名 を 立てん 

とすべき の 心 出で 來る なり。 惣 じて 人た るの 道 なれば、 これ ぞ 道と 云 ひて 別に. 名づく 

山 鹿瞎筆  五 四 七 


山^  ^や  五 四 八 

,  、  (二) 

ごろ ( 1 )  * 

べき ものな し。 道な りと 云 ひて 名 を 付 くれば、 これ 又 平時 と^たり。 近 比 備前大 守 浮 

屠 を 禁ずる^: しくして、 その 土地 人：^ 悉く 去る。 これ 浮 屠の 世に 行 はるる、 悉く 何故 

に怫 (を 信ずる) と 一 K ふこと を 知らず して、 只 ひたすらに 小 民 寡 夫まで も、 佛名 を唱贊 

ル カラム ラ レヲ 

す。 これ 怫 者より 云 ふ 時 は 由ら しむべき なり。 不レ 可レ使 レ知レ 之な り。 化の 廣きは 皆 か 

くの 如しと 知るべき なり。 由る とい ふに 心得 あり。 委しく その 制 法 を 立て、 道に よる 

べき 敎を 措いて、 而 して かくの 如く すれば 道になる とい ふこと はなし。 敎 令の 如く 行 

ふ 時 は 則ち 道なる、 これ 由るな り。 凡そ 民の 俊秀なる は、 かねて 學 校に 撰み h げて敎 

(を) 立つ るな り。 その外の 民 は 自然と 化する、 これ 不レ 令， 知， 之な り。 

寬文七 年 

三 五 修身 

修身と は 人人 これ を 云 ふ、 如何なる を か 身を修 むと 云 ふべき なれば、 當時は 無欲 無 

我^ 和に、 一事 一 ( 行) に 潔き 類 を 修身と 云 ふ。 かくの 如き こと を 修身と 存じ、 私 を 去 

(111) 

わ 5 

ると 心^る 時 は、 老莊 浮^の 上に かくの 如く 致し 得た ると ころ^: だ 多き なり。 近來^ 


檗の 老和尙 など を 見るべし。 かれ を 以て 修身と は 云 ふべ からず。 その 故 は大學 に、 自, i 

テ ルマデ 一一 レテ ムル プヲス ト 

天子 1 以 到二庶 人.； ー是以 1 修 レ 身爲, 本と あり。 身を修 むる 時 は 家 齊ひ國 治まり 天下 平 

なり， 身を修 むる こと を 得 ざれば 齊 治平なる ベから ざるな りと、 中庸に も 出で たり。 

然 らば 黄 檗の老 和尙を 以て 齊 治平の 事に 任じた る 時、 一 つも 事の 整 ふべき なければ、 

身の 修まる と 云 ふこと にあらざる こと 分明な り。 聖人の 修身と ある こと は、 格 致 誠 正 

の 人 を 以て 修身と 云 へ るな り。 格致誡 正な き 時 は 修身と 云 ひ 難し。 

三 六 私 を 去る 

近代の 學者 ややもすれば、 私 を 去る、 己れ を 立つ、 無我なる をよ し (など) と 云 ふ」 

一 つも 聖人の 言に なし。 假令 ありても 聖人の 心得と は變れ り。 これ を 修身との み 心得 

て は 皆 違 ふべ し。 

三 七 無 物の 上の 工夫 

無 物の 上に 工夫 を 立つ る こと は、 皆 異端の 見解な り。 道 は 事物の 間の 道な り。 無 物 
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山 鹿隨筆  五 五 〇 

則 無道、 乾坤 打破、 人物 破壊、 而 して 後に は 道 を 立つべき ところな し。 

三 八 知 開くべし 

知 開か ざれば 事物 通ぜ ざる ものな り。 大學の 致 知と 云 ふ はこ こに あり。 聖學 • 俗學 

の辨も 文武の 用 も、 この間に 於て 差 刖し來 る。 屮 にも 古今の 名將 全備な しとい へど も * 

知の 開きた る を 以て、 その 功 莫大に 到る こと 最も 多し。 

三 九 實在 ニ其屮 1 

.  01) 

藤又來 りて 云 ふ、 「去る 比 使 ふところの 少女の 誤 ありし を、 ： 止して 折檻の ため 敉 く縲 

せつ 

紗せ しむる のと ころ、 少女 悲歎に 埤 へずして、 亭主 留守の 中に、 家內の 老女 これ を. W 

し、 义 亭主 歸 りて、 『これ 心得ぬ ことなり、 主人が 付け 置く こと 家の 仕置な り。 これ を 

宥し 置かぬ 中に、 女の 私と して 此の 如き こと 誤な り。 下知な く宥 せし 老女 を 追放せ し 

むべ し』 と 云 ひければ、 老女 も 暫く 立ち去って 詫 言な ど 致し、 程なく かへ りぬ と 云 ふ 

(三) 

こと を、 或る 學 者に 語りければ、 學者 聞いて、 『小 科 を强く 致す 故に かくの 如き 失 あり。 


(so 素行の 

Ki» 流講 後の 

Jus なり 

(五』 や 一の 一 

句， 藝子路 

篇第 十八 章， 

葉 ヘムと 孔子と 

の- SSB を ま 照 

すべ し。 前 出 

三 0 一  頁に も 

あり。 句の 要 

s は 一 見 曲れ 

るが 如き 中に 

a の 道の 存す 

る も- 說 けるな 

(六) 同前、 

父の 羊 をね す 

める を 子が證 

したる 例 話に 


その上 仕置な りと て、 實 にもな きこと を大に 致し かくる こと は 誤たり』 と 云へ りし」 

と 語れり。 

：  き 

(En  ちょく 

隱山ー さはく、. 然ら ず。 直に (て) なき こと は、 通ぜ ざる (こと)、 道に あらざる (こと) 

"*  "  <  〔さ 

と^ふべ からざる なり。 父 は 子の ために 隱し、 子 は 父の ために 隱す は、 直とに 云 はれ 

リノ-一  (七) リ 

ね ども、 直 在 二 其 中 一と 云 ふ はこの ことな リ。 學は祿 のた めと は 云 はれね ども、 祿在 一一 

其 中 一と 心得べ し。 家の ため 國 天下の ために 仕置 致す こと は、 何事 も かくの 如き もの 

なり。 實に (て) なき 如く なれ ども、 實在ニ 其 中 一と 心得て よし。 不斷 の狀に 迷惑に なき 

こと を も、 迷惑 致す。 兎角 皆 自然の 禮節 なり。 


(七) 論語畜 

S 公 箔 第三 十 

一 章に T 君 f ナ 

は邊を 謀. 9 て 

食 セ謀ら す。 

耕す ゃ餒 其の 

中に 在り *  0 

ぶや^ 其の 中 

に 在り。 君子 

ほ 1- を 憂 へ て 

0M へす」 と あ. 

曰 はく、 已れを 行- 


四 0 示 二 長 治； 修身 卽 治平 道 

1 事 一 行の 是非 必ずと 御 計量 不, 可レ 有， 之 候。 孝弟 は 人倫の 大綱に 候へ ども、 論士 

之 次序、 夫子 稱ニ 孝弟 1 者、 亦爲， 次。 況言行 之 信果、 是碌々 乎 小人 云々。 然れば 修身 

無 レ益候 哉と 存 候へ (共)、 叉 自ニ天 子 一到， 二 ^人 一 以, 修 ， 身爲, 本 、と、 大學に 云々。 中庸 

- (八) 備後 三次の 藩主 淺野因 播^  (九) ^語 マ で 路篤 第二 十 章に 「子 貢 問うて 曰 は く、 如何なる 斯れ 之れ を 士と望 ふべき。 子.' 

に^あり、 四 方に 使して 君命 を 屌 しめざる *  士と講 ふべ し。 曰に く^へ て 其の 次 を K ふ" 曰 はく 


鹿 0 来. 


五 五 


> の。 曰 は 

敢 へて 其 

J 問 ふ。 

日 はく、 言 必 

す 信、 行必す 

杲す、 瓱々 然 

たる 小人なる 

哉。 抑， - 

て 次と 爲 すべ 

し 云 *:」 i あ 

り 

二) 第二 十 

ts せ。 九^と は、 

脩，. 身、 »..sr 

臣ー ？ 

子- 1 廉民 f 來 -1 

aye 侯 一 もい 


，元 灘 


山 鹿^^  .  五 五 二 

に^お 下國家 1 有 n 九經； 以， 一修^- 1 爲ニ 第一？ 然れば 如何様に か 修身と 心得べき 哉。 

はや o 'もの  • 

• 〇當 時の 流行 物、 柔和 無欲、 一事 一行の 潔 を 無我なる ものと 云 ふ。 聖人の 修身 は 左 

様の ものに て 無， 之。 

〇 無欲に て 無我に 柔和に 潔く 小知 有 レ之辈 は、 老莊佛 者に 末代ながら 澤山。 黄檗の 

老和尙 など， 夜の 作法： 一一；！ 1 行 は、 今時の 俗儒より 兑候 はば、 聖人と 可レ申 候。 これ 最上 

の 修身 たるべく 候。 されば 老和尙 に妻帶 せしめ、 儒者に 致して かくの 如きの 行跡なら 

ば、 恐らく は 異朝に も 稀なる べきと 存ず ベく 候。 然れ ども この 老和尙 を 以て 國家を 治 

平せ しめば、 代 {は 下：^ (にも) 及ぶ まじく：^。 これ は 修身と 治平と は 別の やうに 存候。 

聖人の 敎は 修身と 治平 道 一致 (に) 候。 修身 合點候 はば、 治平 その 道 を 得べ く 候。 さて 

こそ 九經 にも、 又大學 の以 一！ 修身 1 爲 X 本と 云 ふ も、 一 同意 たるべし と。 


山 鹿隨： 


第七卷 


言接錄 全 ^"IKJr 


S 七 BM 一 

十 一 日よ り 八 

月 二日まで 連 

日 日本書紀 を 

讀み， 抄錄し 

て、 ，ての 最後 

にこの 文 あり 


(年) 

に 二十 有餘 前な り、 久 


寛 文 九 年 

I 日本書紀 抄 

右 日本 紀歷觀 の 際涉 筆す 。 これより 前 この 紀を 見し より 

しう して 指を染 む。 本朝の 風儀 全く この 紀に顯 はる。 水 土に 因ら ざれば 則ち その 故 を 

全うすべからず。 專ら 中華の 書に 泥み て わが 阈 の^を 知らず。 最も それ 差へ る 乎。 

本朝 神代に 初 まりて、 垂仁. 景 行の 功 甚だ 大 なり。 而 して 推 古. 孝德の 朝、 事物 式 

鱧 彌-備 はる。 


山鹿隨 筆 


五 五三 


隨筆 


五 五 四 


山 鹿隨筆 第八卷 


二」 お S 


§ 条 自延 六 年 三：^ 4 上 

金  同 卜； T 五 卜 七お 


(二) 以下 江 

戶 こ，^ りて よ 

り 後たり 


(111) S0 

士 にして， 素 

行の 門お なり 


延寶六 年 

I  ，と 賢 

(三) 

延寶第 六 午 卯月 四日、 實田孫 太夫 來り訪 ふ。 

P  他 

或る人、 聖と 賢と を 問 ふ、 「學ん で 厭 はず、 敎 へて 倦まざる は聖 なり。 學は 能く 古 を 

好むな り。 敎は 己れ より 發 するな り。 學と敎 と相備 はる は聖 なり。 贤 者の 如き は、 一 

事の 賢、 一物の 賢 あり。 大贤 あり 小 賢 あり。 凡そ 事物の 奇 秀英異 あり。 これ を存 する 

は 皆 賢な り。 賢 は 衆に 出づ るの 名な り。 聖は 賢に 出づ るの 名 か。」 

ゅ："£ 氏 云 ふ、 「能く 學 うて 古を稽 ふる 者は聖 か。 生得の 秀 ありて その 實を盡 さざる 者 

(索 行) 

は贤 力」 と。 曰 はく、 聖は學 と 秀と相 達するな り。 所謂 勉め ずして 屮り、 a はずして 


S 得るな り。 善 を 擇んで 固守す ろ は 賢た 


(五) _ms 

心上篇 首章に 

S 

(六、 SS 前の 

旬の 前に 接し 

て 「耋ーー其 心 I 

者、 知-其 性 I 

也。 知， I 其 性 I 

則 知レ天 矣」 と 

ある を 併せて 

の 要約 

(七〕 同邀 心 

上 第 E 章に 

出つ 

(八) 論 i 

冶 長 第 第 十二 

章 

(九) WS 

_« 壬 上 笛 .. 0 

章 に 出 つ 

( 一 C) 狂 は 

ま as めて 高く 

して 行 * はす * 

狷 15 知 る こ i 

あだかば チ I 

て 守る こと 象 

h- ある もの o 

© ち 中道 * 得 

す、 過不及 あ 

れど气 孔子 

4 中 ST のん も 


二 樂在ニ 其 中- 

延寶六 年 七月 二日 

或る人 曰 ふ、 一 子の 說に 因れば 則ち 日々 困勉慯 若、 終に 優 游の樂 たし， 一と。 曰 はく、 

日月 處ら す.、 君子 終日 勤めて ヒ まず、 樂 その 中に あり。 今日日 用の 外^; に 心意の 樂を 

求め 來る、 これ 乃ち 異端の 說 なり。 

(五)  〈クシ ノヲフ ハノヲ  フル 

或る人 曰 ふ、 「孟子 曰、 存ニ其 心 - 養 二 其 性； 所 一一 以事, ^ 天 也と、 かくの 如きの 意味 は、 

(素行) (丄ハ> ズ リ ヲ フル？  |ー  ハク (七) ハル |ー  ミテ -ー ナルハ 

心意の 樂 にあらず や。」 曰 はく、 論 二 知, 天 事 一. 天。 又 曰、 萬 物 皆 備こ於 我； 反， 一身 而 誠、 

樂莫 レ大レ 於. レ焉 はこれ 皆 孟子の 說 なり。 孟子 一 部の 說く ところ 皆 日用の 事、 而 して 間- 

その 性 心の 說を發 す。 後學 己れ の 思 ふところ を 拾得し 來 りて、 一部の 心 を ここに 歸 す- 

豈 それ 然 らん や。 故に 聖人 は 性と 天道と を 曰 はざる なり。 孟子 又 曰 はく、 一  仁 義而已 一 

(10) 

き けん 

と。 わが 聖人の 道 唯 だ 今日の 上に ぁリ。 始に 地を舍 てて 樂を云 ふ は， これ 狂 狷の說 た 


鹿噠擎 


五 五 五 


山 鹿隨筆  丑 五六 

得 ざれば、 狂 

SS の 徒に 與す 

III 幼君 輔：^ の 村 

買 へ るな り。 

£i 心： i 或る人 曰 ふ 、「今 ここに 幼 主 あり、 殆ど 冠 せんとす。 輔佐の 臣、 經 書に 通ず るの 士を 

第三 十七 章 ま 

0  以て これに 近づけん とす。 如何。」 

曰 はく、 人先づ 文字 を 知り、 而 して 後に 古今の 事を談 ぜんと 思 ふべ し。 故に 讀 書し 

て 聖賢の 意味に 通ず、 これ を疏 にすべからず。 然れ ども 今予に ー說 あり。 人 主の 學は 

唯 だ 文字 を 知る にあり、 文字 旣に 知る あらば、 則ち 自ら 經 書の 本文 を讀 みて その 字義 

を 知り、 而 して 意味 を究 むべき なり。 俗 學の徒 多く 意見 を 以て 經書を 解し、 終に これ 

あな 

を體 する の 徒 をして、 己れ の 臆 (度) に墮 せし む。 人 一度 その 窠に墮 在 すれば、 則ち 終 

にこれ を脫 出す る を 得べ からず。 後 來飜り 復るも 亦舊染 の： t:ln あり。 然れば 乃ち 文書 

讀 むべ きも 亦 これ を讀 むべ からざる に 似たり。 

凡そ 幼 主 平日の 學は、 唯 だ 古今の 勢を審 にし、 地勢 人情 を 知る に 在り。 今 かの 九 

州 • 中 國 • 五 畿 • 北陸 • 南海 • 關 東： 奥州の 諸 列 侯、 その 家譜 その 土地、 その 軍功 忠 

I 義、 家の 與廢、 列國 群臣の 譜 及び 言行、 日々 以て これ を審 にす。 これ 本朝の 武學 なり.。 


め 千 * 前 二 
^石^ 守 じ 

>M  ：ハ 番 忠 

た 旗 3i 将本 
り 本、 へ * 
り 九 御 m 


» るが.！. -  ( 1  一  一, i  0^  . 」 

二〕  It これ を， S にして 史.^ に涉る は、 近き を 措いて 遠き を 略す るな り。 豈 それ 實學 ならん 

ポ書. 要する  ，  7  、 

け lli* 書 や。 古人 皆 かくの 如し。 外！： の 學專ら 春秋 を 以てする も亦然 り。 

四 犬 命 

(二)  > 

： 大命。 八月 七日、 简井唯 右衛門に 示す。 

天の 命 は 人の 備 はると ころに 因って 至る。 人備 はりて 而る後 命 至る。 氣 質相備 はり 

て而る 後に 天 これに 命ず。 今 かの 蠟ゃ油 や 薪 や 木 や 紙 や、 共に 火の 寓 すると ころな り。 

その 消長 厚薄に 及ぶ は、 一 火の 爲 にあらず、 皆 その 備に 因る。 天下 未だ 嘗て その 備は 

りて その 用た きこと あらず。 君子 はこ こに 於て 身 を 修め 心 を 正し、 物 格って 知 致る。 

こ れ を 知る を 天命 を 知 ると 云 ふ。 

五 讀 書 

凡そ 書 を 讀む者 書の ために 惑 はされ ざる は、 これ 佛 氏の 所謂 經を轉 ずるな り。 書 多 

く は 作者の 意見に あり。 聖人の 書 亦 門人 弟子の 記す ところ、 專ら 己れ が 好む ところ を 

山 鹿隨筆  五 五 七 


二  ノ 

小松^に W り 

し を 以てい ふ 

(二) 15 被 

^生 再の 志に 

て 寺 も 建立し、 

歡 多の 燈 痛 も 

衆^お 

坨 ち-願 ひ g- 名 

せし より、 ^ 

^の こと を 世 

に は 節の 大臣 

とよべ り。 平 

家 物語 卷三燈 

節の 亊に出 づ 

(三) 蘸原 實 

0, 冷泉 • 圆 

IT: 帝の 政に 

袞し、 謹お に 

L て 恪^、 門 

M に i な E き 

恣に兒 紫 をし 

て 食 はしめ、 

そめ 談笑の 中 

に 尺^ を觀た 


山 鹿隨筆  五 五八 

以てす。 況ゃ 本朝の 物語 等の 雜書、 皆 その 作者の 意見 多し。 平家物語 は 小 松 重 盛を稱 

. ：  をな 

； s  s)  f 六： 

すべ けんや。 これ 作者 佛を 好む の誤稱 な. 

て 酒箭 を 尊ぬ るの こ と を 記す、 最も こ れ 

へき  (七) ほ あん  (八) ゑ りんじ ft) 

ことに 癖す るな り。 近代 小 瀨甫： ：奄信 長 記 を 作り、 信 K 甲 陽の 惠林 寺、 、江の 叙 山 を燒く 

を 以て 美談と 爲す。 俗儒の 臆 見. に 癖す るな り。 書 を：^ る もの 明辨せ ざれば、 則ち 皆 書 

の 爲に惑 はさるべし。 最も これ を臈 むべ し。 


二 こ  ニー こ  ゝ f  f 

て燈籠 大臣と なす。 その 行狀 殆ど 淸愼公 £1.7 に 比す。 ：| ぉ武將 かくの 如きの こ 

(En  S)  ニハ j 

士 口田 滎好、 最明寺 の恭 儉を稱 し、 燭を以 

し。 これ 己れ が隱遁 して 事 を 省く の 


(1 1) 


六 誠と 德 

(き 

大島 丈、 誠と 德とを 問 ふ。 八月 十五 日、 東 氏 来りて これ を傳 ふ- 

誠と 德の答 終る の 後、 これに 示して 曰 はく、 凡そ わが 道 は 唯 だ 中 を 尊ぶ のみ。 過 


(£) 徒然^の 作者 (五) 北條 時節 (六) 徒然な 第二 百 十五 段 「平宜 時 朝お 老の 昔^りに」 の條 下に あり (七) 名 は 道^,  乂 i! お、 お 太夫と 

a  ！.、 萌菴は その 號 なり。 もと 豐 臣秀 次に 仕へ、 後金 蘀前田 利 常に 仕へ 二百 五十石 を 食み、 子孫 代々 金 瀑に藩 十； たり。 信. おおの 他に^ 名なる 太閤 記 

の 作 あり、 寬永 十七 年 残 (八〕 甲 州 墓 林 寺、 代々 武出 氏の 菩提寺な り。 天 正 十 年 信 長、 ^々木 承 祺、 武 ffl 氏の 遺. M の潸 伏せる を. S りて ii? く。 住持 

快 川 II 師安禪 して 火中に 死せ る もこの 時の ことなり (九) 江 州 比^山 延曆寺 を、 借 長. y 齦ニ牟 九；； T に榜 討せ しもい ふ 二  o) 前 出大. ielK 八なる 

べし (一 一〕 東 一郎 兵 ^惟 純" 門 * に t て、 素行 流； 1 の 時、 淺野 家臣と なりて 播州に 下り、 被 兌の g- ズ師を 慕 ひて 江-尸に * れり。 ^谷 i 共に 特筆 

すべ *.-?s>h の 1 人な り 


不 及と は 中に あらず。 學者誡 を 味 ひ德を 尊んで 中に ち ざれば、 則ち^ 談た り。 中庸 

- (1 二) ズテ ヲ 3 リ  二  ンデ  ヌ  ョル ブンガ n  あや, u 

:. に に 云 ふ、 極-一高 明 一而 道 二 中庸 一 尊 ニ德性 一而 道 二 問學； これたり。 中^-問 學を錯 りて 高 

い ー下£ せ 明德 性を談 ずる は 中に あらず。 故に 學 者の 問 は 唯 だ 日用 事物の 間 を 尊ぶ。 日用 事物の 

間 相 得れば、 則ち 誡德 自然に 相 因り、 誡德 日用と 更に^た ざるな り。 un 用の 事物 は、 

しばら 

人々 の 中な り^な り。 姑く これ を 錯れば 則ち 天 を 論じ 空 を談 じ、 或は 後世 を說き 地獄 

極 樂を談 ず。 故に かの 老莊の 無と 云 ひ 虚と云 ふ、 これ 上を說 くな り。 かの 佛 氏の 因と 

云 ひ 果と云 ふ は 死後 皆 これ 下を說 くな り。 共に 中に あらず。 聖人 は 日 用事 物の 間を談 

ず。 これ 今日 當然の 道、 更に 他な し。 今日に 因って 上下 を談 ずれば 則ち 上下 共に 通ず。 

今日 を錯 りて 卜： 下 を .談 ずれば、 則ち 皆^たり。 

〇 意 心 所 二 遷之？ 情 心 所 k 欲 也。 七 情 五欲是 也。 

志 心 所， 一定 向？ 思 心 所ニ定 謀 一也。 

念 心 所 二 索 求？ 氣 心 之 置 所。 

慮 心 所ニ預 謀？  . 

ズル 二へ 不此三 霎レ氣  、此三 霸レ. m 

案、 ハ氣 意志 者 一 也。 (思念 慮 一 也。 情 者 欲 也。 

山 鹿隨筆  五 五 九 


守; $ じた , 

m  +. 'ゝ 
僭 松 肥べ s 
浦 前 L  m 
w. 平 俗 


山 鹿隨^  五六 〇 

七 架敎と 異端 

ニー  ，  (二) 

^人の 逍 如何にして 異俗 と^つ。 九， 月=^ 一  日、 松 浦 肥亭に 於て この 問 あり。 

^人の 道 は 修身 . * 家 • 治阈 • 平 天下な り。 異端の 所謂 道 は 唯 だ 正 心 • 誠意の 間に 

あり。 その 要する ところ は專ら 心意の 工夫の み。 かれ 一 ぶふ、 修身 は 修身の 實に 非ず。 

然れ ども 修身な ほかれ の說 にあり。 旣に 五倫 を 絶つ、 何 ぞ齊家 を 謂 ふべ けんや。 齊家 

た、 ければ 則ち 治阈 • 平 天下 何 を 以て これ を 謂 はんや。 故に 土地 • 人民 • 政事. 大道 • 

地理. 人事の 用、 かれ 未だ その 一 をも會 すべから ず。 これ 聖人の 學と世 を：^ じうして 

これ を 謂 ふべ きに あらざる たり。 

八 古の 上品 

今 それ 天下 は 大いに 治平な り。 故に 静かに 古今の こと を 索め、 詳に 聖賢の 意味 を 思 

ふに 最も や 十し。 故に 學ぶ ところ 爲す ところ 悉く 古人の 未曾有の 味 を 出す。 凡そ 今の 

げ > ^ん  なん 

聖學の 下品、 殆ど 古の 上品に 當る。 今の 上品の 如き は、 古に は 未だ 曾て あらざる なり。 


\ 仁 年 門 二 se  ^ 冶 

の 天 C 人 主 

HSI  °皇 


*5 ち 宇 土ん 石き 
り 應の御 、田 長 


山 鹿隨筆 第九卷 

(三) 0^0  , 

康  延寶七 年 

孟子 萬 

日 m?。  一  祌 君の 天下 如何 

00  p| る^ ^下 如何。. 一 議) く、 夭 これに 與 ふるな り。 神 君 K 下 を 取る にあらず、 大 

る こと 能 はす  (兰) 

と。^ 早孟舜 これに 與 ふるたり。 故に 長久たり。 

0k^0 或る人 曰 ふ、 「天の これに 與 ふる 故 如何 。, 一  曰 はく、 天下の 諸侯 皆 璺臣の 建つ ると こ 

ろに して、 彼れ 却って 大 坂を攻 むる、 これ 神 君の 能くな すと ころに あらず。 天 これに 

與 ふるな り。 案ずる に、 萬 章 上の、 舜の 天下、 天 これに 與 ふると 論 同じ。 

# 笠 原 壹， 岐 太守 問うて 曰 ふ、 「祌 君の 天下 は 天命 か。 又祌 君の 行事 皆 その 道に 中る 

か。」 曰 はく、 天命な り。 人歸 するな り。 文明 以来 天下 皆 亂れて 相 極まるな り。 (is) 

山 鹿隨筆  五六 一 


e 鹿隨筆  五六 二 

延寶八 年  ♦ 

二 神武 か 聖武か  . 

武敎 全書の 武は 神武 か 聖武^ f 

(に 乾 1 上 神武 は 易の 言な り。 聖武は 伊 訓に云 ふ、 惟 我 商 王 布ニ昭 聖武？ 孟子 盡心 下に 云 ふ、 

使 Till の K-B:- 

^=?、  hrxs  ニシテ スル レヲレ ヲフト 一一 シテ ル カラ ルレ ヲレ ヲフト 

大 而化レ 之、 之 謂&、 聖而 不-可 レ知レ 之、 之 謂レ 神と。 

#  - と あり 

S 1^  案ずる に.、 予が著 はすと ころの 全書、 武教と いふ は、 神武 及び 聖武 にあら す、 唯 こ 

^名 

れ 人の 武 なり。 (MM 十) 

三 士の法 

全書の 序 段に 云 ふ 士の法 (に 就いて)、 問うて 曰 ふ、 「何 ぞ士の 道と 謂 はずして 士の 

法と 曰 ふや」 と。 

曰 はく、 書 は 皆 法を敎 ふ。 法備 はれば、 則ち 道 自ら 通ず るな り。 況ゃ 予が敎 ふると 

ころ、 皆形闬 法より 入りて、 義に 精し く、 神に 通ず るの 謂な り。 故に 專ら 法を說 くな 


り。 § 

四 尊 氏. 義貞論 

案ずる に、 ニ將の 得失 是非 互に 存 して 全から ず。 その 言行 戰 略の 瑣細、 小 術の 是非 

義貞 これ を 得て、 尊 氏 焉れに 比すべからざる も、 その 大略 優恕は 義貞を 併呑す。 故に 

天下 これに 歸す。 05，) 

五 武と勇 

小 笠原壹 岐守云 ふ、 「武と 勇と を 如何にして 刖 つや」 と。 

案ずる に、 武は 勇の 物に 及ぶ ところの 弘 くして 犬なる なり。 或は 武夫と 曰 ひ 武將と 

曰 ひ、 武義と 曰 ひ 武士と 曰 ふ。 皆 その 指す ところ 惣 じて 大 なり。 勇士と 曰 ひ 勇 將と曰 

ひ、 勇夫と 曰 ふ は、 唯 だ 勇に して 他な きなり。 故に 勇 は武の 一 事な り。 武は義 を 兼ね 

禮を 包みて、 その 用 ふるところ 大 なり。 凡そ 武は 干戈 を 以て 用と なし、 戈 を 止む る を 

以て 本と 爲十。 その 繫る ところ 天下 阈 家に 在り。 勇 は その 指す ところ 狹 くして 小たり- 

山 鹿隨肇  五六 一 一一 


山^ 隨筆  五六 四 

故に 访 を聚 めて 武と爲 すなり。 (鼓) 

六 文治 . 武治 

古より 文 を 以て 天下 を 治む る も、 武を 以て 天下 を 治む る は、 未だ これ を 聞かず。 今 

敎 ふるところの 說、 甚だ 武を 以て 本と なす。 兵法 を 常と する は、 その 本意^ 敎に違 ふ 

に 似たり と。 

曰 はく、 駕人今 世に出でば 必ず 武を 以て 天下 を 治むべし。 文武の 重き、 天下 人民 を 

(一) 平清盛。 冶む るの 用な り。 故に 文武 は 唯 だ 時に (よつ) て 先 後す。 淸 盛より 已來 皆武を 以て 天下 

こ こ は 保 元 • 

以後 を 治む。 故に 後世 皆武治 をな す。 武治を 忘れて 文敎を 以てすれば 則ち 亡 敗す。 必 文の 

說は皆 古人の 說に順 ふなり。 文武 は 賞罰と 威 愛と なり。 唯 だ 時と 場と を 見て その 先 後 

をな すなり。 文武 何ぞ 必ずしも 先 後 を 定めん や。 

(二 薆 長寸 

九 年 及び 元 和  t  IK せま 

元年の 大阪冬 -  5 1, 

の M*IBK の M  (二) 

加 藤淸正 • 淺野幸 長 • 同 長 政 等 は璺臣 家の 隨 一 の老將 なり。 彼れ 等存 すれば 則ち 難 


波の 役 起らず、 永く 秀賴の 政治た らん か。 

曰 はく、 何ぞ それ 然 らん。 天 德を神 君に 生ず。 故に 天下の 人 皆 これに 應ず。 天の 歸 

すると ころ、 人 これ を 支 ふべき にあら ざ るな り。 

天 和 二 年頃 

八 山 鹿 流の 規模 

^る 人 問 ふ 、「武教 全書の 述 ぶる ところの 規模 は、 聖學に 在る か、 武の七 書に 在る か。 

その 道と すると ころも 亦 何の 道 を 指し、 何の 事業 を 謂 ひて 的 本と 爲 すか。 一 

曰 はく、 當 ^の 指示す ると ころ は 自ら 一 家の 規模 あり。 而も 聖賢の 意味、 異！： の秀 

(sn 

*b  ヘラき くわく きょへい  凍ら •  [«- 

精、 相雜 へて この 法を爲 せるな り。 驃騎將 軍 霍去病 は言少 くして 泄 さす 氣 有りて 敢 

へ て 任ず-。 天子 嘗て これに 孫吳の 兵法 を敎 へんと 欲す。 對 へて 云 ふ、 一 顧 ふに 方略 如何 

(五に 一 

のみ、 古の 兵法 を學 ぶに 至らず. 一 と。 これ 一 家の 風 あり。 

凡そ 聖學 の說、 聖人の 如き は 則ち これ を舍 きて 論ぜず。 その他 は 必ず S! 弱に して 人 

に 忍びざる の慢 あり。 (中略) , 

山 鹿隨筆  五六 五 


鹿隨筆  五六 六 

武の七 書の 如き、 その 法 は 甚だ 取るべく して、 その 用 用 ふべ からず ，o 異國 自ら 異國 

の武 あり、 本朝 自ら 本朝 の 武 あり。 故に 主將 •  士卒 . 兵 衣 • 器械 • 用具 • 賞罰 . 大 

時 • 地理、 亦 その 阈 俗に 因りて 悉く 變ず。 何ぞ 必ずしも 武の七 書に 因らん や。 わが^ 

すと ころの 道 は 自ら 一 家の 道 あり。 而 して： 大地に 建ち、 寓 物に 徵し、 古今に i ずるな 

り。 (下 略) 


二) 狂杲に 

同じ。 昔 一 國 

山 鹿隨筆 第十卷 

號 し國人 この 

水 を 飲めば 狂 

はざる なし" 

难だ SS 君の み 

I 固 章數附 亨 is 

メ  B.J に お し 

て 反って 國主 

の 狂 はざる を  ^ 

狂と たし *  C  延寶七 年 

h: を^ へて 其 

の 狂 疾を療 す  I 察 

ため 火艾針 築  一 f 

0^  凡そ 世 悉く 惑 ひて わが 道 を 道へば、 彼れ は 以て 惑へ りと 爲す。 猶ほ狂 水の 說の 如し Q 

へす 遂に 泉水 

も^みて^  今 天下の 人 皆佛を 信じて 聖人 を 知らず。 これ 世 悉く 惑へ るな り。 佛法も 亦 諸 流 あり 

なると 

こお づ  (二) (三)  (wn  (五) 

(，ー 一) 日 て、 專ら法 華 "淨 土 を 信ず。 この 二 宗は皆 近代の 新法な り。 ^や 一向の 如き は 甚だ 律 

法華宗  さ ぜん  た ふば せき はつ 

(三) 法然の 義に 背きて、 婚合 肉食して 追福 作 善を爲 さず、 塔^ • 石碣を 設けす、 國民 のこれ を 信 

淨土宗 

(5 籙倉初 ずる 鬼神の 如し。 而 して その 門 葉 又 法 華 • 淨 土の 流に 倍す。 已下 殆ど これに 似たり。 

6? 及 ひ 中 a? 

これ を 以て、 天下の 惑甚 しくして 聖人の 道竟に 通ず ベ からざる を 知るな り。 

妻 蒂 の 新法 を 

珠せ るな. 5 

山 鹿隨筆  五六 七 


そつじ^ 仁 徒ても がム 
の 。て 人人 、道 知 ら S 
Sc /ti  w 人の 卽を り に 
上 知 等 品 徒ち 行 安 し 4:. 
た 安に をな 上 ふんて れ 
り 行 分 論 り 知の じ 道な 


.E 鹿隨筆  五六 八 

二 利 惑 

二) 大 H  死 は^だ； すべく して、 匠 人 は 人の 死 を 欲す。 これ 人 を 憎む にあらず、 その 柁槨 

,  (二)  fill) 

つ：) m 侶 を賣 らんが 爲 なり。 猞ほ浮 屠 氏が 檀 越の 死 を 喜ぶ がごと し。 噫， 甚 しい 哉。 

(一-:) 信徒の 

家 

=1 上 治 

或る人 曰 ふ、 「上 治 は 民 をして 欲心な からしむ」 と。 

こ かう  さんがく 

案ずる に、 人欲なければ 則ち 皆枯槁 して 山岳の 逸士 なり。 今 かの 祜 稿の 士、 山^の 

逸民、 皆 上に 長と すべきの 君な く、 下に 謹むべき の臣 なし。 これ 恐らく は、 民 皆 かく 

の 如くして 後に 治まらん や。 

四 ，：n 然の 美質 

人 自然の 美質 あり、 以て 道に 入るべく、 以て これ を 貴ぶべき か。 

曰 はく、 天地の 間、 自然に 美質 あり、 これ 生 知 安行の 徒、 而 して 聖人 必ず これ を 貴 

ばず。 聖人の 敎を 立つ る や 法則 を 正す。 天下の 人 共に この 道に 由るべし。 (以下き 


五 易 を 語る 

或る人 問 ふ 、「聖人の 道 甚だ 高尙 なる か。 易に 於て これ を 見るべし 一と。 

案ずる に、 易 は高尙 ならず。 唯 だ 天地と 人物と を 論ず。 故に 繫辭第 四 章に 曰 ふ、 易 

與ニ！ K 地 一 準、 故 能 彌ニ綸 天地 之 道 一と。 これ 天地の 外 を 論ぜざる なり e 天地の 道 をして 

t,  (五)  ト  タリ -I  へハ ネ クシ 一 k  一- 

天地の 間に 彌綸 せし むる の 用な り。 又 曰 ふ、 與= 天地 一 相似、 故不レ 違、 知 周 二 乎 萬 物 - 

シテ 《ス クフ  ヲ  一一  アヤ マタ 

而 道濟： 一天 下； 故不レ 過と。 これ 等の 意味 皆 易 道の 極な り。 易 は： 大地 萬 物の 外 を 以て 

あ-ね  はな 

せず して、 唯 だ 天地の 道に 立つ。 而 して 萬 物に 周く して 天下 を濟 ふの 用の み。 若し 甚 

太髙尙 にして、 天地の 外に 出で、 萬 物の 表に 立ち、 四海 を 蔑 如せば、 これ 過な り。 萬 

物に^く して 天下 を濟 ふの 道、 以て^たず となす。 

(六)  シテ ノ  7  シテ ス ギシズ 

お 第 H  同じく 云 ふ、 範ニ圍 天地 之 化； 而不, 過と。 この 一章 專ら 過ぎざる を 以て これ を贊 す。 

これ 甚だ 學の 過に して 中 を 失する を戒 むる に 在り。 これ 則ち 道と 器と 變と 通と を 以て、 

擧げて 天下の 用と 爲 すたり。 

山 鹿隨筆  五六 九 


巾 鹿隨筆  五 七 〇 

六 日用 而不レ 知 

- , ,  すくな 

百姓 は 日に 用 ひて 知らず、 故に 君子の 道鮮 しと。 案ずる に、 百姓 日に 用 ひて 知らず。 

然れ ども 日用 皆 道な り。 鮮 しと 云 ふべ からず、 明かなら ずと 云 ふべ し。 知らざる 者 こ 

れ 不明な り。 知らず と雖も 百姓 亦 道に 因らず ば 則ち 行くべからず。 これ 日用な り。 如 ， 

何。 

曰 はく、 君子の 道鮮 し。 君子の 字 甚だ 重きな り。 道の 日用に して 百姓 亦 因る。 然れ 

ども 君子の 道に あらず。 君子の 道 は 一 陰 一 陽に して 犬 地の 道 を範圍 するな り。 

七 尙書 を讀む 

；, に ぜ拃七  九日、 今日より 尙 書を讀 む。 

ギ/^ 

文字の 紀 

(二) 普通 蒼  ，  にに きつ 

® と 書け り。 案す るに、 文字と 天地と 並び 興れり。 一倉 頡唯だ 能く 文字の 形 を 書 せんや。 文字な 

黄 帝の 臣 にし 

^0 ければ 則ち 事に 通ず る 能 はず。 故に ー點ー 割 皆 以て 書 契と 爲す。 點畫 なければ 則ち 繩 

出せり とい ひ 

® ふ  を 結ぶ も 同じ。 


八 敎 


(三) JS 七 

年 八 H: 


(き 00 

典に、 「帝 曰 は 

く、 契、 百姓 

親しま チ、 五 

品溼 はす。 汝 

司 徒と なり、 

敬んで 五敎 を 

敷いて 寬に在 

れ」 と ある を 

指す 

(五) 五倫の 

敎 

(六) 貴族の 

摘 子 

(七) S に 

出づ。 粟と は 

莊 * の 意 


敎 

敎 ふるに 寬を 以てせよ と は、 舜の 契を戒 むる ところな り。 その 效を 汲々 せざる なり。 

夫子の 所謂 誨 へて 倦まざる なり。 

案ずる に、 寬の敝 や 怠な り。 故に 「敬んで 五敎を 敷きて 寛に 在れ 一 と。 これ 寬 字に 

對し說 き 来る。  ミー 

(七)  <  り， つ  , 、 

又、 夔に 命じて、 典樂を 以て 胄子 を敎 へしめ、 一直に して 溫、 寬 にして 栗」 これな 


九 政 

或る人、 政 を 問 ふ。 

愚 按ずる に、 大學に 所謂 親 民の 二字 は、 これ 政の 本な り。 この 二字より 

山^  § 筆  玉 七 一 


( 一 ) 中庸 第 

二十 章に 「哀 

公^の 君) 政 

も 問 ふ。 子 曰 

はく、 文武の 

政 布いて 方策 

に 在り 其 ク- 

人存 すれに 其 


の 人 亡 ぶれ は 

其の 政 息む。 

云々。 故に 政 

を 爲すは 人に 

在り。 人 を 取 

乙に は 身 を以 

てす。 身を修 

むる に 道を以 

てす、 道な 修 

むる に 仁を以 

てす。 仁 は 人 

なり ま 親な 親 


りと 為す。 義 

は K なり。 S 

も 旃ぶを 犬な 

りと 為す。 親 

^親と する の 

殺、 S を 锌ぶ 

の 等、 禝の生 

する 所な り 一ぶ 

云」 と あり、 

且つ 天 下 を 治 

むる の九敉 4 

述べ たるな 指 


山 鹿^ 筆  五 七 二 

出で 來る。 親 民 は 愛 民な り。 親 は 民の 父母た るの 義 なり。 人の 父母 は 子 を 愛 十る の 情 

切なり。 故に その 敎戒 自ら 禮法を 生ず。 哀公 問うて 云 ふ 云々。 政 は 人 を 愛する を大と 

なすべし。 人 を 愛する 所以 は、 禮を大 となす。 


山 鹿隨筆 第 十 一 卷 

章數附 利 議^  ■•  . 

延寶八 年 

一 誠 

會根氏 曰 ふ、 「人 は 唯 だ 誠 を 以てすれば 則ち 物 通ず ベ し」 と。 

曰 はく、 誠 は 巳む を 得ざる の 道な り。 唯 だ 誠と 云 ひて その 道 を 言 はずば、 誠 も亦實 

ならず。 故に 聖人 は 常に 學を 以て 本と 爲 すなり。 能く 學 ベば 則ち 誡 自ら 通ず るな り。 

二 王霸は 一 なり 

(一一 一) ハス ルキへ ヲ  チ  キテ  ヲ  テュ  -ー . J  ハス ル it ハ ヲ  チ  キテ 

王霸 左傳 に、 王 合 n 於 諸侯 ハ則伯 帥 二 侯牧ー 以見 m 於 王？  £^ 伯 合 こ 諸侯 ハ S 侯 帥- - 

ヲテュ  二  (wn  クニ  二 テス ノヲ スル  ヲ 

子 男； 以見ニ 於 伯 一と。 又 一 ぶふ、 鄙 人 公孫 彍說 = 曹 公一 以 ^ 霸說ー 持 二 諸侯 之權 一也と。 

山 鹿隨筆  五 七三 


山 鹿隨筆  五 七 四 

はう はく 

案ずる に、 この 說に 依れば、 則ち 王 は 天下の 王な り。 霸は方 伯な り。 王 は義を 以て 

し、 伯 は武を 以てす。 嘗て 謂へ らく、 聖人の 道 は 皆 人道な り。 王と 云 ひ 伯と いふ、 皆 

(二  2)  わか  I 

人 を 治む るの 道の み。 孔子、 齊桓. 晉文を 論ずる も、 亦 王霸を 別たず。 凡そ 王道 相績 

し 来れば 王道な り。 方 伯 天下 を 制して より は 伯 道な り。 王道. 霸道豈 ニ岐 ならん や。 

王 は 王道 を 以てし、 们は伯 道 を 以てす。 皆 時制の 然るな り。 

三 娵 • 聖賢 • 神祇 

佛 菩薩 は 西 天の. 達德の 人な り。 聖人 • 賢人 は大 唐の 達德の 人な り。 ^神. 地祇 は 日 

本の 達德の 人な り。 國 鄙に 地邊 なれば、 則ち その 責 ぶと ころも 亦 偏す るな り。 西 天の 

へんち やく 

佛 菩薩の 敎戒 すると ころ、 その 道に 似て、 その 本 は 大いに 偏 著す。 

四 氣質變 ずべき か 

氣質變 ずべき か。 

曰 はく、 變ず べし。 麥を 練りて 飴と な 十。 旣に 飴と なれば その 味 甘美な り。 麥を以 


てこれ を名づ くべ からず。 薪の 變 じて 炭と なる、 水の 變 じて 湯と なる、 皆 これ 鍛練の 

間に あり。 人 も 亦 此の 如し。 能く これ を 練れば 則ち 變ず。 

五 書 多く 讀 むべき か 

數千卷 の 書皆讀 むべき か。 

曰 はく、 聖人の 學 多端なら ず-、 冊な く 編な し。 この 千 萬 卷の書 は、 皆無 用の 辨、 F 

察の 察な り。 後世 唯 だ 議論 を 好みて 多 辯、 眞に簾 前の 雀噪、 枯木の 烏 鳴な り。 —可 ぞ^ 

く 雲間の 鶴嗚を 知らん や。 

六 天下 を 得る 者 

古より 天下 を 得る 者、 未^ 會て その 志氣 なくん ば あら ザ。 上古の こと ま 姑く これ を 

(三) 平 治の  ^ 

K^MK.  ^く。 武家 大寶 の抦を 執る、 その 始は 平淸 盛に あり。 淸 盛の 行 殆ど 邪奸に 過ぎたり。 

而 して その 志氣 度量 最も 四海 を 併呑す。 故に 奸を蓄 へて (浴) 漕に (S 钥を寨 (殺) し、 帝 

し。 芊治 物語  も . 

，に 見 ゆ を 挾んで 福 原に 都し、 一 世 を 擧げて 掌握の 內 にあり、 八紘 草の 如く ぎ す。 萬 民 を 蔑視 

山 鹿隨筆  £ 七 五 


. 山 鹿隨筆  五 七 六 

して その 毀眷を 介まず、 天下 を澳芥 として 胸襟に 錯 かず。 

七 禮を 立つべし 

或る人 云 ふ、 「今 世師 は^だ 多し。 浮 屠の 說 世に 行 はれて、 その 勢 上位と 雖 もこれ を 

^り 難し。 かくの 如きの 時、 聖人 世に出で なば、 則ち 浮 居の 道 如何にして 絶えん。」 

にに ほ^  曰 はく、 聖人 異端の 說を 去る の說は 論語に. これ を 出せり。 曰 ふ、 一 異端 を攻 むる こと 

第 l 六 章に 

^p^. なかれ。 攻めず して かれ 自ら 退かん」 と。 これ 聖人の 道な り。 攻めず して 去る の 道 は 

るの み」 と。  さかん 

このお をと り 佳 だ^に あり。 t?- 立た 、よ 則ち 異端 逢なら ず。 異端 逄 なら ざれば M ち 有る も 亦 無き が 如 

^る ものなら  )  , 

ん •  く、 何の 害 かこれ あらん や。 今 それ 天下の 廣き、 四海の 犬なる、 その 說を 橫 にし、 

その 暴 を 行 ひ、 己れ が 意見 を 立つ る こと、 何の 世に かこれ なからん や。 唯 だ 聖人 起り 

て禮 立た ば、 則ち 邪說 暴行 世に 隆 ならざる なり。 禮立 たば 則ち 浮 M 俗に 交 はり 寺 を 建 

て、 祭 を 盛に し 地 を 卜する 等の 事 を 得ず。 禮 立たざる 故に 人々 財を擲 ちて 僭に 與へ寺 

に 施し、 匹夫匹婦 ェ 商の 賤と雖 も、 哀愁 絶えざる の 徒 は 皆財產 を：！ 依の 僧に 與ふ。 こ 

れ より 僧 驕り寺 盛に して、 武士の 用と 異ならず。 皆 これ 禮の 一 事に 在り。 古人 浮^ を 


s あ 治 害 王 下 あ 德に公 2 
S り 通 を 安三 り 望し' 5 

S 除 石 代 ° もて栄 
袁 の き 新に 仁以 、の 司 
黃 名 * 法 仕 宗て殊 名 s 
* 著 莨のへ 以 名に 爆 s 


の 文 言 傳に出 

づ 


去らん と 欲し、 寺 を 廢し法 を 毀り 佛を燒 く。 是れ 彼れ を惡 みて これ を 攻めし なり。 惡 

まるる 者 は 人必す これ を 愛す。 攻 むれば 人 必ず， これ を 守る は 人情な り。 故に 浮署 彌.' 

盛に して 巳まず。 


e? 人、 了 凡 は 

字、 萬 « の 進 

士。 倭寇 防 襞 

に 策 を埯 し、 

0M の 人. *c に 

愿 人と 稱 せら 

る。 歷 史網 g 

補-で 著 はす 

(五) 胡 寅、 

宋の 高宗の 頃、 

金の 侵入に 國 

や：， 

るキ、 上書し 

て 義師も 出す 

も 主張す： 一 

時奏： B に 退け 

られ て、 後に 

復官 す。 誇 語 

露 SK 等の 著 あ 


A 積善 積 不善 論 

義朝 何の 善 積 ありて、 賴朝 天下 を 有ち、 正 成 何の 不善 積 ありて、 子孫 竟に 沈淪 十る 

>  (二)  ズリ  ズ リア ゥ 

か。 易に 云 ふ、 積善 之家必 有， 1 餘慶ー 積 不善 之家必 有， 1 餘殃 1 と。 

案ずる に、 易に 所謂 餘慶 餘殃と は、 子孫 浮沈の 說 にあらず。 若し 子孫 浮沈の 說を以 

てこれ を 論ずれば、 則ち 聖人 は 因果 を 謂 ひ 禍福の 說を爲 して 以て 人 を 誘 ふなり。 豈そ 

れ然 らん や。 一 朝 一 夕相對 論し、 積と 餘と相 並べ 言 ふなり。 餘 慶餘殃 は、 善 をな すの 

久しき、 家齊 ひ人悅 び門戶 自ら 喜色 あり、 その 餘は 奴婢 僕隸、 雞犬 牛馬に 及ぶ" 惡を 

なすの 久しき、 家と 人と 俱に 暴、 俱 に戾、 門戶 自ら 愁色 を 生じ、 その 餘の 及ぶ ところ 

みつる  うる ミ  (三) (光) (S)  (1)  (六) 

亦 善の 餘慶の 如し。 餘は盈 ありて 潤 ふの 義。 司 馬 公. 袁了凡 • 胡 致 堂の 評、 綱鑑 七の 

四十  一 丁に 見 ゆ。 
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山^^ 维  五 七 八 

九 守と 攻 

源 頼 朝 卿 • 尊 氏卿俱 に 創業の 武將 なり。 その 戰 ふや 城郭に 據ら ず、 その 治む る や 都 

きつ 

に 城かざる は何ぞ や。 

凡そ 成敗 利鈍 は 天に 在りて 人に 在らず。 凡そ 守る 者 は 屈して 消 じ、 戰ふ者 は 伸びて 

長ず，。 守る 者 は 利に 據 りて 恃み、 戰ふ者 は 謀 を 以て 力む。 

IO 時 有 二王 霸 1 

べんぷく  む み . 

道に 王霸 なく、 時に 王霸 あり。 冕 服 管絃、 無爲 にして 治まる は 王者の 治な り。 賞罰 

刑 政 日々 省みて 止まず して 治まる は 伯 者の 治な り。 二者 時と ともに 損益す。 時 異なれ 

こ ひねが 

ば 則ち 政 亦 同じから ず。 今 それ 酷暑に 寒 服 を 希 ひ、 暴 寒に 暑 衣 を 求む る 者 は、 內にそ 

の疾 あるな り。 三 王 五 帝の 道、 秦漢 以後の 制皆然 り。 

王道 は 王者の 道な り。 霸道は 方 伯の 道な り。 王道 は 文物 盛に、 綱紀 立ちて、 無爲の 

化 を 要し、 方 伯 はこれ を 受けて その 政 を 布き、 刑 政 赏罰を 立て、 勸善 懲惡武 服して 不 


二)  K の^ 

王と 周の 武王， 

共に 王道 を以 

て 名 あり。 湯 

は^の 桀王 を 

伐ち、 武王は 


ちて、 何れも 

王 兵 を 以て 天 

下 を 安ん す 


庭 を^つ。 これ 其の 道な り。 王 伯 併び 立って 一 K 下 化す。 凡そ 刑 政 賞罰 を 用 ひて、 武服 

して 不庭を 討つ の 道 は、 未だ 嘗て 權 謀な くんば あらず。 豈 唯だ權 謀な きを 以て 湯武の 

兵と 爲 さんや。 

凡そ 霸道も 王道 を 以てすれば 則ち 王道な り。 王道 も 霸術を 以てすれば、 則ち 霸 道な 

は じゅ つ  たが 

り。 今人 武威 を 以て 功 を 立て、 皆 伯 術を爲 すと 大いに 差へ り。 


一一 和字 

漢字 • 和字。 

• 案ずる に、 和 は 五 音 を 以て 四十 八 字 を 定め、 小童 奴婢と 雖も 四十 八 字 を 知れば、 則 

ち 書 を 作し 文を爲 すべし。 これ 日本 第一 の 知、 群 國を拔 くな り。 


ニー  泥中の 蓮 

或る人 云 ふ、 「蓮 は 泥中に 生じて 染まざる なり。 これ 聖人の 道な り」 と。 

曰 はく、 これ 佛 氏の 徒にして 聖人の 論 甚だ これに 違 ふ。 聖人の 道 は 物に 交 はりて 物 

山 鹿隨筆  •  五 七 九 
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と與に 成る。 異端 は 皆 物 を 離れて 道 を 立つ るな り。 蓮の 泥中に ありて 泥 を 離る る は、 

これ 交 成の 道に あらず。 凡そ 聖人の 道 は 人物の 問に 在り。 皆 これ と共にし これに 交 は 

る。 而 して その 事物 自ら 成る。 異端の 如き は 皆 物 を 遁れ事 を 退けて 獨り 立つ。 故に 事 

物 悉く かれと 別な り。 是れを 以て 世間 を遁れ 人倫 を 絶ちて、 c: ら その 身 を 潔く せんと 

欲す るな り。 

ニー I 雜學 如何 

f 1 1  まじ 

(一) B 說 S  (或る人 云 ふ) 「今の 說に 依れば、 學も亦 雜るを 嫌 はざる か。 雜學 の^ 如何。」 

ち 第一 節の 

說 もさす  曰 はく、 物不雜 なれば 成らず。 陰陽 相雜 りて 萬 物 生ずる が 如し。 學は それ 世間と 交 

はる。 古と 今と 交 はりて 物の 理 明かな り。 文と 武と相 交 はり、 男と 女と 相 交 はり、 天 

と 地と 相 交 はる。 これ 皆 交 はるの 義 なり。 雜學 はこれ に 異なり、 內外 一決せ ず、 獨り 

斷ぜ ずして、 唯 だ雜駁 なり。 

一四 國 法と 民情 


(二) ぇ靄 春 

秋の 世に 齊の 

桓 公に 仕へ て 

S 鑭 s 兵 策 も 

立て、 &公も 

して 霸道を 成 

^せしめし 人 

なり。 その 著 

に 管 子 あり、 

彼れ の 法治 主 

義を 見る に 足 

る。 ^子 は © 

國 時代の 人韓 

非の ことにし 


もい ふべ く、 

^非 子 0 著 あ 


法 必ず 嚴 なる は 亂國の 事な り。 管 仲 • 非 子の 說專ら 法 を 論ず。 戰國は 法 立た ざれ は 

則ち 功 成らず。 

•  .i ま 

國民勞 すれば 治 却って 易し、 佚 なれば 治 これ 難しと す。 然れ ども 乃 今の 人 甚だ 困し 

ま 5 け 

み勞 して、 家々 一 日の 食な く戶々 一 日の 儲た くして 可な らん や。 

案ずる に、 富んで 璺 なれば 侈恣 にして 敎 ふべ からず。 民勞困 すれば 義に 赴いて 敎へ 

易し。 唯 その 間飢 苦に 及ぶ の 徒 は、 その 所以 を 正して これ を 救 ふに あり。 

國奢る 時 は その 餘財 民に 及び 易く、 民家 畳な りと。 案ずる に、 この 說非 なり。 奢侈 

の 故 を 以て 國民食 ある は、 皆 政道の 非たり。 有 道の 治 は、 人 皆 その 業 を 事と して" 器 

に淫し 物に 淫し 食に 淫す るの 業な し。 侈恣 なる の國民 は、 魚 鳥 を賣り 衣服 を 營み屋 宅 

を搆 ふるの 民、 亦 皆 その 事 を 非と して、 その 空 飾 を 事と す。 故に 民 その 本業 を 失 ひて、 

而も 富 民 富 (者) は 業な くして、 唯 だ 遊樂を 事と す。 これ 國 政の 亂 なり。 

凡そ 富家の 民、 その子 孫 その 富 を 保つ 能 はざる は、 その 心 皆 怠惰に して 業 を 知らず. 

故に 業な し。 業なければ 日々 唯 だ 閑 眠 遊行して、 食に 飽き 色に 淫 する のみ。 飽食 淫色 

たる もの は、 求む る こと 甚だ 過 ぐれば、 曰に 千金 を 費す も 亦 足らず、 故に 忽ち 家 を 失 

山 鹿隨筆  五八 一 
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ふ。 これ 富^の 子孫 その 家 を 保つ 能 はざる なり。 民の 富 を爲す もの、 能く 富の 務 ある 

を 知る、 故に 失 はず。 

I 五 {豕 綱の^ 去と 江戸の 商家 

ニー. 

(一) II 代将  ^有院 殿、 五月 八日ぬ 御。 その後 天下 賓客 饗 應の營 なし。 而 して 商家お だ 苦しむ。 

■■ss 凡そ 一 日れ 戶屮 {れ 客經營 に 費す ところ は 殆ど 三千 兩 〔三百 家の 賓客 一 曰 費す ところ K" 

金、 何ぞ おに 三お 家中の みならん や。 士 民の 間 毎日の 客饗應 凡そ 千家に 及ぶ。 毎 家の 

費 五 金 十 金、 然して その^: だ 輕 きを 論じて 三千 金〕。 哭を卒 ふるの 忌 £ケ に 及べば 則 

ち 三十 萬兩 なり。 百日に して 三十 萬兩の 金江戶 中に 施さず。， これに K つて^ 鳥の 家、 

工匠の 徒、 諸 色の 商賫 三十 萬兩を 減ずる の 故に、 民 悉く 疲る。 且つ 今年より 飢 筵に 及 

. ぶ。 「4 々 。  - 

(二) 墨 (い  - 

れ すみ； 劓  • 

(はなき り) 刖  一六 本 钥の刑 

(あしきり) 宮  ニノ  -っ i 'ひう 

kllir) 大 案ずる に、 本朝に は 五 刑な し。 唯 だ. 死刑と 流刑と なり。 その外 追放. 閉門 等 皆輕 事. 


ちっきょ 

なり。 故に 罪せら るる もの 恥 心た くして、 昨日 蟄居して 忽ち 本 座に 列す。 これ 皆 刑の 

差 明かなら ざるな り。 五 刑 亦 用 ふべ からざる なり。 唯だ輕 罪と 雖 もこれ を聚 めて 幽人 

の國 郡に 遣 はし、 農 人と ならしめば、 人命 を絕 たずして 可な らん か。 (下略) 

一 七 名譽欲 

(三) 

十九 日 

凡そ 國 家の 主たるの 人 功 成りて 後、 必ず 嘉名を 後世に 遣さん と 欲す。 璺 臣秀吉 公三 

韓に 入る の 類 これたり。 (下き 

一八 果報者 寢而 可レ待 

俗に 云 ふ、 果報 は寢 てこれ を 待つべし と。 世に 幸 を 得る を 果報と 云 ふ。 これ 浮 屠の 

11= 口な り。 

案ずる に、 この 語 甚だ 重し。 それ 人 は 幸 を 得ん と 欲する 者 多し、 能く 世事 を 勤め 業 

を 辨じ功 を 積む の 徒な り。 かの 倥々 如た るの 徒 は 幸 を 欲する の 心 亦 これな きなり。 今 

山 鹿瞌筆  五八 三 
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r  てら 

それ 事 を 勤めて 功名 を 欲する の 徒、 旣に 事業 相勸 め. ば、 自 ら街ひ Q ら寶 りて 人の 己れ 

を 知らん こと を 求む るな り。 故に 造作して 已 まず。 事業 相勸 むの 後 は 造作 を 止め 自树 

を 恥ぢ、 靜 養して 時 を 待つ。 これ 寢て 待つな り。 事業 あるの 徒、 時 を 待たず して 功 を 

壊る こと、 古今 甚だ 多し。 

一九 梅 枝 を 夢む 

予、 四 H の 夜、 夢想に 梅 技の 更衣と 號 する を 得た る こと あり。 翌日 兵法 治 法に，：： n 

ら 一家の 工夫 を 立つ る あり。 これ 更衣の 義、 舊 衣を脫 して 新 衣 を 着く るの 實 なり。 

(二)  二 0 時 非な り 

れ せい き  (一一 一)  (H)  (五) 

酈貪 其、 六 國の後 を 建つ る を 以て 高 帝に 吿ぐ。 張 良 これ を 聞きて 甚だ 以て 非な りと 

なす。 六 國の後 を 建つ るは惠 なれ ども、 張 良 これ を 非と す。 これ 張 良が 惠を用 ひざる 

なり。 惠を用 ひざる は 惠を用 ふるの 時に あら ざれば なり。 璺國大 明 神の 靈瓧 頃 り 毀つ 


(九) 網吉 

(一 0) 本文 

前 略 せ る も、 

そ の 冒頭 「B? 

公 は 攝政七 年、 

霍氏 二十 年な 

b 云々」 に始 

Hy. 凡そ 人臣 

人し く 位に 居 

る 時 は努害 生 

じ * 天變 地異 

起り て 民 苦し 

むの こ と を 支 

那の例 を 引き 

て 示せり 

(一一) 家康 

(ニー〕 もと 

甲 州 一條の 人 

二三) 城昌 

茂、 § のお. * 

熊 谷 七 千 石。 

もと 武田 氏の 

SSLL して、 

BK ケ原 • 大疾 

兩 役に 從ふ。 

下記の ことに 

より 石山 寺に 

铎 居、 後 許さ 

れて 卒す 

二  SI) 武田 


ニー  政綱 弛む 

(延寳 八 年)  くら  (七) 

(前略) 案ずる に、 今年 春 三月 十日、 天 甚だ 冥く 日中 人面 を 知らず。 今年 將軍家 不例 大 

いに 離む。 執政 等 皆 威 を 逞しう し、 二の丸に 於て 舞臺を 設け、 淨 瑠璃の 戲舞 及び 狂言 

•  (八)  あや ふ 

等 をな す。 この間、 大樹 度々 異例 不快 殆し。 五月 六日 俄然と して 逝去 せんと 十。 忽ち 

(ち  つき 

荽君を 立て、 同 八日 薨御。 この間 連年 洪水、 今年に (至る) まで 陰 雲 月に 亙り、 九月に 

(一 0) 

及びても 陰 雨 止まず。 これ 殆ど 人臣 久しく その 位に g るり 荧 わ。 (下き 


1 1 


I 家 康の武 式 

,4<.祌 君 常に 武の式 を 以て こと をた す。 人 武式を 知らず。 故に 天下 終に この 政令た き 

なり。 

.  (ニー 一) 

( 1 二)  ± つくび 

大坂 の 役、 河 野 庄五郞 初 首 の 實撿、 城 和 泉 守 これ を 執 達す。 そ の 式 宜しから ず。 

かいえ さ 

城 氏 はもと 武 田の 家人に して 武 式に 通 ぜず、 實撿の 法 を 知らず。 これ 和 泉 改易の 一 つ 

と-. A  (15.  . 

の 科な り。 (中き 叉 保 坂 金 右衛門 御 改易、 この 者 甲 州 家の 勇士、 度々 の 武功 これ ある 故、 

山 鹿隨筆  五八 五 
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氏  嚴命 ありて 奉行と なる。 然るに 旗の 法 正しから ず。 故に この 故 を 以て その 罪 を 負 ふと。 

又駿 府御廳 狩に 幕 中 御 休息の 時分、 富 永 某 扇 を 以て 幕 を 揚げて 入る。 神 君 これ を 問 ふ。 

"ぇ好 め . 

1 ,  式 を 以て これ を 答 ふ。 大いに 感ぜら るるな り。 これ 皆武 式を悅 ぶな り。 

二三 武田信 玄父を 逐ふを 評す 

.  のぶとら 

案す るに、 信玄 父を遂 ふこと 實に 大罪な り。 然れ ども 信 虎國に 居らば 則ち 武田 忽ち 

に 減ぶべし？ 信玄 これ を逐 うて、 臣を 撫し將 を擧げ 大いに 武義 を修 む。 而 して 兵國を 

領 して 柬两 南北の 諸 將と鋒 を 交へ 兵を聘 せて、 雄 名 を 天下に 馳す。 人 今に 至る まで 甲 

陽の 兵法 を 以て 式と なす。 その 義 甚だ 大 なり。 聖人の 人 を 論ずる、 唯 その 大體 大要に 

於て し、 小節 小義を 事と せず。 父子の 親の 如き、 未だ 嘗て 大義 大節 ならざる はなし。 

而も その 人に 非 ざれば その 道行 はれざる なり。 

案ずる に、 本朝 武將を 論ずる、 必ず 武家の 大要 を 以て これ を 論ず。 今 世の 儒者 その 

說を 知らず して、 專ら 孝悌 忠信 を 以て 事と なす。 士農工商 を 論ずる、 豈 それ 然 らん や。 

これ その 四 者 を 以て 道なら ざる を爲 さしむ る にあらず、 唯 その 人の 屮 とす ると ころ あ 


るな 


(二)  s 其、 

前 出 五八 四 K 

さ 照。 高祖に 

六 國 の あと を 

立てよ と 進言 

せし こと， 要 

する に 時 を 洞 

察せす して 理 

想を說 くこと 

たり 

(111〕 s 其 

をい ふ、 史記 


五に 出づ 

S) 高祖 卽 

ち 沛公 自身 を 

させ. 9 


〔二 

れ < 


二 四 腐儒の 言 

凡そ 今の 儒生 皆 曰 ふ 、「農夫 を 憐み民 を 愛す」 と。 これ 亦酈 生が 說な. 

必ず 聖人の 法 を 行 ふ。 その 德行 天下に 盈ち、 その 仁義 國-: 


當 世の 主將 


及べ ば、 則ち 可な り。 否 

ニー 一) 

じめ じ ：2  (Bn 

れば これ 皆 農夫の 業 を 破り、 民生の 法を棄 つるな り。 「噫、 豎儒 殆ど 乃公の 事 を 敗る 

なり」 の沛公 のこの 語、 萬 世 腐儒の 說を戒 む。 甚だ これ を 味 ふべき なり。 


I 一  五 神祇官 

本朝 は神國 なる を 以て、 神祇官 を 以て 初と なす。 

異朝 の 古官は 天官を 以て 先と なす。 堯典 の官 は先づ 天道 日月 を 司 る を 以 て 初と なす" 

(下略) 


二 六 大 久保忠 隣と 本 多 正 信 

山 鹿隨擎 


五八 七 


二)  ^初の 

名臣 

(二)  sr 武 

功 ことに 高 か 

りし 名將 なり 

(三) 高祖の 

后に して そ 

の 崩 後^の 政 

も si り、 ^め 

に 一 族呂氏 の 

櫬張れ り 

(四) 本 多と 

共に^^ の帷 

幅のお なり。 

小 mla 城主、 


不遇に 終る 

(五) $m 

、じの 臣 にして 

5 知？ 德 

川 氏の 社^の 

爲に 終始 一 貫 

の 人な り。 加 

^&固 辭 せし 

荬談 あり。 知 

行 養 石。 前 

出 二  S  一  K 參 

照 

(六) 秀忠 

(七〕 收贿せ 

すと なり 

(<) 後に 剃 
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( 1 1 あ f-  01 )  二 =) 

王 陵 文 少く氣 に 任せて 直言 を 好む。 陳平は 美丈夫に して 奇策 を 好む。 この 兩人 w 厂" 

の 時に ^相たり。 W 后、 法 を 立てて 呂 (氏) を 王と せんと 欲す。 王 陵に 問 ふ。 王 陵肯ぜ 

ず。 陳 平に 問 ふ。 平が 曰 はく、 可な りと。 太后 喜びて 終に 王 陵 を 免ず。 (中お 

案ずる に、 大久保 相 箱守忠 隣. 本 多 佐 渡 守 正 信、 台廟に 傅たり。 忠隣は 王 陵の 如く" 

知に して 正 言せ ざるな し。 正 信 は 上意に 違 はずして 終に 又 これ を 折る。 陳 平の 如く 相 

を はり  むべ 

似たり。 忠 隣の 終 を 全くせ ざる、 宜な るかな。 

二 七 與カ. 同心 

-  (七) 

近時、 町奉行 甚だ その 法を嚴 しくして、 與カ • 同心 一 錢 も納れ ず。 代官の 法 亦 厳し 

て だい もく だい  よ りき 

くして、 その 下の 手代 • 目 代 甚だ 淸潔 なり。 故に 町の 寄 力、 所々 の 手代 等 非 を 行 はず、 

據り どころ^ だ 明かなる か。 

案ずる に、 嶋田彈 正 以來、 與 力の 士 甚だ 佳士 あり。 これ 評定 所に 於て 與カ 最も 威勢 

あり。 町中の ェ商も 亦 これ を 長る る こと 奉行に 異ならず。 その 家 甚だ 富む。 これ 町人 

(八)  ，一 

いしが や  くじ 

諸方の 贈答 あるな り。 石 谷將監 奉行に 任ずる の 後、 與 力の 威 を 抑へ て その 勢を拉 く。 


髮 して 土人 叟 

と稱 す、 本名 

は 貞淸。 德川 

氏^^より 仕 

へて Kim の士 

なり。 原 C 

a、 由 丼 正 雪 

の 反に も敏ぉ 

も ふる ひ、 警 

* 裁 KS の 力 至 

らざる なく、 

江戶 町奉行に 

任じて ほ、 市 

a に 推服 せら 


これより 連綿と して 奉行 皆 かの 勢を拆 け、 甚だ 町中の 贈答 を 禁ぜり。 これより 與 力の 

威 日に 衰 へて その 行 ひ 最も 潔し。 而も 與 力の 佳 士 なく、 唯 だ 平士の 下等の み。 これ そ 

の 失何處 にあり や。 初め 與カ勢 甚だ これ ありて、 奉行 も 亦 これ を 親睦す。 故に その 職 

甚だ 劣り その 役 甚だ 暴 なれ ども、 また これに 頼って 豪傑の 士肩を この 中に iTr 今 食 

祿 甚だ 輕く職 役 甚だ 困勞 にして、 奉行の これ を 用 ふる， 家僕の 如し。 何ぞ それ 豪 (傑) 

の士 ここに 止まらん や。 故に 潔 又 潔に して、 而も 皆 古の 人に あらず。 又 代官の 手代 も 

ふち 

かくの 如し。 古 は 手代 最も 秩厚 うして 威 を 抑へ たり。 今 は然ら ず。 秩 甚だ 輕 くして 任 

At め 

甚だ 苛な り。 故に 古 は 善人 賢 知 その 職に あり。 今 は 平 士も亦 この 任 を 厭うて 居らず。 

故に 廉士廉 ならざる にあら すして、 その 人 則ち 非な り。 凡そ 任用の 間ノ人 主の 豪傑 を 

用 ふる、 その 法、 人 を 玆に錯 かざるべからず。 


二八 裁剁 公正なら ず 

いんもつ  え こ 

近時、 諸 奉行、 評定の 列座の 衆、 賄賂 音物 を納れ ずして、 而も 猶 その 依诂止 まざる 

は何ぞ や。 

山 鹿隨筆  五八 九 
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案ずる に、 その 道を盡 さず、 その 知 明かなら ずして、 專ら 音物 を納れ ざる を 以て 明 

となし 道と なす。 則ち その 私意 妄動 未だ 嘗て 止まず。 故に 依怙 私 評 日に 盛な り。 かれ 

あ つ 

期る に、 われ 贓賄 を納れ ざる を 以てし、 己れ が昆 聞に 從 つて 一事の 憎 愛に より 訴を決 

し 事を辨 ず。 故に 皆 私意に 陷る なり。 

案ずる に、 人 唯 その 知 を 練り その 志 を 正さば、 贓眯の 中に ありと 雖も、 その 納 否の 

是非 明白に して、 その 訴獄の 是非 分明な り。 故に 納 否に 拘ら ずして 訴獄 自ら 明かな り。 

これ 本 立ちて 道 成るな り。 賄貨を 禁じて その 道 を盡さ ざれば、 末 を 言 ひて 本 立たざる 

なり。 

天 和 元年 

二 九 齒醫 者の 談 

十月 士 一日、 安藤 安齒 に絜 は ひ llsi",  r 兀と 象牙 を 彫し 得 

つく  いれば 

て 物の 形を爲 るに その 妙 あり。 予、 齒を 痛みし 故に、 これ を 招き 容齒 をな す。 安锊ょ 

く 物象 を 彫して、 その 形の 似た るの みに あらず、 最も その 心 を 摸し 得たり。 


l-mi. 安齒の 話に 云 ふ、 「或る人、 冬 孟宗、 筍 を 得る の 象を爲 る。 孟宗、 一 手に 鍬 を 持ち 一 

十 EI 孝の 1 人 

^asl 手に 筍 を 握る。 これ 形 を 摸して 心 を 摸せ ざるたり。 孟宗、 母の 願に よりて 雪中に 筍 を 

索む。 今 天 その 誠に 感じて 雪中 筍 を 生ず。 この 時孟宗 嘗て 鍬を尋 ぬべ けんや。 唯 だ 見 

出せし を 幸と して、 忽ち 己れ が 手 を 以て 筍 を ほるべし。 これ は その 誠實 にして 孟宗の 

てうる 

心なり。 世の 彫 鏤を爲 すの 徒 も 皆 其の 實を 得ざる なり。 J と。 

三 0 政道 瑣談 

(二)  . 

の _*  し さん よ  わた  (111) 

(二) 春秋 ®  (前略) 凡そ 政 は 天下の 大度と 爲 すの 義 なり。 子產、 輿 を 以て 人を濟 す。 孟子 以て 政 を 

の. TN チカ b 

00 知らず と爲 す。 g 婁 天 和 元年 秋 冬、 五穀 甚だ 貴し。 上 これ を憐ん で、 町の 一軒々々 に 

自分の の. C も 

のに 乗せて g 米 數斗を 賜 ふ。 

しおりと い 

だ 「！ E 案ずる に、 江戸の 如き は大 都會、 天下の 民の 輻湊 ところな り。 故に その 飢 うる や、 

と あ. C  . 

柳營の 力と 雖も 終に 得べ からず。 故に 諸侯 卿大夫 政を修 むれば、 民飢 うべ からざる な 

S) 奈良 り。 往年、 天下 儉政を 行 ふ。 人々 皆 曝 布 を 禁ず。 Sfg. ここに 於て 南京の 民皆飢 う。 

.  みくらめ かね 

奉行 これ を訴 ふ。 江戸より 府財を 出して これ を 買 ふ。 僅に 五千餘 匹な り。 その他 はこ 

山 鹿隨筆  五 九 一 
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れを買 ふ を 得ず。 これ 都 會の地 は 天下の 聚 まると ころな り。 天下の 聚 まると ころ は大 

下 を 以て これ を 治む るな り。 


山 鹿隨筆 第士 ー卷 

, 章數附 貞 装 i 類 i  • . . 

天 和 二 年 

I 至誠 無我 

ある 人の 詩に 云 ふ、 「至誠 無我 奉公 志」 と。 

案ずる に、 無我 は 至誠に あらざる なり。 至誠 は 能く われ を 知る。 故に われ あるな り 

若し 人 己れ を 無す る を 以て 至誠と 爲す は、 則ち 木石な り、 瓦礫な り、 異端の 說な り。 

聖人の 無我 は 意必固 我な きなり。 

二 繽 日本 紀を讀 む 

三月 十 一 日、 藤 一介 高 基、 績 日本 紀を讀 む。 

山 鹿 S 筆  五 九 三 


^■0  00  五 九 SI 

ばん *u 

古 も 阈司職 これ あり • 天下の 政事 甚だ 多し。 一 n: 萬揆、 皆 天子に 決するな り。 後世 

及び 今日は 國郡皆 主 あり。 故に 天下の 事 最も 省 少なり。 


二) 有志の 

醵出に よりて 


；藏^ なす 


(二) 「？な 

h -」 と^む。 

十分の •£ 卽ち 

S 


三 讒 倉 

,  ぎ さ5  • 

天下の 諸侯 卿大 夫皆乏 困な り。 案ずる に、 公儀 義倉 あらば、 五 年 を 過ぎず して 各- 

困窮 を 免るべし。 義倉は 諸侯 卿大夫 各-五十 分 一 の 公役 を 出す。 ^お ^ お これ を 

公 倉に 聚め、 年を經 るの 後、 領分の 天災 地 災の時 その 米 金を贷 して これ を， 1 恤し、 十 

分 一 の 利 を 加へ てこれ を返辨 するな り。 天下の 秩祿 凡そ 三千 萬 石、 この 五十 分 一 は 六 

(二)  げんまい  げんま- 

十 萬 石、 おは 五 年 を經て 則ち 三百 萬 石、 この 見 米 百 二十 寓石。 石 は金兗 兩を以 

てこれ に 易へ、 百 二十 萬兩 なり。 年々 娠恤の 用と なれば、 則ち 諸侯 卿 大夫五 年に して 

わり か 

困 を 免る。 十 年に して 乏を 免る。 右の 公 米 は 大名 各-家中に 割 掛けて これ を 出す。 故 

に その 出す とこ ろ 甚だ 微 にし て そ の 聚 まる と こ ろ 甚だ 大 なり。 最も 義金と 謂 ふべ し。 


四治亂 


に 二) 天 相！ 一  壬^、 霜月 十 曰 夜 これ を 書す。 

年 

小智 小學の 輩、 大本 を 知らず。 この 故に 天下の 政事 用法に 少しの 違 ひ あれば、 やが 

て 世 も 亂れ國 も危き 如く 思 ふ。 眢實理 を 得ざる なり。 凡そ 人の 形質 堅 達なる もの は、 

飽食 飮酒 好色に 染みても 壽命 七十. に 到る。 養生 堅固なる もの も、 生 質の 懦弱 たれば、 

遂に 長命 を 持ち 難し。 これ 家宅の 骨 組 宜しければ、 他の 小 所 は 破損す る こと 多し と雖 

も、 家の (覆) へり 破る る ことこれ なきな り。 骨組惡 しき 時 は 少しの 事に 破壞 し镇 覆い 

たす。 同意な り。 

天下に 柱 組 あり、 これ を 持 維と 云 ふ。 柱 組 を 能く 致し 置く 時 は、 たと へ 後の 主 知ら 

ず (して) 妄作 のこと ありと も、 その 一代 一世に て 滅亡 はこれ あるべからざる たり。 叉 

骨 組よ くても、 時代 久しう して その 骨 組 次第に 變 り/ \ て 時運 滅亡になる こと あり。 

お) 北 錄 倉の 高 一時 滅亡 は、 滅亡の 時 至り、 高 時 亦 その 考へ 薄し。 さまで その 身 一 1  一一 a£ 大いに 違 

はずと 雖も、 時運の 至り、 天下の 注 石 この 時 皆 違 ふ 故な り。 注 組 法の 正しく ある は、 

その 主人た くな り、 その 人 あら ざれ ども、 その 道 立つ。 これ 法の 正しき ゆ ゑな り。 周 

末の 如きな り。 
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五王霸 

(二  f  二 ) は 

に 15 夏^?  王霸と は、 古人 三 王の 政 を 言 ひて 王と 曰 ひ、 五 伯の 政 を 謂 ひて 霸とロ ふ。 王 霸皆時 

f  -  •  &3 びみ ト • 

nm-  o  ^ E  ^-.h そくじ ゆ 

お^^ 一 • ありて、 髙下 尊卑な し。 後世 俗儒 王を赏 んで 霸を賤 しむ。 噫、 これ 何 と^ふ 事 ぞゃ。 

人と 見る 

-パ) 聖人の 道より これ を 用 ふれば、 霸は皆 貴ぶべし。 聖人の 道に 依ら ざれば、 王 は 皆賤し 

公 .朁€ 文 公 • 

むべ し。 凡そ 夏 • 殷 • 尚の 末世の 如き、 悉く 王者の 政に して、 澆季に 及んで その 法 皆 

莊王。 なほ 1 

^は ij. 流る。 豈 これ を 指して 王者の 實と謂 ふべ けんや。 王 伯 は 皆 政道の 世號 なり。 

奉-移 代りに 

^王 夫 差 • 越 

王 勾 K を あぐ 

六 誠意 正 心  ， 

心の 正しく 修まる は、 唯 だ 意に ある ことにて、 能く 知らざる が 故に 心 をと り 失うて、 

意 を 認めて 心と 思 ふこと 多し。 凡そ 心 は 意に 由って 立つ ものな り。 意 を 外に すれば 心 

は 見ざる なり。 譬 へば 君子 は 小人に 由って 立つ と 同じき なり。 小人 を 能く 知って 用 ふ 

れば、 君子の 道 立つな り。 今日日 用の 千 差 萬^の わざ、 皆 これ 小人 § の 致す ところな 

り。 國家 天下の 閒悉 くこの 小人 相聚 まる ゆ ゑ、 小人 を 常に 用 ひて 君子の 道 立つな り。 


S 前 出 一 

-K 頁 霞 

(ra) 大皋の 

「十目 所 レ視、 

十指 所レ 指、 其 

お 乎」 もい ふ。 

前 as 一  三 八 頁 


若し 小人 を 見知らず して 小人に 任 すれば、 君子の 道 忽ち 誤るな り。 

意 は 外の 事に 就い て 省みる ことなくして 事 をた す を 意と 云 ふ。 視る こと 聽 くこと 思 

ふこと に 就いて、 その 儘 マての 事物の 用 をな す を、 意の 發 動に 任す と 云 ふなり。 皆 これ 

意に 任せて 致すな り。  • 

耳目 口 鼻四體 について 內を 引出す は、 皆 意た リ。 たと へ 心に 思 ふこと とても、 一 偏 

に 思 ひ 出して、 かへ りみ ざる ごとくに 思 ふ は、 意の 思 ひなり。 

誠にす ると 云 ふ は、 意と 心と 一 つに なりて^ ならざる を 云 ふたり。 たと へば 惡臭好 

色 は 意 も 心 も その 好み 惡む ところに 差別な きなり。 これ 誠な り。 その外 は 意と 心と か 

はりて 曰 はざる こと あり。 耳目に 連れて ふと 物に つきまと ひ 言 ひ、 省みれば 皆 誤と 思 

へど も、 その 省みな しに 致して、 つ ひに^ 嘩 口論、 不義 不忠 を遂 ぐる は、 これ 心に 考 

(一一 一) 

こころよ^ 

へずして 唯 だ 意の なすに 任せ、 後に 後悔す る 故に、 誠に あらざる なり。 自ら . 謙 と は 

後悔な きの 義 なり。 譬 へば 心と 云 ふ も 正しから ざれば、 自 心を師 とする 故に 誤な り。 

意 を 誠にす ると 心 を 正す と は 同じ 如くな り。 意 を 誠にす る は 見聞の 間につ いて、 能く 

(15  こ 5 きょ 5 てい 

その 實を 極む るな り。 これ を 極む る は 十目 十手 を 本と して 公共 底の つとめ これたり。 

山 鹿隨筆  五 九 七 
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•  けんげ 

心 を 正す は 心に 工夫し、 思 ひ 省みて わが 見解 思案よ しと 極む る こと も 人に ついて 能 

(1〕 i  く 正して、 而る 後お ちつく る義 なり。 論語に 敏-ー 於 事 1 愼ー I 於 言 一 就 二 有 道 一而 正 レ焉、 可 

而篇第 十 II 章 

レ謂レ 好 レ學と 出で たる、 これ 心 を 正すな り。 (下 S 

七 行 有， ー餘カ 1 則 以學レ 文 

(-じ 1.1  行 有ニ餘 カー 則 以學レ 文。 往年 唯 この 章を讀 み、 日用 カ行の 暇に 文 を 學ぶを 以てする 

而篇第 六 章  お 

なり。 カ行 を錯 いて 文を學 ぶに あらず。 その 兑解 甚だ 疎な り。 

案ずる に、 この 八 字 尤も 深意 あり。 人心 物に 移りて 變ず。 日用 事物の 應接皆 未だ 嘗 

て學 問なら ざるな し。 而 して 文 を 學ぶは 叉 同じから ず。 故に 日に 應接 すれば 世事 日に 

長 じ、 日に 文を學 ベば 學文 日に 長ず。 物 二 立せ ず、 世事 長 ずれば 學文 消ず。 學問 長ず 

れば 世事 消ず。 その 間世蓽 は 皆 利害 視聽の 用、 學文は 古今 道義の 講習な り。 利害の 心 

長 ずれば 道義 消ず。 道義 長 ずれば 利害 消ず。 文 を 學ぶは 世事 日用の 本と なり、 世事 は 

皆 驕泰淫 樂禮容 の 本と なる。 學文 はこの 世事 をな して 學問 未だ 優れ ざれば、 己れ の 心 

世事に 制せら る。 能く 文を學 ベば 文 を 以て 世事 を 制 十。 文 を學ば ざれば 出入の 用 未だ 


S 箱 葉 正 

t、 一  萬 二 千 

石。 御署ょ 

b 若年 寄に 進 

み、 後貞享 元 

年、 大老 接 田 

E 俊 を 江戶城 

に 刺して、 自 


殺さる。 後出 

六 o 六 頁參照 

(四) 稻集- 止 

吉、 伊勢 守、 

ls» 院番 顔、 


を勒 む。 五 干 

石 の 旗本な り 

(五) 彥ぉ > 正 

§r  (正轺 一本 

重紹) 大目 付， 

さきに 大 S 町 

奉行 も 勤む 

(六) 大 S 

重、 勘定 頭、 

一 一一 干 石 

(七) らの發 

令 は 十八 日と 

Is 川 實紀に 見 


その 道 を 得ず。 故に この 八 字 を 眼 HI となすな り。 則の 字 最も 味 ぁリ。 緩々 せざる の義 

なり。 

A 水 を 以て 水 を 治す  • 

ニー 一)  (《5  (五一  (六 一  (七) f 天 和 三年) 

稻葉. 石 見守 IfsKS い *彥 坂 壹岐守 • 大岡備 前 守、 大坂 川口 見 分と して 二月 廿 一二 

日 發駕。 近年 淀川 埋まり、 川口 土聚 まり 大川 (流れ) 入る を 得ず。 (中き 

おもへ 

予以爲 らく、 水 を 治す るに 水 を 以てすと 以前より よく 云ひ傳 へたり。 水 を 以てすと 

は， 天下 國 家の 勢、 天地の 理、 五 年 三年 或は 十 年に して 大變 小變 これ あり。 群 黥. 

然れば その 儘 さし 置かれ、 川下に 岡 ふるところの 洲. 新田 等 を 除き 去る 時 は、 洪水の 

節水 勢 盛に して 悉く 流れ 去る。 これ 水 を 以て 水 を 治す るな り。 たと へば 淀川 往古より 

流れて 川口に 至る、 かくの 如く 埋まる ものな らんに は、 唯今の 通りに て は 川 塞がりて 

船往來 あるべからず。 然れ ども 何れの 世に も 塞がらざる は、 これ 右の 洪水 度 々往来し 

て、 水 忽ちに 土 を 流し 棄 つる 故な り。 

やましろ  しゅつ らい 

江 州の 湖水、 江 州 • 山城の 水、 皆相聚 まりて 湖邊に 新田 出來、 古より 然り。 一年に 

山^ 隨筆  五 九九 


す の し 故にの 憨 地文^? n ケっ 
5 溝、 あ 導水し に w に敉 のじ 

:ihM り か 流て^ 年當郡 茶 
稻 〖こら てん を 下 川、 る 

の 供 PH 巾と 邇利 か こ 。部縣 原 

牧 fflsf 止し 油- ォ Era の 1£ 地の 、 
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水底 一 寸 の土芥 たまる とても、 百年に は 一 丈、 千年に は 十 丈なる ベ し。 然れ ども 往古 

より 別儀 これな し。 ここ を 以て これ を考 ふべ し。 

然れば 引 口の 近所に 新田 多く 出來の 故に、 海の 洲 あつまり 遠淺 となるべし。 |ii?5 

f 。あ これ 等 を 取る 時 は、 川口 ささ はりな きこと なり。 

川 違 ひのこと。 古より この こと も 沙汰 あり。 但し 古より 云 ひ 置く は、 大和 川 を 淀川 

二)  S)， 

へ 落さず して、 川 違 ひ あらば、 宇治川 はばりて 洪水 大いに 害 をな すべし。 淀川の 出づ 

る 時 は 大和 川^ 出づる 故に、 淀川 (の) はばり はるな り。 且つ 兩河 相聚 まりて 流る る 故 

に、 川 水勢 强 くして 下の 土 皆 流れ 去るな り。 淀川ば かりにて は 川の 塊 まること 甚だ 多 

ほんでん 

からん か。 その上 大和 川 をき り 違へ たらん に は、 本 田への 水の 不足 あるべし と、 古よ 

り 云ひ傳 へたり。 

しんでん  しゅつ らい 

次に 新田 十六 萬 石 出来せば、 農民 十 萬 集まら ざれば 出來 すべから ず。 俄に 十 萬の 人 

(三) 

を 集めん とならば、 大方 小阈は 一方 明くべし。 近年 やわら 新田へ 利根 川 をき りかけ、 

十五 寓石程 作 毛の 用意、 事 成らず して、 公儀 卜 萬兩餘 りの 御 損 ありし 例、 幷せ 案ずべ 

きなり.。 


二) 張りみ 

なざる こと 

(こ) 出水の 

こ と 


na 天 和 ：-! 


(六) 菅沼定 

實、 初め 定治。 

主 水 • 攝津 守， 

二 河 新垆 一 萬 

石。 lew 璽 磨 

の 條理、 甲苻 

城守靠 重代 

の 重任ち む 

(七) 小 笠 原 

長 重 

(八) 菅沼定 

S き 

之 

(九) 名は定 

やす 

易 

きどな を 

( 一 0) 定尙， 

定 堅の 二人な 

ニー) 鑿 8 

里仁舊 二十 

票の 「君子 

欲 T!lss-> 於 言 一 

而敏 * 其 It, に 

と あるに 大體 

同じな り 

二  二) 霾ー 

季氏 S 第 叶 童 

「君子に 九 思 

あり、 視は明 

を &ひ、 R は 


天 和 三年 

九 ^沼 主 水との 對談 

十五 日、 菅沼主 水 g 蠲域亭 に 至る。 小 笠 原 佐 渡 守鑒院 •  &) 沼大 學， •  i)m 部^- 

同大 學の子 一 一人 I き 蘇駭 在 席、 年頭の 饗應 をな す。 予舊 冬已後 初めて この 宅に 至る A 

主 水 問うて 云 ふ、 「世俗 皆 善 惡と云 ふ。 何 を 以て 善と なして これ を 勤行し、 何 を 以て 

(予) 

惡 となし これ を 除去 せんや」 と。 答へ て 云 はく、 人^ 默を 先にして 己れ を 後に する を 

善と 曰 ふ。 近き を 先にして 人 を 田.) はざる を 惡と曰 ふ。 凡そ 人の 言行 皆 これ を 以て その 

(主 水 ) 

(褒) 貶を定 む。 これ 今日 謹み 守る ところな り。 又 問 ふ、 「身 を 謹む ところ 何 を 以て 先と 

, (予) (二)  (主 水) 

なす。. 一 曰 はく、 言 は 寡なる を 欲し、 行は敏 なる を 欲す。 又 問 ふ、 「心の &: j ふところ 何 

(予)  (一二) 

を 以て 要と なす。 一 曰 はく、 論語に 所謂 九 思な り。 


io 寬の失 

人 主は寬 にあり。 「上に 在りて 寬 なら ざれば 立たざる なり」 と、 經 書に 所々 これ を 
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£  g 六 a 

リ 言 
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六 〇 二 


^を S ひ、 色 

は 溫 を 思 ひ、 

貌は^ も^ひ， 

言け 忠を S ひ、 

* は钕を 思 ひ、 

疑 は 問を& ひ， 

忿は雜 も 戸 5 ひ， 

得る も 兄て は 

義も^ ふ」 を 

い J 

( 一 ) 前 出大 

ぶ しち 

八 * 近。 

一  *r* ク ド 人 

(二) 義近 の 

子義 也、 父 を 

ついで 又 g 八 

と槠 す。 のち 

&势 守、 肥 前 

守。 父子 共に 

薯 代の 恪 勅の 

士 なり。 五 干 

石、 素行の 門 

人 

S 藤 介， 

紫 行の 子 

(四) 義吕， 

菜 行の 弟 平 馬 

流 


出す。 • 

案ずる に、 寬の 失は讒 入り 易き にあり。 源賴朝 專ら寬 仁に して 讒を 信ず。 

I 一  學と思 

. , 、  (-ニ  I  ,  (二 )  i.wn 

九月 十四日 大島出 羽 守 . 同 雲 八 父子 來訪。 談、 聖學 及び 武教の ことに 及ぶ。 |；5； 

(五) (六)  .！ n 

二ら Jo 


羽 州. 云 ふ、 「學は 唯 だ 審問 愼思 にあり。 愼 思せ ざれば 學問 すと 雖も 散せ ず」 と。 

予云 はく、 然り。 愼思は 武教の 練な り。 練る ところ 密 なら ざれば 前に 復る。 故に 散 

せざる なり。 故に 學と 思と 相 對し來 るな り。 

(七 J 

今日、 大島 父子に 傳 授の義 あり。 

一二 米價を 論ず 

(： 入相 一!： 年)  (八)  f し， 

十二月 十二 日、 稻垣信 濃 守亭に 至る。 西 山 六郞兵 衞來り 問うて 曰 ふ 、「この間、 ム U 命 

やす  たか 

あり。 『凡そ 米の 價^ だ賤 くして、 雜物皆 貴し ノ 故に 士庶人 皆 乏しく して 財 用に 苦し 


二 待 二の ニニ よ； TJA ふ 
-軍— 割ー广 り さ のつ、 
じ德 ごも' w  ^ の 城 

川 云 命 将主三 
税秀 ニふ软 家令^ 河 

金. お 代 ^康 ^  n 


めり。 所^ 奉行 何ぞ これ を 礼さざる や。 速 かに その 米賤 くして 物贵き 所以 を考へ 以 

て 高 聞に 達すべし 云々』 と。 台 命 甚だ 感 あり、 その 根 を 推せば 則ち 如何」 と。 

予云 はく、 大神君 嘗て 曰 ふ、 一 凡そ 關東は 诲邊川 山林の 美 好の 物 あるべ し。 財 利 ある 

(二  ：> 

ぶん .5- ち 

べきの 地、 必ず 諸 士に與 ふべ からず。 諸士 これ を 得ば、 分 一 を 貴く して 利 を 貧るべし。 

( 一 一一」 

しょしき Aim  を ど， たか  (1 二)  ちん う 

利 を 貪れば 江戸の 諸 色 g 鳥 皆 曰々 躍 貴 かるべし」 と。 又 台廟の 時、 伊豆 三 崎の 運上 甚 

だ賤 し。 老中 これ を 貴く せんと 欲して これ を 乞 ふ。 台 命 あり、 曰 ふ、 一江 戶に 入る の 物 

はい  ばくか  ぁク  ろうだん 

分 一 を 倍す る、 これ 幕下の 諸士を 網して 隴斷を 利す るな り。 これ を 貴く すべから ず。 

云々 一 と。 兩 君の 命、 ぎ雜 物を賤 くす るの 道たり。 

西 山 云 ふ、 「山 あり、 川 あり、 海 あり、 野 あり。 この 四 者 用 ふるところ あり、 省察 

^p-^ 十べ き あ り て， 分 一 を^せ されば、 物 G 慣^  丁 下らん か c」 

書院 番頭  • 

二 五) 狩 野 

* すの ぶ 

{ 一な、 -. %  , 

__sr 法 g に敍  貞享 元年  , 

し. 霊 § 

一三 狩 野 符幽の 名言 

に勇中»|5,野  (正 g)  (一  E)  (1 五) えいしん 

め. 廿三 曰、 年始の 嘉麼 として 本 多備前 守亭に 至る。 饗應 あり。 (中お) 今 曰、 狩 野 永眞の 
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もに 象に 冶幽 、匕 

に 重 力、' し 橋と $n 
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宅 を 問 ふ。 ll^s^ お 仍って 談畫に 及ぶ。 太守 *畫 を 好む 故に 能く 畫を 知る。 予， 

とううん やう ぼく  • 

洞 雲 • 養 朴 等の 畫を問 ふ。 太守 曰 ふ、 「同席の 談 にあらず。 雲 • 朴等は 唯 だ 豎子 畫を爲 

十 を 好むな り。 人、 晝の實 を 知らず、 筆 を 紙に 落して これ を 彩色 すれば、 皆 以て 畫と 

なす。 何ぞ それ 然 らん や。 (永 眞) の畫は 古今の 絶筆な り。 世知 レ畫の 人な き 故に、 彼 

れの 地位 を 知らざる なり。 今人 且つ 雲 • 朴 等の 晝を 以て、 永眞に 勝る となす、 甚だ 笑 

ふべき なり、 甚だ 歎ずべき なり。 物 皆 その 地位 あり。 雲. 朴は 終に 永眞の 地位 を 得 ざ 

るな り。 彼れ その 地^ を 知らば、 學ぶ ベく 勤むべし。 知らざる が 故に 己れ と 彼れ と 相 

(111) 

同じ かるべき を 以てす。 故に 學 ばず 勤めざる なり。 往昔 彼れ 等 台 命 を 承け て、 猷 一! の 

.  (五) 

(gn  キき ふで 

扉に 獅子 を圖 す。 探幽は 少しく 燒筆を 用 ひて 忽ち これ を 成す。 永眞は 久しく 燒筆を 用 

ひて 漸く これ を爲 す。 洞 雲. 養朴の 如き は 少しく 燒筆を 用 ひて 速 かに これ を爲 す。 久 

.  かたど 

世 大和 守 嘗て これ を談 ず。 備 太守 これ を 探 幽に問 ふ。 云 ふ、 『永 眞は佛 像 速 かに 像る ベ 

からざる 故に、 誤ら ざらん と 欲して 久しう して 成るな り。 洞 雲. 養朴 はこれ を 知らず、 

己れ が 術 至らず して、 予の 速成に 效ひ 以て これ を圖 す。 久しう して 必ず 人の 嘲に 恥づ 

べきな り。 .予 及び 永 眞の圖 すると ころ は、 久しう して 益  >  宜しく 益 * 稱 せらるべし 云 


二) 洞 i 

の at 

0. 駿河^ 狩 

野の 家に して 

初め 探幽の S 

f ナた h-、 後 探 

麵に子 生れて 

別 象す。 法眼 

に敍 せらる。 

洞 雲は鼴 元よ 

り與 へ. りれ し 

號 なり 

つね 

(二) 養朴常 

のぶ 

信、 木 挽 町 狩 

野の 出に して、 

養 朴は法 fr" 

永眞と 同じく 

障子 を 描 

く こと も 命ぜ 

らる。 法服に 

敍 せらる 

(三) 大猷院 

家 光の 钥 をい 


城 本丸. ニ條 

？蔡複 等に 

S 筆 も 揮 ひ、 

又 起 

.を 描け り。 法 

^に敍 せらる 

(五) 下緣お 

描く 木炭 筆 

(六) 久 ft 要 

之、 老中、 0 

代の 臣。 組 心 

尼と も 親交 深 

き 人な り。 下 

樓國 SI 宿 城主 

五 萬 石。 延寶 

七 年 六 S 二十 

五日 卒す 

(七〕 素行の 

門 人、 後 *sn 

侯の 家臣と な 

る 

(八) 青山 幸 

赏、 E 萬 八 千 

石 を筘す 

(九) 又 *H81 

将£ ともい ふ、 

もと 山 鹿八郞 

左衛門 高 恒. o 

8? し、 素行の 

おにして 女« 


々』 と。 探 幽には 又 永眞及 ぶべ からず。 永眞 その 及ぶべからざる を 知ろ。 故に 愼んで 

これ を圖 するな り j と。 

凡そ 世事の 治 政 問學の 用法 亦 此の 如し。 聖人の 地位 を 知らざる 故に、 世學俗 學に詳 

ならず、 皆 以て 學と なナ。 その 地位 天地と 懸絶す。 孔子の 學、 門人の 學、 孟子の 學、 

皆 地位 同じから ず。 況ゃ漢 . 唐. 宋. 元. 明の 學、 皆 地位 異なる。 然して 聖人の 地位 

を 知ら ざれば、 その 是非 を分辨 する を 得ず。 永眞の 畫談に 依って これ を附 す。 

一四 小 出 彌左衞 門の 篤學 

(二  《0 

十六 日、 (前略) 

(七)  (八) 

責田孫 太夫、 小 出 彌左衞 門の 事を談 ず。 小 出 は 尼ケ崎 靑山大 膳の 家人、 今年 廿五 歲。 

十九 歲 にして 江戶に 至り 兵法に 志し、 津輕大 學を師 とし、 その後 志 甚だ 深し。 武教 小 

學を 以て 日用の 言行と 爲す。 大守 これに 感ず。 廿三歲 にして 尼ケ崎 城を預 る。 そ 

の 行、 日に 進む。 去 冬、 責田孫 太夫 尼ケ 崎に 至り、 滯留百 三日、 この間 彌左衞 門 日參、 

書 を 聞き こと を 問 ふ。 彌. 'その 志 厚し。 始めて 書 を積德 堂に 通ず。 
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一 五 堀 田 筑前守 殺害の こと 

,  m  2) 

八月 卄 八日 曇、 ^の 上刻、 大小 名 殿中に 出仕。 (中略) 稻葉石 見守 短刀 を 以て^ 田筑 

(15  §  (六) 

前 守 を 刺殺す。 老中 叙 打って これ を留 む。 その 間、 若年 寄 In 舞 及び 

0 へ-  <五)  (七 一 

近士  II 卖 等 亦 これ を 切る。 (中略) 老中 外に 出で、 諸 大名に^ して 曰 はく、 「稻葉 石 見 

守亂 心、 筑前守 を 刺す。 筑前 守生氣 あり、 未だ 死せ ず。 これによ つて 今 H の御禮 延引 

す」 と。 その 間、 諸 大名 各  >  退出す。 稻葉石 見守 懷中書 置 これ あり。 (中略) その 日悉 

く 家財 家人 を 出し、 石 見守 親類 緣者皆 遠慮。 

筑前 守、 卄 九日 上野 圓覺院 に 於て 葬禮。 夜 戌 刻、 下 谷 南 町 挑 灯 これ を 出す。 (下め) 

貞享ニ 年 

二八 改暦 

今年より 新 曆を用 ふ。 案ずる に、 古 暦 は 正月 ニョを 以て 立春と なし、 新暦 は 元旦 を 

以て 立舂 となす。 新暦、 星宿 を 以て 正月と なす。 1^ ，中 考、 刖に 記す。 _  . 


に 常る。 康 锉 

侯の 家臣と な 

る  - 

( 一 〇) 素行 

の «。 山 鹿 流 

兵藥の 人門署 

なり 

ニー) 素行 

の 書 棗の 名， 

ほ 草 町に 

在り 

( 1 ) 前 出、 

正 休 

(二) 大老 堀 

m 正 俊 

(二) 戶田忠 

大久保 

忠朝 

(：A) 阿部 正 

武 


舊冬 大晦日、 夜に 入り 大雪、 更に 風 逆た し。 甚だ 靜閑、 雪 大いに 積ろ。 

I 七 庭前に 鹤來る 

^0^^ 正月 望、 未の 刻、 大鹤來 り、 積德 堂の 庭に お ふ。 I) 冠、 詩 を 奉りて これ を賀 す。 予、 

氤接 介と 田 

I き K ふ 詩 並に 序 を 以て 誡 めて これに 示す。 

鳥^ 恆知而 避 ニ其災 一也。 

(ニレ  (ニー) 

k 一の 一人)， ぽ 右 は 铆下惠 の 言な り。 海鳥の 至る、 减文仲 は 以て 神と 爲し、 柳 下惠は 以て 海上の 災 

と ヽ ふ e 三 ^ 

退けられて 仕 を 知る と爲 す。 

も 去ら ざ る の 

fr?ir 春秋 案ずる に、 鳥 獸は唯 だ 身 を 愛する を 知る のみ。 故に その 知能く 風雨に 通じて その 災 

^^仲 5 を 避く。 左傳に 2、 僖公 十六 年、 隕ニ ぁデぁー 五ソ、 (あ 月) (一お i 退 ％ 過グ few 周ノ內 

(n  S 史叔 舆聘. 宋、 ぁ襄公 焉 曰に ク 是 レ何ノ 祥" 吉凶 i クお 云 々 。 H 吿ゲ； ァんギ 君ち 

レ問、 是 陰陽 之 事 也。 非 二 吉凶 所-生 也。 吉凶 由 \ 人 一 云々 と。 右 同意な り。 

一八 胎教 (三) 

山^ 隨筆  六 〇ヒ 


鹿隨筆 


六 9 八 


二) 素行の 

^嗣 

(二) 前 * 律 

Ife 大^の 子、 

後に 高 饔と稱 

す 

S 夏&淸 

介、 素行の 家 

S  ^の 刿 

,M 著 はせ る 古 

^女 傳の こと 

(五) 親に^ 


良の 心に 肖 化 

する 意 

(六) 列 女 * 

< 篇の第 一 母 

儀 傳の周 室 三 

母の 第二が 太 

^なり。 その 

條下 胎教 も 記 

す こ と詳 なり 

(七) 周の 文 

王 

(八) もと 八 

^翁 を 安置し 

給 ひ J> 所に し 

て 今の 資 所に 

あたる 御殿、 

それより 八咫 

鏡の 異稱 とな 


(正 H-)  二)  (二)  (三) 

二日 夜、 周易 傳序 • 本義 序 を 講ず。 藤 介 • 岩 之 助 • 淸介 • 貞之進 席に 在り。 

列 女傳第 一 を讀 む。 

(五) (六) 

^くわ たいじん (七)  に 

肖 化。 太 任 は 文 王の 母な り。 胎 敎を存 す。 人生れ て 父母に 肖る は、 皆 その 母物に 感 

ずるの 故に、 形 音 これに 肖る。 文 王の 母 これ を 知る と 謂 ふべ し。 

一九 鏡と 祌 

案ずな に、 本朝 神 字 を 以て 加 美と 訓む。 これ 加賀 美の 中略の 詞。 鋭 を 以て 祌 字の 訓 

と爲 す。 鏡 は 本朝に て は 正疸を 以て 字訓と なす。 俗に 云 ふ、 神 は 正直の 頭に 在りと。 

(八) 

ないし どころ 

叉 云 ふ、 三種の神器、 內侍所 を 以て 正直の 義と爲 すと。 

伊勢大神宮、 鏡 を 以て 神體 となす。 天神 叉 鏡 を 以て 天孫に 賜 ひ 以て 戏 となし 給 ふ。 

皆 正直の 義 なり。 神 |ぽ 嘴 正直 は 外物 を掩 はず、 內 物を藏 さざる なり。 

謹んで 案ずる に、 異朝の 說、 神 は 不測の 義、 わが 阈と相 別な り。 凡そ 本朝の 俗甚 

だ智に 過ぐ。 智 ある もの は 必ず 邪 僻 を 含み 速 利 を 好む。 故に t 古の 聖祌皆 この^ 直 

を • 以て、 治國の 要件と なす。 神 亦 この 鏡 を 以て その 眞體 と爲 した まふな り。 この 義 


(九) 春^^ 

代吳の 公子， 

はんと 

する に 際 L て 

GMIHC なり。 光 

が 人の 言 も-昔 


甚だ 本朝の 妙戏 なり。 

又 案ずる に、 四民の 俗、 嘉禮 あれば 必ず 圓餅を 用 ひて、 錡と號 す。 これ 卽ち祌 3 の 

義を表 はすな り。 


(一〇) 春^ 

吟代 楚の武 

この 言葉 は、 

はんとす る 時、 


^突が^ ま： せ 

しと ころに し 

て、 結 菜も^. 

難 の 言の 如く 

な.； ih -。 左傳 

S 十 一 年の 

000 

ニー) 吳子 


但し こ の^は 

原典 も 要 豹せ 

ハ 1 二) 吳 子. 

治 兵篇に 「之 

れ も-住く  W に 

投じて、 天下 

當る なし、 名 

ン， けて 父子の 

兵と いふ」 i 


二  o  ^ 受 

§ 案ずる に、 威 愛 先 後の 論、 古人 旣に成 論 あり。 而 して 未だ その 赏を盡 さず。 

予化 日竊に 謂へ らく、 愛と 威と は 仁義な り。 仁義に 先 後な し。 唯 だ 時に 主たるの み。 

愛 は仁惠 の義、 親 民の 卞。 故に これ を 治め これ を 令す る、 皆 愛 を 以て 木と な 4, 。 旣に 

至りて 軍 を 出す の 時、 戰に 臨む の 時 は、 ^武を 以て これ を齊へ ざれば、 兵 使 ふべ から 

ず、 ほ 一 用 ふべ からず。 故に 古人 愛 威に 克っ の說は 皆 その 功 用 を 見て これ を 論ずるな り ( 

くわう  ^ 

吳の光 曰 ふ、 「事 を 作す に、 威 その 愛に 克っ とき は 小と 雖も 必ずお る。 一 は 13- 古.^^ を 

論ずる、 專ら和 を 以てす。 和 は 愛たり。 楚の 曰 ふ、 一 師の克 つ は 和に 在り、 i!i 在 

らず」 と。 吳 子に 曰 ふ、 一先 づ 百姓 を敎 へて 萬 民に 親しみ、 將に 其の 民 を 用 ひんと する 

や、 先づ 和して 大事 を 造す. 一 と。 叉 云 ふ、 一( た^の 兵 一 と。 (二 y| に 云 ふ、 - 將帥は 必ず 

山 鹿隨筆  六つ， L 


山 鹿隨笨  ナ 1 〇 

■S  士卒と 兹味を 同じう す 一 と は 愛な り。 r 將に 威なければ 士卒 刑 を輕ん ず」 とは咸 なり。 

(二； 一) 武崧 二 

七 * の 一 なり。 

こ C の 言葉 は 

その上 略に 出 

づ  ニー  死地の 兵 

二) 词 前に 

出.. つ  案ずる に、 良 將の兵 を 用 ひて 戰 ふが 如き は、 皆 死地の 兵な り。 常に これ を^ 

つじ 孫子 地 する こと 父子の 如く、 我れ の卒を 見る こと 子の 如く、 彼れ の將を 見る こと 父の 如し。 

お 4 こ つ 

0 一 D  E 九地 是れ 勇を齊 しう する こと 一 の 如きな り。 f ，所謂 死生と 危とを 長れ ざるな り。 孫子に 

篇 

S 九地 篇 曰 ふ、 「#:  く 兵 を 用 ふる 者 は 手を携 へて 一 人 を 使 ふが ごとくなる は、 じ む を 得 ざれば 

S  • ：れょ なり」 と。 (下. K 

り 先き、 秦、 

孟 明も籽 とし 

て af:le と^ 

(ひ 六て) J 敗北  ニー 一  用 意 

して 盆 <K み  f 五) .f; フ  ヌ  マス/、 ヌ  ヌクス --  >  チ ゥセ> -シ- ？  a  - ツチ，， .、 

おそれて 德を 左傳文 公二 年、 秦伯猶 用ニ孟 明？ 孟明增 修二國 政 1 重 施 二 於 民？ 趙成子 紅？ 一： ず 諸人 

Sf せ る 故、 今  ，  ノ 

^i-  -ー  ハク  ル ズサ. K ント レ M 六) レー 尸 セリ ヌ レバ カーフ- ル  I 

00 夫 一 云、 秦師叉 至、 將ニ必 辟" 之。 懼而 增， 德、 不レ 可， 當也 云々。 

(七) 0^ 楠 (木) 天 王 寺の 退去、 同意な り。 かれは その 銳氣を 避く るな り。 これ は その 德を修 

九九 頁參照  さ  . 

むる を 辟く るな り。 五月 卄日 (U) 


*  ^  ft  7 
^お.^  二 

育め Mil 秋 

m し の s  m 
- ^ 時 g つ 


二三 守 志 

心 以守レ 志。 晉語 

たと へば 前方 無事の 時に 此の 如く 志を定 むと. い へど も、 事に 當 りて^ ふこと あ. 

利祿. 女色-飲酒 皆然 り。 ここに 於て 心に て 前の 志 を 守るな り。 廿五： n(j_JK) 
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山 鹿隨筆 第士 一一 卷 

t  S 爽文延 资： 火和貞 享年 間 

s  ^  .5: 十九 lis. 全 六十 二 歳 

寛 文 十 一 年 

J 伊達 騷動 一 件 

(二  つ 一 )  (3)  、 . 

寛 文 十一 年 三 七日、 伊達 綱 基の，： 豕臣原 田 甲斐 守、 伊達 安藝 守 を^^ 雅樂 頭忠淸 

が^に 殺す。 始め 伊達 市 正 と 伊達 安藝と 領境相 接し、 土民 その BE を 中分 せんと 

.  (さ 

論じて 止まず。 兵 部 少輔使 を 使 はして これ を 和平せ しむ。 f お 15。 使人巿 正に 私して 

大半 を 割きて 市 正が 領 とし、 境 を 封 じて 去る。 お 盟？ お z?iss 萬 11^^11551 

尤 土民、 安藝 守に 訴ふ。 安藝 守 始め 信ぜず。 後ち 事 を この 評訟に 寄せて 條數を 

記し、 私曲 家中 安から ざるの こと、 、江 都に 訴ふ。 島 田 出 雲 守 • 大 井新 右衞 門尉兩 人に 

吿 f ，て、 これ を 老中に 演ぶ。 老中 直に 伊逹 安藝 守 等 及び 阿 黨の者 を 招き" これ を 決せ 


( 一 〕 綱 基、 

後 綱 w、  ^奥 

守、 致仕 後上 

観 介， * 伊 S 

本家 

(二) 原 E 甲 

斐 宗黼" 伊達 

G 分家 

(三) 伊達 安 

の分麥 

へ £) 伊達 宗 

興 市 正、 Is 前 

(五) 伊達 兵 

部 少輔宗 ar 

(六) 市： 止 方 

も 分^なる に 

より； "分の 1 

とせ 1- たるべ 

し 

(七) 町泰行 

へ 八) 作 事ぶ 

^人 井 政^ r 

德川宵 紀には 

尉の {.卞 た I- 


(九) 當 老 

中。 初め 主. 

正、 後 內磨正 * 

京都 司 代、 

大 坂 城番、 老 

中等の 政治 上 

の 功 接の 外、 

島 原 一 揆 平定 

等に も 功 あり， 

=1 萬 石 も 給せ 


二  0) 酒 井 

忠^の 子、 * 

明 


んと欲 十.。 三月 七日、 板 倉重矩 g 接が 宅に 招き、 異儀 なく 各，' 還歸 す。 同 ^七日、 考 

中 又 酒 井 忠淸が 宅に 聚 まり、 綱 基が 家臣 を 招き、 島 田 *大 井 亦 ここに 来る。 綱 基の 家 

臣 一方 は 伊達 安藝 守、 一方 は 原 田 甲斐 守. 柴田外 記. 古 內志摩 守 各-出^、 その 事 を 

述ぶ。 原 田、 本 座に 罷り 歸り、 遂に 腰刀 を 提げて 安藝 守を擊 殺し、 直に 老中の 座に 入. 

らんと 欲す。 柴田外 記 纏^^- . 蜂 屋六左 衞門尉 追つ て これ を 留めん と 欲す。 

らんに ふ  1 

原 田 彼れ 等 を 切り 猶ほ翳 入 せんとす。 島 田 出 雲守內 より 出で て 遂に 原 田 を 害す。 

^"^に^^ま srl^ 安藝 守 命 を隕 すの 問、 忠淸の { 豕人騷 動し、 各-白 匁 を 手 

にし その 場に 至る。 柴 田. 蜂屋 これ を 留めん とし、 追って 及ぶ の 勢 * 三士 共に 殆ど^ 

に 入らん とする が 如し。 故に 忠淸の 家人 これ を辨 ずるの 暇 あらず.、 或は 蜂屋を 切り 

同廿 九日 *j! す。 或は 云 ふ、 石 田 S 右 &門 尉と 云 ふ もの- * 娃屋と K ほに 候 戈. H. お fl: そろ 夜 A-g- つ。 ュ j つ Hs、  ^ 

し、 この i に與 りて 小 籩 を *urr  5 田. は 鋒屋と 同じく" f 基の 家臣な り お： 2$ff 中卒す そ 奪つ そに HS  5 

田. 蜂屋 各.' 自陳 す。 故に 皆兵 を收 め、 老屮 出で てこれ を： &- る。 門の 內 外の 伴 兵 皆 驚 

一- - (Is 

き、 相互 ひに 嫌疑し、 將に宅 中に 入らん とす。 酒 井河 內守 出で て その ih! を說 き、 士卒 

の 心 を 安ん ぜ しむ。 老屮 各-退去す。 綱 基の，： 豕人來 りて その 屍 を牧 む。 II。 大井 • 古 

內は この 鬪 諍の 間 老中の 前に 在リ、 故に 與、 しざる なり。 S^、H 丽 . 


^隨筆 


六 一 三 


能つ る 7f ^そこ 一昌 2 年 2 
ご に^のの 萬 、乙' ^ 
精 III 子 事 ft 宇 

m 封 形た, 件 ^都^  n 
平 せ 九 能 に 主 t 牛 文 

M て 。十せ、 ノ'、 


山 鹿 il 筆  六-四 

この 外雜 說太甚 多端な り。 採耗に 足らず。 义 兵部少 輔放預 のこと 安藝 守^ 狀、 古 梁 

に 出すな り。 

寬文 十二 年 

二 奥 平 源 八復饕 一件 

寬文 十二お 年 二月 二日 夜、 浪人 奥 平 源 八， 本 多 半 齋を淨 瑠璃 坂 |g に 殺 十。 始め 戊 

申の 歲奧平 美 作 守 死去の 時、 群 ほ 卞都宮 の 寺院に 幾 まり、 ^平 內藏 助： . 同华人 

二 干 石 す。 半^の 嫡+ なリ。 牛齋は 時に 大#、 後剃髮 して 牛 齋と號 す。 遂に 本 多 氏に 改む。 m  -r-.gr  J 之 い.^ &へ 冊ぶ 

平 隼 人 は 時に 與ー 一一郎、 後 本 タノ 隼 人と 改む。 r- の 時 大學は 隱 居」 て、 M  、； 內藏助 共に 家老たり ，1 片。 V 一，： をき P1 

るの 餘鬪 0 し、 內藏 助疵を 蒙る。 群士 これ を 抑留して 各， -セ に^る。 內 藏助自 裁し、 

(力)  つか +  (三) 

遺言して 書 を 隼 人に 差 はす。 隼 人肯ぜ ず。 双方の 親緣 各-相 聚 まりて 大議に 及ぶ c  .Kr、 

平 大膳亮 これ を 聞き、 半齋 父子と 源 八と 共に 仕 を 止めて 境 を 出 十。 この 時 奥 平 源 八 

S- に數 年 十一 一一、 後に 、！A 矣司專 い 或 內藏助 . 蔓 し 源 八 •  门 欠，^.^ 傅藏の . 田 44- 川丘ハ 新^  . 

源 八と 改お 内藏 助が 子 力 彩 IIH.:S^Ti^ の從. 弟 矛. I タ, 一 3 伯父 ：；Jf ギ， ヅヌ 糸 ぁ 力 

同 又 左 衞門尉 細 Ml? 逃走して 源 八に 從ふ。 源 八 深く^ り て 與：； 一郎 を 以て (供に) 犬を铋 

かざる の 仇と なす。 この 年 大膳亮 故 ありて 羽 州 最上に 替りを 得る の 節、 半 齋が族 兵 獰 


しめじ  ？ * どケ  ( B1 1 

(/)  i 玄蕃 I 認絲 § 弟. • 奥 平 主， 馬 お 最上より 仕 を.^ むる をヒ ひて 境 を 出づ。 0 

さ  (五)  5 か； A 

岐山 年 七月 十二 曰 上 山 山 を 過ぐ。 夏 目 外 記 • 奥 平 傳藏^ 十 これ を逍 ひ、 忽ち 主馬 

等 主從七 人を擊 殺す e  一人 を虔 にし" 具に その^ を虜に 含め、 與三 郞に吿 

げしむ。 これ 源 八 久しく 半齋 父子 を 索 探して， 未だ その 所在 を 得ず。 かれ 等 を 害せば、 

二 ハ) 寬文十  f 六 j 

^ 井？ 半齋 父子 怒って 出づべ きが 爲 なり。 今年 二月 二日 寅 刻、 主從 五十人 有餘 Si き^ |?： 

?は1| 痛 淨 瑠璃 坂 本 多 半 齋の家 Kfe ^顧 I に來 りて、 各 ， '績松 を燒 き、 門 を 破って 突入し、 本 

により 助命 を 

ば な 多半齋 • 同 九 兵衞尉 せ | 等を擊 殺す。 ，^m，：  ^s^^uj, お^^^^ . 

町) 後お S 而 して 出で 去る。 本 多 隼人蹤 より 追 ひ 土橋 ^ に 至って 鬪 死す。 、し^ si^ 

p  M  &、を3ぼほ ひ I 猛^ 火 消 番堀田 五 郞左衞 門 尉、 績 松の 火 を 見て 走り 來 り.、 

K ソ妻と  ：ザ 

V0P 半途に て 失火なら ざる を 聞きて 歸る 云々。 奥 平 源 八疵を 蒙り 立 退く 云々。 黯 s^s 

大 落城  . 

0^ 公儀 群卒を 以て 攻擊 する は 仇 を 報ずる に 非ず との 事嚴命 あり、 源 八 等 を 尋ね 索 

t 刻こ荣 せり。  ：, ,  , 二  (七) 

t 文 六 年 二月 めら る。 源 八 この こと を聽 き、 夏 目 外 記ね 十. 奥 平傳藏 L 一一 千と、 同 二十 一 日 井伊 掃 部 頭 

六 P 残、 年 七  5  S) 

十。 延 35 ハ年  D 午 こお 一 じ. t4i  J  ffE- 1  \1 " o  a,h  一  41 1 ーョ ニー-、  PI  4、 き^ こ.^ つ.. H リ。 延»第 六 戈 午 E  n 初旬、 -.: ： し 

は その 十一 二， £■  w 当 a^tff てォ. 《-新 を をぶ ^二. r 二 P 三 ンをブ .gi 豆 t あ v 力 1- 院殿第 十三 S 忌の 法 祭に H り 

に相當 するな て贅。 江戶 

W  に 入る 能 はす。 

出 鹿隨筆  .  .  六： 五 


も 御 二 後 二 
な 金 百守リ 
す 泰石信 
行 '耱米 
な大 、倉 
ど 坂 チ 丹 


出 ^ 隨筆  六 一 六 

いま  よ 

この こと 世に 異說 多し。 而今 公儀の 注 書に 鎵り玆 に 略す。 

三 夜 響琐談 

或る人 云 ふ、 秀忠 公治 世の 時內田 平九郞 Isrnf 米倉 傳五郞 ？| 守 に 意趣 あり 。 兵 

士 三十 人 計り を 率ゐて 門前に 至る。 米倉 鎗を 持ち 門 を 開き 突出して 內田を 殺し、 殘屬 

を追遂 し， 直ちに 親 屬を率 ゐて蹤 を 暗ます。 後紀 伊賴宣 卿に 仕へ、 兩人御 旗本 衆に 在.. 

る な りと。 

四 松 下石 十郞 

權現宮 の 扈從松 下石 十郞、 初の 名 は 某。 宮 嘗て 長 铋を 禁ず。 松 下 背いて 長刀 を^ ケ 

おら  ぶき 

且つ 見 はに 座の 上面に 置く。 宮 過り てこれ を は* 甚だ^り これ を 叱して、 「何者か わが 

定法に 背く」 と。 近臣の 云 ふ 、「松 下な り」 と。 後數 日を歷 て、 松 下 又 長刀 を夾 みて 座 

fti りょく 

上に 置く。 宮 これ を 覽て曰 はく、，， -M い 哉 松 下、 石 十 郞と號 すべし」 と。 彼れ 必ず 膂カ 

あるに 因って か、 遂に 赦 して 罰せず。 後 失火 あり、 松 下人に 先んじて 往く。 小菅長 乓ダ 


衞尉火 を 消さん として 往く。 松 下 を 以て^ を 放ちし 者と 爲し、 これ を虜 にす e 火 を 放 

たずと 雖も證 亦 明かなら ず。 宮 これ を 聽 きて 臼 はく、 「かれ 强暴 を爲 十と 雖もナ 、を 放つ 

ベから ず 一 と。 遂に これ を赦 す。 松 下 面 縛 を 恥 ぢ小菅 を 怨み、 仇 を 報いん と 欲す。 小 

^ 亦 聞きて 防禦の 設 あり。 松 下が 婦翁 その 志 を 憐んで 共に 黨 して 小屋に 僑 居して 小^ 

を 窺 ふ。 婦翁 病死す。 松 下 その 志 を 遂げ ざらん こと を 歎じて 自殺 せんと 欲す。 隣 居の 

浪人 二人、 松 下が 鬱陶を 計り、 仍て その 事 を 問 詰す。 松 下 初め 吿げ ず。 雨士 

數~ 松 下に 問 ふ。 遂に 吿 ぐるに 實を 以てす。 兩士 その 志 を 憐み松 下に 黨 すと^ ふ。 松 

下固辭 す。 兩 人肯ぜ ず。 遂に 三人 小 菅を窺 ふ。 小菅 常に 數十人 を 伴 ひ 出 行のと ころ、 

松 下 走り 向 ひて 小 菅を擊 殺す e 浪人 等作士 二三 人 を 殺して， 遂に 免る る を 得たり。 後 

に 越前大 守に 仕へ、 兩士亦 これに 從ふ。 小 菅は常 州 小 背 三千 石を領 し、 大 學相續 十。 

五 心 友の 言 

31)  §  .  > 

池 田 出 羽 守、 、江戶 より 備 前に 歸 るの 時、 池 田 右京亮 を訪 うて、 赤穗 W 屋に 至る。 

さ 相 共に 至る の 傍輩 十數人 右京の 宅 を 去る の 次で、 出 羽 守 佩刀の 鞘 末、 相 

山 鹿隨肇  六 一七 


山 鹿隨维  i ハー < 

かんべ  .. いん 力  い 4- 

共の 士神戶 平 兵衞の 袴に 障りて、 出^ 守謝辭 なく 還って これ を 叱 十。 士 々いに^る。. 

歸途^ ：屋川 あり、 舟 子 を 招きて これ を 渡る。 士： Z 船 十。 ^に 短〃 を 以て 出 羽 守を釗 寸。 

近 兵 皆 驚き 擊 つて 神 戶を 殺し、 乃ち 使を發 して 療醫 を備 前に 喚ぶ。 備前家 屮相聚 まり 

てこれ を議 す。 死 士の心 友 その 席に 在りて- "ムふ 、「何 ぞ妆醫 の議に 及ばん や。 ^の^、 

人 を 割して また 突 ぞ療醫 に 及ばん や。 云々」 と。 この 議 未だ^せ ざるの 內、 出 羽 守 死 

すとの 吿 あり 。 人 皆 心 友 の 勇 を 語る の 美談と 十。 

或は" 云 ふ、 京 兆の 疾を訪 ひて ここに 來る。 京 兆の 家老 1： 部善大 夫^ 屋川邊 に出迎 へ、 

對談の 時祌戶 これ を 割し 川に 入り て遁 ろ。 ^州の 家人 等 終に 川屮に 於て これ を齊 寸。 

阿部 も疵を 蒙り 終に これ を 追 留めず、 人 皆 これ を 非と すと。 寬文第 十二 八月 十五 日、. 

藤氏 來話。 

ばけもの 

六 淸洲城 化 怪の說 

(二  )  ばけ も C 

尾 (州) -M 洲 城の 天守 第 一 曆 に 化 怪の說 あり 。 太守 命じて^ 人 一 一人 をして これ を 番^ T 

せし む。 一 一人 共に 議り 一 人 は 上層に 在り て 相 戌り , 一 人 は 下層に 在り て 相 休む。 深更. 


(一 一一) 手品師 

S) 前 SS 家 

康の第 E 子 


に 及び 窓より 物入り 來 りて 番士の 面に 中る。 士 乃ち これ を 執り 燭し てこれ を視れ は^ 

鳥な り。 翅 5§ は， その後 化 奇の說 なし。 

同 城 天守 上層に 忽然と して 人 入り 來る。 推 問 すれば、 鳴 海の 土民 化 人の 誘に よして 

(Kr 一 

^.t  b  $  t  :o  -  -  o ミ女き ヒもヒ C きま 亡 4^ノ こ J  0 この S 事、 下 マ忠吉 囀 尾 州 守^の 時シ。 寬文九 年 

來 る 一 Ff 々と 二の 民 製 月 を Is て. 猬ほれ 妙； んり  >ム 王-十の 土民 江 城 裏の 一 やぶりに 人り、. 丄 おに や： に 一 

扇 を^り これ を 扇ぐ。 ^中 これ も 一視て 大いに 驚く。 終に これに 因って 土 

民 云 ふ、 化 人の 誘導に 因って 意 はやこの 地に 入る 云 万って 辯に 四ず。 

おも 


七 姬路 領民の 出來事 

本 多 中書姬 路を領 する の 時、 高 砂 代官 土民と 訴 論す。 故に 土民 及び 代官 を 姬路に 招， 

き糾 す。 代官 二人 幷に 庄屋 相伴 ひ來 る。 路に晚 れて月 あり。 忽ち 庄屋 傷 死して これ を 

害する の 人を視 ず。 代官 驚き 覔 むれ ども 得ず。 太守 密に 代官の 爲せ しこと を猜 ひ、 頻 

あら は 

りに 害 人 を 求 むれ ども 見れ ず。 久しう して 庄屋の 家人の 族 云 ふ、 「庄屋の 家人 某猜 はる 

きんち やう n 

べきの こと あり」 と。 故に 太守 これ を^し 推して 問へ ども 言 はず。 太守、 金 張^^^ 

00 して 云 はく、 一 ，汝 同類と 雖 も われ 罪に 陷 さず 。 假令 自ら " 一 れ を擊 殺す る も 亦 罪せ 

ず。 自首すべし」 と。 家人 玆に 於て 一 K ふ、 一， 某 この 命 を 聞いて. 首すべし。 故に 今に 至 

山 鹿^ 筆  六 一九 


§ 本多忠 

A- さ 

刻， 十 萬 石、 

J« 路城 主。 そ 

の 妻 は于 s、 

後の H< 萄院な 


山 鹿 锋  六 二 〇 

ひそか 

る 迄 これ を吿 げざる は、 われ これが 爲 なり。 二人の 代官 及び 高 砂 庄屋 密 にわれ を 憑み- 

.  こころよ 

てこの 事を爲 せり」 と。 太守密 に 酒き を 喜び、 忽ち その 罪を宥 し、 代官 をして h 殺せ 

しめ、 庄屋 罪に 入る。 その後 四 五 年を歷 て、 高 砂 鄕屮金 を 勢 州の 御 をに 借る e 

この惡 人 及び 別の 民 兩子を 以てす。 兩民、 勢 (州) に 往き金 を 得て：！ る。 明 石に 到りむ 

ら淸水 を 酌みて これ を飮 み、 一お 亦 これ を飮 むを勸 む。 一民 乃ち 酌みて これ を飮 むの 

けん ふ 

間に、 堅 抱 を 以て これ を扑 殺して その 金 を 得、 一民 を沙 中に^め、 急ぎ 返 逃す。 sel 

かたきつ ゑ  ifcwri 

狭 で 一 民 忽ち 蘇り、 彼れ の 逃げ まる を：； i ひ、 密に 旅客の 武人の 過ぐ る を 

待って この 究を吿 ぐ。 武人 則ち 近虽に 告げて 大いに 暴民 を- 竟む。 暴民 終に W はれて こ 

れを高 砂に 膝に す。 惡人 刑に 臨んで 云 ふ、 「先年 われ 人 を 殺して、 太守の 代官 を猜 ふべ 

きの 機 を^ ひ、 久しう して 自首して 代官. 庄屋 を 殺 十。 わが 罪 天 終に 宥 すべから ず。 

呼、 今 明すべからざる のこと 著顯 して 刑に 及ぶ。 ；大 なる 哉、 ： 太なる 哉」 と。 人 これ を 

聞きて、 先頃の 代官 等 罪 無くして 刑に 入りし を 大いに 歎く 云々。 太守の 將 迎， え W 

まざる ベ けんや。 


A 東 氏の 傳談 

九月 八日、 東 氏 傳へ談 ず。 

浮 田 左 京の 父、 安心と 號す。 3S 減， 嘗て 左 京 膂カを 自負す。 左京備 前に あり 

し 時、 取手の 者來 るを敎 ふ、 左 京大 言して これ を 笑 ひ 嘲る。 或る時 使价を 以て 彼れ を 

招く。 かれ 腹痛の 由 を 以て 固辭 す。 左 京大い に 喜んで 一 k ふ、 「かれ わが 勇力 を 怖 長し 疾 

に 託して 来らざる なり。 故に 前 かた 使 を 以て これ を 招く. 一  と。 かれ 止むを得ず 病中と 

ちからこぶ 

稱し腹 を 擁して 來る。 左 京 これ を 招き 自ら 左手 を 出し、 膂 筋を粧 ひ、 かれ をして これ 

(三)  ひし 

を視 せしめて 云 ふ、 ー汝 能く 取り を爲 すか。 此の 如きの 勇力、 豈拉ぎ 獲べ けんや」 と。 

かれ 恐怖して 云 ふ、 一 凡そ 取手の 術、 勇力 相 對の輩 は、 この 術 を 以て 勝つ こと を 得るな 

り。 何ぞ 大^ 力 公の 如きに 及ばん や.」 と。 左 京大い に 喜んで 笑 ひ 勇氣 少しく 退く の 時. 

かれ 忽ち 襲ひ拉 ぎ、 且つ^ 刀 を 手に して 忽ち これ を 割さん と 欲 十。 左 京の 家人 相聚ま 

り議 すれ ども、 如何と も爲 すなし。 左 京 屈服して 生死 かれが 彀の 中に 在り。 父 安心 こ 

れを 聞き 速 かに 出で、 以て 左 京 をして かれの 門下たら しめんと 誓 はしむ。 故に 彼れ こ 

れを 放って 退く 云々。 浮 田 左 京、 後 坂 崎 出 羽 守と 改む。 

山 鹿隨筆  六 ニー 
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. - ノ  Ms 

r;)  菅 

沼 主 水なる-ベ 

I. 名 は 定古、 

古老な り 

(：•：) 鳥居. i 

あ *- 

商、 0S0 

(後の 侰 al: の 

臣 にして、 S 

擦 城 も 守りて 

剛勇 の 名 

や. 殘 せり。 長 

城 はもと 武 

m 氏 €ぉ なり 

L た 川 氏 占 

新して * 平信 

Ml に ，？リ らしめ 

たるに、 武田 

^頼 これが 恹 

復も 企て 天 正 

三年 包, した 

り。 鳥 居の £! 

*| はこの 時の 

二と に^す 

era) 無事 耽 

出な： 通す るな 

り 

(五) 德川家 

康に岡 崎に 見 

え 命 を果し 

て か へ h- し 後 


延寶 八ギ頃 

九 鐵砲は 容易に 中らぬ もの 

加州 太守の 家人 深： ^縫 殿 助 の 咄 

M 人 常に 野に 出で、 小姓 ども を 集めて 石つ ぶて を 松の木 を n: あてに 致し 打た せ て け 

るに、 M れも 中らず。 その 時 、「何れも これにて 心得よ、 戰場 にて 鐵 砲 は 嘗て 中らぬ も 

のな り.。 常の 時 常の 心に てこれ を ねら ひ 打て ども 中らぬ にて 心得べ し」 と； -ム へりと ぞ ( 

I  o 爲居强 右衛門 t 鈴 木金 七 

菅沼 氏のお  . 

S ナね ゑ もん  •  つら 

鳥 井 强右衞 門 一 度に 鈴 木金 七と；： ムふ もの (と) 雨 人 城 はり 出で たり。 i 峰が 峰に てぎ 

し.,：  (巧) (五) 

火を丄 けて 城 中へ 通じて、 後に 歸 りたる 時、 鳥 井 は 城 中へ 入りて-., T ふべ しと 云 ひ、 鈴 

木 は 入らざる ことなり、 兼て 申合せた る ことなれば、 その 通りに 恽爷 が.^ にて 玲太を 

あげて 後 詰の こと を吿 ぐべ しと； K ふ。 d| 井^ ぜ ず，. -て 城へ 行き、 鈴 木 は^.^ を あ^-て 


ぃ卞: ニニ 十に も t  ■)：, 7, ま, m 八 ？、  z 
ふ 作— 萬 出 封 •  石 郡 年 ^ と 
守 リし 石^ ぜ白も に 小 上 
u と s ら w と 松 移幡 野慶栳 
お m 家 な 山 れ^ 宇 平 る ^ a 長 場 
を 平 康る形 後に 都 せ， 三 甘 十 野 


(六) 《 ^の 忍び 去る たり。 ^の 如く 鳥 井 は 捕 へられた るな り。 鳥 井 はた ものに 掛 りたる に 弒の向 

-改 i*-^: な 二  cffl  (七 一 . ；.. にぎ. に 

^.^^ ひの 原、 川 際、 城より 十 間ば かり も あるべし。 右 鈴 木 は 奥 平より 感 狀を與 へらる。 そ 

て ^新の. おも  (ス) 

お、，^ t の. の 後. 奥 平 關東御 入阈、 所替 への 時に 鈴 木 行かず して 直に 三 河に 留 りたる 故、 奥 平 これ 

SSC に お つ き 

。ぼ k  く适 承 书 

"べき や を惡 みて 捨 置きた るたり。 この 嫉み にて 域 中より 出で たる もの 鳥 井ば かりと 沙^して、 

乃ち 武田方 怒 

信 長 記に も 載せず と W へり。 

又 松 平 下總守 家中に ての 沙汰 は、 鳥 井 强右衞 門より は、 金 七 あとに 出で たり。 鳥 井 

が 出で て實否 知れざる 故に、 これ を 知るべき 爲に 出で たり.。 瀧 川に 添うて 四 五町 も 流 

れ くぐりて 出で たるたり。 金 七 こと 神 君 御供に^: 連れら るべ き 由に て 御 留め これ あり 

て、 長 篠へは 入ち ざるたり。 この 時 神 君より 御感、 又 作 州よりも 感狀 これ あり。 金 七 

惣領 筋、 三 河 新 城の 際に 百姓に てこれ あり。 神 君の 御， 意に、 その 方す ずき は 何れ を 書 

き 候 哉と 仰せられければ、 かね すずきの 由： 一一：： 上す。 以來^ すずきに 罷成 るべ きと 上意 

にて、 御 感狀に は 魚 すずきた りと 一 Ff ひ傳 へたり。 御感狀 今以て 百姓の 處 にあり。 二 男 

は 松 平下總 守と ころに あるな り。 

初め 城より 出づる 時、 川の はたに は 寄 手 網 を 張り、 鳴子 を 付け 置きたり。 城の 兵 川 

m  0 筆  六 二 1 一一 


W 代に 、， 
の s ミて 入- 
u 光 一 和 柳 

RfJ 萬 山 生 
■h- 後 6  ^  'ク; 


倉 
： ルポ 

家 O 
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より 越す ことの あるべき かとの ことなり。 この 越 十 時 鳴子 鳴りて 疑 はしければ、 番の 

者い つもの 所に 鱸の はねて 網に かかり、 ^子 を 呜らす こと ありと 云 ひて、 改め ざり け 

ると なり。 


I  一  ^帶の 時 大刀の 拔き方 

板倉筑 後守咄 

大猷院 殿御^ 帶の 時、 御 近習の 衆 皆 束帶、 仰せて 云 ふ、 「^帶 の 上、 衞府の 大刀 は拔 

(15 

けざる ものな り。 近習の 者に 拔 いて 見べ し」 との 仰せな り。 久世 大和 守 を はじめ、 そ 

れを拔 いて 見る に 更に 拔け ず.。 柳 生伹馬 守に 仰せあって、 拔き やう を敎 ふべ しとの 御 

事な り。 柳 生 これに 敎へ て 云々。 前へ よせ 刀の 靳尻を あげてぬ く 時 は 能くぬ くるたり 

天 和 元年 

一二 大 坂の 役 

《1 &  3 

^沼 主 水來話  ,  , ；. , 


(五) 前出菅 

沼定 實、 三 河 

新戒 一 な 


二 ハ) 主 水の 

さ ビょレ 

mx. 定芳と 

いふ。 g 部 正、 

はじめは 定 針。 

大 « 冬の 陸 本 

^念 政の as 下 

にて SB^Cli 

的 も 指令せ. 9。 


箸し く 後に^ 

念より 黄金 二 

十 枚の 赏^ あ 

り。 夏の陣に 

も 亦 功 あり 

(七) 大筒の 

讒 碗と あり 

つ. o 片祸且 

元 


(九) 戰陣に 

て 大将の そば 

に 立てて その 

所在 も 示す 1* 

あ 


大坂 御陣の 時分の 域 は 土 居 これな く、 直に^: かがりたり。 骨 沼镦 部、 陳碭備 前 島よ 

井上な どなり  {七； 

n 鐵砲を 打た せた るたり。 この 時鐵砲 上り 過ぎて 中らざる を、 昇 を H: あてに 打た せて、 

城 中へ よく 打 込みた るたり。 片桐巿 正方より 申し 来れる は、 今日の 鐵砲 能く 中り、 城 

中 難儀 仕りたり。 彌 f その 冃 あて 可レ 然と 云 ひお こせり。 諸人 これ を 聞い て、 片桐不 

義の 者なる こと を 云 へりと ぞ。 

I 三 神 君 扇子の 御 まと ひの こと - 

； i 君 扇子の 御 まと ひの こと 

しもち  しゃ 5 げん t  さり ふぐわん 

三 州 下地 村に 聖源 寺と いふ 處に 太子 (堂  >. あり。 ；舺君 御 立願の こと ありて、 この 寺に 

通夜 遊ばされ たる 時に、 夢中に 扇子 を 得 給 ふと ありて、 忽然と して  一 jf あり。 この 時よ 

り 則ち 扇子 を 御 まと ひに 遊ばさる るたり。 その 扇子 今以て 聖源 寺に これ あるたり。 

天 和 三年 

一四 光枝 土左衛門の 話 
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:1) 大和 郡 

山の 城主、 K 

萬 石 

(二〕 青山 幸 

實、 攝 染 尼ケ 

崎 城主。 前 出 

六〇 五頁袞 照 

(111) 本 多 平 

八郞も 以て 聞 

えたる 家 成の 

股肱、 十三よ 

b 德川 氏に 仕 

へて 歷戰 五十 

餘 3、 桑 名 十 

五 萬 石の 城主 

% 以て 終る 

S) 元 翁 元 

年 六 H: 

(五) 洒井忠 

次、 本 多と 好 

し 對の 家康の 

股肱 なり。 武 

功 本 多に 劣ら 

ざれ ども、 0 

長- 兀年を 以て 

- 卒す。 この 姉 

川の 役、 忠次 

先鋒と な hv て 

朝 倉 義景も 敗 

る 

(六) 小 笠 原 

長忠 

へ 七) 稻^ 通 
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六月： p 四气 光枝 土左衛門 來話。 I^SSKSgs お^ 

(一-一)  (二) 

本 多忠勝 

(H)  (五)  r 六】 

姉 川の 役に、 酒 井 左 衞門尉 云 ふ、 「明日 は 大事の 合戰 なり。 御先 手 は 小 笠 原 與八郞 な 

り。 信 長より 加勢 は稻葉 伊豫 守な り。 御 旗本の 先手 は 誰 を か 仕るべき」 と 申されて、 

思案の 體 にて 云 ひける は、 「面々 皆 集まり 居た る 程に、 あれ へ 出で、 様子 を 見て 申 付く 

べし」 とて、 表へ 立ち 出で ながら、 面々 へ 申されけ る は 、「明日 は戰の 花と 云 ふ ものな 

り。 敵は淺 井. 朝 倉 北國江 州の 大敵、 味方 は 信 長 公の 惣勢 なり。 三 河 衆 は 小 笠 原 を 先 

手と 致し、 稻葉 伊豫 守 加勢たり。 斯様の 歷々 の 出合、 近代 例し 多くな し。 花々 と 御 一 

(八) 

わ W りよ れん 

戰を なされ、 各，' へ 御 見せ 成さるべし。 我 御料 連の 內に、 先手 を 望む 者 はなき か」 と 

？  (一  0) 

申されければ、 中 書 幷に本 多璺後 守な ど 進み出で、 「某 どもに 先手 を 仰 付けられ 候 や 

おのし ゆ 

うに」 とのこと なり。 尉 殿 申さる る は、 「まことに 御主 達 は 先手 を 致す ベ きものな り。 

申 付くべく 候。 隨分精 を 出されよ」 と ありて、 內へ 入りて、 r 兩人 など 先手 を 望めり。 

先手 を 如何にも 仕るべき ものな り。 され ども あ、 皆 打 死 仕るべし。 惜し かりなり」 と 

申されたり となり。 


〔八〕 ^しき 

ス に對 する 人 

，椟 代名詞 

(九) 本田忠 

0. 中務 大^ 


、中 * とよべ 


これ は 政勝咄 たり。 政 勝、 酒 井 左衞門 尉の こと を已 前より 聞け り。 本 多 • 井伊. 榊 

せがれ 

原な ど 同じ 口に も 云 ふ ものに てた き。 これ は 御 家の 武者 柱に て、 中 書な ど をば 悴のゃ 

うに あしら はれた る 人な りと 聞け りと て、 こ の談 あり。 


(一 〇) 本多廣 孝 

-千 五百石 をた まふ 


宗康の 父 萤 お W 来の 譜代の 名臣、 廣忠の 一字 を與 へられて 賓 孝と 稱す 3 家 康の戰 ふところ 從は ざるな，、、 晚年 上野 白 井に 一 萬 二 

慶長 元年 歿 (一一) 本 多 中 書の 子孫 政 勝なる べし。 大和 郡 山の 城主 ニニ) 本 多忠勝 (ニニ) 井伊 直 政， &和丄 十八 萬 石。 

少時より 家康 二： H へて、 平戰 いつれ にも 誠實铬 勤、 宗康の 腹心たり。 本 多、 aM?- と 併 ST せらる。 長 七 年 残 (一 四) ^^康 政、 式部 大輸 前の 二 

人と 殆ど 行動 も 共に し、 特に 政治に も 重き もな し、 德出 氏の 厚 3 も 亦 至らざる なか h- し 人な り。 家康 肱 をい ふ もの， 必す この 三人 を 併稱す 但 

井 は 又 そ の 上な りと は 本文に い へ るが 如し 
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